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白金の杖の魔女と滅竜騎士の溺愛【前編】




















＜　１　＞












　爽やかな朝を通り越し、そろそろ昼になろうという頃、台所で昼食の用意をしていた亜麻色の髪の少女の背後で、唐突に食糧庫の扉が開いた。

　少女が振り返ると、中から大あくびをしながら長身の美女が出てくるところだった。

　そこから見える食糧庫の中は木箱や棚で余分なスペースも無く、当然外へ続くドアもないのに、だ。

　腰まである真っ赤な長い髪に手を突っ込み、ぼりぼりと後ろ頭を掻きながら再び大あくびをかます。身に着けている襟ぐりの緩いドレスもその豊満な胸が零れ落ちそうなところまで肩から落ちていて、そのけだるげな雰囲気はやたらに艶っぽい。

　慎みもナニもあったものではないしどけない姿の美女を横目で見て、少女が溜息をついた。

「もー、師匠ったら、なんでそんなトコから帰ってくるんですか。ちゃんと玄関か自分の部屋に繋げてくださいよ」

「だあって、おなかすいたんだもーん。ヴィオラのことだから、ちゃんとあたしの分のお昼も用意してくれてるって思って～」

「そりゃ連絡もらいましたからつくってありますけどね、ていうか今つくり終わったとこですけどね。狙ったかのようなタイミングで帰って来ましたね」

「ふふーん、さっすがあたし～。お昼なあに～？」

「サンドイッチですよ。ハンバーグサンドと野菜サンドと卵サンド」

「おお、好物。さっすが判ってる～♪」

「ひと仕事終えた後ですから。お疲れ様でした」

「そーよぉー、疲れたんだからお疲れの師匠を労わってよね～」

「でも、そのあとしっかり男漁りしてきたんでしょ。魔力回復はできたんですか？」

「もちろんばーっちり。あー、充実したー」

「……そりゃようございました」

　嬉しそうにテーブルの自分の席に座って、そこに置かれた大皿のハンバーグサンドに手を伸ばす。軽く見積もっても五人前くらいはありそうだ。

「旨ーい。やっぱウチの秘蔵っ子のつくるものはいつもサイコーよねえ」

「褒めてくださってもこれ以上なんにも出ませんよ」

「これで充分だし～」

　にこにことサンドイッチをぱくつく師匠の皿の横にスープのカップを置いてから、自分の分の昼食を師匠の前の皿からいくつか取り分けた。ちなみに量は普通に一人前だ。

　若い騎士もかくやという食欲で勢い良く食事を平らげた師匠は、遅れて食べ終わった弟子である少女、ヴィオラが食べ終わるのを待って立ち上がった。

「ご馳走様～。じゃああたし、ひと寝入りするわぁ」

「なに言ってんですか。これから王宮に行かなきゃでしょ。陛下が報告を待ってるんでしょう？」

「そんなもん待たせときゃいいのよ～。別にコトはもう解決してんだから。あたしが行かなくったって他から報告は上がってんでしょ」

「ダメですってば！　ちゃんとすぐ報告に来いっていつも言われてるでしょ！　また魔術師長様に怒られますよ！」

「ヤだ、めんどくさい。あのヒトうるさいし」

「ヤだじゃないです！　子供ですか！　はい、手伝うから着替えて！　お化粧して！」

「先にお風呂入りたい～」

「はいはい、用意してありますから」

「さっすがヴィオラちゃん、ありがと～」

　ヴィオラが師匠の背中を押して歩かせるので、ゆるゆると歩く。当然食糧庫と反対の居間へと続く扉の方へとだ。

　だらだらと風呂へ入り、そのまま湯船で寝ようとする師匠を風呂から追い立てて、ノースリーブで細いシルエットの黒いドレスに着替えさせる。右側面の腿近くまで深いスリットの入った扇情的なデザインが実に良く似合う。鏡台で化粧をする師匠の後ろに立って器用に髪をまとめ結い上げれば、絶世とつけてもいいほどの妖艶な年齢不詳の美女の出来上がりだ。

「今日もめっちゃ美人ですね、師匠」

「んふー、ありがと。ヴィオラ、あなたも早く出掛ける用意をしなさいな」

　にっこりと魅惑の笑みを浮かべた師匠だが、ヴィオラは、え、と動きを止めた。

「え、私もですか？　またですか、なんでですか。呼ばれてるのは師匠だけじゃないですか。私が一緒に行ってもお菓子をいただいて帰るだけですよ？」

「いいじゃない、お城の上等な美味しいお菓子を食べに行けばいいのよ。あたし一人で行くのはさみしーんだもーん」

「さみしーんだもーんじゃありませんー。いい年してナニ言ってんですか」

「いい年は余計。いいから着替えていらっしゃい。陛下もあなたが来るのを楽しみにしておいでなのよ。女の子の孫を可愛がるおじいちゃんの気分を味わいたいんだから聞いてあげなさい」

「それ、めちゃくちゃ恐れ多いんですけど。はあ、判りました」

　御年七十になろうという我がレンストランドの国王、レオナルド・ヴァルタル・レンストランドには女孫がいない。自身の娘は他国へ嫁ぎ、三人の息子の子も男ばかりで女の子が産まれなかった。

　本来なら国王に直接会えるような身分ではないはずのヴィオラだが、師匠のおまけで登城すると陛下の機嫌が良いらしく、側近の方々にも黙認でなにかと同行させられている。ついでにご馳走になる美味しいお菓子につられている感も若干はある。若干は、だ、うん。

　仕方なく、自分の部屋に戻ってクローゼットを開け、少し迷っていると、背後から師匠の声がした。

「クリーム色のがいいわ。あのひらひらふわふわのヤツ」

「え、アレはお城に着ていくにはちょっと可愛すぎませんか？」

「いいのよ、あなたは可愛らしくしていけば」

「でも、もうちょっと大人っぽくしたいかなー、とか」

「バカね、あと十年もしたら可愛い服なんか着られなくなるのよ。その後はずっと大人っぽい服を着ることになるんだから、着られるうちに着ておけばいいのよ」

　そういうものか、と思わないでもないが、でもやっぱり大人っぽくしたいとも思う。

　先日成人したヴィオラはもう結婚もできる年、十八歳になった。だから少しは大人っぽくしたいと思うのだが、ことあるごとに師匠はまだいいと言う。

　そりゃあ色気の塊のような師匠のようにいきなりなれるわけもないが、ちょっとずつでも『大人の色気』なるものを身に着けたいと思うのは、背伸びをしたいお年頃故というものだ。

　更に憧れの男性がいれば、そしてそれが年上の大人な男性だったら、余計にそんな気持ちになったって不思議はないだろう。

　ふと、登城したら逢える可能性のあるその人のことを思い出して、思わず服を握り締めかけて皺になってしまうと慌てて手を離す。

　せっかく奨められたのでクリーム色のドレスを出した。成人のお祝いにと師匠があつらえてくれた逸品だ。丈が踝の上までのシフォンのドレスはウエストで切り替えられ、スカートは柔らかい光沢のある絹の薄布が幾重にも花びらのような形に広がっていて、花の妖精のようなデザインが華奢なヴィオラにとてもよく似合っている。

　柔らかそうな亜麻色の髪と緑の瞳はヴィオラの容貌を綺麗というよりは可愛い方に引き立てていて、そこに可愛らしいドレスを纏えばますます可愛らしさは増していく。

　薄く化粧をしていると師匠が来て髪を結ってくれた。ドレスと同じ色の花のついた髪飾りで飾ってくれる。

「ほらすごく可愛い。ヴィオラは可愛くていいのよ。無理に大人っぽくなる必要なんかないの。自信を持ちなさい」

　ぽんと両肩に手を置いてにっこり笑ってくれる師匠に苦笑して、ヴィオラは立ち上がった。

　どうやったら師匠みたいに自分に自信が持てるんだろう。

　年齢不詳の絶世の美女と評判の師匠が自分の美貌に自信を持っているのは当然だが、そもそも彼女は国有数の実力を誇る超優秀な魔術師だ。

　どれくらい優秀かといえば、国王陛下から直々に仕事を要請されているほどだった。

　だからなのか年配の官僚などには『国王陛下の魔女』とまで称され、国の研究機関である魔術研究庁入りを切望されているも、毎朝起きられないというどうしようもない理由と面倒臭いという怠惰な理由でずーっと蹴飛ばしていて、しかしそれすらも許されているという点でどれだけ特別扱いされているかが判るというものだ。

『深紅の魔女』エルヴィーラといえば、その美貌と魔術で知らぬ者とていない超有名人なのである。

　その唯一の弟子であるまだ見習い魔術師のヴィオラは、その怠惰でいい加減な魔女の世話をし、上手いコト言うことを聞かせることのできる唯一の存在としてある意味有名ではあるが、それで名を覚えられても全然嬉しくない。そして絶世の美女の隣にいると、ごく普通の容姿の女の子であるヴィオラはなかなか他人に注目されることはない。

　大抵の男性は当然ながらエルヴィーラの方に目が行くし、彼女も慣れたもので簡単にその男たちをあしらう術を持っている。

　師匠は、『そんな十把一絡げの男どもに安売りする必要なんかないから構わなくていい』、『むしろ見た目や魔女と知って寄ってくるようなヤツは可愛い弟子には近付けない』と言う。

　魔女と判った途端に寄ってくるような男は下心を持っている者が多く、その意味で寄ってくる者が大多数だろうが、エルヴィーラの場合は純粋にその美貌に惹かれて寄ってくる男があまりにも多い。

　美貌で寄ってくる男性がヴィオラに興味を持つわけもなく、そんな男はヴィオラだっていやだと思う。

　ヴィオラだって年頃の女の子だ。素敵な男性や恋愛に興味がないなんて言えない。

　でも、師匠でなくヴィオラを見てくれる人が、師匠よりヴィオラの方がいいと言ってくれる人がいるのか。

　そんな自信は自分にはない。

　美人の師匠がいくら可愛いと言ってくれても、それは師匠の欲目でしかない気がして。

「さぁて、じゃあめんどくさいけど城に行きますか」

「めんどくさいは余計です」

　師匠と弟子は、いつものやり取りをするとすっかり住み慣れた家の玄関の扉を開く。すると、その扉の向こうは見覚えのある、王城近くの師匠お気に入りの居酒屋の路地裏だった。

「……師匠、また勝手に」

　呆れた視線でちらりと隣の師匠をみれば、にーっこりと笑う師匠が悪びれもせず言った。

「だあってー、家から歩くと遠いじゃない」

「だからって、他人様の家の扉に勝手に繋げるのは良くないと思いますけど」

「だあいじょーぶよぉ。前にちゃんと許可もらったから」

「……いつの間に。そんなとこだけ周到なんだから」

「陛下の寝室に直接繋げないだけいいと思ってよ」

「当たり前です！　そもそもお城に直接なんて怒られるに決まってるでしょ！」

「あら、あたしなら見つからずに行けるわよ？」

「いや、やめてくださいね！　見つかったら絶対魔術師長様にド叱られますから！」

「陛下は構わないっておっしゃったけど」

「…………ぜっっったい、やらないでくださいね！」

「だいじょーぶダイジョーブ。さすがに陛下は襲わないわよ、もうおじいちゃんなんだし。心配しない」

　あっけらかーんと笑う師匠が手をひらひら振りながら歩き出す。

　そういう意味の心配じゃない。ダレが陛下の貞操の心配などするか。

　ヴィオラはこめかみを指で押さえながら師匠の後ろを歩きだした。

　エルヴィーラの家は市街地の外れの林の中にある一軒家で、元はどこぞの貴族の別宅であったらしい。女二人で住むには広すぎる邸と言っていい三階建てで、部屋数も多く、実は半分も使っていない。使用人もいない二人暮らしなので、基本、家事は弟子であるヴィオラの担当だ。

　家から城までは一時間近くも歩かねばならないが、怠惰な魔女がそんな難儀な運動をするワケが無い。当然魔術を使って移動している。

　文字通り『扉』と呼ばれる扉から扉へ空間を繋げて場所移動する、それは面倒くさがりのエルヴィーラがしょっちゅう使う魔術だが、もちろん誰にでも使えるものではない。それどころかかなり上級の魔術師しか使えない超高等魔術だ。なにしろ魔力の使用量が多く、それ以上に構築する術式があまりにも複雑なのだ。

　その為、できたところで大抵は術者自分ひとりの移動がせいぜいだが、エルヴィーラは複数人でも移動できる。今だってヴィオラと二人で平然と移動している。

　使用魔力量の割に攻撃魔術や精神魔術などより余程難易度の高い精密さが要求される難解な空間魔術は、行使できるというだけで周囲から羨望の目を向けられる。

　そんな高等魔術をひょいひょいと、それも自分が歩くのが面倒だからなどというテキトーな理由で使う魔術師など、たぶんエルヴィーラだけだろう。

　それだけで、彼女がどれくらいすごい魔女なのかが判ろうものだが、こうして見ている分にはただの怠惰な美人だ。

　ちなみに、もちろんヴィオラはできないので、一人で動く時は当然歩きである。

　師匠と弟子は、裏通りを出て城への道をのんびり歩く。

　二人ともその上着の内側には一本の杖を忍ばせている。指の先から肘ほどまでの長さで、魔女の必需品だ。

　師匠の杖は、闇夜のような漆黒で複雑な模様と炎のような装飾が施してあり、金属のように黒光りしているが女性が片手で持てるほどに軽い。その先端に深紅に光る女性の拳大の珠が付いている。

　対して弟子のものは、なんの変哲もなさそうな白木の杖で、先端の珠は無色透明だ。水晶のように美しいが、まったく重そうではない。そしてその珠と柄の境目辺りに綺麗な緑色の石がはめ込まれていて、雨粒のようなかたちの石を五個円形に並べたその石は花の形を模している。魔女見習いとしてエルヴィーラの元に来てすぐ与えられた杖に、ヴィオラの母の形見のペンダントの石を師匠が細工してはめ込んでくれていたのだ。宝石だと聞いていたが一個が小指の爪ほどの大きさだし、きっとガラス玉だろうと思うがそれでも大切な母の形見だ。杖と持ち主の魔女は一心同体で引き合うという。ペンダントのままだと失くすこともあるかもしれないが、これなら絶対に失くさない。まだ小さな子供だったヴィオラは、その厚意がすごく嬉しくて彼女のコトを一気に好きになった。

　木の杖はそれ自体が見習い魔女であることを示している。

　一人前の魔女になると杖は持ち主の魔力を反映してその姿を変えるというが、それがどういうことなのかまだヴィオラには判らない。

　師匠には、その時のお楽しみ～♪　と、楽しそうに言われた。もう訊かない。

　そして、魔女になる為にはあるひとつの行為が必要となる。その行為をするにはまだヴィオラには覚悟が決まっていないので、彼女が見習い魔女を返上するまでにはまだ時間が掛かりそうだ。

　そしてその行為をするためには、きっと師匠みたいになった方が早いのだ。

　似合わない。うん、まだ似合わないのは判っている。

　それでも。

　溜息をつきながら、ヴィオラはすぐふらふらと寄り道をしようとする師匠の背を押して城に向かった。
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　登城すると、当然のように国王陛下の執務室にエルヴィーラとおまけのヴィオラが通された。

「おお、エルヴィーラ、そしてヴィオラよ、よく来たな。まあ座るがよい」

　書類に向かっていた手を休めて顔を上げたレンストランド国王、レオナルド・ヴァルタル・レンストランドは、にこやかに立ち上がった。

　もう七十歳を超そうというのにその足腰は丈夫で杖も無しに元気に歩く国王は、まだまだ立派に健在だ。綺麗な金髪だったという髪は色も量もだいぶ薄くなってはいるがまだちゃんとあって、ロマンスグレーの紳士然とした容貌ながら好々爺のような笑みは可愛らしくすらある。

　若い頃はそれはもう女性に大人気の美丈夫だったという国王は、現在でも女性に優しい。

　政略結婚で三男一女を儲けた妃殿下はすでに十年前に鬼籍に入られていて、側室も持たなかった陛下は寂しいやもめ暮らしだが、今も精力的に政務を執っている。

　政務のある程度を王太子に既に委譲していることもあり、そろそろ譲位も囁かれているが、恐れ多いことにヴィオラにも優しいおじいちゃんのように接してくれる陛下が王位を離れてしまうのは少し寂しいと思う。

「今日も一段と美しいな、エルヴィーラ。ヴィオラも今日はまた随分と可愛らしいなりで本当に愛らしい。一気にこんな辛気臭い仕事場が華やかになって嬉しいよ」

「相変わらずお上手ですこと」

　ほほほっ、とにこやかに賛辞を受け流して、わざわざ寄ってきて手を取った国王にエスコートされてエルヴィーラが歩き出す。

　部屋の中央に設えられている豪華なソファに当たり前のように我が物顔でどっかりと腰を下ろして足まで組んだエルヴィーラの隣に、ものすごく申し訳なさそうにちょこんとヴィオラが座る。

　まあ、いつものことだ。

　向かいの一人掛けのソファに座った陛下は、気にするでもなく従卒が差し出した資料を手にエルヴィーラを見た。

「それで、此度のドリテア宮の様子はどうであった？」

「先方の隊長の報告書はもう届いているのでしょう？『壁』の維持、その精度と強度に特に問題は見受けられなかったわ。強いて言うなら、魔力の消費が予測より少し多いのが気になるけど」

　腕まで組んで、如何にも偉そうな態度でエルヴィーラが言う。その態度を気にも留めず、陛下は資料に目を落としてうなずく。

「して、水晶球に魔力を満量にしてきてくれたのだったな？」

「そーよぉー、あたしの注入できるほぼ許容いっぱいまで。おかげでさすがにそのまま『扉』で帰ってくるだけの魔力がたりなくなったわ」

「そんなにか。予想より少ないという報告ではあったが」

「あたしもそのつもりだったんだけど、予定が狂ったわ。だから、魔力補充の現地調達をしてきたけど、文句は言わないわね？」

「……言わぬが、ほどほどにしておけ」

「いやあよ。魔力全回復するまで楽しんできたわ。いやー、いつも思うけど、騎士っておいしーわねー、体力絶大で」

「……せめて、独り身の者だけにしておけ」

「そりゃ当然でしょ。奥さんに悪いじゃない。志願してくれた独身の男だけよ」

「……まあ、それなら良いが」

　うふふー、と楽しげに笑うエルヴィーラに苦笑いを浮かべる陛下を上目遣いに見ながらヴィオラは、すみませんすみません色惚け師匠で申し訳ありません、と内心で謝る。

　本来は大きな力を使う者にとって必要なことではあるのだが、つい謝りたくなるのはなぜだろう。師匠の態度があまりにもでかいからだろうか。

「そろそろ他の宮も要請してくる時季ではあるが、他の魔女の予定もあるし、一度魔術師長と相談しなくてはの」

「そーねえ。その辺の日程調整は任せるわ」

　難しい表情の陛下とは対照的に、エルヴィーラはのんびりと微笑んでいる。

　責任を負う者とまったく責任を負っていない者の差だろうか。いや、これは単に性格の差だろう。










　大陸の南に位置するレンストランド王国は、他所に比べて決して国土の広い国というわけではない。

　だが、決して弱小国というわけではない。むしろ他国はレンストランドと縁を繋ぐことを望んでいた。

　その最大の理由が魔女だ。

　古くからレンストランドには、何故か強大な魔力を保持する者が産まれた。そして魔力が強大な者は多くが女性だという。現に、過去の記録に残るような魔術師はほとんどが魔女、女性だ。

　そしてその魔女たちは、そのまま国内に留まる者が多い。

　莫大な金や権力などと引き換えに引き抜こうと交渉する他国はいくらでもあったが、実際にそれに応じる者は過去にもほとんどいなかったという。

　そして、強大な魔力を持つ者ほどそれは顕著だったという。

　別にそれは国に対する忠誠心や愛国心などではなく、『面倒くさい』やら『行ったら働かされる』といった怠惰なものばかりだったというのが魔女の性質を端的に表しており、エルヴィーラが決して特殊な例ではないということが判ってもらえるだろう。

　もしかしたら、何もしなくていい、三食昼寝付きで気が向いた時だけ働いてくれれば、などと言えばうっかり行くと言い出す者もいたかもしれないが、それでは引き抜く甲斐が無い。

　その一方で、魔術師は自分の気になったものをとことん追求する欲が強い。

　幸いレンストランドにはその欲求に応えるだけの設備や資源、人材が揃っていた。それも国を出ない理由の一つだ。

　エルヴィーラが何を理由に陛下の依頼を引き受けているのかはヴィオラには判らない。

　だが、師匠が引き受けている仕事が国にとって途轍とてつもなく重要であることは、おまけの見習い魔女に過ぎないヴィオラであっても理解していた。

　小国であるレンストランドが抱えている最大の脅威は他国ではない。

　西から北に掛けて、隣国との国境線に相当する高く険しいヤクート山脈がある。そこに棲む巨大な脅威から民を守らねばならないのだ。

　竜である。

　成獣で庶民の民家一軒分にも相当する大きな体躯を持ち、両翼は差し渡し全長と同じくらいの幅を持つ、この地上で最大かつ最強で最凶の生物だ。

　硬い皮膚、鋭い爪と牙、二本の角、長い尾を持ち、魔力まで持ち合わせているという竜は、個体数こそそれほど多くはないものの、人類にとって絶対的な脅威としてこの地上に君臨している。

　しょっちゅう山から下りてくるわけではないが、それでも気紛れに人里に現れると魔術やその羽根の風圧で建物を壊し、家畜を食らい、時には戯れに人を襲っては殺す。そんな存在を天災だと諦めるには被害が大きすぎた。

　さりとて人の力では、騎士であったとしても倒すのは難しい。

　過去には一頭の竜を騎士が数十人掛かりで倒したこともあったと聞くが、常に戦力をその一帯に留めておくのは現状ではさすがに難しい。

　魔物の色を濃く残す竜は、その魔力を使い切ることでも死ぬと言われているが、当然その総量は個体にも寄るだろうが普通の人間よりも遥かに多く、現在トップの魔力保有量を誇ると謂われるエルヴィーラをも優に超すだろう。

　このような理由から、竜はそう簡単に魔力を使い切ることも無い上、肉弾戦で斃たおすのはもっと難しい。

　だから、今は自主的に諦めて帰ってもらうコトを目標とした作戦を採っている。

　どうしているのかといえば、魔術によってドーム状の壁を構築し、街一帯を覆って護っているのだ。

　山脈に近い一帯は竜に襲われる危険を常にはらんでいる。だから三百年近く前に現地領主の先祖が辺境伯という称号と共に地領を戴いた時、近隣住民総出で壁をつくり、住民をすべて街に入れた上で国の援助を得て魔術師を招いた。

　街の中央に宮を建て、そこに抱える程もある大きな水晶球と魔法陣を設置し、街を取り囲む壁に沿う形で数ヶ所にもひとまわり小さな水晶球を置く。魔力を蓄え増幅する力のある特別な水晶球を魔水晶と呼ぶが、それに更に魔力の増幅作用を持つ魔法陣を使って魔術師が強力な『壁』をつくり、日々それを維持しつつ、魔水晶へ魔力の供給を続けている。

　宮は当時のノシュテット辺境伯がつくったが、今は国難の一環として魔術研究庁の管轄となった。

　それぞれその街の名前を取って、西から順に、ドリテア宮、ウィルマ宮、サイダル宮、マラキア宮、ディルマ宮と呼ばれている。

　もちろん常に『壁』をつくり続けているわけではない。竜にも活動期があり、その期間は常に『壁』を張っているが、それ以外の非活動期は構築していない。

　ただ、規模が大きすぎるが故に一度術を解くと同じ規模で『壁』をつくり直すのには時間が掛かるので、例えば竜の姿を発見したら『壁』をつくればよいのではという意見は却下されて久しい。

　活動期は弱いながらも常に『壁』をつくっておき、山脈に向かって見張りが立って必要な時にすぐ強化できるようにしている。

　宮に配属されている魔術師は、魔力の供給と『壁』の維持が主な仕事だ。

　だが、その業務に就けるだけの魔力と構築技術を持つ魔術師の人数は残念ながら充分足りているとは言えない。

　街の数は全部で五つ。そのすべてに充分行き渡るだけの人数の確保は難しい。

　重要事項ではあるものの、当然他にも魔術師が必要な土地や懸案はあるからだ。

『壁』の構築自体は術式が固定されているので維持にそれほどの苦労はない。問題は魔力が足りなくなることで強度が低下することだ。

　非活動期は魔力が足りなくなることは無いが、活動期に入って竜が現れたともなると、その防御のために一気に蓄えた魔力が消費され、その頭数や強さによってはすっかり枯渇する可能性もある。

　そうなれば次に現れる時までに魔力の補充が間に合うかは時間との勝負となる。

　その臨時の魔力の供給をエルヴィーラが務めているのだ。

　エルヴィーラは宮に出向き、『壁』をつくることによって日々消費されて減っていく水晶球の魔力を大量且つ急速に補うことで魔術師たちの手助けをしている。

　もちろんこの仕事はエルヴィーラが一人で担っているわけではない。基本は数人の魔女が班を組んでその仕事に従事している。

　だが、竜が一度に一ヶ所にしか現れないとは限らないし、同時に別の場所に現れることだってある。そうなれば魔術研究庁の魔女だけではとても供給は間に合わない。エルヴィーラはそんな時のための補助要員なのだ。

　本来、『壁』をつくるなどの防衛に特化した魔術は得意不得意があり、魔術を使える者なら誰でも良いわけではない。魔水晶に魔力を注入する魔術も同じで時間の掛かり具合も違うし量も違う。

　だが、エルヴィーラは苦手な術ですらそれを得意だというその辺の魔女より精度が上だし速い。

　更に、通常なら魔力消費が多い仕事は本人の魔力の枯渇を防ぐため複数人の魔女を派遣する必要があるのに対し、エルヴィーラなら一人で事足りてしまう。

　その上、エルヴィーラは『扉』で宮殿まで直接移動するため移動時間も要らない。本当に緊急の時にはエルヴィーラに頼むのが一番効率がいいのだ。

　ちなみに通常は辺境伯領の領都であるトードリオに公用の『扉』に相当する魔法陣があってそれを使うが、使用魔力量が膨大なので使用料金がバカ高く、魔術研究庁の財政を圧迫しかねないので、派遣される魔女は行きは『扉』を使えるが帰りは大抵地道に陸路で帰ることとなる。馬車で数日かかるので、その道程で消費した魔力を回復するという理由もあるようだが。

　とはいえ、エルヴィーラは国の役人ではない。魔術研究庁の面子というものもある。当然仕事はこれだけではない魔女たちの負担とのバランスを考えて、陛下の依頼によりエルヴィーラが年に数度出向いていた。

　何故陛下から直接なのかと言えば、本人曰く『魔術師長はうるさいからキライ』という、これまた我儘で、『陛下からのお願いなら聞いたげる』なのだそうだ。

　何故かエルヴィーラに甘い陛下は、自分から頼めば聞いてくれるのならと、こめかみに青筋を立てている魔術師長を宥めつつ、いつもエルヴィーラに『お願い』する。それでご機嫌の彼女は『扉』を使ってはひょいっと宮へ行き、仕事をしてくるのだった。おそらくは本当に陛下からの依頼しか聞かないわけでもあるまいが、『国王陛下の魔女』という渾名はその辺りから来るのだろうか。

　陛下が譲位して『お願い』をする立場になくなるとエルヴィーラが手伝ってくれなくなるから、ずっと陛下が在位しているのだという噂が冗談まじりに流れるくらいには、竜についてはエルヴィーラの魔力を当てにしているといっていい状況なのである。

　つい一週間前も、エルヴィーラは西の端に位置するドリテア宮を訪れた。

　過日かじつ、竜の襲撃に遭ったドリテアだったが、予想以上に魔水晶の魔力量が減っていて、次の襲撃の備えにとエルヴィーラに依頼が来たのだ。

　今は竜の活動が活性化する時季に入ったばかりなので、やはり魔力切れが不安だったのだろう。

　それは良いのだが、予想以上に魔力を消費したせいで、王都に帰るための『扉』を繋ぐ魔力が足りなくなった。

　魔力は休めば少しずつ回復する。眠ったり食事を摂ったりという行為も有効で、魔力の強い魔女は大抵大喰らいで太りもしない。全部魔力に変換され消費されるからだ。

　だが早く帰りたいエルヴィーラは手っ取り早く、『現地調達』をすることにした。






　魔力の現地調達。それは、男性と身体を繋ぎ、その精を身体に取り入れるという方法で、つまり有体ありていに言えば性行為をするということだ。






　男性の精気は生気の塊であり、その精気を直接体内に取り込み吸収することで魔力は食事や休息よりも大幅に回復する。

　相手は魔力を持たない普通の男性で構わない。もっとも男性の魔術師は精気だけでなく自分の魔力まで喰われるので普通は魔女とはしないのが一般的だ。

　魔力の不足分として精気が体内に吸収される限り、魔女は妊娠しない。病気の類も自分で治せる。だからその方面の心配をすることなく魔女は男性と心置きなく性行為をすることができる。

　性行為で回復するのは魔女のみ。男性の魔術師は性行為をしても放出する方で回復しないため、休息か喰うかの二択しかない。回復の選択肢が多いという点では魔女の方がその内容がどうあれ有利であり、魔女の方が強大な魔力を持つ者が多いというのはそういう理由もあるのかもしれない。

　だが、魔女は魔力を使い切ってしまうと最悪昏倒するのに対し、男性魔術師は昏倒することはない。

　明確な理由はまだ不明だが、一説には魔力が無くなっても自身の精力がある限りは魔力生成と回復ができるため最低線で維持できるからなのではと謂われている。

　つまりヤれる限りは魔力が無くなり切らないから昏倒しないという解釈だ。

　ではヤり過ぎて勃たなくなったら魔力も回復できなくて昏倒するのかと言えば、複数の男性魔術師の志願による実証実験の結果によると、いずれもそうはならなかったという。精子が無くなったわけではないからではという仮説は立っているが、その辺はまだ不明だ。

　ともあれ、その回復方法から魔女は遠い昔に滅んだとされる淫魔の変種か、その血が混ざっているのではないかと言われていて、そのせいなのかどうか、どうも快楽に溺れる傾向にある。

　男性魔術師もその血に従ってか色を好む者が多いが、魔女ほどではないらしい。

　そして魔力が強いほどその血が色濃く出ているのではないかと推察されている。

　エルヴィーラは強大な魔力を持っているが故に、必要量も半端無い。

　それは回復するために必要な回数、ひいては人数も他の魔女よりずいぶん多いということだ。

　全回復ということは、つまり、それだけ多くの回数分、男性とそういう行為をしてきたということで。






　……魔力全回復するまでしてきたって、何人喰ってきたんですかー、師匠……。






　ヴィオラがつい遠い目をしてしまったのも当然というものだろう。

　果たして一人につきどれくらい搾り取ってきたんでしょう、騎士の方々干からびてませんかー、生きてますかー、と、とても成人したての生娘が考えるようなコトではない感想がふとアタマをよぎる。

　魔女はその性質上、師匠がいれば見習いの頃にしっかり性教育を施される。耳年増も大概なレベルでヴィオラも随分といろいろなことを習っているのでそんな感想を思いつくのだ。

　普通の魔女は魔力切れと昏倒を恐れて最大限まで魔力を消費するような仕事は滅多にしないものだが、エルヴィーラは魔力切れを恐れず仕事の完遂を優先する。

『現地調達』できるのなら構わないと平気で笑う。

　仕事の依頼をされる理由はその辺にもあるのだろう。

　いくら淫乱魔女と陰口を叩かれようと、彼女の魔力が国の防衛の一翼を確実に担っている以上、国から粗略な扱いをされることはない。そして本人も一向に他人の評価など気にしない。

　なら代わりにおまえがやればいいと言ったら黙るしかない相手にナニを言われようが毛の先ほども気にならない。

　たとえ基本が怠惰で淫乱であろうとも、ヴィオラにとっては自慢の師匠であることは間違いなかった。










　陛下と師匠の話が込み入ってくると、ヴィオラは大抵部屋を辞して隣の控室に移る。

　茶飲み話のように国防に関する機密事項まで話し出す陛下と師匠だが、内容はヴィオラ如きが聞いていてはいけないレベルのものだ。だから、ヴィオラがあまり聞かない方がいい話になってくると陛下の方から隣の部屋でお菓子を食べて待っているようにと言い出す。

　今日もそろそろ退出した方が良さげな雰囲気になってきたので、ヴィオラは自分から退出を願おうかと口を開きかけた。

　すると、ちょうどその時、軽いノックの音がして、陛下が口を閉じた。

「ラーシュ・オロフ・ノシュテットです」

　外から聞こえてきた声に、どきんとヴィオラの心臓が鳴った。

　陛下の許可が出て入室してきた騎士は、その場でびしっと敬礼をした。
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　敬礼を解いた騎士は、師匠とヴィオラに一瞬目をやってから、陛下の元まで歩いてきた。

「来客中に申し訳ございません。急ぎの書類があり、お持ちしました。陛下の決済を急ぎ賜りたく、お願い致します」

「今すぐか？」

「会談が終わり次第ご確認いただく程度の時間はあるかと」

「判った。しばし待て」

　書類を受け取ってから、陛下はふとヴィオラを見て騎士に声を掛ける。

「ラーシュ、確認が終わるまで其処な可愛らしい花の妖精の相手を頼めるかの。私はもう少しエルヴィーラと話がある」

「は」

　陛下に礼を取ってからヴィオラに視線をくれた騎士を見て、ヴィオラが慌てた。

「え！　あ、私のコトですか!?」

　慌てたヴィオラに、うなずきながら陛下が笑う。

「ヴィオラ、隣に美味い菓子を用意してある。食べていきなさい」

「あ、はい、それはありがとうございます、けど、その、ノシュテット様もご迷惑でしょうし、お忙しいのでは。私は一人でも別に」

　大慌てで言い募るヴィオラに、ラーシュと呼ばれた騎士は穏やかに微笑んだ。

「ヴィオラ・ノルドルンド。私のような不調法者ぶちょうほうものが相手では不足かもしれないが、待ち時間をしばし付き合ってもらえないだろうか」

　その切れ長の目が僅かに柔らかくなって、ヴィオラの返事が思わず上擦った。

「……はいっ」

　ぐるりとソファの後ろをまわってラーシュがヴィオラの横まで来て、わざわざ手を差し出してくれる。躊躇いがちに手を差し出すと、立ち上がらせてくれた。

　ヴィオラの身長は体格の良いラーシュの顎の辺りまでしかない。まるで貴族のお嬢様のような扱いに戸惑っていると、にやにやとにやけながらその光景を見ていた師匠がからかった。

「ねえ、ラーシュ？　二人きりだからってうちの可愛い秘蔵っ子に妙な気を起こすんじゃないわよ？」

「陛下の客人にそのような無礼を働くものか」

「あらあ、つまらない」

　せっかく柔らかくなったラーシュの目が師匠のせいできつくなる。どうも前からこの二人はイマイチ仲がよろしくない。というか、師匠が一方的にラーシュをからかって遊んでいる。

「……つまらないって、師匠、私が無礼を働かれてもいいと？　あ、もちろんノシュテット様がそんなことするなんて思っていませんけど」

　エルヴィーラを睨みつけてから慌てて付け加えると、ラーシュは苦笑する。師匠は完全に弟子をからかうにやけ顔だ。

「そりゃ、相手によるでしょ。あなたがイヤだと思う相手じゃなきゃいいのよ。ああ、またスケベジジイの官僚に触られたとかぼんくら侍女に嫌味言われたとかがあったらちゃんと言いなさいよ。その場で報復するから」

「……師匠」

　以前されたり言われたことを思い出して眉間に皺が寄る。

　そしてたぶん、師匠にはヴィオラの気持ちはバレている。というか、男関係において百戦錬磨の師匠が気付かないわけがない。

　弟子までからかう師匠を恨みがましく見てから、ヴィオラは陛下に一礼すると席を外した。

　部屋を出るためラーシュが扉を開いたタイミングで、ちょうどノックしようとしていた人物と鉢合わせた。途端にラーシュの後ろにいたヴィオラの背筋がぴんと伸びる。

　壮年の男性がそこに立っていた。

「王太子殿下。失礼致しました」

　ラーシュが扉の前から退くと、じろりと男性はこちらを見た。反射的にアタマを下げる。

「ラーシュと、それからヴィオラか」

　ぼそりと呼ばれて更に深くアタマを下げると、ぽんとそこに手を置かれた。何故か割といつもされるコトだ。

「そんなに小さくなって畏まらなくていい」

　彼、エドヴァルド・アウグスト・レンストランドは陛下の嫡男にしてこの国の王太子だ。既に四十歳を超えていて、父に似ず少し難しいカオをしているが年齢の割に若めで整った風貌の男性だった。

　畏まらなくていいと言われても、陛下と違ってあまり親しみが持てる風貌と雰囲気ではない王太子殿下に陛下ほど気安くはできない。普通は反対だろうがそれが事実だ。

　それでも、所詮は庶民の見習い魔女の名前など憶えていなくても不思議ではないのに、陛下が可愛がってくださっているからなのか意外に嫌悪感も無く憶えていてくれているようで、強面でいかつい容貌の割にそこまで恐ろしいとは思えないのはアタマに乗る手が意外と優しいからか。

「父上、失礼致します」

「どうした、エドヴァルド」

「ドリテアの件で伺ったのですが、魔女殿がいるのならば丁度良かった」

「うあー、あたし帰るわぁ」

「いいからいてください」

　席を立とうとしたエルヴィーラにぴしゃりと言って、王太子殿下はソファへと向かった。

　その間にヴィオラはラーシュの後について来客の控室に使われる隣の部屋へと移る。

　ソファセットに落ち着くと、向かいの席にラーシュが座るのがとても落ち着かない。

　スカートが皺にならないように整えていると、目の前の騎士が微笑んでくれた。

「確かに花の精のようだな。そのドレス、きみに良く似合って可愛らしい」

「あ、ありがとうございます……！」

　上擦った声で礼を言うと、騎士は苦笑した。

「本当は、そういった言葉も陛下のご助言なしに言えると良いのだろうがな。どうも私はそういう言葉が下手で。気が利かなくてすまない」

「そんなこと……！　嬉しいです」

　頬を染めて首を振る。本当に嬉しいのだ。彼に褒めてもらえたのなら、着てきて良かったと心から思えた。恋する少女は単純で現金だ。

　侍女が紅茶を淹れてくれて、テーブルに小さなケーキや焼き菓子、生菓子などの皿がいくつも並べられた。どれも美味しそうでなかなか自分ではつくれなさそうなものばかりだ。

　緊張しきりの登城においてこれが一番の楽しみと言っても過言ではないが、目の前にラーシュがいるとなるとなかなか話が別で、すぐにお菓子に手を出すこともはばかられてとりあえず紅茶のカップに手を伸ばす。

　目の前の青年も静かに紅茶を飲んでいた。

　すっきりと短い金髪に切れ長の金の三白眼、尖り気味の耳、浅黒い肌の体格の良い青年は、その見た目がこの国の者に見られる特徴でないこともあり、目つきの鋭さから普通の表情をしていても多くの女性には怖がられていて、見た目で損をしている気がする。

　だが、ヴィオラは彼のことを自分如きにまで丁寧に相手をしてくれる優しい人だと思うし、異国風の風貌であろうと精悍で整った顔立ちは素敵だと思うのだが、だからといって女性に絶大な人気があったらそれはそれで近寄りがたくなってしまうのでちょっと複雑なところだ。

　常に背筋が伸びた立ち居振る舞いも騎士らしくすっきりと無駄が無く、階級が上がって部下を持とうともきびきびと動き惜しみしない。

　常に自らを律し、高潔であろうとする姿勢は鑑としたいくらいだ。

　実際、彼は多くの騎士には憧れられる存在である。彼の持つ称号がすべてを語っていた。

『滅竜騎士』。

　文字通り、単独で竜を斃した騎士に与えられる尊称だ。

　防御に徹する『壁』に対して、『滅竜騎士』は唯一まともに竜と対抗しうる戦力である。

　だが、なにしろその存在は希少だ。当代ではたったの三名しかいない。その栄えある三人目が彼、ラーシュ・オロフ・ノシュテットだった。

　ちなみにあと二人のうちの片方の滅竜騎士は既に十年ほど前に竜との戦いで落命している。そしてもう一人は彼の大伯父だが、年を召したこともあり、領地に引っ込んで騎士を鍛えつつほぼ隠居状態だ。

　つまり現役の滅竜騎士はラーシュのみといっていい状態だ。

　ノシュテットの家系は遡れば既に滅んで久しい亜人や魔女の血が入っているとされ、極稀にその能力が強く顕現けんげんすることがあるという。実際、過去の滅竜騎士にノシュテット家の者が何人もいた。

　そしてラーシュはその彼らの中でも最も明確にそれが顕れたいわゆる先祖返りといわれる存在だ。

　それは見た目のみならず能力にも顕著に表れていて、男性だが強い魔力を持ち、少し大柄という程度にも拘わらずとても丈夫で、どんな力自慢より強い筋力を有していた。

　彼が滅竜騎士になったのは二年前、そして王城に上がったのも二年前。

　ヴィオラはその頃からずっと彼に恋をしている。

　ノシュテット伯爵家はいわゆる辺境伯と呼ばれる家柄だ。

　何代も前から竜を相手にする武人の家柄だが、領地自体はそう広くもないし、それほど裕福というワケでもない。絶対的脅威である竜に対抗する勢力としての備えを常にしているからだ。

　山脈自体は危険地域であることもあり王国領だが隣接するのは辺境伯領であり、公用の転移装置も辺境伯領の管理である。

　そんな重要拠点を統治する家柄ではあるが、それ故にそれほど貴族としての社交を重要視していないので、指揮を執る存在である当主は領地から出ず、跡継ぎである長男が武官として王城に上がっていた。だが、二年前に滅竜騎士となった次男を王城に上げたことで長男は領地に戻って父の補佐をしていて社交の時季にたまに登城する程度になっているという。

　そういう特別な肩書を持った者を次の当主に、という声は必ずどこかから出てくるものだが、国法により滅竜騎士の肩書を得た時点でその者は次期当主候補から外れることになっており、滅竜騎士を名乗る限りラーシュが当主になることは無い。

　滅竜騎士はその苛烈な職務故に各種の特権がある。移動魔法陣の優先使用やその費用、遠征費用などの費用免責、職務に於ける他家領地の侵入許可の不要、協力要請など、その職務遂行の妨げを防ぐと共に、利益として特別報酬を得る。

　それでも亜人の特徴を有した男で跡継ぎですらないのであれば、ラーシュがそれほど貴族の女性に好かれるわけがないが、称号に釣られて婿にと打算で寄ってくる貴族や令嬢はそれなりにいる。

　そんな女性に興味を示さないラーシュに安堵しながら、それでも自分如きでは憧れるのがせいぜいと成就に希望を持っていないのが現状だ。

　カップの陰からじっと見ていた視線に気付いたのだろうか、ふとその金の瞳がこちらを向いた。

「どうした？　好きなのだろう？　食べたらどうだ」

「え!?　あ、はい！　お菓子、いただきます！」

　慌ててクッキーに手を伸してひと口食べる。美味しいが、なんだか気恥ずかしい。

「……美味しいです」

「そうか、良かったな。たくさん食べていくといい」

　柔らかくなった視線にどきどきしながらうなずく。

「……あの、ノシュテット様も召し上がりませんか？」

「だが、これはきみのために用意されたものだろう」

「でも、お嫌いでなければ。せっかくの美味しいものはみんなで食べた方がいいと思うんです。あ、でももし甘いものがお嫌いだったら無理にとは」

「いや、嫌いじゃない。ではお言葉に甘えていただこう」

　うなずいたラーシュがヴィオラと同じクッキーに手を伸ばした。ひと口で丸ごと一個食べてしまうと目を細める。

「これ、うまいな。きみももっと食べるといい。でないと全部私が食べてしまうぞ」

「はい」

　ヴィオラが笑って再び手を伸ばす。気を使ってくれたのか本当に気に入ってくれたのかは判らないが、それでも話すきっかけになったことは確かだ。

「お菓子もつくれないわけではないんですけど、こんなにおいしくはさすがにつくれなくて。なにが違うんだろうっていつも思います」

「そういえばエルヴィーラ殿の家の家事をすべてやっているんだったな。菓子はよくつくるのか？」

「よくってほどではないですけど、たまには。師匠は夜中に突然クッキー食べたいとか朝からプリンつくってとか言い出すので、つくること自体はそこそこ慣れてます」

「……まったく、あのひとは弟子にまで我儘言い放題なのか」

「むしろ弟子だから言い放題なのでは」

「違いない」

　苦笑気味に目を細めるラーシュを見て、ヴィオラは嬉しくなる。

　彼は平常時のカオは怖いと言われるが、とても優しく笑う。その怖いと言われがちな三白眼を細めて微笑むからだろうか、印象がとても変わるのだ。そしてヴィオラは彼の微笑む表情がとても好きだ。

　大丈夫、ちゃんと自然に話ができている。どきどきと鳴る心臓を宥めながら、ヴィオラは一生懸命普通に話す努力をする。

　ラーシュと話せる機会は城に上がらないとそう簡単には無い。その貴重な時間を少しでも有効に使わないともったいない。そもそも本来なら対等に話ができるような身分ではないのだ。

「……ところで、さっきエルヴィーラ殿が言ったコトだが」

「はい？」

「スケベジジイの官僚に触られたとか。そんなことがあったのか？」

「え、あ、その」

　素直に言うにはあまり嬉しくない話になって、思わず口籠る。その様子で察したのだろう、ラーシュはその表情を曇らせた。

「あったのか。誰だ？」

「え、あの」

「言えないほどの高位の官僚か？　それともきみを魔女の弟子と知らない程度の無知なバカか？」

「いえ、その。その人は師匠がやり返してくださったのでもういいんです」

「いや、良くない。常時城にいるわけではないきみがそんな目に遭っているということは、他の女性にもやっている可能性があるということだろう。魔女の弟子にやらかす怖いもの知らずなら、その辺の侍女などもっと酷い目に遭わされているかもしれん」

　その可能性を思いつかず、ヴィオラは目を丸くしてから微笑んだ。

「ご心配ありがとうございます。でも、それこそ師匠が、女の敵！　って結構ヒドい仕返しをしてたんで、その人もさすがに懲りていると思いますよ」

「なにをしたんだ？」

「その人がとても大切にしていた残り少ない髪の毛を全部魔術で消して、二度と生えないように呪いをかけていました。ついでにかつらを被ってもすぐ脱げちゃうようにアタマをつるつるにして。次にそんなことしたら、服も着られないように全身つるつるにするって脅してあります」

「……ああ」

　思い当たる人物がいたのだろう、ちょっと遠い目をしてから、ラーシュは溜息をひとつつく。

「万が一、今度そんなことをするヤツがいたら言いなさい。私からも強く注意しておく」

「はい、ありがとうございます。心強いです」

　ヴィオラはうなずいて微笑む。だが、とラーシュは続けた。

「侍女の嫌味の方は、私にもどうにもならないかもしれないが」

「いえ、そちらの方はしょうがないので気にしていません」

「だが」

「魔女の、その、魔力調達の方法に対する方向の揶揄なので」

　恥ずかしくなってうつむく。性交渉という生々しく妙齢の女性が男性に言うにはただでさえ恥じらう話題は、片想いの男性に向ける話題としてはさすがにちょっと遠慮したいものだ。

　魔女の緊急時における魔力調達が性交渉であることは常識レベルで周知されていることだ。そしてそれを理由にふしだらだとか淫乱、色魔などと魔女を嫌う女性は実は多い。

　別に魔女だってのべつ幕無しに男を食い漁るわけではないし、そもそも大半の魔女は緊急に魔力調達を必要とするほどの大きな魔術は余程でない限り使わない。

　要するに単なるイメージの問題なのだが、普通の女性の『嫌なものはイヤ』という感情はどうしようもない。

　まして師匠であるエルヴィーラはそれこそ男を食い漁るので有名だ。大きな魔術をよく使うからこその事態だと頭では判っていても、本人が行為を楽しんでいる感満載なこともあって、男性、特に騎士を食い漁るエルヴィーラは女性の嫌悪の対象になるのだろう。一応ちゃんと相手は選んでいるはずだが、そんなコトは向こうが知ったことではない。そういう意味ではもしかしたら誤解を生じさせているという点で他の魔女にもあまり好かれていないのかもしれない。

　言いたいことを察して、ラーシュは気まずそうにわざとらしく咳払いをした。

「判っている者はちゃんと判っている。あまり気にし過ぎないようにするしかないな」

「はい。判っています」

「すまない、あまり力になれそうもなくて」

「いえ！　そんな、とんでもないです。お気になさらないでください。ノシュテット様に謝っていただくようなことじゃないです！」

　申し訳なさそうに謝るラーシュに、ヴィオラは慌てて首を振った。

「なにがどうなろうと無くなるような類の嫌味ではないので仕方ないんです。私だって、自分が魔女じゃなかったらそんなふうに思うかもしれないし」

「きみはそんな子じゃないだろう」

「え？」

　穏やかに否定されて、ヴィオラは目を瞠った。ラーシュがまっすぐヴィオラを見ていた。

「きみは、感情だけでなくちゃんと物事を知ってから口にする。魔女が消費した魔力の補給のために男を必要とすることを知っていれば、きみはそんな嫌味は言わないだろう。まして、まだ魔女でない弟子になど言うわけがない。もし思ったとしても、いちいち他人にそれをぶつけて留飲を下げるなんて思えない。私がきみと出会ってからたかだか二年程度しか経っていないが、それでもそれくらいは判る」

　まっすぐな視線には彼が本当にそう思ってくれていると信じていい真摯さがある。

　ヴィオラは嬉しくて胸がいっぱいになった。

「……っ、ありがとう、ございます」

「礼を言われることじゃない。思ったことを言ったまでだ」

　そう言いながらも僅かに優しくなった視線がヴィオラには眩しい。

　恥ずかしくなって俯いたヴィオラの前に、何故か突然、すっと摘ままれたクッキーが現れた。

　え、と思ってカオをあげてみれば、ラーシュがちょっと申し訳なさそうなカオで。

「すまない、うまくてつい食べ過ぎてしまった。最後の一枚はきみが食べてくれ」

「え。ええ？」

　受け取ってからクッキーが載っていた皿を見れば、確かに綺麗に無くなっていた。そういえば話しながらちょこちょこと摘まんでいたが、まさかあらかた食べてしまうとは。

「もしかしてノシュテット様、甘いものお好きなんですか？」

　すると意識して無表情になったのが判ったので追撃してみる。

「あの、私は別に男性がお菓子がお好きでも全然構わないと思いますし、他言もしませんよ？」

　すると、僅かに逡巡する様子を見せてから、ごまかしきれないと思ったのかラーシュは結局うなずいた。

「……恥ずかしながら」

　若干目を泳がせながらラーシュは恥ずかしそうに白状する。

「え、別に恥ずかしいことではないと思うんですけども」

「だが、実家では男子にあるまじき好みとしてあまり食べさせてもらえなくてな。独り立ちしてからもなかなか男一人では菓子屋に入り辛いし、思い切って入っても店員の女性に怖がられるし。ここのところ随分食べられていなかったのに久しぶりに目の前にあるものだから、つい手を出し続けてしまった。きみのために用意されていたものだったのに申し訳ない」

　頭を下げられてしまってヴィオラは慌ててそれを止めた。

「いやいやいや、謝らないでください、大丈夫ですから。いつもたくさん用意していただいているから全部は食べきれなくて余らせてしまっているんでもったいないって思ってたんです。今も私がお菓子を食べている間、ノシュテット様にお茶だけで付き合っていただくのは心苦しく思っていたので、むしろ一緒に食べていただけるのでしたら嬉しいです。それに、美味しいものを一緒に美味しいねって言い合える相手がいるのってとても嬉しいことなんですよ。ノシュテット様にもそう思っていただけたら、私はもっと嬉しいです」

　一緒にお茶や食事をする相手がいて、それを共有できるのはとても幸せなことだとヴィオラは知っている。

　ふらりと出ていってなかなか帰ってこなかったり突然我儘を言ってお菓子をつくらせるエルヴィーラだが、少なくとも家にいる時は必ず卓を共にして双方が食べ終わるまで席を立つことはない。

　そしてちゃんと、美味しい、今日はちょっとしょっぱい、などと感想を言ってくれる。

　もっと幼い頃のまだ料理がそれほどうまくなかった頃は、よくマズイだの焦げすぎだのと文句を言われ、それでもなんとか二人で全部食べ切っては、魔術の前にまずはもう少し料理を頑張ろうと誓ったものだ。

　今では笑い話だが、家族の縁が薄いヴィオラにとってはそれだってとても大切な思い出だった。

　魔女の弟子というだけでなかなか友人もできないヴィオラにとって、師匠以外の人と食事をする機会などほとんどなかったから、今一緒にお菓子を食べているラーシュの存在はそういう意味でも嬉しい。

　とにかく今の自分がどれだけ幸せなのかを伝えたくて何度も嬉しいと繰り返し言ったヴィオラだったが、それが伝わったのか目を丸くしていたラーシュがうなずいてくれた。

「そう言ってもらえるとありがたいな。では、すまないがご相伴に預からせてもらおう」

「どうぞどうぞ。私がつくったものじゃないですけど」

　おどけて勧めると、ラーシュが微笑んだ。

「気が向いた時でいいから、そのうちきみのつくった菓子も食べさせてくれないか」

「え、けど、本当にたいしたものはつくれませんよ？」

「構わないよ。登城した時に持ってきてくれればいつでも喜んで受け取るから」

「はい、ではまた次に来た時に」

　うなずいたヴィオラは気持ちが高揚するのを自覚する。いつも偶然でしか逢う機会が無かったラーシュと、積極的に逢える理由と機会ができたことが嬉しくて。

「あの、もしノシュテット様がお嫌でなかったら、私で良ければお菓子屋さんにもお付き合いしますよ？」

「本当か!?」

　ふと思いついたことを思い切って口にしてみたら、思った以上に喰いつかれた。

「はい。お一人では入り辛くても女連れなら行けるでしょうし。私に買ってくださる態でお好きなものを買えばいいんですし」

「嬉しいが、きみも忙しいだろう。いいのか？」

「大丈夫ですよ。師匠にはそれこそお土産にお菓子のひとつも買っていけば文句も言いません」

「判った、それならその分も私が買おう。それくらいの礼はさせてくれ」

　力強くうなずいて笑ってくれるラーシュに笑い返しながら、ヴィオラはどきどきと胸が高鳴るのを抑えることができないでいた。

　次のラーシュの休みは三日後だということで、早速その日に出掛ける約束をした。

　思いも掛けず降って湧いた約束は、ラーシュからしたらただの買い物に過ぎないだろうが、ヴィオラにとっては立派なデートだ。

　どうしよう、もう今から緊張する。今晩から寝られないかもしれない。

　師匠が部屋に現れ、ラーシュが呼ばれて出ていくまで、二人はどこの店に行こうかと楽しく相談したのだった。

　嬉しそうなヴィオラの様子を微笑ましそうににやにや見ていた師匠は帰りに城下で可愛らしいデート用の服を数枚買ってくれて、嬉しいけど気恥ずかしいヴィオラはその日の夜、お礼に師匠の好物ばかりをつくって歓声を上げさせた。
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　ヴィオラが滅竜騎士・ラーシュ・オロフ・ノシュテットに初めて逢ったのは、もう二年も前のことだ。

　その頃も相変わらず怠惰な師匠の代理で魔術師長に提出する書類を城に届けに行った時、通りすがりの貴族の男三人に絡まれた。

　城内では、騎士の剣と同様、魔術師も杖を見えるように持っていないといけない規則だ。己の身分や立場を示すための措置だが、見習い魔女にはいささか辛い規則でもある。

　見習いなのは杖を見れば一目瞭然であり、魔術研究庁に見習いは存在しないので、それだけで軽く見られ扱われるのだ。

「見習い魔女がなにこんなとこでふらついてんだよ？」

「ここは魔女に用事がある場所じゃないだろう。何しに来たんだよ？」

「あ、あの、道に迷って……。入ってはいけないところだったでしょうか。ならば申し訳ございません」

「はあ？　道に迷った？　ここ、そんな判りにくいか？」

「ひとりで来たのは初めてだったので、その、曲がるところを間違えたんじゃないかと」

「嘘つけ、勝手に入り込んだんだろう。男でも漁りに来たか、魔女見習いでも魔女だしな」

「ああ、なるほど、そういうことか」

「そんな、違います！　私は師匠の用事で！」

「なるほど、師匠に言われて男漁りに来たと」

「そんなこと言ってません！」

「いいじゃないか、だったら俺たちと楽しもうぜ？」

　にやにやといやらしい笑い方でヴィオラをからかっている男たちは、間違いなく魔女全般が性行為が好きだと思っている下種だ。ヴィオラに無体を働きたい気満々なのが透けて見える。

　こういう事案は、残念ながらヴィオラに限らず魔女によくあることだった。比較的魔術師が多いはずの城内のみならず、街中ででもあることだ。

　そもそも魔力補給のためのやむを得ない行為ではあるが、補給できれば別に誰だっていいわけではない。こちらにだって選ぶ権利はあると言いたいが、魔女はヤれればなんでもいいんだと思っているようなバカは否定を口にしたところでそれを聞き入れてくれるとは思えない。

　最終手段としては魔術で蹴散らすという手があるが、城内での生活魔術以外の魔術の使用は基本的に許されておらず、正当防衛と認められようとも程度によっては処罰の可能性すらある。

　まして見習いの立場なので万が一師匠にまで罪のとばっちりがいったらと思えば無茶はできない。まあ実際そうなったとしても、エルヴィーラならよくやったと褒めてくれそうだが、それでもさすがにまずいと思うと身が竦んだ。

　必死に逃げられないかと周りを見回すが、逃げ出せそうな隙も無く囲まれ、こんな時に限って他の人も通らない。泣きそうな気分で必死に杖を抱きしめて縮こまっていると、観念したとでも思ったのか手を伸ばしてきた。

「いやっ！」

「イヤじゃねえだろ、おとなしくしろよ。楽しませてやるから」

「触らないで！」

「おまえ魔女だろ、いいじゃん、ヤらせろよ」

「イヤです、あなたたちなんか！」

「なんだと、魔女風情が。オレたちは貴族だぞ！　抵抗するな！」

「逃がすと思ってんのかよ！」

「いやあ！　助けてお師匠様！」

　手首をつかまれそうになった瞬間、手首の腕輪からばちんと大きな音がして男の手に電撃が走り悲鳴が上がる。師匠が行きがけに着けてくれた『お守り』が魔術を発動したのだ。

　魔術を食らった男が手首を押さえる横で他二人が激高した。

「この魔女！　ふざけんな！」

　思わず悲鳴を上げて目をつぶった途端、目の前にいた男二人がまとめて後ろに引きずり出された。首が締まったのか、ぐえっと汚い悲鳴が聞こえてきてカオを上げれば、そこには浅黒くて体格が良く目つきの鋭い騎士が二人の襟首を捕まえていた。

「何しやがる！」

「嫌がる女性に乱暴を働いている時点で私にはきみたちを拘束する権限があるが？」

「うるさい！　俺はザクセン伯爵家の者だぞ！　俺を罪に問うどころかおまえをクビにしてやる！　判ったら引っ込んでろ！」

　喚く男の威嚇の言葉に、ヴィオラは思わず身をすくませる。自分のせいで助けてくれたこの騎士様に咎が及んだら謝っても謝り切れない。

　だが騎士は平然と言った。

「ああ、きみがそうか。残念だが私の称号は陛下にしか剥奪できないよ。あと、きみのお父上はきみの乱行の数々をもうそろそろ庇う気はなさそうだぞ」

「はあ!?　そんなバカな！」

「バカはきみだ。そうそうこんな乱行を続けて許され続けるわけがないだろう。素直に観念しろ」

「こいつは魔女だぞ！　男を探してこんなとこまで入り込んで来てる色狂いをどう扱ったって構わないだろうが！」

「違います！　本当に道に迷って！」

　慌てて釈明すると、判っているというようにうなずいてくれた騎士が続けた。

「本当にそんな理由なら、師匠に助けなど求めるわけがないだろう。そもそも魔女でも誰でも、同意無く無理矢理無体を働くなら当然罪になるに決まっている。そんなことも判らないのなら幼年学校からやり直せ」

「うるさい、何様のつもりだ！　離せ！」

「そのカオ、おまえ外国人だろう！　この城ででかいカオしやがって、ふざけるな！」

　騎士の容姿まで持ち出して暴言を吐きながら往生際悪く暴れ出した男たちだったが、ふとその中の一人が気付いたらしい。その騎士の軍服の襟章に、竜と剣を組み合わせた紋章があしらわれているのを。

　それは、ある特定の者にしか与えられないもので。

　それに気付いた男たちは震えあがった。

　腰の剣まで抜こうかという勢いで喚いていた男たちの勢いが一気に削がれる。

「その襟章……おまえ、いや、あなたは……!?」

「ご無礼を！　申し訳ございません！」

　口々に詫びる男たちを呆れた目で見て、騎士は背後に来ていた騎士たちに彼らを引き渡した。

「階級を見ていきなり媚びへつらうか。品性が知れるな。それよりも、魔女殿に詫びるのが先ではないのか」

「すまない！　悪かった、この通りだ！」

　完全に口先だけの、詫びろと言われたからという程度の詫びなど本当に反省しているわけもないが、それでもヴィオラがうなずくと、騎士たちに引っ張られて男たちは悄然しょうぜんとうなだれながら連れていかれた。

　ほっと安堵の息をついて杖を握り締めていた手の力を緩めると、ヴィオラのアタマの上にぽんと手が載って、びくんと肩が跳ねる。

「怖かっただろう、もう大丈夫だからな」

　優しい声にカオを上げると、声の通りの優しい微笑みで騎士が彼女を見下ろしていた。浅黒くて少し強面でちょっと目つきは悪いけどその視線はとても柔らかくて、ヴィオラを安心させようとしているのが伝わって、心細かった気持ちが涙腺にきた。

「……はい……、助けてくださって、ありがとうございます……」

　言いながら声が震えて、うる、と潤む目が恩人の騎士様のカオをぼやけさせる。泣いてしまって困らせてはいけないと思い、なんとか笑って見せようとするが、自分で思っていたより随分恐怖心が強かったらしい。安堵のあまりぼろぼろと涙が零れて座り込んでしまった。足に力が入らない。

　師匠には、魔女はその性質の誤解からこんな扱いをされることがままあると聞かされていた。だが今まで少なくとも街中でそんな目に遭ったことはなく、城内でだって師匠と一緒に歩いていればそんなことを言ったり絡んでくるツワモノはいなかったから平気だった。

　言われるほど身の危険なんてあると思っていなかった。

　だから、一人で城に来た途端こんな目に遭ってしまったヴィオラが怯えてしまうのも仕方ない。

　膝をついて目の高さを少女に合わせた騎士は、優しく気遣う声色で訊いた。

「大丈夫か？　立てるか？」

　緩く首を横に振ったヴィオラを思案顔で見た騎士は、再び訊いた。

「きみはどこに用があって城に来た？」

「……魔術師長様のところに……書類を届けに……」

　しゃくりあげながら小声で答えると、うなずいた騎士は事も無げに言った。

「判った。では、きみをそこまで運ぼう」

　え、と思ったら、失礼するという言葉と共に、突然横抱きにお姫様抱っこをされてヴィオラはめちゃくちゃ焦って真っ赤になった。

「きゃあっ！　あのっ、騎士様っ!?」

「大丈夫だ、落としたりしないから安心してつかまっていてくれ。首に腕をまわしてくれるとありがたいのだが」

　慌てて言われるがまま首に腕をまわすとうなずいてくれて、そのまま歩き出されてしまう。

「あのっ、……もうおろしていただいても……」

「だが歩けないのだろう？　ああ、恥ずかしいのなら顔を伏せているといい。大丈夫だ、ちゃんと魔術師長様の部屋まで送るから」

　真っ赤になっているヴィオラの様子に気が付いて妙ににこやかに言う騎士様は、もしかしてこの状況を意外と楽しんでいるのだろうか。

　あまりにも慌て過ぎて涙が止まってしまったヴィオラは、騎士様の肩口にカオを寄せて俯いて真っ赤なカオを隠すことしかできない。

　大人の男の人にこんな扱いをされたのは初めてで、恥ずかしくてどきどきが止まらない。心臓の音が伝わってないかと思うと更に恥ずかしくなる。

　どうにか気が紛れないかとなにか他所事を考えようともするが、直近から伝わってくる体温とまったく不安を感じない屈強な筋肉質の腕の強さがそれを阻む。

「そういえばまだ名乗っていなかったな。私はラーシュ・オロフ・ノシュテット。先月滅竜騎士の称号を陛下より賜った者だ。魔女殿、きみの名を教えてくれるだろうか？」

　滅竜騎士!!

　その称号を聞いて、ヴィオラは目を瞠った。当代陛下の御代で三人目の滅竜騎士が叙任じょにんされたと聞いたのは確かに先月だ。そんな立派な方だったとは知らず、ヴィオラは思い切り緊張した。

「わ、私はヴィオラ・ノルドルンドと申します。魔女エルヴィーラの弟子をしております」

「ああ、きみが。話には聞いている。あの気紛れな魔女が随分可愛がっている秘蔵っ子だと」

　どうやら師匠経由でヴィオラの存在はなんとなく知っていたらしい。

「あの人の弟子はいろいろと大変そうだが、優秀な人には違いない。騎士団も随分世話になっている有能な人だ。彼女から学べることは多いだろう。きみもがんばって修行に励むといい」

「はい、がんばります」

　ヴィオラは微笑んだ。エルヴィーラのことを悪く言う者は多いがこうして褒めてくれる人はあまりいない。なんだかんだ言ってもやっぱり大好きな師匠を褒められて、ヴィオラが嬉しくてうつむきながらも微笑んでいると、目の端で彼の口元が笑んでいるのに気が付いた。

　歩きながら話してくれるのは、どうやらヴィオラの緊張や怖かった気持ちを解してくれる意図があったようだと気が付いて、気持ちが温かくなるのを自覚した。

　見慣れない浅黒い肌の色は珍しいし、体格も大きくてごついけど、この近距離で盗み見る限り案外整った顔立ちをしていて目つきの悪さは気にならない。さっき貴族の男たちと話していた時も落ち着き払っていたし、今ヴィオラと話す声は低めで優しい。

　滅竜騎士という立派な称号を持ちながら見習い魔女如きに優しく接してくれることを、素直に嬉しいと思う。

　とくん、と、今まで感じたことのなかった気持ちが弾んだ、気がした。

　やはりヴィオラは曲がるところを間違えたらしい、間違えて曲がった角を通り過ぎて元の廊下に戻ると少し行って更に反対方向に曲がる。するとすぐに魔術研究庁の見慣れた廊下に出て安堵した。

　もう大丈夫だから下ろして欲しいと願ったヴィオラだが、ラーシュは心配だからと結局本当に魔術師長の部屋まで彼女をお姫様抱っこのまま連れて行った。

　何事かと驚く魔術師長にラーシュは事情を話した上で、必要なら家まで送るとまで提言してくれた。

　さすがにそれは申し訳なさすぎるので断ったが、なにかあったらいつでも頼ってくれていいと言われたことがとても嬉しかった。

　泣いて目を腫らしていたのがバレたのかもしれない。いつも師匠のことでは厳しい魔術師長も随分心配してくれて、伝言鳥を飛ばしてエルヴィーラに迎えに来てくれるよう頼んでくれた。

　伝言鳥は、魔法を使える者がよく使う通信手段だ。

　鳥の形で飛んで行き、相手に渡ると手紙になるそれは、少しでも魔力がある者同士なら送受信ができる。

　伝えられる文字数は魔力の強さに比例するので普通はあまり長い文章は届けられないし、開いたら数分ですぐ消えてしまって保存できないので重大案件を送るわけにはいかない。

　双方合意の上、お互いの魔力を覚えて送受信の了承をしたことになるため、誰にでも送れるわけではない。でないと、エルヴィーラの元には毎日山のような嫌がらせの鳥が届くことになるだろう。

　他にもいくつかの問題点はあるものの、それでも僅かな時間で居場所の離れた既知の相手にちょっとした連絡ができるというこの魔術はとても重宝されている。

　ふらっと出掛けるとちっとも帰ってこないエルヴィーラが夜中に突然、『これから帰るからあたしの晩ごはん用意しといて』なんて鳥をヴィオラの元に送ってきて、『今からですか!?　簡単なものしか作れませんよ』なんて言い返すような使い方をするのが彼女たちの間では一般的だ。

　もしかして心配してくれていたのかもしれない。いつもなら魔術師長の伝言鳥など来てもしばらくは丸無視して見ないでいるエルヴィーラだが、手紙が送られるとあっという間に魔術師長の部屋に『扉』を繋げて来てくれた。いつもならそれは規則違反と怒られる事案なのだが、さすがにその日は魔術師長も怒らなかった。

　思わず師匠に抱き着いて更に安堵したヴィオラだったが、事件の詳細を聞くと、ものすごく怖い笑顔で、ザクセン伯爵家のドラ息子ね？　とつぶやいた。

　師匠がその後、なにか彼に報復したのかどうかはヴィオラは知らない。ただ、二度と彼とその仲間の姿を見ていないことは確かだ。

　そしてその後、ラーシュは会う度にヴィオラを気遣ってくれる。なにか心配事は無いか、誰かに嫌な目に遭わされていないか、といつも気にしてくれている。

　初対面であんな場面に出くわしてしまったせいで気にしているのかもしれないが、決して彼が気に病むことではないはずだ。それでも、これもなにかの縁だからとカオを見ると声を掛けてくれる優しい騎士様のコトを、半人前の見習い魔女が好きになってしまったのも無理はなかった。

　それから二年、まだ見習いのままの魔女は、今も恩人の滅竜騎士様に恋をしている。

　成就する可能性はほとんど無いと判ってはいるが、それでも彼が誰かを選ぶまでは、好きでいたっていいはずだから。
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　デート当日。

　師匠に新しく買ってもらった若草色のワンピースに同色の丈が長めの上着で可愛らしく飾ったヴィオラは、待ち合わせの城下の広場に向かった。

　杖は上着の内側に差してある。騎士が常に帯刀しているように、杖は肌身離さず持つのが魔女として当然の行動だが、杖を持っていることで当然魔女とバレるわけで、それを避けたい時、魔女はこうして上着の内側に隠す。

　極稀に、スリットを入れたスカートの内側、腿に括り付ける師匠のような特殊例もあるが、大抵は上着の内側だ。師匠も登城の時はさすがにしないが、普段はちょっと目を離すとやっている。はしたないのでやめて欲しいものだがお構いなしだ。

　広場に行くと、待ち合わせ時間より三十分近くは早いはずだがもうラーシュがいた。いつもの騎士服ではなく、だが貴族にしては少しラフな感じの服で、それでも帯刀はしている。初めて見る私服にどきどきする。

　先に着いて待っていようと思っていたヴィオラは慌てて走って行って声を掛ける。

「ノシュテット様！　すみません、お待たせしました」

「やあ、ヴィオラ。走らなくても、まだ時間前だ」

　柔らかく笑んでくれたので、ほっとひと息つく。

「いつからおいでだったんですか？　絶対私の方が先だと思っていたのに」

「少し前に来たところだ。……その、楽しみでな」

　……その照れ顔、反則です。

　内心でヴィオラは悶えた。判っている。楽しみだったのは菓子屋巡りであって、別にヴィオラとの待ち合わせ自体が楽しみだったわけではないことくらい。それでもそんなふうに笑われたら、つい期待したくなる。

　そんな思いを表に出すことなく、ヴィオラは笑った。

「もー、ノシュテット様ったらお菓子は逃げませんよ。では早速行きましょうか。まずは西三番通りの『ピアジェ』からですね」

「ああ」

　今日は割と城から近場にある四軒をまわる予定だった。

　こうやってラーシュの休み毎に複数軒まわっていけば、そのうち気に入った店も見つかることだろうというヴィオラからの提案だ。ラーシュには休日毎に付き合わせては申し訳ないと最初は遠慮されたが、ヴィオラにしてみたらその度に好きな男と出掛けられるのだ、全然構わない。

　師匠も、いいじゃない、デートデート♪　とからかいながらも了承してくれたので、師匠公認のお出掛けだ。誰憚だれはばかることもない。

　最初に行った店は、繁華街の真ん中の人気店で、ヴィオラも師匠にせがまれて何度か買いに寄ったことがあった。店に入ると甘い香りがして、なんだか幸せな気持ちになる。

「いらっしゃいませー」

　店員の女性がにこやかに出迎えてくれるが、ヴィオラのあとに入ってきたいかついラーシュを見て若干引き気味になったのが判って、ヴィオラは努めて明るい声をだす。

「ノシュテット様、ここはマドレーヌがとっても美味しいんです。バラ買いができるのですけどいつも選びきれなくて、あの、全種類いいでしょうか？」

「ああ」

　うなずくラーシュの様子に、店員はヴィオラの要望で店に寄ったのだろうと見当をつけたらしい。若干表情が柔らかくなってヴィオラに訊いてきた。

「マドレーヌ全種類、一つずつでよろしいですか？」

「……二つずつで。あと、そちらのフィナンシェも一袋入れてくれ」

「はい、承知致しました」

　ヴィオラが答える前にラーシュが言うことで彼女の遠慮を制しようとしたとでも思ったのだろうか。笑っているヴィオラを見て、強面だが恋人には甘い男なのだろうと納得したらしく、妙に微笑ましそうな視線と共に店員がうなずいた。

　ラーシュが代金を支払って店員が紙袋を差し出すと、ヴィオラが受け取ろうとした上からラーシュが掴んだ。ラーシュからしてみたら自分が買ったものだから当然だと思うのだが、店員には恋人に持たせる負担すらかけさせたくないほど彼女を大切にしているとでも思われたのかもしれない。

「お優しい恋人さんで羨ましいです。またお二人でぜひご来店くださいませ」

　にこやかに見送られて店を出た二人は扉が閉まるとちょっとくすぐったそうに微笑んだ。

「完全に恋人同士と誤解されていたな」

「はい、予定通りです。でも、本当に良かったんですか？」

「なにがだ？　恋人設定がか？　私は先日構わないとちゃんと言っただろう。そう思われて困る相手もいないし。ああ、きみが嫌だったら申し訳ないが」

「いえ！　私は全然！　むしろノシュテット様の恋人役なんて光栄です」

　本当は『役』をつけなくたっていいんですなどと、言えるものなら苦労はしない。

「たぶん、これでここのお店は今後ノシュテット様が一人で行ったとしても、私にお土産を買って行くんだって勝手に誤解してにこやかに対応してくれると思いますよ」

「だといいんだが」

　二人は最初に相談した時、やはり設定として一番無難だろうということで、恋人風の設定でいくことにした。

　別に明確に恋人と言わなくても勝手に向こうが勘違いしてくれればいい。菓子屋という彼が似つかわしくない場所であっても女性同伴であれば入りやすく、また彼はインパクトがあるから覚えてもらいやすく、且つ次が一人でも行きやすい。

「完っ璧な作戦です！　我ながら素晴らしい思いつき！」

「自画自賛だな」

「だって他の人に自慢して褒めてもらうわけにいきませんから。次からはもっと恋人らしくみえるようがんばります！」

　握り拳で主張するヴィオラの勢いに、ラーシュが、くくっ、と珍しく声を立てて笑っている。

「この勢いで次に行きましょう！」

「では、お供仕ろう」

　ヴィオラは元気に歩き出した。その後を菓子の紙袋を抱えたラーシュが続く。

　二軒目も三軒目も、概ね同じような反応をされ、すべての店でラーシュはちゃんと満足な買い物ができたようだ。

　四軒目は喫茶スペースのある店で、そこでは持ち帰りできない店内限定デザートがあるとかで、せっかくなので店内でそれをいただくことにした。

　紅茶と共に出されたケーキは器の底に入った角切りのスポンジの上にオレンジのババロアがたっぷり載って更にその中や上にフルーツが飾られたパルフェで、柔らかすぎてカップごとでないと持ち帰りができないから店内限定という代物だった。

　スプーンで掬って食べれば頬の内側がじーんと染みて、その甘みがたまらなく美味しい。

「美味しーい！　うわー、なんかずっと食べていたい！」

　ヴィオラは美味しいものを食べるとつい感想を言いたくなるが、ラーシュはひたすら黙々と高速で大量に食べ続けるタイプらしい。あっという間に中身がなくなっていくデザートの器を前に、ラーシュがぼそりと言った。

「……ヴィオラ、もう一つずつ頼まないか。ひとつじゃ物足りん」

「え。いいんですか!?　お姉さーん！　あと二つこのパルフェください！」

　追加が運ばれると更にそれを堪能する。二つも食べるなんて贅沢をしたヴィオラは心もおなかもしっかり満足だ。

「ヴィオラ、ありがとう」

　パルフェを綺麗に平らげ、ゆっくりと紅茶を飲んでいたラーシュが不意に言った。

　ヴィオラが何故礼を言われたのか判らなくて小首をかしげると、ラーシュはそっと微笑んだ。

「こんなふうにたくさん菓子を買って、店の限定デザートを食べるなんて私一人では今までできなかった。きみがつきあってくれたおかげだ。ありがとう」

「そんな……っ、いえ、どういたしまして」

　否定しかけてから、ヴィオラは微笑んだ。ラーシュの好意の礼を素直に受け取ることにした。

「私だって、美味しそうなお菓子をたくさん見られて、こうしてご馳走までしていただけて、それってとても役得ですよ。ご一緒できてとても楽しかったです」

「そう言ってもらえるとありがたいな。また頼めるだろうか」

「はい、喜んで」

　心から言うと、ラーシュは嬉しそうにうなずいてくれた。

　それだけでヴィオラはもう胸がいっぱいになるくらいに嬉しかった。

　好きな人に同行を喜んでもらえる、それはとても嬉しいことだ。たとえそれがたかが買い物の同伴であっても、今ラーシュがそれを頼めるのがヴィオラだけなのだという事実は自分が彼の隣にいていい理由を肯定できる要素だ。

　そして皆が知らないいろんなラーシュを知ることができるのも嬉しい。皆に尊敬されつつも畏怖を与える滅竜騎士が菓子を頬張り口元を綻ばせるこんな可愛らしい光景を特等席で見られる特権を、ヴィオラは手放したくない。

「たくさんお菓子を買われましたけど、全部お一人で食べるんですよね、大丈夫ですか？」

「余裕だ。むしろ気を抜くと一気に食べてしまいかねないから、何日持たせるかちゃんと配分を考えないといけないと思ってるよ」

「えええー!?　おなか壊しますよ!?　こっそり胃薬おつくりしましょうか？」

　ヴィオラが思わず声を上げて目を丸くすると、ラーシュが楽しそうな笑顔を見せて大丈夫だよと言う。

　これは騎士ではなく、普通の男性としてのラーシュの素の笑顔だ。

　どきどきする。ますます惹きつけられてしまう。

　余計に好きな気持ちを意識してしまって、それを誤魔化すようにヴィオラは努めて明るい声で訊いてみた。

「次はどこに行きましょうか？　行きたいお店を選んでおいてくださいね」

「そうしよう。また連絡するから」

　うなずいてくれるということは、次も一緒に行っていいということだ。再びのデートができることをヴィオラはたまらなく嬉しく思う。

「ああ、そうだ、その連絡方法だが、伝言鳥を飛ばしてもいいだろうか」

「あ、はい、もちろんです！」

　ラーシュが掌を差し出したので、ヴィオラはその上に手を乗せる。

　魔力は人によって微妙にその色や波長が違うという。こうすることで魔力の交換をして、伝言鳥を届かせるための相手の魔力を知るのだ。

　じんわりと伝わる温かい魔力が伝わってきて、なんだかそれがラーシュの心の温かさみたいだとちょっとくすぐったくなる。

「ん、ありがとう」

　同じようにヴィオラの魔力を受け取ったのだろうラーシュが手を離すと、指先でくるんと円を描いた。途端にヴィオラの目の前に白い鳥が現れて、手を広げるとその上で手紙になった。






『今日はありがとう。楽しかった。また同行をつきあって欲しい』






　先程言われたことをもう一度文章にされて、ヴィオラは思わず微笑んだ。

　同じように指でくるんと円を描くと、薄いピンクの鳥が出来上がってラーシュの元に飛んだ。

　手紙を読んだラーシュは微笑んでうなずく。






『こちらこそ楽しかったです。ぜひまたご一緒させてください』






　送った手紙にはそう書かれているはずだ。

　伝言鳥を飛ばすための魔力を教えてもらえる。好きな異性にそれを許してもらえる。それは、恋する乙女には跳ねまわりたいほどに嬉しいことで、ヴィオラだってそれは同じだ。

　きっとラーシュに連絡手段以外の他意はないだろう。でも、それでも彼に恋心を抱くヴィオラには少しでも彼に近付けた気がしてとても嬉しい。

　ゆっくりとデザートと紅茶を堪能したあと、ラーシュはエルヴィーラの土産とついでにヴィオラの分までケーキを買ってくれ、更には家まで送ってくれた。

「あら、別に泊りでも良かったのよ？」

「ナニ言ってるんですか。そんなコトあるわけないでしょ。そんなコト言うならお土産のケーキ、私が一人で全部食べますよ」

「やあだ、冗談じゃなーい。でも、もしホントに朝帰りしたって、相手がラーシュならあたしは祝福するわよぉ」

「取り上げます」

「やだー！　食べるー！」

　にやにや笑顔で珍しく家で待っていたエルヴィーラにからかわれながら、それでも二人でつつくケーキはあまりにも美味しくて、今頃彼も城の寮でひとり黙々と焼き菓子を食べているのだろうかと思ったら、なんだかおもしろくて可愛くて、にやにやが止まらない。

　あまりにも幸せな気持ちで一日を過ごしたヴィオラだった。
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　ラーシュの休日毎の買い物のお供という名のデートはその後も続いた。

　王城の近場の菓子店の時もあれば、馬車で移動するときもあったが、ラーシュは気に入った店はもう一度行くと決めたようだ。

　初めての店三軒と気に入った店一軒、という時もあり、ヴィオラは彼の好みが大体判ってきた気がしている。

　溶けた砂糖がたっぷりかかったような直接的に甘いものより、クッキーやマドレーヌのようなシンプルな菓子の方が好きなようだ。ドライフルーツやナッツが入ったものも好きなようだが、チョコは控えめな方がいい。ゼリーやプリンも好きだが一つじゃ足りなくて複数買いする。おかげで先日行った店では店員にヴィオラの家族への手土産を買ったのだと思われたようだ。

　一番初めに二人で行ったマドレーヌの店はやはりお気に召したようで、二度目に行った時は違う種類のお菓子を買ったがどうやらそのうち三度目もありそうだ。ちなみに店のお姉さんはちゃんと二人のコトを覚えていてくれて、また仲良くお二人でご来店くださって嬉しいですと笑ってくれ、その時初めてラーシュを見た店員がびびっていたのをとりなしてくれていた。

　ちゃんと恋人設定の作戦が功を成していたことに安堵して、それと同時に本当の恋人同士じゃないんですごめんなさい、とちょっとだけ罪悪感を持つヴィオラだが、ラーシュのことを考えたらそれも仕方ないと思う。

　そもそも、好きなものを容姿のせいで手に入れられないなんて気の毒過ぎる。そうでなくたって、例えば、ヴィオラが魔女だからという理由で売るのを拒否されたら腹が立つし悲しすぎる。

　ヴィオラには今のところそんな経験はないが、好きで欲しいのに手に入らないのは悲しいだろうと思う。

　だから、そんなことでお手伝いができるのなら、それで喜んでもらえるのなら、ヴィオラは嬉しい。

　そして、何度も菓子屋巡りに同行することで、ラーシュに対する想いは募る一方だ。

　城では見られない普段のラーシュが見られることもあって、彼をとても身近に感じる。

　騎士としての勤務中はあまり変わらない表情も、外に出れば随分と柔らかくなるし笑顔もちょくちょく見せてくれる。声に出して笑う姿などはなかなかのレアものだ。喜ぶ顔、驚く顔、困ったような笑みさえもそれを見せてくれるのが嬉しくて。

　以前は偶然城で会うくらいしかカオを見られる機会なんて無かったのに、週に一度程度とはいえほぼ定期的にそれも二人で会える。もちろん仕事で他所に行っていたり他の用事で会えない時もあるが、その時は伝言鳥で連絡してくれるので、なんだか本当に恋人同士のようでつい浮かれてしまう。

　彼が自分に特別な思いを持っていないと判っていても、秘密の共有という点で以前よりずっと親しい友人として扱ってくれていると感じてしまう。

　本当は手が届かないくらい高いところにいる人のはずなのに。

　好きだと告げたって、きっと困らせてしまうだけだと判っているのに。

　魔女としても女性としてもまだ半人前の自分が欲しがっていい人ではないと、アタマではちゃんと判っているのに。

　ラーシュの菓子と違って、欲しいと言って手に入るものではない。でも判っているのに欲しいと願ってしまう。

　最近、師匠がヴィオラに余計なことを言って煽るのも関係している。






『そろそろあたしの可愛い弟子も一人前になる時機かしらねえ。さーみしーい』






　一人前になったからといって師匠の家を出なければならないわけではないから、寂しがる必要はないはずだ。でも師匠はなにか感じているらしい。

　一人前になる、その意味を考えるとヴィオラはものすごく複雑な気持ちになる。

　早く一人前になって師匠に認められたい気持ちといつまでも師匠の庇護下にいたい気持ち。

　相反するそれはラーシュに対する気持ちと似たところがあって、ヴィオラを悩ませる。

　いっそ全部後回しにしてなんにも考えず、現状維持を望んでしまいたい気になって唸っているヴィオラを、師匠は全部判っているのだろう、そんな時だけ彼女は温かい大人の目でヴィオラを見守っていた。










　今日は辻馬車を使って東地区の菓子屋を四軒まわった。

　城下に戻ってきたヴィオラとラーシュは馬車を降りると少し歩いたカフェで休憩をして、これからラーシュがいつものようにヴィオラを家まで送ってくれるところだ。

　ラーシュの肩には少し大きめの布製の鞄が掛けられている。

　兵士が行軍に持っていきそうな丈夫だけが取り柄のずだ袋のようにみえるが、いや、実際袋自体はそうなのだが、実はヴィオラがつくった魔術道具だ。

　中は保冷の魔石が組み込まれていて、冷菓の持ち運びも大丈夫な上に潰れたり崩れたりを防ぐための補強と制御まで施してある。間違って落としたり踏まれる程度なら充分耐えうるはずの優れものだ。

　ラーシュが買ったお菓子の持ち運びに際し、あまりに露骨に菓子の袋と判るものを持って寮に入るのを憚ってどうしたものかと思っていたところをヴィオラが察して、三度目の買い物の時に渡したものだった。

　ラーシュは殊の外喜んでくれて、それ以降ずっとこの鞄を愛用してくれている。

　そのまま室内に置いておくより数日は余分に保存できるため、ラーシュは買った菓子を鞄に入れっぱなしで収納庫代わりに使っているらしい。ぱっと見はただのずだ袋だ、他の騎士が見たってなんら目を引くものではない仕様がとてもありがたがられた。

　二人並んでさっきカフェで食べたパンケーキの話をしながら街を歩いていると、なにやら角を曲がった背後の方から騒がしい声が聞こえてラーシュは足を止めた。休日とはいえ彼は騎士だ、騒ぎは気になるのだろう。

　悲鳴と叫び声で理解した。ひったくり犯が出たらしい。

　ヴィオラが振り向いた途端、いきなりの衝撃に突き飛ばされてその場に倒れた。

「ヴィオラ！　貴様！」

　一瞬ヴィオラに目をやりつつ、無事を確認したラーシュは犯人を追って走り出した。犯人は意外と足が速く、そして他人様の鞄を抱えたままナイフを振りかざしながら逃げている。悲鳴が上がったのはそのせいか。

　起き上がったヴィオラは、反射的に上着の内側から杖を出してかざした。

　口の中で唱えた呪文が発動し、つむじ風が犯人の足を絡め取る。たまらずその場ですっ転んだ犯人に追いついたラーシュがナイフを他所に蹴飛ばしてから男を取り押さえた。その手際はさすがだ。

　ようやくほっとしていると、二名の騎士が駆けつけてきた。どうやらひったくり犯を追ってきたが振り切られそうだったらしい。犯人を取り押さえているラーシュを見て驚いていた。

「もしかして、滅竜騎士様ですか!?」

「うわ！　逮捕協力ありがとうございました！」

　名乗らなくても知っていた辺り、やはり彼は騎士の間では憧れの存在らしい。犯人を引き渡しながらラーシュが訊いた。

「被害者は無事か？」

「はい、ナイフを振り回してはいたものの怪我人はいません」

「それなら良かった。ヴィオラは無事か？　怪我は？」

　ラーシュが気遣ってくれたので、微笑んで首を左右に振って見せる。膝を擦りむいたかもしれないがそれくらいは許容範囲だ。すると、ほっとしたカオでうなずいてくれる。

　駆けつけてきた二名の騎士は、滅竜騎士の存在にものすごく恐縮しつつも片方が犯人をきっちり捕縛し、連れていく。そしてラーシュに礼を言ったもう一人の騎士が、立ち上がったヴィオラにも笑顔で声を掛けた。

「大丈夫かい、お嬢さん」

「あ、はい」

　カオを上げると、杖に目が行った騎士がハッとして、すっと視線を逸らした。

「なんだ、魔女かよ。淫乱な魔女風情がこんなとこにいるんじゃねえよ。街の風紀が乱れる、さっさとどっか行っちまえ、うっとおしい」

　不快そうに暴言を吐かれて、ヴィオラは衝撃のあまり固まった。

　突然の態度の豹変に戸惑って反論もできない。なにより何故そんなことを言われたのかが判らない。

　ふん、と捨て台詞のように鼻を鳴らして通り過ぎようとした騎士を、だが引き留めた声があった。

「待て、そこの騎士。おまえだ」

　いつの間にか戻ってきていたラーシュが、行きかけたその騎士の肩をつかまえていた。

「え、は、なんでしょうか？」

　振り向いた騎士が戸惑った様子で困惑気味に返事をする。彼の憧れの滅竜騎士が、明らかに機嫌を損ねているのがありありと判ったからだ。

「今、おまえは私の友人になんと言った」

　低い静かな怒りを含んだ声が騎士を震え上がらせる。

「は、あの、それは」

「何故彼女はおまえに侮蔑の言葉を吐かれなければならん。彼女がおまえになにかしたのか？」

「い、いえ、あの、申し訳、」

「詫びの言葉など求めていない。質問に答えろ、なにかされたのか？」

「……いえ」

「では家族か友人知人が彼女になにかされたのか。それで恨んでいるのか」

「い、いえ……」

「では何故、縁も所縁もない初対面の女性にそんな無礼な口を利く？」

　正面から憧れの騎士に凄まれて、騎士はすっかりびくついていたが、仕方なくという様子で、掠れ声でなんとか答える。

「……あの……自分は、魔女が嫌いで、その、以前、幼馴染の婚約者が、魔女にたぶらかされて幼馴染を裏切って、結局婚約破棄になって……」

「それは気の毒な話だが、それをした魔女は彼女じゃない。その恨みを通りすがりの彼女にぶつける理由にはならん。まして今の犯人は彼女が魔術で足止めをしてくれたから捕まえられたんだ。それなのに、それがおまえの協力者に対する感謝の仕方か。それが騎士の態度か。恥を知れ！」

　低く叱り飛ばされて、騎士の背筋が伸びる。

「申し訳ありません……っ」

「私に謝る必要などない。謝る相手が違う」

「……す、すみませんでした……」

　やっと騎士の視線がこちらに向いて謝られる。ヴィオラがびくつきながらもうなずくと、騎士は深々と頭を下げてから身を翻し、同僚のあとを追って走り去っていった。

　ヴィオラは気まずい思いでうつむく。

　魔女に嫌味を言う者は、大抵その個人ではなく魔女全般に対しての文句を言う。ヴィオラが嫌いなのではなく、魔女が嫌いなのだ。だから魔女代表のような扱いで嫌味を言われたことは多々あるが、こうもあからさまに嫌悪の言葉を吐かれたことは無かった。

　これまでも似たようなことは言われてきたし、聞き流していられた。

　なのに、よりによってラーシュが共にいる時にそんなことを言われて、ヴィオラは羞恥と悔しさでカオを上げられない。

　自分のせいじゃないのに自分が悪いように侮蔑される光景を好きな人に見られた恥ずかしさは、いくら彼が全力で庇ってくれたとはいえその場で消え入りたいほどだ。

　このところラーシュと一緒に出歩くことが多くなったせいで浮かれていた気分があっという間に萎んでしまう。魔女であることを嫌だと思ったことはなかった。だが、魔女という肩書が嫌いになりそうで。

　魔力があるからといって必ず魔女にならなければならないわけではない。

　もしかして自分と一緒にいることでラーシュまで悪く言われることになりはしないかという心配まで湧き上がってしまったら、もう一緒に買い物に行くことすらも断った方がいいのではないかと思えてきてしまう。

　いや、そもそもラーシュは魔女と出歩くこと自体を厭いはしないだろうか。もうこれ以上誘うことを躊躇って一緒に外出することはないのではないだろうか。

　急速にネガティブな思いが膨れ上がっていく。

　と、不意に、ぽん、と頭の上に手が乗った。

「ありがとう、助かった」

　ラーシュの声にやっとカオを上げると、いつもの優しい表情に戻ったラーシュがヴィオラを見ていた。

「きみが足止めをしてくれたおかげで犯人を捕まえられた。ありがとう、さすがは優秀な魔女だ」

「……まだ、見習いです」

「では、優秀な見習い魔女だな。私だとああいう場面では実はうまく力加減ができなくてな、下手をすると犯人の腕か足辺りをこう、ざっくりとすっ飛ばしてしまう」

「え」

　なんかすごくコワいコトを言われた。

「私の攻撃魔術は威力はあるが実は調整が大雑把でな、実戦で竜相手に使うくらいが丁度いいんだ。だから魔術騎士と名乗ってはいるが、実は私は騎士相手でもほとんど魔術を使ったことが無い」

「えええー」

　騎士が使う魔術は実際攻撃に特化したものを覚える傾向があり、やはり威力に重点を置かれるが故に逆に最小限に抑えるということが苦手な騎士は多いと聞く。いくら犯罪でもひったくりくらいで腕や足を吹っ飛ばされるのは割に合わなさすぎるというものだ。

　その点、魔女の使う魔術はむしろ術式計算が細かく難しいものが多いので繊細な魔力使いが必要な能力のひとつである。

　ヴィオラがラーシュに贈ったずだ袋とて、保冷魔石の威力が強すぎれば中身は冷えるで済まずに凍ってしまう。同じものはラーシュにはつくれない。

「なんだかヴィオラには借りばかりできていく気がするな。どこかでまとめて返したいものだが」

「そんな、借りなんて。私はこうしてご一緒できるだけで充分なのに」

「いつも買い物につきあってもらって、保冷袋までつくってもらって、今日は犯人逮捕にまで協力してもらった。なにか礼をさせて欲しいな。そのうちでいいからなにか考えておいてくれ。私にできることならできるだけ応えよう」

「え、でも」

「親愛なる見習い魔女殿に、敬意と友情を込めて、と言ったらちょっと格好つけすぎか？」

　微笑むラーシュの笑みはちょっとおどけていて、ああ、もう本当にこの人が好きだと思う。

　落ち込みそうになっているヴィオラを救い出してくれようとしているのは明白で。

　こんな場面の時、『同僚の騎士がすまない』とでも謝りそうなものだがそれを彼はしない。魔女に対する好悪の問題はあくまでもあの騎士の個人レベルの問題だからだ。

　だからその代わりにラーシュはヴィオラという魔女を好きだと言ってくれる。

　ヤツは嫌いだと言ったが自分は好きだから気にするなと。

　ヴィオラに魔女としても友人としても好意を持っているのだから落ち込まなくてもいいのだと教えてくれている。

　だから、ヴィオラはようやくカオを上げて、微笑んで見せることができた。

「……じゃあ、なにか考えておきます」

「ああ、そうしてくれ」

　ヴィオラが微笑んだからだろう、ほっとしたようにラーシュは笑った。

　それからやっと放り出したずだ袋の存在を思い出して、急いで拾いに行く。

　中身は完璧に守られていてすべて無事で、ラーシュはまたヴィオラの能力に感謝の笑みを寄越してくれた。
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　ヴィオラがラーシュと買い物に出掛けるようになってかれこれ三ヶ月が過ぎようという頃、エルヴィーラがまた陛下に依頼されて仕事に出た。

　今回はサイダル宮へ出向いている。

『じゃあ、行ってくるわね～』などと超お気楽に告げて行った師匠は、いつも通り『扉』でひょいっと出掛けて行った。

　ヴィオラにはまだ『扉』を開けられない。それを構築する術式は知っているが、単純に魔力が足りないのだ。もっとも、『扉』を使えない魔女の方が圧倒的に多いので、まだ見習いに過ぎないヴィオラが開けられないのは当たり前なのだが。

　魔女になると、魔力量が飛躍的に上がる。だがそれは増えるわけではなく、元々あったものが解放されるだけだ。見習い魔女のうちは制限されている魔力量は自らの意思で解放されるわけではない。

　それは例えるなら瓶の中にあるのが魔力として、見習い魔女はそこからあふれて零れた分の魔力が現在使える量だ。魔力は零れてはくるがいわば蓋が閉まった状態で、自分の意志で蓋を開けて使うことはできない状態になっている。

　魔女になったらその蓋が開いて全部を使えるが、魔力量の大きさによって瓶の大きさが変わるといった具合なので、その者の最大魔力量がどれくらいあるのかは、魔女にならないと本人にも判らない。

　ただ、見習いのうちにできる魔術のレベルや精密さで推定ができるといわれていて、その点ではヴィオラはかなり期待できると言われていた。

　師匠がいない間、ヴィオラは薬をつくったり魔術で道具をつくったりする。薬も道具も専任の魔術師や職人がいるが、内職の一環だ。

　中でも蓄魔石をつくるのは得意で、依頼先からも質がよいと評判だ。

　蓄魔石は、魔力吸収率の良い石を数種類のサイズに加工したものに魔力を封入したものである。

　一般家庭に普通にある炊事に使うコンロや風呂を沸かすのに使う給湯器、工業用の道具や機器にもこういった魔石が使われていて、数ヶ月から数年とサイズや使用頻度にも寄るが一定期間ごとに交換が必要になる。

　魔術師は自前で注入できるだろうが、魔力を持たない者には新品が必要で、消耗品だからいくらでも需要はある。それをコツコツつくることでそれなりの収入を得ていた。

　家計は城からの謝礼だけでもそこそこ裕福に暮らせるだけの実入りはあるが、畜魔石などの内職は依頼されていろいろつくっていて、ヴィオラの小遣いと独立資金稼ぎにちょうどいい。独立したいかどうかは置いておいて、自由になる金があるのは悪いコトではない。

　庭につくってある薬草や木の実などの畑や木の世話などもヴィオラの仕事だ。薬の材料は街に行けば普通に手に入るが、中には新鮮なもの、採れたてが一番効力を発揮させるものもある。そういったものは自前でつくっていた。

　師匠がいるときは、いろいろな魔術の術式の勉強をしている。術式は複雑なものとされているが、それをいかに省略できるかが魔術始動の速度を速め、使用魔力量の軽減に繋がるとされている。

　師匠などは『いやそれ省略しちゃダメなとこじゃ？』と思うところまで省略するのにきちんと術式構築する他の魔女より威力と精度が高いというタチの悪い魔女だが、同じ術式でヴィオラが唱えてもそれは発動できない。曰く、その術や術式の理解度の問題だというが、その辺の実感がまだ判らないのはたぶん見習い魔女だからなのだろう。

　おそらく『扉』も同じような理屈でかなりの魔力軽減をしているのだろうと思われるが、それにしたっていつも安易に使い過ぎだと思っているのはきっとヴィオラだけではないはずだ。










　師匠の留守も三日目になった日の夕方。

　ヴィオラはラーシュの元に伝言鳥を飛ばした。

　大抵はラーシュから送るそれを、ヴィオラの方から飛ばしたのは実は初めてだ。

　今登城しているが、約束の菓子を届けたいのでお邪魔していいかという内容だ。

　以前ラーシュから、ヴィオラのつくった菓子を食べたいからいつでも届けてくれと言われていたものをやっと持ってきたのだった。

　初めに頼まれてから随分経つ。それから何度も会ってはいたものの、それは菓子を買いに行った時ばかりで、さすがにプロのつくった菓子を買ったタイミングで手作りの菓子を渡す勇気はなかったから遠慮していた。

　ラーシュは、ヴィオラがくれたものならばそれもきちんと味わって食べるよ、それはそれこれはこれだと言ってくれたが、さすがに無理というものだ。

　ずっと保留になっていた事案なので、ラーシュは『執務室で待っている。喜んで受け取るよ』と返事をくれて、ヴィオラは怖々執務室を訪れた。

　騎士団の駐屯所は城の西側にあり、ラーシュの執務室も当然ここにある。

　ラーシュの今の身分は遊撃騎士団の副団長だ。『滅竜騎士』は名誉称号であり、普段は普通に騎士として働いている。

　滅竜騎士の拝命と共に相応の地位が必要と、本来一名の副団長が二名になった。

　遊撃騎士団の団長は老齢で近く退官が決まっている。元々の副団長が次の団長に任ぜられることが決まっていて、つまり副団長の後任がラーシュということだ。

　ちなみに遊撃騎士団は、名前の通り遊撃を得意とし、各方面に駆り出される部隊だ。情報収集や諜報も専門部署としてこの騎士団に所属する。王族以外の貴族や他所に派遣される官僚や魔術師の護衛を務めたりもする。そのついでに先方での情報収集もするからだ。

　単独行動を認められている彼らは各人が一騎当千の使い手であり、且つ魔術が使える魔術騎士が多く籍を置く。

　華やかな近衛などと違って、どちらかというとなんでも屋と揶揄されていたあまり日の当たらない部署だったはずだが、滅竜騎士が所属したことで一時注目度が増した。二年半が過ぎた今はやっと以前の落ち着きを取り戻しつつあるが、それでもやはりなにかと話題に上る騎士団だ。

　しばらくして執務室のドアがノックされ、ヴィオラが訪れた。

「やあ、ヴィオラ、待っていたよ。入りなさい」

「お仕事中にすみません。お邪魔ではなかったですか？」

「いや、一息いれたかったからちょうど良かったよ。書類仕事は疲れる。剣を振っていた方が楽だ」

　机の上に持っていたペンを放り投げて立ち上がるのを見て、ヴィオラはほっとした顔で部屋に入った。仕事の邪魔をしたかったわけではない。早めに帰ろうと思う。

　ラーシュがソファを勧めてその向かいに座ったので、ヴィオラもそれに従った。

「今日はどうしたんだ？」

「師匠の忘れ物を届けに」

　ヴィオラが苦笑する。

　今日の昼過ぎに、魔術師長からヴィオラに伝言鳥が来た。

　なんでも出張前に提出したはずの書類に抜けがあったらしい。明日までに探して持ってきて欲しいということだった。

　師匠の仕事机の上はいつもごちゃごちゃで、ヴィオラが片付けておいてもいつの間にか元通りになっている。テキトーに書いたのであろう書類をテキトーにまとめて持って行った結果抜けがあったのだろうと、あまりにも容易に想像できた。

　いつもなら一応ヴィオラが確認するのだが、たまたまその日にラーシュと買い物に出掛けていたために見ていなかったのも悪かった。

　見つけ次第持っていきますと返事をして、慌てて机を漁って持ってきたのだ。

「それはご苦労だったな」

「いつものことですから」

　笑ったヴィオラは、それから持っていた鞄を開けて、恥ずかしそうに紙袋を差し出してきた。

　ヴィオラの両手に余るほどのサイズのそれから、仄かに焼き菓子の良い香りがする。

「その、今日の午前中にクッキーを焼いたので持ってきました。お口に合うといいんですけど」

「ありがとう、喜んでいただくよ」

　嬉しそうに受け取ってくれた袋を早々に開けて中を覗いたラーシュは早速一枚出してみるとすぐに口に入れる。

「ん？　これ、なにが入ってるんだ？」

　クッキー生地以外にしゃりしゃりとした歯触りを感じたのだろう、首を傾げているラーシュに、ヴィオラは答えた。

「あの、シリアルを混ぜたドロップクッキーというものです。ノシュテット様、まだこういうのは買ったコトなかったって思って」

「シリアル。へえ、好きだな、これ。うまいよ」

「良かった！」

　クッキー生地がシリアルの存在をうまく引き立てていて、素朴だが甘すぎないクッキーはたぶん彼の好きな味だろうと思ったが、どうやら正解だったようだ。

　好みだろうとは思ったがやはり食べてもらうまでは心配で、ヴィオラはあからさまにほっとした。その様子にラーシュは笑っている。

　いつもはいる副官が今はたまたま所用で出掛けているということで、ラーシュが手ずからお茶を淹れてくれて、ヴィオラはめちゃくちゃ恐縮しつつそれをいただいた。

「エルヴィーラ殿は今サイダル宮に行っているんだったな。ひとりで大丈夫か？」

　ひとりでの留守番を気にしたらしいラーシュの問いに、ヴィオラは微笑んだ。

「もちろんです。師匠に弟子入りしてからもう何十回もひとりで留守番してるんですよ、平気です」

「なにか困ったことがあったらすぐ連絡してくるんだぞ。いつでも助けに行くからな」

「大丈夫ですよ。でもご心配ありがとうございます」

　ラーシュの心配はありがたくて嬉しいが、本当に自分の手に余るような困ったことがあったらヴィオラはまずエルヴィーラに助けを求めるだろう。師匠と弟子の関係としてそれは当然だ。

　伝言鳥を飛ばせば済むことだし、本当に緊急を要するのなら師匠は『扉』を使って帰ってきてくれることだろう。

　もちろんその事件の内容にもよるだろうが、ラーシュに助けを求めることはたぶん無いと思う。

　頼りにしていないのではなく、きっと忙しいのだろうラーシュの手を煩わせるようなことはしたくない。

　例えそれをラーシュが求めてくれていたとしても、ヴィオラは基本的に、些細なことでも師匠以外の人に頼るのが苦手だった。

　紙袋に入れてきたクッキーを、ラーシュは無言で、だが素早く消費している。

　皿に出すようなことはせず、直に袋に手を突っ込んで食べている姿はあまり貴族らしくなくて、ちょっとおもしろい。

　その視線に気付いたのか、ずっと下の紙袋を見ていたラーシュがふとヴィオラに視線を寄越した。

「あ、すまない。予想以上にうまくて、ついきみを放置してしまった」

「あ、いえ！　そんなに気に入っていただけたならつくった甲斐があります。嬉しいです」

「またつくってきてくれるだろうか。お世辞じゃなく本当に気に入ったんだ」

「そんなもので良ければいくらでも」

　途端に嬉しそうに目を細めてくれて、ヴィオラの好きな笑みになる。

　そのあと、次の休みにはどこの菓子屋に行こうかと相談をしていたら、あっという間に時間が過ぎていたらしい。

　ノックの音がしてラーシュが返事をすると、魔術研究庁の制服の若い男性が入ってきた。

　ふと外を見てみれば、暮れかけている。一時間くらいは経ってしまったかもしれない。早めにお暇するつもりだったのに楽しくてつい長居してしまったと、ヴィオラは慌てた。

「あの、ノシュテット様、ごめんなさい、私帰ります。お仕事の邪魔をしてすみませんでした」

「いや、こちらこそ引き留めて悪かったな。もう暗くなってきているがひとりで大丈夫か？　もう少し待っていてくれるなら家まで送るが？」

　気遣ってくれるラーシュの言葉は嬉しいが、これ以上自分のことに彼の時間を割かせてはいけない。ヴィオラは笑顔で断った。

「大丈夫です。お城から家までなんて通い慣れた道ですから平気ですよ。ではこれで失礼しますね」

　本当は名残惜しいが、立ち上がってヴィオラは頭を下げた。

　申し訳なさそうなカオのラーシュが一瞬なにかに気付いたようなそぶりをしたが、口にはせず、そのまま見送ってくれたのでヴィオラは魔術研究庁の男性に頭を下げるとラーシュの執務室を出た。

　残念なような、ほっとしたような気持ちを抱えて、ヴィオラは城を出て行った。










　ヴィオラが外に出た頃には街はもうすっかり暗くなっていて、それでもそこかしこで店の灯りが客を誘っている。

　もう閉まる店もあれば今開いたばかりの店もあり、繁華街は昼間とは違ったカオを見せ始めている。

　家路へ急ぐ人もいれば呑み屋やいかがわしい店へと赴く者もいて、城下町はにぎわっていた。

　ヴィオラは、本当はあまりこんな時間に外に出ていたことはない。

　大抵買い物は昼間のうちに済ませてしまうし、師匠が家にいれば夕食の用意をしている時間だ。師匠がいないならいないで内職などをしていてやっぱり家にいるので、こんな時間に外には出ていない。

　もう成人もしているし酒も呑める年だが、ヴィオラはひとりで留守番だからといってこれ幸いとふらふら夜遊びをするような娘ではない。魔女には珍しいが、根が真面目なのだ。

　こんな時間でも師匠と一緒なら外に出ることもあるが、食事に出たとしても酔っ払った師匠が歩きたくないからと『扉』でとっとと帰ってしまう。

　だから、滅多にひとりで歩かない時間なのをちょっと楽しく思って、近道して裏道を行こうなんてことを思いついたのは気紛れ以外の何物でもなかった。そして時間帯も昼間の明るいうちならなんら問題は無かったのだ。

　そしてヴィオラの体調面の問題もこのタイミングでなかったのならまだ違ったかもしれない。

　すべて、運が悪かったとしか言えなかった。






「待てよ！　小娘ぇ！」

「逃げてんじゃねーよ！」

「観念しておとなしくしな！」

「みんなで楽しもうぜ、嬢ちゃん！」






　気付けば下卑た下心を丸出しにした男たちにゆっくりと追われていて、逃げようとしたが既に遅かった。

　必死に逃げ出し走り出したヴィオラを、男たちが口々に喚きながら追ってくる。

　ほんの少し前までの楽しい気持ちはあっという間にどこかに置き忘れ、今は恐怖でいっぱいのヴィオラは半泣きで必死に走った。

　つかまったらどんな目に遭わされるかなんて、魔女じゃなくたって見当くらいつく。

　家まで送ろうと言ってくれたラーシュの心配を無碍にしなかったらこんな目には遭わなかったのか。

　いや、そもそも、いつも通り人通りの多い道を素直に歩いていればこんなことにはならなかった。夜には裏道は行くなと師匠にも言われていたことを忘れていた自分が悪い。

　ひたすら後悔しながら必死に逃げる。いや、逃げているつもりで追い込まれていることにヴィオラは気付かなかった。角を曲がったところで袋小路になっていたことに気付いて足を止めた時には、すぐ後ろに男たちが迫っていた。

　絶望的な気持ちで後ろを振り返ったヴィオラは、意を決して上着の内側から杖を出して握り締めた。

















＜　８　＞












　魔術研究庁の男性から書類を受け取って詳細を聞き終えたラーシュは、必要事項を記載してサインをすると、それを男性に返してからふと外に目をやった。もう既に真っ暗になっている。街の灯りはここからでは見えないが、城の灯りがそこかしこに見えていた。

　ヴィオラは無事に帰れただろうか、と思ってから、少し心配性に過ぎるかとラーシュは苦笑した。

　だが、多少はしょうがないと思ってもらいたい。彼女はどうも無防備過ぎる。

　もちろん年相応の警戒心はあるだろう。だが彼女自身は自分の魅力を過小評価しているとしか思えないほどに男性の目を気にしていないところがあると思う。

　エルヴィーラの師匠バカ的な贔屓目だけでなく、ヴィオラは充分可愛らしい。

　魔女という肩書のせいもあるが、不埒な者どもに狙われてもおかしくないくらいには魅力的な容姿であることを、果たして本人がどれだけ認識しているのかは甚だ疑問だった。

　確かにエルヴィーラが一緒にいる時は師匠の華やかさが目立つのでヴィオラは影になるかもしれないが、ラーシュの目には師匠の華美な見てくれや過剰な色気より、ヴィオラの清楚な可愛らしさの方が好ましく映っていた。

　だから必要以上に心配になるのだろうと思う。

　もちろん誰だろうと国民を悪意や害意から守るのが騎士の仕事だという認識はある。だがラーシュの中でヴィオラは既に特別気に掛ける者となっていた。

　ヴィオラは彼にとって、大切な友人だ。

　今までの経験上、どんなに綺麗な言葉を並べられてもそこに悪意や下心があれば判る。だが彼女からそういったものを感じたことは一度もなかった。

　ラーシュ本人ではなくラーシュの地位と肩書に寄ってきて、心にもない綺麗な言葉を並べ立てる見た目だけは美しく華やかな令嬢たちに比べれば、ヴィオラはあまりにも素直で素朴だ。

　それどころか、ヴィオラはもう知り合って二年半近く経つのにどうもまだラーシュに対して引いたところがある。

　この数ヶ月、かなり親しく付き合うようになってからもヴィオラは遠慮しがちなところがあって、どうももどかしい時があった。

　この見た目やカオのせいで女性の友人など今までいたことが無く初めてのことで、些か男の友人とは調子が違うことは判っているが、それにしたってもう少し気安くしてくれてもいいのだがと思う。

　何もしていないのに彼を見て怯える令嬢や侍女のせいで、ずっと自分が悪いのかと地味に落ち込んでいたが、ヴィオラは普通にしゃべってくれるし笑ってくれる。ノシュテット様はすごくお優しいです、そのままで全然構いません、と言ってくれる。それが嬉しかった。

　菓子が好きな自分を恥じて隠していたが、笑ったりバカにするどころか一緒に菓子屋に行こうと誘ってくれた。何度も一緒に行ってくれて、出先で一緒に食べたりもした。

　今までしてみたくともできなかったことを共にしてくれる彼女の存在はとても大切に思えた。

　実は、少しだけ下心があるのではないかと疑ってみたこともある。だが、その嫌疑はすぐ晴れた。

　ヴィオラはラーシュになにも求めない。ただ、ご一緒できればそれが嬉しいと笑う。

　一度礼をさせて欲しいと願いを聞こうとしたが、それからもなにも要求しないし、改めて訊いてもなにも思いつかないという。

　以前不埒な者や不心得な者から何度か彼女を助けたりしたことがあり、それを恩に思ってかとも思ったが、同行している時のヴィオラはいつも楽しそうだし素直な感情を見せてくれていて、決して恩義だけで傍にいてくれているとは思えなかった。

　少なくとも恩義や義務感、媚びは感じられず、それは単純に好意や興味、人の良さばかりが感じられた。デート中の恋人同士という設定を提案した時も大慌てで否定してから照れながら納得した。

　少しでも嫌だという表情や声の落ち方をしたら提案を引っ込めようと思っていたのだが、ラーシュと恋人同士と見られるのが嫌だったわけではなく立場や身分の問題で申し訳ないというだけのことのようだった。

　だが実際に買い物に行ってみれば、むしろ積極的に話しかけてくれた。

　些細な遠慮や躊躇いも可愛らしく、いかにも年上の恋人に甘えて菓子を買ってもらって嬉しいという姿を見せてくれて、何度か、あれ、俺たち実は本当に付き合ってたんじゃ？　と錯覚を起こしてしまいそうになった。

　きっとヴィオラにとっては、親切で優しい騎士の恋人と美味しい菓子屋巡りを一緒にしているという設定と状況を演じているうち、実際本人も楽しんじゃっているといったところなのだろう。

　しかし、だったらもっと仲良くなりたい、近しい関係としてもう少し気さくになってくれてもいいと思うのだが、ヴィオラはそれ以上は近付こうとはしない。

　それは言ってみれば単純に階級社会や身分の話、そしてもっと単純に男女の性差と年齢差の問題なのだろうと判ってはいるが、それを越えた友情があってもいいのではないかとラーシュは思う。

　ただそれは上の者だから言える話で、下の者からしてみたらなかなかそのラインを越すことは難しいのが実情なのかもしれないが。










「……ああ、そうか。思い出した」

　書類を受け取った男性が、部屋を出る前にふとつぶやいた。

　書類仕事に戻ろうとしていたラーシュは、どうしたのかとカオを上げる。それに気付いたのかどうか、男性は続けてつぶやいた。

「あの子、エルヴィーラ様のとこの。なるほど、じゃあもうすぐか」

　意味が分からず、だがヴィオラのことであることだけは判ってラーシュは訊いた。

「ヴィオラがどうかしたか？」

「え？　ああ、その。副団長はあの子と知り合いなんですか」

　はぐらかされてラーシュは眉間に皺を寄せた。

「まあ、友人だが、それであの子がどうしたと？」

「あー、その、もうすぐ魔女になるんだな、と」

「……？　それはそうだろう、今は見習いだが、いずれは」

「あー……、ええ、はい、まあ、そうなんですけど」

　どうも微妙にためらわれている感があって、ラーシュはますます目つきが悪くなる。それをどう取ったのか、男性は困ったようにあちこちに視線を泳がせている。

「なんだ、はっきりしないな。ちゃんと言え。ヴィオラがどうした」

「だから、もうじき魔女になるんだなと、ただそれだけで。別に他意は無いんです」

　うっかり口を滑らせただけで、本当に他意はなかったのだろう。困る男性に、だがラーシュはしつこく畳みかけた。なぜだろう、妙に気になった。

「そういえば、一度も聞いたことが無かったな。見習いはどうやったら魔女になれるんだ？」

　ふと疑問を思いついて聞いてみたら、あー、と更に男性の視線が泳いだ。どうやら彼は嘘がつけないタイプらしい。

「なにか試験でもあるのか？　それとも師匠がそれを決めるのか？」

「どちらも違います」

　そこだけはっきり答えるのでますます気になる。

「じゃあなんだ」

「それは内緒なんですってば」

「そこまで言っておいてそれはないだろう」

「勘弁してください、その辺のことは魔術師の不文律のお約束として魔術師以外にはしゃべらないことになっているんですから」

「私も魔術師だが？」

「ノシュテット様はそれ以前に騎士でしょう」

「じゃあ、おまえはどうやって魔術師になったんだ？」

「僕は元から魔術師ですが。ノシュテット様だってナニか試験とか受けた覚えは無いでしょう？」

　そう言えばそうか。いや、だが剣と魔術に関しては一応師匠にはついていた。

「いや、見習い期間があったんだろう？」

「もちろん師匠についての見習い期間はありましたけど、でも男は元々魔術師ですから……、あ」

「男は？　じゃあ女は違うのか？」

　あああ～、と更なる失言にアタマを抱えて唸る男性に、ラーシュは畳みかける。

「別に他所で吹聴する気は無い。ただあの子が心配なだけだ。教えてくれ。どうしたら見習いは魔女になるんだ？　なんでもうすぐだと判った？」

　一生懸命目を泳がせていた男性は、逃げ出そうとした瞬間素早く襟首を捕まえられ、結局逃げ出せなかった。どうやら話さないと離してもらえなさそうだと諦めて、溜息をついてから口を開いた。

「……性行為です」

「……は？」






「性行為！　セックスです！　見習い魔女は、処女じゃなくなると魔女になるんです。つまり男とヤったらその時点で見習いは魔女になるんですよ」






　ラーシュは、その瞬間、珍しく言葉を失った。

　魔女は男性と性行為をすることで魔力を補給できる。というコトは当然処女であるわけがない。だが、その行為自体が魔女になるために必須だなんて誰が思うものか。

　それが予想外のことだというだけでなく、その行為自体がヴィオラとあまりにも結び付かなくて。

「で、なんで判ったかってのは、あの子、さっき帰りがけにすれ違った時、ちょっといい匂いがしてたの気付きました？　アレ、見習い魔女特有の症状なんです。魔力がある程度成熟して安定した時にまだ処女だったりすると、本人の意思や思惑とは別のところでカラダが勝手に男を誘う匂いを出すんだそうです。魔女に淫魔の血が混じってるんじゃって話は知ってますよね？　それはこの辺の体質の話からも来てるんですよ」

　ちょっとやけっぱち気味に淡々と答えた男性は、ふてくされたような口調で言った。

「本人が気付いてるかどうかは知りませんけど、あの子、気付いてなくて人込みを歩いてたら今頃ちょっとヤバイかもですよ」

　無意識に男性の襟首から手を離したラーシュは、次の瞬間には脊髄反射で走り出していた。

　執務室のドアを開け、廊下を走り、一気に城の外まで駆け出した。

　既に日はとっぷりと暮れ、城下町の喧騒が聞こえる。

　人込みをすり抜け、道端の軒先をくぐり、城から魔女の家までの最短コースを走りながら、伝言鳥をつくって飛ばした。内容は『今どこにいる？』、『無事なら返事をくれ』と。間を置いて何通も飛ばした。

　伝言鳥は相手の魔力を頼りに飛ぶ。だから相手がそれなりに近ければ視認で行先を追うことができた。ヴィオラがもしまっすぐ帰っていればもう家についていていい頃だ。そして通常、無事であればヴィオラはすぐに折り返し返信をくれる。

　取り越し苦労であればいい。

『もう自宅につきましたが、なにかありましたか？』、そう返信をくれるのならそれで。

　だが、走りながら待っても返信は来ない。いつもならそうそうかからず戻ってくる返信が来ないことに、ラーシュの思考が焦りを増した。

　やはり、自宅まで送ればよかった。こんな時間に、女の子一人で帰すなんてしなければ。

　詮無せんない後悔が過ぎる。

　ただでさえヴィオラはラーシュに対し遠慮がちだ。

　菓子屋巡りの後で家に送る時でも少し申し訳なさそうにしている。

　彼としては騎士として男として、なにより自分のために付き合わせている外出なのだから、彼女を送るのは当然だと思っている。迷惑だとか面倒だとかも思ったこともない。

　さっきの会話でもそうだ。ラーシュは困ったことがあったら遠慮せず言ってこいとヴィオラに言った。

　嬉しそうに微笑んでくれたが、たぶん本当になにかあっても自分に助けを求めてはくれないのでないだろうかとラーシュは思っていて、たぶんそれは事実だ。

　本当に自分の手に余るような困ったことがあったら、ヴィオラはまずエルヴィーラに助けを求めるだろう。師匠と弟子の関係としてそれは当然だし、実際あの二人にはそれ以上に家族としての絆のようなものがある。

　友人として、ヴィオラを心配している者として、いざという時には自分にも遠慮などしないで欲しいと願うのは間違ってはいないと思うのだが、なかなか難しいのが現状だ。いや、心配していること自体は知っていてくれているのだろうが、だからといって実際に頼るかというのは別問題というもので、そこを越えない限り本当に親しいという仲にはなれないのだろう。

　なにより、二言目には、ご迷惑では、と言うその不要な気遣いを、しなくていいと思わせたい。

　だから、もし今、現在進行形でなにか困っていたとしても、迷惑かもしれないからと遠慮し助けてくれと言ってくれないかもしれないヴィオラを少し腹立たしくも思う。

「くそっ、どこだ、ヴィオラ！」

　何度目かの伝言鳥を飛ばしながら、ラーシュは焦って吐き出すようにつぶやく。

　相変わらず返信は返って来ない。

　空飛ぶ伝言鳥の姿を目の端で追いながら、人の流れを避け、走る。

　すれ違う人たちも血相を変えて走る騎士の姿に何事かと驚きながら道を空けてくれる。

　そのうち、伝言鳥が突然妙なところで向きを変えた。

　ヴィオラの家までは確かに近道にはなるが、あまり治安が良いとは言えない路地の方へと飛んで行く。一気に不安と恐怖が沸き上がった。

　何故。何故こんな時間にこんな道を通った。いや、追い込まれたのか。

　無事か、まだ無事か。無事でいてくれ。頼む。

　祈るような気持ちで伝言鳥を探すと、角から出てきた女にぶつかった。一瞬ヴィオラかと思ったが似ても似つかない、見るからに娼婦と判る濃い化粧に派手ないでたちの女で。

「すまない！」

「あ、ちょっと！　騎士様！」

　言い捨てて先を急ごうと思ったら呼び止められた。なんだと振り返れば、女はその形相にビビりまくったが、言うことだけは言ってくれた。

「そこの路地、二本行った先の袋小路に、カタギっぽい女の子が札付きのヤツらに追い込まれてたよ！　助けたげてよ！　あたしらじゃアイツら止めるの無理だからさ！」

「っ！　判った！　感謝する！」

　直感でそれがヴィオラだと判り走り出した。アイツらだと言った。相手は複数か。札付きということは乱暴なやり口をためらわないヤツらだということだ。追い込まれた、やはり。

　早くヴィオラを見つけたい思いと、その子がヴィオラでないといいという思いが交錯する。

　近くまで来た、その時。






「ええい！　いい加減観念しやがれ！」

「いつまでそうしてるつもりだ！」

「いくらがんばったって助けなんか来ねえぞ！」






　複数の罵声と共に、バシバシと何度も音がする。さっきの女が言っていた場所はここらしいと察して飛び込んだ。

　両脇を背の高い建物に挟まれ、奥に板塀と更に建物が見える袋小路に男が四人。

　飛び交う罵声と、手にした棒や板を振り下ろし足元のナニかに攻撃を加えている光景が目に入る。






　男たちの向こうに見えるのは背丈ほどのドーム状に光る『壁』。

　身を小さく縮こめうずくまって杖を握り締めて必死に、そして一心に魔術を発動している女性の姿。

　蒼白になりながらも必死で自らの身を守っているヴィオラの姿だった。






　一瞬で、辛うじて残っていたいつもの冷静さがすべて剥がれ落ちた。

　よくも、私の大切な友人を。

　……否、おれの、たいせつな……






「貴様らあああ!!」






　探し求めていた女性の姿を認めた途端、ラーシュの怒りが爆発した。
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　突然叩きつけられた怒声に飛び跳ねて振り返った男たちは、竜も逃げ出しそうな怒りの形相の騎士を見て気圧された。

「なななな、なんだなんだ!?」

「うわ！　騎士!?」

「どっから湧いた!?」

　騒然とするならず者たちが振り向いた時には、既に目の前に剣を振りかぶった騎士がいた。

　正確には鞘さやは払われていない。だが刃は無くとも打撃武器としての剣は充分に機能した。

　一人目の脳天に叩き込まれた剣の鞘は、その勢いのまま先端が隣の二人目の鳩尾に喰らい込む。一瞬のことに足の固まった三人目の肩口に袈裟懸けさがけに鞘がめり込んだ。ひっと悲鳴を上げた四人目が逃げ出そうとする背中に最後の一撃を振り下ろせば、そこに立っているのは騎士だけになった。

　元よりソロで竜を斃す騎士がその辺のゴロツキ数人相手に後れを取るわけもない。

　彼らはまだ騎士が鞘を払わないだけの分別が残っていたことを感謝するべきだろう。でなければ、おそらくは全員その身体を真っ二つにされていた。それほどに彼の怒りは凄まじかった。

　あっという間に彼女にとっての脅威を片付けた騎士は、もう男たちには興味を失って、探し求めた女性に声を掛けた。

「ヴィオラ！　私だ！　ラーシュだ！」

『壁』の向こうで縮こまっている彼女は聞こえているのかどうか、身動きしない。ラーシュは続けて声を掛ける。

「ヴィオラ！　もう大丈夫だ！　助けにきたぞ！　ヴィオラ！」

　重ねて呼べば、うっすらと閉じていた目が開き、横目だけでこちらを向いた。膝をついて同じ目の高さまで降りて覗き込むようにしてやれば、ようやく僅かに表情が動く。

「……ノシュ、テット……さま……？」

　ほとんど聞こえない微かな声に、ラーシュが力強くうなずく。

「そうだ、私だ。もう『壁』を解いていい。よくがんばったな、ヴィオラ」

　敢えて笑んでやれば、安心したように微笑み返したヴィオラの周りからふっと金色の光の『壁』が消えた。同時にぐらりと身体が傾き、その場に崩れ落ちそうになったところをラーシュが抱きとめる。

「ヴィオラ!?」

　途端に彼女が執務室を出る前に気付いた甘い匂いが強くラーシュの鼻腔をくすぐり、次いで身体の下の方が妙な具合に疼くのを感じる。……なるほど、あの魔術師が言った通り、コレはそういう効果のある匂いなのかと判る。

「……まりょ、く……ぎ……」

　魔力切れ、と言いたかったのだろうが最後まで言えずそのまま昏倒してしまったヴィオラを、ラーシュは思わず強く抱きしめた。

　本当に限界ギリギリまで耐えて己の身を守った彼女の勇気と我慢と根性を大声で称えたい。

　ヴィオラはそれほど小柄というわけではないが、ラーシュからしてみたらこんなに軽くか弱い身体でよくぞと感涙しそうだ。

　ヴィオラのまわりに浮いていたラーシュからのたくさんの伝言鳥を消す。とても見る余裕など無かったのだろうが、一つでも見て助けを求めてくれていたらもう少し早く助けられたのかもしれないのにと思うと、やはり悔いしかない。

　背後でバタバタと足音がして、騒ぎを通報されたのか哨戒しょうかい勤務の騎士たちが追って現れたようだ。

　累々と転がっているゴロツキたちに驚いてから、その奥で倒れた女性を抱き上げて立ち上がった騎士に声を掛けようとしてはいるものの、その怒気と覇気に気圧されているのかすぐに声が出ない。

　ラーシュが張りのある声で指示を出した。

「私は遊撃騎士団副団長・滅竜騎士ラーシュ・オロフ・ノシュテットだ。通報により婦女暴行未遂の男四人を処断した。余罪も疑われる者たちだ、直ちに連行して尋問せよ！　被害者は無事だが昏倒している。護送の馬車を用意。彼女の身元は私が保証する。回復し次第、私が責任を持って後日出頭を求める旨を上に報告！」

「はっ！」

　騎士たちは思わぬ大物の存在に背筋を伸ばして各自駆け出した。

　男たちが縛り上げられた上で叩き起こされ、無理矢理歩かされて連れて行かれる頃には馬車が来て、ラーシュはヴィオラを彼女の自宅まで運んだ。

　魔力切れの見習い魔女に医者は要らない。まずは睡眠、そして目が覚めたら食事。それだけだ。

　ヴィオラの服や荷物を探ったが家の鍵らしきものが見つからないことに困り、それから魔女の家はよくその住人の魔力を鍵にしていることを思い出してヴィオラの手を扉にあててみるが、魔力切れを起こした状態では認識できないらしい。

　仕方なく家の扉の鍵を魔力を込めて叩き切る。随分乱暴な方法だが急を要する。勘弁願いたい。

　馬車を返してしまうと家に入ったラーシュはヴィオラの部屋を探して二階に上がり、ベッドに寝かせてようやくひとつ息を吐く。

　着替えさせてやった方がいいのだろうが、さすがに憚られた。

　彼女がずっと握って昏倒しても離さなかった杖はそっと指からはずして窓際の机の上に置いておく。

　眠っているだけにしても、このまま放置して帰るわけにもいかない。鍵も壊してしまった。

　まして、あんなことがあった後である。起きた時に誰もいないのは不安だろうと思えた。

　エルヴィーラがいたらこのまま素直に帰ったことだろうが、彼女はいないし大抵仕事は終了後の魔力供給込みで一週間くらいはかかる。さすがにまだ終わっていないだろう。連絡したところで帰れないのならば心配させるだけだ。

　そもそもエルヴィーラがいたところできっと、寝かしときゃそのうち起きるわと、あっけらかーんと笑ってくれそうだ。その上で慌てふためくラーシュの形相を見て馬鹿笑いまでかましてくれそうで、そこまで想像してラーシュは溜息を吐いた。

　それでも心配なものは心配で。

　一応の言い訳を内心でひと通りした結果、枕元の横に勉強机の椅子を持ってきて、ラーシュはそこに収まった。少なくとも目が覚めるまでは傍にいてやろうと思う。

　そう、自分でも判っている。なにをどう言い訳したところで、結局自分がヴィオラの傍にいてやりたいだけだということを。

　そう決めて落ち着くことにしたら、ふと仕事を放り出してきたことも思い出した。

　ドコに行ったのかと困惑しているだろう副官、レンナルト・ニルソンに伝言鳥を飛ばす。

　有能な彼の副官は、大体状況は聞いたので詳細は明日にでも、と返事をくれた。

　どうやらさっき執務室に来た魔術師の男性と行き当たったらしく、そして街の哨戒任務に当たっていた騎士の上役からも確認がいったらしいので、それで大体のことは察してくれたようだった。

　懸案が無くなったことでラーシュは落ち着いてヴィオラの目覚めを待つことにする。

　叩き壊した鍵のコトを思い出して、一度一階に降りて鍵の応急処置をしてから台所に行き、水差しとコップを見つけて水を入れてから部屋に戻った。

　ランプに灯りを弱く灯して机の隅に置く。ヴィオラからはラーシュの身体が陰になって眩しくはないはずだ。

　深く眠るヴィオラの顔色は闇夜にも青褪めていて、ついていてやること以外何もできないことがもどかしかった。

　いつもは楽しげに、時に気恥ずかしげに、だがちゃんと自分の目を見てくれるその大きな瞳が閉じられていることを妙に寂しいと感じるのは何故だろう。

　ヴィオラの笑顔が好きだと思う。

　彼女の笑顔はいつも素直な嬉しさや楽しさで彩られていて、ついつられてこちらまで笑顔になってしまう。すると、一層嬉しそうに笑ってくれる。

『これ、美味しいですよね！』『またぜひ一緒に行きましょうね』『気に入ってくださって良かった！　嬉しいです』

　特に無表情に努めていたりクールを気取っているわけではないが、イマイチ表情に乏しいと言われていたラーシュが、最近表情が柔らかくなったと副官に言われているのは間違いなく彼女のおかげだ。

　おかげでレンナルトは彼女との交友を特になにも言わず、放置していてくれる。

　同僚や部下の中には見習い魔女との交友関係をあまりよく思わない者もいるらしいが、そんなことは知ったことではなかった。他人にどう言われようが、彼女と親しくするのを辞める気などまるでなかった。

　初めは確かに菓子を買いに付き合ってくれるありがたい知人だった。だが、今はそれだけではなくて、一緒にいて楽しい大切な友人だ。

　単に身体を休めるのを目的としていただけの休日が日々待ち遠しくなるほどに。

　当初は菓子を買いに行けるから楽しみだったはずだ。

　だが、気付けば彼女に会うコトも楽しみになっていた。

　実は、たまたま通りかかった際に何度か訪れた菓子屋に一人で寄ってみたことがあった。

　先方の店員は彼女が言った通りちゃんとラーシュを覚えていてくれて、怯えることなく普通に対応してくれ菓子も買うことができた。

　だからもう、少なくとも彼女と共に行かなくては菓子も満足に買えないという状況からは既に脱していたと言って良かったのだ。

　だが、ラーシュはそれでもヴィオラと共に菓子を買いに行く予定を外す気は無かった。

『彼女と一緒に』と『菓子を買いに行く』ことの両方に意義があった。

　この数ヶ月で、もうほとんど王都の有名どころの菓子屋は行ってみた。

　気に入ったところも言うほどではなかったところもあって、それを二人でいろいろ言い合いながら味を試すのが楽しかった。

　もちろん菓子を買えるのは嬉しかったが、それが今はもうヴィオラと出掛ける口実になっている自覚があった。

　既に、『菓子を買うためにヴィオラと出掛ける』ではなく、『ヴィオラと出掛けるための行先が菓子屋』になっていた。

　ラーシュが、ヴィオラと一緒にいたかったのだ。

　ラーシュはヴィオラの手を握った。

　騎士のごつくでかい手とは比べようもないほどに細く華奢な手はあまりにも頼りなく、そして何の反応もないのが自分でも驚くほどに寂しい。

　病気でも怪我でもない。今、彼女に必要なのは睡眠、休息で、このままにしていればいずれ目は覚める。

　判っているのに、つい願う。






　早く目を覚ましてくれ。早くその目で俺を見てくれ。その笑みを見せてくれ。

　早く。はやく。










　夜半を過ぎた頃。

　ふっ、とヴィオラの目が微かに開いた。

　僅かな身じろぎに気付いてラーシュが彼女を見ると、まだぼんやりとしたヴィオラが天井を見ていた。

「ヴィオラ？」

　そっと声を掛けてみると、その目がこちらを向いた。

「……ノシュテット、さま？」

　干からびたようなカサカサの声に、思わず水に手が伸びた。

「水飲むか？　ああ、安心しなさい、ここはきみの家だ」

　微かにうなずいたので、首の下に手を入れて少し起こしてやるとコップを口に当ててやった。ゆっくりとすべて飲み下したヴィオラが、ほう、と息を吐く。

「ヴィオラ、状況を覚えているか？　きみは魔力切れで倒れた。私が保護してきみの家に連れてきた。判るか？」

　大雑把に過ぎる説明だが、ヴィオラはちゃんと理解したらしい。微かにうなずくと、ほんの少しだけ口元が緩んだ。

「……ありがとう、ございました……たすけて、いただいて……」

「いや、気にするな。それよりきみの身が無事で良かった」

　そう言うと、ヴィオラは微かに微笑んだ。その笑みがあまりにもいつもと違って儚げに見えて、ラーシュは何故か動揺する自分に慌てた。

「……でも、どうして、あそこに……？」

「ああ、執務室で会っただろう、あの魔術師に、その、見習いが魔女になる方法を聞いてな。心配になって追いかけた。……追いかけて、良かった」

「……そう、ですか……」

　微かな声が、更に小さくなった気がする。やっと開いた目が再び閉じてしまって、ラーシュは言わなかった方が良かっただろうかと後悔しかけたが今更遅い。

　殊更明るい口調で続ける。

「エルヴィーラ殿がいないからひとりにするのは心配でな、きみが目覚めるまではと思って居たんだが。いない方がゆっくり休めるなら帰るが、心細いのなら朝まで傍にいよう。どうして欲しい？　ああ、私の迷惑なんて考えなくていいからな」

　言い訳染みたことを言うと我ながら思う。傍にいたいと口にするのにいちいち言い訳を乗せなければ居られない程度の関係なのだと改めて身に染みる。

　再び目を開くと、少し戸惑ったように視線を揺らしてから、ヴィオラは微かに答えた。

「……いて、欲しいです。ご迷惑でないのなら……」

「迷惑なんて考えるなと言っているだろう。きみが望むなら居る。遠慮などしなくていい」

「……はい。ありがとうございます」

　笑む目元が嬉しそうに見えたのは願望か。

「身体が辛くはないか？　まだ寝ていた方がいいんだろう？」

　うなずくヴィオラに、ラーシュは続けた。

「私は魔女の身体のことはよく判らないが、とにかく眠って休息を取れば魔力は回復するんだろう。だったらしっかり休みなさい」

　その辺は男性の魔力保持者と一緒のはずだ。

「あと、なにかして欲しいコトはないか？　腹が減ったとかまだ水が飲みたいとか。ああ、嫌なコトの方でもいいぞ。不快な思いをさせたくはない。私はそれほど女性の心の機微に聡い方ではないからな、その辺はちゃんと言ってくれた方がいいんだが」

　自慢じゃないが、家族親族以外の女性と仕事抜きで関わったことなどヴィオラ以外ほとんどない。貴族としての作法レベルくらいしか自信はない。

　だが、ヴィオラは軽く首を左右に振って、なにもないと仕草で告げた。

　本当に何もないのか、この状況でもやっぱり遠慮しているのか、イマイチ判断が付かなくてラーシュはもう一度訊いた。

「本当に、なにもないか？」

　その再度の問いかけをどう思ったのか。

　ヴィオラは、突然じっとラーシュを見上げた。戸惑うくらいに真っ直ぐ。

　そして、見つめること数分。ラーシュが少し焦れてきた頃。

　小さく、だがはっきりと言った。






「では、私を抱いてくださいませんか」
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「……は？」

　ラーシュは、思わず訊き返した。

　意味が素直に理解できなかった。

　ヴィオラが繰り返す。

「私を、抱いてください。わたしを、魔女にしてください。おねがい、します」

　声を出すのが辛いのか、単に言い辛いのか、途切れ途切れに彼女が口にする願いはラーシュの予想範囲外のもので。

「待て、ちょっと待て、それは」

　すぐに言うべき言葉が出なくて、ラーシュは戸惑う。

　それは、単に抱きしめるというだけではなくて。魔女にしてくれということは、その、そういうコトなのか。ソレをしろと頼まれているのか。

　自分は彼女が望まない暴力を受けることを阻止するために助けに行ったわけで。

　彼女が強姦されるのを阻止するために来たはずなのに、自分がその行為をしろというのか。いや、望まれて抱くのならば強姦ではなく和姦だが、って、いや、そういうことではなくて。

　当たり前だが受けられるわけがない。気楽にほいほいと頼まれてするようなことではない。

　大体、彼女と自分はそんな行為をするような仲じゃない。

　慌てまくった脳内でそれでも辛うじて理性的な答えが口をつく。

「そういうことは本来、好きな男とするものだろう。頼むのならその男に、」






「わたしは、ノシュテットさまが好きです」






　頼め、と言い終わる前に、意外な強さでヴィオラに阻まれた。そして、その言葉に息が止まった。

　嘘だろうと言いかけて、彼女の瞳が潤んでいることに気付く。

　ヴィオラは、苦しげに言った。

「ずっと、初めて助けていただいた時からずっと、あなたが好きです。

　貴族の騎士様と魔女なんてつりあわないってわかってたけど、告白したってかなうわけないってわかってたけど、でも好きでいることはやめられなくて。だから、魔女になるためには男の人に抱かれなければいけないと聞いた時から、ずっと、かなうなら、ノシュテットさまにって……ねがってました。すきになってもらえなくても、一度だけでもって、そしたらもう、なにものぞまないって、思ってた。

　……でも、言えませんでした」

　舌をたまにもつれさせながら、ゆっくりと告げる言葉は、ヴィオラの今まで告げられなかった気持ちを紡いでくれる。ラーシュはそれを言葉もなく聞いた。

「親しくなればなるほど、いえなかった。

　優しくしていただくたび、かばったりまもっていただくたび、いえなくなりました。軽蔑、されるのがこわかった。やっぱりきみも、淫乱な魔女か、って、言われるのがこわかった。

　好きなきもちも否定されて、やりたいだけかって、あのときの貴族や、騎士みたいに、軽蔑されたらって、考えたら、お願いなんて、とてもできなかった。

　前に借りを返したいって、ねがいを聞くって言われたとき、いっそ、って思いました。でも、そんなのやっぱり、言えるわけなくて……」

　うる、と涙がヴィオラの目を覆う。

「どうしようもなくて、ずっとためらってたら、こんなことになって……。ごめんなさい。ノシュテットさま、本当にごめんなさい。わたしのこと、きらいになってもいい。もう二度とあわないっていうならそれでもいい。わたし……、それでも、あなたがいい……あなたでなければ、いやなんです。

　お願い、わたしを魔女にしてください」

　こちら側に僅かに傾けたカオのせいで、涙が目尻を伝い零れ落ちるのを、ラーシュはじっと見入ってしまうほどに固まっていた。

　女性に恋心を告げられたことなど今までなく、それどころかその身を抱いて欲しいとずっと願われていたなんて、あまりにも彼の思考の範疇外だった。

　貴族に生まれてはいるが跡取りでもなし、どうしても結婚する必要性もない身で、まして滅竜騎士なんて肩書を得たせいで、容姿のことも相まってまともな恋など縁が無かった。

　ヴィオラだって、初めは単に守るべき民として、後には魔女の弟子として、他より少しだけ余分に気に掛けていた少女というだけだったはずなのに。

　いつの間にか大切になってしまった。とても、本当にとても大切になっていた。

　でも、その大切はどういう意味合いだったのか。

　友人としてだと思っていた。ずっと、そうだと信じていた。貴重な異性の友人だからと。

　そして、友人だからその身を心配し、気に掛け、守ってやらねばと思っていた。魔女という他人から頼られながらも疎まれる存在も、自分なら護れるからと。

　でも、違っていたのか。

　夕方、必死に彼女を探していた時、友人の身が危ないという思いだけではなかったことを、今更になって自覚する。

　彼女の身が穢されることを、他の男に踏みにじられることを、赦せないと思った。

　それはただ、近しい知人が汚されるのを厭うただけではなくて。

　彼女が自分以外の男に触られることを、赦せないと思った。

　彼女に恐怖や嫌悪を与える者たちに殺意が湧いた。

　それは、土壇場で吹き出した、ラーシュの本当の本音。心の底にあったヴィオラへの独占欲だ。

　それを認めてしまえば、現れるのは彼女への気持ち。

　きっと、彼女でなければそれでも願いを受け入れようとは思わない。

　今、魔女にならなければ何度でもこんなことが起きるからとか。本人に請われたからだとか。

　そんな建前なんかどうでも良くて。

　自分が、ヴィオラを自分のものにしておきたいのだと。

　友人としてではなく。ひとりの女として。






　彼女が欲しいのだと、認めた。






　ゆるりと、ヴィオラの頬に触れる。

　涙に濡れた頬はしっとりとして、乾いた手に吸い付いた。

　僅かに開いた唇に妙に目が吸い寄せられる。

　ヴィオラの目が、不安げにラーシュを見上げた。

「本当に、私でいいのか。本当に後悔はしないか？」

　その問いに、ヴィオラの目が僅かに見開き、そしてうなずいた。

「……あなたが、いいんです」

「判った」

　短く言うと、ラーシュは立ち上がった。

　上掛けの上の右手を手に取りその手の甲にくちづけると、どこか呆けているヴィオラに、ラーシュは告げた。






「今夜、これから私はきみの恋人になろう。その純潔を私に捧げてくれるか、ヴィオラ」






　そして身を屈めると、ヴィオラの唇にくちづける。

　一瞬身を強張らせたのは気付いたが、構わずその柔らかな唇を僅かに甘噛みしてから起き上がる。

　真っ赤なカオのヴィオラが目を丸くしていた。

　随分と大胆なコトを言い出したくせに可愛い反応をされて、ラーシュは思わず微笑んだ。










　服を脱がせると真っ白い肌が目に飛び込んできて、思わず息を呑む。

　まだ力が入らないのか、観念しているのか、力の抜けた身体は抵抗しない。

　それでも僅かな不安と怯えをその瞳に浮かべながら、ヴィオラはラーシュの行動を受け入れる。

　優しく始めたくちづけが、やがて舌を絡めてくちゅくちゅと淫らな音を立て始めた頃、肩や腕を擦るように触れていた手が下着の上から胸に触れた。

　心地良い弾力と滑らかな肌に感動した途端、その身体がびくりと跳ねる。

　掌で揉みだすと形が変わるのをおもしろく思いながらも、痛がらせないよう優しく、しかししっかりと揉みしだく。すると指先に触れた先端が尖ってきていて、ラーシュは下着をずり上げて胸を出してしまった。

　露わになった胸の天辺に桃色に色づく突起がぷっくりと立ち上がっていて、反射的にそれを口に含むと再びその身体が跳ねた。

「…んっ！　…ん、んん…っ」

　ヴィオラの声も一緒に跳ねる。恥ずかしげに唸る声が、それでも嫌がっていないことに気を良くして、ラーシュは二つのふくらみを弄りまわす。片方を舐め、吸い、甘噛みしながらもう片方を指で弾きこね回せば、恥ずかしげに甘い声を上げる。

　吸う胸を替えながら、身体を撫でまわす。滑らかで触り心地の良い身体は触れるだけでもそそる。

　時折くすぐったそうに身を捩るところを何度も擦りながら、首筋に唇や舌を這わせると、びくびくと身体が跳ね、甘い声を上げるのがたまらない。

「あ、あんっ、んんっ、んんっ、ぅん…！」

「気持ちイイ？」

　真っ赤なカオでそれでも素直にこくこくとうなずくヴィオラの返事が嬉しくて、ラーシュの口元に笑みが浮かぶ。

　ラーシュのするすべてを受け入れる覚悟をしているのか、文句や否定の言葉を口にしないヴィオラがそれでも羞恥を必死に我慢しているのが丸判りで可愛い。

　当たり前だ、彼女は男に裸を晒すのが初めてなのだから。

　魔女でありながらまだ無垢なその身体を蹂躙する、それを許されたのが自分だということに妙な優越感と高揚感を覚えて舞い上がりながら、ラーシュはヴィオラの身体を堪能する。

　胸の突起を咥え、散々弄り回す。舌で捏ね、潰し、強く吸い上げ、甘噛みしながらヴィオラがちゃんと気持ち良く啼いていることで自分の下半身が高揚する。

　まだ子供だと思っていたわけではない。だが八つも年下の先日成人したばかりの女性にこんなに自分が煽られるのかと少し可笑しくなる。

　冗談じゃない、この子はもう充分大人の女だ。

　うっすらと全身が淡く色付き、じっとしていられないように時折くねらせる肢体は無垢なはずなのにしどけなく色を誘う。痛くないように、それだけ気遣いながら滑らせる指の先で薄い腹が震えた。

　僅かに汗ばんできた身体にくちづけながら、ラーシュはその手を腰から腿へと滑らせる。腿へ到達した手は円を描くようにゆるりと撫で、次いで腿の内側へと到達する。

　途端にびくんと跳ねた身体を宥めるように擦ると、んんっ、と我慢できない呻きが漏れた。

　目だけで彼女のカオをちらりと見れば、反応してしまうのが恥ずかしいのか、羞恥に潤んだ瞳がちょうどこちらを見ていて目が合った。途端に赤いカオが更に赤く染まってぎゅっと目を閉じてしまう。

「恥ずかしい？　可愛いな、ヴィオラ」

　微笑ましさの中に嬉しさの混じった声は本人が意図せずとも甘い。ちゅっ、ちゅっ、と身体中にくちづけをしながら腿の間の手がするりと動いた。

「……ふぁっ！」

　くちゅりといやらしい水音がして、ソコが濡れているのを知り、ラーシュの口元がゆるりと弧を描いた。

「ああ、濡れてる。ちゃんと気持ち良くできているようで良かった」

　真っ赤なカオが恥ずかしそうに両手で隠された。そんな仕草も可愛い。

　遠慮なくソコを指で探る。襞を擦り、突起を押し、泉に指を浸せば高く啼く。それが楽しくて執拗にそれを繰り返す。

　ぐちぐちと淫らな水音が鳴り出して、ヴィオラが身をくねらせるほどに感じ出すと、ラーシュは何故かソコを舐めたくなる。

　男を受け入れる場所ではあるが排泄器官がある場所でもある。遊びやどうでもいい女ならそんなところに口をつける気など起こらない。

　でも、ヴィオラのソコをとても味わいたいと思った。見るだけ、指で触れるだけでは足りない。

　脚を開いて身を屈め、舌を尖らせて泉のナカをぐりぐりとこじ開けるように差し込むと、ヴィオラの腰が跳ねる。

「ああっ！　やぁっ！」

「こら、動かない」

　無意識にだろうか、逃げ出したそうに揺らす腰を腕で抱えるように捕まえて、ラーシュはソコを執拗に舐め、吸いあげる。舌で泉の上の突起を押し潰したら悲鳴を上げた。

「あ、あ、あ、あ、やぁっ、ああっ、やあっ！」

　がくがくと跳ねる身体は快感を少しでも逃がそうと身体を揺らすが、それ以上に与えられる強い衝撃が彼女を襲う。

　夢中で吸い上げ舐めまわしつつ指を入れてみる。当然だが、狭い。

　ナカを指で擦り上げながら、肉芽を吸いあげ、その周りを舐めまわす。

　人の体液が甘いなんてワケが無いのに、ひたすら彼女の愛液を甘く感じて舐めまわしたいのは脳がおかしくなってきたからか。

　まだ穿いたままのトラウザーズから早く出たいと張り詰めた下半身にせっつかれているが、まだ我慢だ。

　指を一本、二本とゆっくり増やしていく。掻きまわしながら解す。仰け反るように啼くヴィオラの身体を抑えつけながらも、確実に慣れさせるために指を動かす。

　彼女は初めてだ、少しでも痛みを減らしてやりたいが、なかなかそうもいかない。……痛みを感じないくらい粗末なモノだと思われるのもちょっと業腹だが。とはいえ見せ合って比べたことがあるわけでもないが彼のモノは決して小さい方ではない。少なくとも準備もなくいきなり挿れられるようなサイズじゃない。

「いっ、んんっ、ふぁっ、あああ！」

「もう少し我慢な。指が痛くなくなるまで。指が痛いようじゃ、俺のは入らないからな」

　身体を起こして手の甲で口元を拭き、指を動かすのに専念しながらヴィオラの様子を観察する。真っ赤に染まったカオは必死に喘ぎ、カオを隠していた手はいつの間にか必死にシーツを掴んでいた。快感に溺れた涙が頬を伝い、垂れた涎を拭く余裕もなく喘ぎ過ぎて呼吸が乱れている。

　胸の先がぷっくりと腫れあがり、呼吸に合わせて揺れている様が異様に扇情的だ。

　真っ白な身体にところどころ赤い痕が散っていて、無意識に痕をつけていたことに苦笑した。

　がくがくと揺れる身体はもう限界を告げている。

　胸の先をじゅうっと吸いあげて甘噛みしてやりながら、ナカに入っていない親指で肉芽を弾いてやると、甲高い声で悲鳴を上げてヴィオラが達した。

　ぜえぜえと激しい呼吸を繰り返しながら、朦朧としているヴィオラにくちづけてやる。

「気持ち良かったか？」

　ぽやんと見上げられて、微かにうなずかれた。

　上気した頬、濡れた唇、潤んだ瞳。異様に艶めかしい彼女の痴態にあらぬところがもう我慢の限界を告げていた。痛いほど張り詰め過ぎている。ラーシュは手早く服を脱ぎ散らかして素っ裸になると、凶悪なまでに猛ったソレをヴィオラの大切なところに、今まで可愛がったソコにあてがった。

　逸る気持ちを抑えてくちづけると、ラーシュは言った。

「俺が、魔女にしてやる」

　ぼんやりとしたカオで、それでもうなずいたヴィオラにもう一度くちづけると、ラーシュはぐっと彼女のナカに入り込んだ。

　狭い。それでもその隘路を分け入り、自身を押し込んでいく。

　途端に、痛そうに苦しそうに身体を強張らせるが、今更やめられない。

　くちづけを与えながら、ゆっくりと入り込む。締め付けられる気持ち良さに必死に耐えながら、それでもできるだけ可愛い魔女に痛い思いをさせたくなくて、少しずつ未開の場所を拓いていく。

　やがてそれでも最後まで到達すると、漸くひと息ついて目を開けたヴィオラが涙目で微笑んだ。

「……うれしい……」

　痛みを与えられながらも涙目で健気に微笑む少女を組み敷いて、ラーシュは眩暈のような幸福感を感じずにいられなかった。

　こんなに痛い思いをしてでも、他の誰でもない自分を、自分だけを求めてくれる、そのある種の承認欲求のようなものがラーシュの心を満たし、熱くしてくれる。

　今まで女性をあまり欲しいと思わなかった。結婚する気もあまりなかった。

　だけど。

　ヴィオラが欲しい。この身体も、心も、なにもかも。

　自分を欲してくれる、この可愛くて淫靡な女のすべてが欲しい。

　ラーシュは心の求めるままヴィオラを文字通り貪った。

　腰を引き、埋め込み、かき回し、突き上げた。

　手加減するつもりだったのに、まるで余裕がなくなった。

　必死につかまる爪や手が食い込む痛みすら気持ち良い。

　辛そうに喘ぎながらも必死に縋るヴィオラが可愛くて堪らない。

　夢中でその身を貪り、ゆすり上げ、擦りつけて、思うさま蹂躙することを止められない。

　自らに課した高潔な騎士の姿もかなぐり捨ててヴィオラを抱くラーシュは、今、好きな女を求めるただの男だった。

　きゅうううっと締め付けられて、更に追い詰められる。もう耐えられないほどに昇りつめる。

「あ、ぁ、ぁ、や、あ、あああ、ふああああ！」

　ヴィオラの苦しげな喘ぎ声さえ腰にクる。

　おかしくなる。正気を疑いたくなる。気持ち良過ぎて我を忘れる。

「―――っっっ!!」

　ヴィオラのナカで耐え抜いた欲が最奥で弾けた。それと同時に、急速に、強引に、ソコからラーシュの魔力が吸い上げられる。

　竜相手に大技の魔術を放った時よりも強く感じたその倦怠感は、しかしそれよりも遥かに強い高揚感と甘い疼きの前にはたいしたことではないと思えるほどに強烈な快感をもたらした。

　なるほど、コレが男性魔術師が魔女を抱くことを厭う本当の理由かと思い知る。

　魔力を奪い取られることは魔術師にとって厭うべきコトのはずなのに、それすらも構わないと思ってしまえるほどに最高に気持ち良過ぎる。

　ただ女を抱き、達するだけでは得られないほどの強烈な快感。

　これを知ってしまったらもう手放せない。

　己の下で苦しそうに息を吐く可愛い恋人に、ラーシュはこの上もなく愛しさを募らせてキスをした。
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　突然流れ込んできた大量の魔力の勢いに驚いて、ヴィオラの身体が大きく跳ねた。

　同時に自らの身体が、ワケの判らない力で大きく作りかえられたかのような感覚。

　それはヴィオラに強烈な快感と開放感をもたらした。

　すべての魔力が拓かれる。

　抑えられていた力がすべて解放されて、渇いた地面に水が染み渡るように、ラーシュの魔力が沁み込んでくる。その感覚があまりにも気持ち良過ぎて。

　漸く蓋の開いた瓶が、だが実は中身の量が随分少なくて、ラーシュがそこに足りない分を注ぎ込んでくれたような、そんな感じだ。

　そして、気付けば意識が飛んでいたらしい。

　僅かに目を開けば、心配そうに自分を覗き込んでいる大好きなひとのカオがあって、途端にヴィオラはぼっ、とまさしく火が点いたかのような勢いで真っ赤になった。

「ヴィオラ、大丈夫か？」

　優しく問いかけられたが、まともに答える前に思わずカオを両手で覆う。

「ヴィオラ？　どうした？」

　思い切りカオを隠されたからか、ラーシュの声が不安げになった。

「どこか痛いか？　優しくと思ってはいたが無理をさせただろうな、すまない」

　謝られて慌てて首を振った。違う、そうじゃない。

「では、どうした？　……やっぱり嫌だったか？」

　更に声が暗くなったのに慌てて、ヴィオラは更に強く首を振った。そして、蚊の鳴くような小さな声で、やっと声を出す。

「……はずかしいの……」

　そう、恥ずかしくてたまらない。

　実は、目を覚ましてからだいぶ意識が朦朧としていて、ずっと、まるで夢の中の出来事のような感覚だったのだ。ラーシュとの会話も現実とは判っていたが、夢の中で彼と話していたような気分で、口に出したコトは悉ことごとく自分の願望だだ漏れの内容だった。

　ラーシュにして欲しいコトを求められ、ぼんやりとした脳みそで自分が要求したことは覚えている。だが、いくら切羽詰まった状況だったとはいえ、あんなコトを願うなんて。

　必要だった。必死だった。なにより自分がそう望んでいた。こんな機会はもう無いかもしれない。

　ヴィオラ自身は大好きな男に初めてを捧げられたコトが嬉しい。

　だけど。……だけど!!

　いくらなんでも、抱いてと男性にすがってお願いする処女とか！　痴女ですか、私は!?

　さすがにいくら優しいラーシュだって呆れたのではなかろうか。

　優しい人だから、理由を聞いて、こんな状況で、放っておくにおけなくて、止む無く抱いてくれたのではあるまいか。

　それでもいいと、一度っきりでいいと望んだのは自分だ。今だってそれはそう思っている。

　だけど、そうすることでラーシュが不快に思うのはさすがに駄目だと思うのだ。

　これで、もう休日に出掛ける誘いも無くなることだろう。露骨に避けられることはないかもしれないが、それでも友人のように話しかけてくれることはさすがに無くなるだろう。

　寂しいと思うが仕方がない。抱いてもらえた代償として釣り合うかどうかは判らないが、少なくとも諦めはつく。

　と、はああああ、と大きな溜息が聞こえた。

「……良かった」

　え、と思ったら、ヴィオラの隣でベッドに肘をついて起きていたラーシュの裸体がヴィオラの上に、のしっと圧し掛かってきた。肩口のところにカオが埋められて、え？　と思わず手をどかして横を見てしまう。

「もしかして、寝ぼけてただけで実はそんな気は無かったとか言われるかと……」

「えええ!?　そんなワケないです！」

　思わず即座に否定すると、カオだけこちらを向いたラーシュが優しく笑っていた。

「良かった」

　甘い視線がヴィオラを捉える。そしてそのままくちづけられた。

　良かった？　もしかして、そんなに嫌がられたり呆れられたりはしていないのだろうか？

　どぎまぎするヴィオラに、ラーシュはやっと上から退いて横向きの体勢で訊いてきた。肌が触れているのは気恥ずかしくも嬉しかったけど、正直重かったのでありがたい。

「とりあえず、魔力切れは脱したと思っていいのか？」

「あ、はい。全回復ではないですけど、動けないほどではないのでもう大丈夫です。あとは普通に休んで食事していれば、三日くらいあればたぶん全回復するんじゃないかと」

「三日？　そんなにかかりそうなのか？　私がほとんど空っぽになった時でも丸一日くらいで戻ったが」

「はい、体感では、たぶん。私の最大魔力量、自分で思っていたよりだいぶ多いようで、その、ノシュテット様から魔力をいただいてもまだだいぶ足りないみたいで……」

　言いながら、また恥ずかしくなってくる。

　魔力を持つ男性との性交渉では、精子のみの生気だけでなく相手の魔力を吸い上げることで直接魔力回復ができる。というか、問答無用で魔力を奪い取って自分が回復する。

　どれくらい彼の魔力をもらってしまったかは判らないが、魔術師から魔力を奪う申し訳なさは自分も魔術を使う魔女だけに半端無い。

　そして、その分では足りないということは、師匠のように全回復を性交渉だけで回復しようと思ったらそれなりの回数を必要とするということで。

　……ラーシュ以外の相手とそんなコトができるのだろうかと思うが、正直、今は無理だ。

　ラーシュが帰ったら、師匠が帰るまでおとなしく食事をとって寝て過ごそう、と思う。

　だが、ラーシュはそう思わなかったらしい。

「そうか。では、何回くらいで俺が空っぽになるか知っておかないといけないな」

「……は？」

「体感では魔力は三回分くらいは持ちそうだと思うんだが、それで足りてくれるだろうか」

「……え？」

「まあ、魔力が尽きたところでそのまま普通にすればいいだけの話だが、さて、全回復には何回くらい必要だろう？」

「え、あの」

「ん？　どうした？」

　なにやら算段しているラーシュがふと訊いてくれたので、ヴィオラは恐る恐る訊いてみた。

「……あの、もしかして、また私のコト、抱いてくださるんでしょうか？」

「え？　それはもちろん、当然だろう」

　本当に、ナニを当たり前のコトをと言わんばかりに言ってから、ラーシュはナニかに気付いたらしい。

「……もしかして、伝わってなかったか。ああ、そりゃそうだよな。ちゃんと言わない俺が悪い」

「え？　あの？」

　起き上がったラーシュは、戸惑うヴィオラに微笑んでみせてから手を貸して彼女を起こして座らせた。

　慌てて胸元を掛布で隠すヴィオラに微笑みかける。

　そして。






「ヴィオラ、きみが好きだ」






　呆けたように動きの止まったヴィオラに、ラーシュは続ける。

「情けないことに、きみに言われて気付いた。ずっと、きみを大切だと思っていた。だがそれを友情とはきちがえて、恋だと気付かなかった。言葉と行動が逆になってしまったが許して欲しい。ヴィオラ、私の可愛い魔女。私の恋人になってくれないか？」

　カオを覗き込んで、微笑む。疑問形で訊いてはいるものの、ヴィオラがうなずく以外の選択をするはずなどないと判っている笑みだ。

　だって、彼はもうヴィオラの気持ちを知っているのだから。

　……ちょっと意地悪な笑顔だとヴィオラは思った。

　込み上げる嬉しさは、だが己の立場を思い出せば素直にはうなずけなくて。

「……でも、私は魔女で、あなたは貴族の騎士で……」

「そんなことはどうでもいいだろう。きみは私を好きだと言ってくれた。そして私はきみが好きで欲しい。なら迷うことなんてなにもない。違うか？」

「……違いません。でも」

「でもは要らない」

　言いながら、ラーシュがヴィオラの頬に手を伸ばして、触れた。






「うなずく以外の答えは要らない」






　強気な言い様に驚きながら、それでもじわじわと胸の内に広がる嬉しさに、ヴィオラは諦めかけていた恋の成就を思い知って目を潤ませる。

　無理だと思っていた。届くはずなんかないと思っていた。叶うなんてありえないと思いこんでいた。

　なにかの間違いで抱いてもらえたとしても、それ自体が既に奇跡で、それ以上を望むなんて過分に過ぎると思っていた。

　でも、それはヴィオラが思っていただけだった。






「……はい」

　微かに、うなずいた。うなずいたら、涙が込み上げる。

「はい。うれしい。すごく嬉しい……！」

　声が震える。うつむきそうになった途端にぎゅっと抱きしめられた。

「……ありがとう」

　嬉しそうに言われた礼は、でもどこかほっとしているようで、あんなに強気に言ったくせにとちょっとおかしくなる。

　そのままくちづけられる。こちらはもういっぱいいっぱいで倒れそうだというのに、二度三度と啄むようにくちづけては離してを繰り返すラーシュはとても楽しそうだ。

　幸せで嬉しくて、恥ずかしくて、でも気持ち良くて、気を失いそうなほどに舞い上がるこの気持ちをどうしたら落ち着かせることができるのか、ヴィオラには判らない。

　今、自分は世界一幸せな女の子だと思う。

　やっと延々と続いたキスが終わった時、ラーシュがふと口を開いた。

「ヴィオラ、ニつだけ、お願いがある」

　すっかり翻弄されて力が抜けていたヴィオラが、僅かにカオを上げた。

「ひとつは簡単だ。私のことを、ラーシュと名前で呼んでくれないか。ずっと、家名で呼ばれていることが少し寂しいと思っていたんだ」

　いや、簡単じゃない、と思ったが、確かに恋人を家名で呼ぶのも仰々しいし他人行儀というものだ。

　ヴィオラは意を決して呼んでみた。

「……はい、……ラーシュ、様」

　嬉しそうに笑ってくれたラーシュはお礼というように額に軽くキスをした。

「本当は様も要らないが、さすがにいきなり呼び捨ては言いづらいよな。追々でいい」

　いえ、無理ですよ？　呼び捨てなんて一生できる気しませんよ？

　内心でツッコむ。憧れの貴族の騎士様を小娘が呼び捨てで呼ぶなんて、いくらなんでも無理言うなというものだ。

　ラーシュが続けた。

「もう一つは、……他の男に身を任さないで欲しい」

　え、と目を丸くしたヴィオラに、ラーシュは少し視線を逸らせる。

「きみが魔女であり、緊急時に魔力供給が必要になる可能性もあることは重々承知だ。魔女が性に対して多大に奔放であることも知っている。もしかしたら魔女にこんなことを願うことが間違っているのかもしれない。でも、嫌なんだ。きみが私以外の男に抱かれるなんて、考えるだけでも我慢できない。

　そんなことがあったら、……きっと俺はそいつを殺したくなる」

　低く言ってから、ラーシュは気を取り直すように微笑んだ。

「物騒なことを言ってすまない。もし、不慮のことで魔力の供給が必要になってしまったら、いつでも私を呼んでくれればいい。きみのためなら私はすべての魔力を渡すし、望むだけいくらでも抱いてやる。

　だから、もう一生その身体を許すのは私だけにしてくれないか」

　真摯に告げるその願いの内容に、ヴィオラは目を瞠った。

　一瞬だけ覗いた昏い感情は清廉な騎士にあるまじき、だが恋人を想う熱い気持ちで。

　それを怖いなんて思うわけもなく、むしろ嬉しいもので。

　だからヴィオラは微笑んだ。

「そんなの、言うまでもないです」

　そして、敢えて明るく言った。

「そんなの当たり前じゃないですか。なにかと思ったら、私、いきなり浮気の心配されたんですか？」

「え、あ、いや……」

　浮気と言われて狼狽えるラーシュに畳みかける。

「私だって、ノシュ、いえ、ラーシュ様以外もう絶対イヤです。両想いなんて無理だと思っていた時だってラーシュ様以外イヤだと思っていたのに、恋人にしてもらえたのに、他の人となんてありえないです。私だって、ラーシュ様が他の女の人とそんなことになるのはすごく悲しいし嫌ですから」

「私はそんなことはしないと剣に誓う」

「私だってそうです。もう、一生ラーシュ様以外としたくないし、できないです。だから、そのニつ目の約束は心配しなくていと思います」

　にっこりと笑ってみせるとラーシュは苦笑した。

　ヴィオラだって判っている。

　そうはいっても人の心はいつ変わるか判らない。想いが永遠に同じなんて難しい。変わらぬ愛なんてものは幻想だと言う者だっている。

　どれだけ何に誓ったところで、意思に寄らず心が動いてしまうことはあり得ることだ。

　それでも一生彼を愛するんだと心に決めること自体を否定する必要なんかない。

　二人が、お互いだけだと心に決めることを無理だと否定する材料も、それを言える権利を持つ者も、今はまだないのだから。










「私からもひとつ、いいですか？」

「ん？　ああ。なんだ？」

「私の前で、ご自分のコトを私って言わなくてもいいですよ？　俺って言ってください。その方が普段のラーシュ様を見せてくださってるって思えて嬉しいです」

「え。……言ってたか？」

「え、気付いてませんでした？」

　どうやら素の自分が出た時、無意識に言っていたらしい。

　気恥ずかしそうに口元を手で隠したラーシュがなんだか可愛くてヴィオラが笑うと、照れくささを隠すように突然唇に齧り付かれた。
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　照れ隠しのキスはすぐに恋人のキスに変わる。

　夢でしか想像できなかった好きな人との甘いキスは、ヴィオラをすっかり舞い上がらせた。

　彼に求められるという幸せを得ることは、今まで無理だと勝手に諦めていた。でも今はそれをラーシュの方から与えてくれる。本当に夢みたいに幸せだ。

　唇から頬、顎へとくちづけられていく。唇じゃないところにされても気持ち良くてこんなにぞくぞくと刺激されるものだなんて、されてみなければ判らない。

　顎を上げるとそこに舌が這わされて、その感触にヘンな声が出た。

「ひゃんっ！」

　彼が笑った気配がして、背中にまわされていた手がするりと背筋を撫でていく。絶妙にそそる触れ方ですーっと撫でられて、またヘンな声が出た。

「ふわぁん！」

「ふふっ、可愛いな」

　肌に触れたままでしゃべらないで欲しい。くすぐったいんだか感じるんだかよく判らない。

　戸惑っていたら、ひょいっという表現が正しい簡単さでベッドの上に転がされた。えっ、と思う暇もなく髪を撫でられ、笑んだ瞳でくちづけられる。

「可愛い」

　また言われた。そんなに言われると恥ずかしい。

「ん、あのっ、ラーシュ、さまっ、やん！　あっ、きゃあん！」

「どうした？」

　問おうとしたタイミングでいきなり胸の先を咥えられた。絶対わざとだ。

「あの、もう、今日は、その、」

「ああ、うん、きみの息も整ったし、そろそろもう一度しようか」

「え!?　きゃん！　やん！」

　言いながら、ちゅうっと吸い上げられる。更に指先でもう片方をくりくりと弄られた。楽しそうにラーシュが続ける。

「ちゃんと言っただろう。何回で俺の魔力が空っぽになるのか。そもそも何回くらいすればきみの魔力が全回復するのか。ちゃんと知っておかないと後々きみが困ることになるだろう。だから、この機会に調べておこうな」

「え、は、あの……」

「俺だって、どれくらいしたらいいか見当はつけておきたいし。十回くらいまでならともかく二十回、三十回とか必要となるとさすがに休みながらでないとたぶん無理だし」

「十…って、あの、それはそうだけど、あん！」

「いざという時だって他の男にきみを触らせたくない。全部俺がする。そのためには自分の限界ときみの容量をちゃんと知っとかないと、な？」

「や、あ、あ、やああぁん！」

　ずぶり、とさっきまでラーシュのモノが入っていた場所に指がニ本入れられた。同時に強く胸を吸われ、もう片方を指で強めに捏ねられて、ヴィオラの身体が跳ねあがる。

　三ヶ所同時に攻められた強烈な快感に、泉から水が溢れ出る感触が判った。

「ああ、水浸しだな。すぐ挿れてよさそう、か？」

「あ、あ、あ……ふぁっ、やあっ！」

　ずぶずぶと指が出し入れされる。ぐちぐちと水音が鳴って入り口が柔らかく濡れていることを確かめると、あっさりと指が抜かれ、代わりにラーシュの杭がヴィオラを貫いた。

「あああああ！」

「……っ、く……っ！」

　突然の侵入に驚いてぎゅうっと締め付けてしまったために、ラーシュもその快感に呻く。

　はくはくと息を吐くヴィオラを抱きしめて、ラーシュは微笑む。その目はすっかり優しさが身を潜め、渇望で艶めいている。目の前にある捕獲者の瞳が自分を狙っているのだと、自分が獲物なのだと、ヴィオラは無意識に察した。もう逃げられない。逃げたくもない。

　……獲物になるならこの男のがいい。

「ああああっ!!」

　何度も何度も繰り返される。何度も突き上げられて更にその勢いが増した。

　自らの意思など関係なく身体を良いように動かされているのに全然イヤじゃない。

　それどころか、気持ち良過ぎる。快楽の波に呑まれそうで怖気づく気持ちともっと欲しいという気持ちでアタマがぐちゃぐちゃだ。
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　叩きつけられるような奥への衝撃すら、おかしくなるくらいに気持ちイイ。

「あっ、あっ、あっ、ああっ、やっ、ああっ、やあっ！」

　必死にラーシュの首にしがみつく。

　さっきの半ば朦朧とした行為ではない。すべての感覚がはっきりとラーシュの存在を意識して、そして受け入れている。

　嬉しくて気持ち良くて、息がキツくて恥ずかしすぎて、胎内の違和感と充足感、そして飢餓感までも、その感覚すべてをラーシュから受け取れる。その幸せは何物にも代えがたい。

　ラーシュが欲しい。ラーシュしか要らない。ラーシュだけにこの身を捧げたい。

　夢のように憧れていた気持ちは、肉欲を知って尚、いや今まで以上に強くなる。

「ああっ、はあぁっ、らっ、らーしゅ、すきっ、すきぃっ、あああっ！」

「ああ、おれも、おれも好きだ、ヴィオラ、ヴィオラっ、おれのかわいい、ヴィオラっ」

　縋りつけばすぐに答えてもらえる。好きだと口にできる。それが嬉しくて。

「ふぁ、あっ、あっ、あっ、あっ、むりっ、もうむりぃっ！」

　もっと欲しいのに息が続かない。無理と言ったのに腰の速度が速くなる。もう意識がはじけそう。

　もう無理、と思った瞬間、乳首を強く吸われた。その衝撃でアタマが真っ白になる。

「あああああああ！」

「―――っ！」

　達した途端に強く締め付けたらしい。その衝撃で最奥にラーシュの熱いものが注がれたのが判る。そして更に、同時に再び急激な魔力の洪水がヴィオラのナカを蹂躙した。

「～～～っっ!!」

　声にならない叫び声が止められない。ラーシュの魔力を吸い取っているのだとアタマでは判っているが、ワケが判らないくらい気持ち良くて本当に意識が吹っ飛んでしまいそうだ。

　ついでに呼吸も止まっていたらしい。息苦しさに気付いて慌てて息をすれば、ぜいぜいと喉が鳴る。

「……大丈夫か？」

　自分も肩で息をしながらラーシュが気遣ってくれる。

　必死に息を整えながらうなずくと、くちゅりと音を立ててヴィオラの身体からラーシュが出ていった。そしてなにやら股間を見遣る。

「まだ、だな」

「……え？」

「まだ魔力、足りてないだろう。俺の精液が出てきてない」

　……そーいう確認でしたか。行為の後の繋がっていた場所を確認されるって存外恥ずかしい。

「じゃあ、もう一回しようか」

「え、続けてですか？　このまま続けるんですか？」

「ああ。たぶん俺の魔力も次で空になる。少なくともそこまではしよう」

「え、あの、ちょっと休ませて、わ！」

　ラーシュが起き上がったかと思うと、胡坐をかいたラーシュの足の上に身体を引っ張り上げられる。まるで子供を抱き上げるように簡単に。流石に鍛えている騎士は違う。

「俺の身体を跨いで」

　言われて、足を広げて身体を跨ぐ。……あの、ちょっと、なんかすごく恥ずかしい。

　なぜなら、跨いだ自分の足のすぐ下に、臨戦態勢のラーシュのモノがある。恥ずかしくて目を逸らせたいが、視界の端に見えてしまうソレは、なんだかすごく太くて大きくて、赤黒っぽい。なんでそんな大きなものが入るんだろうと不思議な気持ちになる。そして、あの、今イきましたよね？　もう元気なんですか？　回復が早くないですか？

　男性ってそういうものなのか？　騎士がスゴイのか、それともラーシュがスゴイのか。

　ラーシュに乗っかり過ぎないようベッドに膝をつくと、ヴィオラの方がちょっとだけ位置が高くなった。珍しい位置取りが妙に新鮮だ。

「こら、なに他所事考えてる？　ちゃんと俺を見て」

「ひぃっ」

　唐突に耳元で囁かれた声がちょっと反則気味にエロくて、足の間の奥がきゅうんと切なくなった。

　思わず身体を離すと、当たり前だがカオの距離がものすごく近いコトに気付いて、今更ながらカオが熱くなる。ヤるコトヤっといて今更なんでだと思わないではないが、好きな男のめちゃくちゃ艶やかな視線を真正面から受けて平気でなどいられるものか。

「ひいって。ヒドいな、ヴィオラ？」

「や、あの、違、その、恥ずかしくて！」

　真っ赤になって必死に言い募るヴィオラの気持ちなど丸判りなのだろう。くすりと笑ったラーシュがちゅっと軽くくちづけた。

「照れてるきみも可愛い。なんで俺は、こんななにもかも可愛い子の隣にいてずっと好きだって気付かなかったんだろうな？　俺は底抜けの阿呆か」

「…………勘弁してください」

　全身真っ赤になる勢いで恥ずかしくなる。なんだろう、この褒め殺し。恥ずかしすぎて居たたまれない。本気で勘弁していただきたい。

　うつむいて両手でカオを隠すヴィオラだが、それでも真っ赤っかなのが丸見えなのが可愛くてくすくすと笑って、ラーシュがその身体を緩く抱きしめる。

　カオを隠されたので指や手の甲にキスを落とすラーシュに、ヴィオラは思わず訊いた。

「……あのっ、ラーシュ様、キス、好きなんですか？」

「イヤか？」

「いえっ、全然っ！　でも、その、いっぱいしてくれるから……」

「俺は、ヴィオラにキスするのが好きかな。反応がめちゃくちゃ可愛いから」

「～～っっ！」

　再び茹で上がったヴィオラを見て、ラーシュがくすくすと笑う。

「からかってます？　もしかしてからかってます？」

「いや？　可愛いなあって思うのは本当だが」

　言いながら楽しそうに笑うラーシュは、きっと確信犯だ。恥ずかしがるヴィオラを見て楽しんでいるに違いない。

　すねたカオをしたヴィオラに、ラーシュは笑う。

「怒らないでくれ。本当にからかってるわけじゃない。きみが可愛くて可愛くてたまらないだけだ」

　言いながらくちづけるラーシュのキスが深くなった。

　おかげで返事をしようにも、喋る機能を奪われてなにも言えない。

　キスしながら、ラーシュの手が再びヴィオラの身体を這いだす。快楽を知ってしまった身体がすぐに反応して、大事なところがきゅんとした。

　太腿を撫でられただけでじんわりと濡れてきている気がするのは、次にどうされるかもう身体が知っているからか。

　ラーシュのモノがヴィオラの泉の上を擦りつけるように滑った。先端が肉芽を擦るとそれだけでビリビリと強く快感が走って、ぞくぞくと背筋をナニかが駆け上がる。

「やああっ！　あの、待って」

「大丈夫、素直に感じればいい」

「あっ、やあんっ！」

　泉に水が湛えられたことが判ったからだろうか、一度身体を離される。退いてくれたのかとほっとしたのも束の間、ラーシュが舌なめずりをした。なんだかめちゃくちゃ色っぽくてどきどきする。

　途端、男の身体を跨いだ腿の下に腕を通され、両の尻を捕まえられた。力尽くで持ち上げられる。驚く間もなく再びソコに杭が埋められた。

「ふぁあああ！」

　慌ててラーシュの頸に腕をまわしてかじりつく。

　ヴィオラの自重で一気に落とされ、最奥まで到達した。子宮を攻める勢いで強い衝撃を食らって、一瞬気が遠くなる。

「…っく、本当に気持ちイイな、きみのナカは……っ！」

　溜息交じりにつぶやいたラーシュがやたら艶やかに微笑む。

　挿入の衝撃で震えていたヴィオラが、その言葉にうっすらと目を開けた。

「……ラーシュさま、きもち、い？」

「ああ、最高だ。こんなに可愛いのにベッドの中ではこんなに艶やかでいやらしいとか、本当に最高だな、きみ、はっ！」

「あああっ！」

　いきなり揺さぶられた。持ち上げられ、かきまわされ、内壁をぐりぐりと擦られる。

　さっきまでと違う体位だからか、擦られ方が違って新たに感じるところが増えていく気がする。

「んんっ、はあっ、あああっ！　やあっ、ソコやあっ！」

　肩にまわした腕が必死にラーシュの背中にしがみつき、爪を立てる。なにかにつかまっていないとこの衝動をやり過ごせない。いや、つかまっていても無理……！

　危なげなく持ち上げられ揺すられることを驚く余裕もなく、突き上げられる衝撃がヴィオラをあっという間に高みに昇らせる。

　抱え上げられた脚の先が、浮いているせいでどこにも力を掛けられなくて耐えきれずに空を切る。

　じゅぶじゅぶと鳴る音が激しくなって、ラーシュが激しく打ち付けてくる。

「もぉだめぇっ！」

　我慢できずに軽く達してしまうが、更に揺すぶられて再び甘い責め苦に晒される。

　息が続かない。苦しい。苦しいのに後ろ頭を支えられ、口がふさがれた。

　唇を食み、舌が絡む。唾液が零れるのを拭く余裕もない。

　ラーシュが一際激しく奥を突き上げ、ぎゅうっと抱きしめると同時に、ヴィオラは今度こそアタマが真っ白になった。

「ああああーっ!!」

　三度目の魔力の奔流がヴィオラのナカで荒れ狂い、ラーシュの魔力の最後の一滴まですべてを吸い上げた。
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　ぐったりとラーシュの身体にもたれ掛かったヴィオラは、それでも身体を巡るラーシュの魔力に心地良さを感じて目を閉じた。

　流石に初めてで三回連続とかキツ過ぎる、と思ったのだが。

「ヴィオラ、どうだ、魔力は足りたか？」

　問われて自分の魔力がだいぶ回復していることを実感する。

「……随分、楽になりました……」

「どれ？　ちょっとごめんな」

　ヴィオラの身体をそのまま後ろに支えながら倒してベッドに寝かせると、そこまで入っていたラーシュの杭を引っこ抜く。そしてソレが入っていたところを覗き込んだ。

「まだ足りないのか」

　ふむ、と思案顔をするラーシュだが、ヴィオラはその光景にカオから火が出そうだ。

　だから、いちいちソコを確認しないでいただけないだろうか。

　だがラーシュは至って真面目だ。

「どれくらい足りないか判るか、ヴィオラ？」

「……ええと、その、たぶんもう一度か要っても二度……。でも、あの、今は無理かと……」

「その場合の一度は魔力込みの一度だな。そうすると、全部で四度、あ、いや、そうじゃないか、魔女になる前の元々の魔力量はどれくらいあったんだ？」

「えと、……半分、くらいでしょうか」

「元々半分くらいで四度で満タンというコトは、きみが今度魔力枯渇で倒れたら魔力込み八度分くらいは要るという計算になるか。しかし、そもそも魔力有りの一度は魔力無し何度分だって話だよな。現状、今の魔力が尽きた俺だとあと何度くらい要るのか見当がつかん。やっぱり実践してみないことには」

　言っている内容は結構大概だと思うのだが、ラーシュは至って真面目に言っているのが判るのでなんとも居たたまれない。

　魔女にとって、魔力を持つ男性と持たない男性との性行為の最大の差は、回復する魔力量だ。魔力を持たない男性が相手の場合、魔女はその精子を体内に取り込んで魔力還元するのみだが、魔力持ちの男性の場合は精子と共にその男性の魔力を奪い取る。魔力還元の必要のある精子と違って直接の魔力の取り込みは当然効率が良いため、回復量は飛躍的に増える。その差は三倍から四倍はあるとされていて、それはつまり、魔力持ちの行為一回分は、無しの一回分の三倍から四倍魔力が回復するということだ。

　ただ、男性魔術師の保有魔力量は女性に比べて比較的少ないので、大抵一度、多くても二度の行為で全部奪い取られて枯渇する。そうなったらあとは普通に魔力無しの行為と同様だ。三度も持ったラーシュの魔力量がいかに多いかがよく判るが、それでもヴィオラの総量には遥かに及ばない。

　国内トップクラスの総魔力量を誇るエルヴィーラが辺境伯領での仕事の折り、魔力回復のため行為に及ぶにあたって結構な人数が必要なのもそのせいだ。もっとも、全回復しなくても数回の行為で充分『扉』を使って帰ってこられる量が得られる筈だが、その辺はまあ、本人の趣味嗜好というヤツだ。

　どうやらヴィオラは、三度でラーシュの魔力のすべてを奪い尽くしてしまったらしい。申し訳なく思うが、それとこのまま続けられるかは別の話で。黙っていたら続けられそうなのは間違いないので慌てて止めた。

「あの、む、無理です。疲れて、あの、腰とか関節とか痛くて」

「ヒールを掛けたらいいんじゃないか？」

「……ああ、そういえばそうですね。忘れてました」

　疲れと今夜の怒涛の展開で忘れていた。素直に治癒魔術を使えばよかったのだ。

「『癒し』」

　ヴィオラの身体がふわっと一瞬光って、それが収まると痛みが随分楽になる。

「キュア？　ヒールじゃなくて？」

「怪我ではないので。疲れや痛みを取るだけなら癒しの魔術の方がいいんです。騎士の方は使いませんか？」

「あー、戦闘時の疲れや痛みは麻痺してしまうからな。それに治癒で一緒に治るし」

「ああ、なるほど。戦闘職ならではなんですね」

　実戦での騎士は、戦っている時には攻撃特化で魔力を使うためか、自身に治癒を掛ける魔力がもったいなくて後方に下がった時に回復役に治してもらうというパターンが多いらしい。ラーシュほど魔力量の多い騎士でもそうならば、他の騎士など当然そうなるだろう。

「それで、あの、ごめんなさい、お水をいただけませんか？」

「ああ、そうだな、すまない、気付かなかった」

　さすがに三回続けては辛い上に喉がカラカラだ。

　ラーシュが水を注いだコップを手渡してくれて、それを一気飲みする。……喉、イタイ。

　ラーシュが空のコップを机の上に戻したのを見遣ってから、そこに自分の杖があることに今更気付く。

「あ、杖、持ってきてくださったんですね。ありがとうございます」

「ああ、俺が持ってきたというより、気絶してもきみが手放さなかったんだ。そこに置いといたがよかったか？」

「はい。ああ、そうだ。すみません、その杖をこちらにいただけますか？」

「杖を？　ああ、もちろん」

　了承しながらも疑問符を浮かべているラーシュに、ヴィオラが笑った。

「なんか、魔女になると見習いの杖は形状が変わるんだそうです。別にいつでもいいと思うんですけど、思い出したんで今」

「なるほど」

　うなずいたラーシュが杖をヴィオラに手渡した、その瞬間。

　触れた場所から一瞬にして光が広がった。先端の珠だけでなく、白木のはずの杖が輝いたかと思うと、その光が終息した時には正に『変わって』いた。

「……これは」

　思わずつぶやいたラーシュの声をぼんやり聞きながら、ヴィオラは声も出せずに杖に魅入った。

　白木だった杖は真っ白に輝く金属のようなものに変わったがその材質がなんなのかは判らない。その身にはそれまで無かった蔦のように入り組んだ精緻な浮彫のような細工が浮き出ていて、とても綺麗だ。先端の無色透明の水晶のような球は淡い青に色付いてこれも正体不明の鉱石と化している。

　柄の先端から水晶の留め金のところまで、細い金の筋が蔦模様に合わせて螺旋のように一本伸びていて、それがまた美しい。

　そして、珠と柄の境目辺りにはめ込まれた母の形見の緑色の石だけがなんの変化もなくそこにいた。それだけがこの杖が間違いなく自分のものであることの証明だった。

　見慣れた白木の杖の姿がすっかり変わってしまったのに、不思議とそれが自分の杖だと違和感なく受け入れられる。それどころか、これがこの杖の正しい姿だとすら思えた。

　その杖を胸に抱いてぎゅっと握ってから、ヴィオラはラーシュを振り返った。

　少し照れくさいが、ちゃんと言いたかった。






「ラーシュ様。私、ちゃんと魔女になれました。あなたのおかげです。ありがとうございました」






　目を瞠ったラーシュは、柔らかく目元を緩めた。

「おめでとう」

　だが、その次には楽しそうに笑う。

「でも、俺は好きな子を抱いただけだけどな？」

　ぼぼっ、とヴィオラの頬が染まる。なんだろう、しれっとそんなコトを言う人だっただろうか。

　気恥ずかしくてなにも言えないでいると、不意にラーシュの腹が鳴った。

「……ああ、そういえば腹減ったな……。すっかり忘れていたが」

　ふとつぶやかれたラーシュの言葉でヴィオラも急速に空腹を感じる。

　忘れていたが、夕方あんなことがあって昏倒したせいで夕食を食べていない上、夜中に起きてから三度も致している。夜更けも大概で、もしかしなくても夜明けの方が近い。

　ラーシュはヴィオラのつくったクッキーを食べてはいたもののそれだって一食分にはさすがに満たないし、ヴィオラに至っては昼食以来お茶以外口にしていない。そりゃ腹も減る。

「あの、今日の夕食用につくっておいたアイリッシュシチューがあるのであっためてきます」

「ああ、それくらいなら俺がやろう」

「いえ、私が。騎士の方にそんなこと」

「いや、騎士だってやるぞ？　演習で野営の時とか当たり前に食事くらいつくるし、貴族平民関係なく士官学校で掃除や洗濯なんかの家事もひと通り叩き込まれる。戦闘職だからってそれしかしないわけじゃない。むしろ一人でなんでもこなせるように仕込まれる。俺の遊撃騎士団は単独行動もするから尚更だ」

「え、そうなんですか？」

　騎士はてっきり家事の類など人任せなものだとばかり思っていたが、そうではなかったらしい。

　この分では、たぶん騎士という職業のイメージと実像とでは随分いろいろと違いそうな気がする。

「そうだよ。きみが騎士団の日常を覗いたら、あまりにイメージが違い過ぎて呆れ返るかもな。いろいろと格好悪すぎて。所詮、野郎の集団なんてそんなものだよ」

　どう格好悪いのか予想もつかないが、たぶんきっと、騎士だって普通の人たちだということなのだろう、当たり前だが。

「そもそも、街では騎士は人気があると聞くが、その割に騎士の恋愛結婚率は実はそんなに多くないんだ。大抵は先輩の姉妹や上司の娘、あと知り合いの伝手や見合いなんかが多い」

「ええ？　そうなんですか？　どうしてなんでしょう。それこそイメージが違うって話ですか？」

「それもあるんだろうがな、たぶん実際に多いのはカラダの相性というヤツらしい。騎士は体力仕事でもあるせいか、その分精力も強いヤツが多い。騎士が恋人に振られる理由の大体が身体が持たないからと言われるくらいに精力旺盛で、まあつまり、回数が多すぎて女性の身が持たないということらしい」

「…………そんな理由なんですか」

　さすがに呆れるヴィオラ。

　あんまりな理由だが、好きならなんとか必死に耐えようとがんばるのではないだろうか。それとも、がんばって、手加減してもらって、それでももうこれ以上無理、と諦めるのだろうか。

「……あの、その、ラーシュ様も、なんですか？」

「さてな、俺は女性とこんなに深く付き合ったことなどないからよく判らんな。だが、回数に関してはまだまだいけそうだ。さて、きみが音を上げるのと俺が勃たなくなるのとどちらが早いだろうな？」

「……私、もう音を上げかけてますけども」

　くっくっくっとおもしろそうに笑ったラーシュだが、ヴィオラは笑えない。いくら魔女でもさすがにそんなに耐えられるだろうか。

「なあ、ヴィオラ。俺はきみが思っているほど立派な騎士じゃない」

　不意に言われて、ヴィオラは目を開く。ラーシュが穏やかな声で続けた。

「そうありたいとは思っているが、まだまだ理想の騎士には程遠いと思っている。もしかしたら、つきあっているうちにこんな格好悪い男だとは思っていなかったと幻滅することがあるかもしれない。それこそ、きみを欲しがり過ぎてもう無理だと言われる日が来るかもしれない。それでもきみは俺を好きだと言い続けてくれるだろうか」

　ラーシュは声の通りに穏やかに微笑んでいて、ヴィオラはほっとした。なんだかものすごく不安そうな声に聞こえたのだ。

「きっと好きです。大好きです。格好悪いところなんて想像もつかないけど、でもそれも含めてきっとどんなラーシュ様でも好きです」

　現実の男が、少女が憧れるような素敵で綺麗な紳士ばかりでないことくらい判っている。でもそれは女だって一緒だ。

「そもそも、お菓子が好きなコトを恥ずかしいっておっしゃってたけど、私は全然そんなコト思ってなかったくらい認識が違うんですから、きっとラーシュ様がそんな自分を格好悪いって思っていても、私はそんなラーシュ様も格好良いって思っていると思います」

「……そう、か」

　問うような目でヴィオラを見ていたラーシュは、次にはくしゃりとカオを歪ませて、笑った。ぎゅうっ、と今まで以上に力強くヴィオラを抱きしめる。

「……ならば、ずっと一生、このままヴィオラが俺のコトを格好良いって勘違いしていてくれることを願うことにしよう」

「勘違いじゃなくて、ちゃんと格好良いです。ラーシュ様はずっと、カッコ良くて素敵な私の憧れの騎士様ですから」

　割と真面目に答えたのだが、ラーシュは笑うのをやめない。

「だいたい、そんなの、私だって同じですから。ラーシュ様が私のコト、やっぱり好きだと思ったのを気のせいだったって言われてももう困りますし」

「気のせいなわけがない。勘違いでもない。俺はきみを愛しているよ、ヴィオラ。ずっと傍にいてほしい」

　優しく微笑まれて照れてしまう。愛、なんて言葉はまだヴィオラには気恥ずかしい。

　相手は年上の男性なんだからしょうがないとは判っているが、なんだかずっと翻弄されている小娘は、ちょっとだけ意趣返いしゅがえししたくなってしまった。

「はい。でも、だったら、私には紳士じゃない素のあなたをもっといっぱい見せてくださいね？　……あなたが私を求めてくれるなら、少しくらい大変でも嬉しいですから」

　思わず黙って目を瞠ったラーシュに、ヴィオラは初めて自分から目の前の唇に、ちゅっ、と軽くキスをした。もっと挑発できれば良いのだが、まだ恥ずかしくてコレがせいぜいだ。

　だが、どうやらそれはちゃんと効いたらしい。

　はああああ、と深い溜息をついたラーシュは、右手でカオの右半分を覆った。

「……ああもう、キツそうだからせっかく一度ひと休みしようと思ったのに。俺の忍耐を試してるか？」

「え？　……きゃあ！」

　低くつぶやいたと同時に、ラーシュに再びベッドの上にひっくり返された。思わず驚いて悲鳴を上げるも、もうそれ以上は口を塞がれて文句が言えない。

「判った。きみに狂う素の俺を見せてやろう。……食事はそれからだ」

　にやり、と見たことのない笑みを見せて、ラーシュはヴィオラを再び組み敷いた。

　え、あの、と戸惑うヴィオラは、はだけてしまった上掛けがあっさりとラーシュに除けられてしまうのを目で追いながら、しまったコトをしただろうかと冷や汗モノで早くも後悔していた。

「そんな可愛らしいコトをするきみが悪い。観念しろ」

　かくして、せっかく休む暇を与えてもらえそうだったのに自らその機会をふいにしたヴィオラは、結局そのまま続きをするコトに相成ったのだった。

　確かに騎士は精力が強いらしい。いや、ラーシュはもしかしてそれより更に強いのか。

　君に狂う姿という通り、さっきまでより更に激しく求められ、立て続けに更に三度された後、眠気と疲れに負けたヴィオラは、自分に『癒し』を掛ける余裕もなくラーシュの腕の中で深い眠りに落ちたのだった。

　意趣返しも時と場合に依らなければ自分に跳ね返ってくると、身をもって学習したと反省しながら。

　……そして、眠ってしまったヴィオラのソコを覗き込んでみての確認の結果、結局その三度でもまだ魔力全回復に至らなかったことに、ラーシュが苦笑していたことにも気が付かずに。










　目が覚めるともうとうにお日様がだいぶ上っていた。

　寝過ごした！　と飛び起きそうになって、下半身のあらぬところに違和感を感じる。途端に昨夜のアレやコレやを思い出して恥ずかしくなった。

　今、ヴィオラはベッドの上に一人きりだ。ラーシュはいない。

　一人用のベッドは二人で眠るにはちょっと狭いから、早々に起きてしまったのだろうか。隣にいなかったのがちょっと寂しい。

　ベッドの上で起き上がると身体がちょっと重くてだるいので、再び『癒し』を掛ける。

　魔力がまだ全回復していないのが体感で判る。昨夜あれだけラーシュに致してもらい、魔力まで全部奪い取って、食事はしなかったもののこの時間まで寝て、それでもまだ回復し切っていないことにちょっと驚く。本当に、自分の総魔力量はどれくらいあるのだろう。

「あ、起きていたか」

　不意に声を掛けられてカオを上げると、戸口からラーシュが入ってきた。下は穿いているが上は裸のままだ。

「おはよう、調子はどうだ？　痛いとことか違和感とかないか？」

　ラーシュがあまりに自然にヴィオラの肩に手を乗せてひょいっとくちづけた。思わず照れたヴィオラに微笑んでくれるので、慌てて応える。

「お、おはよう、ございます。調子は、……いろいろ、その」

「昨日はだいぶ無理させたからな」

　何と答えたものかと困ってもごもご言うと、くくっと笑いながらラーシュがベッドの縁に腰を下ろした。

「食事を温めてきた。起きた時傍にいなくてすまない。寂しかったか？」

「え、あの」

「そんなカオしてた」

　かあ、とカオが赤くなるのを自覚する。そんなカオってどんなカオ？　その反応に気を良くしたのか、にこにこと上機嫌のラーシュにヴィオラは気恥ずかしい思いをしながら気になっていることを訊いた。

「あ、あの、ラーシュ様、お仕事の方は？　もう登城する時間では？」

「あぁ、その辺は気にするな。ちゃんとレンナルトに連絡は入れてある。きみを連れて登城して、昨日の件の事情聴取と調書作成に付き合ってから出仕すると」

「……ニルソン様、怒っていらっしゃいませんでした？」

「いや？　後で詳細を知らせろと返信は来たが、それは当然だしな」

　……なんとなく、用事が終わったら一緒に行って謝った方が良さげな気がするのは何故だろう。

　普段は飄々としているレンナルト・ニルソンのカオを思い出して、ヴィオラはうーんと唸った。

　その隙に、ラーシュが上掛けごとヴィオラを抱き上げようとする。

「え!?　あの！　ラーシュさま？」

「下に行こう。いい加減腹減っただろう」

「あの、せめて服を着させてください！　さすがにこのなりじゃ恥ずかしすぎますっ」

「またあとで脱がせても良ければ」

「え？」

「まだ実験が終わってないからな？」

「ええええ」

　しれっとコワいコトを言われる。まだする気なのか。確かにまだ全回復でない自覚はあるけれども。

「一晩じゃないが寝たことだし、食事をしたら、そのあともう一度しような」

「あの、ホントに全回復じゃなくても！　もうホントにもう少しですし！　たぶん今日一日休めばもう！」

　必死にもういいからと心から言う。

　確かに抱いて欲しいと願ったのは自分だが、こんなに大変だと思わなかった。こんなに何度もするなんて思わなかった。

　そりゃ、嬉しかったけど！　とても幸せだったけど！　ものすごくキモチヨかったけど！

　世の中、限度というものがあると思う。

　だいたい、ワタクシ、昨日まで処女だったんですけども！

　いくら魔力回復を手伝ってくれているのだと判っていても！

　初めてでこんなに何度もするものか。そんなものなのか？　コレが普通か？　いや、絶対違う。

　だけど。

「……もう、俺とするのはイヤ？」

　いきなり真顔になったラーシュのちょっと拗ねた声が聞こえてしまったら、もう嫌だなんて言えない。

「……そんなワケ、ないですけど」

　途端に嬉しそうに微笑んでくれるその笑顔を見たら、もうダメだ。惚れた弱みとはこういうコトか。

　幸い身体はさっき『癒し』を掛けたので回復できた。下半身の違和感は如何ともしがたいが、コレも慣れなのだろうきっと。

　結局ラーシュは言葉通り食事の後にもう一度ヴィオラを抱き、終わった後に彼女のナカから自分の出したモノが出てきたことを確認して漸く、よし、と満足げにうなずいて今度こそこの昨夜からの情事を終わらせた。

　ナニが『よし』なのか。一度決めたらそれが達成されるまで辞める気がないのか。

　やっぱり脚を大きく開かされて確認されて、それが夜の暗がりではなく真っ昼間の明るい日の下だったことのあまりの恥ずかしさに、ヴィオラは思わずラーシュに枕をぶつけた。

　それがちゃんとヒットしなかったのは偏ひとえに枕を反射的に受け止めたラーシュの反射神経の賜物で、意外とお転婆だなと笑いながら捕まえられた脚の膝頭にキスまでされて、ヴィオラはもう、どこまでいってもきっと彼には敵わないと諦めた。
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　もう一度『癒し』を掛けて身体の疲れを回復してから、一緒に風呂に入るか？　と楽しげなカオで言ったラーシュの提案を即行で却下して一人で入浴すると、身支度を整えて登城の用意をした。

　おそらく今のヴィオラなら『扉』が使えそうな気はしたが、どれくらい魔力を使うのかが判らないので師匠が帰ってくるまではやめておこうと思う。

　かくしてラーシュと二人連れ立って家を出た。ラーシュが叩き切って壊したという家の鍵は、ヴィオラが正しく鍵を掛けることで正常に使うことができるので問題ないことが判って、ラーシュを安堵させた。

　昨日まで友人であった男性と今日は恋人同士として街を歩くことが、なんだかとてもくすぐったくて照れくさい。それでも騎士の装備のラーシュと手を繋いで歩くのはさすがに憚られて、手が触れない距離で歩く。今はそれでも充分嬉しい。

「ちょっと照れくさいな」

　不意の言葉に隣を見上げれば、僅かに微笑んだラーシュがヴィオラを見下ろしていた。

　さっきまでやらかしていたコトを棚に上げた反応だが、素直に同意だ。

「本当は手を繋ぎたい。だが、さすがに騎士の制服でそれをするわけにはいかないのでな。次の休みまでの我慢だ」

「はい」

　考えていたことが同じだったことが嬉しくて思わず笑う。こんな些細なことすら嬉しい。

「……あの、ですね、ラーシュ様。ひとつだけ、お願いしてもいいですか？」

「ひとつと言わずいくつでも」

「あの、ラーシュ様がお嫌でなければ、なにかお揃いの装身具を、その、欲しいなあ、と」

　それは、街の女の子たちの間で流行っている恋人同士がするコトのひとつだ。

　結婚すると、揃いの結婚指輪を身に着けるのが貴族も庶民も行う習わしだが、貴族の間では結婚が決まった時、男性が女性に高価な装飾品を贈り、そのお返しに女性は懐中時計や高級なペンなどの実用品を贈る。ちなみに男性の装飾品は『あなたを飾るのは私だけ』、女性の実用品は『私の代わりにいつも傍に』、という意味があるらしい。

　庶民はその風習に憧れて、高価なものの贈り合いは無理でもせめてと、お揃いの指輪以外の装身具を身に着けるという風習が、いつの間にか定着していた。

　女性は恋人ができたら絶対したいと願う風習だが、実は男性にはこっ恥ずかしいと少々不評らしい。

　年頃の娘として、ヴィオラも憧れてはいたが、友達もいないのに恋人なんてと半ば諦めていた。

　だが、ラーシュという恋人ができた今、憧れを実現する可能性ができたわけだ。

「そんなことか。構わないよ。恋人の要望に応えるのは男の甲斐性だし、きみが喜ぶのなら」

　笑ってうなずいてくれた。ラーシュは貴族だが、ちゃんと庶民の風習を知っていたらしい。

「嬉しい。ありがとうございます。ラーシュ様、大好き」

　快諾してくれたのが嬉しくてヴィオラが微笑むと、ラーシュが何故か天を仰いだ。

　どうしたのかとじっと見ていたら、口元を手で隠したラーシュがぼそりと言った。

「……そういうのは街なかで言わないでくれ。キスしたくて堪らなくなる」

「っっ！　あの、その、ごめんなさい。気を付けます……」

　思わぬコトを言われて真っ赤に染まった頬を思わず両手で包む。そんなコト言われるなんて思わなかった。恥ずかしいけど嬉しい。

　浮かれたアタマでふわふわと幸せな気持ちのまま、城までの道を歩く。いつもは遠いと思う城までの一時間近くもかかるこの道程が、こんなに嬉しいなんて初めてだ。隣にラーシュがいるからか。

　幸せを噛みしめながら歩くヴィオラを、隣を歩くラーシュが微笑ましそうに、そして愛しい者を見る目で時折見下ろしている姿は、それは初々しく可愛らしいものだった。

　予定通りヴィオラが事情聴取をされるため訪れた騎士団の詰め所で聞いたところによると、やはり彼女を襲った男たちは他にもいろいろと罪を重ねていた札付きだったらしい。

　腕っぷしも強くて逃げ足も速く、なかなか尻尾を掴み切れないヤツらだったらしいが、さすがに相手が滅竜騎士では逃げ切れなかったというところだったようだ。

　見習い魔女の男を誘う匂いの件についてはとりあえず伏せておくことにした。匂いのことはどうやら魔術師たちの間だけの秘密らしいし、魔女でなくとも彼らはあんなところでふらふらしていたヴィオラを襲うことには変わらなかっただろう。その点においてはラーシュにだけでなく聴取を担当した騎士にも注意を受けて、ヴィオラはいたく反省することになった。

　ところで、聴取を受けるヴィオラに付き添っていたラーシュだが、なんでいるんですと突っ込まれて被害者である恋人が一人では不安だろうからだと堂々と言った結果、騎士たちに生温かい目で見られて照れまくったヴィオラが真っ赤になったのはお約束というものだ。










　昼前にやっと解放されたヴィオラは、ラーシュに連れられて彼の執務室に来た。

　このまま素直に帰っても良いところなのだろうが、慣れぬ聴取で疲れただろうからと、少し執務室で休んでいくといいとラーシュが気を遣ってくれたのだった。

　ヴィオラとしても、事情を教えてあるという副官のニルソンにひとこと詫びておきたかった。

　執務室に入ると、ラーシュの机から右側の手前にある机で書類仕事をしていたこげ茶色の髪の男性がカオを上げた。

「遅くなってすまない、レンナルト」

　入ってすぐ詫びたラーシュとその後に入ってきたヴィオラを見遣って、ラーシュの副官レンナルト・ニルソンは、黙って二人を出迎えて、それからちょっと小首を傾げてヴィオラに向けて言った。






「おや、お二人、お付き合いを始めたんですね？　おめでとうございます」






「ふあっ!?」

　思わずヘンな声が出たヴィオラの隣で目を丸くしたラーシュは、それから溜息を一つついて訊いた。

「……なんで判った？」

「そりゃ判るわ。そもそも二人の雰囲気が今までとまるで違う。後は昨日知った事件と今見える情報」

　ヴィオラに向けた口調と全然違う砕けたものに変わったニルソンが平然と言う。

「ヴィオラ嬢の昨日の事件を担当した外回りの騎士の上からの問い合わせで、彼女が昏倒しておまえが保護したって聞いた時点で魔力切れと理解した。それで、昨日の今日でヴィオラ嬢の杖がそんだけ様変わりしていたら、おまえが彼女を魔女にしたんだと阿呆でも判る。その上で二人仲良くこうやって現れるときたら、おまえらがデキたんだという選択肢しかないだろう」

　見事に正確に言い当てられて驚くと同時に、二人がヤるコトをヤったところまで言い当てられて、ヴィオラが恥ずかしさと居たたまれなさに真っ赤になってうつむく。

　ちょっと呆れた視線でラーシュが訊いた。

「……見習いが魔女になる方法、知ってたのか」

「当然だろう。ウチがなんの部署だと思ってる。まだまだ勉強不足だな、副団長」

「……精進する」

　滅竜騎士になるまでは元々辺境伯領の第六騎士団にいたラーシュだ、まだまだ足りないところがあるらしい。ちょっときまり悪げに言ってから、まだヴィオラが立ったままだったのを思い出してソファに座らせた。

　もしかして昨夜彼が言っていた自分自身の格好悪い部分というのはこういうところだろうかとふと思うヴィオラだが、でも別に格好悪いなどとは思わない。

　そもそも彼より十歳近くも年上でずっと遊撃騎士団にいるというニルソンとまだここにきて二年のラーシュの知識量がもう同レベルなわけがないのだ。

　当然役職上ラーシュが多くを知っていなければならないのは判っているが、ニルソンがラーシュについている理由は以前から右腕というよりは教育係の態に近いと感じていた。

　ヴィオラの前にお茶のカップを置いてくれたニルソンに礼を言うと、にっと笑ってくれた。

「ヴィオラ嬢、ウチの朴念仁ぼくねんじんが長いコトお待たせしてすみませんでしたね。恋の成就、おめでとうございます。腕っぷしばっかりでちっとも気が利かない男ですが、どうぞ末永く仲良くしてやってください」

「え、あの、その」

　なんだか戸惑っている感満載でうなずくと、散々な言われように苦笑いしながらラーシュが言う。

「なんで素直にはいって言わないかな」

「だって……、あの、ニルソン様は、ラーシュ様と私がお付き合いすること、反対されないんですか？　私、魔女なのに」

　だが、ニルソンは言った。

「元よりお二人のお付き合いに反対する権利など私にはありませんよ。騎士と魔女が打算や興味で付き合うというのならそれも一興だと思いますが、あなた方はちゃんと好きあって付き合うことにしたんでしょう？　でしたら祝うのが当然では？」

「でも……きっと、他所ではたくさん言われると思います」

「まあ、確かに部下の中でも友人付き合いの時ですらいろいろ言う者もいましたし、副団長を婿にと狙う貴族やその令嬢なんかもうるさいかもですね」

　やっぱり、とうつむくヴィオラの頬を、いつの間にか足元に膝をついていたラーシュが包んだ。

　驚いたヴィオラを見つめてラーシュが真面目なカオで訊く。

「ならきみは、そういう外野に反対されたからといって俺との付き合いをやめるのか？」

「っ！　……でも、それでラーシュ様が嫌な思いをされるのは……」

「俺は構わない。というか、今までだって全部丸無視してる。何故打算で寄ってくるヤツに好きな子といることを邪魔されなければならない？」

「打算じゃなくて、部下の方たちみたいに心配する人だっているのでは」

「それこそ余計なお世話だ。俺は魔女じゃなくヴィオラを好きになったんだし、そもそもなんで魔女だと反対するのかも実はよく判らない」

「それは、淫乱で怠惰だとか……」

「ヴィオラは仕事も家事もしっかりやっているし真面目な働き者だろう。淫乱かどうかは判らないが、もうずっと俺だけだと約束してくれた。ならナニが悪い？」

「……ええと……」

　言い淀むヴィオラに、ラーシュは言う。

「ヴィオラ、答えて。俺の恋人であることが嫌か？」

「そんなわけありません！」

　即座に言い切ったヴィオラにラーシュは微笑んだ。

「なら、怖がらないで俺の恋人だと名乗ってくれ。俺もそうする。俺は、他人にどうこう言われることで気持ちを変えることは無い。だからきみもそうであって欲しい」

　昨晩、告白の言葉をもらった時にお互いの気持ちを確認した。その時決めたはずだったのに、落ち着けばやっぱりヴィオラは揺らいでいる。それを見かねたのかニルソンが言う。

「ヴィオラ嬢、他人に言われることが辛くて揺らぐような程度の想いならやめなさい」

　え、と彼を見上げれば、真面目なカオでヴィオラを見ていた。

「この先もきっと、庶民風情魔女風情がだの、相応しくない別れろだの、ろくでもないことを言ってくる輩はたくさんいるでしょう。それを蹴散らせるだけの度胸と根性がなくてはこの先副団長とずっと共にいることなどできませんよ」

　息を詰めるヴィオラに、ニルソンは畳みかける。

「それが嫌ならば、何を誰に言われても揺らがない自信を持てるよう努力しなさい。自分で決めたのなら堂々としていなさい。副団長は自身の相手をあなたと決めてもう腹を括っている。それに応える気があるなら、あなたもそれを裏切らない気持ちを持ちなさい。それが誠実というものです」

　ニルソンの言葉をよく噛みしめる。

　真摯な言葉は、ヴィオラの不安を的確に示し、それでもがんばれと叱咤してくれる。

　これ以上は自分の覚悟の問題であることはヴィオラにも判っていた。

　叶うわけがないと思っていた片想いが叶った途端にどうしていいか判らないのでは甲斐がない。

　ヴィオラの武器はラーシュを好きだという気持ちだけだ。それなのにそれすらも他人の言葉で揺らぐようではこの先続くわけがない。

　がんばろう、と思う。

「……はい」

　今度は素直にうなずくことができた。

　と、途端にちょっと不満そうにラーシュが言った。

「どうしてレンナルトの言うことには素直にうなずくんだ」

「人徳と説得力だな。大恋愛の末に可愛い妻子を得て既に十年、私生活では順風満帆な俺が語るのと、二年も前から片想いされてるのを気付きもしなかった朴念仁とでは言葉の重みが違う」

「悪かったな、どうせ女心には疎いわ」

「気をつけろよ、今後、喧嘩の元になるぞ」

　にやにやと笑うニルソンは、完全にラーシュをおちょくる気しかないようだ。

　ヴィオラには騎士らしく丁寧に接してくれるニルソンは、ラーシュには容赦無い。

　そしてラーシュもニルソンには日ごろのヴィオラに対する態度とはだいぶ違って忌憚きたんがない。

　そのやりとりに思わず笑いが漏れると、それに気付いたラーシュが咳払いで格好悪さをごまかした。

「それで、魔術研究庁にはいつ行く？　魔力量を計測しなければいけないだろう？」

　魔女になった女性は、魔術研究庁にて魔力量の計測とその質を調べられることになっている。

　魔力量の多さはそのまま能力に直結するし、多くなくとも特殊だったり稀有な魔法を使える可能性もある。

　ことによっては魔術研究庁入りを勧められることもあるのだ。

　もちろん義務というわけではないから実は調べたことのない市井の魔女もいるだろうが、もし勧誘されれば給料は良いし、なにしろ宮勤めの肩書は信用問題という点において世間の目が違う。

　エルヴィーラのように裕福な魔女ばかりではないため、研究費用や設備のために入庁を承諾する魔女もいる。それが最終的に国のためにもなるのなら万々歳だ。

　もちろん誰でもいいというわけではないが、人材が増えることはありがたい。

　なにしろ優秀な魔女ほど気まぐれで、国に使われるコトを嫌がる傾向にある。魔術研究庁はいつでも人材不足、人数不足なのだ。

　世間的な問題としては、魔術研究庁には既婚者がとてつもなく少ないと評判だという点だろう。

　理由は自明で、研究に没頭して相手を探す気が無い者と、魔術師の性格上、気楽な性生活のために固定の相手を求めない者が圧倒的に多いからだ。

　職員には魔術師でない者も当然いるが、入庁試験があるのでそれなりに優秀な者が多いはずなのに彼らまで既婚者が少ないのは、変わり者が多い魔術師につきあっているうちに自身も気付かず変わり者になっているか、元々変わり者なのだと実まことしやかに言われている。ちなみに、そうでない者は大抵一年と持たず配置換えを願って庁を去っている。

　そんなところに自分が入るという選択肢は、正直ヴィオラにはないのだが。

「その辺はとりあえず師匠が帰ってきて報告してからと思って」

「それはそうか。その時は俺も同席してもいいだろうか」

「それはいいですけど、なんでですか？」

「知っておきたいから。実際のきみの魔力の数値がどれくらいなのか、俺とどれくらい差があるのか、知っておくに越したことは無いだろう」

　……そこ、拘るんですね。

　ラーシュが気にする理由は判っているからツッコまないが。と思ったらニルソンがツッコんだ。

「魔女だからって魔力が空っケツになるほど使い切るような事態はそうないと思うんだが。ああ、昨日のヴィオラ嬢は別として」

「判っている」

「ついでに言えば、空っぽになったからって全回復しないと動けないわけじゃないんだから、それこそ二、三回もヤりゃすむ話だろう？」

「それも判っている。でも全回復させたい」

「なんでだよ？」

「他の男にヴィオラに手を出される理由をひとつでも潰すため、かな」

　一瞬ぽかんとした副官は、次いでぶはっと吹いた。

「うわ、重っ。ずっと何ヶ月も前から自分が惚れてるの全っ然気付いてなかったくせに、気付いた途端重っ。ヴィオラ嬢、もしかしたらエラい男に見込まれちまったかもしれませんよ」

　真っ赤になっているヴィオラに目をやってから、ニルソンはそれでもなんだか嬉しそうな様子の彼女に苦笑する。

「……あー、それも嬉しいのね。はいはい、おじさんが野暮でした」

　さっきと違う意味で恥ずかしくなったヴィオラが照れていると、ふとラーシュがナニか思い出したらしく、立ち上がって自分の執務机に向かった。しばらく引き出しの中身を漁っていたが、目的の物をみつけたらしく、掌サイズの小箱をもって帰ってくる。

「ヴィオラ、さっきの装飾品の話だが、きみが嫌でなければこれはどうだろうか」

　小箱を受け取って開いてみると、そこには光沢を帯びた真っ黒いピアスがあった。少し大きめの半球の石にラーシュの軍服の襟章と同じ竜と剣を組み合わせた紋章が金で彫られている。材質は判らないが、見たことのない石のようだ。

　ニルソンがぎょっとしているが、ピアスに目がいっているヴィオラは気付かない。

「わ、綺麗ですね。素敵」

「これを俺ときみで片方ずつつけるというのはどうだろうかと。ちゃんと街の宝飾店できみの気に入るものを探すつもりだったんだが、これを思い出してな」

「これ、どういうものなんですか？　ていうか、私がつけさせていただいていいものなんですか？」

「構わない。これは、俺が斃した竜の角からつくったものでね、滅竜騎士がその証にとつけるものらしいんだが、つけるのが面倒で机に入れっぱなしにしておいたものだ。どうせつけなくたってこの見てくれのせいで俺のカオは既に有名だし、今更と思っていたんだ。きみがこれでいいというなら今ここでつけてあげよう。俺のはきみがつけてくれ」

「そんな大事なもの、本当にいいんですか？　怒られませんか？」

「大丈夫。ちゃんと認められているし、そういうことをしている人は他にもいる」

「そういうことなら」

　うなずくと、ラーシュが箱から出したピアスの片方を取り出して、ヴィオラの左耳につけた。ピアスは普段はつけないが、穴は既に開いている。

「あ、そうだ」

　ヴィオラがもう片方のピアスを手に取ると、その石に魔力を込めた。そしてラーシュの耳には穴が開いていなかったので魔術で穴をあけて止血と消毒をし、右耳にピアスをつける。

「今、なにしたんだ？」

「ちょっと強力な幸運と防護の護符を付加しました。ラーシュ様の身を少しでも護れるように」

「魔女の護符か。ありがたい」

　にっこりと笑い合う。これで恋人同士の約束の出来上がりだ。

　嬉しくてカオがニヤけてしまう。口元を手で隠して幸せを噛みしめていると、ふと、すっかり呆れたカオでニルソンがつぶやいているのが聞こえた。

「……マジかい。初日でおまえってヤツは……、マジで重っ」

　なんのことかと思ったが、ラーシュは聞こえているだろうに無視しているので首を傾げる。

　だが、嬉しそうにヴィオラの耳のピアスに触れているラーシュを見たら、まあいいか、と、思った。

　後で、慌てふためくことになるなんて思いもしないで。
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　数日後、エルヴィーラが帰ってくると、ヴィオラがなにか言う前に、カオを見て一瞬ぽかんとしてから突然豪快に吹き出した。

　思わず怯んだヴィオラがそれでも、あの、と口を開く。

「あの、私、その、魔女に、なりました……」

　正直、ナニをどんだけからかわれるかとビビりまくっていたヴィオラだが、エルヴィーラは笑ってぽんとアタマに手を置いて撫でただけだった。

「はい、おめでとう。じゃああたし寝るわあー」

　超あっさり祝いの言葉を言ってから自室に去っていった。

　正直ものすごい拍子抜けだ。

　魔女になったということは誰かとそういうコトをしたということだが、てっきり相手が誰だとかいつの間にそんな間柄にとか追求されるものだと思っていたのに。

　そう思ってから、たぶんきっと、エルヴィーラには話さなくても全部バレている気がした。

　だって、師匠はいつだって、ヴィオラの気持ちなんてお見通しなのだから。










　そして、魔術研究庁での計測当日。

　エルヴィーラとラーシュに付き添われて、ヴィオラは初めて師匠のお遣いでなく自分の用事で庁に来た。

　魔術師長、アンセルム・アーダム・ヴレットブラードは六十歳をいくつか過ぎたくらいの年と聞くが、薄い茶色の髪が気苦労のためかすっかり真っ白になっていて二十歳くらい余分に年を取って見える細身の男性だ。ちなみにその気苦労の半分くらいはエルヴィーラのせいだという噂は本当だろうかと、弟子としては気になるところである。

　魔術師としてはエルヴィーラに遥かに劣る魔力量だが精神魔術を得意としていて、理知的な容貌だが基本が小難しくしかめられたカオは陛下と対照的だ。

　エルヴィーラは小うるさいと嫌っているが、実は彼女が一目置いている極少ない人物の一人であることをヴィオラは知っている。

　有能だが気紛れで手を焼いているエルヴィーラの弟子であるヴィオラのことも各方面において随分心配してくれていることは知っているし、魔術師の割にとても真面目で誠実な彼のコトをヴィオラは決して嫌いではない。そしてその人柄から変人の多い魔術師にも彼を慕う者は多い。

　エルヴィーラはともかくどうしてラーシュがいるのかを魔術師長に問われたが、それを説明する前に師匠が野暮なコト訊くんじゃないわよと笑って、何故かヴィオラの耳を指さした。どうやらピアスがラーシュとお揃いなのを魔術師長に指摘したようだ。

　魔術師長にそれで全部察したようにうなずかれて、それはそれでものすごく恥ずかしいヴィオラであった。なんでラーシュはそんなに平然としていられるのかがさっぱり判らない。

　計測結果はと言うと、端的に言えばものすごい魔力量だと言えた。計測をしてくれた庁の魔術師たちが揃ってどよめくくらいにはすごい結果だ。

　庁が現在把握している者の魔力量からすると、平均の倍以上、それも上から数えて何番目という数字だ。ちなみにトップは当然エルヴィーラである。

　ちなみにラーシュの三倍以上あるコトに彼はちょっと考え込んでいて、ナニを考えているかが若干怖いと思うのは私だけだろうかとヴィオラはちょっとだけ慄いた。

　質の点では、予想していたことだが、ヴィオラは攻撃系より守備や補助魔術などの方が向いているようだ。とはいえ、苦手と言っても平均的な魔女が得意だといえる威力くらいは平気でありそうで、そんなところは師匠と同じらしい。

　自身の魔力を他の物に移動させ封入する力もかなり上手くて速い。それは魔石に魔力を注入する蓄魔石づくりの内職が功を奏しているようだ。

　そして、期待された『壁』の構築は、威力は強いが長時間の維持は難しいようだ。見習い魔女で『壁』をつくれた者はそんなに多くない。もし維持ができるようなら確実に入庁の勧誘がされただろう。

　更に、『扉』の構築だが、こちらは割と簡単にできてしまった。

　この部屋の扉をラーシュの執務室に繋いでみたら、驚くほどあっさりとできてしまったのだ。

　これはおそらく、いつもひょいひょいと師匠が使うのをいつも見ていたからではないかと推測できた。

　扉を開けるとそこにニルソンがいて、ノックも無しに開いた扉からヴィオラと、その向こうにラーシュやエルヴィーラ、魔術師長がいるのを見てぽかんとしてから、それでも挨拶をくれたのはさすがの豪胆さだ。

「ええと、とりあえず、おはようございます、ヴィオラ嬢？」

「あ、はい、おはようございます。お仕事中にすみません。すぐお暇しますから」

「それはいいんですが、もしかして『扉』を開きました？」

「あ、はい」

「おお、すごいですね！」

　手放しで褒めてくれたニルソンにぺこぺことお礼を言っていると、後ろから師匠が言った。

「一度『扉』を閉じて、今度はラーシュを連れてもう一度開いてみなさい。魔力は足りるはずよ」

「あ、はい。ニルソン様、一度失礼します」

「はいはい」

『扉』を閉めて、それからラーシュの手を取ってもう一度『扉』を開いてみる。自分の魔力量が随分少なくなったのを感じたが、それでも無事『扉』が開いてもう一度ニルソンのいる執務室に繋げることができた。

　振り返って『扉』の向こうの師匠を笑顔で振り返る。

「師匠、できました！」

「ん、よろしい。さすがはあたしの秘蔵っ子。優秀優秀」

　満足げにうなずいている師匠の笑顔が嬉しい。やっぱりいつまでたっても術が初めて成功した時、師匠に褒められるのは弟子としては嬉しいものだ。まして、今まで魔力量が足りず術式が発動しなくてできなかった術を難なくできた。また新たにできる術が増えたのだ。この分なら、他にも魔力不足でできなかったいくつかの術ができることだろう。試してみるのが楽しみだ。

「二人で移動ですか。本当にすごいですね、ヴィオラ嬢」

「魔力量の余裕はまだあるのか？　また倒れたりしないか？」

　絶賛してくれるニルソンの隣でラーシュが心配してくれる。

「はい、まだ大丈夫です。たぶん、もう一度くらいならなんとか、あ、でも二人で通るのはちょっとキツいかもですけど」

『扉』を複数人で通るのは、単純に一人分の二倍というほどではないが、それに近い魔力量を消費するようだ。つまり、魔力が完全回復していれば、二人で往復『扉』で行き来することは可能なだけの魔力量がヴィオラにあるということだ。

　さすがに実験で無理をして昏倒しても間抜けなので、今度は歩いて魔術研究庁まで戻った。

　戻ると、なにやら書類に結果を書きつけていたらしい魔術師長やその部下と、満足げな笑みのエルヴィーラが出迎えてくれた。

　薬や毒の知識もあり、精神魔法系の適正もある。およそ魔女ができることのあらかたをヴィオラができることを称賛されて、実は本人が一番驚いた。

　エルヴィーラの仕込みが良く、本人も幼い頃から真面目に勉強したおかげで随分と知っている魔術も多いヴィオラは、それが当然だと思っていたので、自分ができる程度の魔術ならみんなできると思っていたのだ。それは、エルヴィーラという比較対象が規格外であるというコトを完全に失念していたヴィオラの勘違いなのだが。そして、その規格外の魔女に育てられたヴィオラもまた規格外だったというワケだ。

　元々の素質もあったのだろう。だが、普通は十歳くらいから始める修行や勉強を、引き取られた三歳過ぎからずっと超一流の師匠の元でたぶん他の魔女の倍以上の時間を掛けて習得してきたヴィオラは、同年代の魔女の誰よりもたくさんの術を見、知り、試してきた。その努力の賜物でもあったのだろう。

　とにかく、ごく一部の特殊な術以外の汎用性のある魔術はほとんどすべてできると言っても過言ではない上、『扉』のような高レベルの術も使える。思っていたよりかなり評価の高い結果が出て、これは入庁の勧誘待ったなしかと内心ビビっていたのだが。






「……入庁をお願いするわけにはいかんのだよな？」






　残念そうに溜息をつく魔術師長に、ヴィオラが小首を傾げる。

　魔術師長はヴィオラが断るのを前提としているようだ。確かに気は進まないと思ってはいたが、何故なのか。

「ラーシュ、そちらの予定は立っているのか？」

「いえ、具体的にはまだ。ですが、近いうちに私の実家に話は通そうと思っています」

「その間までだけでも、というわけには……」

「すぐ辞めることになるのでは、そちらに迷惑がかかるでしょう」

「それはそうだが、僅かな間でも手伝ってもらえれば」

「それは私は構いませんが、ヴィオラとエルヴィーラ殿が受けるかどうかかと」

　何故、魔術師長はラーシュと話をしているのだろうか。自分の就職の話のはずではなかったか。

　ますます判らない。と思っていたら、更にエルヴィーラが口を挟んだ。

「ちょっとラーシュ、まだあたしは認めるって言ってないわよ？　この子が欲しかったらあたしを倒してからにしなさい」

「そんな人類には不可能な条件を出さないでいただけますか。もう一度竜を単独で斃してこいと言われた方が多分楽です」

「はあ？　うちの秘蔵っ子を狙ってるんならそれくらいの気概を見せなさいよ」

　師匠まで参加しだして、もうヴィオラにはわけが判らない。困惑していると、それに気付いたらしい魔術師長がヴィオラに訊いた。

「ヴィオラ、正式採用でなくとも良い、きみもエルヴィーラと同様に魔術研究庁の協力要請を受ける形でいいから手伝ってくれんか？」

「あ、はい、その程度なら。でも、あの、どうして初めからお手伝いなんですか？　私はてっきり入庁を勧められるものだとばかり」

　承諾したヴィオラにほっとした様子だった魔術師長は、問われて首を傾げた。






「どうしてって、きみはラーシュと近く結婚するのだろう？」






「は!?」

　突然の爆弾発言だが、当の本人が一番、というか、ヴィオラ以外の誰も驚いていないのはどういうことか。

　ニヤニヤ笑っている師匠と、平然としているラーシュの方がおかしくないか。

　思い切り固まったヴィオラの様子を見て、魔術師長はナニかを察したらしい。ラーシュを呆れた目で見遣った。

「なんだ、よりによって本人が判っていないじゃないか。ラーシュ、ヴィオラが唖然としているぞ」

「一応把握はしているはずなんですが」

　しれっと答えているラーシュに、ヴィオラの混乱がますます加速する。

　把握？　何の話ですか？　いつ？　ナニか言われたっけ？

「それならきちんと話を通しておきなさい。ヴィオラ、出仕の日にちや仕事内容などはまた追って連絡する。今日のところは帰っていい。ご苦労だったな」

「あ、はい」

　魔術師長の労いに反射的に返事をして、彼が退出したのを確認してから、ヴィオラは困惑を隠さないカオで師匠と恋人を見た。

　視線は口以上にモノを言っていたらしい。エルヴィーラがケタケタと笑いだす隣で、ラーシュが苦笑している。

　どういうことだ、説明を求める！　と目で訴えるまでもなく、ラーシュが言った。






「そうか、ヴィオラは知らなかったか。そのピアス、国より賜った特別な身分を示すピアスは、賜った者以外がつけることは原則としては許されていないんだが、ひとりだけ例外がいる。妻か婚約者にのみ、それを与えることができるんだ」






「…………っ！！！！」

　息が止まるかと思った。

　眩暈がしそうだ。思わず膝から力が抜けて、その場にへたり込む。

　ちょっと待って、なんですかソレ、そんな大層なモノだなんて言わなかったじゃないですか。

　ピアスをくださった時、他にもしてるヒトがいるからって言ってたから素直に受け取ったけど、それって恋人程度の関係じゃなく、ホントにその方の奥様だったからでは？

　そんな重たいモノだなんて、言って下さらなければ知るわけないじゃないですか。

　師匠が相手を聞かなかった理由も魔術師長様が納得した理由もこれで判った。

　だから魔術師長様が入庁を勧めなかったのか。貴族の妻になるなら宮仕えは難しい。

　ああ、だからニルソン様が、呆れて重いって。

　そりゃ付き合い始めた初日で渡すモノじゃないですよね。

　ああ、どうりで城に入ってからここに来るまでの間、やたらとみんなの視線がイタイと思った。

　ラーシュ様とお揃いでそんなのつけてたら、そりゃみんな見るよね。

　一緒にいるだけでもナニか言われてそうなのに、こ、こんやくしゃって、一気に噂が広まりそう。

　それなのに、私なんかに簡単に渡すなんて、ラーシュ様ってば一体ナニ考えて。






「……ヴィオラ？　大丈夫か？」

　その場に座り込んだまま動かないことに驚いてか、ラーシュが目の前で片膝をついた。

　呆けたカオの恋人を不安そうに覗き込んだラーシュが続ける。

「……その、すまない。そんなに驚くとは思わなくて。きちんと言葉にはしていなかったが、うなずいてくれたから気持ちは伝わっているものとばかり。ああ、やっぱり俺は言葉が足りないな」

「……気持ち？」

「ずっと一緒にいたいと、一生俺だけにしてと言ったはずだよ」

　言われた。確かに言われたが。






「結婚して欲しい。もちろん今すぐにとは言わない。でも、きみを俺だけの女にしたい」






　今度こそ、本当に息が止まった。

　そして。

「おいっ！　ヴィオラ!?　しっかりしろ！」

　ヴィオラはその場で気絶した。

















＜　16　＞












　魔術研究庁の応接室に運ばれたヴィオラは、ソファに横たえられていた。

　額にエルヴィーラが魔術で濡らして冷やしたハンカチを乗せてあるが、まだ起きる気配はない。

『扉』をいきなり続けて二度も使ったことでの急激な魔力消費による疲れもあるのだろう、すぐに起きる気配はなかった。

　それを横目で見ながら、エルヴィーラがラーシュに呆れた目を向けていた。

「まったくもう、ナニうちの子驚かせてんのよ」

「……面目無い」

　ヴィオラの頭を預けているクッションの向こう側、ソファの肘掛けに座って彼女を見ていたラーシュが気落ちした声で謝った。

「まさか、気絶するほど驚かれるとは思わなかったんですよ」

　しょぼん、という雰囲気のラーシュに、エルヴィーラは溜息を吐く。

「大体、プロポーズなんて初めてヤって一週間もしないうちにするもんじゃないでしょ。サイダルから帰ってきた時、あの子の耳に滅竜騎士のピアスがついてたの見て思わず失笑したわよ。どんだけ重いの、あなた。いくらなんでも気が急き過ぎってもんじゃないの」

「虫除けになればと思ったんです。私のピアスをしていれば、城内で無礼を働かれる可能性は減ると思って。……少なくとも、手を出そうという男はいなくなるかと」

「それは確かにめっちゃ効果ありそうだけどねえ。でも、くだらない嫌味をがーがー喚き散らすおバカな侍女なんかは逆に増えそうね」

　滅竜騎士の女だと判っていて手を出すような根性の入った男は確かにいるまい。だが、それをやっかんだ侍女が、魔女が滅竜騎士様をたぶらかしたと騒ぎそうだと指摘されて、男除けのことを考えるあまりにそちらの可能性をまったく予想していなかったことにラーシュはやっと気付く。

　珍しく気落ちがカオに出ているラーシュに、エルヴィーラは言う。

「一応言っとくけど、別にこの子は結婚がイヤとかで驚いたわけじゃないからね。そこ間違えんじゃないわよ」

　え、とカオを上げたラーシュが目を瞠った。

「では何故」

「魔女にとっては、結婚なんてほとんど有り得ないからよ。ゼロじゃないけど可能性としてはかなり低いし、結婚しても離婚率が高い。一生特定の男をつくらない独り者が圧倒的に多い。魔女は基本的に家族の縁が薄いから、家庭の温かみやありがたさを知らない子が多い。聞いているだろうけどヴィオラも両親は子供の頃に亡くなっているしね。だから家族と言えるのはあたし一人っきりだし。家族に憧れる一方で、魔女と結婚は昔からあんまり相性が良くないの。理由は、まあ、判るでしょ」

「いつもの淫乱と怠惰ですか。でも、少なくともヴィオラには当てはまらないでしょう」

「怠惰は確かに現在のあの子には当てはまらないわね。でも、淫乱の方は、魔女の性質を旦那がどこまで理解できるか、どこまで旦那が妻を信用できるかって話。大抵は旦那が妻を最終的には信じられなくなって離婚するケースが多い。もしくは妻が足りなくて結局浮気するか、ね」

「つまり、私がヴィオラを最後まで信じ切り、尚且つ性的にも常に満足させられれば問題ないわけでしょう」

「まあ、そうだけど。自信あるの？」

「ありますが、努力もします」

「……あらそう」

　つい答えてから、エルヴィーラは不意に笑いだした。いつものからかうようにではなく、素直におかしくて笑っているようだ。

「そう、じゃあ、まあ精々がんばんなさい。ヴィオラをちゃんとその気にさせられるかどうかはあなた次第だけどね」

「つまり、許していただけたと思っていいんですか」

　真面目に訊くラーシュにエルヴィーラは肩をすくめた。

「元より、あたしが決めるこっちゃないわ。この子がいいならあたしもいいのよ。あーんな純白、いや、白金かしらね、白金に蔦、青玉の珠とか、どんだけ幸せな思いしたのって杖見せつけられちゃ、反対するのもばかばかしいわよ。まあ、反対する理由なんてそもそもないけど」

「杖、ですか？　ヴィオラの？　あれにはなにか意味があるんですか？」

　また自分の知らない情報を提示されてラーシュが首を傾げるのを、エルヴィーラがにやにや笑う。

「大アリよ。魔女になった時の気持ちが大きく反映されるの。もちろん元々の魔力や本人の気質、得意な魔術の系統なんかも影響するけど、一番大きいのは気持ち。自分が望む好きな人ととか、大切にしてもらえたとか、まあ気持ち良かったとかも含めて、嬉しい、幸せだったって気持ちが強ければ強いほど光の属性が強くなって白く輝く杖になる。気持ちが複雑になるほど色が付いたり、怒りや悲しみが強いほど黒っぽくなっていくわ。蔦は守護や防御の方が得意だとか、護りたい人がいるとか、攻撃よりも守備を得意とする気質。珠はその時の精神の安定性ね。色が薄く透明性が高いほど安定して心の落ち着きを保っているし、強い色ほど荒れ狂っている。そして、それは今後の魔法補助をするにあたってかなりの影響力を及ぼすわ。つまり、あの子の杖は、自分は幸せの塊ですって言ってるようなものよ。恋人冥利に尽きるわね、ラーシュ？」

　にやにやと笑いながら完全にからかっている口調のエルヴィーラの視線から、思わずカオを背けて口元を片手で隠す。じわりと赤くなってきたのを自覚した。さすがに気恥ずかしい。

　だが、ヴィオラがそれほど自分との行為を心から嬉しいと思っていてくれたことを素直に嬉しいと思う。

　こんなかたちで彼女の気持ちを知るとは思わなかったが、たぶん自分が感じ、思っていた以上にヴィオラが自分を好きでいてくれていることが傍目から見えるかたちで判ってしまうわけだ。今はテーブルに置かれているヴィオラの杖をこれから目にする度、とても幸福な気分になってしまいそうだった。

「だからね、あなたには感謝してるのよ」

　不意に言われて、ラーシュはつい訊いた。

「……感謝？　あなたがいないうちに、あなたに許しも得ないで愛弟子に手を出した男にですか」

　ラーシュの不思議そうなカオを見て、エルヴィーラは珍しく苦笑を浮かべた。

「そ。ラーシュだからね」

　自分だから、というのがどういう意味で言われているのか。

　単純にヴィオラが望んだ相手だからという意味だけでない気がしてじっとエルヴィーラを見据える。

　この魔女は、正面から訊いても素直に答えてくれない気がした。

　その視線に負けたわけでもなかろうが、しばらくしてエルヴィーラが愛弟子の恋人に話しかけた。

「ねえ、ラーシュ、質問。魔女が、好きな男と望むタイミングで初めてのセックスができる可能性ってどれくらいだと思う？」

　エルヴィーラがなかなか開けっ広げな質問をした。ラーシュは一度ヴィオラに目をやってから、あまり考えずに答えた。

「どうでしょうか、全員は無理でしょうが、八割か九割か、そんなところでは？」

「一割、いないわ」

「……え」

　思わぬ答えに目を瞠ったラーシュを見て、エルヴィーラは小首を傾げる。

「意外？」

「……何故そんなに少ないん……まさか」

　言いながら思い当たることがあったらしい、ラーシュの表情が真面目なものになる。

「こないだ、ヴィオラも被害に遭いかけたんでしょ。そういうことよ」

　エルヴィーラは軽く言うが、目は笑っていない。

「魔女の貞操ってね、世間ではまったく大事だと思われてないのよ。だから平気で踏みにじられる。魔女を淫乱だの男好きだの言って蔑むわりに、魔女だったらナニやってもいいものだと思っている愚かで最低な男が多すぎる。だから、魔力があるってだけで、見習いやまだなにも知らない見習い以前の子たちまでその餌食になるの。襲われそうになった時点で魔女ならやり返す術もあるけど、まだなんにもできない娘たちは、いえ、そういう子たちだから、余計に狙われるのかもしれないけどね」

　表情が厳しいものになる騎士を見遣って、魔女はその正義感に微笑む。

「そうじゃなくとも、例えば師匠が男性だったり兄弟子がいたりなんて環境だと、成人した祝いとかもっともらしい理由をつけて奪われたりする。大きな街でもそんなんだから、田舎の方なんかもっと酷いわよ。町の若い男たちの慰み者なんて当たり前、まかり間違えば町を襲った盗賊に引いてもらう代わりに差し出されたなんてふざけた話もあるくらい」

「……そんなバカな」

「バカったって、実際に昔からある話よ。あたしはヴィオラを引き取る前まで随分あちこちに行ったわ。田舎に行けば行くほど魔女なんてそんな子ばかりよ」

　軽く肩をすくめるエルヴィーラだが、ラーシュは強張る表情が収まらない。

「……そんな話、私は……聞いたことが無い」

「ああ、でもノシュテット辺境伯領では聞いたことは無かったわね。あそこは昔から治安がしっかりしてるから。魔女にはありがたい土地よ」

　ラーシュにとってはそれだけが救いだが、だから良いとはとても言えない。

「何故それは事件扱いされていないんです？　それならもう少し騎士や兵士の間でも知られているはずだ。どうして私は今まで聞いたことがなかったんです？」

「ああ、それは騎士の側の都合ね、たぶん」

「は？」

　エルヴィーラが訊く。

「はい、じゃあもうひとつ質問ー。無理矢理ヤられて処女でなくなった子はどうなる？」

「どうって、それは、魔女に」

「そうね。では、その強制的に魔女にされた女の子が最初にやることってなんだと思う？」

「最初……？」

　すぐには思いつかず、ラーシュは考える。ヴィオラは自分の杖を変化させたが、そんな答えが訊きたいわけではないだろう。

　首を傾げるラーシュに、エルヴィーラが、はい、時間切れー、と笑う。そして。






「目の前の、自分を酷い目に遭わせたヤツらを一人残らず全員殺す。その一択でしょ」






　にやり、と魔女は嗤った。

　その、今までとまるで違う笑みに、滅竜騎士は背筋がひやりと冷えるのを感じる。

　その瞬間、言いたいことがすべて判った気がした。

　田舎の、師匠も持たぬただ魔力を持っているだけの普通の娘が男たちに襲われて魔女になる。

　怒りや哀しみで箍を外し、一気に魔力を放出した娘は、炎か水か風か、とにかく己の持つ最も強い特性の攻撃魔術を発現、暴走させ、その男たちを惨殺するのだろう。

　元々は娘を襲った男たちに非があるのだ、過剰防衛を振り切った所業とはいえ自業自得ではある。

　もし発見されても、黒焦げか血の海か、魔女以外の者がすべてこと切れた状態であれば、それをその娘がやったと証言する者はいない。もしかしたら訳もわからず魔力を全部使い果たすほどに暴れて、娘自身もそのまま昏倒してしまっているかもしれない。

　騎士は弱い者を護る為に存在する。

　だが、魔女になる前の娘は弱者でも、それが転じて魔女という絶対強者となった時、元は加害者という強者であったはずの男たちが弱者へと転落したら、どちらを護るべきなのか。

　正直、迷う騎士はいるのではなかろうか。

　だから、そんな事態を田舎の騎士たちは見て見ぬふりをしているのだ、きっと。

　長いことその土地にいる者ならば遭遇し、または先輩に聞いたこともあるかもしれない。だが結局、事を公にするのではなく、隠ぺいする方向での慣例化がされているのだろうと思われた。

　公にすれば魔力持ちの娘が襲われることは減るかもしれない。だが、その力を恐れるあまり、逆に今度は魔女になる前の少女を排除する方向に向き、まかり間違えば魔女狩りとなりかねない。

　そもそも、田舎に魔女はそう多くはない。事件が起こっても結局自分で加害者たちを制裁していることを考えればそれ以上大ごとにする必要性はない。

　面倒を厭うて隠ぺいする方が楽だと考えても不思議ではないのだ。

　そしてそのまま、ずっと長年、何十年も何百年も、そうやって魔女は虐げられてきたのだろう。

　清廉な騎士であろうと努力しているラーシュには許せない事態だが、それが事実だった。

「とはいえ、人の口に戸は立てられないわ。昨日までいた人がいきなり行方不明になって、挙句に惨殺死体で発見されたらさすがに騒ぎになる。その時、襲われた娘の存在が知れたら？　その娘はもうその土地から逃げ出すしか手はないわ。そうでなくともそんな目に遭った土地になんていたくないでしょうしね。田舎でも魔女は怖れられる。でも、それが判るまでは虐げられる。そして判った頃にはもう遅い。

　魔女にも、その土地の普通の人にもいいコトなんてひとつもない」

　エルヴィーラは淡々と続ける。

「そんな経験をした子はまともな恋愛なんてなかなかできるものではないし、好きな人ができても魔女だからと断られることもある。魔女であることを隠して生きていく子もいると思うわ。この国は諸外国には魔女に優しい国だと思われているらしいけど、実際は全然そんなことはない。むしろ生き辛い国ですらあるかもしれない、たまにそんな風に思うわ、あたしは」

　ある程度以上の魔力を持ち、師匠を得て修行をして、薬師なり魔道具作りなりなんらかの技術を持つ者になるか、宮廷に出仕できるようにでもなればそれなりに生き易くなるかもしれない。

　だが、それ以前に精神的にも肉体的にも傷付きやさぐれてしまう魔女はきっと多いのだろう。

　魔術の補助の役割を担う杖は大抵は師匠からもらい、自分で調達する例はそれほどない。だが、そんな彼女たちが杖を持てたとしたら、ほとんどの魔女が白木の杖をどす黒く濁してしまうことだろう。

　それとも、年月が過ぎたことで多少の色の緩和がされるのであろうか。いずれにしても、綺麗な明るい色になるわけではなかろうことは予想に難くない。

　それは、女性の魔術師特有のことで、今までラーシュには縁のない世界だった。

　男性の魔術師は初めから術が使える代わりに魔力量も少なければ杖も要らない。別に女を知らなければ術を使えないわけではない。それは先祖返りと謂われたラーシュとて同じだ。

　根本的なところで男性の魔術師と魔女では違う。その差は一体何なのだろうか。

　男性魔術師とはあまりに違う過酷な状況にラーシュは絶句する。

「だからね、本当のホントにラーシュには感謝してるのよ、あたしは」

　突然話が元に戻されて、ラーシュはきょとんとした。

「……ナニを、ですか」






「自分の好きな男に抱いてもらって魔女になれて、更に好きになってもらえて、その上プロポーズまでしてもらえる。あの子の、そんな普通の女の子の夢を全部叶えてやってくれてありがとね。そんな幸運な魔女、きっと千人に一人もいないわ」






　見たこともないほど優しい笑みを浮かべたエルヴィーラには、その時だけ、魔女ではなく母のような温かさがあった。

　思わず目を瞠ったラーシュは、返事をしようとするも言葉が出ず、結局その場で深く頭を下げた。

　そして、ふと気付く。

　その優しい笑みを浮かべる恋人の師匠が傍らに置いた杖の色は。






　――――深淵の闇のように黒光りする漆黒の杖と滴る血のような深紅の珠。

















＜　17　＞












　しばらくしてヴィオラが目を覚ました。

　起きた途端にラーシュが目に入って慌てて起きようとしたが、肘掛けに座っていた彼に上から額を押さえられて、止む無くそのままおとなしくなった。

「いいから慌てて起きようとするな。倒れたのに危ないだろう。もっとも原因をつくったのは俺なんだが。……驚かせてすまなかった」

「いえ、そんな。私の方こそごめんなさい、でも嫌だったわけじゃ全然なくて、驚き過ぎただけで」

「判ってる。エルヴィーラ殿にも言われた」

「え、あれ、そういえば師匠は？」

　横目で探すも、さっきまでいたはずのエルヴィーラは部屋にはいなかった。

「ああ、エルヴィーラ殿は魔術師長様に呼ばれてさっき出ていかれた。サイダルの報告書をまだ出してなかったらしいじゃないか。せっかくだからここで書いて行けと連れていかれたよ」

「あ、そういえば」

「ついでに、それを提出したらその足で陛下に報告に行けと。それが終わるまでは帰らせんからなとか言われていたから、もしかしたらエルヴィーラ殿が帰れるのは夜になるかもな」

　えー、とかなんとか文句を言いながら魔術師長に連行されていったであろう師匠の姿を想像してうーんと唸ったヴィオラは、ラーシュを見上げた。

「そういうラーシュ様はまだお仕事に行かなくていいんですか？」

「この状態のきみを置いて仕事に行けと？　そんなに冷たい男だと思われているのか、俺は？」

　心外だというようにわざと真顔で言うラーシュに、ヴィオラは首を振る。

「いえ、そんなことは。でも、先日に続いて二度も私のコトでお仕事を遅刻するのはと思って」

「大丈夫。今は急ぎの仕事もないし、もしなにかあっても、城内にいることは知っているんだからレンナルトが伝言鳥でもなんでも寄越すだろう。もちろん無理な時もあるだろうが、今日みたいな時くらいきみを優先させてくれ」

「……はい。ありがとうございます」

　ヴィオラは微笑んだ。素直にうなずいたからか、ラーシュはヴィオラのアタマを撫でてから椅子から降りた。背中を支えてヴィオラを起こす。

「大丈夫か？」

「はい、そんなに心配しなくても平気ですよ。私、ラーシュ様に思われているよりは丈夫だと思います」

「だが、俺より丈夫ってことはないだろう。騎士たるもの女性の身は大切にするものだ。それが惚れた女なら尚更な」

　わざわざにっこりと笑ってくれるものだから、ヴィオラは赤面するしかない。

「……ラーシュ様、気障です」

「好きな女の前で格好付けないで他の誰にするっていうんだ」

　くつくつと喉を鳴らして笑うラーシュが楽しそうだ。

「そりゃそうかもしれませんけど……！」

　言い返そうとしたヴィオラの口をラーシュが自分のもので塞いだ。離れてから膝をついて、下からヴィオラを見上げる。

「さっきは驚かせてすまなかった。俺はどうも色恋ごとに疎くてな。そのせいでつい気が急いているらしい。エルヴィーラ殿にも呆れられた」

　不意打ちを食らって恥ずかしそうにしていたヴィオラはカオを上げた。

「気が急いている、ですか？」

「ああ、自覚はあまりないんだが俺は意外と独占欲が強いらしい。きみの傍にずっといたいし他の誰にも触らせたくない。俺の恋人だと主張したい。そんな思いが無意識に強すぎた結果がそのピアスだ」

　思わず、かあっとヴィオラのカオに血が上る。どれだけ恥ずかしくて、そしてなんて嬉しいコトを言ってくれるのか。だが、ピアスと言われたことで文句を思い出した。

「そ、そう、このピアス！　そんな大切な意味があるのに私なんかに安易に渡すなんてラーシュ様、ダメです！　怒られます！」

　そんな大変なものは受け取れない。返さなくてはと耳に手をやると、手をラーシュに押さえられた。

「誰にだ？」

「そ、そりゃ、陛下とか！」

「陛下は許容してくださると思うが。それに俺は、安易に渡してなどいないよ」

「でも」

「魔術師長様には納得されただろう。それはつまり、俺達が結婚しても問題ないということだろう？」

「……あ」

　確かにそうだと思い当たる。本当に駄目なら魔術師長が止めたはずだ。

「確かにその場の思いつきで安易にきみに渡したように見えたかもしれない。だが、俺だってピアスの意味の重要性くらい承知している。その上できみに渡したいと思った。きみに俺の嫁さんになって欲しい、ずっと傍にいて欲しいと思ったんだ」

　捕まえた手を握り込んで、ラーシュが告げる。

「レンナルトにもエルヴィーラ殿にもツッコまれたよ、初日に渡すか、さすがに重いって。自分だって思うさ、早過ぎだろうって。でもな、きみがいいと思ってしまったんだ。きみの初めてをもらった責任を取るというんじゃなく、ああ、いや、そういう気が全然ないというわけでもないが、素直な願いとしてきみと一緒にいたい、そしてそのために一番確実な方法を採りたい。その結果が結婚という形ならば、俺はそれを躊躇わない。でも、それをきみが考えられない、まだ早いと思うのももちろん判る。成人したばかりでまだ年若いきみには、まだ違う、俺よりずっといい男との出会いもあるかもしれない。でも、それならば余計に俺は、まだ見ぬそいつとの出会いの可能性すら潰したい。俺の我儘だとは判っている。でも、そう願うほどに、俺はきみが欲しい」

　真剣な目で告げるラーシュの言葉は真実だと思わせるだけの真摯さがあった。

　ただの恋だったはずだ。告げるつもりのない一方的なその片想いはどうせ叶うわけもないと、初めからいつかは諦めなくてはならないと思っていた、儚く淡い恋だったはずだ。そして予想外なことに想いが叶ってしまったものの、それでもいずれは別れることになるのだろうとすら思っていたのに、ラーシュの方はその先を願ってくれていた。

　叶ってしまった恋に慌てているのはヴィオラの方だった。

　……余分なものに怖れ怯えて誠実でなかったのは、自分の方だったのか。

「……ごめんなさい。違うんです」

　涙が出そうになって、一生懸命耐える。

「私が、ただラーシュ様と一緒にいられること自体が嬉しすぎて夢みたいで、それだけでもう満足してしまっていて。だから今後ラーシュ様とどうなりたいとか全然考えてなかった。まして結婚なんて魔女には夢のまた夢だと思ってたから、ラーシュ様が結婚を望んでくださるなんて、夢にも思ってなかった。だから、驚き過ぎて、なんにも考えられなかっただけなんです」

　一生懸命言い訳する。すると、困ったように微笑んだラーシュが、ヴィオラの髪をくしゃりと撫でた。

「……正直、複雑な気分だ。ものすごく可愛いコトと、ものすごく残念なコトを同時に言われた」

「え」

「俺といることが嬉しすぎるなんて可愛いコトを言われてとても嬉しいのに、俺がきみをどれだけ真剣に好きになったのかは信じてもらえていなかったのかと」

「……あ」

　そう言われればそうだと気付いて、ヴィオラは息を呑んだ。

　初めから両想いは無理、両想いになれてもきっといずれ別れることになる、などと心に逃げ道を作って、いつかこの恋を失った時、少しでも痛手が少なくて済むようにと自分で自分を護っていた。

　それは、ラーシュの気持ちを信じていないことに繋がるのに。

　もちろん、貴族として政治的意図やなんらかの外的要因によってラーシュが他の女性と婚姻を結ばなければならなくなる可能性がゼロとは言えない。でも、それ以外でヴィオラがラーシュの気持ちを疑う必要などないはずなのに。

　好きだと言ってくれたその言葉を素直に信じ切れないヴィオラ自身の気持ちの弱さが悲しくなる。

　何度も心に決めたはずなのに。ラーシュ本人にも言われた。ニルソンにも言われた。

　それなのに、まだ足りないのか。

　ヴィオラは、目ににじんでくる涙を必死に我慢した。そして頭を下げる。

「ごめんなさい。ごめんなさい、私、これから、今度こそ、ちゃんと考えます。もう、魔女だからとか言いません。ラーシュ様との今後のコト、その、け、結婚、のコトも、ちゃんと考えます。師匠に許してもらえるか判らないですけど、ラーシュ様が師匠を倒さなくても許してもらえるように、がんばります。だから、私のこと、呆れて嫌いになったりしないで……」

　嫌い、と口に出したらもう涙の我慢ができなくなった。今嫌われたらと思ったらものすごく悲しくなってきた。想像だけでこんなに悲しくなってしまうのに、なんで素直に信じられなかったんだろう。

　泣きそうになるのを見られたくなくてうつむいたら、突然ふわりと抱きしめられた。

「ああ、そうしてくれると嬉しい」

　優しい声で言われて、ヴィオラは更に泣きたくなる。

「俺はそんなことできみを嫌ったりしないから安心しなさい。その程度でどうこう思うようないい加減な想いならこのピアスをきみに贈ったりなんかしない」

　耳のピアスにくちづけられた。

　気障な仕草に照れていたら、ラーシュが楽しそうに続けた。

「それから、エルヴィーラ殿にはもう許可はもらえたから、あの人を倒さなくても良さそうだよ」

「良かった。たぶんそうだろうとは思ったんですけど」

「そうなのか？」

「はい。師匠は、私がそうしたいっていう時には、本当に駄目な時以外は好きにさせてくれるんです。だからきっと、私がいいならって言ってくれると思ってました。師匠はラーシュ様を気に入っているから」

　涙を拭きながら笑うヴィオラだが、最後に付け加えた言葉でラーシュがヘンなカオをする。

「……気に入られているか？　いつも遊ばれているようにしか思えないが」

「それは否定しませんけど、そもそも気に入らなかったら私をあなたに近付けていないと思います」

「……なるほど、きみと二人でいることを許してくれている時点でもう許可をもらっていたということか。判り易いんだか判り難いんだか、難しい人だ」

　一つの部屋で二人だけでいるのも、菓子屋巡りという名のデートも、確かにラーシュ以外の者であれば、あんなに簡単に了承はされなかったかもしれない。

「それもこれもラーシュ様が真面目で誠実な騎士様だからですよね。やっぱりラーシュ様は素敵です」

　嬉しそうなヴィオラだが、ラーシュは困ったように笑う。

「そんなコトを言われてしまうと、この後言おうと思った提案が言いにくくなってしまうな」

「提案？　なんですか？」

「まずは、ちょっと移動しようか。立てるか？」

　促されて、先に立ったラーシュに支えられて立ち上がる。部屋を出て割と長い距離を歩き、城の敷地内ではあるが外に出ると、連れていかれたのは行ったコトのない建物だった。

　丈夫な煉瓦造りの四階建ての横長い建物は、年代物っぽいがきちんと手入れされていてあまり古さを感じない立派なものだ。

「騎士の独身寮だよ」

「え、あの、部外者の私が入っていい場所ですか？」

「構わないよ。俺の部屋に行こう。話はそこでするから」

　背中を押されて、あまり人気を感じない寮に入っていく。昼間だからか。でも非番の者もいるだろう。

　結局誰にも会わずに四階にあるラーシュの部屋までたどり着いた。

　初めて入る男性の部屋、それも恋人の部屋だというコトにドキドキが止まらないヴィオラである。

　部屋は、思っていたよりは少し広くて、意外と言っては失礼だが綺麗に片付いていた。

　物書き用の机と作り付けのクローゼットと棚があり、その隣にヴィオラが彼につくって贈った保冷ずだ袋が置いてあって嬉しくなる。

　ソファセットが置いてあるのがちょっと偉そうだ。

　物珍しさも手伝ってきょろきょろしていると、ラーシュが苦笑する。

「そんなにおもしろいものでもないだろう？」

「いえ、ここでずっとラーシュ様が暮らしてるんだなあって思ったら、ちょっとわくわくします」

「そういわれるとちょっとくすぐったいな。幹部用の部屋だからここは他の団員の部屋より少し広いんだ。だから専用の風呂もあるし、意外と快適だよ」

「わあ、特別仕様なんですね。さすが副団長さん」

「普通は副団長クラスだと既に結婚している者が多くてここを使わないらしくてね、俺が久しぶりの入居者らしい」

　本棚の中身を見ていいものかとか窓辺に寄ってもいいものかとかふらふらしているヴィオラに、ラーシュが訊いた。

「ヴィオラ、ちょっと聞きたいんだが、『扉』を開いた時の一回の魔力消費量、どれくらいだった？」

「え？　ああ、ええと、そうですね、たぶん私の魔力の二割程度じゃないでしょうか」

「二割か。ふむ」

　少し思考を巡らせていた様子のラーシュが、小首を傾げていたヴィオラに目をやると、ふっと優しく微笑んだ。

「ヴィオラ、ちょっとこっちにおいで」

　手を差し伸べたラーシュに呼ばれたヴィオラが素直に寄っていくと、手が届く位置まで来た途端、手首をぐっと引っ張られた。

　なされるがまま騎士に引っ張られた娘の身体は簡単にその先、ベッドの上に転がされる。

　びっくりして言葉も出ないまま目を真ん丸にしたヴィオラが、気付けば自分の真上に陣取っている恋人をぽかんと見ると、その恋人はニヤリと笑った。

「警戒が足りないな、ヴィオラ。こんなんじゃ、すぐに俺に喰われちまうぞ？」

　ぶわっとカオに血が上ったヴィオラは、それでも言った。

「ラーシュ様に警戒なんて必要ないです。だって、あなたになら構わないもの」

「…………ああ、もう」

　困ったカオでつぶやいて、ラーシュはヴィオラの肩口に額を乗せた。

「そんなコト言われたら手を出したくなるだろう。さすがに仕事サボって今ここでヴィオラとそんなコトしてたら、レンナルトにどやされそうだ」

　どやされるのか、とちょっとその図を想像しておもしろくなってしまう。やっぱりニルソンはラーシュにはまだ頭が上がり切らない相手らしい。

　カオがつい笑ってしまうと、おもむろにカオを上げたラーシュがじとっとヴィオラを見た。

「……おもしろがってるな？」

「いえ、そんなコト」

　だが、カオが笑っているので信憑性がない。ラーシュが再びニヤリと笑った。

「嘘つきの口は、塞がないとな？」

　言いながら、ラーシュが自分のそれでヴィオラの口を塞ぐ。

　触れるだけかと思ったら舌が差し込まれ、深いものになっていくことにヴィオラは嬉しいけれど困ってしまう。

　このままでは、こんなにキスだけで気持ち良くされてしまっては、欲しくなってしまう。

　初めての時以来まだそんな機会は無くて、次はいつだろうと考えてはその思考が恥ずかしくて一人ベッドの上で転がっていたヴィオラだったから、カラダがつい反応してしまう。

　下半身の、奥の方がきゅんとする。ソコが疼く。キスだけでもう切なくなってしまう。

　そんな状態なのがラーシュにバレるのは恥ずかしすぎるからそろそろやめて欲しいのに、でもやめたくない。もっと欲しい、触って欲しいと思ってしまう。

　初心者のはずなのにそんな淫らなコトを考えてしまうのはやはり魔女の性なのか。

　でもさすがに今はダメでしょう。さっきラーシュ様だってこんなコトしてたらニルソン様に怒られるって。

　その心の声が届いたのか、ラーシュが漸くキスをやめてくれたと思ったら、やたらにエロいカオのラーシュがものすごく辛そうにつぶやいた。

「……くそ、欲しい。ヤりたい。今すぐ抱きたい」

　あまりにもあからさまでストレートな物言いだったものだから、ヴィオラは真っ赤になった。そして、それでもその気持ちが一緒だったことが素直に嬉しくて、ヴィオラは微笑んで今度は自分から軽くくちづけた。

　そして、ものすごく恥ずかしいけれど言ってみた。

「バレたら、一緒にニルソン様に怒られましょう？」

　正確にその言葉の意味を理解して、ラーシュが目を瞠ってから微笑んだ。

「ああ、そうしようか」

　それでもヴィオラはつい釘をさす。

「全回復じゃなくていいですからね？」

「残念だが、さすがに今日は一度だけ、な」

　もう一度くちづけて、それからラーシュはちょっといたずらっぽく笑った。






「提案の前に、『扉』で消費した分の魔力を少し供給するとしよう」
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　慌ただしくも濃厚だった情交の後、へたってうつ伏せているヴィオラの上から退いて起き上がったラーシュが恋人の髪を撫でながら言った。

「ここに連れてきた理由はな、きみが『扉』で直接ここに来られるようになったらいいと思ったからだ」

『扉』はどこへでも行けるわけではない。術者が一度でも直接行った場所でなければ、そして開けられる扉がある場所でなければ行くことはできない。

　ラーシュはそれを知っていてここに連れてきたらしい。

「あ、私がラーシュ様のお部屋に遊びに行けるようにですか。嬉しいです」

　嬉しそうにヴィオラが笑うと、ラーシュは苦笑した。

「俺の恋人は可愛いな。男が遊びに来て欲しくて恋人を部屋に呼ぶと思うか？　こういうコトがしたいからに決まっているだろう？」

　まだ裸のままでむき出しの尻を緩く撫でられて、ヴィオラが思わず声を上げた。

　びっくりして目を瞠ると、にっこりというには少し艶のあり過ぎる笑顔が目の前にあって。

「もっときみに逢いたい。もっときみが欲しい。週に一度の休日だけじゃ足りない。お願いだ、俺の魔女。その力で俺に慈悲を与えてほしい」

　彼の言いたいことが判って、ヴィオラの頬が赤く染まる。

　つまり、『扉』を使ってここに抱かれに来て欲しいと言われたのだ。そしてそれが、ラーシュがここに来る前に言っていた提案なのだと理解する。

「あまりに欲望に忠実過ぎて引いたか？　だが、正直な俺の気持ちだ。俺はこれまでさして性欲など感じなかった。だが、きみを知ってから、きみが欲しくてたまらなくなることがある。逢うだけじゃ足りない。抱きたい。独り寝が寂しい。今までこんなこと無かった。きみがここに来るために使う魔力は俺からすべて奪って行けばいい。だからヴィオラ、俺のためにここに来てくれないか」

　素直にうなずくにはさすがに恥ずかしすぎる提案だが、それを口にしてくれたラーシュは真顔でヴィオラの返事を待っている。

　だからヴィオラは真っ赤になりながらもうなずいた。

「引いてなんかいません。……嬉しい、です」

　ラーシュのように抱いて欲しいなんて台詞はまだとても平気で言えない。でもちゃんと伝わったようで、ラーシュがほっとした様子で笑ってくれた。

「ラーシュ様のためだけじゃなくて、私だって、その、ラーシュ様と一緒にいたいです」

「ああ、嬉しいよ。さすがに毎日呼ぶような無茶なことはしない。でも、逢いたい時には正直に伝言鳥を飛ばそう。俺も仕事があって無理な時もあるだろうし、きみだってエルヴィーラ殿と出掛けていたりなにか不都合がある時もあるだろう。お互いに支障が無ければ、この部屋で今みたいにこうやって愛し合おう。結婚してずっと一緒にいられるようになるまで。それでいいか、ヴィオラ？」

「はい」

　嬉しそうにうなずいたヴィオラは、それから少しだけためらうように視線を巡らせて、それから訊いた。

「でも、あの、ラーシュ様。実際のところ、私との結婚って、ラーシュ様のご家族には認めていただけるんでしょうか。魔女との結婚を嫌がられませんか？」

　貴族と平民の結婚は多くはないが無いわけではない。だが、やはり魔女は前途のような理由で敬遠される。家の跡取りではなくとも家柄を気にする貴族なら反対されても不思議ではない。だが、ラーシュは首を振った。

「たぶん大丈夫だと思う。そもそも俺が結婚するという時点では驚かれるだろうが、その相手が魔女だと言ったところで動揺するような可愛げのある家族じゃない」

「可愛げって……」

「それにな、辺境伯領では魔女は特に忌避されているわけではないんだ。実は何代か前の当主の中に妻が魔女だった者もいるし、だから当然その後の血筋にその魔女の血は入っている。正嫡せいちゃくに血が繋がっているのなら傍流ぼうりゅうになる俺の妻が魔女だって問題はないはずだろう。親戚の中に何か言う者が皆無とは断言できないが、当主である父が許可すれば黙るだろうしな。実際、事実として親族に魔力持ちは何人もいるんだ。俺や大伯父といった滅竜騎士は当然魔力を持っているし、今更それを理由に拒否などするとは思えない。そもそもノシュテット家は辺境伯で、竜と戦う騎士の家系だ。滅竜騎士の俺ときみほどの力を持つ魔女ならば、むしろその魔力と剣の才能が子供に引き継がれることを期待されるだろう。実際に俺たちに子供ができるかどうかは判らないが、ノシュテットの家がきみとその子供を拒否するとは俺には思えないよ」

　そういう見方があるとは思わず、ヴィオラは驚いた。

　この件に関してはノシュテット家が変わっていて、本来普通の貴族は嫌がるものだが、いいと言ってくれるのならそれにすがっても良いのだろうか。

　期待し過ぎてはいけないと判っている。実際に会って許しをいただけるまではまだ判らない。

　魔女であることを拒否されなかったとしてもヴィオラという人格を気に入ってもらえるかはまた別の話だ。

　それでも、魔女だというだけでアタマから完全否定されるとは限らないと判ってヴィオラはとりあえず安堵した。

「ついでに言うと、きみはことあるごとに俺を貴族だからって言うが、俺は別に貴族の身分なんか要らないからな？　滅竜騎士の名誉称号を戴いた時に騎士爵も戴いたが、所詮一代限りで領地も無い肩書だけの爵位だ、別に執着もない。社交界にもまったく興味が無いし、もらった時点で返上しようと思ったんだが、父に爵位が無いだけで侮る阿呆もいるからもらうだけもらっとけと言われてそのままにしておいたんだ。現状では名ばかり貴族だからな、そんなに気にすること無いぞ」

　そんなコト言われても、庶民が叙勲じょくんされて騎士爵を戴いたわけではなく、生まれが貴族なのだからだいぶ違うと思う。

　だが、我が国の騎士爵は子供が騎士になれば爵位が継げる形式を取っている。もしも子ができてそれが男の子なら、滅竜騎士の父に憧れないわけがないから爵位が継がれる可能性は高い。それならば、肩書なりとも残しておいた方が良いのではなかろうかと思われた。

　結婚もまだの話で次世代のコトを考えるのもどうかとは思うが、先程家に子を期待されると言われたからだろうか、ふとそんなことがヴィオラのアタマをよぎった。よぎってから、思わず自分の思考が恥ずかしくてカオに血が上る。

　……子供！　わ、私と、ラーシュ様の子供！　想像つかない！

「俺は騎士であることに誇りを持っている。だから騎士として慕われるのは嬉しいが、貴族だからと言われるのは正直あまり嬉しくない。そしてヴィオラ、きみには騎士だから貴族だからと遠慮されるのはもう嫌だ。きみは俺の恋人で、それを越えたもっと近いところにいて欲しい存在なんだから、もっと甘えて我儘を言ってくれていい。むしろ我儘を言われたい」

「……そんな無理、言わないでください」

「無理じゃない。慣れだ。エルヴィーラ殿に甘えるように、俺にも甘えてくれ。前から思っていたんだ。いくら言っても全然俺に頼る気が無かっただろう、きみは。結構淋しかったんだぞ」

「え……、そう、なんですか？」

　淋しいなどと意外過ぎるコトを言われてヴィオラが目を丸くすると、ラーシュは苦笑する。

「ああ、この間レンナルトにからかわれて気付いたんだ。なんだか淋しかったのは、無意識でも好きな子に頼られていないからだったんだなあと。男は惚れた女にはなんでもしてやりたいし、それで喜ばれれば幸せって単純な生き物だ。だから、俺にも幸せを味わわせてくれ。頼むぞ、ヴィオラ？」

「えええー。そんな難しい……」

　妙にイイ笑顔のラーシュを見て、ヴィオラが呻く。本当に困惑している様子の恋人に、ラーシュが思わず声を上げて笑った。










　それから数日後。

　ヴィオラの魔術研究庁からの初めての依頼が決まった。

　一週間後に行われる騎士の競技会に防御及び医療班として参加することになったのだ。

　競技会は、年に一度、各騎士団各数名が出場して、その実力を競い武力の向上を目指すのが目的の、つまり腕試しの大会である。

　腕試しである以上は、己の団が最強と精鋭数名を送り込み、名を上げようと意気込んでくる。正に真剣での勝負である為、毎年怪我人も多い。

　大会は魔術を使わない剣技のみの部と魔術使用可の部があり、魔術可の方は建物や見物客の被害を防ぐための防御が必要な時もあるため、魔術研究庁から毎年数人が派遣されていた。

　今年はこのタイミングで運悪く、竜の襲撃が二ヶ所立て続けに確認されてそちらに人を割いたため、競技会にまわせるレベルの人材が足りなくなってのことらしい。

　そして研究庁の方からしてみれば、ヴィオラが実際にどれくらいの実力があるのかを測る良い機会なのであろうと推察できた。

　この大会は基本的には一般公開されていないものなので、観戦できるのは王族や官僚たち、非番の騎士や城勤めの者たちなど、城内に勤務する者だけだった。なので、大会の存在自体はヴィオラも知っていたが、今まで実際に見たことは無かった。今年はある意味特等席で見られるわけだ。

　そんな大会ならば当然ラーシュも参加するわけで、ヴィオラとしては恋人の雄姿を見られる、願ったり叶ったりの機会だった。なにせ滅竜騎士、ものすごく強いのであろうことは予想できるが、実際に戦う姿を直接見たことはまだない。叶うならぜひ見てみたかった。

　ヴィオラには新しく身分証がつくられた。準魔術研究庁員名義だ。一応城内にいる間は身分証の携帯が義務付けられているが、少なくとも魔術庁員で常にきちんと携帯している者などどれだけいるか怪しいらしい。

　制服が支給され、魔術庁で仕事をする間はそれを着るように言われた。

　たまに城内で見かける前ボタンで白地の身頃に緑の袖の制服は、スリットが入ってはいるが丈が長く膝まで隠れるもので、その下は細身の緑のスカートだ。

　一度に同じものを三枚も支給されたが、その理由は魔術師は実験等ですぐ制服を汚すからだそうだ。白衣も兼ねているそうで、そんなに汚すのかと疑問だったが、魔術の失敗を立て続けにやらかして一日で全部ボロボロにしたツワモノもいたらしいから、妥当な対応なのだろう。

　戦闘時における医療班は特に患者の血や土などで汚れるため、魔術で防汚のコーティングを自分で施す者が多いらしいが、普段の服はそんな面倒はしないそうだ。だから汚れた服でもどうせまた汚れるのだから一緒だと平気でそのまま着ている者も多く、こんなところにも興味のあるコト以外には頓着しない魔術師の性質がよく出ていると言えた。

　今回の医療班の責任者はイングリッド・テオドーラ・ボードストレームと名乗った。

　赤みの強い金髪の四十歳くらいの女性で、ぱっと見はその辺のマーケットの屋台にいそうな感じのおばちゃんといった風情でとても偉いヒトには見えない。だが、『壁』をつくるのに長けた人物で、若い頃は竜避けの『壁』をつくるため宮殿に派遣されていたこともあるそうだ。

　今回のメンバーは若めの編成だそうで、ヴィオラと同じ今回が初参加で同じくらいの年の女性が二人、昨年も参加した女性が一人、三度目の参加になる年上の男性が一人、十年ほど毎年参加している男性が一人、そこにイングリッドとヴィオラを加えて計七人体制とのことだ。名前は教えてもらったが、当人たちはそれぞれの研究や仕事があり会えなかったので顔は見ていない。

　医療班なので当然全員治療ができるが、中でも四人は『壁』をつくれる人材で、防御側にもまわれる者たちだ。ヴィオラも同様に治療ができて『壁』もつくれる者として期待されていた。

　段取りなど必要なことをひと通り教えてもらうと、今日のところはもう退所が許されたので、帰るコトにした。

　帰る時連絡を寄越すように言われていたのでラーシュに帰る旨の伝言鳥を飛ばす。案の定、送るから待っていてほしいと返事が来たが、外はまだ明るいので、今日こそは安全な道でまっすぐ帰るからと断った。もう先日のようなコトはこりごりだ。

　魔術研究庁の建物は廊下で繋がってはいるが城と隣接して建てた別棟だ。一階と二階が廊下で繋がっていて二年前にヴィオラが間違って曲がり損ねた廊下は二階だ。もう間違えない。

　さすがにもう歩き慣れた廊下を歩いていると、通りすがりになにやら文句が聞こえてきた。






「はあ？　なんでないんだよ！　資材保管庫が資材切らしてどーすんだよ、ちゃんと仕事しなさいよ！」

「仕方ないだろう。こないだ東の森の害獣駆除の遠征の準備で全部出払っちまったんだよ。あと一週間もありゃ入荷する予定なんだからそれまで待ってろよ」

「一週間んんー？　そんな待たなきゃいけないの!?　一株でいいんだよ!?　ダリアマルダ一株でいいから！　ホントに全っ然残ってないの!?　勘弁してよー！」

「ねえっつってんだろ、カーリン・イェルド・オデアン！　いいからおとなしくあと一週間待ってろ！」

「はあああああ!?」






　資材保管庫らしい部屋のカウンター越しに、管理の事務員らしい男性とヴィオラと同じくらいの年の女性が怒鳴り合っていた。

　随分痩せぎすで身長はヴィオラより頭一つくらい高そうな彼女はマッチ棒のようだ。女性では珍しい首に掛かる程度の短さの藍色の髪はぼっさぼさで、さっきヴィオラがもらったのと同じ制服のはずだが着倒しているのか随分よれよれで古着感すらある。身なりに全然気を使ってないのが良くわかる。ほっといたらたぶん師匠もあんな感じだ。

　後ろの毛が短い割に前髪が長めで目が見え辛く、野暮ったい黒縁眼鏡をかけている。失礼ながら胸もあまり出ていなさそうでぱっと見には男性に見えるが、声は低めなりとも女性だと判る。

　そんなことより、ふと引っかかるものがあって、ヴィオラが足を止めた。

　女性の方は目当てのものが手に入らなかったとあってアタマを抱えているようだ。あー、どーしよー、間に合わなかったらどーしてくれるー、などと呻きながら歩いていく女性に、ヴィオラは恐る恐る声を掛けた。

「……あのー、すみません」

　無視。

「あのー、オデアンさん」

　無視。

「すみません、あの」

　無視。

「……ダリアマルダ、ありますよ」

「どこに!?」

　しゅばっ！　と音がしそうな勢いで振り返った女性がつかつか寄ってきて、ヴィオラが思わず後ずさる。

「え、えと、うちにですけど、どうしても今必要ということならお譲りしてもと思って」

「え、行く、今すぐ欲しい。家どこ？　取りに行くから。言い値でお代支払うから。ぜひ譲って。お願い、ぜひぜひ！」

「あ、はい」

「よし、行こう！」

　腕を絡めて引っ張られ、そのまま勢い良く歩き出す。しばらく歩いてから、女性がふとヴィオラを振り返った。

「……ところで、あんたダレ？」
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「なーるほどー、今度の競技会での同僚かー」

　カーリンがうなずいた。突然腹が減ったとその辺の屋台で買った肉を挟んだコッペパンに喰らい付きながら、ヴィオラと城下町を歩いているところだ。

「はい、ついさっきお名前を聞いたところだったので気になって」

「それで声掛けてくれたんだ。ありがとね、助かる」

　にへら、と気の抜けた笑みを向けるカーリンは、どうやら普段はこんな感じらしい。

「ダリアマルダって幻覚作用のある毒草ですよね。何に使うんですか？」

「お、よく知ってるね、って持ってるんなら承知か。それこそ薬の調合に使うんだよ。痛みを緩和させるのに使えるんだけど、それにポピリアを配合すると、より強力になる。あまり強すぎると脳がイっちゃってラリっちゃうけどね」

「はあ……」

　なにやら物騒な研究をしているらしい。

「で、とある筋からの依頼で、それをもっと飲みやすく、お茶とかに入れても判らないようなレベルで使えるようにならないかって言われてね。あとほんのちょっとだけ要るんだけど材料が切れちゃってさ」

「……なるほど。でもそれ、私に話しても良かったですか？」

「ああ、大丈夫大丈夫、悪いコトに使うわけじゃないから」

「ならいいんですけど」

　魔女の薬は使いようによっては薬にも毒にもなる。魔女は研究者として、依頼内容の良し悪しよりも内容のおもしろさを優先するところがあることを知っているヴィオラとしては、つい訊かずにはいられなかった。

「なんかねえ、やんごとない筋の身重の方がお産を怖がっててさ、少しでも痛みを緩和できないかってことでね。身体に残らず、且つちゃんと効き目があって、でもちゃんと痛みも少しは感じたいって無茶な依頼でさー。なかなか程度が難しいよね」

「どうにかなりそうなんですか？」

「うん、たぶん大丈夫ー」

　緩い笑みを浮かべながらあっさりと言いきるところを見ると、本当に目途が立っていて自信もあるのだろう。

「もしコレがちゃんと有効だったらさ、他の妊婦さんにも使えるじゃない？　そしたら当然それなりの需要はあるだろうから結構儲かると思うんだよねー」

「ああ、確かに。貴族だけじゃなくて庶民も使えるお値段だとお産が楽になるし、きっとありがたいですよねー。いっぱい儲かるといいですねー」

　子供の頃、近所の妊婦だった若奥さんが夜中に突然破水したとかで産婆が間に合わず、助けを求められたエルヴィーラが赴き、ヴィオラもちょっとだけ手伝ったことがあった。ものすごく痛そうで苦しそうで、でもそれが当然らしいと聞いてもう少しどうにかならないものだろうかと思って師匠に尋ねたことがあった。

　完全に痛みが無いのは体調の変化が判らなくなるのであまり良くはないらしいが、緩和は確かにされた方がいいわねえと師匠が苦笑していた。

　産後の予想以上の失血で気を失った妊婦さんの血を止め、回復魔術を施し命を救ったことで本人や家族から感謝されたことは嬉しくて、師匠を誇りに思った思い出のひとつだ。

　うんうんとうなずいていると、カーリンがちょっと不思議そうにヴィオラを見上げていた。

「あんたヘンな子だね。儲けたいって言うと、他の魔女は結構バカにしたカオするんだけど」

「なんでですか。お金は大事ですよ。普通に生活するにも研究するにもお金ってどうしても掛かるじゃないですか。ちょっと変わった材料を手に入れようとすると結構なお値段しますし。大金持ちにならなくてもいいけどギリギリの生活は大変ですから」

「だよねえ。魔術研究庁の魔女って、どんだけ恵まれてるか忘れてるのが多いんだよねえ。あたしなんかさ、ここに来るまではホント材料調達に困って借金して、薬が売れて借金返しての繰り返しだったんだよ。それが今じゃ基本の給料がいいから材料費に困らないし頼んどきゃ手に入る。めっちゃ楽だよ！」

　握り拳で力説されて、ヴィオラは小首を傾げた。

「え、でもカーリンさん、ミドルネームがあるってことは貴族の出ですよね？　お金に困ってたんですか？」

「ああ、あたしは妾腹の上に魔力持ちってことで家族にも親族にも嫌われてねー。教育すら早々に師匠に丸投げされたから貴族なんて自覚は皆無だよ。まあ師匠っつっても魔術より医者、薬屋に近くてね、薬学と医術ばっかで魔術はそんなにいくつも教えてもらわなかった」

「苦労なさったんですねえ」

「まあねえ、でも絶対針の筵むしろ状態でお貴族様やってたより楽しかったからいいんだ。それより、あたしのことばっかしゃべってるけどそっちはどうなの」

「え、私ですか？」

「ものすごく斜めにしか情報聞いてなかったからさ、あんたのコト全然しらないんだ。なんかめっちゃ優秀らしいじゃない」

　パンを食べた手を制服で拭いながら、カーリンが訊く。

「いえいえ、そんな、師匠に比べればまだまだ全然です。ええと、そうですね、両親はなにかの商売をやっていて、うっすらと馬車で旅をしていたことを覚えてます」

「そうなんだ。いいね、旅。あたし王都から出たこと無いわ。で、ご両親は今はどうしてるの」

「亡くなりました。私は小さかったんでよく覚えてないんですけど、野盗に襲われたらしくて。通りかかった人がたまたま魔術師で、ぎりぎり息をしていた私を回復してくださったおかげでかろうじて私一人だけが助かったって聞いてます」

「うわ、なかなか壮絶だね。で、その後は？」

「どういう知り合いかは知らないんですけど、母と師匠が知り合いだったそうで、魔力があったこともあって引き取ってもらえました。大きくなって私が魔術師になりたがったら、と既に師事をお願いしていたそうです」

「ふうん。師匠はいい師匠だった？　女の人？」

「はい！　すごい美人でめちゃくちゃ優秀な人です。でも、いい加減で怠惰なのが玉に瑕で」

「そっかあ、いいなあ。あたしの師匠、男でさー。兄弟子がいて、その人がいる間はマシなごはんが食べられたけど独立するっつって出てったら師匠ごはんつくれなくてさー。そしたらできなくても自分でつくるしかないよねー。もーちょっと兄弟子にちゃんと料理習っとくんだったと後悔したよ」

「ああ、その辺は一緒です。女性ですけど師匠がお料理全然できなくて、昔は結構ヒドいごはん食べてました。生煮えとかはもう少し火を通せばいいけど、焦げたのってどうしようもないですし」

「判る。どんだけ食材ダメにしたか。なかなかお互い食生活に苦労したんだね」

「ヘンなところで共通点がありましたね」

　お互い、カオを見合わせて笑い合う。なんだかすごく楽しい。

「あはははー。なんかあたしたち気が合いそうだね。仲良くやれそう」

「はい、嬉しいです！　カーリンさんが仲良くしてくださったら、今度のお仕事、少し気が楽です」

「ああ、そのカーリンさんってのいらない。呼び捨てでいいよ。年もあんまり変わらないでしょ。ついでに敬語もいらない。普通に話して。あたしもヴィオラって呼ぶ。いい？」

「……！　はい！　あ、うん！　よろしく、カーリン！　……その、良かったら、お友達になってもらってもいい、ですか？」

「だからなんでそこで敬語に戻るかな。いいに決まってんじゃん」

　緩い笑みを返されて、ヴィオラは嬉しさに舞い上がる。思わずカーリンの腕を抱きしめた。

「……っっっ、嬉しい！」

「痛いよー。なに、そんな嬉しいの？」

「もちろんです！　初めての友達です！」

「へ？　……へー、さよか。そりゃ光栄です。って、だから敬語よしな」

　照れくさそうに笑うカーリンが、ヴィオラのしたいようにさせたまま歩く。その光景は既に仲良しの友達同士そのものだ。

　ついでに晩ごはんを一緒に家で食べていかないかと誘ったら、美味けりゃ食べると笑ったので、足りない食材を買い足してから家に向かいつつ、友達をつれて帰ると師匠に伝言鳥を飛ばしておいた。

　こんなことも初めてで、ヴィオラは足取り軽く家路を歩いた。










　家に戻ると、師匠が居間のソファにもたれ切っただらしない格好で酒を呑んでいた。まあ、よくある光景だ。

「師匠……なに昼間っからお酒呑んでるんですか。友達連れて帰るって伝言鳥を飛ばしたでしょうが」

「だから祝杯上げてるんじゃない。あなたが友達連れて帰ってくるなんて初めてでしょ」

「いやいやいや、さすがにみっともなくないですか？」

「別にいいでしょ。保護者のいつもの姿を取り繕ったってしょーがないじゃない」

「そうかもですけど、わざわざみっともない姿を晒さなくても」

　いつものことながら呆れたカオで師匠と言い合ってからヴィオラがカーリンを紹介する。

「カーリン、こんなんですけど、この人が私の師匠です。師匠、カーリン・イェルド・オデアンさんです。今度の魔術研究庁でのお仕事を一緒にする同僚なんです」

「ああ、そうなの。うちの子をよろしくね？」

　にっこりと向けた笑みはとても美しいが、カーリンはその笑顔に反応しなかった。というか、固まっていた。

「カーリン？　どうしたの？」

「………………もしかして、エルヴィーラ様？」

「あら、よく知ってるわね」

「うわあ！」

　ひと声上げたカーリンは、なにやら感動した様子で目をキラキラさせている。

「カーリン？　どうしたの？」

「どうもなにも！　あたし、エルヴィーラ様の毒専門の薬学の本持ってるんだ！　どの魔女が書いたものより判り易くて変わった注釈がついててすごくおもしろくて！　全部丸暗記してるけどいまだにたまに読んでるくらい好きで！　うわあ、めちゃくちゃ緊張する！　あああ、そうだ、挨拶、ええと、ヴィオラと友達になりました、カーリン・イェルド・オデアンと申します！」

　いきなり感動しているカーリンに驚いて、ヴィオラが思わず師匠を振り返る。

　エルヴィーラの薬学の本はヴィオラも使っているが、こんなに感動されるような本だっただろうか。

　師匠はカーリンの反応に笑ってくれた。

「はい、よろしく。嬉しいこと言ってくれるわね。そんなに気に入ってくれてるなら書いた甲斐があるってものだわ。もっとも、その注釈とかはうるさ方の魔女たちには不評だったけどね」

「そんなこと！　うちの師匠もエルヴィーラ様の本は実用的でいいってずっと言ってました」

「そう、光栄だわ」

　機嫌良く微笑んでいる師匠に、カーリンが来た理由を話すと快くうなずいてくれたので、夕食の用意の前に件の薬草を用意することにする。

「ダリアマルダ、一株って言ってたけど、生でいいの？　乾燥させたのや更に粉末もあるけど」

「ああ、いいんならできれば粉末がいいな。とにかく粒子を細かくしたいんだ」

　ヴィオラが材料保管庫から粉末の瓶を持ってくると、一緒に出してきた天秤で分量を量る。念のためと二株分に相当する量を分けると薬用の紙でそれを二つに包んだ。

「ありがとう。本当に助かったよ。恩に着る」

　受け取ったカーリンがほっとしたように笑うと、それを見ていたエルヴィーラが言った。

「粉末を細かくするの、どうやってるの？」

「師匠に教えてもらった術式です。基本は全部それで」

　カーリンが術式を口に出して唱えると、エルヴィーラが微笑んで、それからいくつか言葉を入れ替えたものを口にする。

「これで、もう二段階細かくなるわよ」

「え、あの、すみません、今やってみていいですか？」

「どーぞー。ヴィオラ、手伝ってあげて」

　ヴィオラがガラスの丸いフラスコを持ってきて、さっき量った粉末の一包を中に入れて蓋をする。カーリンが丸いガラス瓶を両手で包むように持って、先程教えてもらった術式を口に出して唱えると、瓶の中で細かな粒子が激しくかきまわされ、更に細かくなっていく。

　細粒が出来上がって瓶の底に落ち着くのを待って、カーリンが瓶の底を振って目を丸くする。

「……うわぁ、こんなに細かく。すごい、これなら絶対上手くいく」

「それなら良かったわ」

　微笑んでいるエルヴィーラに、カーリンが頭を下げる。

「ありがとうございます。貴重な術式を教えていただいて感謝します。あの、師匠と兄弟子にも教えていいですか？」

「ええ、構わないわ。でもその二人までね」

「はい、承知しました。他に口外はしません」

　そもそも術式の構築は技術だ。基本的なものは普通に出回っているし魔術師なら皆が知っているものも多い。だが特殊なものになればそれは知識として貴重なものになるし、ことによっては悪用されかねないものも存在する。更には『扉』のようにそれを唱えるだけでは発動しない術式すらある。

　自ら構築した術式を他人に教えるかどうかは考えどころなのだ。

　今教えた破砕はさいの術式も、ヴィオラは弟子なので当然伝授されているが、普通に知られているものではない。

　感激している様子のカーリンを見ながら、ヴィオラが訊いた。

「師匠、あの、良かったんですか？」

「ええ、せっかくのあなたの初めてのお友達だもの。親が子供の友達に、ウチの子と仲良くしてやってねーってお菓子あげるようなものだと思いなさいな」

「……超高級菓子をもらった気分です」

　カーリンが困ったようなカオで笑った。










　その後、夕食を共にしたカーリンは、いっそ泊まっていけば？　と薦めるエルヴィーラの言葉をものすごく残念がりながらも、薬の続きをつくりたいから帰ると言い、そんなら送るわと師匠に『扉』で近くまで送ってもらって、初めて『扉』を通ったと感動していた。

　ラーシュからはちゃんと無事帰り着いたかどうか確認の伝言鳥が来ていて、初めてできた友達と二人で無事帰りましたと返事をしたらそのうち紹介してくれと返ってきた。

　初めてづくしの今日がようやく終わり、ヴィオラは興奮して眠れないかもと思いながらも、結局は疲れでぐっすりと眠ったのだった。
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　カーリンと友達になってから三日後。

　カーリンからは無事薬が完成したと伝言鳥で連絡があった。

　薬草をより細粒さいりゅうにできたことで効き目がより良く出せるようになったとかで、感謝の言葉が添えられていた。そして、競技会が終わったら遊びに行こうとも書かれていて、二つ返事で了承したヴィオラはもう今から楽しみしきりだ。

　そして明日はラーシュの仕事が休みなので、二人で出掛ける予定になっていた。

　恋人同士になって初めての、振りではないちゃんとしたデートだ。もっとも、出掛ける内容は結局菓子屋巡りの続きでやるコトは一緒なのだが。

　それを聞いたエルヴィーラは、なによ、つまんないわね、などと呆れていたが、ヴィオラにしてみたら全然構わない。

　とうとうラーシュと本当の恋人同士として街を歩けるのだ、嬉しくてたまらない。振りで店員さんを騙していたちょっとだけ後ろ暗い気持ちももう持たなくていいのだ。

　例によって、朝帰りでも構わないわよー、とからかい半分の師匠の激励にカオを赤くして怒っていたヴィオラの元に、伝言鳥が飛び込んできた。言うまでもなくラーシュからだ。

　まさか、明日のデートの中止の手紙では、と、つい悪い方に考えてしまったヴィオラだったのだが、文章を見て思わず頬を染めた。






『逢いたい。きみが欲しい。』






　ストレートに、それだけ。

　ヴィオラが真っ赤になっているのを見てエルヴィーラが察したらしい。ニヤニヤ笑いながら肩を叩く。

「さっきも言ったけど、朝帰りでも構わないわよー？　あたしも遊びに行ってこよーっと」

　[image: 〓]、と振り返ると、手をひらひらさせて部屋を出ていく師匠の背中。そしてその瞬間、本当に『扉』を発動させてどこかへ遊びに行ってしまったらしい。

「……マジですか」

　つぶやいてから、はっと気付いて慌てて返事をする。

『すぐ行きます。』

　時間は少々遅めだ。もう入浴も済ませ、後は寝るだけという時間だから、着替えたらすぐ出られる。

　あたふたと戸締り確認だけして身支度を整える。それからごくりと喉を鳴らして術式を発動させた。

　自室の扉を開けると、その向こうは見慣れた廊下ではなく、先日初めて訪れたラーシュの部屋。

「ヴィオラ！」

　無事繋げられた、と安堵するより先に、突然ぎゅっと抱きしめられた。言うまでもなくそれはラーシュで、その声とぬくもりに、無事に逢えたことを嬉しく思う。

　少し緩めてくれた腕の中でカオを上げるとラーシュが微笑んでいて、ヴィオラはやっと言った。

「こんばんは、ラーシュ様」

「ああ、こんばんは。こんな遅くにすまない」

「いいえ。でも、明日になれば逢えるのに。あと一晩が待てなかったんですか？」

　ちょっとからかい気味に言うと、ラーシュが真面目なカオで返した。

「待てなかった。今すぐきみに逢いたくて、抱きたくてたまらなかった」

　どストレートに言われて思わず頬が熱くなる。

「格好悪くてすまない。だが、明日きみに逢えるという気持ちより、今すぐに逢いたいという気持ちが勝ってしまった。競技会が終わるまではと思っていたんだが……まさか、こんなに早く『扉』を使わせるなんて思わなかった。我慢が足りんな、俺は」

　自分を笑っているラーシュだが、ヴィオラは首を振った。

「いいえ、嬉しいです。私も明日が待ち遠しかった」

「なら、良かった」

　嬉しそうなヴィオラの笑顔に微笑み返して、それからラーシュは少し言い淀んでから口を開いた。

「あの、な、ヴィオラ。この間言っていたきみの友人の件だが」

「はい？　カーリンがどうかしましたか？」

「カーリンというのか。女性、だよな？」

「はい、もちろん。なんでそんなコト訊くんですか？」

「ああ、いや」

　少し言い辛そうに苦笑してから、結局ラーシュは言った。

「この間、きみが、背の高いぼさ髪に眼鏡の男と腕を組んで仲良さそうに歩いていたと、わざわざ言いに来たヤツがいてな。それがきみの登城した日だったから、友達ができたと言っていたのを思い出してそう言い返しておいたが、男と腕を組んでいたというのが気になって」

「ええええ、いやそんな、ウソですよ、そんなの！」

　なんのことはない、おせっかいか嫌がらせか、誰かに浮気現場を注進されてちょっと動揺したということのようだ。

　言い返しておいてから、カーリンの身なりを考えるとそう見えなくもないと思いなおした。

「その身なりは確かにカーリンそのままですけど、ちゃんと女性ですよ。魔術研究庁の制服でスカートも穿いてたから良く見れば判ったはずです。背が高くて髪が短くてぼさぼさで、確かにぱっと見判り辛いですけど、ちゃんと女の子ですから！　腕を組んでたのも、確かにしましたけど、でも女の子同士なら問題ないですよね？」

「判った、信じよう」

　意外に素直にうなずいてくれたので、ヴィオラは目を丸くしてから小首を傾げた。

「ホントですか？」

「ああ。近いうちにそのカーリンに会わせてくれ。姿を知っておきたい」

「あ、それなら、競技会の時に。一緒に仕事をするので」

「判った、会いに行こう」

　ラーシュはうなずいてから、言い訳をするように付け加えた。

「本当に、疑っているわけじゃないからな？」

「はい、判ってます。確認したかっただけですよね」

　本当に疑ったわけではないのだろう。だが、腕を組むなんてじゃれつきあいをできる程仲の良くなった相手を自分が知らないというのがちょっともやついただけ、なのだろう、きっと。

　なんだか嬉しくなって、ヴィオラが恋人の胸にすり寄ると、髪を撫でていたラーシュが小首を傾げた。

「どうした、ヴィオラ？」

「嬉しくて。ラーシュ様がヤキモチ妬いてくださったのが嬉しいです」

「ヤキ……そうじゃ、いや、そうなのか……？」

　言い返してから自分に問い返して、それから困ったように笑う。

「ああ、そうかもしれない。ヴィオラが自分から腕に抱きついていたなんて、聞かされたからか。その相手が女性であっても、きみの師匠でもない限り羨ましいと思っても不思議ではないな。相変わらず俺の恋人はそういう意味でもなかなか俺に甘えてくれないから」

「えええ」

　思わぬ反撃に今度はヴィオラが唸る。

「これでも一生懸命甘えているつもりなんですけど」

「全然足りない」

「ええええ」

　困って呻いて、ヴィオラはちょっと迷ってからラーシュから腕を解くと、わざわざ胸の谷間に挟むように押し付けて彼の腕をぎゅっと両腕で抱きしめた。自分でやっていて恥ずかしいのでつい上目遣いになる。

「……あの、私がこんなことするのは、ラーシュ様だけですよ……？」

　途端に、見ていて判るほどにラーシュのカオが赤く染まって空いていたもう片方の手でカオを覆うと、ぐう、とヘンな唸り声を上げた。

　あれ？　と思ったら、いきなり顎を掬い上げられて唇を塞がれる。

　食らいつくみたいに押し付けられた唇から舌が侵入してきて、ヴィオラを突如として翻弄した。

　ぬるぬると動き回る舌が咥内を這いまわり、やたらと艶めかしい音を立ててヴィオラの羞恥を掻き立てる。息が苦しくなってきた頃にようやく離されると、ヴィオラの目がとろんと甘く融けた。

「あんまり可愛いコトするな。止められなくなる」

　低く告げられた。

「……ラーシュ、さまが、あまえろっていうから……」

「可愛すぎてめちゃくちゃに抱きたくなるだろう。そんなに明日出掛けられないようにされたいのか？」

　がんばって言い返したら更にすごいコトを言われて、ヴィオラの膝が崩れ落ちそうになる。

　それを平気で抱き上げて、ラーシュはヴィオラをベッドへ運んだ。

　手早くヴィオラの服が剥かれるが羞恥を感じる間もなくキスを繰り返されてされるがままだ。

　今日はこの間みたいに急ぐわけでもないのにやけに慌ただしい手つきのラーシュは少し乱暴だが、欲しがってくれているのが判るから構わないしむしろ嬉しさしかない。

　剥き出しになった胸に齧り付かれ、吸い上げられる。突然の気持ち良さに思わず声を上げた途端、思い出したことがあった。

「ああん！　待っ、やっ、ああっ！」

　聞かないとばかりに胸の先端を甘噛みされて、声が跳ねる。

「待っ、こえ、そと、……『防音』っ！」

　魔力を乗せた言葉に気付いてラーシュが胸から離れてヴィオラのカオを見る。

　真っ赤なカオのヴィオラが、か細く言った。

「……声、部屋の外に聞こえるのは、イヤだから……」

「……ああ、すまない。それは俺も嫌だな」

　僅かに笑みを見せるラーシュ。

「きみの可愛い声を聞くのは俺だけでいい。……他のヤツになんか聞かせたくない」

　囁くように耳元で言われて、その熱っぽい声が胸にきゅんとくる。

　恥ずかしいけど嬉しくて、ヴィオラはラーシュのアタマを抱えるように腕をまわして微笑んだ。

「いっぱい触って、いっぱい愛して欲しいです。……一緒に気持ちヨくなって？」

　目を瞠ってから、ラーシュは嬉しそうに微笑んでくれた。優しいその瞳に艶が混ざる。

「ああ、喜んで。そのおねだり、謹んで遂行しよう」

　再び唇が重なる。胸を弄られ、揉まれてあっという間にカラダが熱くなる。

「んっんっんっ、やっ、……ふぁああ！」

　肉芽を弄られ、ぐりぐりと潰されて恥ずかしい嬌声が上がる。びくびくとカラダが跳ねて、じんじんと染みるように疼く。

　早く欲しい。早く挿れて欲しい。

　そんな淫らな欲望がアタマをよぎるのは、自分が魔女だからか。それとも大好きな人に愛される喜びをしっかりカラダが知っているからか。

　すっかり潤っている泉に指が差し込まれる。じゅぶじゅぷと濡れていると判る水音がするのが恥ずかしすぎる。

「もう欲しい？　ヴィオラはいやらしいな」

「……ごめ、あぁっ、ごめんなさい、ああん！」

「謝ることなんてひとつもない。むしろ嬉しいよ。いくらでも俺のモノを呑み込んでくれ」

　ぐちぐちと水音を立てていた場所から指が出て行った。と思ったら、両脚を広げられて、太くて熱いモノが押し込まれた。

「ああああっ!!」

　一気に深く、一番奥まで差し込まれて、その衝撃にヴィオラの背が弓なりにしなう。

　そのまま揺さぶられ、突き上げられて目が眩んだ。

　必死にラーシュの頸にしがみつくと、すぐ横にあったからだろうか、耳たぶを甘噛みされて舐められた。

　べろりと舐められた感触が何故か異様に快感を呼んでヘンな悲鳴が上がった。突き上げながら吐く息が、舐められて濡れた耳に吹き込まれてぞくぞくする。

「ひぁあ！　っふ、ん、やっあっあっやあぁ！」

　より感じるところを攻められる。ごりごりと擦られる。絶対判っていてやっている。

　止まらない声がヴィオラの気持ちヨさを表していて、それにつられてラーシュの腰も止まらない。

　がつがつと突き上げる速度が増して、ラーシュの息が上がる以上にヴィオラの息があられもない声と共に乱れる。

　あっという間に上り詰める。それでも突き上げられる快感は止めてくれなくて。

「やっ、も、むりっ、イくっ、イっちゃうっ、やあっ、ああぁっ！」

「…っく、俺も、……っ」

「ぅあ……っ、あ、、も、やあああああ！」

　大きく震えたヴィオラが達すると、それに追従するようにラーシュの欲が弾けた。途端に大きな魔力がヴィオラのナカに吸い上げられ、急激な衝撃に身体が熱く震える。

　達した快感以上の激しい衝動は相変わらずワケがわからなくなるくらいに気持ちヨくて、ヴィオラは激しく息を吐きながら、ラーシュの魔力が自身のカラダに馴染むのを見動きもできずに待つしかない。

「……大丈夫か？」

「……はい……」

　気遣う言葉が嬉しくて、ヴィオラは微笑んだ。だが。

「なら、もう一度」

「え」

　言いながら一度抜いて、身体をひっくり返された。うつ伏せの態勢で膝をつき、尻を持ち上げられた体勢に羞恥が湧く。この体勢だと大切なところどころか後ろの穴まで見えてしまうのがあまりにも恥ずかしい。初めての夜に一度されたけれど、その時にはもうへろへろになっていてされるがままで、羞恥とかもう既に振り切れた状態だったから気にならなかったのだが。

「や、あのっ、この格好、恥ずかしい……っ」

「いやらしくていい格好だな。そそる」

　にっこりと浮かぶ笑みは獲物を狙う獣そのもので。

　躊躇いなく今まで入っていた場所に自身をあてがい、再び埋め込んだ。

「ああああ！」

　再び腰が動き出す。

　とにかく早く繋がりたいと快感を求めた一度目と違って今度は深く、突き上げる速度は少しゆっくりと。しかし、身体の向きが違うことで一度目と違う気持ちイイところが擦られて、その快感に喘ぐ。

「ああ……っ、んん、はぁっ、ああっ、やあっ」

　何度も何度も突き上げられる。

　一度目は恋人の身体を抱きしめ、目を開ければそこに彼がいたのに、この体勢だと顔も見られずキスが欲しくてももらえない。

　ただひたすら繋がる場所を晒して好きにしてと差し出しているようだ。

「ら、ラーシュ、さまあ…っ、やあっ、きす、キスして…っ」

　羞恥も忘れてねだると、背中に覆い被さるようにしてカオを寄せたラーシュがヴィオラのカオを少し無理に横向きにしてくちづけてくれる。そしてそのままヴィオラの身体を持ち上げて繋がったまま自分の足の上に座らせた。後ろから深く繋がった体勢で背中を預ける体勢になる。

　もたれさせてくれる胸板が硬くて厚い。ヴィオラがぶつかったくらいではびくともしない丈夫さが、騎士を、男を感じさせる。

　振り返った形でキスを交わしながら後ろから両の胸を弄られてくぐもった声で唸ると、ラーシュの笑う気配がする。

　舌を絡ませながら胸を弄っていた片方の手が、繋がっている場所の少し上、肉芽を摘まんだ。たまらず、悲鳴を上げるが舌が絡んだままではうまく声が出ない。

「[image: 〓][image: 〓]ーっ、んーっ！」

　ぐりぐりと弄られて呻く声が止まらない。その上、下から突き上げられて、思わず悲鳴を上げて閉じていた目を見開く。

　ラーシュの目が笑っているのを見て、自分から口を離した。

「ラーシュさま、っもうっ、いじわるしな、あっ、しないでっ、やぁっ！」

　文句を封じるように更に突き上げられる。

「意地悪なんて、人聞きの悪い。俺の可愛い恋人の、とにかく可愛くていやらしい姿を、堪能したいだけなんだが、な」

「うそっ、たのしんで、ますよねっ！　あぁんっ！」

「それはもちろんだ。すごく、楽しくて、嬉しいよ…っ！」

　胸と下を弄っていた手が離されて腿の辺りにまわされると、力任せにヴィオラを抱え上げた。僅かに浮かせたヴィオラのナカを激しく掻きまわしだす。

　あっという間に高みに上げられて、ヴィオラの背が反り、激しく喘ぐ。

「ああああああっ!!」

　再び目の前が真っ白になって達すると、それに合わせるようにラーシュもヴィオラのナカに欲と魔力を吐き出した。
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「これできみの魔力は全回復したのか？」

　息が整った頃に、ラーシュが訊いた。

　どうしてもその辺が気になるらしい。一番最初にそれを気にして行為をしていたからか。

　彼の腕枕で横になっていたヴィオラは苦笑しつつうなずいた。

「はい、ありがとうございます」

　それなら良かった、とうなずいたラーシュは、だが少し不思議そうに言う。

「だが、この程度の魔力量なら、魔術研究庁の魔女にだって必要な量を持っている者もそれなりにいるんじゃないのか？　何故そんなに『扉』を開けられる者が少ないんだ？　というか、俺だって数字の上では足りているだろう。何故できないんだ？」

　自分の魔力にまだ余力がある程度の量ならばと思ったらしい。

　不思議そうな様子のラーシュが持つ疑問の答えはヴィオラが持っていた。

「それはですね、二つ理由があるんです。一つは術式に対する理解と解釈で、きちんとそれを理解した上でなければダメらしいです」

「単に教えられた術式を唱えるだけではダメだということか」

「はい。もう一つは、消費される量は確かにこれだけなんですけど、どうも発動されるタイミングで必要な魔力はその倍はなければいけないらしいんです」

「倍？　どういう理屈なんだ？」

「それは師匠にも判らないらしくて。ぎりぎりの魔力で『扉』を開けようとしたら発動できなくて、どこまで回復しないと開かないか調べたらそういう結果だったそうです。だいぶ術式も組み替えていじり倒してみたらしいんですけど、師匠をもってしてもその部分だけは変えられなかったらしくて」

「あのエルヴィーラ殿が無理だったのならばおそらく無理なんだろうな」

「はい、たぶん。師匠は楽をするためには手間を惜しまない人なので」

「……矛盾している気もするが、あの人の中ではそうじゃないんだろうな、きっと」

　ちょっと呆れた口調のラーシュに笑いながら、ヴィオラが続ける。

「だから、ラーシュ様があと一回私を抱いて魔力が尽きるくらいの量ならば、そもそも魔力量が足りないことになるんです。師匠は、推定だけど『扉』をくぐった先で昏倒することにならないように最低限の保険じゃないかって言ってましたけど」

「なるほど。いずれにせよ、俺がどうにかして魔力量を増やさない限り、『扉』は開けられないということか。ああ、術式の勉強もあるが」

　理解したとうなずくラーシュに今度はヴィオラが不思議そうに訊いた。

「ラーシュ様、『扉』を開けたかったんですか？」

「ああ、まあできればいろいろと移動に楽だろうということもあるがな。いつもきみに来てもらわなくても、俺が行くことができればきみの負担が減るだろう」

「負担なんて。でも気遣ってくださって嬉しいです。ありがとうございます」

「もっとも、きみが来てくれると、魔力供給を理由に抱くという名分が立つからそれはそれでいいんだけどな」

「今言ったお礼を返してください」

　二人してくすくすと笑いながら、じゃれ合うようにくちづけあう。こんなふうにくっつきあうことができるなんて夢みたいだ。

「でも、あの、私がもらっといてなんですけど、ラーシュ様の魔力回復は間に合うんですか？　競技会、出るんですよね？」

「もちろん出るよ。ただ俺は魔力不使用の部に出るからな、あまり関係はないんだ」

「え、そうなんですか」

　てっきり魔力使用可の方に出るとばかり思っていたヴィオラが訊き返すと、ラーシュは笑った。

「さすがに魔力量と威力が違い過ぎるからな、いくら騎士でも人間相手に使うのは憚られる。大丈夫、魔術を一切使わなくたってその辺の騎士に負けないだけの自信はあるさ」

「ちなみに過去二度の成績は？」

「二度とも優勝」

「さすがラーシュ様！」

　さすがは騎士すらも憧れる滅竜騎士様だ。魔力などなくともその強さは間違いないらしい。

「これが例えばエルヴィーラ殿クラスの魔女相手だと、逆に魔力が尽きるまで全力で魔術を使いつつ剣を振るったとしても勝てる気がしないんだがな」

「あ、それは判ります」

　相手はおそらく現在知られている中で最強であり最凶と謳われている魔女だ。ヴィオラだって師匠と本格的に戦おうと思ったらどうしたらいいかなんて思いつかない。

「今年はきみが見ているんだ。格好悪い姿は見せられないからな。絶対に優勝する」

「はい、期待してます。でも、怪我なんてしないでくださいね」

「しないと思うが、もししてもきみが治してくれるんだろう、医療班殿？」

「もちろんラーシュ様のお怪我はどんなものだって私が絶対完璧に治します。でも、そもそも痛い思いなんてして欲しくないですから」

「騎士なんて怪我して強くなるものだぞ。俺の魔女は優しいな」

　ちゅっ、と額にキスが落とされてヴィオラが思わず照れる。微笑んだラーシュはおもむろに腕の中の恋人を抱きしめた。

「大丈夫、必ず勝つ。なに、竜やエルヴィーラ殿を相手に戦うより何十倍も楽だ」

「はい。でも、竜と同列に扱われる師匠って大概人外ですよねえ……」

　自分で言ったくせにラーシュがくつくつと笑い声を立てた。

　笑いながら、休憩は終わりとばかりにラーシュの手がゆるゆるとヴィオラの身体を這いまわりだす。

　そのくすぐったさに身体を捩りながら、ヴィオラが甘い声を上げる。

　キスを交わしながら胸を弄りだしたラーシュが、ふと思い出した様子で訊いた。

「魔力が足りなくて精気が体内に吸収される限り、魔女は妊娠しないんだったな？」

「え、はい。そう聞いてます」

「では、もう魔力吸収が必要でなくなった普通の性行為なら、魔女も妊娠するのか？」

「え、あ、はい、理屈の上では。普通に月のものもありますし、タイミングが合えば、ですけども……？」

「なら、こうしてきみをこのまましょっちゅう抱き続けていたら、きみが俺の子を授かってくれるかもしれないということだな？」

　思わぬコトを言われて、ぼぼぼっ、とヴィオラのカオが火照る。

「ええええと、その、ラーシュさま、あの、子供、欲しいんですか……？」

「いずれはな。できたらできたで構わない。ただ、きみが俺との結婚を前向きに考えてくれる材料になるのならと思っただけだよ。正直に言うなら、まだ全然きみを抱き足りないからしばらくはいい」

「……本当に正直な意見ですね……」

　とりあえず確認といったところではあろうが、あまりにも欲望に正直な意見だったので、ヴィオラはちょっと呆れた。

「……魔女になってしばらくは、膨大になった魔力の定着と安定とか体調変化で、その、月のものの不順が起きやすかったりするらしいので、できるとは限らない、らしいです」

「そうか。やはり授かりものということだな。では、俺達がいかに愛し合っているかを神々にご照覧いただいて、結婚したら早く子を授けてくれるよう願おうか」

　ちゅうっと胸を吸い上げられて、きゃあっと悲鳴があがる。

　再び睦み合いを始めた二人は、ヴィオラが音を上げて寝落ちするまで何度も続けられた。










　目が覚めるともう朝だった。

　隣にはラーシュがいてヴィオラを抱き枕にしている。身じろぎしたら抱きすくめられて、余計に動けなくなった。

　恥ずかしいけど幸せで、温かくて、裸のままの身体が触れているところすべてがなんだか気持ちいい。

　とはいえ、夕べも無茶をされたせいでなんだかカラダの関節がぎしぎし言いそうなくらいイタイので、こっそり『癒し』をかけた。すると胎内に残っていたらしいラーシュの精液が、じゅん、と沁み込んだのが判って妙に気恥ずかしい。

　今日はラーシュの仕事が休みでデートに出掛ける予定のはずだが、出掛けたいのと同じくらいこのまま抱きしめられていたい。裸のままは恥ずかしいけど、ずっといちゃいちゃじゃれあっていたい。

　こんなことを言ったらラーシュは呆れるだろうか、と、ちょっとだけ不安になる。

　でも今日一日なんて言わないから、起きるまででいいからこうしてラーシュに甘えるのを許して欲しい。

　すり、と胸にすり寄ると目の前にラーシュの乳首があって、なんだろう、つい触ってみたくなった。

　自分のは散々ラーシュに弄り倒されているのだ、少しくらい触らせてもらっても文句は言わないだろう、そんな気分で、指先でちょん、とつついてみる。あまり自分の胸の先をつついた時と感触は変わらないが、他人のそんなところを触ったことがないので興味津々だ。

　少し擦ったり摘まんでみると徐々に立ち上がってきて、ぷっくりと膨れ上がってきた。……おもしろい。

　つい、もう片方も弄りたくなった。同じようにすると立ち上がってきた乳首をつついて、それからおもむろに舐めてみた。

　大胆なコトをしていると判っているが、いつも乳首が取れてしまうのではないかと思うほどに吸ったり噛まれたりしているのだ。そんなにイイものか試してみたくなった。

　口に含んで舌先で舐めて、それからちゅうっと吸ってみる。唇で軽く食んでみる。なるほど、こんな感触か、と、思った途端。

　小刻みにラーシュの身体が震え出した。

　え？　と口を離してカオを上げると、必死に笑いをこらえている様子のラーシュがいて。ヴィオラは一気にカオが沸騰する勢いで真っ赤になって、ばっと一気に離れた。

「おはよう、ヴィオラ。朝から大胆だな？」

「あっ、あの、違っ、その、これはっ！」

　笑いを含んだ挨拶をされてしどろもどろになるが、やっていたコトは言い訳のしようが無い。

「いいぞ？　好きなだけ触るといい」

「いえ！　もう！」

「遠慮するな。俺だって散々触ってるんだ、不公平だと言われたら確かにその通りだからな」

「いえ、ホントにもう！　いつから起きてたんですか!?」

「たぶん、きみが魔力を発動させたタイミングかな。『癒し』をかけたんだなって気付いて、それからきみがくっついてきてくれたから嬉しくてそのまま寝たふりをしていた。でも、まさか寝ている間にいたずらされようとはな。なんとか耐えようと思ったんだが、くすぐったくて我慢しきれなかったよ」

　くっくっくっと笑うラーシュの笑顔があまりにも居たたまれなくて、ヴィオラは思わずラーシュに背中を向けて上掛けをかぶって丸まった。

「ヴィオラ、そんなに恥ずかしがらなくていいから。別に怒ってないぞ？　ていうか、楽しかったぞ？」

「忘れてくださいっ！　お願いだから無かったコトにして！」

「どうして。構わないって言ってるだろう」

「構います！　恥ずかしいいいい！」

「恥ずかしがるならむしろ俺の方だと思うんだが」

　くすくすと笑いながら、ラーシュがツッコむ。

「で、どうだった、俺の乳首は？　触り甲斐はあったか？」

「いやあ！　聞かないでえ！」

「聞きたいな。ヴィオラの胸はいつも触るのが楽しいから」

「そんな恥ずかしいコト言わないでくださいいいい!!」

「でも、事実だぞ」

　言うと同時に力任せに上掛けを引っぺがされた。悲鳴を上げるも、力で騎士に敵うわけがない。

　あっと身を起こした瞬間を狙って後ろから抱きすくめられた。

「もっと大胆になってくれていい。もっときみからも動いてくれていいんだぞ。嬉しく思いこそすれ、はしたないとか幻滅したなんて言わないから。文句だって言ってくれていい。なにも言わないと、本当に俺にヤりたいだけヤられて、好き勝手したいようにされるぞ」

　自分で言いますか、と思った途端、ラーシュの手が胸の先を弄り始めていて、つい甘い声が漏れてしまう。

「ほら、こんなふうに」

「……んんっ、ラーシュ様、今日はお出掛けするはずでは？」

「このまま一日きみと抱き合っていちゃいちゃしているのもいいな、と提案したら軽蔑するか？」

「しませんけど、ずっとこんなコトしてたらさすがに明日のラーシュ様のお仕事に差し障りませんか？」

「なんの、騎士の体力を舐めるな。全然問題ない」

「……そうなんですか」

　ちょっと遠い目をしたくなる。全然モンダイないんだ。スゴイな？

「ああ、そーいうのがお休みのたびにしょっちゅう繰り返されて、出掛ける約束を反故にされて、身体がもたないって恋人に振られるんですね、騎士様は？」

「……なるほど」

　ちょっと言ってみたら、ラーシュが胸を弄るのをやめたので、思わず吹き出した。効果があったことに満足して、振り返って自分からちゅっと軽くくちづけた。

「嘘です。私もいちゃいちゃしたいって思ってました。まだ、その、こういうコトにそんなに慣れてないので恥ずかしいですけど、でもラーシュ様とこうしてくっついてずっと愛し合うことをイヤだなんて言いません。嬉しいです」

　本当ですよ？　と微笑んで見せたら、今度はラーシュから口を塞がれた。

　たっぷりと時間を掛けて甘くくちづけられると、離れたラーシュが微笑んでいた。

「では、今日はずっとヴィオラを可愛がっていいんだな」

「でも、お菓子はいいんですか？」

　わざわざ言ってみたら、ラーシュが目を細めて笑った。

「ああ、いいんだ。今日は菓子より甘いものをずっと口にできるから。きみがいればそれでいい」

　恥ずかしそうにはにかんで、ヴィオラは恋人の身体にもう一度抱き着いた。










　結局、ヴィオラが家に戻ったのはその日ではなく更に次の日の朝だった。

　さすがにその日の夜に戻ろうとしたヴィオラだったが、そろそろ帰ると言う度にこれで最後とラーシュがヴィオラを捕まえて離さずを繰り返し、結局そのまま疲れて寝てしまったのだ。

　二晩も家を空けてしまった。師匠はしょっちゅうだがヴィオラがそんなことをしたのは初めてで、帰ってからの師匠の反応がコワすぎる。叱られる方ではなくからかわれる方で。






　休み明けの朝、出勤の身支度を終えてからラーシュが訊いた。

「『扉』って開いてからどれくらい持続するんだ？」

「基本的には閉じなければ繋がってますけど、その分私の魔力が削られていくと思うので、あんまり長い時間は」

「なるほど。ではヴィオラ、一度きみの部屋に『扉』を繋いでくれるか」

「え、あ、はい」

　言われた通り『扉』を繋ぐ。開くと自分の部屋だ。

　もうこれで幸せだった休日が終わる、とちょっと寂しく思っていたら、触れていた扉から手を離されてすぐ横の壁に手をつかされた。ナニゴトかと思ったら、突然後ろからスカートをたくし上げられ、あれよという間に下着をずらされてラーシュの杭がナカに入り込んできて、思わず悲鳴を上げる。

　一昨日から昨夜に掛けて一日中使われたソコはもうすっかりラーシュのモノに慣らされて柔らかくなっていて、いきなり入られても彼を受け入れた。

　最後とばかりに後ろから攻められた挙句にあっという間にイかされると、ソコからラーシュの精と共に魔力が流れ込んで来て、たまらずがくがくと震えて足から力が抜けそうになる。

　魔力を使ったのだから性行為をすれば当然ラーシュの魔力を吸い上げるのは判るが、本当に突然どうしたのかと思えば、繋がった状態のままで後ろから囁かれた。

「帰りの分の魔力も持っていけ」

　言うが早いか、もう一度同じ態勢で後ろから突かれた。

　結局もう一度ヴィオラを堪能してイかせて自分もヴィオラの中で最後の欲を吐き出すと、楽しそうな笑みを浮かべたラーシュが軽くキスをしてから扉を開けてそのまま彼女を中に押し込んだ。

『扉』が閉まって、その場にぺたんと座り込んだヴィオラの手元に、ふわりと伝言鳥が現れる。






『休日中ずっと抱けて幸せだった。愛しているよ。』






　文章が目に入ったヴィオラは、我に返った途端カオをぼぼぼっと真っ赤に染めた。

「……なんってコトを……っ！」

　さすがに恥ずかしすぎてそれ以上言葉が出てこない。

　もしかして、これからもラーシュのところに『扉』で行ったら、こんなかたちで帰りの分の魔力までもらってしまうのか。

　確かにおかげで魔力の全回復までできたが。確かにそれはありがたいが！

　あのヒトはこれから平気なカオで仕事に行くのか、あんなコトしたすぐ後で!?

　たまらない羞恥にしばらく悶えたヴィオラは、煮えたアタマでとりあえず風呂に入ろうとのろのろと動き出した。

　階下で待ち構えていた師匠に全力でからかわれるまであと三分。
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　競技会当日。

　今日はヴィオラの初仕事の日だ。

　制服姿も初々しいヴィオラは、朝から張り切って出勤した。髪を邪魔にならないようにしっかり結い上げて、念のために魔法で服の防汚処理をする。

　競技会は二日に分けて行われる。一日目は魔術無しの剣技のみ、二日目は魔術可で、やはり二日目の方が人気はあるらしい。

　競技会の会場は普段王都の騎士が訓練に使っている習練場で、この時だけ観覧席が開放される。

　ヴィオラたちが常駐する予定の医療室は円形の競技場の一角に仮設でつくられていて、習練場の側の壁がない形の小屋といった態だ。

　中にはベッドが十台ほど並べられ、治療器具や水桶、医療記録を残すための筆記道具などが運び込まれている。力仕事はすべて前日に騎士たちがしてくれたそうだ。

　医療班とはいうものの、七人全員が常に治療にあたるわけではない。観覧席の客を護る為の『壁』をつくり維持をする役も担当する。竜を防ぐためのものよりも数段薄く弱いものだが、人間の魔術攻撃を防ぐものならばそれで充分だった。『壁』をつくれるのは五人で、その中から三人が交代でそれを行うのだ。そして残りの四人で治療することになる。

『壁』をつくれないのはカーリンと年長の男性アロルドで、二人は終始治療に専念する。

　医療班のメンバーとようやくカオを合わせたヴィオラは、ここでも妙な好奇の目で見られていて少し居たたまれない。それでもカーリンがいてくれるのでだいぶ気が楽ではあるのだが。

　さすがに班長のイングリッドはそんなことはないが、他の四人はだいぶヴィオラの存在が気になるらしい。魔女はあまり他人に過度な興味を持たないが、というか、自分の興味のあるもの以外にあまり興味をもたないものだが、やはり異分子は気になるらしい。

　一通りの事前確認が済み、準備も完了してあとは始まるのを待つばかりだ。手が空いたのでカーリンと話そうとしたら、知らない女性が寄ってきた。

　金髪のちょっと気の強そうな娘で、その後ろにもう一人、栗色の髪のちょっと気の弱そうな娘がいる。二人ともヴィオラと同じくらいの年のようだ。

「ねえ、ヴィオラだったかしら。エルヴィーラ様の弟子ってホント？」

「え、あ、はい。ヴィオラ・ノルドルンドです。よろしくお願いします。シーラさんでよかったですか？」

「ええ、そうよ。シーラ・マルクス・ステニウス。後ろの子はドリス・エングホルム。ドリスは喋れないけど耳はちゃんと聞こえるから、もし私がいない時に患者になにか言わなきゃいけない時にはサポートしてあげて」

　すごく簡単に自分とドリスの紹介を終えると、シーラは興味津々に訊いてきた。

「あなたも攻撃魔術とか得意なの？　なんで医療班に参加してるの？」

「あー、いえ、私、攻撃系はあまり。防御とか治療とか、そっちの方が私は得意なので」

「見習いの時に『壁』をつくれたってホント？」

「ああ、はい、それは」

「へーえ、ホントなんだ」

　矢継ぎ早に訊いたシーラはドリスと目配せをしあうと、ちょっと探るような目つきで続けた。

「じゃあ、滅竜騎士様の恋人になったってホント？　師匠の威光いこうで無理矢理恋人にしてもらったんだとか、無理に迫ってカラダで承諾させたんだとか、実は精神系の魔術を使って滅竜騎士様のピアスを奪い取ったんじゃないかとか、いろいろ随分な噂が流れてるんだけど、それってどこまで事実？」

「はあ!?　なんですかソレ!?」

「さあ、なんか城の侍女たちが実しやかに噂してるわよ」

「ちょっと、シーラ。あんたなに言い出すんだよ？」

　カーリンが思わず声を上げて割って入ってくれた。どうせナニか嫌味を言われているだろうとは思っていたが、流石に予想以上の内容で驚く。

　気付けば他のメンバーである男性二人も参加はしないものの聞いてはいるようだ。

　こういうコトは最初にちゃんと言って、聞かなければほっとくしかないわと師匠にも言われたので、カーリンが間に入ってくれようとするのを止めてはっきりと言った。

「滅竜騎士様とお付き合いをしているのは本当ですけど、あとは全部嘘です！　師匠は関係ないし、無理矢理ナニかしたわけでもないです！」

「でしょうね」

「は、…はい？」

　勢い込んで言ったらあっさりと肯定されて、ヴィオラは目を丸くした。

「どーせそんなこったろうと思っていたわよ。なんでそう城の侍女たちって、ヒトの、っていうか魔女の悪口言うのが好きなのかしら。よく知りもしないくせに、よくもまあ、ああも適当な作り話ができるわ。想像力あり過ぎよね」

　肩をすくめるシーラと、うんうんとうなずいているドリスにぽかんとしてからカーリンを見上げると苦笑している。そのカオを見てか、シーラが言った。

「ああ、私は別にそれが事実でも構わないのよ？　滅竜騎士様がお師匠に頼まれてあなたと付き合うことにしようが、カラダで落とされようが、騙されていようが。ただ、確認したかっただけ。仕事を一緒にする上であなたがどんな子か知りたかったけど、侍女の噂話なんてテキトーなものを信じるのもばかばかしいからね」

「……あ、そう、なの」

「そう。あなたがちゃんと仕事をして、私たちの足を引っ張らなければ別になんでもいいの。でも、まあ、その杖を見た時点で嘘だろうとは思っていたけどね。なによ、その色、気恥ずかしいわ」

　ニヤニヤとからかっているのが判る口調で言われてヴィオラは思わず照れる。そういうシーラが持っている杖は濃い青に透明度の低い黄色の珠。ドリスは濃いめの緑に朱色の珠。そういえばとカーリンを見れば、薄めの緑に薄めの紫の珠。

　ヴィオラのような白金はいない代わりに師匠のような漆黒もいないのにちょっとだけ安堵する。

「もしかして、あなたを魔女にしてくれたのは滅竜騎士様？」

　真っ赤になってうなずくと、へえ、と生暖かい視線を寄越されたものだから、ますます恥ずかしい。

「うわ、幸せオーラに中あてられて、なんかこっちが恥ずかしくなってきちゃった」

「……そっちが訊いてきたんじゃないですか」

　ぱたぱたと手でカオをあおぐ振りまでされてヴィオラが呻くと、ニヤニヤ笑われる。シーラが、じゃあね、と踵を返しかけた時、医療室を覗き込む者がいた。

　入り口に近いところにいた男性メンバーがそちらを見ると、背の高い騎士がいた。

「すまない、ヴィオラ・ノルドルンドはいるだろうか。……ああ、ヴィオラ」

　声が聞こえて振り向くと、覗いていたのはラーシュだった。すぐに姿を見つけたラーシュが笑顔を向けてくれて、逢いに来てくれた嬉しさについカオが自然と笑ってしまう。

　邪魔になってもいけないのでヴィオラが入り口まで出向くと、遠慮してくれたのか男性二人が退いてくれた。

「ラーシュ様。来てくださって嬉しいですけど、まだ集合時間は良かったんですか？」

「ああ、あまり時間はないんだが、せっかくだからカオだけ見ておきたくてな。仕事前だというのにすまない。邪魔をしたか？」

　言いながら、こちらを見ていたイングリッドに軽く頭を下げる。

「いえ、もう用意は終わっているので大丈夫です。ラーシュ様、体調はどうですか？」

「万全だ。朝の習練でも身体が良く動いたし、好調だよ」

「なら良かったです。あの、魔力の方は？」

「ああ、全回復している。大丈夫だ、きみよりはだいぶ少ないからな。回復も早い」

　先日、帰りがけに奪ってしまった、というか持って行かされたラーシュの魔力を心配したのでほっとしたら、考えているコトが判ったのだろう、にやりと笑われて妙に恥ずかしくなる。

「ところで、きみの友達、カーリンといったか、紹介してくれるか？」

「あ、はい、そうでしたね。カーリン！」

　呼んで手招きすると、へ？　というカオをしてからカーリンがのんびり寄ってきた。

　今日のカーリンは、さすがにきちんと洗った綺麗な制服を着ていた。とはいえ相変わらず髪はぼさぼさで黒縁眼鏡も健在だ。ラーシュの目の辺りまである身長は女性ではあまりいないので、その長身に驚いたのかラーシュは僅かに目を見開いた。

　カーリンは、初めて目の前で見る滅竜騎士にさすがに気後れしているらしい。そして、じっと自分を見てくる彼の視線が居心地悪そうだ。

「ラーシュ様、こちらが友人のカーリン・イェルド・オデアンです。カーリン、この人がラーシュ・オロフ・ノシュテット様、その、私の、恋人、です」

　そういえば人にラーシュを恋人と紹介するのは初めてで気恥ずかしくなる。そんな友人の幸せのにじむカオを見てか、カーリンが緩く挨拶をした。

「あー、カーリン・イェルド・オデアンです。どうも……」

「ラーシュ・オロフ・ノシュテットだ」

　それからじっと見ていた視線をやっと緩めた。

「なるほど、背が高いな。だが、ちゃんと女性にみえる」

「……は？」

　聞きようによってはかなり失礼なコトを言われてカーリンが訊き返すと、ラーシュがはっとして謝った。

「ああ、すまない、不躾だったな。失礼した。いや、私のところに、ヴィオラが背の高い眼鏡の男と一緒にいたなどと言ってきたヤツがいてな。ヴィオラにもそう聞いていたし、そんなに男に見えるような外見なのかと思っていたんだが、背が高いというだけでちゃんと女性に見えると思って。気分を害されたのなら謝ろう」

「……ああ、そういうことですか」

　言いたいことを理解して、カーリンが苦笑いする。

「すみません、あたしがもうちょっと女らしいカッコなら良かったんでしょうが」

「いや、見た目でいろいろ言われる不快さは私も身に染みている。そのままのきみとヴィオラは仲良くなったんだろう、なら気にしないでもらいたい。ヴィオラに初めての友人ができたと嬉しそうに聞かされてね、きみに会ってみたかっただけなんだ。あとは、次にそんな余計なコトを言ってきた無礼者に言い返す材料が欲しかったと思ってくれ」

　子供の頃から外国人呼ばわり、異形呼ばわりにうんざりしていたのだろうラーシュに言われて察したのだろう、カーリンがうなずいた。

「そうですか。確かにヴィオラの友達で、一緒にヴィオラのごはんも食べた仲です」

　カーリンが緩く微笑むと、ラーシュがはたと気付いた。

「……そういえば、私はまだヴィオラのつくった食事を食べたことがないな」

「え、そうなんですか。あたしは友達になったその日に食べさせてもらったのに。美味しかったですよー」

「あ、それはちょっと悔しいな。ヴィオラ、今度私にも食べさせてくれ」

「……構いませんけど、なに、自慢してるの、カーリン」

　苦笑するヴィオラの隣で、カーリンが微笑む。ラーシュがどうやら多少の軽口も受け付けてくれるらしいと判って少し構えが緩くなったようだ。

「あなたがヴィオラの恋人である限り、どうぞよろしくお願い致します」

「では一生モノの付き合いになるな？　よろしく」

「だといいんですが」

　どちらともなく手を出して握手をするのを、ヴィオラは妙に不思議な気分で見物する。

　そんなことをしていたら突然ラッパの音が聞こえてきた。集合の合図らしい、ラーシュが競技場を振り返った。

「ああ、もう行かないと。ヴィオラ、また後でな」

「はい。ご武運をお祈り致しています。あと、怪我しないでくださいね」

　ヴィオラが見上げると、嬉しそうに微笑んだラーシュが恋人を緩く抱きしめた。人前だと焦るヴィオラに構わず、ラーシュが言う。

「ありがとう、気を付けよう。きみのカオを見に来たいのは山々だが、怪我をするときみが悲しむ。難しいところだな」
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　言いながら、おもむろにキスをする。それも、頬かと思ったら唇に触れられて、一気に赤くなった。

「私の女神に勝利のキスをもらったからもう大丈夫だ。では、勝ってくる」

「……っっ、もうっ、ラーシュ様！」

　思わず怒ると、ラーシュは笑いながら出て行った。……背後の目がイタイ。

　恥ずかしくて後ろを向けないでいると、カーリンがぼそりとつぶやいた。

「……なんだアレ。もしかしなくても、ヴィオラにベタ惚れ？」

　ぶわっとカオが更に赤くなる。すると、シーラがぼそっと続けた。

「……もしかして、テオドルとアロルドを牽制したつもり？」

　テオドル・フォルシウスとアロルド・サリアンの男性二人が肩をすくめた。それで更にカオが上げられなくなって両手でカオを覆う。

「すみませんすみませんすみません……」

　ああもう、恥ずかしい。後で絶対文句を言おう。

　耳まで真っ赤っかになっていたら、完全にからかう調子でシーラに言われた。

「まあ、今のアレを見ていたら、少なくとも噂の九割くらいは払拭できそうよねえ。どう見たってエルヴィーラ様に頼まれてイヤイヤ付き合ってるようにはとても見えないもの」

「今の光景を見てそんな感想抱くヤツはいないわなー」

　カーリンにまで言われてますます居たたまれない。

　ヴィオラはとんでもなく恥ずかしい思いをしながら、とにかく早く試合が始まらないかとそれだけをひたすら願った。

　試合が始まると、なんだかんだで忙しくなってきて、さすがに他のコトに気をまわしている暇はなくなってきた。

　刃を潰した剣を使うため、刀傷を負うわけではないが、それでも打撲や捻挫、骨折などの怪我を負った騎士が次々と現れる。これが明日になると、魔術による怪我が増えてもっと忙しくなるらしい。

　治療は可及的速やかに行われる。

　ヴィオラの治療法は、まず微量の魔力を相手の全身に流して異常のある箇所を確認し、その上で治癒魔術の行使をする。怪我をした場所だけでいいという者もいるが、気付かずぶつけていたりしてその場所を痛めただけで済んでいなかったりすることもあるからだ。

　シーラなどはその方法を聞いて、面倒だとか魔力がもったいないとか言ったが、万が一、そのせいで後で異状があった場合、おそらく後悔するのはヴィオラ自身だから、自分の診る患者はそうすることにすると言ったら好きにしなさいと言われた。

　だが、実際この方法のおかげで一人、脚の捻挫だと思うと言っていたのに肋骨にもひびを入れていたことが判った者がいて、ヴィオラはこの方法を採っていたことを良かったと思えた。

　カーリンが率先してその方法を採用し、そしてそれを聞いたテオドルが真似をしだし、アロルドもそれに倣った。

　シーラとドリスは、最後まで魔力が持たないかもしれないからとしなかったが、機会があればこれからそうすると言ってくれた。

　これだけでもここにいた意味があったとちょっと嬉しくなったヴィオラだった。

　治療の仕事自体は大変だがやり甲斐がある。だが、たくさんの騎士、つまり男性に囲まれることが今まであまりなかったヴィオラには、ちょっと緊張する状態が続いて気疲れする。

　そして、もっと面倒なのが。

「ねえ、きみ可愛いね。見ない顔だけど、魔術庁の新人さんかな？　よかったら、仕事が終わったら遊びに行かないか？」

　怪我の治療をしていると、二人に一人は必ずこんな声を掛けられる。

　騎士はモテるはずだが、こんなところでナンパなどしている場合だろうか。それとも魔女だからちょっと誘えばすぐ寝るような女たちだと思われているのだろうか。

「いえ、お断りします。恋人がおりますので」

　果たして、今日何度言ったコトやら、という具合だが、それで引かない者は意外と多い。

「え、いいじゃないか、食事くらい。俺、そいつより満足させてあげるよ？」

　確実に食事だけでない台詞を平気で口にする軽い騎士にちょっとピアスを触って見せると、瞬時にカオが真っ青になって平謝りをする。

　そんな光景が何度もくりかえされ、ヴィオラは仕事のせいではない疲れに溜息を落とすのだった。

　ちなみにそれはヴィオラだけではなく、シーラやドリスもなのだが、シーラは取り付く島もなくきっぱり断り、『元の怪我よりもっと酷い怪我にして差し上げましょうか？』とにこやかに振る。

　ドリスは一切喋らない。ただ怪我の治療をして、あとは丸無視で、ナニを言われようと一切反応しない。こちらを向かせようと無理に手を掴まれたりするとその瞬間ものすごい蔑んだ目で相手を睨んで、大抵はそれで引き下がるという寸法だった。ある意味シーラより厳しい反応だ。

　そして、カーリンはというと、まず男だと思われるらしく誘われない。たまに声で女性だと判ると声を掛ける者もいるが、そういう時だけとてもにこやかに、『お水飲みますか？　即効性の毒薬入れておきますね？』と水の入ったコップを渡そうとするので即行で逃げ出されていた。

　確かに恋愛は自由だが、騎士の方々はあまりにも軽く誘い過ぎだ。声を掛けて上手いコト引っかかってくれたらラッキーくらいのつもりだろうが、あまりにもみんながみんなやっていると、なんだか騎士に対する評価が随分と落ちていく気がするのは気のせいか。

　以前ラーシュが言っていた、あまりにイメージが違い過ぎて呆れ返るかもという言葉が少し理解できた気がする。

　所詮、野郎の集団なんてそんなものだよ、と言われたが、確かに遊ぶ相手にしろ彼女にしろ、騎士とはいえ女が欲しい普通の男性であることには間違いないようで。

　……ラーシュ様は違うのかな？　と思わずにはいられない。

　ラーシュがあんなふうにナンパをするようにはさすがに思えないが、絶対に無いと断言できるほど、昔のラーシュを知っているわけではない。

　ラーシュの女絡みの噂は聞いたことが無いが、彼だって二十代後半の男性で、ヴィオラとこんなコトになる前にはそういう思いがあったのだとしても責められない。

　ちょっと複雑な思いを抱えるヴィオラだった。
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　ところで、結果から言えば、試合は最後までラーシュの圧勝で終わった。

　ほとんどの試合をほんの数撃打ち合ううちに終わらせてしまったとあれば、圧勝というに相応しいだろう。

　大抵の場合は剣を力任せに吹っ飛ばすか、本人を吹っ飛ばして剣先を首元にあてて終わったため、力の差が歴然であったにも拘わらずラーシュと戦った者にほとんど怪我人は出なかった。

　手が空いた隙にラーシュの決勝の試合が観戦できたヴィオラは、相手だって決勝まで勝ち上がってきた強者のはずなのに素人目にも判るほどのラーシュの圧倒的な強さを垣間見て、ますます素敵だと憧れを強くした。有体に言えば、惚れ直した。

　そもそもここに出てきているのはその団でそれなりの自信がある者ばかりのはずだ。それなのにこの圧倒的な強さは、ラーシュがいかに剣技に優れているかの良い証明であるといえた。

　意外にも騎士たちは彼と試合ができることを望み、相手に当たった者は強敵を相手に喜び、当たらなかった者は羨ましがるという。

　強い者に憧れるのは騎士も同じで、勝てるわけがないのは判っていても、その相手をしてもらえること自体が彼らには嬉しいらしい。

　城常駐の騎士たちはともかく、それ以外の団の騎士たちは憧れの滅竜騎士と相対するなどこの機会しかなく、それ故にラーシュの試合や剣技を見たくて志願してくる者までいるというのだからかなかなか熱い。そして、一日目の日程が終わってからでも、ひと指南お願いしたく、と乞う者が列をなしていた。

「これだけ見てりゃ、騎士様もカッコイイんだけど。あのナンパ攻勢さえなきゃいいのに、むしろ自分たちで評判を落としてるの絶対全然気付いてないわよね、あの人たち」

　本日の治療が終わってからも続いている光景に、シーラが呆れたように息を吐いていた。後ろでドリスもうんうんとうなずいている。

　それはともかく騎士たちの指南志願は一体いつまで続くんだろうと、優勝のお祝いを言いたいのに傍に寄ることのできないヴィオラはちょっと困っている。まあ、慕われること自体は良いことだが。

　治療記録を全員分書き終わり、明日の用意を終える頃にはそろそろ夕焼けの空が藍色に染まっていて、思ったより感じている疲労になんとなく首や肩をまわしていると、テオドルが笑った。

「思っていたより疲れただろう。明日は今日よりもっと忙しい。しっかり休んでおけよ」

　彼はここ十年ほど毎年治療に参加しているそうなので、程度が判っているのだろう。

「もう今日の仕事が終わったのなら帰っていいよ。ノシュテット様が待ってるんじゃないのか？」

「あー、どう、なんでしょうか。ずーっと騎士の方々の相手をしていらしたんですけど」

「もう終わってるみたいだぞ」

　外の様子をうかがっていたテオドルが言うので、外を覗いてみると、確かにさっきまで列ができていた辺りに人影はなかった。

「特に待ち合わせとか一緒に帰るとかの約束はしていないんで、ラーシュ様がお忙しいようならそのまま帰ろうかと思っていたんですけど」

　大会前に、後でと言われたが、忙しいようなら手を煩わせるのも申し訳ない。あの様子だと大会が終わったとて他の参加者から離してもらえないのではあるまいか。

　だが、テオドルがそれを止めた。

「いやいやいや、とりあえず連絡だけはしておきなよ。心配するでしょ。あの様子だと、ひとりで黙って帰ったらあとからきっと怒られるよ？」

「……あー、はい、そうですね」

「もしかして怒られたことがあるとか？」

「はあ、まあ、前科があるもので」

「じゃあ、絶対そうした方がいいね。ノシュテット様に、怒られるより前にまず心配させたくないだろう？」

「あ……、はい」

　テオドルの言葉にハッとする。そう言われれば、ラーシュはいつもヴィオラを心配してくれている。恋人になる前から、いつもいろいろと気をまわしてもらっていたと思う。そんなヴィオラができることは、できるだけラーシュに心配を掛けないことだろうと思った。

　とりあえず、言いたいことを書いて伝言鳥を飛ばす。

『今日はこれで帰ります。直接優勝のお祝いを言いたかったけれど、忙しそうなのでまた明日にでも。』

　飛ばしておいてから、イングリッドに挨拶をして帰り支度をする。シーラとドリスはもう既に仕事を終えて帰っていた。

　治療記録に時間が掛かっていたカーリンがカオを上げた。

「ヴィオラ、帰るの？　ノシュテット様と一緒じゃないんなら一緒に晩ごはん食べに行かない？」

「あ、うん、カーリンがいいのなら喜んでだよ」

　友達とごはんを食べて帰るなんて憧れていたことのひとつだ。とても嬉しい。

　師匠には、もしそうなることがあったら連絡するように言われている。ラーシュにもそう言いなおすべきかと思っていたら、返事がきた。

『送っていく。もう少し待っていてくれ。ひとりで帰るな。』

　予測していた答えが来たので、『カーリンと食事に行くことにしたので大丈夫です』とすぐに飛ばし直してカーリンの仕事が終わるのを待っていると、更に返事が来た。

『ヴィオラと夕食を食べに行くことまでカーリンに先を越されたな。少し悔しい。』

　思わず吹き出した。










　ヴィオラとカーリンは、城の近くの食堂に入った。遅くまでやっているが店主が女将でごつい旦那がいるので男の酔客に厳しく、女性にはありがたい店だという。この店から徒歩数分のごく近い場所でひとり暮らししているカーリンが、研究で帰りが遅くなった時などにちょくちょく使っている店なのだそうだ。

　魔女になってから、ヴィオラの食事量は確実に増えていた。

　今日のように魔法を多量に使った時は特に食べる量が増える。消費した魔力量を補うためだと思われた。そうするとどうしても食費が嵩むから、安くて量が多くて美味しい店は大変ありがたい。

　二人のテーブルの上には大人の男五人前はあろう量の皿が乗っていて、とても女性二人が食べられる量だとは思えないだろうが、一皿目が置かれた時からすぐに手が付けられ、今もどんどん消費されつつあった。

「まあったく、あのヒト結構ヤキモチ焼きか？　張り合うなよ、そんなトコで」

「初めに煽ったのはカーリンでしょ」

　グラタンをつつきながら、カーリンが呆れている。ちなみに、『カーリンと食事をして帰る』に対する返事を言った時の反応だ。

　あははー、と笑いながらヴィオラが煮込みハンバーグを食べていると、カーリンが溜息を吐いた。

「実は結構めんどくさいヒトか？　ヴィオラだってもう成人してるんだから、そんな過保護にしなくたっていいだろうにさ。重たくない？」

「でもねえ、私、何回か男の人に襲われかけて、そのうちの何回かをラーシュ様に助けてもらってるから、ちょっと心配されるのしょうがないところがあるかも」

「え、マジか。まあ、ヴィオラ可愛いもんな。魔女にしてもらった相手ってノシュテット様だって言ってたよね。よくそれまで無事だったね？　それとも、実はノシュテット様に襲われたとか？」

　なんで相手を知ってるのかと言いかけて、朝シーラに言わされたのだったと思いだす。

「いえいえ、そんなワケ！」

「じゃあ、ヴィオラがあのヒトを押し倒したとか？」

「なんで素直にお付き合いして意思疎通ができた後にしてもらったっていう展開が出てこないんだろう」

「そうなの？」

「ちょっと違うけど」

「なんだよ」

　笑ったカーリンが、で、結局どうだったのさと聞くので、大雑把に概要を話す。

　元々は二年半もヴィオラが彼に片想いしていたのだと告白した。所用で城のラーシュの執務室に寄った帰りに裏道で数人の男に追いかけられ、必死に『壁』をつくって抵抗していたところを追いかけてきてくれたラーシュに助けられた。そのまま魔力切れで昏倒し、告白した上で魔女にして欲しいと願い、魔力補充も兼ねて抱いてもらったこと。そして、そのまま付き合うことになったことまで話すと、カーリンが、うわー、というカオになった。

「棚から肉まん？　濡れ手に麦？」

「ええええ、いや、さすがにソレは失礼かと」

「なんでよ、完全にラッキースケベの挙句の恋人ゲットじゃん。実は黙ってただけでその前からあんたのコト狙ってたってコトはないの？」

「え、いえ、まさかそんなコトは。だって全然そんなそぶりなかったし」

「わっかんねーじゃん。実は思ってもみなかったヒトがそーいうコト考えてたりするかもでしょ」

「そりゃ絶対ないとはいわないけど、ラーシュ様に限ってそれはないと思うけどなあ。割となんでも言ってくれてるし」

　ラーシュは恋人になってから、結構いろいろと心情をしゃべってくれていると思う。もちろん黙っていることだってあるかもしれないが、誠実でいてくれていると信じている。

「そーいうカーリンはどうなの？　私ばっかり恥ずかしい話はずるいよ。……まあ、話したくなきゃいいけど」

　言わされた身としては相手の話も聞きだしたい、と思ってから、それが自分のように幸せな経験だったとは限らないと気付いて言い足すと、カーリンはいつものように、にへら、と笑った。

「お気遣いどーも。うん、まあ、あたしはね、存在は前に言ったことあったよね、兄弟子なんだけど」

「え、そうなの」

「うん。まあ、無理矢理ってほど酷くはなかったけど、まあ、それでもね。あたしが望んだわけじゃなかったから」

　兄弟子が独立した時、カーリンは十六歳だったという。毒の研究が楽しかったカーリンと違って一般の薬屋に出まわる類の病気の市販薬を得意とした兄弟子は、独立する前から内職でそこそこ資金を得ていたこともあり、開業に支障はなかった。

　一般的に庶民は、怪我や病気は薬で治す。魔術治療は実はお代が結構高くて、薬で治らない時の最後の手段扱いだ。だから薬屋は割と安定した収入を得られるという点で魔術師の良い収入源だ。

　店を開けたら遊びに来るといいと言われていたカーリンは、店が落ち着いた頃、素直に遊びに行った。

　そしてその夜、兄弟子に押し倒された。

　いくら兄弟子よりよほど言葉遣いが雑で男と間違えられるような長身でもカーリンは女で、妹弟子よりよほど穏やかな性格だと言われていても、それでも彼は男だった。

　年上の男性に小娘は力で負ける。結局そのまま奪われた。

　曰く、ずっと欲しかったのだと。子供の頃から知る妹弟子ではあったが、成長して二次性徴が見られるようになった辺りから女として意識していたのだと。

　このままでは成人する前に手を出してしまいかねないからと独立したのに、無邪気に一緒のベッドで構わないから泊まらせてなんて言うから箍たがが外れたのだと言われた。

　もちろん好きな人とが良かったが、その時点で好きな人なんていなかったし、血縁に嫌われた娘には師匠と兄弟子くらいしか好意を持てる男性が傍にいなかった。だがそれはあくまで父と兄としてだ。だから、兄と慕っていたが故に男として意識していなかったのが彼女の最大の過失とは言えるかもしれない。

　カーリンは、まあ兄弟子ならしょうがないかと開き直って諦めた。

　知らないヤツに無理やり犯されるくらいなら、兄弟子の方が数十倍マシだった。

　ただ、思っていたより随分早い処女喪失による魔女化に師匠がアタマを抱えていたことと、兄弟子が師匠にぶん殴られてしばらく頬を腫らしていたことが笑い話だと、カーリンは笑った。

「それで、今、その兄弟子さんとは？」

「んー？　別々に暮らしてるし、付き合ってもないよ。でも、別にもう会ってないわけでもない。師匠の家を出るって決めた時、なら一緒に住むかって言われたけど断った。あたしはその時点で魔術庁に入ることが決まってたし、あたしは別にあの人のコト、恋人にしたいってわけでもなかったし」

「そう、なんだ。でも兄弟子さんはカーリンのコト好きなんじゃないの？」

「かもね。でもなんにも言われてないし、言ってこないヤツに遣う気はあたしには無い」

　断言するカーリンに、ヴィオラは、おお、と感心する。

「……カーリン、オトコマエ」

「褒められたと思っとくよ」

　カーリンは、からからと笑う。そのさっぱりした笑顔を見る限りでは、その事件自体はもう気にしてはいないようだった。

　甘い果実酒をちびちび舐めながら、こんなにあからさまな暴露話をすることをヴィオラはちょっと不思議な気分で楽しく思う。いや、酒が入ったからこそだろうか。魔女は性事情に関しては割とおおらかであからさまだ。それでもこんなふうに割と腹を割ったことを話せる友人ができたことがとても嬉しい。

「じゃあ、兄弟子さんに、好きだから恋人として一緒に暮らしてって言われたらどうするの？」

「さあね、その時考えるよ。でも、今のあたしは恋人より研究の方が大事で楽しいし、断るかもね」

　魔女の気質を考えればそんな返事もあるだろう、とヴィオラはうなずいた。するとカーリンがニヤつきながら訊き返す。

「ヴィオラは今は恋の方が優先かな？　それにしてもさあ、天下の滅竜騎士様があんな重たい男だとは思わなかったよ。普段城で見掛けた時は無表情でどんだけカタい男なのかと思ってたのに、なんだよ、あのやたら甘い笑顔にがっつりキス。砂糖吐きそうだったわ」

「もうっ、失礼よ、カーリン。……でも、ちょっと私も思わないでもない」

「自分で言ってちゃ世話無いな」

「だって！　ラーシュ様、私のコトものすごく愛してくださってるもの。私のどこをそんなに、って思うくらいものすごく大切に思ってくださってるし。付き合って初めての日に滅竜騎士様のピアスを渡してくれるし」

「初日ぃ!?　待て待て、アレって本人以外は嫁か婚約者しかつけちゃダメなモノのはずでしょ？　もう即日ソッコーでツバつけたってか!?　やっぱ重すぎるわ、あのヒト！」

　うわあ、というカオでカーリンが呆れて、ヴィオラは苦笑する。やっぱり自分が知らなかっただけで城勤めの人間には周知の話らしい。

「なるほど、あんたほど魔術を使える魔女が魔術庁に入らない理由ってそういうコトか。よく魔術師長様が勧誘しなかったと思ったら、あのヒト、あんたを早く嫁にして囲い込みたい気満々ってトコなわけね？　あのピアスはその主張なワケね？」

「……その通りなようです」

「なんか、エラい男につかまったね、ヴィオラ」

　改めて第三者に言われるとなんだかめちゃくちゃ恥ずかしい。

「しっかし、魔女を嫁にもらおうってなかなかいい度胸してるよな。どうなの、あのヒト、あっちの方は？　そんなに自信があるの？　騎士だから精力は強そうだけど？」

「……自信は……、うん、たぶん」

「へーえ。ウチの兄弟子は魔力量もたいしたことないし、あたしも魔力が空っぽにまでなったことはないけどさ。それでも初めての時、あの人の魔力を全部吸っちゃったみたいだったし。ヴィオラは？」

「……三回、でした」

「え、初めての日にした回数が？」

「いえ、魔力込みの回数が。……実際にした回数は、その倍以上」

　なんだか恥ずかしくなって、つい目を逸らす。案の定カーリンが目を丸くした。

「……うわあ。魔力量はさすが滅竜騎士様、って言っていいのか？　三回分も魔力が持つあの人もすごいけど、それで足りないくらい魔力容量に余裕のあるヴィオラもすごいよね。でもヤりすぎじゃね？　いくら魔力切れ起こしたっていっても初めての女の子にそんなにするか？」

「なんか、私が魔力切れした時、どれくらいで全回復するか確認しておきたいって……。魔力容量が判った時、全量の半分くらいはあったと思うけど、結局、全回復してくださったし」

「え、一度でも充分動けるようになるのに？　トータル七、八回くらいはヤったってコト？　スゴくねえ？」

「……その、何回したらいっぱいになるかちゃんと知っておかないと後々困ることになるかもだからって。いざという時にも他の男に触らせたくないから知っておきたいって」

「あのさあ、それって独占欲とヤりたい欲求を、さも正当性があるように言ってるだけじゃねえ？」

「……それは、私も思わないでもない」

「うーん、そろそろ呆れるの通り越してちょっとオモシロくなってきたかも」

　完全に呆れたカオのカーリンにぼそぼそと同意する。うん、やっぱりそう思うよね。

　それでも。

「でもさあ、ヴィオラはそれでも嬉しいんだよな？」

　え、とカーリンを見直すと、彼女はちょっと苦笑気味で、それでも優しく笑っていた。

「好きな人にそんだけ求められてそんだけ大事にしてもらえるんだもん、嬉しいよね。やたら重そうとか性欲が過ぎるとか難点は置いといても、その点は単純に羨ましいよ」

「……うん」

　そこは、素直にうなずけた。

　どれだけ重くたって、どれだけ抱き潰されたって、それでも相手がラーシュなら許せてしまう。

　それは明らかに惚れた弱みというやつで、ヴィオラにだって判っているけれど、ラーシュに愛され、抱かれる幸せは、つい一ヶ月も前の自分にとっては夢か妄想レベルの奇跡なのだ。

　照れ笑いを浮かべるヴィオラに、カーリンは緩い笑みを向ける。

「幸せそうなカオしてからにまあ……。つられてついうっかり好きな人が欲しくなっちゃうじゃん」

「あはは。カーリンももし相手ができたら教えてね。兄弟子さんでもいいけど」

「ええー、アレぇ？　うん、まあ、別にキライってわけじゃないんだけどなあ。でもなあ」

　うーん、とアタマをがりがりと掻くカーリンを見ながらヴィオラは笑う。

　別に無理に恋人をつくる必要性なんかないけれど、でもせっかくできた優しい友人がそういう幸せを味わいたい気があるのならもちろん応援したい。

　明日も仕事があるんだからそろそろ上がろうか、と促されて残念だと思いながら立ち上がると、そんなに残念そうなカオすんならウチに泊まってく？　とカーリンに笑われた。

　もう遅い時間だから一人で帰るのも心配だし、酒も入っている。辻馬車をお願いするしかないかと思っていたが、この時間ではつかまるかどうか怪しい。『扉』で帰るのが一番てっとり早いが、明日も魔力を必要とする仕事をするのだ、あまり消費したくない。

　結局、師匠とラーシュにお泊りを報告してから、喜んでカーリンの家にお邪魔した。

　初めての友人との食事に続いて初めてのお泊りが嬉しくて、ヴィオラは酔いに任せて夜中までしゃべり倒しながらカーリンとベッドを共にしてぐっすりと眠った。







了













白金の杖の魔女と滅竜騎士の溺愛【後編】



















＜　24　＞












　次の日は、朝からカーリンと二人で仲良く出勤した。

　二日酔いはひどくはなかったけれど、一応『癒し』で回復させる。

　出勤したら、習練場の前でラーシュが待っていた。

　今日は昨日の軽装備ではなくいつもの軍服だ。今日は最後の表彰式に出るだけなので、今、甲冑姿である必要はないのだろう。

　ラーシュは二人が寄って来るのを待って笑顔で挨拶をした。

「おはよう、ヴィオラ、オデアン嬢。昨夜はヴィオラが世話になったな」

「おはようございます、ラーシュ様。早いですね」

「おはよーございます。カーリンでいいですよ、ノシュテット様。友人を泊めるのくらい普通です」

　朝っぱらから亭主面かい、と内心でツッコんでいることなどおくびにも出さずカーリンが緩く笑うと、ヴィオラが嬉しそうにラーシュに報告した。

「ラーシュ様！　夕べは本っ当に楽しかったんですよ。私、お友達の家にお泊りして喋りながら寝るなんてしたことなかったんです。今朝も、朝ごはん一緒に食べて一緒に出勤してきました。本当に楽しかったです！」

　本当に嬉しそうなキラッキラの笑顔のヴィオラにカーリンが苦笑する。

「大袈裟だなあ。そんなに楽しかったんならいつでもおいでよ。ヴィオラの朝ごはん、すっごく美味しかったから宿代には充分だしいつでも歓迎するよ。今度は次の日が休みの時に来てくれたら、それこそ夕食も一緒につくって食べて、一晩中でも喋っていられるよ？」

「わ！　ホントに!?　いいの？　嬉しい！　絶対行く！」

「ん、じゃ決まりね」

　ぱっと花開くように嬉しそうな笑顔のヴィオラのアタマをカーリンが撫でる。ヴィオラが嬉しそうにされるがままでいると、唐突にヴィオラの身体をラーシュに持って行かれた。

「ヴィオラ、友人と友情を温め合うのは美しいことだが、放っておかれるのは寂しいぞ？」

「っ、ごめんなさい」

　カーリンの前で抱きしめられて、かあっとカオに熱が上がる。それを見て、カーリンが呆れた。

「ノシュテット様、心が狭い」

「なんとでも言え。この子は私のだ。アタマを撫でていいのも可愛がっていいのも私だけ」

「ホンっトに心が狭いな！」

　カーリンはつい思い切り言ってから貴族の騎士相手にヤバかったかと思ったが、ラーシュは笑って平気で流してくれた。

「まあ、それは冗談にしても、あまりヴィオラを独り占めしないでくれ、カーリン。せっかく仕事前に逢いに来たのに、ちっともこっちを向いてくれない」

「えええ、そんな、独り占めなんて、ごめんなさい、せっかく逢いに来てくださったのに」

　慌てるヴィオラが謝ると、ラーシュとカーリンが笑った。

「いやいや、だから、冗談だから。ヴィオラ、真に受けすぎ。ノシュテット様もいちいち重いです。もうちょっと程度ってものをですね」

「いや、判っているんだがどうもヴィオラの反応が可愛すぎてな」

　しれっと言うラーシュにカーリンがうなずく。

「判りますよ、判るけども、それでもです。ついでに言うと、あんまり人前でやると不要な敵をつくりますよ」

「ほう、どんな？」

「あー、主に、恋敵とか？　あんまり可愛いヴィオラに懸想する阿呆が」

「私に勝てるとでも？」

「うわあ、すっげえ自信。それが克ち過ぎてヴィオラに逃げられたらいいお笑い種ですよ」

「一応肝に銘じておこう」

　聞き入れてくれるだけの度量はあるようで、カーリンは内心でほっとする。プライドの高い貴族なら、一歩間違えれば無礼者と殴られる可能性だってあるのだが、この人は少なくともそういうことはしなさそうだ。せっかくできた友人の恋人が度量の足りない傲慢な男では、彼女が可哀想すぎる。

「それから、ちょっと真面目な話、根性の悪い一部の侍女たちが相変わらずろくでもないド嘘の噂をばらまいてます。それで攻撃されるのはあなたではなくヴィオラなので、少し考えた方が良いかと」

「カーリン、それは」

　昨日シーラから聞いた噂のコトだとすぐに判って、慌ててヴィオラが止める。だが、カーリンは思いの外真面目に言った。

「言っとかなきゃダメだよ。知っといてもらわないと。でないと、いざって時に対応が後手に回る。それは絶対に良くない」

「その通りだ。知らせてくれて感謝する」

　うなずくラーシュも真面目なカオで、二人に言われてヴィオラはちょっと困った。

　言いたいことを言ってすっきりしたからか、カーリンは表情を緩める。

「んじゃ、ま、あたしは先に行くよ。これ以上邪魔してたらノシュテット様に嫌われそうだ。ヴィオラ、遅刻しないようにね」

「あ、ごめん、カーリン。ありがとう」

　ひらひらと手を振ってカーリンが習練場に入っていくと、やっとラーシュの望む二人きりだ。

　とはいえ、また誰がくるとも判らない状況ではゆっくりいちゃつくこともできない。少し動いて人気の無い木の陰にまで移動した。

「ラーシュ様。昨日言えなかったんですけど、優勝おめでとうございます。すごく格好良かったです！」

　やっと昨日から言いたかったのに言えなかったコトを口にすると、ラーシュが微笑んでくれた。

「ありがとう。ヴィオラが見ているからと頑張ったからな。格好良く見えたのならよかった」

「すごく素敵でした！　ラーシュ様がお強いとは聞いていましたけど、あんなにまでとは思わなくて！　こんな方が私の恋人なんてって思ったらすごく誇らしくて！　私、改めてラーシュ様のこと惚れ、あ、いえ、その、えっと、尊敬して憧れます！」

　はしゃいだ調子で勢い込んで言ったものの、つい言いかけたことを慌てて修正する。だが、ラーシュにはちゃんと聞こえていたようで。

「俺のコト、なに？」

　ひょい、と覗き込まれて、ヴィオラは恥ずかしくなる。絶対判って言っている。

「……ええと」

「言って？」

「……お判り、でしょう？」

「うん、でも言って？」

　妙に可愛い口調でせがまれて、ヴィオラは真っ赤っかになってしばらく逡巡した挙句、漸ようやくか細い声で告げた。

「……惚れ直し、ました」

「それは光栄だ、俺の勝利の女神」

　にっこりと、正にとろけるように嬉しそうな甘い笑みを浮かべたラーシュが、ヴィオラの右手を捕まえてその指先にくちづけた。貴族の如き、いや彼は実際貴族だが、そんな振る舞いをされて、ヴィオラの顔がさらに真っ赤っかに染まる。恥ずかしそうなヴィオラを満足そうに見てから、ラーシュはその腕にようやく可愛い恋人を囲い込んだ。

「本当は、昨日ヴィオラに祝って欲しかったんだ。だが参加者の騎士たちにすっかり囲まれてしまってな。終わってからでもなかなか逃げ出せそうになくて」

「騎士の方々とのお付き合いも大切でしょう？」

「判っている。判ってはいるんだが、やっぱりゴツい野郎どもより何百倍もヴィオラの方がいいに決まっている。……本当に逢いたかったんだ。せっかくきみがすぐ近くにいたというのに」

「でも、今こうして逢いに来てくださったじゃないですか。私はそれがとても嬉しいです」

「ああ、どうしても逢いたかったから。でも、きみも喜んでくれるのなら俺も嬉しいよ」

　苦笑しながらラーシュは言う。

「ヴィオラ、昨日の仕事中、治療をした騎士たちにいろいろ誘われただろう」

「え、あ、なんで」

「ヤツらに聞いた。婚約者の方に治療していただきました、すごく可愛らしい方ですね、羨ましいですと、何人もな。職務中にそんなコト言うヤツが、ナンパしないわけがない。大方、声を掛けてからピアスを見て慌てて謝ったってとこだろう」

　それからラーシュはヴィオラの耳たぶのピアスに指で触れてからちゅっとくちづけた。

「きみにピアスを渡しておいて本当に良かったと、俺は今、心から思っているよ。ちゃんと虫除けの効果があって良かった。ああ、そいつらにはちゃんときみが受けた不快さの分くらいはやり返しておいたからな」

「はい？　あの、私は別に、それよりあまり酷いことは」

「心配するな、指南を乞われた時に余分に一撃喰らわせたくらいだ」

　いたずらっ子のような笑顔をされて、ヴィオラはつい笑ってしまう。まあ、それくらいなら許されるのではなかろうか。

　そして、いつものようにぎゅうっと抱きしめて、そのままの態勢で耳元でつぶやく。

「ああ、カーリンが言うとおり、我ながら本当に心が狭いな。ヴィオラを仕事に行かせたくない。俺が治療してもらってないのに、他の男の治療なんかさせたくない」

「ラーシュ様、でも、あの」

「判っている。本当にそんなことはしない。でも、治療でもヴィオラが他の男に触るのが気に入らない」

「ごめんなさい、でも」

「謝るな、ただの我儘だ。正直、こんなどうしようもない重たい嫉妬を口にするのも恥ずかしい。言いたいだけなんだ、聞き流してくれ」

　嫉妬。重い、確かに傍から見たら重いのだろう。だが、ヴィオラには、そんなことを言われても、嬉しいだけだ。

「あの、ラーシュ様、私は嬉しいですけど」

　つい言ってしまったら、ラーシュが困ったカオをした。

「ダメだ、ヴィオラ。きみは俺に甘すぎる。ダメなものはちゃんとダメだと言ってくれないと、俺はきっといくらでも増長するぞ。そのうち世間的に許されないレベルまできみにいろいろ強いてしまうかもしれない。エルヴィーラ殿やカーリンが俺からきみを引き離そうと考える前に、きみがちゃんと断ってくれ」

「私は、ラーシュ様がそこまではしないと信じてますから、できる限りは受け入れたいと思いますけど」

「それがいけないというんだ。嫌なことはちゃんと嫌だと言ってくれ」

「はい」

　返事をしながら、ヴィオラはくすくすと笑ってしまう。するとラーシュが不思議そうに訊いた。

「どうした？」

「いえ、本当にそういうことをしそうな人は、そんな警告はしないんじゃないかなって。自分のすることは相手が全部受け入れて当然だって思うだろうから、そんなふうに一生懸命、断れ、嫌だと言えなんて言ってくださらないんじゃないでしょうか。だから私、ラーシュ様はそんなことしないって思います」

　言ってみたら、ラーシュは困ったように微笑んで、それから更にぎゅうっと抱きしめた。

「……まったくもう。ちょっと俺に対する信頼が過ぎるぞ。もう少し疑え」

「ラーシュ様と師匠は、誰がなんと言ったって絶対的に信頼してます。それは私の中ではなにがあろうと絶対揺らぎません」

　笑ってみたら、ものすごく困惑したカオをされて、なんでだと思ったらいきなり口を塞がれた。

　甘く激しく奪われる。舌を絡まされ、吐息まで奪われて、息が苦しくなってきた頃にようやく解放された。

　酸欠気味でくらくらしていたら、艶やかに低い声で囁かれた。

「このままきみをさらって部屋に連れ込みたい。次に抱く時覚えてろよ」

　えええ、なんで、どうしてこの状況でそんなことを言われるのか。さっぱり判らない。

　それこそ困惑してラーシュを見上げたら、やっと身体から手を離してくれた。

「ああもう、いつから俺はこんなに我慢ができなくなったんだか。あんなに節制に努めていたはずなのに、最近本当にヴィオラを前にするとちっともそれが効かない」

　深く溜息をつくラーシュ。一応自覚はあるらしい。

「俺の女に勝手に声なんかかけやがって、とか、ガキのような嫉妬をするようになろうとは、半年前の俺が聞いたら呆れ返るだろうな、確実に」

　うわ、とカオが赤くなる。口調の荒さが本音を表していてすごくクる。

「……でも、ラーシュ様？」

「ん？」

「私はそんなにラーシュ様に想っていただけて、すごく嬉しいですけど」

　正直に言ったら、またも深く溜息をつかれた。片手でカオを半分覆ってラーシュが呻く。

「……だから、本当にこのまま寮に持ち帰りたくなるからやめてくれ。実行されたら困るだろう？」

　本当に困っていそうな声なのに、ヴィオラはつい笑ってしまった。

「実行しないだろうから言うんです」

「俺がどれだけ必死に我慢していると思ってる？」

　困ったカオのラーシュがおもしろくて更にカオが笑ってしまうのを止められない。。

　そして、ラーシュの両の頬に手を伸ばして、引っ張って、自分からキスをした。ちょん、と触れてから超至近距離で言う。

「それは、次の時まで取っといてください」

「判った。本当に、次は容赦しないからな？　覚悟しておけ」

「……お手柔らかに」

「聞けんな」

　カオを見合わせて笑うと、もう一度優しくくちづけあってから、二人はようやく仕事に向かうべくその場を離れた。

　医療室に滑り込んだ時には集合時刻に割とギリギリで、逢瀬は楽しかった～？　と生温い視線をカーリンに向けられて、緊張感ないわね、とシーラにからかわれて、昨日と同じに少々居たたまれない気分のヴィオラは、昨日と同じに早く試合が始まらないかと思うコトで気恥ずかしさをごまかした。
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　魔術使用可の試合は、文字通り華やかな魔術戦だった。

　基本的に使用されるのは当然攻撃魔術。剣に炎を纏わせたり、氷の礫を飛ばしたり光の矢を飛ばしたりと、実に派手だ。

　そうなると、その攻撃のあおりを受けて観客席に飛んでくる砂埃や暴風、たまには火の粉や氷粒などから観客を護る為、『壁』は必須となる。

　観客は貴族たちだけではない。特に午後からの決勝他数試合は陛下と王太子殿下もご観覧になる予定だから、僅かなりとも観客に被害が及ぶようでは困るのだ。

『壁』は、観客席の前に大きなガラス窓を立てかけるようにつくられている。透明なので観客の視界を遮るようなことは無い。『壁』によって騎士たちの魔法がすべて遮られる代わりに、客が触れても正にガラスのようにその向こう側に出ることは無かった。そういう意味で客は確実に守られていて安心して試合を見物することができるのだ。

　今日のヴィオラは怪我の治療よりも『壁』の維持に苦慮していた。

　ヴィオラは『壁』をつくること自体はそれほど難儀ではないが、魔術攻撃が当たると若干の揺らぎを感じる。おそらく他の魔術師に看破されるほどではないだろうし、他の魔術師と比べてもなんら不安を感じるようなレベルでは決してない。だが、師匠が同じように『壁』をつくったらどんな攻撃が来てもささやかな揺るぎもなかろうと思ったら満足できるものではなかった。

　なまじ優秀過ぎる師匠の元で修行をしてきたヴィオラのこだわりは結構強い。

　実践不足といえばその通りなのだろうが、そもそも『壁』をつくる機会など本来はそうはない。それこそ良い実践の機会だと思い直して術を使い続けた。

　交代して治療に参加すると、当然怪我も派手で驚く。

　昨日の怪我など目じゃないほどの盛大な怪我、火傷や裂傷、凍傷などを負った騎士が運ばれてくる。

　さすがにそんな怪我だとナンパをかましてくる悠長さもなくなるようで、おとなしく治療を受ける騎士が多かった。それはそれでありがたい。

　交代で休みながらも、治療と『壁』の構築の連続は、なかなかの忙しさで疲労が蓄積する。

　さすがにヴィオラの魔力量で尽きることは無いだろうが、それでも慣れない作業と長時間の使用は効率的な量を適正に使えているとは言えない。

　その点、テオドルは十年この大会に参加しているだけあってずっと落ち着いているし魔力使用量の揺らぎも感じない。おそらく保持している魔力量はヴィオラよりだいぶ少ないはずだが、これが慣れというものかと先輩の力量に感心する。手本にするにはうってつけだと言えた。

　ヴィオラは優秀だが、なにしろ実践経験が少ない。

　こうやっていろいろな経験をすることで、机上だけでない使い方を勉強することはとても有効だ。だからこそ魔力研究庁の協力要請を受けることに師匠がなにも言わなかったのだろうと、今なら判る。

　ついでに言えば、他国からの脅威をあまり心配しなくていい状況にある現在、対人での攻撃魔術使用は基本的にほとんど無いといって良い状況にある。つまり戦闘時に於ける治療の要領もなかなか経験できない。だからこそこういった疑似戦闘状態での治療の経験を少しでもしておくことは、もしかしたらいつか起きるかもしれない事案に対して少しでも足しになることであろうと思われた。

　もちろんそんな事案が無いに越したとこは無いに決まっているのだが。

　試合は国東を守護する第四騎士団のニクラス・グランマンが優勝した。

　全試合が終了すると、最後に陛下より勝者に祝辞を賜る式典がある。

　ラーシュは今日の試合は観に来ていなかったが、その式典に出るために昨日と同じ軽装備の甲冑にて習練場に来ていた。

　壇上に上がった陛下の前に進み出たラーシュとニクラスが並んでそのお言葉を戴く。

　そして勝者に与えられる小さな盾をそれぞれ手渡された時、事件は起こった。

　ニクラスが、陛下に向かって言ったのだ。

「恐れながら陛下、お願いがございます。優勝の褒美としてお聞き届けいただけませんでしょうか」

「ふむ、言ってみなさい」

「ラーシュ・オロフ・ノシュテット殿との試合を望みます。もちろん、魔力使用可の試合です」

「ほう、ラーシュとか？」

　小首を傾げる陛下に、ニクラスがうなずく。

「はい。私は本日の試合にて優勝を果たしました。しかしそれは、ノシュテット殿が出ていなかったからこそ。我が国で現在、最も強い魔術騎士がノシュテット殿であることは、この国の騎士ならば皆知っているはずです。その彼を差し置いて私が優勝を誇ることなどどうしてできましょうや」

「まあ、もっともじゃの。だが、ラーシュの竜を斃たおす力は言ってみればそなたたちとは異質の力で、勝てずとも恥じるようなものではないぞ？」

「それでもです。滅竜騎士殿の力を是非この身で実感したいのです。負けたら優勝は返上致します。どうか、お手合わせをお許しくださいませんでしょうか」

　ニクラスの願いは騎士として理解できるものではある。陛下はラーシュを見遣った。

「ラーシュ、そなたはどうだ？　ニクラスの相手をしてやる気はあるか？」

「陛下がそうせよと仰せであれば」

「ふむ、ならば、追加でもう一戦見せてもらおうかの」

「御意」

　かくして、急遽優勝者同士の試合が組まれることとなった。

　イングリッドとテオドル、ドリス、シーラ、そしてヴィオラと、つくれる全員で『壁』を展開し、観客がいない場所まで念のために防御する。

　ラーシュが本当に全力で魔力を使うかは判らないが、おそらくニクラスはそうするだろう。ニクラスの方は決勝での試合を見る限り彼の魔術なら充分防げるだろうとは思うが、ラーシュの戦闘時の魔術の威力をまだヴィオラは見ていない。用心に越したことは無い。

　試合が始まった。

　始まると同時に、ニクラスが仕掛けた。

　剣に炎を纏わせると同時に火球を数個、ラーシュに向かって投げつける。そして走り込んで剣を振りかぶった。

　火球を避ける隙に斬りかかるつもりだったのだろう。

　だが、ラーシュはそれを剣ですべて叩き切った。普通の剣では魔術攻撃は斬れない。気付かぬうちにエンチャントかシャープソードか、剣になにかしらの魔力付与を与えていたらしい。

　ラーシュが上段から振り下ろした炎の剣を受けると火の粉と火花が散った。同時にニクラスの剣から炎が消えて、代わりに柄の方から一気にその剣が凍った。

　驚いたニクラスの身体ごと弾き飛ばしたラーシュが、涼しいカオで告げた。

「全力で来い。それでは私には当たらないぞ」

「判ってます！」

　態勢を立て直したニクラスが吠える。凍った剣にもう一度炎を纏わせると氷が融けた。

　再び走り込んで剣を打ち合う。いや、打ち込むのはニクラスのみで、ラーシュは受け流しているだけだ。ニクラスは上下左右から打ち込むが、ラーシュはそれをすべて剣で受けて捌いている。

　ニクラスも大会で優勝するほどの腕前だ。ただ力押しだけで向かってきてはいないのだが、如何せんラーシュとは明確に実力差があった。

　何合も剣を合わせ、不意のタイミングでラーシュが強い一撃を浴びせる。それをニクラスは辛うじて受けるか避けるが、その威力はあまりに強い。

　一度距離を取り、ラーシュの足元から強い風で砂埃を巻き上げる。一瞬目を庇ったラーシュに斬り込んだ。だが、到達する前に、細かな氷粒を含んだ更に強い風がニクラスの全身に浴びせられて、その衝撃に思わずたたらを踏む。

　その隙にラーシュの剣がニクラスの剣を下から勢いよく跳ね上げた。手放しこそしなかったが、その威力に柄を握っていた手が痺れる。

「よく手放さなかったな。昨日の対戦者は皆それで決着がついたが」

　感心した様子のラーシュを睨みつけて、ニクラスはまだ痺れる手を軽く振ると剣を持ち直した。

「一緒にしないでください」

「そうだな。まだ楽しませてくれ」

　言うと同時に今度はラーシュが仕掛けた。

　大段上から振り下ろされた剣をニクラスが必死に受けきる。と同時にその近距離で剣から炎が吹き上がった。一瞬の差で炎を避けたラーシュの前髪が一筋燃える。

　その炎が巻き上がり、大きな炎の塊となって距離を取ったラーシュに襲い掛かった。

　途端にラーシュが氷で大きな壁を構築して炎を受け止める。

　ニクラスの鋭い風の刃がいくつも飛び、壁にぶつかって壊す。勢いが余って炎で柔らかくなった氷の壁が観客の方へと飛び散ったが、すべて『壁』が受け止めた。

「すごいな。火と風、同時に使えるのか」

　悠長に感心するラーシュにニクラスが唸る。

「あなたこそ、もっと大技が使えるでしょうに。何故使わないんです」

「私は威力の調整が下手なんだ。対人間用程度に威力を抑えることは難しくてな。期待に応えられなくて済まないが」

「対竜専用魔術というわけですか。意外に使えませんね」

「まあ、人間相手なら魔術を使わなくても問題は無いし」

「余裕ですか。むかつきますね」

「構わないからおまえは撃ってこい」

「そうしますッ！」

　言うと同時に地面が揺れた。地面が風でえぐられ、土を巻き込んだ牙となって砂埃を立ててラーシュに迫る。一瞬魔力付与で光った剣が風の牙を受け止めると、続けて二本の牙が襲い掛かる。それも受け止め捌くと、ニクラスが更に風を放った。

「次！」

　更に二本の牙が襲い掛かった。前の二本より心なしか威力が上がっている気がする。ラーシュの斬った風が割れて背後に飛んだ。

「次だ！」

　更に二本。また威力が上がった。それを斬ればラーシュの後ろで風が『壁』にぶつかる音がした。

　更に威力が上がった牙が三本飛ぶ。跳ね飛ばした風のひとつが他所に飛び、習練場の鉄の扉を盛大にぶち壊した。観客から悲鳴が上がる。

　あとの二本を斬った勢いで初めてラーシュの剣が揺れた。初めて威力に押されたのだ。

「もっとだ！」

　ニクラスが吠えた。更に威力を増して飛ばした三本の牙は、だがその威力故か立て続けに使ったせいか、制御が効かず、二本がラーシュに向かわず他所に飛ぶ。

　一本を斬ったラーシュが反射的に振り向けば、残りの二本が観客のいる『壁』へと一直線に向かっていくのが見えた。一本が盛大な音を立てて壁にめり込み破壊する。そのすぐ傍で『壁』をつくっていたシーラがその風圧の衝撃に吹っ飛んで壁にぶつかった。その傍の客が何人もその場から逃げ出そうと腰を浮かせる。

　壁に叩きつけられた衝撃でシーラが構築していた『壁』が消え失せると、その隣のドリスの『壁』が揺れて更に消えかける。反対側のヴィオラが慌てて『壁』の範囲を広げて強化しようとするが、その前にもう一本の牙が曲がって突っ込んできた。

　その行先には、まだ患者とカーリンたちのいる医療室と、それを護る『壁』をつくるヴィオラがいた。

「ヴィオラ!!」

　それを目にした途端、反射的にラーシュが叫んだ。

　だが、その時。






「『盾』っ!!」






　ヴィオラの前に、金色に輝く大盾が現れた。

　彼女の背の倍はある大きな盾は、派手にバカでかい音を立てて勢いよくぶつかったニクラスの牙を『壁』の代わりに受け止める。その衝撃で魔力掛かった雷光をスパークさせた牙は、だがそのまま爆ぜて消滅した。『盾』が牙の威力に勝ったのだ。

　息を詰めたヴィオラが、ほっと息を吐いて笑顔でラーシュに向かって手を振る。どうやらラーシュの声が聞こえていたらしい。

　知らず血の気が引いていたラーシュが、その笑みを見て安堵の息を吐いた。

　シーラを見遣れば、痛そうにカオを歪めてはいるが、たいした怪我をしているわけではなさそうだ。

「ヴィオラ！　もう一人も無事か!?」

　客席から身を乗り出すかたちで陛下がヴィオラを見下ろして声を上げる。隣で王太子殿下も心配げにこちらを見てくれていた。

「はい！　大丈夫です！」

　即座に笑顔で返事をすると、陛下は安堵の表情で頷いてくださった。

　面識があるとはいえ、一介の小娘のことを心配してくださる陛下はやっぱり優しいとヴィオラは嬉しくなってしまう。

「……よ、よかった……」

　医療室を壊すところだったニクラスが、力が抜けたようにつぶやいた。だが、自分に向き直ったラーシュのカオを見て、ニクラスはさっきと違う意味で血の気が引いた。

「……対人で使うのなら自分が制御できないほど威力を上げて魔術を使うんじゃない。味方の人死にを出す気か」

　突然、目の前の騎士の雰囲気が変わった。

　変わらずそこに立っているだけなのに思わず後ずさりをしたくなるほどの威圧感はあまりにも強烈で、さっきまでの勢いも忘れてニクラスは恐れ慄く。

「戦闘魔術は、こう使うんだ」

　据わった目で、ラーシュがつぶやいた。

　唐突に、ニクラスの目の前に突然小さな光の球が現れたかと思うと、強烈な光を放った。目の眩んだニクラスが思わず目を閉じて二の腕でカオを庇うと、ラーシュが剣を横薙ぎに一閃する。その瞬間、ニクラスの鳩尾に強烈な風圧が直撃した。

　その衝撃の強さで、ニクラスの呼吸が一瞬止まる。

　気付けば、ニクラスは習練場の端まで吹っ飛ばされていた。そしてそのままくずおれ気絶する。

　勝負はその瞬間、決した。

　しんと静まり返った観客たちは、だが次の瞬間、爆発的な歓声を上げた。

　元々力の差があるだろうと思われた戦闘は、その気になれば瞬殺で終わるほどの力量の差があったのだと知れた瞬間だった。

　滅竜騎士の名は伊達ではないことを証明したラーシュは、だがその歓声に応えることなく一直線にヴィオラの元へと駆け寄った。

「ヴィオラ！　大丈夫か、本当に怪我はないのか!?」

　言いながら恋人の全身を見回すラーシュに、ヴィオラは笑顔で応える。

「はい。本当に大丈夫です。擦り傷ひとつありませんから安心してください」

「良かった……!!」

　感極まったように、いきなりラーシュがヴィオラを抱きしめる。無事を確認していても心配なものは心配だったらしい。大袈裟だが、その心配のされ方が嬉しい。

「それよりラーシュ様こそどこもお怪我はありませんか？」

「ああ、俺は大丈夫だ。しかし、すごかったな、さっきのヤツ。『盾』と言ったか。『壁』と同時にあれだけの防御魔術が一瞬で展開できるなんてさすがだな」

　腕を緩めて称賛してくれるラーシュに、ヴィオラはちょっとくすぐったそうに笑う。

「あれは一点集中の防御魔術なんです。万が一のことを考えて、すぐ展開できるよう用意だけはしておいたんですけど、間に合って良かったです。ちょっと練習すればラーシュ様もできると思いますよ」

「そのちょっとがどれくらいなのか俺には判らないけどな」

　優秀なエルヴィーラの弟子の魔術の難易度設定は、世間からするとかなり辛い。

　ラーシュはその立場と魔力量故に、騎士が戦闘で使えるような術なら攻撃も防御も大抵のものは知っている。その彼が初めて見たということは、決して汎用性の高い簡単なものではないということだ。おそらく実は結構な難しさなのではなかろうかとラーシュは思う。

　ともあれ、ヴィオラが無事なのを確認したラーシュは、心から安堵した。

　そこに気絶したニクラスが運ばれてくる。

『壁』を解いたイングリッドたち医療班が戻ってきて、ヴィオラを労いながらニクラスの治療のために医療室に入っていった。

　その一方で、表彰のためラーシュも呼ばれたので、もう一度ヴィオラを抱きしめてから微笑んだ。

「また後でな。今日こそ本当に、後で」

「はい。あ、あの！」

　行きかけたラーシュをヴィオラは引き留めた。振り返ったラーシュに、ヴィオラは昨日すぐ言いたかった言葉を伝える。

「優勝おめでとうございます！　本当に素敵でした。私、ラーシュ様の恋人であることが本当に誇らしいです！」

　ラーシュは嬉しそうに笑って手を上げた。

「ありがとう。なによりの労いだ」

　誰も見たことが無かった滅竜騎士の笑顔でまわりがものすごくざわついているのも気付かずに、ラーシュは歩いて行った。

　その笑顔に僅かな疑問と違和感を持ったのは、きっとヴィオラだけだった。










　かくして、今年の競技会は魔力有り、無しの部共に優勝は滅竜騎士・ラーシュ・オロフ・ノシュテットのものとなった。

　ニクラスは肋骨を数本骨折していた。あれだけの威力と衝撃でその程度の怪我で済んだあたり、この男も相当丈夫だ。

　ニクラスは目を覚ますと大慌てでヴィオラとシーラに詫び、そのヴィオラがラーシュの婚約者だとピアスを見て判った途端に、更にその場で土下座せんばかりに謝罪した。
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　もうすっかり辺りも暗くなってきた。

　ヴィオラは、魔術研究庁からほど近い城の通用門の傍でラーシュを待っていた。

　二日に渡る競技会も無事終わり、とりあえずヴィオラの仕事も終わった。

　ニクラス他の治療が終わった怪我人の騎士を帰すと、医療室は騎士たちの手により解体され、元通りの更地に戻った。医療記録は魔術研究庁に戻ってから書いてイングリッドに提出し、受領されたのでそれでヴィオラの仕事はすべて終わりだ。

　実は研究熱心らしいテオドルに『盾』の術式を教えて欲しいと乞われて師匠の許可を得て教えたり、シーラとドリスが魔力で怪我の察知をする体内スキャンの仕方をもう一度聞いてきてそれを教えたりしていたら少し遅くなって、慌てて待ち合わせ場所に来たのだ。

　昨夜のカーリンに張り合うつもりでもなかろうが、今日こそは夕食を一緒に食べようと誘われて、思わず笑ったヴィオラだった。

　立て続けに家を空けることをどうかと思って師匠に連絡したら、どーせあたしも家にいないからいーわよー、と軽すぎる返事が返ってきて、ヴィオラは苦笑する。さて、いつものことだがドコに行っているのやら。

　ノシュテット様が来るまで付き合うよとカーリンが一緒にいてくれたので雑談をしていると、旅装の数人の騎士の一団が出てきた。

　何気なく目をやると、その中にニクラスの姿があったのに気付いた。同じタイミングで気付いたらしいニクラスが声を掛けてくる。

「ヴィオラ殿！」

「あ、ええと、グランマン様、でしたか？」

「はい！　第四騎士団のニクラス・グランマンです。先程はありがとうございました」

　にこやかに答えてくれるニクラスは、こうしてみると戦っている時よりだいぶ若く見える。いや、実際ラーシュよりは若いのだろう。

「身体のお加減はいかがですか？　もうどこも異状はありませんか？」

「おかげさまでもうすっかり。そちらの方も医療班においででしたよね。今回は本当にお世話になりました。ありがとうございます」

　カーリンにも笑みを向けたので、彼女がひょいっと頭を下げた。すると、仲間の騎士のひとりの茶髪が割って入ってくる。

「あの！　俺、あなたに治していただきました。ありがとうございました！」

「あ、はい。左腕骨折された方ですよね」

「おお！　覚えててくれた！　嬉しいです！」

「いやいやいやいや。近い近い近い」

　カーリンが思わず仰け反る。

「今回の大会の医療班の方々は美人揃いの上、腕が良くてとても嬉しかったです。来年も必ず来ますので、またぜひ！」

「はあ」

　カーリンがテキトーにうなずく。たぶん、来年来てもきっと忘れている。

　いかにも軽い茶髪の騎士の勢いに苦笑しながらヴィオラが訊く。

「もしかして、もう帰還されるのですか？」

「はい。我々第四騎士団はここからずっと東の国境近くを守護しています。なにせ遠いもので、のんびり王都見物をしている時間の余裕もあまりなくて」

「そうなんですか。てっきりもう一日か二日、都に滞在されるのかと」

「そうする団もあるようですけどね。そうできたら、もう一度ノシュテット様と手合わせを願うんですが」

　ニクラスはなかなか懲りない性格らしい。

「ノシュテット様との手合わせは、以前より私の望むところでした。私に限らず憧れの滅竜騎士様と剣を交えることは多くの騎士がぜひ叶えたい希望なのです。……まあ、実際のところはまるで歯が立たず、力量の差を思い知っただけだったのですが。それでも、団に戻ったら仲間に自慢できます」

　割と屈託なく笑うニクラスに、ヴィオラは微笑む。

「でも、ラーシュ様に攻撃魔術を使わせた時点で充分すごいと思いますよ」

「え、何故ですか？」

「以前、ラーシュ様がおっしゃっていたんです。攻撃魔術の威力があまりに強すぎるから、実は人間相手に攻撃魔術を使ったことはほとんどないと」

「え、ということは、私はノシュテット様に認めてもらえたと？」

「どっちかっていうと、ヴィオラを攻撃されたことでめちゃくちゃ怒った方ではないかと」

「え」

「カーリンっ！」

　カーリンのツッコミでニクラスが青くなる。慌ててヴィオラがフォローした。

「大丈夫です！　そんなことでラーシュ様は公私混同しません、きっと！」

「そーかなー。ノシュテット様、あんたが関わるとめっちゃ心が狭いじゃん」

「でもあの場は試合だし仕事だし！」

「だって、試合が終わった途端、心配ですっ飛んできたじゃない」

「それはそうだけど！　でも誰だってあの場合はそうすると思う！」

「五千歩くらい譲っても、あの最後の一撃に私情がちょびっとも入っていなかったなんてあたしは思わないよ？」

「……それは、まあ、ちょびっとくらいは、あるかもだけど」

「ほれみろ」

「いや、だって、でも！」

「どれかと言えば、私情と指導が半々というところかな」

「「「え」」」

　突然割り込んだ声に驚くと、いつの間にかラーシュがいた。

　ひえ、と騎士たちが思わず背筋を伸ばす横で、ヴィオラが訊く。

「ラーシュ様。あの、半々って？」

「結果としてヴィオラのところに攻撃が向かってしまったコトは過失としてしょうがない話だからそこは仕方がないところだと判っている。だからソコを責める気はない」

　ほっとしたニクラスだが。

「だが、あの時も言ったが、攻撃魔法は制御ができないほど威力をあげてはいけない。それは、ことによっては味方をも傷付ける危険なものになる。自分のせいで仲間や護るべき人を傷付けたくなければもっと精度をあげることだ。そうすれば、怒りで腹が煮えくり返ろうとアバラを数本折るくらいで済ます程度の手加減はできるようになる。そういう意味で、指導が半分」

　怒ってる怒ってる、とカーリンがつぶやいて、ニクラスが更に青くなる。

「あとの残りは、カーリンが言う通り、いくら職務でソコにいたからといって、私の可愛い婚約者に攻撃魔術を喰らわしたコトを許したわけではないからな？　ヴィオラが優秀な魔女でなかったら今頃どうなっていたか」

「もっ、申し訳ありませんでした!!」

　腰を九十度に曲げて即座に詫びるニクラスに、ラーシュが追い打ちをかける。

「もしヴィオラに当たっていたら、きみは今頃この世にいないぞ」

「いやいやいやいや、待って待って！　ラーシュ様言い過ぎです！」

　真っ青になったニクラスが更にアタマを下げ、ヴィオラは慌ててラーシュにすがった。だが、ヴィオラの肩を抱いたラーシュは真面目なカオで言う。

「言い過ぎじゃない。もしあの時、万が一ヴィオラの防御魔法が効かず、命に関わる怪我でもしていたら、あの程度では済まさなかった。偏ひとえにきみが、自力で攻撃を防いでくれたからあれで済んだんだ。だからヴィオラ、きみは彼の命も護ったことになる。そして、その点では私も反省している」

「え、なんでラーシュ様が？」

「私が傍にいたのにきみを護れなかった」

「そんなこと！」

「そんなことじゃない。私は、あの瞬間、心臓が止まるかと思った」

　ラーシュが、真剣極まりない瞳で言う。比喩だと判っているのにそれが真実だとでも言いたげで、ヴィオラはそれ以上言葉が出なくなった。

　いつになく厳しい表情のラーシュのピリピリした様子に皆が気圧されて静まり返る。と、カーリンが突然、パンパンと手を叩いた。

「はいはいはい、もうその辺で勘弁してあげてください。ええと、グランマン様でしたっけ？　もう死にそうなカオしてますから。間違っても帰る途中で世を儚んで川に身投げなんかしないでくださいね。ノシュテット様も、それ以上ヴィオラを困らせてどうするんです」

　敢えて明るい声でその場の雰囲気を壊してくれたカーリンに感謝の目を向けて、ヴィオラは微笑んだ。

「ラーシュ様、私は御覧の通り大丈夫ですから。だから、もう、ね？」

　若干すがるような目になったかもしれない。それを見て僅かに逡巡するように目を眇すがめて、それから溜息をついたラーシュはひとこと言った。

「判った」

　ほう、と息をついたヴィオラは、ラーシュの腕を捕まえて引っ張った。

「じゃあ、ラーシュ様、お食事に行きましょう？　私、もうおなかがぺこぺこです」

「そうだな」

　うなずいてくれたので歩き出すのかと思ったら、ラーシュがすっかり固まっている騎士に言った。

「ニクラス、来年までに魔術の精度を上げておけ。次に対戦する時までに変わっていなかったら、次は容赦しない」

「……はいっ」

　しゃきっと背筋を伸ばして返事をしたニクラスを見もせず、ラーシュはヴィオラを引っ張って歩き出した。

　ヴィオラが慌ててカーリンに手を振り、騎士たちに挨拶をすると、ずっと苦笑いを浮かべていたカーリンが言った。

「ノシュテット様、騎士の本分として護らなきゃって思うのも判りますけど、ヴィオラは全部をあなたに護っていただかなければいけないほど弱くはないと思いますよ。もしかしたら、ここにいる誰よりも強いかも」

　それが最後まで聞こえていたかは判らない。

　だが、ラーシュが足を止めることは無かった。










　ヴィオラは、たまにラーシュが行くという店に連れてこられた。

　なかなか高級そうな店で、ヴィオラも店の名は知っているが来たのは初めてだ。

　エルヴィーラは意外やそんなに食の程度にはこだわらない。高級を謳った店や畏まったレストランより美味い食事を出す居酒屋の方を好んだ。多少格式の高さを謳っていても、味と、特に店員が気に入らなければ二度と行くことは無かった。

　エルヴィーラにとっては自分とヴィオラが気に入った店が好きな店だ。

　ラーシュに連れてこられた店は、食事は美味しかったし店員にも教育が行き届いていた。

　店主はラーシュを滅竜騎士と知っているようだったが過度の接待はせず、それでもヴィオラが恋人だと判ると祝福してより丁寧に接してくれた。

　ラーシュは酒は呑まず、食事をよく食べた。ヴィオラはもちろんだが、ラーシュも魔術師だ。魔力の消耗から食事を必要とする。たぶん二人で普通の男性の六、七人分は食べただろう。

　もちろん楽しかった。だけど。

　食事を終えて支払いを済ませるとラーシュが扉をくぐって店を出た。

「……え」

　外に出た、はずだったが、ラーシュは自分の部屋に帰ってきていた。ぱたんと扉を閉める音がして振り向くと、ヴィオラが扉を閉めたところだった。それで彼女が『扉』を開いたのだと気付く。

　ヴィオラは目を丸くしていたラーシュを見上げた。

「今日は大変だったから素直にきみの家に送ろうと思っていたんだが。俺を欲しくなってくれた？」

　ちょっと楽しそうに笑ってくれたので、ヴィオラは慌てて否定する。

「ち、違います。そうじゃなくて。ちょっと二人だけで話したいことがあって、だから」

　言いながら、勧められたベッドの端にちょこんと座る。その隣にラーシュが座るのを待ってから、ヴィオラは訊いた。

「ラーシュ様は、今日の競技会で私を護れなかったことを今も悔いておいでですか？」

「ああ。それが？」

「ならば、私は今日の仕事としての守備役は失格ということですね。申し訳ありませんでした」

　突然詫びたヴィオラを、ラーシュは驚いて止めた。

「待ってくれ。何故きみが謝るんだ。きみは初仕事をよくがんばっていただろう」

「だって、私のせいでラーシュ様は、試合に集中できなかったということでしょう」

「そんなことはない。どうしてそうなるんだ」

　ラーシュが否定するが、ヴィオラはかぶりを振った。

「私の安全を心配してくださったのはとても嬉しいんです。でも、今回の私の仕事は怪我人の治療と、試合をする騎士様たちに心置きなく戦っていただけるよう観客の安全を護ることでした。護る人の中には当然自分や同僚の身も入ります。私は『壁』も『盾』もつくれて、身を護れる自信があったからその仕事を引き受けました。なのに、ラーシュ様が私を気にして戦っていたのでは、仕事を完遂できていないことになります」

　思わぬことを言われたのか、ラーシュが口籠った。

「私の魔術の力が頼りないとか、そういう意味で心配されているわけでないことは判っているつもりです。

　それに、今まで私はずっとラーシュ様に何度も助けてもらっています。だからラーシュ様が私の心配してくださるのも判ってるんです。もちろんそれはとても嬉しいしありがたいと思ってます。だけど申し訳なくもあったんです。ずっと魔女の端くれなのに自力で自分を護れない自分が悔しかった。だから、魔女になって魔力が増えた時、自分を護れる力ができたことがとても嬉しかったんです。そしてラーシュ様だって護れるだけの力ができたことがとても嬉しかった」

　ヴィオラは、隣に座るラーシュを見上げた。

「私だってラーシュ様を護りたい。いつまでも護られているだけじゃイヤ。あなたの手助けができるようになりたいんです。それなのにそれでも結局ラーシュ様に心配されていたら、私はいつまでたっても一人前の魔女として独り立ちができていないことになります。試合に勝ったのに私のせいで笑顔が曇ってしまうなんてイヤなんです」

　恋人を自分の手で護りたいという気持ちは嬉しい。だが、それはヴィオラが今言ってもらいたい言葉ではなかった。

「心配しなくていいなんて言いません。私だって、ラーシュ様があれだけ強いと判っていたってお怪我がないようにって心配しますから。でも、もう少し信用していただけませんか。私は深紅の魔女エルヴィーラのたったひとりの愛弟子、ヴィオラなんですから」

　じっと見上げたヴィオラの視線を受けて、ラーシュは恋人をじっと見返す。そして、僅かな逡巡のあとで、その視線をふっと緩めた。

「……きみの言いたいことは判った。確かに過保護に心配し過ぎていることは自覚もしているし、今日もそうだったことは否定しない」

　判ってもらえた、とヴィオラがぱっと表情を明るくする。だがラーシュは続けた。

「でもな、ヴィオラ。俺はたぶん、何年経ってもいつまで経っても、同じようにきみを心配していると思う。きみの魔術の腕をどれだけ信用していても、例えエルヴィーラ殿クラスの魔女に成長したとしても、サシで戦ったら俺が全力を出しても勝てないレベルまできみが強くなったとしても。それでも俺はずっときみを心配していると思うよ。それは実力や信用とは別のレベルの話だ。だって、きみは俺のなにより大切な恋人なんだからな。いつまでだって心配する権利はあるはずだ。それだけは判っていてくれ」

　結局それは、ヴィオラの心配は今後もするという宣言なわけだが、それでも今までまとっていた少しささくれ立っていたラーシュの雰囲気が柔らかくなったことは確かで、ヴィオラはほっとする。

「いつまでたっても結局心配されちゃうんですね、私。なら、私もいつまででもラーシュ様の心配をします。いいですよね？」

「もちろんだ。俺の身体なんてもう誰も、親兄弟も心配してくれないからな。嬉しいよ」

「ええ、でも滅竜騎士様だって病気くらいするでしょう？」

「ここ数年は風邪すら引いてないな」

「……ああ、鍛えていらっしゃいますもんね。でも、そういうのとはまた別に関係なく罹る病気だってあるんですから、あんまり油断してちゃダメですよ」

「その時には、俺の魔女殿が助けてくれるんだろう？」

「そりゃそうですけど」

「なら安心だ。その時は任せたぞ、ヴィオラ」

「はい、任されました」

　ラーシュはすっかり普段通りに笑ってくれた。やっとほっとする。

　ヴィオラがその場から立ち上がったので、ラーシュが訊いた。

「もしかして、帰る？」

「はい。昨日もカーリンのところに泊まりましたし、用事のたびに遅くまで出歩いていたり外泊していたら、やっぱり師匠になにか言われそうですし」

「あの人は自分でも遊び歩いているから文句も言わなさそうだが」

　言いながら、ラーシュは腕を引っ張ってヴィオラにくちづけた。

「このまま帰すのはちょっと寂しいな」

「また、次のお休みにでも」

　微笑んでからヴィオラは部屋の扉まで行って『扉』を発動させようとして。……何故かラーシュの前まで戻ってきた。

　ものすごく言い辛そうに訊く。

「……あの、このままこの部屋から出たらまずいでしょうか？」

「まずくはないが、ものすごく注目は浴びるだろうな」

「……そう、ですよ、ね……」

　ものすごく躊躇った様子のヴィオラを見て、ラーシュはどうしたのか察したらしい。察して、その上でヴィオラに言わせようとしているようだ。

　しばらく恥ずかしそうに視線をさまよわせていたヴィオラは、しかし意を決して言った。

「……あの、ラーシュ様。魔力が足りなくて『扉』が開けられないので、少し魔力を分けてくださいませんでしょうか……？」

「ん？　つまり？　具体的に？」

　なんでしょう、そのものすごく楽しそうな笑顔。

「…………あの、抱いて、くださいませんか？」

「ああ、喜んで」

　にっこりと、まさに満面の笑みでうなずいて、ラーシュはうなじまで真っ赤になっているヴィオラを抱き込んだ。
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　それから一ヶ月ほどは平穏で普通の日々が過ぎていった。

　ラーシュは仕事に追われ、ヴィオラは内職をしつつ師匠とともに魔術の研鑽けんさんに励む。

　ラーシュの休日には久しぶりに菓子を買いに行ったりもした。カーリンと約束通り遊びに行ったり、お泊まりもした。実に平和な日々だ。

　そんなある日、ラーシュから夜に伝言鳥で呼び出しがあった。

「出張？」

　ヴィオラは小首を傾げた。

「ああ、最近ドリテア宮の付近で妙に竜が出没するそうなんだ」

「それなら聞きました。競技会の時にもその辺りに竜が来ていて魔術庁の魔女が出払ったから、その手伝いに私が呼ばれたって」

「そう、それだ。だが、今年は例年になく出現回数が多いらしくてな。そろそろ防衛だけでは限界があると判断されたようで、滅竜騎士としての俺に呼び出しがかかったんだ。久しぶりに辺境伯領に行ってくる」

　なるほど、今回は遊撃騎士団ではなく滅竜騎士としての仕事らしい。

「そうなんですか。長いんですか？」

「そうだな、一ヶ月から長くても二ヶ月といったところだと思う。そこまで行けば竜の活動期も落ち着く頃だからな。それと、実家と師匠から呼び出しが掛かってるんで、ついでに行ってくる」

「師匠？　ですか？」

「ああ、俺の剣術と魔術の師匠。俺の大伯父だよ」

「あ！　当代三人のうちのお一人目の滅竜騎士様！」

　ヴィオラが声を上げる。聞いただけの知識で実際には見たことは無いが、ラーシュが就任した時に師匠から聞いた話だ。

「そう。もう年だしほとんど隠居してるんだけどな、たぶんまだその辺の騎士には負けないくらいには強いと思う。ちなみに口ではたぶんまだ全然勝てない」

　つい笑ってしまったヴィオラに微笑むラーシュ。

「あの人、今までこっちからなにを連絡しても一度も返事を寄越さなかったくせに、この前いきなり来いとか言ってきてな。せっかくだからこの機会にカオを出してくる。実家の方の用事は判ってるからいいんだが、師匠の方は見当もつかん。十年以上師事してたけど、親戚ながら未だにナニ考えてるのかさっぱり読めん人だから」

「まあ、師匠がナニ考えてるかなんて、私も判んないですけど。あのヒトほど自由にモノを考えてる人いないでしょうし」

「まあ、エルヴィーラ殿はなあ」

　妙に納得してしまうのはあの魔女が気まぐれと呼ばれる所以か。

「それで、ご実家の方の用事はなんなんですか？」

「判らないか？　俺ときみのことだ」

「あ」

「実家にはきみに求婚してからすぐに連絡をしてあるからな、その辺の話をしに来いとそれはもうせっつかれている。まったく気のなかった俺が結婚したいと言い出した相手がどんな女性なのか、知りたくてしょうがないようだな」

　言われて、じわじわと恥ずかしくなってくる。そりゃそうだ。

「それで、実家にきみの話をしてくるにあたって、ふと気付いたことがあってな。こんな時間にきみを呼び出してしまったわけなんだが」

「は？　はい、なんでしょう」

　ヴィオラは再び小首を傾げた。出張の話を直接話してくれるために呼び出したのだとばかり思っていたのだが、違うらしい。

　ラーシュは真顔で訊いた。

「それでヴィオラ、結局きみは、俺と結婚してくれるんだろうか」

「………………え？」

　一瞬ナニを言われているのかが判らなくて、ヴィオラはきょとんとした。

　だが、ラーシュは至って真面目なカオをしている。

「えっと、あの、それは、どういう……？」

　とまどって訊いてみると、ラーシュは言った。

「そういえば、俺はまだ、ヴィオラにきちんと承諾を得ていなかったと思い出してな」

「え!?」

　そんなバカな、だってラーシュ様は散々私を婚約者だと言っているし、とっくに滅竜騎士様のピアスだっていただいているし、競技会の時だってそれで他の騎士様方に婚約者だと認識されているし。……と、そこまで考えてからふと思い出す。






『ごめんなさい、私、これから、今度こそ、ちゃんと考えます。ラーシュ様との今後のコト、その、け、結婚、のコトも、ちゃんと考えます』






　…………あれ、承諾、していない？






　すうっ、と血の気が引いた。

「…………あれ？」

「あれ、じゃなくて。それで、そろそろ返事を聞きたいと思うんだが？」

　ラーシュが苦笑すると、ヴィオラは慌てて居住まいをただした。

「ご、ごめんなさい！　もうとっくにもうそんな気になってて！　ちゃんと返事をしてなかったことすっかり忘れてて！」

　一瞬目を丸くしてから微笑んだラーシュに、ヴィオラは一生懸命言った。






「あの、ラーシュ様、その、私……あなたと結婚しても、いいですか……？」






　途端に、満面の笑顔になったラーシュがヴィオラを抱きしめた。

「もちろんだ。ありがとう」

　それでもやはり少しは不安だったのだろうか、ほっとした様子のラーシュは、嬉しそうだ。

「これで、本当の本当に、正式にきみは俺の婚約者だ。ありがとう、ヴィオラ。愛しているよ」

「はい、私も大好きです。……これからも、よろしくお願いします」

「こちらこそだ」

　お互い幸せそうに見つめ合った二人だが、ふとラーシュがにっこり笑った。

「それとな、」

「はい？」

　聞こうとした瞬間、ヴィオラはベッドに押し倒されてくちづけられていた。

　予想はしていても驚いたヴィオラに、ラーシュは甘やかに微笑んだ。

「しばらく傍を離れるのだから、その間のきみを補充させてくれるか？」

　もちろんイヤだなんていうわけがない。










　公用の移動魔法陣を使って無事ノシュテット辺境伯領に到着したラーシュは、一度軍にカオを出してから師匠の邸に赴いた。

　ブルーノ・モンス・ノシュテットは当代の一人目の滅竜騎士だ。

　ラーシュの祖父の兄にあたるロマンスグレーの上品な紳士である。

　耳が尖っているくらいでラーシュほど見た目に異形のなりが出ているわけではないが、肉体的には常人より遥かに筋力があり、ラーシュほどではないが魔力も強い。

　若い頃相当モテまくった上、かなり女遊びが激しかったからだろうか、結局未婚で、いまだに恋人と称する女性は複数人いるらしいという。

　師匠として尊敬はしているが、そこだけはラーシュと相容れない。というか、そんな師匠を見ていたから余計に女性と距離を置きたかったのかもしれない。

「おお、ラーシュ。よく来てくれたな。会いたかったぞ」

　郊外に居を構えている大伯父の元に訪れたラーシュは、にこにこと笑みを湛えた師匠を見て眉を顰めた。

　……この笑顔は弟子に会えた喜びではなく、絶対にナニか面白がっている時のカオだ。騙されない。

「ご無沙汰しております。ご健勝のようでなによりです」

「立派な挨拶だが師匠に対して水臭いな。師匠と言えば父も同然、弟子と言えば息子も同然。もっと砕けて話してくれて良いのだぞ。昔はもっと生意気な口を聞いておっただろうが」

「久しぶりにお会いしたのですから最初の挨拶くらいちゃんとするのが当然でしょう」

　向かいのソファに座ってずっとにやにやと笑っている師匠に憮然として言う。いつまでも子供扱いなのは仕方ないが気に入らない。

「それで、一体何の用です？　三年近くもナニを連絡しても返事もくれなかったくせに」

「返事なんぞ欲しかったのか？　女性にならともかくおまえに返事を送ったって何の得も無かろう」

「……別に期待はしてなかったんでいいんですけどね」

　小さく溜息をつくと、出されている焼き菓子を口にする。子供の頃は自宅で堂々と菓子を食べられなかったラーシュは、師匠宅で日々の修行の後に栄養補給と称してよく食べさせてもらったものだ。その点だけは感謝している。

　ブルーノはにこやかに言った。

「結婚するそうだな。それも相手は魔女だとか。エルヴィーラ殿の弟子で、亜麻色の髪のなかなか可愛い子らしいな。今度一度連れて来なさい」

「……相変わらず耳が早いですね。なんでそんなに細かいことまで知ってるんです」

「競技会の時、『盾』まで使える魔女を心配して、場所も弁えずに抱きしめた挙句に笑顔で手を振っていたとか？　あの不愛想なおまえが！　女性相手に！　見たかったぞ？　あははははは！」

　想像で爆笑する師匠をジト目で見ながら、ラーシュは溜息を吐く。

「なるほど、情報源は競技会の時に来た第六騎士団のあいつですか」

「だけじゃないがな」

　にやにや笑いはそのせいかと納得して、それから改めて訊く。

「それで、俺をからかうためにわざわざ呼んだわけじゃないでしょう。本題は何です」

「せっかちだな。そんなんじゃ恋人に呆れられるぞ」

「ヴィオラはそんなことでいちいち文句など言いません」

「ヴィオラというのか。言わなくても内心で思ってるかもしれないだろう。そういうのが積み重なって不満になっていくんだ。女心は男には永遠の謎ではあるが、朴念仁のおまえよりは私の方が遥かに詳しいぞ？」

　ラーシュが思わず黙り込むのは自分でもその自覚はあるからか。

「……で、本当になんなんです。俺は一応仕事で来ているので、話がそれだけなら帰りますが」

「まあ待て待て。おまえに結婚祝いをやろうというんだ、喜べ」

「祝い、ですか。まあ、くれると言うのなら戴きますが」

「モノじゃない。魔術をひとつ教えてやろう」

「魔術が祝いなんですか？　まだ教えてくれていない魔術があったんですか。そもそも何故俺が王都に出るまでに教えてくれなかったんです？」

　師匠が使える魔術は全部習得したと思っていたので、ラーシュは首を傾げる。彼から習ったものは戦闘特化だけではないから余計にだ。

　だが、師匠はあっさりと言った。

「まあ、おまえは必要ないかと思ってな」

「では何故今教えてくれる気になったんです」

「おまえの嫁が魔女だと聞いたからな、どっかで要ることもあるかもと」

「彼女に関係するんですか」

「まあ、戦闘に転用できるがな。というか普通はそっちだろうが、おまえはそういう使い方をしなさそうだし」

　ますます判らない。

「なかなか有用な術だぞ。なんせ私はこの魔術を使えるようになったから竜を斃せたわけだし」

「は!?」

　突然とても重要なコトを聞いた気がする。

　途端に喰いついた弟子ににやにや笑いを深くしながら、ブルーノは言った。

「まあ、どういうふうに使うかはお前次第だが、とりあえず他所にバレるなよ。一応禁呪の類だ」

「はい!?」

「一応私がこの術を使えるコトはバレてないはずだからな。なんせバレたらアンセルムにしこたま怒られそうだし」

　一瞬アンセルムってダレだと思ってから思い出す。アンセルム・アーダム・ヴレットブラード。魔術師長ではないか。

「は？　それじゃ、教わったら俺も怒られるのでは？」

「だからバレるなと言っているんだ」

「いや、そういうリスクをさらっと負わせるのやめてくれませんか」

「でも絶対使える術だぞ。絶対おまえ感謝するぞ」

「禁呪で、ですか？」

「禁呪だと思うからマズイと思うんだ。使える術は使ってナンボだろう」

「なにかしらマズイ要素があるから禁呪になったんでしょう？」

「ああ、理由は判ってるから問題ない」

「その要素は術式として取り除けたと？」

「いや、術の内容自体がマズイからその点は変わらん。使いどころと使う相手の問題だというだけだ」

「さっぱり判りません。それで結局、どういう内容の魔術なんですか？」

　にっ、と笑って、タチの悪い師匠が口にした術の内容を聞いて、ラーシュは思わずテーブルに手をついて腰を浮かせた。

　それはたぶんラーシュが今、一番欲しいと思っている術だった。
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　ヴィオラは公用の移動魔法陣を使って無事ノシュテット辺境伯領都、トードリオに到着した。

　魔術での移動は今まで『扉』でしかないので、その独特の浮遊感が妙にヘンな感じだ。

　待ち構えていたらしい魔術研究庁の職員の男性が出迎えてくれる。

「ノルドルンド様、お迎えに上がりました」

「ありがとうございます。よろしくお願いします」

　頭を下げると、職員がヴィオラの荷物を預かって先に歩き出した。

　そこには黒塗りに金の装飾の、なかなか立派な馬車が待っていた。この馬車に乗ってこれからこのままトードリオを出てドリテアまで一時間ほどの馬車の旅だ。

　ヴィオラには初めての一人旅、そして初めての王都以外での仕事である。

　今日のヴィオラの衣装は魔術研究庁の制服だ。つまりこの旅は魔術研究庁からの依頼の仕事なのだ。

　馬車が動き出すと、ヴィオラはラーシュに伝言鳥を送った。

『ただいまトードリオに着きました。これからドリテアに向かいます。師匠の代役として精一杯がんばります』










　ラーシュが出張に出てから一ヶ月が過ぎた。

　その間に、ドリテアに二度、竜が飛来したという。

　一度目は視察でディルマ宮に行っていたためラーシュが間に合わず、それから三週間ほど後に再び襲来した時はトードリオの騎士団と現地の騎士団と訓練をしていたラーシュが単騎で駆けつけ、攻撃魔術を放ったことで驚いたのかその場では竜は去った。

　だが、演習場所がドリテア寄りの土地ではあってもさすがに到着に時間が掛かったせいで『壁』のために蓄えた魔力はとうとう底を着いたらしい。ここ数ヶ月で何度も襲撃に遭っているドリテア宮の魔術師たちは精神的にも随分疲弊している様子だという。今年まだ一度も襲撃を受けていない北の端のディルマ宮の魔術師が一時的に応援に来たほどだというから相当だ。

　しかし、ドリテアに魔女を派遣しようにも、タイミングが悪く害獣討伐の協力や災害援助の派遣などが重なり、人員が足りない。そこで、魔術研究庁から陛下経由でエルヴィーラのところに協力要請が来た。

　その協力要請に対し、エルヴィーラが今回はヴィオラに行かせると言い出した。

　驚き慌てるヴィオラに、エルヴィーラがにこやかに言った。

「いつも内職でやってる魔石に魔力を注入するのとやることは一緒よ。ちょーっと規模が大きくなるだけ。そんな難しいコトじゃないわ」

　いや、規模が大きくなるだけでも充分大変では？　というツッコミは却下された。

　なにせ、最悪エルヴィーラの魔力が足りなくなるくらいには必要だというのだから必要量としては尋常ではない。ヴィオラも他の魔術師に比べればとんでもなく魔力量は多いが、それでもエルヴィーラには負けるのだ。確実にほとんど枯渇する覚悟が要る。

　だが、エルヴィーラは平気でのたまった。

「大丈夫ダイジョーブ、今ラーシュ、トードリオにいるんでしょ？　呼びつけてヤってもらえばいいのよ。そしたら帰れる程度の魔力は回復できるから」

「……師匠、ラーシュ様を蓄魔石呼ばわりするのやめてください」

「だって他の男と寝る気無いんでしょ。ならそれしか手がないじゃない」

　ごもっともなことを言う師匠にぐうの音も出なくなって、結局ラーシュがそんな暇があるかどうか確認してからと伝言鳥を飛ばしてみたら、即座に承知したと返事が来た。

　職務で行っているのにそんなことを頼むのはとも思ったのだが、『きみに逢いたくてたまらない。逢えるのを楽しみにしている』と返事に付け加えられているのを見たらやっぱりいいとは言えなくなった。だって、結局ヴィオラだって逢いたいのだ。

　師匠に仕事内容のやり方や指示を受け、疑問や困ったことがあったら鳥を寄越せばいいからと言われて、一人で行くことに若干の不安を感じながらも行くことにしたのは、成人した以上、そしてラーシュの妻になることを決意した以上、いつまでも師匠に頼っていてはいけないと思ったからだ。

　もちろん師匠と同じレベルでいきなりいろいろできるわけはないとは判っているが、初めからできないと言うつもりはなかった。そんなことでは滅竜騎士様の結婚相手として胸を張れない。

　そんなワケで、ヴィオラが行くことになったのだった。










　初めての仕事にドキドキしながら馬車からの景色を眺めていると、ラーシュから返事の伝言鳥が来た。

『ようこそ、我が家の領地へ。がんばり過ぎないようがんばって。

　すぐ逢いに行きたいところだが、今日はサイダルの近くで演習に参加しているので行けない。でも手が空き次第そちらへ行く。早くきみの顔が見たい』

　ヴィオラは嬉しくなって早々に返事を書いた。

『こちらに来るためにご無理しないでくださいね。お逢いできるのを楽しみにしています。私もラーシュ様に早く逢いたい』

　きっと微笑んでくれるだろうとその恋人の笑みを思い出しながら、ヴィオラは再び外を見遣った。

　国土の北西の端に位置するノシュテット辺境伯領は王都より秋が来るのが早い。もう一枚上着を持ってくるべきだっただろうかと思うくらいには王都より幾分寒い空気で、知らない場所に来たのだと改めて思う。

　竜の襲撃を恐れてだろう、トードリオを出てからは公道だというのに道沿いには一切民家や店の類はなく、ただひたすら野原がひろがっている。遠くに見える切り立った山々がヤクート山脈だろう。

　あそこに竜が棲んでいるのだ。

　じっと山を見つめる。まさか竜が見えるわけもないが、というか見えるような距離にいるのは困るが、そこに竜という存在がいるのは間違いない。

　ヴィオラは竜をまだ見たことは無いが、そもそもそんな恐ろしい存在に出会いたいとは思わない。あの怖いもの知らずのエルヴィーラですら、あんまり会いたくはないわねえと言わしめる存在だ。きっとヴィオラがどうにかできるような存在ではない。

　だが、今ヴィオラはそんな凶悪なモノから領民を護る為に戦っている者たちを助けに行く。自分なりの方法で手伝うことはできるから。

　がんばろう。ヴィオラは改めて思った。










　馬車に揺られて一時間ほど行くと、トードリオと同じように壁に囲まれた街が見えてきた。

　壁自体はそう高さがあるわけではない。二階建ての家程度の高さだ。それがぐるりと街を取り囲んでいるようだ。

　そしてその壁を起点にして街の上空に光のドームが覆い被さっていた。魔力の光は本来金色だが、ドームは光の加減で透明に見える。その光が街を護っているのだ。

　その壁の門を通って街の中を真っ直ぐ突っ切り、やがて市街の中央にある真っ白い建物に行きついた。

　高い柵に囲まれた広い敷地の中央に教会のような雰囲気の建物が建っている。王城に行き慣れているヴィオラだが、その彼女でも少し入り難い厳かな雰囲気の建物だ。

　その建物には中央に高い尖塔が立っていて、そこから金色に光る『壁』の光が発せられていて街の上空を覆うかたちで四方八方に広がっていた。だが、その光は若干薄く弱い気がする。それは気のせいではなく、きっと実際に魔力が不足気味である証なのだろう。だから、ヴィオラがここに呼ばれたのだ。

　ここが、ドリテア宮だ。

　馬車が止まって職員の男性に恭しく扉を開けられ、宮に招き入れられた。

　そのひんやりと静まり返った独特の空気に気圧されそうになる。

　そのまま廊下を歩いて行きついた場所の扉を職員がノックの後開けて、ヴィオラはその後ろについて部屋に入った。

「ヴィオラ・ノルドルンド様をお連れ致しました」

「お通ししろ」

　声高く告げられた瞬間、その場にいた全員の視線がヴィオラに注がれて、思わず怖気て足が竦む。

　広間にずらりと並んだ騎士が出迎えていた。

　おそらく全員ではあるまいが、それでもそれなりの数の騎士がいる。その視線を一身に浴びながら、ヴィオラは俯かないよう一生懸命歩いた。

　行きついた先に落ち着いた風体の中年の男性がいて、値踏みする視線を隠すことなくヴィオラを見ている。

　その前まで行って止まったヴィオラは、丁寧に淑女の礼をした。

「魔術研究庁から派遣されました、ヴィオラ・ノルドルンドです。どうぞよろしくお願い致します」

　たぶん声は震えていなかったと思う。男性は僅かに微笑んだ。

「よくおいでくださいました、ノルドルンド殿。私はこのドリテア宮の警備と管理を任されている第六騎士団ドリテア宮警護隊長のマルク・パウル・ブロムダールと申します。この度はドリテアの危機にご助力いただけるとのこと、御礼申し上げます。こちらこそどうぞよろしくお願い致します」

　おそらくヴィオラくらいの年頃の娘がいてもいいくらいの年だろうに、隊長はヴィオラに丁寧な挨拶をくれた。もしかしたら初めての仕事だと聞いていたのかもしれない。安心させてくれる笑顔がヴィオラにはありがたかった。

「どうぞ、ヴィオラとお呼びください。師匠エルヴィーラより、ブロムダール隊長は信頼に足る方だと伺っております。どうぞ至らぬところは遠慮なくご指導くださいませ」

「ははっ、エルヴィーラ殿がそんな世辞を言ってくださいましたか。恐縮です。数日の滞在ではありましょうが、ご要望などありましたら遠慮なくおっしゃってください。できる限りお応え致します」

「いつも師匠がいろいろと我儘を言ってご迷惑を掛けていたのではありませんか」

「いやまあ、ですが本当に困るようなコトは言いませんでしたし。まあ、付き合いも長いですからね、大抵のことは見当もつきましたし」

　というコトはやっぱりそれなりに言っていたということだ。王城ですら遠慮のないエルヴィーラがここで遠慮などするわけもない。

「あああ、申し訳ございません、ワガママ師匠が本当に申し訳ございません」

　つい謝ってしまったら、途端にブロムダール隊長が笑った。

「我々はエルヴィーラ殿で鍛えられておりますから大抵の我儘は慣れております。どうぞなんでもおっしゃってください」

「ありがとうございます」

　礼は言ったが、特に言うこともないだろう、と思う。元々あまり他人様にお願いするのは得意ではない。と、思ってから、とりあえず師匠に先に言っておきなさいと言われた事項を思い出す。

　……この場ではものすごく言いにくいのだが、確かに先に言っておいた方がいいと思われた。

　その様子が透けて見えたのか、隊長が訊いてくれた。

「なにかありましたか？　先に聞いておいた方が良いことなどありましたら、どうぞおっしゃってください」

　迷って躊躇ってから、それでもとヴィオラは結局口を開いた。

「……ええと、その。師匠はよくお願いをしていたと聞いていたことなんですが」

「はい」

「……水晶に魔力注入が終わってからの、その、私の魔力回復のことですけども」

「ああ、はい」

「私には必要ありませんので騎士の方々にはご承知置きいただきたくて」

　静まり返っていた背後で、残念そうな溜息が聞こえた気がする。

　ヴィオラは師匠が何故先に言っておけと言ったのかその理由が判った気がした。

「私には婚約者がおります。滅竜騎士様のラーシュ・オロフ・ノシュテット様です。あの方以外の男性とそのようなコトをするつもりはありません」

　今度は背後でラーシュの名前にざわめいた。さすがに騎士たちの間での知名度は抜群だ。

「ノシュテット様は数日のうちにこちらに来ていただけることになっております。ですから、もし私が魔力切れを起こして倒れたとしても、ノシュテット様がおいでになるまで寝かせておいてください。それだけ、どうかお願い致します」

　頭を下げてカオを上げると、隊長がにやにや笑いを浮かべていた。どうしたのかと思ったら。

「実は、ノシュテット殿より先に伝言鳥を戴いておりましてね。要約すると、俺の婚約者が世話になるが、間違っても部下に手を出させないように、万が一そんなバカがいたら叩き切る、という内容で」

　背後の騎士たちが押し黙るものの、ヴィオラはじわりとカオを赤くした。

「あの朴念仁の滅竜騎士殿にそんな文章を書かせる女性がどんな人なのか、とても楽しみにしていたんですよ」

　にやにや笑いでヴィオラを見てから、騎士たちに言う。

「というワケでおまえら、ヴィオラ嬢に手を出したら滅竜騎士殿の刀の錆さびになるからな。この場にいないヤツにもちゃんと言っとけ」

　途端に騎士たちが一瞬でぴりっとする。よほど滅竜騎士の剣が怖いのか。

　そういえばここの騎士たちは先日の竜の襲撃の時にもラーシュの剣の腕を見ているはずだ。そうでなくとも自分たちには手も足も出ない竜に向かっていくラーシュの剣を畏れないわけがないか。

　隊長は笑みを浮かべて言う。

「実は、私は彼が王都に行く前、第六騎士団にいた時の上司なんですよ。もう二年半になりますか、王都に行くことになるまで、彼はここにいましてね。だから直接ラーシュのことは知っているんです。騎士として領民を護るという意識が強くて、その時点でも既に団の中で一番強いという自覚があったからでしょうかね、領主様の御曹司のくせにすぐ自ら突っ込んでいく質で、なかなか大変な男でした。そんな男の相手は大変ですよ」

「はい、心得ております」

　大変だったという割に微笑ましそうな口調なのは、それでもそんな彼の気質に好感を持っていたからだろう。師匠が信頼できる隊長だと言ったのが判った気がした。

「では、来て早々で申し訳ないですが、ここの専属の魔女にお会いいただいてから仕事を始めていただけますか。次にいつまた竜が来るかは判りませんので緊急を要します」

「はい、よろしくお願い致します」

　ヴィオラは背筋を伸ばした。
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　更に奥に進むと広間のような造りの部屋に通された。

　部屋の中央に一抱えほどもある大きな水晶があった。その下に精緻な魔法陣があり、よく見ればそれは描かれているのではなく床に直接彫られていた。

　その手前に二人の女性が立っていて、水晶に杖をかざしている。その二人が魔女だと推察できた。隊長とヴィオラが来ると二人はすぐに気付いて作業をやめ、頭を下げた。

「アグネス、ヴィオラ・ノルドルンド殿がおいでになられたぞ」

　アグネスと呼ばれたその女性は、たぶん三十歳をいくらか過ぎたくらいだろうと思われたが、振り向いたその顔には明らかに疲労の色が強く出ていて、容色の精彩を欠いていた。もう一人も同じ年頃で、アグネスほどではないが疲れたカオをしていて、現場の窮状が見えるようだった。

「ようこそ、いらっしゃいました。このドリテア宮の責任者でアグネス・ティルダ・オーケリエルムと申します」

「ディルマ宮から応援に来ているマティルダ・ヘレニウスです」

「ヴィオラ・ノルドルンドです。どうぞよろしくお願い致します」

　挨拶をすると、アグネスがやっと微笑んでくれた。

「エルヴィーラ様のお弟子さんとお聞きしました。いつもあの方には本当にお世話になっておりますのよ。いつも助けていただいてばかりで申し訳ないのだけれど、よろしくお願いしますね」

「こちらこそ。あの、どうぞヴィオラと呼んでください」

　簡単な挨拶を済ますと、ヴィオラは早速目の前の水晶球に向き直った。

　やり方はエルヴィーラの言っていた通り、畜魔石に魔力を込めるのと同じ要領だ。それなら内職で散々やっているから慣れている。ヴィオラは慣れているせいもあってかなり早いし多いが、おそらく彼女と同じ速さと量でやったら普通の魔女はすぐに力尽きるだろう。

　人によって同じ時間だけ注入したとしても入れられる量も速さも違う作業は、やはり向き不向きがある。

　更に怖いのは小さな畜魔石と違ってここまで、という範囲がとてつもなく大きいため、気を抜くと思っている以上に魔力を吸われることだという。

　現在進行形で注入されている魔力は、現状絶え間なく『壁』の材料として使用されていて、水晶球に貯まるはずの魔力はそれほど増えていない自転車操業状態だ。彼女たちがいくら注入しても現在の体制ではなかなか満量となるのは難しい。なにせ人数が足りないのだ。

　現在ドリテア宮に所属している魔女はアグネスを入れてたったの四人。竜の非活動期ならまだしも、活動期になるとかなりキツい人数と言えた。それなのに今年はやけにドリテア宮への襲撃が多いため、魔女はまともに休暇も取れないような状況だ。アグネスの顔色が悪いのも当然と言えた。

　魔術研究庁の規定では、一時間注入したら最低一時間は休むというように制限が定められているが、この様子では彼女たちがこの規定を守っているとは思えなかった。逆に言えば、そんな無理をしなければならないほどに魔力が枯渇しているということだ。

　おそらくぎりぎりで保っているのだろう魔水晶の魔力貯蓄量を増やすには、第三者の魔力注入が必要なのだとヴィオラは明確に理解する。

　杖を持ち、その先端の球を水晶に当てると、すうっとひと息吸って集中するために目を閉じる。

「いきます」

　意識して魔力を掌に集め、放出する。初めは少しだけ、そして徐々に量を増やしていく。

　掌が一気に温かくなって、自分の魔力が出ていくのが判る。一気に放出することはできるが、それでは長く続かない。あっという間に疲れていては身体が保てない。

　一定の丁度良い量を決めて、ずっとその量を保って放出するのが良いと師匠に教わった。それを意識しながら一心に集中する。

　しばらくそのままにしていると、意識の外で、カーンと鐘の音が聞こえた気がした。

「ヴィオラさん」

　いきなり止められた。肩に手を置かれて揺すられる。はっとして目を開けるとアグネスだった。

「休憩してください。一時間たちましたから」

「え」

　驚いて、壁に掛けてある大きな時計を見遣る。確かにほぼ一時間が経っていた。無意識にそれだけの時間が経っていたことに驚く。どれだけ集中していたんだろう。

　アグネスが嬉しそうに微笑んでいた。

「初めてだとお聞きしたのにのに素晴らしいわ。一気に魔力量が増えて余力ができました。エルヴィーラ様もかくやと言うくらいの量をいきなり注入してくださったのはありがたいですけど、お身体の方は大丈夫ですか？　無理はいけませんよ」

「あ、はい。大丈夫です。ありがとうございます」

　注入できた量は、体感で自身の魔力の一割ほど。まだまだ余裕だ。この調子ならなんとかなりそうだと思う。

　休憩がてら早めに昼食を摂ると、移動することになった。外壁を囲む形で設置された一回り小さい水晶にもそれぞれ魔力を注入しなければならないので、そちらに移動するのだ。

　一緒に食事を摂りがてらアグネスに聞いたところによると、他の三人の魔女はそちらにまわっているそうでここにはいないということだった。ならば行かなくてもいいのでは？　と思ったが、均等に魔力を配分しようと思ったらやはり足りないのだそうだ。

　訊けば、どうやら三人足してヴィオラに届かないくらいの魔力量らしい。これは実際のところヴィオラや師匠の魔力量が異常に多いのであって、彼女たちが少ないわけではない。

　本当はせめてもう一人か二人欲しいと魔術研究庁に申請は出しているが、人材難でなかなか受けてもらえないのだそうだ。

　外周の水晶球は全部で六ヶ所。そのすべてを今日と明日でまわることにした。

　外に出ると馬車が用意されていて、騎士が二人待っていた。隊長が、護衛と道案内役としてつけてくれたそうだ。

「町の領民はどんなバカでもこの馬車には決して手を出しませんから襲われるような危険はありませんが、必要以上の接触をしようという者がいないとは限りませんからね」

　片方のラーシュより年上っぽい騎士が人懐っこく笑う。

「どうして決して手を出さないんですか？」

「この馬車は魔女様専用の馬車なんです。少なくとも宮殿のある五つの街にとって、魔女様は竜という脅威から我々を護ってくれる『壁』をつくってくださっている大切な方々ですから、そんな方に危害を加えようものなら街中から袋叩きにあいますよ。他所は知りませんが、この街では自分たち騎士なんぞより魔女の方がよほど信頼されているんです」

　つい三ヶ月ほど前にドリテア宮に着任したという若い方の騎士が手綱を持って馬車を発車させる。

　イマイチ実感がなかったヴィオラだが、ふと気付くと道中の道端でこちらに向かって頭を下げている人や手を振ってくれている子供がいて、本当に親しまれているらしいのが不思議な気分だ。嫌われたり疎まれることはあっても喜ばれることがあるなんて。

　外周の水晶球のある建物は、門の近くから時計回りに一番会堂から六番会堂と呼ばれている。ちなみに中央の大きな宮はそのまんまの名称で中央宮と呼ばれていた。

　魔女たちは一番からまわっているそうなので、ヴィオラは六番から逆時計回りにまわっていくことにした。

　警備の騎士に挨拶をしてから中に入ると、魔術研究庁の職員が出迎えてくれて、魔水晶のところへ連れて行ってくれる。

　魔力の注入は、二度目になると少し要領が判ってきた。

　六番の水晶は魔力の残量がかなり少なかったが、それでも一時間ほどでほぼ満量まで注入することができた。

　感謝してくれた年配の職員におやつのお菓子をふるまわれ、休憩がてらいただく。

　昼寝こそしないが、休憩と食事は魔力回復の一助だ。まだかなり余裕があるとはいえ、ほんの少しでも回復に役立つならと全部食べた。エルヴィーラもこうやってもてなしてもらっていたそうで、同じ扱いをしてもらえていることがちょっと嬉しい。

　同じように五番をまわって満量にして、やっぱり休憩がてらおやつをもらった。

　その後に更に四番まで行き、魔力注入していたら三人の魔女たちが現れて、とても驚かれたものの応援の魔女と知るとあからさまにほっとした様子だった。

　ヴィオラよりいくつか年上かというくらいの魔女たちは、三人ともアグネスと同じで疲労の色が濃い。明らかに無理をしている様子がありありと判る。身体の疲れは『癒し』で回復できるが、精神的疲労は回復できない。それほどに皆、疲れが溜まってしまっているのだろう。

　ヴィオラが三つの魔水晶を魔力注入したことで会堂の魔水晶の魔力はすべて満たされた。あと残るのは中央のものだけだ。それも現在のヴィオラの残りの魔力を注入すれば、昏倒するまでいかずともおそらくぎりぎり足りると思われた。もし満量まで行かずとも、次の竜からの襲撃に備える分くらいは充分足りるだろう。

　四番の注入が終わると、気付けば既に夕暮れの時間になっていたのでヴィオラは三人の魔女たちと中央宮に戻った。

　やはり気分的に随分楽になったからだろうか、アグネスもマティルダも初めてカオを見た時より表情が明るく随分落ち着いた様子で、みんなで食事を囲むだけの余裕もできたようだ。

　聞けば、エルヴィーラもこうして食事を共にしていたという。

「実は、ヴィオラさんのこともよく聞いていたのよ」

「え、そうなんですか？　どうせ口うるさいとか細かいとか文句を言ってたんでしょう」

　アグネスが笑った。

「いいえ。弟子が可愛くてしょうがない様子だったわ。あの術ができるようになったのとか、これ美味しいからつくってもらおうとか。あなたの話をしている時のエルヴィーラ様はいつもとても楽しそうなのよ」

「え、そんなコトを。親バカならぬ師匠バカっぽいですね。すみません。ご迷惑をお掛けしていましたでしょう？」

「あら、そんなことないわ。私たちも楽しく聞いていたし、それはエルヴィーラ様もご存じだったからお話ししてくださっていたのよ。我儘放題しているように見えて、あの方は結構周りを良く見ていらっしゃるもの」

「……まあ、それは」

　あまり信じてもらえないが、師匠はちゃんと人を見て我儘を言っている。言ってはいけない場面や相手はちゃんと判っている。食事や買い物に入った店で傍若無人にふるまうようなことはしないし、そういう手合いにはむしろ嫌悪している。

　ヴィオラが城で嫌な目に遭った時にエルヴィーラがやり返すのは、男が女に権力を嵩に無体を働くからだ。単なる口喧嘩ならそんなことはしない。

　陛下や魔術師長などはそれをちゃんと知っていて、陛下は我儘を言ってもらいたいみたいだし、魔術師長は仕方ないと諦めている。アグネスが判っているということはおそらくその辺はここの隊長たちも判っていそうだ。

　少なくとも、ここドリテア宮は、仕事は大変だがエルヴィーラにとっては案外居心地がいいのかもしれない。果たして他の宮はどうなんだろうかとふと思った。

　食事が終わるとそれぞれ自室に戻って就寝となった。

　ヴィオラが魔力注入をしたことである程度余裕ができたからだろう、魔女たちはみんな早く休めると嬉しそうに笑った。食べて早く休めればそれだけ彼女たちの魔力の回復もできる。それはヴィオラも同じで、今日だけで半分近くの魔力を消費した分を少しでも回復できるよう、夜更かしせず早く休もうと思う。

　用意してもらった客室は一人用のベッドが二つあるだけの簡素だが落ち着いた装飾の部屋で、魔術研究庁から派遣された魔女が泊る部屋だそうだ。大抵四、五人で来るのでそんな部屋がいくつか用意されているのだろう。

　二人用の部屋を一人で占拠する贅沢に喜びながら、入浴して早々にベッドに入る。

　寝る前にラーシュから、『明日には行けそうだ』と伝言鳥が来たのでとても楽しみだ。早く逢いたい。

『楽しみにしています』と返事をしてから目を閉じた。

　初めての仕事に対する緊張と、魔力をずっと放出し続けていたからだろう、やはり疲れているようですぐ眠りに落ちた。

　どれだけ経っただろう。とんとんと扉をノックする音でヴィオラは目を覚ました。

　気のせいかとも思ったが、それでも何度かとんとんと音がする。そして、ノルドルンド様、と呼ばれているということは気のせいではないようだ。

　時間はまだ夜半を過ぎたところで、騎士は判らないが魔女は皆寝静まっていることだろう。そんな時間に用事とはどんな緊急の所用だろうか。慌てて起き上がったヴィオラは、ベッドから降りて扉まで行った。

「はい、すみません。どうされました？」

　扉を開けずに訊くと、向こうから男性の声がした。

「遅くに申し訳ございません、至急お知らせしたいことがあります。ドアを開けていただけますか」

「え、開けるんですか」

　さすがにそれはためらった。当然だがヴィオラは寝間着姿だ。職務遂行中の騎士だとしてもそんな姿を見られるのはやはりヴィオラが嫌だったのだが。

「すみません、すぐですので。お渡しするものがあるんです」

「……判りました」

　畳みかけられてヴィオラは仕方なく承知した。渡すものがあるということなら扉を開けなければ受け取れない。なにかは判らないが、さっさと受け取ってお引き取りいただこう。

　あまり姿を見られないように扉を開けて顔だけ出すと、そこにいたのは見覚えのあるカオだった。誰だったっけと思ってからふと思い出す。今日、会堂をまわった時に馬車の御者をやってくれていた若い騎士だ。まだここに来て三ヶ月ほどだと言っていたか。

　一緒にいたにこやかだった先輩と違って始終ヴィオラをろくに見もせず不愛想だったので、あまり魔女が好きではないのだろうなと思っていたのだが。

「あ、えーと、……フェルト、さん」

　最初に名乗られていたのを辛うじて思い出す。

　フェルトは止める間もなくするりと部屋に入り込んできたかと思うと、何故か後ろ手で鍵を掛けた。手には何も持っていない。ぎょっとして咎めようとすると。

「なにを……むぐっ!?」

　いきなり口元を大きな手で塞がれ、身体を抱えられた。驚いて身体が固まったところを持ち上げられ、ベッドの上に放り出される。そしてそのまま圧し掛かられた。

「きゃあっ！　なにを！」

「おとなしくしろよ。魔力の補充をしてやるだけだからさ」

「は!?」

　低く、だが明らかに蔑むような声色があるのに気付いて、ヴィオラは目を瞠った。

　両手首をそれぞれ彼の手に押さえつけられ、身体にまたがられて身動きがとれない。

　彼の言う魔力補充は、間違いなく性行為を指すのだろう。だが、ここに来た時にはっきりとそういう行為は必要ないと断ったはずだ。それなのに何故。

「そんなの要りません！　どいて！」

「嘘つけよ。今日一日で結構な量使ったんだろ。一人で会堂を三ヶ所満タンにしただけでもすごい量なんだ、明日の中央宮に補充する分が足りなくなっても困るだろう」

「ご心配いただかなくても足ります！　いいからどいて！」

「ああ？　いいからおとなしくしてろよ。気持ちヨくしてやるから」

「必要ない！　隊長にも要らないと言ったはずよ！　私に触らないで！」

「うるさい！　魔女のくせに逆らうな！」

　必死に脚をばたつかせて暴れると、頬を引っ叩かれた。恫喝するように凄まれて、その眼光と声の鋭さと頬の痛さに怖気づいてヴィオラはびくりと身を竦ませる。

　昼間、ここの人たちは魔女に危害を加えないともう一人の騎士が言っていたじゃないか。どうしていきなりこんなコトをしようとするのか。

「魔女風情がなに偉そうに騎士を使っていやがるんだよ。ふざけんな、俺は魔女なんぞに使われるために騎士になったわけじゃねえ」

「はあ!?　ダレが偉そうよ！」

　両手首を片手でまとめて捕まえられると、寝間着の襟ぐりに手を掛けられ、一気に引き裂かれる。びびーっと音がして胸元から腹までが露わになった。下着は着ているがラーシュ以外の男に見られる恐怖と羞恥で暴れる。

「いやあっ！」

「暴れんじゃねえよ、どうせヤりだしたらすぐよがるんだろ。素直にヤらせろよ」

「冗談じゃないわ！　ラーシュ様以外の男なんてイヤ！　離して！」

　必死に逃げようとするが、ラーシュほどの力はなくとも騎士である男の力に勝てるわけがない。

　力尽くで押さえつけられて動けないヴィオラはそれでも必死に抗う。

　ラーシュと聞いたからか、フェルトが嗤った。

「滅竜騎士様もなんで魔女なんかと婚約なんてしたんだ。上位貴族の令嬢だって選び放題で嫁にもらえるだろうに、栄えある滅竜騎士様も結局はタダの男だってことだよな。どうせおまえがカラダで落としたんだろう？　可愛いカオしてさすがは淫乱な魔女、どんだけ可愛がってもらったんだ？　ノシュテット様を落としたその技術で俺も楽しませてくれよ」

　下卑た笑みを浮かべたフェルトの言葉に、ヴィオラの怒りが一気に膨れ上がった。

　息が止まるほどの憤りが魔術を発動させる。

　その瞬間、ヴィオラが唱えた。

「『旋風』!!」

　途端に、ヴィオラの右手辺りから強烈な風が現れ、フェルトの身体の横側に爆発的な勢いで叩きつけられた。

　驚く間もなく吹っ飛んだフェルトは、勢い余って部屋の扉まで飛ばされ、それでも勢いが止まらず扉の蝶番まで破壊して諸共に廊下の壁に叩きつけられた。
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　盛大な破壊音と共にフェルトが吹っ飛んで廊下の壁に叩きつけられた。

「ごふ……っ！」

　その衝撃で息を吐いたフェルトは、その場で崩れ落ちて動けない。

　それを横目で見ながら起き上がったヴィオラは、肩を弾ませながら寝間着の胸元の破られたところを掻き寄せた。……怒りに任せてやってしまった。

　廊下の奥からバタバタと階段を駆け上がる足音が聞こえる。深夜の大音量はただでさえ響く。破壊音に驚いて夜番の騎士が駆けつけてきたのだろう。二階の廊下は来客用の部屋のみで他には誰もいないため、他の部屋からひとが出てくる様子はなかった。

　ベッドから降りて廊下に出ようとしたところで二人の騎士が駆けつけてきた。

「何事ですか!?」

「おまえ、フェルトか!?　どうしてこんなことに!?」

　呻いているものの気絶はしていない様子のフェルトは丈夫だ。やはりこんな下種でも騎士か。

　すると、よほど破壊音が響いたのか、騎士装備でないものの隊長と数人の騎士も駆けつけてきた。

「ヴィオラ嬢、無事ですか!?　何事です!?」

　言いながら倒れているフェルトを見て、それからヴィオラの姿を見てぎょっとする。

　彼女の姿と状況を見てすぐに察したのだろう、隊長の顔が険しくなった。

「ヴィオラさん！　なんてこと……！」

　その後から更にアグネスが駆けつけてきて自分が着てきていた上着をかけてくれた。

　礼を言って羽織るとヴィオラを護るように後ろから両肩を抱いて支えてくれる。それをありがたく思いながら隊長に向き直った。

「すみません、扉を壊してしまいました」

　そこだけはちょっとやり過ぎただろうかと思ってヴィオラが詫びると、隊長の声が硬くなる。

「そんなことはどうでもいい」

　言うと同時に隊長が膝を折った。

「部下が申し訳ございません。客人になんという非礼をしでかしたのか、いくら詫びても謝り切れない。すべて私の監督指導の不行き届きです」

　その言葉に、その場にいる他の騎士までもがすべて次々と膝を折って首を垂れる。

　犯人が謝らないのに隊長たちに詫びられてもと思っていると、やはりフェルトは悪いとは思っていないらしい、唸るように文句を言う。

「騎士隊長ともあろう方が、魔女なんぞになんで謝るんです」

「ど阿呆が！　自分がナニをやらかしたのか判っていないのか!?」

　隊長が言う前に、先に来ていた騎士の一人がフェルトの胸倉をつかんだ。

　明らかに納得していない様子のフェルトを、ヴィオラが冷たい目で見下ろすが、フェルトはこちらを睨み返した。

「……魔女風情が、騎士相手に偉そうなんだよ」

　まだ減らず口を叩けるだけの元気があるらしい。

「それこそ騎士なんかに偉そうな口を叩かれる理由はないわ」

「なんかだと！　淫乱な魔女は男なら誰だっていいんだろ！　おとなしくヤられてりゃいいんだよ！」

「フェルト!!」

「男の人ってそれしか魔女を罵る言葉を知らないの？　二言目にはそれだけど」

　隊長が怒鳴ったが、ヴィオラはかまわず言い返した。

「魔女だって好きな人じゃなきゃ嫌だし、そうじゃなくても本当に誰でもいいわけじゃない。誰でもいいのは男性の方でしょう。よくもそこまで嫌っている魔女を抱こうと思うよね。そっちの方が理解に苦しむわ。なによりアタマの悪い騎士に罵られる謂われはない」

「はあ!?　それオレのことかよ!?」

「他に誰がいるの？　自分がやらかしたコトがどんな事態になるのか、全然判ってないでしょ？」

　ヴィオラは、珍しく怒っていた。

「私のことはともかく、ラーシュ様を悪く言われるのは我慢できない。謝りなさい。滅竜騎士様を愚弄する言葉は許さない」

　ただし、自分のことではなく、ラーシュのことで。

「ああ？　本当のことだろ」

「あの人は、それこそあなた如きに貶められるほど安い方ではないわ」

「だから滅竜騎士だろうとカラダで落とされたただの男だってのは本当だろうが！　おまえ如きに言われたくねえ！　誰が謝るかよ！」

　途端に、壁に押さえつけられていた彼の頬すれすれや身体中、足元や股間ギリギリに氷の刃が十数本打ち込まれた。横目で頬の横の氷を見て、それから綺麗に足の形に添って刺さった氷を見下ろして、一気にフェルトと周りの騎士の血の気が引く。無詠唱で撃ったからか、背後でアグネスが息を呑んだ。

　間髪入れずに、それでも一本も相手の身体に当てることなく攻撃魔術を使ったヴィオラを、初めて恐怖の視線でフェルトが見上げた。その騎士を見下ろす魔女の目は冷たい。

「私が師匠ほど気が短くなくてよかったわね。あの人なら今頃あなた息の根を止めているわ。あなた、さっきからずっと人のコトをおまえ如きと言っているけど、魔女をあまり舐めないで。私はその気になれば、あなたが剣を抜いて構えていたとしても簡単に瞬殺できるのよ」

　脅しではなく事実だ。

　ヴィオラは攻撃魔法を使うのは苦手だ。だがそれは下手だということではない。人を傷付けたくないという彼女の性格の問題だけで、使えないわけではない。むしろ、その辺の魔女よりは精度が高く威力も強力だ。これでも手加減しているといって良かった。

「もしかして、今までもこうやって応援に派遣されてきた魔女に手を出した？　ここの専属の魔女は？」

「……やってねえよ。二人で一室使ってたし。専属の魔女にもしてねえ」

「よく嫌みを言われていたという報告は受けています。何度か口頭注意はしていました」

　隊長と一緒に来た騎士が言う。隊長がアグネスを見遣ると困ったカオでうなずいた。彼女も聞いていたのだろう。

「なら、何故私には行動を起こしたの？」

「……だから！　滅竜騎士様をたぶらかした凶悪な魔女をこらしめたかっただけだ！」

「そう、騎士の職を失ってでも、このドリテアにいられなくなってでも、そんなに私を貶めたかったと。歪んだ正義感ね。呆れるわ」

「はあ!?　なんで!!」

　心底判っていない様子のフェルトを見て、ヴィオラが呆れて深い溜息をつく。

「……隊長、なんでこんな人がよりによってここの騎士に配属されてるんです？　教育が足りないなんてものではないでしょう。未だにナニが悪いのか全然判ってませんよ」

「……面目無い」

　隊長と、その隣の騎士、そして彼を捉えている騎士が難しいカオでうなだれる。

「ナニが悪いって、そりゃ、おま…あんたを襲おうとしたことは悪いだろうけど！　なんでそれだけで！」

「ほら、やっぱり全然判ってない」

　すると、さすがにいい加減溜まり兼ねたのか、隊長がフェルトの前まで行って見下ろした。

「そもそも相手が彼女でなくとも騎士が婦女暴行など許される犯罪じゃないし、それだけで充分処罰の対象だが。まかり間違えば俺とおまえのクビだけで終わらない事件をやらかしたってまだ本当に判ってないのか」

　ぽかんとするフェルトを、隊長は眉間に皺を寄せて睨みつけた。

「おまえの考えなしの行動のせいで、ノルドルンド殿がこれ以上協力をする気は無いと王都に帰ってしまったらどうする」

　え、というカオでフェルトが隊長を見上げた。

「……それは、魔術研究庁がまた違う魔女を」

「そんなにすぐに手配してもらえるわけがないだろう。向こうだって人手不足だ。今はまだ魔力注入も半ばで足りない状況で、それなのにすぐ二、三日後にでも再び竜が現れたら。アグネスたちの魔力も尽きて、『壁』をつくれなくなって、そしてその時既に滅竜騎士殿も王都に戻っていたら。このドリテアの街はどうなると思う？」

　やっと事態の深刻さが判ってきたのか青褪めたフェルトがそれでも言う。

「そ、そんな、だって、これ以上協力しないなんて、そんな無責任なことするわけが」

「ノルドルンド殿は魔術研究庁の職員じゃない。こちらが頼んで手伝ってもらっている外部の協力者だ。こんな屈辱を受けてまで仕事を続ける理由はないと言われたらこちらは引くしかない。そしておそらく、少なくともドリテアに来てくれることは二度とないだろう。深紅の魔女・エルヴィーラ殿の弟子であられる方だ、かの大魔女も弟子を辱められたとあってはもう来てくれまい。そして最大の懸案は、今までも各方面で多大に協力してもらっているノシュテット辺境伯が、以後騎士団に協力をしないと言ってきたらどうするかだ。我々がクビになって隊を再編成で済めば御の字だが」

「ど、どうして、ですか……？」

「おまえは今のノルドルンド殿の立場が本気で判っていないのか」

　隊長は、上擦った声で訊くフェルトを睨みつけた。






「彼女は、いや、この方は滅竜騎士であるノシュテット辺境伯現当主の御子息の婚約者だ。つまり近い将来ノシュテット家の身内になられる方で、その方に狼藉を働いたということは辺境伯に喧嘩を売ったということになる。おまえがやらかしたことはそういうことだ」






　フェルトのカオが、ざあっと音を立てたかのようにさらに青褪めた。

　やっと、自分がやらかしたコトの重大性を理解したらしい。

　震え出したフェルトを騎士たちが拘束した。後ろ手に両手首を縛り、立たせる。

　うなだれるフェルトを捕らえている騎士が促し歩かせたのを見遣って、ヴィオラは言った。

「そもそも、ねえ、騎士ってそんなに偉いの？」

　うっそりと振り返ったフェルトが怪訝そうに視線を寄越した。

「竜も斃せないくせに？」

「……そんなの普通の騎士にはできねえよ」

「じゃあ、魔術で『壁』もつくれないくせに？」

「……そんなんは魔女の仕事だ」

「じゃあ、あなたたち『普通の騎士』はなにをしているの？」

「なにって……っ」

　言い返そうとして、ヴィオラがなにを言おうとしているのかを察したのか口籠った。

「この街が竜に襲われている時、騎士はナニをしているの？　滅竜騎士様は竜と命懸けで戦う。魔女は街と領民を護る為に自分の魔力を削って『壁』をつくる。じゃあ偉いはずの『普通の騎士』たちはナニをしているの？」

　フェルトが押し黙る。答えられないのか。

「領民の人たちも騎士も、魔女は分け隔てなくみんなを護っている。なのに、何故あなたは領民と魔女を分けようとするの？」

　僅かに考えるような表情をしていたフェルトだが、返事をする様子が無かったからか、騎士が促して歩かせ、その場を去っていった。

　隊長の隣にいた騎士が残っている者たちに指示を出して壊れた扉を片付けたり掃除を始める。

　別の部屋が用意されたのでその部屋に移ると、そのままヴィオラが浴室で代わりの寝間着に着替えている間にアグネスが温かいお茶を淹れてくれた。ついでに頬に手を当てて、引っ叩かれた跡を治してくれる。

　ソファに落ち着いてありがたくお茶を飲んだヴィオラに、隊長が再び深々と頭を下げた。

「この度の不祥事、本当にお詫びのしようもありません。マティアス・アードルフ・フェルトは貴族の出身で、とにかく魔女を嫌っているようなのです。実は前の赴任先でも魔女関係で揉めたらしく、ここに着任してからも魔女たちが尊敬されているのが不満だったようで、ここの魔女たちにも一方的に突っかかるところがあり、何度も注意を受けていました。ヴィオラ嬢の働きを間近で見ることで少しはなにか感じてくれたらと思ったのですが、仇になってしまい、申し訳なく思っております」

　頭を上げた隊長は、真摯な口調で続ける。

「我々『普通の騎士』は、日常の領民の平和を護る為の存在であり、その中にはもちろん魔女殿も入ります。騎士は領民を護れた時それを誇るべきであり、他者を貶めるために誇るのはむしろ恥ずべきこと。騎士団に所属する者たちは皆それを承知しております。しかしあの者にはそれがまだ判っておりませんでした。偏に我々の指導不足を恥じ入るばかりです。お許しくださいとは申しません。しかし、恥を忍んでお願い申し上げます。もう少しだけ、我らがドリテアにお力をお貸しいただけませんでしょうか」

　娘ほどの年の女性に、隊長は真摯に詫びた。

　ヴィオラは茶器を置いてから言う。

「元よりそのつもりでおります。途中で放り出すようなことは致しません」

「ありがとうございます」

　表情には出さないが、僅かにほっとした様子が判る。

「あの者は騎士団の規則に則って処断致します。それでご勘弁いただけますでしょうか」

「それはいいんですけど、ラーシュ様はどうしましょう。手を出したヒトを叩き切るとかおっしゃってましたよね」

「いや、さすがにそれを実際に彼に許すわけにはいきません」

「それはそうですけど、あの方が納得してくださるかどうかは」

　渋いカオをする隊長。ラーシュの気性を知っているが故に難しいと判っているのだろう。

　……それから、ヴィオラはふと気付いて、あっと声が出た。

　何事かと次の言葉を待った隊長に、ヴィオラは恐る恐る言った。

「……あの、どの程度、ラーシュ様に話します？」

「は？」

「あの、私が、あの人を吹っ飛ばして扉を壊して氷の刃を飛ばしたの、ラーシュ様に内緒にしていただけます……？」

「え、あ、まあ調書にはあなたが魔術にて自衛という書き方で終わるとは思いますが、ラーシュが詳しく聞きたいと言われたらどうしましょうかってことですかね。ご自分で話されますか？」

「いえその！　……あの、私が人に攻撃魔術を使ったなんて言ったら、ラーシュ様がどう思われるかと思って……あの、軽蔑、されないかと……」

　……しないと思う。思うのだけど、そんな子だと思わなかったとか思われないだろうかと思ったら途端になんだか怖くなった。

　ラーシュのコトを思い出した途端、ついさっきまでの怒れる魔女の風体が突然消え去って、代わりに恋人に嫌われやしないかとびくつく可愛い女の子になったヴィオラを見て、隊長とアグネスが、カオを見合わせてからくすくすと笑いだす。

「ノシュテット様はそんなことを言うような方ではないことくらい判っているでしょう？」

「ええ、大丈夫でしょう。あいつはむしろ褒めると思いますがね。万が一そんなコトを言うようなら私が叱ってやりますよ。ヤツのためにも身を護った女性に言うことじゃないってね」

「だといいんですけど」

「少なくとも、エルヴィーラ殿は絶対褒めてくれますよ」

「ああ、そうね、あの方はよくやったっておっしゃりそう」

「そりゃ、師匠はそう言うでしょうけど。でも、ラーシュ様がそう言うかは」

　しょぼんと肩を落とす。

　つい怒りに任せてやってしまったが、やっぱり攻撃魔法は苦手だ。なにより、後で冷静になると罪悪感が半端無い。

　フェルトを吹っ飛ばしたのはまだしも、氷の刃はやり過ぎだったのではなかろうかと今だって思っている。でもあの時はラーシュをバカにされた怒りでつい反射的にやってしまったのだ。

　うだうだと考えていると、隊長とアグネスが微笑ましそうな笑みを浮かべた。

「もう時間も遅いことだし、今日は休みましょう。少しでも寝て魔力の回復をしないと。考えるのは明日でもいいでしょう？　ああ、もし一人で寝るのが不安なら一緒にいますよ」

　アグネスが言ってくれたのでやっと時間を思い出す。もうすっかり遅い。

「ありがとうございます。でも大丈夫です。アグネスさんもお疲れでしょうに、ご心配を掛けてしまってすみませんでした」

　礼を言うと、首を振ってからアグネスがそっとヴィオラを抱きしめてくれた。

「眠れないようなら、『安眠』の術をお使いなさいね」

　こっそりと耳打ちをしてくれたのに目を瞠ると、アグネスが微笑んでから離れる。

　それを機に隊長とアグネスが部屋から出て行って、ヴィオラは一人になった。

　もう遅い。早く寝ないと。

　扉の施錠をしっかりしてからベッドに入り、横になる。

　さっきの部屋と違って今度は大きなベッド一つにソファセットなどの家具もある広くて上等な設えの部屋だ。貴賓室のような扱いで、エルヴィーラが来た時はここに泊まるそうだ。

　ヴィオラは自分には分不相応な部屋を複雑な心境で見まわした。たぶん初めにここに通されたら豪華だと喜んだことだろう。でも今は、この広さが寂しいと思えてしまった。

　本当は、ちょっとだけ不安だった。だけど、疲弊しているアグネスに甘えるわけにはいかないと思ったから頼らなかった。おそらくそれを察してアグネスはあんなことを言ってくれたのだろう。

　だが、とっとと眠ってしまおうと目を閉じたら、フェルトに圧し掛かられて寝間着を破られた時の衝撃を思い出してしまって、怖気に身体が震えた。

　腕力だけなら負けていた。魔術が使えなかったらと思ったら思わず自分の身を抱きしめた。

　ヴィオラは何度も城の役人などに襲われかけたりしているが、実際のところは腕をつかまれたりする程度で助かっていて、押し倒されたりして本当に貞操の危機にまで陥ったことは無かった。

　だから、ベッドに押し倒されたり、まして服を破られるなんて初めてで。

　やっぱり怖かった。やっぱり誰かに傍にいて欲しかった。

　人に頼るのが苦手なヴィオラが頼れるのは、師匠と、そして。

「……ラーシュ様、……逢いたいよ」

　ふと、口から零れた本音をヴィオラは噛みしめる。

　今、すぐに逢いたい。抱きしめて大丈夫だと言って欲しい。俺が護るから安心しろと微笑んで欲しい。

　ラーシュが隣にいてくれたら、この部屋が寂しいなんて思わずに済むのに。

　以前、俺をもっと頼ってくれと言われた。もっと甘えてくれと。

　今、すごくラーシュに頼りたい。甘えたい。

　なのに、そんな時に限ってヴィオラはラーシュの元へ行けない。

　おそらくラーシュはトードリオの官舎で眠っているのだろうが、そこへ行ったコトのないヴィオラはラーシュの元へ『扉』を繋げることはできない。

　ヴィオラはひとつ溜息を吐くと、再びぎゅっと目を閉じた。

「『安眠』」

　ヴィオラは自身に睡眠の魔術を使った。余計なことなど考えないように、すぐ眠れるように。






　明日になれば、ラーシュは来てくれると伝えてくれた。だから朝を待つ。

　早く眠って、早く明日になればいい。そうしたら、ラーシュに逢える。

　あのちょっと強面の三白眼が細まって、嬉しそうな満面の笑みできっと抱きしめてくれる。






　だから……早く逢いたい。
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　次の日、目が覚めたらもう起きるつもりの時間をだいぶ過ぎていた。

　昨夜の騒動のせいとはいえ、ちょっと寝過ぎた。

　急いで身支度をして昨夜の食堂へ向かっていたら、廊下で騎士の一人が駆け寄ってきた。

「ノルドルンド殿！　良いところに！　申し訳ないのですが、一緒においでいただけませんか!?」

　慌てた様子の騎士に、ヴィオラが訊く。

「どうしたんですか？」

「今朝早くノシュテット様がおいでになったのですが、昨夜のその、あなたの事件を聞いて激昂されて隊長に食って掛かっていて」

「……ああ、やっぱり。どちらにおいでですか？」

「隊長の執務室に。お連れします」

　止めて欲しいということだろうと察して訊けば、騎士が率先して歩き出す。

　急いで隊長室に行く。騎士が扉をノックして返事の後に入れば、そこに振り向いたのは逢いたかった騎士の姿。

「ヴィオラ！」

　一ヶ月ぶりに逢うことのできた恋人が、ヴィオラの元に駆け寄ってきた。人目も憚らず抱きしめる。

「ラーシュ様……っ！」

　ぎゅうっと、力任せに抱きしめられる。抱き込まれても軽甲冑越しでラーシュの体温が感じられないのがちょっと寂しいが、それでも急速に嬉しさがこみ上げてくる。

「逢いたかった……！」

「はい、私も……」

　嬉しくてたまらない。カオを見たくて視線を上げればラーシュが熱っぽくヴィオラを見下ろしていて、それが近付いてくるのが判った。つい目を閉じてしまいそうになった時、ラーシュの背後から咳払いが聞こえて我に返る。

「あー、感動の再会に水を差して悪いんだが、一応職場だからね、ここ」

「あ、はい、すみません！」

　ナニをしに来たのかを思い出して慌てて詫びてラーシュから離れようとしたが、ラーシュの腕がそれを拒否した。恋人を腕に囲ったまま、ラーシュが振り向いて隊長をひと睨みしてからヴィオラに訊く。

「夕べの事件のことは聞いた。きみは無事なんだな？　どこも怪我などしていないな？」

「あ、はい」

「怖かっただろう、可哀想に。そんな目に遭わないように隊長に先に釘を刺しておいたのにな。今、この落とし前をどうつけようかと隊長と話していたところだ」

「ナニが話し合いだ。ヤツを斬らせろとしか言ってないだろうが、おまえ」

「俺は先に手紙でちゃんとそう言っておいたはずですが？」

「さすがにそれを許すわけにはいかんのも判っているだろう。いいから一度落ち着け。愛しの婚約者殿は見ての通り無事だ」

「俺はずっと落ち着いています」

「嘘つけ、俺はおまえのそんな怒り狂った凶悪なカオ、いつ見たなりか覚えとらんわ」

　自分を睨みつけるラーシュの視線をものともせず、隊長は苦笑いで諫いさめる。

　それを見てヴィオラもラーシュの袖を引っ張った。

「あの、ラーシュ様。私は見ての通り無事だったんですから、もう怒らないでください」

「そんなわけにはいかない。結果として無事だっただけで、一歩間違えればきみは酷い目に遭っていた。いや、未遂でも充分怖い目に遭っただろう。それだけで俺がきみのために怒るのは充分過ぎる理由だ。婚約者としてそれは当然の権利だろう？」

「そのお気持ちは嬉しいです。でも、それでラーシュ様がひとを傷付けるのは嬉しくありません」

「俺だって別にそいつを斬るのが嬉しいわけじゃない」

「なら、お願いだからしないでください。あのひとにはちゃんと自分でやり返しましたから」

「それは聞いたが、優しいきみがやり返した程度でそいつが反省したかどうかは判らんだろう」

「あ、いえ、それはその」

　はて、アレは優しいヒトがやり返す程度のレベルだっただろうか。

「でも、それで私の気は済みましたから！　ね？」

「俺の気は済んでいない。余程痛い目に遭わせてやったのならともかく」

「遭わせましたから、ですから！」

「では、ナニをした？」

「え、あ、あああの」

　困って隊長に助けを求めて視線をやると、呆れたカオの隊長が助け舟を出そうかとナニか言いかけた時、扉がノックされた。返事も待たずに扉が開く。

「隊長、ヴィオラ嬢がぶっ壊した扉と壁の修繕の手配ができました。昼から来てくれるそうなんで、って、わあ、ご本人とラーシュ！」

　言いながら入ってきたのは昨夜隊長と一緒に来た騎士だった。

　修繕と聞いて、思わずヴィオラが謝る。

「あああ、申し訳ございません、あの、修理費はとっても掛かるんでしょうか、なんならお代は私がお支払いを、ああ、足りるんなら今回のお仕事代から差っ引いてもらっても」

「いやいやいや、今回はこっちの不祥事なんですからそんな心配は要りませんて」

　苦笑しながら手を振る騎士に、ラーシュが訊いた。

「副長、修繕の手配って、そんなに盛大に壊したんですか？」

　挨拶もそこそこに訊くラーシュをどう思ったのか、副長と呼ばれた騎士が言う。

「いやまあ、たいしたことじゃないさ。ヴィオラ嬢が酷い目に遭うと思えばあの程度で済んで良かったよ。ラーシュ、間違ってもヴィオラ嬢を叱るなよ。彼女はおまえの名誉のために怒ってやり返したんだからな。いいか、自分のためじゃないんだ。めっちゃいい子じゃないか。そんなふうに怒ってくれる子なかなかいないぞ。大事にしろよ」

「いや、それは当然ですけど、俺のため？」

「あああ、副長さん、言い過ぎ」

「え？　そこまでバレてなかった？　俺、言い過ぎました？」

「見事に」

　隊長が肩をすくめた。あー、とつぶやいて副長がゴメンと手を上げる。

　はあ、と溜息をついてから、ヴィオラがラーシュを見上げた。

「……まあ、そんな感じで修繕が要るくらいには強い魔術でやり返したので、ラーシュ様がお手を煩わせなくてもいいんです。あとは騎士団の規則で裁いてもらえればいいですから」

「……とりあえず、判った」

　渋々ながら承知してくれたのにほっとしたのだが。

「だが、俺の名誉のためというのは？」

「あの、いえ、ええと。失礼な言葉なのであまり言いたくありません」

「隊長？」

「滅竜騎士が魔女にカラダで落とされたという趣旨のことを言っていたな。たぶんそれ以外にもおまえを愚弄することを言ったんだろう」

「隊長さんたら、言わないでって！」

「大丈夫だとは言いましたが、言わないとは言ってませんよ」

「ええ!?」

　なんか手のひらを返された感がある！　と思いながら、恐る恐る隣の恋人を見ると。

　見上げきる前に、抱きしめられた。抱きすくめられて、耳元で聞こえるのは優しい声。

「ばかだな。そんなことできみが怒ることはなかったのに。でも、ありがとう」

　穏やかな声で言われてヴィオラはほっとする。

「ラーシュ様が悪く言われるのは私だって我慢できません。ラーシュ様だって、お付き合いをする前でも私が侮辱された時怒ってくれたじゃないですか。同じです」

「あの時はあまりにも理不尽な内容だったからな」

「今回だってそうです。だから」

　そうか、とつぶやいて、ラーシュはもう一度ヴィオラをきゅっと抱きしめる。背後で咳払いが聞こえてヴィオラが慌てると、ようやく手を離してから笑った。

「ここじゃすぐ邪魔が入るな。せっかくだから直される前にヴィオラが壊した跡を見に行くか」

　えええ、と困ったカオをしたヴィオラにラーシュが笑っていると、隊長が呆れた調子で言う。

「隊長室でラブシーンやりだすおまえが悪いんだろうが。節制に努めていた生真面目な御曹司はドコ行ったんだよ。ヴィオラ嬢に随分骨抜きにされやがって、ベタ惚れだなあ、まったく」

「それが何か問題でも？　ヴィオラは利害や政略ではなく俺が惚れて望んだ女性です。一ヶ月ぶりに逢った可愛い婚約者を抱きしめてナニが悪いんです？」

「別にソコを悪いとは言ってねえ。他にヒトがいないトコでやれっつってんだよ。俺の部屋ですんな」

「では俺たちはこれで失礼します」

「一応言っとくが、ヴィオラ嬢はこれから仕事だからな。間違っても部屋に連れ込むなよ」

「ヴィオラの魔力回復も俺の仕事だと思ってますが？」

「だから今からやんなっつってんだよ！」

　しれっと言うラーシュに隊長が呆れると、ラーシュはくっくっくっと笑いながらヴィオラを促して部屋を出た。

　さすがにラーシュと隊長の話の内容が恥ずかしくてカオを赤くしているヴィオラの手を取って、ラーシュが歩き出す。

「さて、きみの部屋はどこだ？　客室の棟でいいのか？」

「え、そうですけど、本当に見に行くんですか？」

「ああ、もちろんだ。そういえば俺は、きみの魔術には随分世話になっているのに攻撃魔術は見たことが無かったと思ってな」

「えええ、でも、跡しか残ってないんだから見なくても」

「いいじゃないか。俺が見たいんだ」

　ラーシュが楽しげなのを、困ったカオをしながらもヴィオラはちょっと嬉しく思う。

　隣に彼がいることがとても嬉しい。

　逢いたかった。とても逢いたかったから。

　彼の大きな手をきゅっと握る。すると握り返してくれた。見上げれば優しく微笑む大好きな人。

　嬉しくて幸せで、ヴィオラはカオが笑ってしまうのを止められなかった。










「……ほう、これはまた盛大な」

　壊れたものが片付けられただけの廊下で、ラーシュが妙に感心した感想をつぶやくのを聞いて、ヴィオラは恥ずかしくてうつむいた。

　元ヴィオラの部屋の扉は撤去されて無いが壁には蝶番が壊された跡がしっかり残っているし、廊下の壁には扉がぶつかったせいでがっつりひびが入っている。結構な力でなければこれだけひびは入るまいと見当がつくだけに、ラーシュに見られるのはヴィオラとしてはかなり居たたまれない。

　その上、床にも壁にも氷の刃が刺さった穴の跡がいくつも残っていて、結構な破壊跡であると言えた。

　コレが自分の仕業だと恋人に知られるのはかなり恥ずかしい。

　だがラーシュはおもしろそうに笑った。

「なるほど、コレは修繕の業者が要るな」

「だから……ちゃんとやり返したと」

「うん、そのようだな。安心した」

　くつくつと笑い声を立てながらうなずくラーシュの笑顔が居たたまれないから、そろそろ真面目に勘弁して欲しい。

「きみは優しいから、攻撃魔術も手加減してしまうのではないかと思っていたんだが、そんなことはなかったみたいだな」

「私だって自分の身が危ない時に手加減なんかしません。そりゃ普段はできないけど、でも必要な時にはためらうつもりはないです。そんなことじゃ、それこそ師匠に叱られますし」

「まあ、あの人はためらわないだろうな」

「いえ、師匠ほど容赦ないことはないと思いますけど。それでも、今回はラーシュ様の名誉にも係わりましたし、それに、……ラーシュ様以外の男の人に触られたのはものすごく嫌だったし」

「ああ、怖かったよな。すまない、そんな時に傍にいてやれなくて」

「ラーシュ様に謝っていただくことじゃありません」

　首を振りながらも、それでも縋りつくヴィオラはやはり怖かったのだろう。

　ラーシュが振り向いて元ヴィオラの部屋を見遣る。扉が無くなってぽっかり空いた部屋の入り口から、昨夜途中までヴィオラが使っていたのだろうベッドが見えた。シーツや上掛けは片付けられていたが、そこを使っていたのは間違いない。そして、そこでヴィオラは襲われかけた。その想像が一瞬脳裏を過ぎり、不快さに眉根を寄せる。

「それで、夕べはどこで寝たんだ？　しっかり眠れたか？」

「あ、はい。魔術を使ったのでしっかり。部屋は一番奥です」

「ほう、一番いい部屋か。隊長のささやかな詫びだな」

　当然だな、と言うラーシュだが、ヴィオラは困ったカオで笑う。

「良すぎてなんだか気後れします」

「そこまで遠慮するような部屋でもないと思うがな」

　言いながら部屋までたどり着く。

　扉を閉めて振り返って見上げると、優しかった瞳が近付いてきた。目を閉じると、くちづけられる。

　ようやく、邪魔も無くくっつくことができた。

　一ヶ月ぶりのキスは優しくて、そしてすぐに激しく求められる。

　引き寄せられて強く求められるのがたまらなく嬉しい。

　触れているところが熱い。ずっとこの熱さに、感触に飢えていた。

　舌が絡み合う。唇を押し付け合う。唾液が口元から零れるのを感じても離れたくない。

　漸く離れても、唇が触れるような距離で、ささやくような声で言いあう。

「逢いたかった。この一ヶ月間が本当に長かった」

「私も、寂しくて逢いたくてたまらなかった」

「どれだけ『扉』の術を使えないことが悔やまれたか。俺が使えればいつでもきみのところに行けるのにと、何度思ったことか」

「使えたって、私が行ったことのある場所へしか『扉』が開けないことがどれだけ悔しかったか。何故ラーシュ様を座標にできないのかと悲しくて」

　言い合ってから、お互いふっと笑みがこぼれた。

「「思っていたことが一緒で良かった」」

　同時に言って、また笑う。そしてまたくちづけあう。

　だが、背中にまわっていたラーシュの手が胸元をまさぐり出したのを感じてヴィオラがその手をやんわりと押さえて止める。

「ダメ、です。もう、行かなきゃ……」

「判ってる。でも欲しい」

　むに、と胸に手が食い込んだ。ヴィオラだって本音では欲しい。でも。

「ラーシュ様、お願い……、ダメ」

「どうしてもか？　一度だけでも？」

　食い下がるラーシュの縋るような視線に、ヴィオラが恥ずかし気に言った。






「ダメ……一度だけじゃやめたくないくらい欲しくなっちゃうから……」






「……っ、きみは、止めてるのか煽ってるのかどっちだ？」

　じわりと頬を染めて、ラーシュが困ったカオをする。

　そして深く溜息をつくと、ラーシュは片手でぐしゃぐしゃと髪を掻きまわした。

「仕方ない。きみの仕事が終わるまで待つか」

　それから、ほっとした様子のヴィオラの耳元に覆い被さるように口元を近づけて、耳のピアスを咥えてからその耳たぶを甘噛みした。

「その代わり、今晩は覚悟しろよ？」

　ぶわっとカオが赤くなるが、それでも嫌だなんて言うわけもなく。

　ヴィオラがうなずくと、ラーシュは嬉しそうにうなずき返してようやく恋人から手を離した。

















＜　32　＞












　すっかり遅くなった朝食を急いで摂り、水晶球の部屋へ行くと、時間には間に合ったようだった。

　部屋には魔女全員がいて、ヴィオラが来るのを待っていた。

「すみません、遅くなってしまいました」

　遅刻だったかと慌てて詫びるが、魔女たちは心配そうにヴィオラを取り囲んで口々に訊いてきた。

「ヴィオラさん、待っていたのよ」

「出てきて平気？　本当に大丈夫なの？」

「フェルトのヤツ！　ずっと嫌なコトばっかり言うヤツだったけど、まさかこんなことするなんて！」

　昨夜のことはもう聞かされていたらしい。心配や文句を言いながら気遣ってくれる魔女たちをありがたく思う。アグネスが訊いてくれた。

「いいのよ。それよりよく眠れた？」

「はい。『安眠』の術を使ったので、ぐっすりと。ご心配をおかけしました」

「あなたのせいではないのだから謝ることなんてないの。それより、そのあなたの後ろにくっついてるヒトは、今日一日そうしているつもり？」

　優しかった口調が若干呆れを含む。

　ヴィオラの背後に立っているラーシュに向けた言葉であることは一目瞭然だ。あはは～、と苦笑するヴィオラの背後に壁のように突っ立っているラーシュは仏頂面で答えた。

「送ってきただけです。私がここにいても何の役にも立たないですから」

「心配しなくても、ここにはもう彼女に害を為す人はいないわよ」

「昨夜までは私もそう思っていたんですけどね」

「そう言われてしまうとなにも言えないのだけれど」

　困ったカオで言ってから、アグネスがすっと背筋を伸ばすと頭を下げた。

「ここの責任者としてお詫びします。ヴィオラさんを危険に晒したこと、本当に申し訳ありませんでした」

「アタマを上げてください。騎士の領分はあなたに責任はないでしょう。隊長には今朝詫びを入れてもらいました。これ以上追求するつもりはありません。父にもそう伝えておきます」

「ありがとう。でも、その割には仏頂面だけど？」

「実務と心情は別です。ヴィオラに止められましたし実際やりませんが、犯人をこの手で処断してやりたい気持ちが収まったわけではありませんから。正直、斬らないまでも殴るくらいなら許されてもいいんじゃないかくらいは思っていますが」

「怖いわね、滅竜騎士様。私情でヒトを斬ったら、さすがにあなたでも無罪では済まないわよ」

「罪に問われようと、婚約者に手を出されて黙っていられるような気性でないのはご承知でしょう」

「私はむしろ、あなたが女性のことで激昂するとは思わなかったわ。まあ、心情的には殴るくらいなら許されてもいいと私も思うけど」

　アグネスが苦笑する。

　妙に気安く話している二人を見てヴィオラが小首を傾げているのに気付いて、ラーシュが微笑んだ。

「ああ、すまないヴィオラ。この人は父方の遠縁でな、つまり親戚なんだ。魔力持ちだった関係で修行のためにずっとトードリオにいたから顔見知りでね」

「え！　ならばちゃんとそういう意味でもご挨拶をしなければいけなかったじゃないですか！　言ってくださればよかったのに！」

　慌てるヴィオラだが、アグネスは笑って首を振った。

「親戚と言っても結構遠いのよ。ノシュテットの家名を名乗っているわけでなし、本家のお嫁に入る方にそんなに畏まっていただくような身分ではないの。カオを見たら話すくらいには親しくしていたから誤解されることもあったけど。ああ、他人に聞かされる前に先に言ってしまうけど、一度だけ縁談の話が出たこともあったくらい」

「え……」

　やはりそんな話が、と思った途端、アグネスは笑った。

「その場で即座に無くなったけどね」

「え？」

「ラーシュ様、その場で、秒でお断りになられたから。笑っちゃったわ」

「当たり前でしょう。あなたの男の好みが私の師匠だと聞かされた後ですよ。性格が真反対だというのに合うわけがない。だいたい、師匠がいいなんて男の趣味が悪すぎる」

「あら、言ってくれるわね。少なくとも女性に対する扱いや気遣いは朴念仁のあなたより遥かに上だし、なにより大人の色気が素敵よ」

「……悪かったですね、朴念仁で」

　ソコは否定できないらしい。ヴィオラは、慌てて加勢した。

「あ、あの！　ラーシュ様は、少なくとも私にはとても優しくてすごく気を遣ってくださいます！　朴念仁なんてことないです！　オトナの色気だって、私はいつもものすごく感じてるし敵いません！」

　思わず吹いたアグネスとラーシュだが、ヴィオラはナニが受けたのか判らずきょとんとしている。

　照れくさそうに微笑んだラーシュを見て、アグネスはにやにやとからかう。

「あらそうなの。少しは進歩したのね？　それとも好きな子はやっぱり別なのかしら？」

「恋人を大切に扱うのは当たり前でしょう」

「あらあら、あなたからそんな言葉を聞くなんて。大人になったこと。お姉さん嬉しいわ」

　うふふふふ、と楽しげに笑うアグネスに、何とも言えない渋いカオでラーシュがなにやら呻く。どうやら本家とか遠縁とか関係なく最終的にはアグネスの方が上らしい。

　そんなことを話しているうちに昨日も聞いた鐘の音が響いた。始業の時間になったようだ。

「ではヴィオラ、また昼にでもカオを出すから」

　踵を返して部屋を出ていくつもりのラーシュに、ヴィオラが訊いた。

「ラーシュ様はどうされるんですか？」

「きみの仕事の邪魔になってはいけないからな。ここの騎士たちと習練でもして待っているよ」

　ヴィオラが申し訳なさそうに微笑む。

「はい。でも、それならこんなに早くにおいでいただかなくても夕方で良かったのに。もちろん朝イチで来てくださったのはすごく嬉しかったですけど」

　一日暇にさせてしまうのを申し訳なく思ったが、ラーシュはヴィオラの頬に手を当てて優しく笑った。

「何言ってる。俺は、本当はきみが昨日の朝トードリオに来た時点で、演習なんか放り出して移動魔法陣の前で出迎えたかったくらいきみに逢いたかったんだぞ。余程急ぎの仕事でもない限り、夕方までなんて待てるわけがないだろう。この今のほんの一時間ほどの時間が欲しくて朝イチで馬を飛ばしてきた男の純情を判ってくれないか？」

　かあっと頬が熱くなる。こんなコト言える人が朴念仁なわけがない。

「……それは、私だって、です」

「なら良かった。では、また後でな」

　優しく微笑んで、ヴィオラにキスをすると、ラーシュは部屋を出て行った。ちなみに、また唇にだ。

　他の魔女たちにきゃあっと華やかに喜ばれてしまったヴィオラとしては、恥ずかしい限りだ。

　例によって、ごめんなさいごめんなさい、と内心で謝っていると、アグネスが楽しげに微笑んでいた。

「あらまあ、随分と情熱的だこと。生真面目な朴念仁も随分と甘くなったものね。男も恋をすると変わるものだわ」

「……恐れ入ります」

　もう、そうとしか答えられない。










　一時間魔力を注入して、一時間休みに入る。そしてひと休みのあと再び注入を開始する。

　昨日の時点で外周の六つの会堂の魔水晶には全回復が為されているから、今日はここにいる全員で中央の魔水晶に魔力を注入していた。

　昨日来た時にはアグネスとマティルダの二人で行っていたが、六人なら当然その分早く溜まる。

　だが、現在も『壁』が作り続けられている以上、魔力は少しずつ使われている。つまり少しずつ減っているわけで、減る分より多く注入しないといつまでたっても満量にはならない。

　それぞれの魔力量によって注入できる量は違うし、ヴィオラが一番多く注入していることは確かだが、人数が増えている分確実に溜まっている。

　今は弱めの『壁』がつくられているので、減る量もそれほど多くはない。こうしてあと一日かけて注入することで、水晶は満量にすることができるはずだ。

　そして、竜が次に来る時までに満量にしなければいけない。もちろんそうでなければ街を護れないわけではないが、また余裕が無いと魔女たちの疲弊が目に見えている。

　次がいつかなんて判らない。だから早急に満量にする必要があった。

　だから、エルヴィーラはいつもぎりぎりまで、騎士たちに魔力補充を頼まないと帰れないほどまでいっぱいに魔力注入をしてきていたのだと、ヴィオラは理解した。

　おそらくは、アグネスたち魔女のために。

　やっぱり師匠は優しい自慢の師匠だ。

　改めてそう思いながら、ヴィオラは作業を続けた。

　少しでもたくさん魔力を注げるように。彼女たちの、ひいてはこの街の人たちのために。










　昼食の時にはラーシュが戻ってきた。

　隣同士で一緒に食事を摂りながら、この一ヶ月の出来事を話した。

　ヴィオラは魔術の研究の話やカーリンと遊びに行ったコトなどを話した。ラーシュは主に演習や竜のコトを、軍規に触れない程度に話した。

　近くで食事を摂っていたアグネスや他の魔女たちともいろいろ話しながらの昼食は和やかだ。

　気分転換にと、食堂から直接出られる中庭に出てみる。今日はとても良い天気で風が気持ち良い。

「こんな日にきみと遊びに出掛けられたら楽しいだろうにな」

　ラーシュが隣で伸びをしながら言った。

「そうですね。また二人で出掛けたいです。早く戻ってきてください、ラーシュ様」

「本当にな。俺はいつになったら帰れるんだろう。まさか竜の活動期が終わるまでか？　あと半月くらいあるぞ」

　うーんと難しいカオで唸っているラーシュを見上げる。

「それって誰が決めるんですか？」

「あー、第六騎士団の団長だな。今年の竜の活性具合の理由が判れば早いんだろうが、判らないから警戒が解けないんだろう。だから、恋人に逢うために出てきたはずの外出でもこの通り帯剣に軽甲冑を着て動く羽目になる」

　やれやれと肩をすくめるラーシュだが、彼は非番でもいつも緊急時の時のために帯剣はしている。

「そうなんですね。重くないですか？」

「完全装備じゃないし、これくらいの重量は疾とうに慣れているから平気だが、せっかく抱きしめてもきみの柔らかさや体温が判らないのは寂しいな」

「なに言ってるんですか、もう」

　気恥ずかしいことを言われたが、朝、隊長室で抱きしめられた時、実はヴィオラも同じコトを考えたなんて言えない。

　そして、そろそろ午後からの仕事を再開しようという折り。

　怖れていたことが起こった。

　カンカンカン！　カンカンカン！　と、突然大きな鐘の音が響いた。

　びっくりして戸惑うヴィオラがどうしたのかと辺りを見回すと、今まで笑っていた魔女たちが急に顔色を変えて一斉に立ち上がった。

　厳しい表情でラーシュが空を仰ぐ。

　同時に騎士が食堂に駆け込んできた。






「竜が来ました!!　ノシュテット様、隊長が御出陣を願うと！」






　その声に慌ててヴィオラも空を振り仰ぐ。

　ついさっき、次に来るときのために魔力を溜めなければと言っていたところだというのに。

「また!?　勘弁してよ！」

「いくらなんでも早すぎるわ！」

「本当に、どうして今年はこんなに何度も現れるの!?」

　口々に文句を言いながら魔女たちが食堂を駆け出していった。

　ヴィオラがラーシュを振り返った。目が合ったその瞬間、太陽の光を大きな影が遮って二人に影を落とした。

　空を仰げば、今までヴィオラが見たことも無い大きなモノが飛んでいた。

「っ!!」

　民家より大きそうな巨躯、体長と同じくらいの長さの被膜ひまくのような大きな翼。爬虫類のような黒光りしている皮膚。この距離からでもはっきり判る大きな角と牙、そして四肢の爪。長い尻尾。

　すべてが未知の巨大な生物。

　竜だ。

　ぞっ、とヴィオラの背筋が凍った。

　あんな。あんなに大きな生き物がいるなんて。

　そんなわけがないのに、一瞬じろりと睨まれた気がする。そんなわけが無いのに、そう思っただけで身が竦んだ。急速に畏れが全身を駆け抜ける。

　怖い。人間としての本能が告げる。怖い。恐ろしい。恐怖しか感じない。

　あんな生物、人間がどうにかできるようなものであるわけが無い。斃すことなんてできるはずかない。

　だが。






「ヴィオラ、行ってくる」






　不意に呼ばれて、ヴィオラがその声の主を見た。

　そこにいたのは、彼女の恋人ラーシュではなく、滅竜騎士ラーシュ・オロフ・ノシュテットだった。
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　行くって。行くってどこに？

　ヴィオラは呆然とラーシュを見遣った。

　滅竜騎士様が、竜を見て、行くって言ったら。

「だめっ！　いやっ、行かないで！」

　気付けば、必死にラーシュの腕をつかんでいた。

「いくら強くたって、あんなのに勝てるわけない！　行かないで、ラーシュ様！」

　気付けば叫んでいた。必死に腕をつかむ。離したら彼が行ってしまう。

「お願い！　行ったらラーシュ様が死んじゃう！　そんなのイヤ!!」

　判っている。頭では判っているのだ。ラーシュが滅竜騎士を名乗る以上、竜と対峙できる唯一の貴重な戦力であることは。でも、嫌だ。あんなのと一人で戦うなんて無茶もいいところだ。冗談じゃない。

「護るから！　私が『壁』をつくるから！　絶対街に被害は出さないから！　だからラーシュ様が行くことなんてない!!　お願い、行かないで！　あなたがそんな危険を冒さないでいい!!」

　必死にしがみつく。

　今まで我儘なんて言えなかった。言いたくなかったし言っちゃいけないと思っていた。

　でも今、そんな遠慮なんて吹っ飛んでいた。

　行かせたくない。行かせない。呆れられても怒られても、それでもラーシュの手を離したくなかった。

　だって死んで欲しくない。あんな得体の知れない巨大生物と戦うなんて無茶、して欲しくない。

　ヴィオラの脳裏に覚えていないはずの両親の遺体が閃いた。ヴィオラを護って事切れた血塗れの母の姿がこんな時に思い出される。あの時の絶望と恐怖をまたラーシュで味わうなんて死んでも嫌だ。

　私、バカだ。ヴィオラは考え無しだった自分に腹が立つ。

　滅竜騎士という称号の意味をちゃんと理解していなかった。

　竜というものがどんなものかも知らないくせに、それを斃した騎士に憧れていた。それがどんなに恐ろしいものかも知らず、がんばってくださいね、なんて安易に応援した。

　彼がナニに一人で立ち向かうのか、全然理解していなかった。

　情けなさにぼろぼろと涙が零れる。

　こんなことでよく滅竜騎士の妻になろうと思ったものだ。穴があったら入りたいほどに恥ずかしい。

「ヴィオラ」

　ラーシュが呼ぶが、ヴィオラはいやいやと首を振って泣く。

「いや、行かないで、ラーシュ様、行っちゃだめ！」

「ヴィオラ」

「いやだったら絶対いや！」

　ラーシュが困っているだろうと思うのに、感情が自分でも制御できない。癇癪を起した子供のように叫ぶ。

「どうしても行くんだったら私も行く！　私が盾になる！　だから一人で行かないで!!」

　その瞬間、ヴィオラは強く抱きしめられた。

　その力強さに驚いて固まった瞬間にくちづけられて、息が止まる。

　唇を軽く甘噛みされてから離されると、呆然とラーシュを見上げた。

　一瞬でも思考が止まったおかげで冷静さが戻ってきた。途端に怒涛のように湧き上がる羞恥と後悔にヴィオラは更に泣きたくなってうつむく。

　まるで幼子のように駄々を捏ねて我儘を言い騒ぎ立てた。自分がいくら泣き喚いたってラーシュが困るだけで彼が出撃するのを止められるわけがないのに。

　ずっと物分かりの良い女だったはずなのに、こんな土壇場でボロが出た。一生懸命彼に相応しくあるよう、オトナの女性に見えるよう、取り繕ってきたのに。

　子供っぽい自分が一気に出てしまった。羞恥にカオが上げられない。

　カオを上げたらラーシュが呆れてヴィオラを幻滅していないだろうかと怖くなる。

　きちんと覚悟を決めて、笑顔とまではいかなくとも泣かずにラーシュを送り出さなくては。それが滅竜騎士の妻になる者の役目のはずなのに。

「ありがとう」

　だが、不意に優しい声で言われて、ヴィオラは困惑した。礼を言われる意味が判らない。

「落ち着いたか？」

　カオを上げれば、声の通り優しく微笑むラーシュがいた。

「……どう、して、お礼……？」

「こんなに必死に引き留められたのは初めてだ。嬉しくてたまらない」

「……うれ、しい……？」

　うなずかれて更に首を傾げる。

「俺は滅竜騎士だ。だから竜の出現に居合わせたら俺が出撃するのは当然だとみんな思っているだろう。それが俺の仕事で、それが存在意義だと思われている。そんな中で、危険だと、行っちゃ嫌だと泣いてくれたのはきみだけだ。俺個人の身の心配をそんなにしてくれる人なんて今までいなかった」

「そんなの当たり前です」

「今までは当たり前じゃなかったんだ。泣かせてしまったのは申し訳ないと思う。でも、そうまで俺を想ってくれるその気持ちが嬉しくて愛しい。だから、ありがとう」

　自分が恥ずかしいと思って反省したことを嬉しいと言われてしまうとどうしたらいいのか判らない。

「……私こそ、ごめんなさい。我儘、困らせましたよね」

「嬉しいと言っただろう。きみは俺を案じてくれただけだ。困ったりなんかしない」

　それから、くすりと笑い声をたてた。

「でも、ヴィオラの初めての全開の我儘は可愛かったな。それを聞くことはできないが、それでもあんなに必死に止めてくれるなんて本当にもう、可愛くてしょうがなかった」

　にっこりと笑うラーシュは、本当にヴィオラの心配を判っているのかと思うほどに嬉しそうで。

「かわっ……、もう！　私は本気で心配して！」

「ああ、判っている。心配させてすまない」

　思わず胸元を叩くとラーシュが笑って受け止める。だが、その細い手首を捕まえると、ラーシュはその笑みを収めた。

「でも、俺が滅竜騎士である以上、きみにはずっと心配をかけなければいけない。それだけは覚悟をしてもらわなければならない」

「……はい」

　不意に真面目に言われて、ヴィオラはうなずく。

「過去の滅竜騎士は、家庭を持った者はあまりいないという。理由は様々だろうが、ずっと家族に心配を掛けることを厭う気持ちもあったのだろうと俺は思う」

　ラーシュはふと師匠を思い出す。あの人も、もしかしたらそんな気持ちがあったのかもしれない。

　それでも一人は寂しいから、次々と恋人をつくるのかもしれない。

　それを共感はできないが、少しだけ気持ちは判る。自分だって二人でいる幸せを知ってしまった。独りが寂しいことを知ってしまった。もう手放したくない。

「でも、俺はきみと添いたいと思った。それはきみに一生そんな心配をかけることになってしまうということだ。だが……もし、もしも、それが嫌だと、きみが耐えられないと思うのなら、」

「別れませんよ、私。そんな理由でなんか絶対にラーシュ様と別れたりしませんから」

　最後まで言わせず、ヴィオラが言った。目を丸くしたラーシュに、ヴィオラは続ける。さっきまでの駄々を捏ねて泣いていたカオはすっかり引っ込んでいた。

「私のところに帰ってきてくださるまで生きた心地がしてなくても、それでもお傍にいます。どんなに怖くたって、どんなに悲しい思いをしたって、ラーシュ様を一番心配する権利は誰にも譲りません。だから、どんな姿になったっていいから、お願いだから生きて帰ってきてください」

　腹を括ったヴィオラの言葉に驚いたラーシュは、ふっとうつむいた。

「……もしきみがそれを放棄したら、もう誰にもその権利は譲られないよ」

　ラーシュが、再びヴィオラを抱きしめる。泣き笑いのような笑みに見えたのは気のせいか。

「好きだよ、ヴィオラ。本当にきみを愛している。きみのところに必ず帰ってくる。例え腕が無くなろうと片足になろうと、絶対に生きて帰ってくる。だから、待っていてくれ。お願いだ」

「……はい」

　がんばって微笑む。漸ようやくヴィオラは落ち着いた。漸く覚悟ができた。

「怪我ならどんなに酷くてもいくらでも私が意地でも治してみせます。でも、いくら私ががんばっても腕や足が無くなってしまったらそれを再生させるのは無理ですから、できるだけ原型を留めて帰ってきてくださいね」

「判った。できるだけ努力しよう」

　言い方がおかしくて苦笑したラーシュだが、ヴィオラが彼の甲冑の胸に両手で触れて目を閉じたのに気付いて真顔になった。甲冑に魔力が送られたのが判る。次いで頬に手を添えて引き寄せられ、耳たぶのお揃いのピアスにくちづけられた。そこにもじんわりと温かみが宿って魔力が付加されたことが判る。

　カオを上げたヴィオラが告げた。

「甲冑に今掛けられる最強レベルの防御魔術を掛けました。あと、以前掛けたピアスの護符をもっと強いものにしました。それと、『盾』の術を一度だけですが使えるようにしました」

「あの競技会の時のやつか。それはありがたいな」

「でも、たった一度です。私がついて行ってラーシュ様の後方支援ができればいいんですけど、そんなわけにはいかないのでせめて。こんなことならもっといろいろ準備しておけばよかった。もし次があったら、その時には絶対もっと防御力を上げるものを用意しますから。ない方がいいに決まってますけど」

「ああ、頼むよ」

　笑みを見せると、お互いが不意に黙り込んだ。お互いを見つめて、そして再びくちづけあう。

　それが終わると、ラーシュが静かに言った。

「では、行ってくる」

「はい、行ってらっしゃいませ。ご武運をお祈りしております」

　もう一度笑みを見せると、ラーシュは踵を返して出て行った。行ってしまった。

　ヴィオラは、ぐっと拳を握り締めると、歯を食いしばって、それから深く息を吐くと駆け出した。

　ラーシュは自分の仕事をするべく出立した。

　ならばヴィオラも為すべきことをしなければ。

　遅くなったが、魔水晶の部屋へ行く。

　既に作業を始めていた魔女たちにひとこと詫びて、ヴィオラも杖をかざして水晶への魔力注入を始めた。

　ラーシュが街を気にすることなく戦えるように、防護の強化をしなければ。『壁』が盤石であれば、その分ラーシュの不安と負担は減る。

　そう信じてヴィオラはより一層注入量を増やした。










　彼の馬を牽いて待っていた隊長は、漸く装備を整えて現れた滅竜騎士に声を掛けた。

「遅いぞ！」

「すみません」

　ラーシュがひとこと詫びると、だがその口元に僅かに笑みがあるのに気付いた隊長が訊いた。

「もしかして、ヴィオラ嬢か？」

「泣かれました」

　嬉しそうにカオが綻んでいるのに呆れて、隊長がからかう。

「嬉しそうにしやがってまあ。そんなにあの子が大事か？」

「当然です。命に代えても守りたい、俺の唯一ですから」

　あっさりとそれを認めたラーシュに苦笑して、隊長が言った。

「それなら、絶対生きて帰って来い。本当に命に代えたって彼女は絶対に喜ばないからな。あの子のためを思うのならナニを犠牲にしてでも絶対帰って来いよ。いいな」

「肝に銘じます」

　力強くうなずいて馬に乗る。すると、下から隊長が言った。

「いつもおまえ一人にすべてを任せてすまないと思っている。本当に、無事に帰って来い」

「それが俺の仕事です。では、行ってきます」

　うなずいてラーシュは馬を走らせた。

　今朝、街に到着した時には薄かった『壁』の光が強くなっている。いつも通り、アグネスたちが強化したのだろう。昨日ヴィオラが魔力を足したことで、おそらく今回分の『壁』の必要量は足りると思われた。あとは、どれだけ短時間で竜を追い払うか、若しくは斃せるかだ。

『壁』を見上げながら、ラーシュは街の門を目指して馬を駆った。
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　単騎で街を出たラーシュは、厳しい表情で空を見上げた。

　悠然と空を飛ぶ竜がその影を落とす。その姿はいっそ優美といっても良かった。

　だが、それが向きを変え、突然街に向かって高速で突っ込んでいったかと思うと、『壁』に体当たりをかました。強化された『壁』は僅かにも薄れることなくその巨躯を受け止めてびくともしない。

　今年に入って何度もドリテアを襲う竜は、すべて同じ個体だった。

　そしてそれは明らかに普通の竜より大きかった。

　二年半前にラーシュが斃した竜よりもひとまわりは大きな個体であることは間違いない。今更その大きさに委縮するラーシュではなかったが、それでも大きいということはそれだけで彼に不利の材料が増えることになる。

　竜は、『壁』を攻撃する時、体当たりを掛けたり、時には火炎を吐いたり、突風を起こして『壁』を壊そうとする。今年現れるようになったこの竜は、現れる度にこうして『壁』を攻撃していた。

　竜は人間に通じる言葉こそ話さないが知能は決して低くない。なにか明確な理由があるとは推測されるが、その原因は未だ不明だった。

　ともあれ、それでも攻撃を甘受する必要はない。

　ラーシュは初動で一閃、剣戟けんげきを撃った。

　風の魔力の載ったその一撃は、鋭く竜の片脚を切り裂く。

　ギャアっという鳴き声と共に竜の眼がこちらを向いた。これで竜の関心はラーシュに向く。

「こっちだ！　来い！」

『壁』にできるだけ被害がいかないよう距離を離したい。竜がぶつかったりすれば、『壁』の魔力はそれを修復するためにそれだけ消耗する。

　前回現れた時は、ラーシュが駆けつけるまでに何度も体当たりをくらっていたために、『壁』の魔力の損耗が激しくてヴィオラを頼ることになったのだ。

　ギャアっと鳴き声を上げて竜が向かってくる。竜にしてみれば小さきモノが歯向かってくるのが邪魔なのだろうが、素通りされるわけにはいかない。

　傷付いた脚でも構わずその爪を立てて襲ってきた。その脚は捕まえられたら重い牛でも持ち上げられるほど力強く、鋭い爪は一撃でその身体を引き裂くことだろう。

　馬を駆ってその爪を避け切ると、そのついでにさっき傷付けた方と違う脚を狙って斬った。魔術付加で切れ味の上がった剣は、硬い鱗のような表皮を傷付け、その体液をまき散らす。更に竜が怒りの咆哮を上げた。

　街の壁から距離を取るために駆けながら、ラーシュは続けて光の矢を十数本、扇状に飛ばした。半分ほどは回避されたが残り半分は身体に刺さる。うち何本かが被膜の翼を突き破って穴をあけた。

　間髪入れずに今度は氷の矢を同じように飛ばす。当たる寸前で竜が口からごうっと水を吐いてすべての氷を溶かされた。

「水竜か」

　低くつぶやく。竜は魔術を使うが、魔術の種類をその名に冠していて、最も多いのが火竜、そして水竜、風竜、雷竜の存在が確認されている。

　その巨躯に比例するわけでもなかろうが魔力量も多く、さすがにエルヴィーラですらもおそらくその量においては負けることだろう。ただ、使う魔術の系統は一つ、あっても二つしか持たないという。

　所持する術の系統によっては多少なりと苦手が存在し、そして逆にあまり効かないこともある。

　この竜が水竜ならば、水や氷に特化した攻撃は効きづらいと判断できた。

　水竜ならば、苦手なのは雷系の術。

　ラーシュは剣に雷を纏わせ、振りかぶる。

　向かってきた竜に向かって振り抜いた。

「おおおおっ!!」

　気合と共に雷が光となって竜を襲う。素早く回避した竜は、だが左脚と翼までは避け切れずにずっぱりと斬られた。翼の先端から二割ほどと、脚の三本爪のうち二本が雷の威力で消し飛ばされた。






　ギャアアアア!!






　怒りか痛みか、竜が大きく吠えた。

　竜はラーシュを先に排除すべき敵と認識したらしい。

　ラーシュを捕まえるつもりか、残り一本の爪と右脚の爪で再び襲い掛かってくる。

　バカでかい体格にモノを言わせて力ずくで捕まえようとしているようだ。並の騎士なら初めの一撃を受けきれずにあっさりとその爪に引き裂かれているだろうが、異形の姿と引き換えに身に宿る驚異的な筋力がそれを阻む。

　竜に力で対抗する滅竜騎士は、その攻撃を必死に剣で捌きながら斬る機会を伺うが、爪に捕まらないようにするので精一杯だ。

　ガキン！　と剣を捕まえられ、持って行かれそうになった瞬間に、腹に向かって光の矢を喰らわせる。

　近距離の攻撃魔術は躱かわされることもなくすべてが腹に突き刺さった。

　咆哮と共に剣から爪が離され、竜が上空に退避する。

　そこをすかさず追撃とばかりにラーシュが剣を下から斬り上げた。風と雷をまとった剣戟は竜に追いつき、傷付いた腹に更に傷を負わせる。ばたばたっと体液が降ってきたが、致命傷にはまだ遠い。

　このまま山に飛び去ってくれれば良し。だが、さすがにそんなに甘くはなかった。

　上空に舞い上がった竜は、ラーシュに向かってその大きな口を開く。

　考えなかった。反射的に馬を駆った。その瞬間、今いた場所に強烈な魔力をまとった吹雪のような冷気の塊が降ってくる。

　ドラゴンブレスと呼ばれる魔力を孕んだ呼気を吐く攻撃だ。

　直撃したら、即死。

　避け切ったと思ったが馬の尻尾に僅かな冷気がかすっただけで瞬時に凍る。驚いた馬が暴れて、ラーシュは馬から飛び降りた。直感だけで即座にその場から身を翻すと再びそこにブレスが降ってくる。

　馬が逃げるのを目の端で確認しながら更に走り出すと、降ってきた吹雪が避け切れず、かすった左腕を覆う鎧の一部、小手の部分が瞬時に凍った。

　焼けつくような痛みが走る。腕が無くなったかと思うほどの衝撃。

　だが、目を走らせれば、痛みはあるものの腕は無事に存在した。

　その代わりに攻撃が当たった小手が銀色に強く輝いたかと思うと、見る間にそれが黒く炭化して崩れ落ちた。

　何故無事だったのかと思った途端、思い出す。

「ヴィオラの防御魔術か！」

　出掛けに掛けてくれた最強レベルだという防御魔術が、ドラゴンブレスから恋人を護ったのだ。

　もう一度同じ場所を護ることはできないが、即座に腕が消滅しても不思議ではなかったことを考えれば奇跡と言える強力な防御力だと言えた。

　湧き上がる感謝を噛みしめる余裕もなく、更に己の脚で必死に逃げながら、ラーシュは五度目のブレスを避けたタイミングで、振り返ってその口の中に向かって光の槍を投げつけた。光の矢の強化版だ。何本もの槍が竜目掛けて飛んで行く。

　その槍に向かって更にブレスが吐かれて、槍は一瞬にして消え去った。だが、ブレスが止まった瞬間、その顔や口の中に槍が命中する。

　前の槍を投げて即座に移動したラーシュが僅かな間を置いてもう一度同じものを投げたのだ。

　再びの咆哮が耳障りに乱れた。

　刺さった槍は爆裂四散し、竜の丈夫な皮膚をも破壊した。顔中が血塗れになり、右目が潰れたのか閉じている。

　一時的に過ぎないかもしれないが、しばらくブレスは来ないと思われた。

　この機を逃せない。

　ラーシュが再び剣に炎と雷を纏わせる。更に剣に魔力を満たせばその刀身が光を帯びて倍の長さに伸びた。

　一気に自身の魔力が減っていくのが判る。

「おおおおお!!」

　魔力を込めて、構えた剣を一気に振り下ろした。炎と雷を帯びた光が一直線に竜に向かって飛んで行く。

　ヒトが生み出すには強力すぎるほどの魔力を帯びた光が空中で暴れる竜の身体に直撃した。






　ギャアアアア!!






　右の翼が根元からぶった切られ、バランスと推力を失った竜が螺旋を描きながら、斬られた翼と共に体液をまき散らしながら、落ちてくる。

　地面に激突した竜の身体がもうもうと土煙を上げて辺りの視界を遮った。

　途端。

　ラーシュは横合いから強烈な衝撃を喰らって吹っ飛んだ。

　衝撃の強さに一瞬意識が遠のく。咄嗟に受け身を取ることもできず、その勢いを殺せずごろごろと身体が地面を転がる。

　ナニが起きたのかが判らず必死に目を開けると、ラーシュがいたであろう場所に転がった竜の、長い尾がのたくっていた。尾で身体を引っ叩かれたのだ。

　身体中がギシギシ言っているのではないかというほど痛む。

　表面的な傷が見当たらないのはヴィオラの防御魔術の効果か。目の端で甲冑が光り、それが消えるとべこべこに歪んだのでその衝撃を肩代わりしてくれたようだ。

　それでも吹っ飛ばされた打撃による内臓の負荷まではさすがに防御できないのだろう。内臓がひっくり返ったかと思うほど、胃の中身と共に血でもぶちまけるのではないかというほどに吐き気がする。

　決して油断したつもりはなかった。だが、不意打ちで喰らった竜の強烈な一撃は、いくら強かろうとひとりの人間に過ぎないラーシュには重すぎる。

　すぐに立てない。腕も足も動かない。それは、この現状では死を予感させた。

　だが一方で、竜も死の縁にいると言って良かった。

　翼を片方根元から斬られ、もう片方も二割ほどが無く、穴をあけられてぼろぼろになっている。これではほぼ間違いなくもう飛べまい。脚も傷付けられ、片足には爪も無い。顔面も血塗れだ。

　だが、竜はこのままで終わらせる気はまだないらしい。

　苦し気な悲鳴のような咆哮を上げながらのたうつ。

　そして、その眼が己を斬った小さき敵を見つけた。






　――――ユルサナイ。






　怒りに燃え、血に塗れて真っ赤になったその眼が、なんと言っているのか、何故かラーシュには判った気がした。

　動けない彼を睨みつけた竜が、その大きな口をがぱりと開けた。

　自らを殺そうとした人間をこのまま放置する気はないとばかりに最後の一撃を見舞おうとしている。

　それをラーシュは地に転がったまま察した。

　間違いなくドラゴンブレスが来る。

　だが、もう避けるだけの力が無い。身体が動かない。

　脳裏に愛する恋人の泣き顔がよぎった。

　死なないでと、行かないでと泣いてくれた、最初で最後の恋人。

　このまま終われない。ヴィオラを泣かせたまま死ねない。このまま死んだらヴィオラの涙が止まらない。

　竜の開いた咥内が光った。

　その瞬間、ラーシュは叫んだ。






「『盾』!!」






　放たれたドラゴンブレスより一瞬早く、ラーシュの前に、金色に輝く大盾が現れる。

　瞬時に構築された巨大な盾は、ギリギリで竜の放ったブレスを受け止め、金属音にも似た甲高い音を立てて受け止めた。残り僅かな魔力をほとんど使い尽くす勢いでその盾に更に強化魔術を加えれば、その衝撃で吹雪は魔力を帯びた光を弾けさせながら爆ぜて消えた。

　受け止め切ったのだ。
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　安堵と共に、それでも自らに次の手がないことも承知している。動けないラーシュに次の一撃が来たら、避ける手立ては本当にもう無い。

　その時、耳たぶが熱くなった。ピアスが熱を持っていることに気付く。熱い、と思った途端にそこから広がるように全身が温かくなった。

　どうしたと思う間もなく不意に身体の痛みが軽くなった。

　それで気付く。『治癒』だ。ヴィオラは護符と称して治癒魔術をピアスに仕込んでいたらしい。

　さすがに完治まではいかないものの、動けるようになっただけでも充分だ。ラーシュは素早く立ち上がった。立ち上がれたことに安堵する。

　出陣する前に施してくれた恋人の魔術すべてが、この瞬間のラーシュを生かしてくれていると言って良かった。

　生きて帰れたらすべてヴィオラのおかげだ、と思ったら、戦闘に入って初めてラーシュの口元に笑みが刷はかれた。これで、ヴィオラの想いに応えられなかったら彼女の前に立つ資格はない。いや、その前に生きて帰れない。そんなのはイヤ過ぎる。

　立ち上がったラーシュは竜に向かって走り出した。この程度の痛みなら無視できる。

　共に吹っ飛ばされた剣を拾い、距離を詰めてきたラーシュに向かって竜が再び口を開けた。まだドラゴンブレスが使えるのか。

　だが、ラーシュはある程度距離を取って止まった。そして、地面に剣を突き刺すと、開いた両手を竜に向かって突き出した。口の中で術式を唱える。残り少ない魔力がほぼ尽きた。






「『スナッチ』!!」






　途端に、竜の口の中に一瞬光ったはずの光が急速に失われる。そして、代わりに竜から謎の光が吸い出され、それはラーシュに吸い込まれていった。

　一気にラーシュの魔力が全回復、いや、それ以上に跳ね上がった。






『スナッチ』、その意味は強奪。

　師匠ブルーノから結婚祝いに教えられた『禁呪』だった。






　それは、問答無用で相手から魔力を奪い取る術式。僅かな使用魔力の割にこの術に抵抗は効かないという。それは人間の魔術師のみならず、竜にも効果があった。

　唯一の弱点は、ある一定以上の距離まで近付かないと使用できないこと。

　何度もドラゴンブレスを吐いた竜にあとどれくらい魔力が残っているのかは判らないが、ラーシュの魔力が一時的に彼の最大値の倍まで膨れ上がった。

　のたうつ竜の顔面に再び光の槍をぶち込んだ。近距離からの攻撃は避けられることなく突き刺さる。

　怒り暴れる竜が明後日の方向にごうっと水気を帯びた光を吐くが当たるはずもない。

　ラーシュが再び剣に炎と雷をまとわせる。魔力を満たした刀身が光を帯びて再び倍の長さに伸びた。






「うおおおおおっ!!」






　雄叫びを上げて竜の首に向かって振り下ろす。

　刀身が硬い皮膚を通り越し、肉に食い込んだ。炎が肉を焼き、雷が走る。

　太い首は切断まではされないまでも半分以上をぶった切られ、竜が断末魔の咆哮を上げた。

　最後の抵抗とばかりに振り回され向かってきた尾を今度はそのまま剣で受ける。力任せにその勢いに耐えた剣は、尾を身体から切り離してその切り口を焼いた。

　首を半分斬られてもまだなお口内が光る。まだドラゴンブレスを吐けるのか。

　再び距離を取って、ラーシュが『スナッチ』を使う。魔力を吸われて不発を起こしたのかドラゴンブレスが出ない代わりに水を吐いた。

　魔物の色を濃く残す竜は、その魔力を使い切ることでも死ぬと言われている。

　今、この竜の命が潰えようとしているのは、攻撃の致命傷のせいか、それとも魔力の枯渇か。

　それとも、その両方によるものか。

　紅く燃える瞳から徐々に光が失われていき、そして力が失われていった。

　ずっともがくように羽ばたいていた翼が力を失ってぱたりと止まる。

　鼓動するように僅かに動いていた胸が、やがて止まった。






　竜は、斃れた。






　そして。ラーシュもその場で仰向けにぶっ倒れた。

　安堵で力が抜けた。しばらく起きたくない。

　久しぶりの命のやり取りは、ラーシュの騎士としての矜持と緊張感を思い出させた。

　腕が鈍ったとは思っていなかったが、ここのところ、いささか緊張感が無かったコトは確かだ。

　それをヴィオラのせいにする気は無い。

　いや、それを言うなら、今、彼が生きているのはヴィオラの心遣いがあったからこそだ。

　目を開けると、さっき食堂の庭からヴィオラと見上げた青い空が広がっていた。






「……ああ……、空が青いなー……」






　その青い空を、ヴィオラとまた見上げたいと思った。

　笑顔の彼女と共に、ずっと、これからも。
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　急速に容量を増やしていく魔水晶に更に魔力を注入する。

　滅竜騎士が出撃した以上、『壁』への攻撃はないと思われたが、それでも強化を止めるわけにはいかない。

　魔女たちは集中を切らすことなく一心に魔力注入に努めた。

　ヴィオラも必死に注入を続ける。水晶が満量になるのとラーシュが帰ってくるのとどっちが早いだろう。

　それでも六人での注入はやはり早い。

　やがて八割を超すほどに増えてきた頃。

　その僅かの余裕が、ふとヴィオラに違和感を気付かせた。それは極々僅かな、本当に微かな歪み。

　それはまるで、どこかから魔力が漏れているような。

　気のせいかとも思ったが、妙に気になる。

　それを次の休憩でアグネスに言ってみよう、そう思った時。

　駆けこんできた騎士の声に、魔女たちの集中が切れた。






「報告！　ノシュテット様が竜を撃滅!!　竜を斃しました！　ばんざい！」






　わっと歓声が上がる。

　思わず振り向いたヴィオラが訊いた。

「ノシュテット様はご無事ですか!?　お怪我は!?」

　その声に、騎士が笑顔で応える。

「ご無事です！　大きな怪我はないご様子です。良かったですね、ノルドルンド様」

　無事、のひとことに、ヴィオラが大きく息を吐く。思わず目が潤みだしたが本人に直接逢うまではと我慢する。

　そんなヴィオラを気遣って、アグネスが両肩にぽんと手を置いた。振り向くと笑んでくれていた。

「ヴィオラさん、ラーシュ様の元へ行ってらっしゃい。戻ってきているんでしよう？」

　だが、騎士はうなずかなかった。

「あ、いえ、それが、まだなんです。現在、隊の騎士で竜の死骸の解体作業を始めているんですが、そのままそちらにも参加しているらしくて」

「は？」

　ヴィオラとアグネスはカオを見合わせた。アグネスが溜息を吐く。

「呆れた。大丈夫でも疲れているはずでしょう。他の騎士に任せて帰ってきたって文句なんて出ないでしょうに」

「それどころか、みんな大喜びでお祭り騒ぎですよ」

　笑った騎士は、ヴィオラに訊いた。

「ノルドルンド様、よろしければ、現場にお連れしますが。ご自分でノシュテット様の無事を確認したいのではないですか？」

　もちろん行きたい。全部放り出して即座に行きたかった。だがヴィオラは首を振った。

「いいえ。ご無事ならいいんです。お仕事を終わらせてから帰還をお待ちします」

「え、でも」

「ラーシュ様はご自分の仕事を全うされました。なら私もそうしないと」

　驚いたアグネスは、しかしすぐにうなずいた。

「判ったわ。では早く終わらせましょう。竜が斃されたのならば『壁』も薄くして良いはず。こちらが終わる頃には彼らも戻ってきていることでしょう。いいわね、みんな」

「はいっ！」

　元気よく返事をした他の魔女たちが水晶に向き直って注入を再開する。

　ヴィオラも仕事を再開した。

　さっきまでの内心の不安が解消された今、集中して仕事を進めることができる。

　自身の魔力量もだいぶ減ったが、更に注入量を増やす。

　早く終わらせたかった。それでも手を抜くことだけはしない。

　それは、ラーシュにも失礼だと思ったから。

　休憩を挟むことなくそのまま注入を続け、結局水晶はそれから一時間半ほどで満量になった。

　ヴィオラの仕事も完遂された。

　ほんの少しの魔力の余力を残して、倒れることなくヴィオラは仕事をやり遂げたのだった。

　魔力注入が終わってもまだ騎士たちは帰らず、ヴィオラは魔力の足しにと供された菓子や飲み物にもほとんど手をつけないで、じっとラーシュの帰りを待った。

　しばらくして、日が傾きだした頃、漸く外が騒がしくなってきた。その喧騒にヴィオラが腰を浮かすと、さっき報告に来てくれた騎士が再び現れた。

「ノルドルンド様、ノシュテット様が戻られましたよ！」

　わざわざ呼びに来てくれたらしい。

　ヴィオラは席を立ち、それでもアグネスたちに一礼をしてから急いで駆け出した。

　解体作業に参加してきたのだろう土やら泥やらにまみれた騎士と何人もすれ違いながら、求めている人を探す。そして、見つけた。

　馬場の近くに帰ってきた騎士隊の荷車やら馬車やらが何台も雑然と置かれ、そこから竜のモノだろう皮やら角やら骨やらを運び出している騎士たちがいる。その手前でそれを見ながら隊長と話をしているその人の姿を見て、ヴィオラは思わず足を竦すくませた。ひと目見て血の気が引いた。

　ひとことで言えば、ラーシュはズタボロだった。

　身に着けた甲冑は全身べこべこで原型を留めていない。腕を護るはずの小手などは片方無くなって素手がむき出しになっている。全身が砂と泥と血塗れで、さて、その渇いて赤黒くなっている血は竜のモノか彼のモノなのか判別などつかない。表面的な傷は見当たらないようだが、ぱっと見にはよく立っていると言いたくなるほどの凄まじさだ。

　と、騎士の誰かがラーシュに声を掛けた。どうやらヴィオラが来たことを教えてくれたらしくこっちを指さしている。ラーシュの視線がこちらを向いた。すぐにヴィオラの姿を見つけたらしい。そのカオがぱっと明るくなった。

「ヴィオラ！」

　笑ってくれた。途端、ヴィオラは走り出した。騎士たちが気を利かせて立ち止まってくれて、できた道を一直線に駆け抜けたヴィオラは両手を広げたラーシュの胸に飛び込んだ。

「……ラーシュ様！」

　途端に周りの騎士たちが一斉に歓声を上げ、口笛を吹き鳴らして囃し立てる。

　構わずラーシュはヴィオラを抱きしめてから、はっとして両肩を掴んで彼女の身体を離した。

「すまない、こんな凄まじい格好できみを抱きしめたら汚してしまうな」

「そんなの構いません！　そんなことより、ご無事で良かった……！」

　勝手に涙が溢れる。それをくすぐったそうに笑いながら、ラーシュが言った。

「ただいま、ヴィオラ」

「おかえりなさい、ラーシュ様。あの、お怪我は？　どこかお怪我はしてないですか？　どこか痛いとこないですか!?」

　抱きついておいて、はっとして訊くと、ラーシュはうなずいた。

「ああ、大丈夫だ」

「あの、私の魔術、効きませんでしたか？『盾』、使いました？　それに連動させて『治癒』も発動したはずですけど、効きませんでした!?　ああもう、もっと精度を上げるようもっと練習していれば！」

「いや、効いたとも。どれもとても有効だった。きみに行きがけに掛けてもらった魔術が無かったら、俺はきっと二回は死んでいた。比喩じゃなく事実として、俺が生きてここに立っているのはきみのおかげだよ」

　では、効いてこの姿だというのか。

　一体どれだけの死闘だったのだろうと思ったら、更に涙が零れる。

「あの、ラーシュ様、ちょっと失礼します」

　しゃくりあげながら、ヴィオラがラーシュの身体に微量の魔力を流した。

　おそらく表面的な細かい傷や怪我はヴィオラの仕込んだ『治癒』で治ったのだろう。だが、それで治り切らなかった内側のものが絶対ある、と踏んだのだ。

　競技会での治療の時のように、それで異常のある箇所を確認する。そして、やっぱり何ヶ所も内臓や筋肉などの損傷を見つけた。

「ほら！　やっぱり無事じゃないじゃないですか！　まだ結構痛いはずですよね、これだけの傷！」

「あ、いや、別に我慢できないほどでは、って、あ、おい、ヴィオラ？　待て、きみだってもう魔力が残って無いだろう？」

「ラーシュ様を治すくらいの魔力は残ってます！　あなたの怪我は私が完治させるって約束しました！」

「言ったが、いや待て、今じゃなくても」

「こんなに頑張ったラーシュ様が、これ以上痛い思いなんかしなくていいんです！」

　ラーシュの止める声も聞かず、ヴィオラが『治癒』を発動させた。

　途端に、ラーシュの身の内のあらゆる痛みが消えていくのを感じる。転がされた時痛めた足の筋や、吹っ飛ばされて掻きまわされ傷付いた内臓まで、不具合が治っていくのを実感した。

　やはり、魔女の直接の治療の効き目は素晴らしい。

「ヴィオラ、ありがとう。もうすっかり治ったよ。……って、ヴィオラ！」

　術の発動が止まった途端、ヴィオラの身体が、かくん、と膝から崩れ落ちた。慌てて抱きとめると、ヴィオラが気の抜けたようなカオで笑った。

「……足りて、良かったぁ。……もう、まりょく、げんかい……」

　へらり、と力のない笑みを残して、ヴィオラがその場で、……寝た。

　ラーシュにはヴィオラのこの姿に見覚えがあった。魔力切れだ。

「魔力が枯渇したのか。すごいな、この子。さすがエルヴィーラ殿の弟子だ」

　ちょっと離れて見守っていた隊長がおもしろそうに言う。

　普通の魔女は、魔力切れを起こすまで使い切ったりしない。何故なら、その時の魔女はまったくの無防備になるからだ。

　深く眠り込んだ魔女は、一定時間眠って僅かでも回復しないとナニをされようが目を覚まさない。それこそ、凌辱されようが殺されようが気付かない。だからこそ、魔女はそうならないように自分の魔力量をきちんと把握した上で昏倒しないようにするのだ。

　今まで隊長が知っている魔女の中でも、仕事を優先してそれを躊躇わずにするのはたった一人、彼女の師匠だけだった。

　そしてヴィオラは、目の前にラーシュがいるからこそ、躊躇わずに最後の魔力を彼のために使った。

　その意味は。

「信頼されてるな、つか、愛されてるな、滅竜騎士殿？」

「当然です。婚約者ですから」

　からかい交じりに言った隊長の言葉にしれっと返して、それでも大切そうにお姫様抱っこでヴィオラを抱き上げたラーシュは、眠ってしまった恋人の額に軽くくちづけた。

　おお、というカオの隊長を振り返って、ラーシュはにやりと笑った。






「隊長、さすがに疲れたんで、俺とヴィオラはしばらく休ませてもらいます。明日から丸二日くらい」






　当然、意図するところは判ったのだろう。

　隊長がミョーに生温かい半笑いで追い払うように手を振った。

「…………好きにしやがれ。団本部への報告と事務手続きの方はこっちでテキトーにやっとく。あんま嬢ちゃんに無理させんなよ。あと、おまえもちゃんと休め」

「鋭意努力します。では」

　余裕の笑みを残してラーシュは歩き去った。

　隊長は呆れたような、でも安堵を多大に含んだまなざしでその後ろ姿を見送った。

　ずっと、心配していた。

　他の普通の騎士に比べて強すぎる、特殊過ぎる能力を持つ彼が、だからこそ心配だった。

　人一倍強い責任感と騎士としての矜持、領主の息子としての義務感もあっただろう。

　それ故に、彼は孤独だった。

　その容姿故に疎外感も感じただろう。領主とその家族はある意味そういった存在に慣れていたから粗略に扱われたりはしなかったようだが、それでも他人から容赦無く浴びせられる奇異の眼は慣れるまでに相当時間を要したことだろう。

　なまじ強くて丈夫であるが故に自分を雑に扱い、そして他人も彼の心配などしなかった。注意をしても大丈夫のひとことで片付けられ、実際そうであったが故に歯痒かった。

　心を許し合う、大切に思える、そして彼を大切にしてくれる誰かに出会ってくれればと願っていた。

　心配してもらうことで、その人に心配を掛けないようにと自分を大切にすることを覚えて欲しかった。

　どこかで、なにかに、誰かに、彼が癒される時が、来てくれればと願っていた。

　この地にいる間にはそんな相手には巡り合えなかった彼だが、王都に発つ時、今度こそそんな誰かに出会えることを願った。

　そして、今、彼はそんな人にやっと出会えた。

「それが、よりによってあんたの弟子とはな、エルヴィーラ殿」

　このドリテアで隊長に就任して十年、ずっと呑み相手を務めてきた魔女と、今こそ祝杯を上げたい。

　楽しげにつぶやいてから、隊長はゆっくりと執務室に向かって歩き始めた。










　ヴィオラの部屋に辿り着いたラーシュは、まずはそっとヴィオラをベッドに寝かせた。

　以前の、二人が付き合うきっかけになった彼女の昏倒騒ぎの時を思い出す。

　あの時はいろいろと心配過ぎてヴィオラが起きるまで全然気が休まらなかったが、今回はだいぶ気分が違う。もちろんヴィオラが倒れてしまったコトを良しとしているわけではないが、以前のように彼女が危険を冒してぎりぎりの無茶をした結果ではない分、まだマシと言えた。

　そこまで思ってから、ふと彼女の目の端に残っていた涙に気付いて指で拭いてやる。

「……また、泣かせてしまったな」

　つぶやく口元には、だが笑みがあった。

　そんなことを言ったらまた怒るかもしれないが、やっぱり嬉しかった。

　あれだけ真っ直ぐに心配と、そして喜びを表してくれるヴィオラが可愛くて愛しくてならない。

　ラーシュのために泣いて怒って、自分が力尽きると判っているのに治癒魔術を施して、笑顔で倒れる子なんて、他に知らない。

　彼女が少し無理して大人っぽく振舞おうとしていたことは知っていた。

　そのままでいいのにと思ってはいたが、彼女の努力を無碍にするのもと思って黙っていた。

　でも、皮肉にもこんな事件があったことで、ヴィオラが素を出してくれたことが嬉しかった。

　我儘を言ったとしょげていたが、我儘とは元々は自己の利益を優先するための身勝手な思いだ。

　彼女の言葉のどこが身勝手な思いだっただろう。ただひたすらに恋人の身を案じ、命を護りたいだけだったというのに。

　眠る恋人の頬を右手で触れる。それから、ふと気付いて手を離した。

　自分が相当汚い格好をしているコトを思い出した。このまま触っていたら、ヴィオラを汚してしまうかもしれない。一応手くらいは洗ったのだが逆に言えばそれだけだ。

　やっとヴィオラから離れて、甲冑や装備を外す。留め金がひしゃげたところもあって外すのに苦労しながら床に置いてみて、そのべこべこ具合に苦笑いする。いや、コレはヴィオラが青褪めるわけだ。

　ボロボロの服も脱いでしまうと、下履き一丁で風呂場へ向かった。

　全身を洗うが、汗と土埃と血でがびがびの髪の毛が一度洗ったくらいでは綺麗にならない。顔も洗った石鹸の泡が黒い。どんだけ汚れたのか、と苦笑すると同時に、こんな汚れた格好でヴィオラを抱きしめたコトをちょっと反省した。

　時間を掛けてしっかり洗って漸く隅々まで綺麗になったラーシュは、着替えが無いのでそのままの素っ裸でベッドで眠るヴィオラの隣に潜り込んだ。

　そうしておいて、彼女の服が皺になるなと気付いて制服だけ脱がせる。下着姿になった恋人を前に、下着も脱がせてしまいたい衝動を我慢しながら抱きかかえた。

　さすがに疲れた。疲労は治癒と共に回復したはずだが、なんとなく疲れを感じる。

　だから、今のところはヴィオラと一緒に眠ってしまおう。

　ずっと、一ヶ月以上も前からずっと、焦がれて求めてきた恋人の柔らかい身体を抱く。

　今のところは眠って、起きたらその時は。

　言い知れない安堵と喜びをじんわりと噛みしめながら、ラーシュは目を閉じた。
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　目を覚ますと、暗かった。

　現状が判らなくて、んん？　と内心で首を傾げつつ、身動きをしようとしても動けないことに気付く。

　なんでだろうと思ってから、ふと自分がやたら温かいモノに包まれているのに気付いた。

　薄暗い中にヒトの身体が見えて、それがラーシュだと判ると、ヴィオラは声を上げそうになって必死に堪えた。彼はまだ眠っているようだ。

　どうしたんだっけ、なんでこんなことに、と慌ててから、やっと自分がラーシュに残りの魔力すべてを使って治癒魔術を施し、その場でぶっ倒れたコトを思い出す。

　おそらくあの後、ラーシュに部屋まで運ばれて、ついでに疲れたラーシュが自分を抱き枕にして眠ってしまったのだろうと見当をつけた。

　しっかり抱き込まれているからあまり周りは見えないが、おそらく昨夜も使った部屋とベッドだろうと思われた。夕べは一人で眠るのが少し寂しいと感じるほどに広めのベッドだったが、今、ラーシュと二人で横になる分にはちょうどいい。

　そして、抱き込まれているその肌の温かさが少し恥ずかしいけど嬉しい。

　もう一ヶ月以上も前に抱かれたきりで、今日までその身体に包まれていなかった。たかが一ヶ月、されど一ヶ月。それ以前にだって三日と置かずに抱かれていたなんてほどしょっちゅうでもなかったが、それでもやはり逢いたい時に逢えない寂しさは言い知れないものがあった。

　その想いは朝、ラーシュとも共通する想いだと知ってとても嬉しかったのだ。そして、そう思ったら途端に思い出す。

『今晩は覚悟しろよ？』

　耳元で艶っぽくささやかれた台詞を思い出して、ついカオが火照る。それは、つまり、彼が起きたらその後に待っているのは。

「……ん……んん……」

　唐突に、ラーシュが呻いて、ヴィオラはびくんと跳ねた。途端にその振動のせいか、ラーシュが目を開けた。

「……ああ、起きてたのか。おはよう、ヴィオラ」

　寝起きの気怠さか、柔らかい笑みを浮かべたラーシュがヴィオラの額にくちづけた。気恥ずかしさに頬が染まったヴィオラが恥ずかしげにうなずく。

「おはようございます、ラーシュ様」

「少しは回復したか？」

「ええと、目が覚めただけで、動くのはまだ無理かと。……あの、一度腕を離してくださいませんか？」

「いやだ、このままがいい」

　[image: 〓]。ヴィオラの目が丸くなる。

　てっきり、ああ、すまない、とか詫びながら外してくれるものと思っていたのに。

　だがラーシュはむしろヴィオラを逃がさないとでも言うようにしっかり抱き直した。

「やっと俺の手元に恋人が戻ってきたのに、手放したくなんかない。このままがいい。それとも、きみは俺の腕の中はイヤか？」

「そんなわけないです。でも、その、喉が渇いて」

「ああ、そういうことか。すまない。仕方が無いな、一度起きよう」

　言いながら、とても名残惜しそうに腕を外すとラーシュが起き上がった。サイドテーブルに置かれた灯りをつけてからその隣にあった水差しに手を伸ばした時、下半身を隠していた上掛けがずれて、その下のモノが丸見えになった。思わずヴィオラが声を上げて目を閉じる。

　なんとすれば、ラーシュは素っ裸だ。つまり、下半身のアレが見えてしまったわけで。全然気にしていなかったラーシュが笑う。

「何を今更。もう何度も見ているだろう」

「みっ、見ていても、慣れるものじゃないですっ」

「まあ、確かにきみの裸も何度見てもどきどきするけどな」

　ラーシュが笑いながら、コップに満たした水を口に含む。そしてヴィオラに上からかぶさって口移しで水を飲ませた。必死に飲み下すとヴィオラが文句を言う。

「……普通にコップでくだされば……っ」

「この方が楽しいだろう？」

「たのっ、いえ、あの……っ。……もう、初めての夜の時は、ちゃんとコップで飲ませてくれたのに」

「ああ、あの時はまだきみとこんなふうになるつもりじゃなかったからな。さすがに騎士が女性にこんな不埒なコトをするワケにはいかないだろう？」

「今は騎士じゃないんですか？」

「今は、きみの恋人で婚約者で、きみを抱きたいただの男だよ」

　言いながら、再び二人の間の距離をゼロにする。甘いくちづけは、すぐに艶やかな大人のキスに変わる。それは、今まで我慢していた二人の距離をようやくくっつけるものだった。

　髪を指に絡ませながら、頬を探りながら、ラーシュがヴィオラのカオを撫でる。その後を追うように唇がヴィオラの上を這う。

　それが首筋を伝い、鎖骨を過ぎた辺りで、やっとヴィオラは自分が脱がされていることに気付いた。

「……ラーシュさま……っ、いつのまに、ふく……んっ」

「ああ、ここに連れてきて寝かせた時にな。窮屈そうだったし、皺になっても困るだろう。それに、」

　胸の谷間に唇を落として、ふ、と笑う。

「きみを抱いて寝るのに邪魔だったから。下着まで脱がそうか迷ったが、さすがに怒るかと思ってやめた」

「……さすがに、それは恥ずかしい、あんっ」

　寝乱れて下着からずれてはみ出ていた胸の先端をぱくっと咥えられて、ヴィオラの声が弾んだ。漸く望んだ好きなものを口にできたというように、ちゅうっとそれを吸い上げ舐るように舌で捏ねあげながら、ラーシュが訊いた。

「これからきみを抱くのを許してくれるな？」

「……もう、始めてるじゃないですか……んっ、やっ！」

「一応、言質は取っておこうと思って」

　にっ、と笑う。

「もっとも、ダメだと言われてももう止まる気は無いが。こんなきみを前にしたら、我慢の限界だ」

　その熱にうかされたような笑みは、やたらに男の色気と艶気を感じさせて、ずくんとヴィオラのあらぬところが疼いた。

　抱かれたい。挿れて欲しい。ソコがそう言っているようで。

「我慢なんてしなくていい。……わたしも、あなたが欲しい」

　カオを上げたラーシュと目が合う。見つめ合って、そしてラーシュが身を乗り出して軽くくちづけた。

「言質は取った。もう止めないからな」

　言うと同時に、早々にその大きな手がヴィオラの身体を這いまわる。

　離れていた間の身体の無事を確かめるように、ゆっくりと、しかしくまなく触れていく。時折びくりと弾むとそこを更にゆるゆると動き、ヴィオラが甘い声を上げるのを楽しみながら彼女の感度を上げていく。

　邪魔な下着を脱がせながら、その時間すらも惜しいというように唇でその肌に触れ、時折吸い上げて赤い花を散らした。

　下着の下から姿を現したその白い胸の先端が、ラーシュを誘うようにふるりと震える。その誘いを断る理由など一切ない。ぱくりと咥え、吸い、舐めまわす。

　恥ずかしげに甘い声を上げるヴィオラに薄く笑みを浮かべながら、ラーシュは久しぶりの恋人の身体を好きなだけ触れられる歓びを噛みしめる。

「……ああ、ヴィオラだ。俺のヴィオラだ」

「……んっ、は、い、あっ、ラーシュさま、やんっ、すき、あ、そこ！　ああっ！」

「ココが好き？　俺が好き？」

　するりと足の間に指が滑り込み、そのいやらしい水を湛えた泉に指が入り込む。

　ぐちりと掻きまわされた水音とその感触にヴィオラが跳ねた。

「ああっ！　ラーシュさまが、すき、やあっ！　や、ソコもすき…っんんっ」

「可愛い。もっと欲しい？」

「あっ、あっあっあっ、はぁん！　やあっ！　ほし、もっと、ほしい……っああ！」

　望みを口にした途端、ラーシュの指がもう一本追加されてナカで掻きまわされ、たまらず悲鳴が上がった。

　長い指はヴィオラのナカを容赦なく蹂躙する。掻きまわし、擦り、出し入れをすると、久しぶりの快感がヴィオラの理性と羞恥を凌駕する。

「気持ちイイか？　いいって言って？」

「いいっ、キモチいいぃっ！　ああ、らーしゅさまっ、きもちいぃ！」

「あああ、可愛い。もっと言って。もっと望んで。もっと欲しがってくれ」

　よがるヴィオラにくちづけながら、ナカを掻きまわして肉芽をいじりながら、ラーシュは願う。

　もっと欲しがって欲しい。もっと溺れて欲しい。もっと自分を求めて欲しい。

　もうすっかり勃ち上がりきっている自身が早く彼女のナカに収まりたいと疼いてたまらない。

　もっと彼女に触って甘やかしてよがらせてイかせてから入り込みたいと思うのに、その一方でこの一ヶ月の我慢が欲望に変わってとにかく早く彼女を味わいたいと疼く。これが男の本能か。

「ヴィオラ、俺も欲しい。すまない、我慢できない」

　呻くように囁かれて、紅く染まった頬のヴィオラがこくんとうなずいた。

　嬉しくてたまらない。彼を求めていいのも、彼に求められるのも、もう本当に自分だけの特権だ。

「……ラーシュ様、わたしを、すきにして……」

「っ！　……そんなコト言って、俺が本当に好きにしたら、後で後悔するぞ？」

　両手を伸ばしてラーシュのカオを引き寄せる。自分からラーシュにくちづける。

「してもいい。いっぱいラーシュさまにあいされたい。あなたにだかれたい」

　ふわりと微笑んだ。ラーシュの丸くなっていた目がふわりと和んだかと思うと、次にヴィオラを見た時にはその瞳がまるで変わっていた。

　欲情に濡れた瞳がヴィオラを見下ろす。

「……どれだけ煽れば」

　低く唸るようにつぶやく。そして、おもむろに彼女の両膝を腕に引っ掛けて脚を大きく広げると、漸くソレが挿入された。

「ああああ!!」

「……はぁっ、……ああ、きみのナカだ……。きみのナカに、やっと戻れた……！」

　感極まったようにつぶやいたラーシュの言葉に思わず目を開けるが、それを確認する前にいきなり猛然と揺さぶられる。

「ふあああっ！」

　久しぶりの快感がヴィオラの脳天を貫く。

　久しぶりに迎え入れたラーシュはやっぱり立派で、心なしかいつもより気持ち大きい気がするのは一ヶ月ぶりに交わったが故の気のせいだろうか。

　恋人から与えられる、じぃんとソコが痺れるような、でも幸せな甘い痺れはヴィオラの気持ちを舞い上がらせる。

　いきなりぐちぐちと掻きまわされ、何度も突かれ、擦られる。ラーシュはちゃんと恋人のイイところを覚えていて、的確にソコを突いてくる。ヴィオラはあっという間に高められた。

「あっやっあっ、ああッ！　やぁんっ！　やあっ、ふあああぁ！」

　何度も引き抜かれ、奥まで突き入れられる。掻きまわされる。それを受け入れるのが精一杯。

　必死につかまりながら、ただただ声を上げる。

　今の身体が動かないヴィオラにはそれしかできない。でも、それでいい。ただひたすらラーシュを感じたい。

　ヴィオラの隘路を蹂躙するその権利は彼にだけ許した特権で、もう彼以外が入ることはないだろう。ならばいくらでも彼に通って欲しい。

　性急に突かれる。求められる。どんどん高められる。

　もっと欲しいのに息が続かない。もう無理だと思うのにまだ足りない。

　それなのにラーシュの動きは止まらない。ぱんぱんと身体がぶつかり合う。差し込まれるモノが更に膨れ上がった気がする。

　必死に喘ぐ。酸素が足りない。呼吸ができない。それなのにラーシュが口を塞ぐ。舌を絡める。

「ふあっ、ふああ！　やあっ、ああ！　らー、らーしゅ、あああっ！」

「ヴィオラ、ヴィオラっ、くっ……！」

　最奥に深く押し込められた瞬間、ラーシュの欲が弾けた。

　ヴィオラのナカに、熱い飛沫と共に熱い魔力が流れ込む。






「ああああああ!!」






　達した熱と共に流れ込むラーシュの魔力が、ヴィオラに気が遠くなるような強すぎる衝撃を与える。

　痙攣するようにびくびくと身体を震わせてその衝動をやり過ごすと。






「……ああ、ヴィオラ、愛してる」






　感極まったように吐息でつぶやきながら、ラーシュがぎゅっとヴィオラを抱きしめた。

















＜　37　＞












　ぜえぜえと喉が鳴る。

　それが僅かに落ち着いてくると、ヴィオラのナカにいたモノがゆるりと動き出した。

　出て行くのかと思ったら突然ぐっと力強く押し込まれて、再び擦られて、慌ててヴィオラが言った。

「待っ、まだ息が……っ」

「無理だ」

　無理って言った!?　驚いて止めようとした瞬間、強く擦られて、ヴィオラは悲鳴を上げた。

「やっ！　待っ、あああっ!!」

　目を開けると、目の前に欲望に塗れた瞳で恋人を捉える獣のような男がいた。

　一度達したくらいでは全然欲は解消されていないといわんばかりに再び動き出す。

　ひたすら快楽を求めてヴィオラの腰を捕まえ、ぐちゅぐちゅといやらしい音を鳴らしながら腰を振れば、その激しさにヴィオラが啼く。

　それに気を良くしたようににやりと笑って、ラーシュが訊いた。

「すごい、水浸しだな。気持ちイイ？　イイよな。だってこのいやらしい水は全部きみが出したものだものな？」

　反射的に違うと言いかけて、それが間違っていないことに気付いた。普通ならラーシュがさっき出した精液もあるものだろうが、魔力の枯渇したヴィオラの身体は、彼の精液を一滴残らず胎内に吸い上げ自分の魔力として還元しているはずだ。

　つまり今、自分のナカで潤滑剤として存在するのは自分が溢れさせたモノだけだというコトで。

　つまり、こんなに音が激しくなるほどヴィオラはキモチヨくなっているワケで。

　一度目だって同じ状況のはずなのに、改めて言われたらすごく恥ずかしくなった。自分がすごくいやらしい女になったみたいな気がして。

　そして不意に思う。ああ、違う、そうじゃない。

「だって、んんっ、わたし、まじょだもの。きもちイイことがすきな、まじょだものっ！　あああっ！」

　古来より、魔女は色を好む。遥か昔に淫魔の血が混じったと謂われる魔女は、快楽に溺れる傾向にあるという。日頃は清楚なヴィオラであっても、その根底にあるモノは変わらない。ラーシュが先祖返りと謂われるのと同じように。

「っ！　……そうか、ヴィオラはセックスが好きなのか。ならもっと欲しい？」

「ほしいっ、もっとほしい！　っゃああ！」

「判った、喜んで、だ」

　止まったかと思ったら、ラーシュは自身を一度引っこ抜いてヴィオラの身体をひっくり返し、四つん這いにした。そして再び後ろからヴィオラのソコにぐっと入り込むと、深く突く。

「きゃあぁっ、やっ、らーしゅ、ひゃああああ！」

　容赦なく後ろからの衝撃がガンガンと伝わる。ナカのイイところが力強く擦れてキモチヨ過ぎてたまらない。

　腕の力が抜けてかくんと前のめりになったヴィオラが、それでも必死にソレに耐えようと慌てて枕にしがみつく。それで角度が変わり、違うところが擦られるからたまらない。

「やああああ！　ひゃ、や、あ、あああ、ああ！」

　それでも止まることなくひたすらぐりぐりと掻きまわされ、浅く深く擦られる。ヴィオラの声が高くなるところを何度も執拗に突かれ、キモチヨ過ぎて甘い嬌声しか上がらない。

　髪を振り乱して必死に耐えるのも限界があるというものなのに、不意に肉芽をぐりぐりと潰されて、悲鳴のような声が上がる。

「やあああ！　それダメぇ！　ヤだ、イっちゃうっ、すぐイっちゃう！」

「いいよ、イけっ」

「っ、やああああ!!」

　強く弾かれてたまらず悲鳴を上げた。思わずナカとついでにラーシュをぎゅうっと締め上げる。その瞬間ラーシュもまた達した。

　再びラーシュの魔力が吸いあげられて、強い衝撃がヴィオラを襲う。何度されても、絶頂と魔力の吸い上げの同時攻撃に耐えられずに悶えてしばらく動けない。

　それでも二度目は一度目より少しは回復が早い。枕に抱きついてぜえぜえと喘いでいると、ラーシュが背中にくちづけた。ちくんとしたから痕をつけられたかもしれない。

「ヴィオラがかわいい」

「…………ドコが、ですか」

　髪を乱してよがり喘ぐ姿なんてかわいいワケがない、と思うのだが、ラーシュの声が笑いを含んだ。

「おねだりもかわいいし、嫌イヤ言いながら欲しがるのはもっとかわいい。必死に耐えようと頑張ってる姿もかわいい。今は枕にしがみついてたが、俺にすがって啼いてくれたらもっとかわいいと思う」

「……っっっ！　かわいくないですっ！」

「どうして。めちゃくちゃかわいいぞ？　なんならこのまま休憩無しで三度目に突入してもいいくらいそそられてるが」

「ええええ。お願いです、ちょっと休ませて」

「いいけど、抜かないからな」

「えええ、なんでですか」

「きみのナカにいたいからに決まってるだろう。大丈夫だ、全然萎えていない」

「ええええ」

　ナニが大丈夫なんだ。どの辺が大丈夫だというのか。

　へろへろと上半身を持ち上げると、ラーシュが腰を引っ張って自分の胡坐をかいた脚の間にヴィオラを座らせる。もちろん繋がったままだ。

　確かにナカにまだ存在するラーシュは全然硬度が緩んでいない気がする。いつも以上に精力旺盛になっている感のあるラーシュはちょっとコワい。

「……なんでそんなに元気なんですか。確かに魔術で回復したし一応睡眠も摂ったけど、それでもたった一人で竜を斃したばかりで疲れているはずのヒトがどうして」

「ああ、だからかもな」

「え？」

　振り返ると、後ろ手でヴィオラを緩く抱き込んだラーシュが微笑む。

「命の危険を感じている時や、戦闘などで高揚して身体が興奮している時、人間は子孫を残す必要性を感じて生殖行動を取りたくなるらしい。めちゃくちゃに厳しい演習なんかで身体はボロボロに疲れているのに精神的には興奮しているなんて時、何故かヤりたくなる男は多い。身体は動きたくないのに妙にソコだけ元気になるんだ。アレは身体が死の危険を察知してだっていう説がある。だから、今の俺もその気があるのかもしれないな」

「……それ、あんまり笑えなくないですか」

　つまり、それくらいヤバかったってコトですよね？　と、ヴィオラは内心ツッコんだ。

「それに、気分はともかく身体はやっぱり疲れてるんですよね？　なら少し休んだ方が」

「こんなに艶めかしい裸のきみを抱いて俺に寝ろと？　無茶な相談だな」

「剥いたのはラーシュ様じゃないですか……！」

　ラーシュが後ろからヴィオラを抱きしめて軽く揺する。入ったままのソレが少し擦れて、んっ、とつい声が出た。

「休まなくていい、もっときみを味わいたい。離したくない。可愛がりたい。もっと二人で気持ちヨくなりたい。体力の限界まで抱きたい」

「全部同意したいところですけど、ラーシュ様の体力が尽きる前に、絶対私、今と違う意味で昏倒すると思います」

　くすくすと笑いながら、ラーシュがヴィオラの上半身を後ろに向かせて額にくちづける。

「その前に、『癒し』を掛けて回復しながらすればいいんじゃないか？」

「回復が必要なほど続けてするのもどうかという気もしますけども」

「でも、きみの魔力回復も兼ねてるんだから。まあ、俺は別にそれがなくともきみを抱き潰したいけど」

「やっぱり回復はついでなんですね？　したいだけなんですね？」

「悪いか？」

　途端に、ラーシュがヴィオラを下から突き上げた。繋がったままのナカがいきなりの衝撃に驚いてきゅんと締まる。

「きゃん！　ラーシュ様っ！」

　非難の声を上げたら、口が塞がれた。舌が唇を舐めていく。

「したいに決まってるだろう。一ヶ月の禁欲生活がこんなに辛いだなんて思わなかった。終いにはほぼ毎晩きみを抱く夢を見ていたくらいだ。本物を目の前にして我慢しろなんて酷なコト、言わないでくれ」

　低く、艶やかに色気がだだ洩れた視線で告げられて、ヴィオラのナカがずくんと疼いた。それが判ったのか、その視線が僅かに笑む。

「ほら、きみのナカも欲しいと言ってる」

「あっ……ああっ！」

　突然、ヴィオラの身体ごとラーシュの腰が浮いたと思ったら膝をつかされて、その態勢のまま後ろから突かれた。

「ひああああ!!」

　いきなり始まった三度目に、心の準備が追い付かないままヴィオラは背後からの愛撫を受け入れる。

　前の二度ほどの性急さはない代わりに、確実にヴィオラの気持ちイイところだけをピンポイントで何度も突かれ擦られる。たまらない。

「あ、あ、あ、あ、や、あ、あ！」

　声が止まらない。

　ラーシュが片手でヴィオラの腰を支えながら、もう片方の手で胸を揉み、先端を弄りまわす。

　ナニかにつかまりたいのにそれができなくて、手がさまよった挙句に何故か自分の腿を捕まえる。もう片方の手は自分の腰にあるラーシュの腕を捕まえた。

　無意識の行動だが、それがまるで離してほしくないかのようで、ラーシュの口元が僅かに笑む。当たり前だ、離さなくていい。
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　突然肉芽を弄られ、ヴィオラが悲鳴を上げる。

「ヤだ、ヤだ、それダメってさっきも！　すぐイっちゃうっ、ヘンになっちゃうからあっ！　やああ！」

「いくらでもなれ。いくらでもイけっ」

「ああああ！」

　突かれて弄られて達する。それなのにラーシュの動きが止まらない。

　更にぐりぐりと掻きまわされ、擦られて、ヴィオラがたまらず啼いた。

「やっ、イってる、イってるのにぃっ！　ヤだ、またイくっ、ふあああああっ！」

　びくびくと跳ねるヴィオラの華奢な身体にラーシュは更に己の欲望を突き込む。

　息を弾ませながら、後ろから喘ぎ身をくねらせて悶えるヴィオラの姿を、ラーシュが目を細めて堪能しているのが判る。

　確かにそれを望んだのは自分だけれど、それでも立て続けに与えられる激しい行為が苦しい。時折僅かに振り向いて必死に訴えるようにこちらを見る流し目は、それでもその快感故にあまりにも艶めいていて、それがラーシュの下半身の熱を更に上げることにヴィオラは気付いていない。

「イくのを我慢しながらきみの痴態を特等席で見られる幸せは、何物にも代えがたいな」

　低くつぶやくラーシュの声はヴィオラには聞こえなかったらしい。

　この一ヶ月、その幸せから遠ざかっていた男に、愛する女を目の前にして自重などという言葉は無視されて当然というものなのだろうか。

　更にヴィオラに叩き込む。ただひたすらに気持ちイイ行為を繰り返す。

　今、他になにも要らない。

　ラーシュは、唯一の、最愛の女に己の欲望を満たすことだけ考える。






「ああああああ！」






　ヴィオラが弓なりに背中を反らせ、一際大きく喘いだ。ラーシュも一緒に達すると、がくがくとヴィオラの身体が小刻みに震えて彼の魔力を吸収する。

　その反動でか、今達したばかりだというのに、それでまたソコが熱を帯びた。

　強制的に吸い取られる感覚がまた新たな官能を引き出させるのだなんて、魔女は一体男からどれだけ搾り取るつもりなのだろうか。

　ラーシュが内心で苦笑していることなど気付かず一度抜くと、へたり込もうとベッドに手をついたヴィオラを仰向けに寝かせてくれた。

　漸く一度休ませてもらえるのかとホッとしたヴィオラだが、そのままラーシュがまた上に圧し掛かってくるのに気付いて目を丸くする。

「え、あの、ラーシュさまっ？」

「まだ足りない」

「[image: 〓]」

　途端に、力なく閉じかけていた脚をラーシュに開かれて、そのままその間に割り込まれた。戸惑う間もなくまたナカに入り込まれる。一気に奥まで突き入れられた。

「ああっ！」

　何の抵抗もなく受け入れる。そして喘ぐヴィオラに一度くちづけてからラーシュは更に腰を動かした。

　一気に高みに昇らされる。さっきまで達していたヴィオラはあっという間に容易にまた昇らされ、もういっぱいいっぱいで息が続かない。

　喉がカラカラで声がかすれる。喘ぐのも辛い。

　それでも与えられる強い快楽がラーシュからだというだけですべてを許したくなる。バカだと思うがしょうがない。

「あああああ！」

　イかされる。それでもまだ揺さぶられる。そしてラーシュが達すると、四度目の魔力の流れがヴィオラの身を駆け巡った。

　もうこれ以上はホントに無理、と、必死にか細く息をしながら、目を閉じてラーシュが頬や額に落とすキスを受ける。苦しい。喉、イタイ。






「……もう、ホントに、むり……」






　微かにつぶやくと、ラーシュが苦笑した。

「『癒し』をかけたらどうだ」

「……はい……」

　言われてやっと魔術を使う。四度されてヴィオラの魔力は半分くらい回復してきているだろうか。

　じわりと身の内が温かくなって、疲れた身体がふっと楽になる。

　いや、だからといってこのまま続けて更に抱かれるのは結構キツい気がするのだが。

　ふうっと入っていた力が抜けて、息をつく。

　とりあえず水が飲みたい。疲れは癒されたが喉の渇きは回復しない。

　なんとか起き上がると、それを察してか、ラーシュがコップに水を注いで渡してくれた。今度はコップで飲ませてくれるらしい。

　ありがたく受け取って飲み干してから、ふと思う。

　…………あれ？　四度？

「どうした、ヴィオラ？」

　動きの止まったヴィオラを不思議に思ってか、ラーシュが訊いた。そのカオを見てから、ヴィオラは疑問を口にした。

「あの。……今まで、ラーシュ様の魔力供給って、三度が限度でした、よ、ね？」

「ああ、そのことか」

「今、四回目も魔力、ありましたよね？」

「そうだな」

「なんでですか？」

　恋人の当然の疑問に、ラーシュは微笑んだ。






「きみは、禁呪というものを知っているか？」
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「禁呪、ですか？」

　ヴィオラは小首を傾げる。

「一応そういうものがあるのは知ってます。私はさすがにひとつも知りませんけど、師匠は実はいくつか知っているって言っても不思議じゃないとは思います」

「ああ、あのひとはな」

　苦笑してから、ラーシュは続けた。

「これは、内緒話で口外は厳禁だ。いいな？」

「え、あ、はい」

　つい、ちょっと背筋を伸ばす。その仕草に微笑んでから、ラーシュは師匠に結婚祝いとしてひとつの禁呪、『スナッチ』を教えられた経緯を話した。

「この術が禁呪である理由は判るよな」

「はい。問答無用で相手から魔力を奪い取る術式、それも魔術師どころか竜にも効くほどの強い魔術は禁呪になっても当然だと思います。それがあれば、並みの魔術師を無力化するのはとても容易になってしまいますから」

「さすがにきみやエルヴィーラ殿の魔力を一度で完全に奪い取るのは無理だと思うが、それでもかなり有効な手段だと言えるのは間違いない。まして、もしきみが使うのであれば、一度で俺の魔力どころかエルヴィーラ殿の魔力をすべて奪うことも可能だな」

　術者の最大魔力保有量の倍まで奪い取ることができるというのなら、確かにヴィオラが師匠の魔力をすべて吸い取ることも可能だろう。

　そんな術がもし世間に出回ってしまったら。

　それは、魔術を扱う者にとってあまりに恐ろしい話だ。

「俺の師匠は、この術を覚えたことで竜を斃して滅竜騎士になったという。そして俺も、今回はこの術に随分助けられた。とんでもない術を覚えさせられたとは思うが、その一方で魔術騎士としては戦闘においてこの有利を手放すのは惜しいと思うのも正直なところだ。使い方を間違えなければとても有用な術だが、それでも間違いなく流出してはいけない術だとも思う」

　ラーシュの言うことはもっともで、ヴィオラだって探求の徒として知りたいという欲求はあるが、同時に本当に知っていいのかという躊躇いはある。

「禁呪と判っている以上、さすがに他人に口外するわけにはいかないし、たぶん知っていることがバレるのもマズい。師匠が、バレたら魔術師長様にしこたま怒られるとか言っていたが、おそらくそんな程度では済まないだろう」

「……あー、そうですねえ。ていうか、怒られるって……」

「ああ、まあ、言い方はともかく」

　ちょっとバツが悪そうに苦笑しながら、ラーシュが言う。

「とにかく、きみにだけは知ってもらっておいた方がいいと思ったから言ったが、できればエルヴィーラ殿にも内緒で頼む。きみが知りたいというのなら教えるが、きみから他の者に口外はしないで欲しい」

「ああ、はい、それはもちろん。……でも、知りたいかっていうと……うーん」

「ああ、いや、知らなくていいというのならいいんだ。禁呪なんて、知らないに越したことは無いと俺だって思うし」

　当然ながら躊躇ったヴィオラにラーシュが微笑むと、ヴィオラは首を傾げた。

「え。じゃあ、なんでそんな怖い術をわざわざ習ってきたんですか？　別にお断りできなかったわけじゃないですよね？」

「ああ、まあ、そこまで問答無用で無理矢理聞かされたわけじゃない。ちゃんと自分の意思で習ってきたよ」

「どうしてですか？」

「もちろん、竜との戦闘で使えるという点は重要な要素ではあるが」

　ラーシュは、にやりと笑った。






「竜から奪ったその魔力で、ヴィオラに早く大量の魔力供給ができるだろう？」






　え、と、ヴィオラは意味が分からず思考停止してから、それから一瞬で意味が判って一気に血が上った。

　つまり、ラーシュはヴィオラのために覚えてきたというコトか。

「きみが今日みたいな魔力切れなどですぐ必要だという時があったとしても、俺の魔力量では全部きみに渡したとしても半分もいかない。その上回数が必要だろう。俺としてはそれだけの回数きみを抱けるのは楽しいし全然構わないが、きみがいつも身体が持たないと言うからな。今の俺は竜から奪った魔力で最大値の倍の量の魔力を持っている。普段は魔力込みの行為は三度だけだったが、今はおそらくその倍はできるだろう。そうなれば魔力無しでの回数はだいぶ減る」

「……あの、つまり、性行為をする回数を減らすためという解釈でいいんでしょうか……？」

「まあ、そうだな」

　しれっとうなずくラーシュだが、ヴィオラは思わず渇いた笑いを浮かべてしまった。






　……そんな理由で禁呪を覚えてくるひとって、きっと彼以外いないと思う。






　ヴィオラの負担を減らすためと言えば言えるのだろう。確かに激しい行為はヴィオラが大変だが、だからといってその為にわざわざそんな術を覚えるヒトがいるだろうか。いや、いない。

　コレは果たして感謝するべきコトであろうか。

　いや、確かにラーシュはヴィオラの身を心配してくれたのであろうから感謝するべきなのかもしれないが、だがしかし。

「あ、そうか」

　ふと気付く。

「私がその術を覚えれば、ラーシュ様に抱いてもらわなくても魔力をそのまま吸い取らせてもらえるじゃないですか。あ、すごい名案」

「あ、いや、やっぱりきみには絶対教えない」

　途端に間髪入れずにラーシュが撤回するので、つい笑ってしまった。

「なんなんですか、もう」

「やはり大切なきみに禁呪なんて危険なものを教えて背負わせるわけにはいかない」

「本音は？」

「そんなモノを教えてわざわざきみを抱ける建前を不意にする必要はない」

「……正直すぎるご意見をありがとうございます」

　うん、そんなコトだろうと思いました。

　結構な重要懸案だったはずなのに、一気に俗な話になってしまった。

　ちょっと気が抜けた様子のヴィオラを改めて抱き込んで、ラーシュが訊く。

「怒る？」

「そんなコトで怒りませんよ。でも」

　ヴィオラは、カオを上げてラーシュの頬に軽くくちづけた。

「そのかわり、ちゃんと私のコト、責任を持ってラーシュ様が回復させてくださいね。約束ですよ」

「ああ、もちろんだ」

　甘い笑みを浮かべたラーシュが、嬉しそうにヴィオラにくちづけた。






「喜んできみを抱かせてもらうよ。ちゃんと、責任をもって全回復させよう」






　いや、だから、別に全回復しなくていいんですよ、とは言わない方がいいのだろう、きっと。










　気付けばすっかり夜中だった。

　廊下にワゴンで届けられていた夕食を摂り、入浴して、二人で抱き合って眠った。

　朝、目が覚めるとまた求めあい、疲れたら眠り、という、ある意味とても本能に即した行動を取りながら、逢えなかった一ヶ月分の心の隙間を埋めた。

　部屋の外で、ここの騎士たちや魔女たちがどう思っているかなんてコトは考えないコトにした。ナニをしているかなど疾うに承知なのだから、開き直るしかない。

　かくして、丸二日分の休みを使ってヴィオラの魔力を全回復し、ラーシュも欲求不満をしっかり解消できて、万事解決、といったところだろうか。

　水晶に対する魔力の注入も終わり、ヴィオラ自身の魔力回復もできたので、今日ここを辞する。

　あとの問題は、騎士たちにこの二日間ナニをしていたのか丸バレだろうことに対する羞恥心をどうやって誤魔化すかという一点のみだ。

　僅かな荷物の荷造りを終えてから、ヴィオラはラーシュと部屋を出た。ちなみにラーシュの甲冑や服はもう使い物にならないのが明白なので、新しい軍服を調達してもらってそれを着ている。

　ラーシュに連れられて挨拶に行った部屋は最初に通された広間で、同じように騎士たちが勢揃いしていた。そして初日と同じように隊長が待っていた。

　できるだけ平静を保って隊長の前に出向く。

　ラーシュはヴィオラの荷物を持って一歩下がって立っていた。一緒にトードリオに戻って送ってくれることになっている。

「ブロムダール隊長、退出のご挨拶に参りました」

　真面目くさったカオの隊長が丁寧に頭を下げてくれる。

「丁寧に、痛み入ります。この度は素晴らしい成果を見せていただき、ありがとうございました。今回の滞在は不慮のことが重なり、ノルドルンド殿には感謝に絶えませんと同時に詫びのしようもありません。またいずれ協力要請をさせていただくこともありましょうが、どうかこれに懲りず、ぜひお立ち寄りいただければと思う次第です」

「いえ、拙い仕事をお褒め戴きこちらこそ恐縮です。こちらこそ、大変お世話になりました」

　ここまで真面目に言ってから、ヴィオラはちょっと不安げに言った。

「あの、それより本当に廊下の修理代、必要でしたら言ってくださいね？」

　途端に、騎士たちの列の先頭の位置にいた副隊長がぶふっと吹いた。

「大丈夫です。本当にヴィオラ嬢に請求なんてしませんから安心してください」

　人好きのする笑みで答えてくれたので、ヴィオラはちょっとホッとする。実は割と気になっていたのだ。部屋を退去してきた時に既に補修が完了していてすっかり綺麗に直っていたことにホッとしてラーシュに笑われた。

「滅竜騎士殿がまたも竜を斃したという快挙は、既に王都にも連絡がいっております。ノルドルンド殿の補助魔法による協力もしっかり報告してありますので、お二人に陛下からお褒めのお言葉がいただけましょう。これで、大手を振って結婚できますかな」

　にやりと笑った隊長に、ヴィオラの頬が染まるが、ラーシュは平然と言う。

「私はそんなコトがなくとも彼女と結婚しますが」

「これでヴィオラ嬢に箔がついて、少しは世間の軋轢が減るっつってんだよ、阿呆」

　僅かに目を瞠ってから、ラーシュが目礼した。

　隊長が魔女の世間からの評価を気にしてくれていたとは思わなかった。

　感謝の礼を言おうと思ったら、隊長がそのついでにラーシュをからかった。

「で、本当にヴィオラ嬢の魔力、完全回復させたのか？　ホントにたった二日で？」

「当然です」

　ナニ言ってるんでしょうかこのヒトたち！　とヴィオラが慌てた途端に、背後から騎士たちのどよめきが起こった。

　なんだかラーシュがドヤ顔な気がするのは気のせいか。

　騎士たちは魔女の魔力回復の方法を当然知っている。中にはエルヴィーラの相手をした者もいるのだろう。そしてエルヴィーラはいつも、この仕事の時、トータルで一週間はかかっていた。

　それだけにどれだけ大変か、どれだけの回数が必要かはそれなりに周知であろうから、それをラーシュが一人で、それもたった丸二日で達成したことに男としてある種の憧憬と畏怖、そして尊敬を感じたのかもしれない。

　……感じないで欲しい。死ぬほど恥ずかしい。勘弁して。

　ヴィオラは首筋まで真っ赤っかでうつむいてカオを隠した。

　いや、たぶん師匠の時より回数は絶対少ないですよ!?　竜から奪った魔力のせいで、おそらく随分少なく済んだはずで、間違っても何十回もヤったわけじゃないですからね!?　そりゃ、それでも二ケタはいったけど、それでも丸二日、三晩分かかった回数ですから！

　口に出して言ったら、普通はそれでも充分多いのではなかろうかというツッコミが入るだろうが、幸いそんなコトを言うだけの勇気はヴィオラには無かった。

　そして、既にそんな回数の行為が当たり前になりつつあるコトは、きっとそのうち酒の席でカーリン辺りにからかわれそうな案件だ。

　あまりにもヴィオラが真っ赤っかになっているのが気の毒になってきたのかおもしろくなったのか、隊長が更に言う。

「いやおまえ、だからヴィオラ嬢に無理させるなと言っただろうが」

「大丈夫です、ちゃんと休憩は入れて、その上で」

「もうっ、ラーシュさま！　それ以上言わないで！　恥ずかしいですっ!!」

「あ、すまない」

　途端にどっと笑い声が上がり、ヴィオラが更に居たたまれなくなる。もうっ、男の人って平気で人前でそういうコト言うんですか!?

「ラーシュ様、隊長も、そういうデリカシーのないコトを平気で口にしていると、そのうちヴィオラさんに嫌われますよ」

　怒ろうとしたら横合いから声が掛けられた。アグネスだ。

「ヴィオラさんが挨拶に来られたら呼んでくださいと言ったのに」

「ああ、すまない。これからと思っていたんだが」

　隊長が謝ると、ついでにヴィオラにもにやりと笑って、ごめんな、と小さな声で詫びた。ラーシュもちょっとバツの悪いカオをしている。

　アグネスが優しく微笑んでくれた。

「今回はお世話になりました。またぜひおいでくださいね」

「はい、ありがとうございました」

　頭を下げて、それからふと思い出したことを言わねばとカオを上げた。

「あの、帰る前にひとつ気になることがあって。魔水晶のことで」

　それは、先日の水晶球に魔力注入をしている時に気付いた僅かな違和感。

　気のせいかとも思ったが、やはり気になったことを言っておいた方がいいと思った。

　極々僅かな、本当に微かな歪み。どこかから魔力が漏れているような。

　それを告げると、アグネスが難しいカオをした。

「……私は感じたことは無いのだけれど……、集中していると感覚が鋭敏になって、普段気付かないことにも気付くことがあるといいます。一度調べてみましょうか。まだ時間はある？　良ければ付き合ってくれるかしら」

「はい。なにもなくて気のせいならいいんですけど、念のために」

　ラーシュを一度振り返ってから、うなずかれたのでそのままアグネスの後をついて水晶球の間へ行った。ラーシュと隊長もついてくる。

　水晶球にはマティルダが一人でついていて、ヴィオラに気付くと微笑んでくれた。

　アグネスとヴィオラ二人で探知魔術を使う。この術は魔力を帯びたもの、魔術が掛かっているものの判別をしたり探したりするのに使う。そして、それは精度を上げると魔力の流れを察知することもできる。

　集中して一気に精度を上げた。そして範囲を広げる。

　すぐ横に途轍とてつもない魔力の塊がある。当然それは水晶球だ。すぐ傍にもうひとつ、それはマティルダの杖。そしてラーシュのピアス。隊長や向こうの部屋の騎士たちの武具なども感知する。

　当然だがこの場所に魔力を有するものが多いので判別が難しい。

　だが、その中でヴィオラが気付いた。極々細い魔力の光の筋。それが水晶球から伸びているのを。

　魔力は壁を障害としない。一直線に、だが細く伸びていくその魔力の筋は、間違いなく水晶球から魔力を吸い取る光の糸だった。

　それを告げると隊長は首を傾げたが、それを疑うことなく方向と距離を確認してそちらを探索するよう騎士たちを動員した。

　なぜ首を傾げたか。そちらの方にはもう使われなくなって倉庫と化していたいくつかの部屋しか無かったからだ。そしてそんなところに魔力のあるような道具などあるはずがないからだ。

　それでもしばらくして、その部屋を探索しに行った騎士たちは、蒼白になりながら、ひとつのそこにあるはずのないものを持ってきた。






　竜の卵だった。
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「……な、なんで、こんなモノがあるんですか……？」

　さすがに目を真ん丸くしながら、ヴィオラは初めて見るその卵を凝視した。

　騎士が持っても一抱えもありそうなその卵は、白と灰色と土色の斑模様で球体に近い。

　そして、ここまで近付くと判る。魔力の筋が間違いなく水晶球から伸びて卵に行きついていて、アグネスもそれを認めた。

「判らん。だが、たまに山に調査に出掛けた折に、魔術師や学者が研究のために採取してくるモノがあることは知っている。誰が持ってきたかは判らんが、生命反応の無くなっているのを確認した卵をこっそり持ち込んでこっちに報告しなかったバカがいたのかもしれん」

　隊長が唸ると、ラーシュも難しいカオをした。

「竜の卵は親の魔力を吸い取って孵化するが、それを受けられなくてもすぐ死ぬわけではなく、仮死状態になるらしい。そしてそれが数年経って生まれたという例もあるとか。仮死状態の卵を死んでいると思い込んで持ち帰ったものの、結局手に余ってそのまま放置したということは考えられますね」

「それが、なにかのきっかけで目覚めて水晶球の魔力を感知して、卵から孵るために横からちょっとずつ吸い取って力を蓄えている最中だった、とか？　って、ソレ、マジでヤバかったんじゃないですか!?」

　副長が慌てた声を上げた。アグネスが卵に手を当てる。

「ああ、本当だわ。卵の中、生きてる」

　すうっと青褪めてアグネスがヴィオラを見た。

「……もしヴィオラさんが気付いてくれなかったら、最悪この中央宮の中で卵が孵化して竜が生まれていたかもしれない」

　そんなことになっていたら、それこそ比喩でなく大惨事だ。

　生まれたばかりでも竜は竜、どれだけ狂暴かは判らないが、それでも危険極まりない話である。

　すると、ラーシュがふとカオを上げた。

「もしかして、今年ドリテアにやたらと竜が襲ってきたのはこいつのせいか？　目を覚ましたこの卵の存在を察知して、卵を取り返しに来ていたということはありませんか」

　隊長と副長、そしてアグネスが驚いてお互いを見てから不安げに訊く。

「……そんなこと、あるか？」

「判りませんが、それなら理由がつきます。今年はやけに出現場所も回数もここに偏っていて、どう考えても例年に比べて明らかにおかしかった。それが理由なら一応納得はいきます」

　ラーシュの意見に隊長が眉間に皺を寄せた。

「それはそうだが……」

「あ！　そういえば師匠が、以前半年くらい前にこちらに来た時、水晶球の魔力の減り方が妙に早いって陛下に報告してたことがありました。もしかしたら、その辺りにはもう竜は起きていたのかも」

　ヴィオラが手を上げる。あれはラーシュと初めて菓子の買い物に付き合う約束をした時の話だ。だからよく覚えている。ラーシュも同じだったらしく、すぐ反応した。

「ああ、あの時か。え、そんな前からか？」

「だが、その時にはまだエルヴィーラ殿が気付くほどではなかったということか。ったく、持ち込んだバカ、最後までちゃんと面倒見ろってんだ、まったく……」

　隊長が考え込んでから、はっとして表情を改めた。

「ともかく、まずはこの卵の処分。それから念のためにもう他に卵が無いか改めて確認と、それから騎士団本部にも通達して他の宮にもこのことを伝えて探してもらう。万が一そんなモノがあったら廃棄するよう進言しないと、またこんなことが起きたら一大事だ。ラーシュは卵の処分を頼めるか」

　副長が指示のため急いで部屋を出て行く。

　それからのドリテア宮と騎士団は大わらわだった。

　改めて物置から研究室、個人の部屋まで大捜索が行われた。幸いこれ以上卵は発見されなかったが、かなりの人数が動員され、念のためにと各会堂にまでその通達が出された。

　ラーシュは騎士たちに卵を壁の外まで持ち出させた。万が一のことを考えると中央宮の傍で処分するのは危険かもしれないと思ったからだ。

　騎士たちを下がらせると、ラーシュは騎士たちに見えないように注意しつつ『スナッチ』で卵から魔力を奪い取った。驚いたことに全部は無理だった。一体どれだけの量が吸われ、既にこの卵の中の竜の血肉になっているのかと思うと、さすがに彼でも身震いする。

　それでもラーシュの許容いっぱいまで吸い取ると、剣に炎を纏わせる。魔力を満たして光を帯びた刀身が卵を真っ二つに割り、魔力で燃え上がった炎がその中身を焼き尽くした。欠片も残らず消し炭になったのを確認すると、騎士たちが後ろで感嘆の声を上げる。

　ひとまず、これで本当にドリテアの危機は去ったとしていいだろう。

　最後に一大事が発覚したが、予定より遅く、午後になってからようやくヴィオラはラーシュと共にドリテア宮を出立した。

　アグネスにまたいらっしゃいと抱きしめられ、隊長には次に来る時は姓が変わってるか？、とからかわれ、騎士たちには盛大に見送られて、ヴィオラは一週間にも満たない滞在だったというのになんだかとても寂しい気分で手を振った。

　行きはヴィオラ一人だったが、帰りの馬車はラーシュと一緒だ。

　仕事を全うして満足できるいい成果を出し、とても充実した仕事ができたと思う。これなら師匠にも胸を張って報告ができるというものだ。きっと師匠は褒めてくれるだろう。

　そう思えば意気も高揚しようものだが。

「……ヴィオラ？　今から緊張していては、着く頃には疲れてしまうぞ？」

「わ、判っては、いるんですけど……無理です」

　これから、二人はトードリオに戻り、そのまま帰るのではなくて、ノシュテット本家に行く、つまりラーシュの両親に会うことになっていた。

　結婚する以上いつかは挨拶に行かなくてはいけないことは判っていたが、ここに来たコトが報告された途端、仕事完了後でいいからぜひ寄ってもらえ、絶対会わせろとラーシュのところに矢の催促が来たそうだ。ラーシュからめちゃくちゃ楽しみにされていると言われたが、ヴィオラにしてみたら生きた心地がしない。

　目に見えてガチガチになっている婚約者に、ラーシュは苦笑しきりだ。

「大丈夫だから。そんなに怖がらなくても、向こうは歓迎する気満々だから、少し落ち着け」

「で、でも、会った途端、気に入らないって言われたら」

「その時は俺が椅子を蹴っ飛ばしてきみを連れて家から出るだけだ。たいしたことじゃない」

「それ充分大ごとです！」

　ラーシュがヴィオラの肩を抱く。こつんとアタマを寄せた。

「心配しなくていいから。きみは俺が選んだただ一人の女だ。自信を持て。俺がついてる」

　じわりと頬が染まる。どこまで行ったって自信なんかない。でも、ラーシュが傍にいてくれるならがんばれる気がした。

「……はい、がんばります」

　すると、ラーシュが楽しげにヴィオラにくちづけた。

「でも、これくらいは許してくれ。せっかく一緒にいるんだから」

「もう。キスだけですよ」

　……そんな許可を与えた結果。ヴィオラは散々ラーシュにくちづけられただけでなく、舌で弄られ、甘噛みされて、すっかり翻弄されて、トードリオに入ってから平静を取り繕うのにめちゃくちゃ苦労した。

　半泣きで怒ったヴィオラだったが、それでもヴィオラが可愛いからと笑っているラーシュに、さてどうやったら勝てるのだろうかと真面目に考えたのは無駄な努力というものだ。










　連れてこられた邸は、辺境伯という地位を考えればそれほどの大邸宅ではなかった。とはいえ庶民のヴィオラからしたら充分大きすぎて気圧されることこの上ないのだが。

　庭も邸内も綺麗に整備されているが、華美や贅沢という言葉は合わない様子がラーシュの実家であるという気がした。

　表情を抑えているのにものすごく嬉しそうな様子が見て取れる家令に迎え入れられて、客間ではなくいきなり家族の居間に通された。

　そこには既に壮年の男女とラーシュよりいくらか年上という年頃の男女の計四人が待っていた。間違いなくラーシュの両親と、おそらく兄夫婦と思われた。

　ラーシュはきっと父親似だと思っていたのだが、実は母親の方に似ているということが両親を見比べると判る。先祖返りの容貌はノシュテットの血だろうが、顔の造作だけなら目元などは母に近い。父君はもう少し四角くごつい感じで兄の方が父君に似ていた。

　母君はすらりと細いが儚さや線の細さといったたおやかさはまったくなく、むしろこちらの方が家長ではといった佇まいでヴィオラを見ていた。兄嫁と思しき女性だけはにこにこと笑顔でヴィオラを見ている。

　ヴィオラの背筋がぴんと伸び、表情が強張る。そんな恋人の背を押しながら、ラーシュが前に出た。

「ただいま戻りました。ご要望通り、俺の恋人を連れてきましたよ。それより、なんで兄上と義姉上までいるんです」

「そりゃ、見たかったからに決まっているだろう」

　兄がにやりと笑う。

「まさかこのためだけに帰ってきたなんて言わないでしょうね？」

「言うがなにか問題でもあるか？　単純に弟の嫁ってだけじゃなく、おまえが臆面もなく惚れたって言い切る子だぞ。めちゃくちゃ興味あるわ」

　断言されてヴィオラがますます恐縮する。そんな前のめりになられても。

「ヴィオラ、俺の両親と兄夫婦だ。もう一人、弟がいるが、騎士として出仕しているから今日はいない」

「ああ、あいつも来たがっていたが、今日はどうしても休めないらしくてな。めちゃくちゃ悔しがってたぞ。見たかったって」

「……なんでそんなに物見高いんです」

　ラーシュが溜息を吐く。ラーシュが背中を押してくれて、かちんこちんながら必死に挨拶をする。

「あの、初めてお目に掛かります。ヴィオラ・ノルドルンドと申します。ラーシュ様と、お付き合いをさせていただいております。若輩の身ではありますが、どうぞよろしくお願い致します」

　魔術庁の制服なので、そのあまり余裕のないスカートの端を持って礼をする。

「ヴィオラさん、よくいらしてくれましたね」

　女性の声がしたのでゆっくり身体を起こすと、母君と目が合った。

　真っ直ぐ見つめるその視線にたじろぎそうになるが、それを外してはいけないと思い見つめ返す。

　手で示されて、ラーシュに促されて向かいのソファに収まるが、ものすごく落ち着かない。うつむかないようにがんばるのが精一杯だ。

　どうやらこの家は、母君が主導らしい。挨拶の後、母君が口を開いた。

「ひとつ、訊いていいかしら」

「は、はい」

「ラーシュの、どこが好き？」

　え、と口から出そうになって思いとどまる。

「母上、ナニを突然」

「黙りなさい、あなたに聞いてないの。ヴィオラさん、答えてちょうだい」

　ラーシュにぴしゃりと言ってから、母君は尋ねる。さすがにラーシュが黙ったのを見て、笑ってごまかすわけにはいかなそうだと思う。

　さすがに恥ずかしい。だけど認めていただくためには答えないという選択は無かった。

　一度息を呑むと、腹を括った。女は度胸だ。

「初めてお会いした時不埒な男性から助けていただいて、その時から私はもう二年以上も片想いをしていました。騎士として公平公正で清廉であろうとするお姿に憧れました。半人前の小娘にも丁寧に気を遣ってくださる紳士的なところが素敵だと思いました。魔女というだけで理不尽に嫌うひとたちに憤ってくださる優しさに救われました。貴族の地位を振りかざして無茶や無体をされる方もいるなかで、身分で態度を変えない誠実な言動をしてくださいました。そんなラーシュ様をお慕いしないなんて、私には無理でした。身分が違い過ぎると判っていても、ラーシュ様以上に好きになれそうな方はどこにもいなくて。想いが叶わないとしても、いずれ諦めなくてはいけないと思っていても、それでもどうしても、好きで。想いが叶うなんて思っていなくて、だから今も夢みたいに幸せなんです。ラーシュ様が私を選んでくださった……、なんて……」

　言っているうちに、余計に恥ずかしくなってきてしまった。

　なんとすれば、視界の隅で兄君がカオに手を当てて俯いて悶えだし、兄嫁がめちゃくちゃ目をキラキラさせてにやけている口元を隠しだす。そして、隣のラーシュまでもが気恥ずかしげにカオを背けて口元を手で隠している。その耳は赤い。

　うわ、言い過ぎただろうか、でも嘘じゃないし。どれだけ好きかを言うことで認めてくれるというのなら恥ずかしくてもいくらでも言う。そんな中、母君が訊いた。

「あなたは、ラーシュの外見をどう思っていて？」

「すごく好きです！」

　ぶふっ、と父君が無表情で吹いた。ますますラーシュの耳が赤くなる。

「先祖返りのこの外見が？」

「もう見慣れてしまっていますし、この姿も込みで私はラーシュ様が好きです」

「怖いとか気味が悪いとか思わなかった？　正直に」

「変わった外見だとは思いましたけど、でも、目がすごく優しかったので全然怖くありませんでした」

「目？　この子、目つき悪いでしょう」

「貴族の男性に襲われかけて怯えていた私を労わって、安心させるようにとても優しく笑いかけてくださったんです。先程も言いましたが、その時からお慕いしておりました」

「……そう」

　ずっと、ひとりだけ真顔で聞いていた母君がつぶやく。

「……母上、もうその辺で勘弁していただけませんか。なんですか、この羞恥プレイ。そろそろ俺の羞恥心が限界です。振り切れて暴れたくなってるんですけど」

　そこでようやく、ラーシュが呻くように言った。そのカオは見事に真っ赤だ。

「……ラーシュ様にも、羞恥心ってあったんですね？」

　ヴィオラがぼそりと若干失礼なコトをつぶやくと、ラーシュが言い返した。

「そりゃあるさ。今、めちゃくちゃ照れくさい」

「だって、散々人前でも構わず平気で手を出してくるじゃないですか。抱きしめたりキスしたり」

「自分がやる分にはいいんだ。きみに延々言われるのはめちゃくちゃ恥ずかしい」

「なるほど。ならこれからやり返したくなったらそうします」

「おい、ヴィオラ」

　ぼそぼそと言い合っていたら、おもむろに母君が立ち上がったので、口を閉じた。思わず見上げていると、母君はテーブルをくるりとまわってヴィオラの目の前まで来た。ナニゴトでしょう、なんなんでしょうか、なにかお気に触ることでも言ったでしょうか!?　と、ヴィオラがビビりまくっていると。

　突然、立ったままでふわりと抱き込まれた。

　がちん！　と固まったヴィオラの耳元で、母君が言った。

「ありがとう。息子をそんなにも好きになってくれて。母としてとても嬉しいわ」

　え、と戸惑ったヴィオラに、母君は肩に手を置いたままで身体を離すと微笑んだ。その笑みが、どことなくラーシュに似ていると、ぼんやり思う。

「ブロムダール隊長から報告は受けています。息子のために随分いろいろと心を砕いてくれたとか。この子が今生きているのもあなたのおかげだと聞いています」

「そんな、私の力なんてたいしたことでは」

「謙遜するものではないわ。あなたが優秀な魔女であることは事実でしょう。その力を息子のために使ってくれたことには感謝しかないのよ。素直にお礼は受けておきなさい」

「……はい」

「よろしい」

　笑ってくれたことにものすごい安心感を感じてやっと微笑んだら、母君が更ににっこりと笑った。

「あらあー、かわいい！　あなた絶対笑った方が可愛いわ！」

「え、あ、その、ありがとうございます……」

「ラーシュ、ヴィオラさん、いつまでここにいていいの？　ドリテアでの仕事は終わったのよね？　しばらく居られるの？」

「いや、師匠からも連れて来いと言われていますし、陛下に報告も必要ですし。俺も団本部に行かなきゃいけませんし」

「別にあなたは要らないから。とっとと仕事に行けばいいのよ。ヴィオラさんがいてくれれば」

「イヤです。彼女がここにいる間は一緒にいます。一応言っておきますが、ヴィオラは俺のです」

「判ってるわよ、そんなこと。でもウチにお嫁に来るのだもの、私の娘になるのでしょう？　なら仲良くなった方がいいに決まっているわ。ねえ、ヴィオラさん？」

「え、あ、はい」

　思わずうなずいてから、ヴィオラは恐る恐る訊いた。

「あの、私が魔女であることをお厭いにはならないのでしょうか」

　一瞬きょとんとした母君は、次には優しく微笑んでくれた。






「我が領地であるドリテアと息子を助け護ってくれた恩人である魔女を厭う理由がどこにあるというの？」






　ヴィオラは思わず目を瞠り、それから父君を振りかえると、無表情だったカオには笑みが浮かんでいて、目が合うとうなずいてくれた。兄上もニヤニヤと、義姉はにこにこと笑ってくれていて、最後にラーシュを見たら、微笑んでうなずいてくれた。その笑みは、ほらみろと言っているようで。

　ヴィオラは思わず目が潤むのを我慢できなかった。自分は幸せ者だ、と心から思った。

















＜　40　＞












　惜しまれながらもノシュテット家を辞した二人は、次に師匠の邸を訪れた。

　ラーシュが一人で来た時とは全然違う心からの笑みを浮かべて、ラーシュの師匠ブルーノ・モンス・ノシュテットは二人を出迎えた。

　ノシュテット本家とは違う意味で緊張しているヴィオラに、ブルーノは優しく微笑んでくれた。

「よくいらしてくれた。きみに逢いたかったのだよ、ヴィオラ嬢」

　言いながらヴィオラを抱きしめようとしたブルーノに、手を入れてすかさず間に割って入ったラーシュが目を眇める。

「挨拶がてら、しれっとヴィオラに触ろうとしないでいただけますか」

「減るものでもなかろうに。綺麗な女性がいたら声を掛けるのは当然の礼儀だろう」

「そんな礼儀は聞いたことありませんよ。そうだとしても、俺のヴィオラに触らないでください」

「なんだ、ケチくさい」

「ケチとかそういう問題じゃありません」

「私の魅力に彼女が落ちるのが怖いのか？」

「ヴィオラはジジイ趣味じゃありません」

「青臭いガキよりはいいと思うが」

「誰がガキですか」

「おまえだオマエ」

　いきなり言い合いをしている師匠と弟子に、ヴィオラがおろおろしだす。少なくともヴィオラとエルヴィーラの間でこれだけの言い合いは起きない。

　薄笑いを浮かべた師匠が、へらっとラーシュをからかうように笑うと、ヴィオラに視線をくれる。

「ああ、すまないねえ、お嬢さん。いつものことだ、あまり気にしないでくれたまえ」

　にこにこと言う隣でラーシュもうなずく。とりあえず本当らしい。

　ラーシュに促されて居間のソファに落ち着くと、向かいに座ったブルーノが言う。

「聞いたよ、ラーシュ。ドリテアに来た竜を斃したんだってな。少しは教えた術が役に立ったか？」

「ええ、とても。竜が魔力を失うと命も失うというのは本当なんですね。おかげで助かりました」

「そうか。なら、しっかり私を崇めるがいい。ありがとうございましたお師匠様と何度でもいくらでも感謝をしつくしてくれていいんだぞ」

「命を護ってくれたのはヴィオラの魔術の方なので、それだけ礼を言うのなら相手はヴィオラの方です」

「なんだコイツ。相変わらず可愛げがないな。師匠に対する礼節というものがなってない。ダレが教えたんだ、こんなヤツ」

「あなたですよ、あなた」

　ヴィオラとエルヴィーラも割と忌憚が無い間柄だと思っていたが、ラーシュとブルーノの関係はもっと近いようだ。元々親戚、身内だし、男同士だということもあるのだろうか。

　ともあれ、ヴィオラは訊きたかったことを口にした。

「あの、初対面で失礼とは思いますが、教えていただきたいことが」

「うん、きみが来たら聞かれるだろうと思っていたよ。禁呪のことだね？」

「はい」

　ラーシュに相対した時と全然違った優しい笑顔でうなずいたブルーノに、ラーシュが呆れたカオをする。

「ラーシュがきみに教えたんだね？　まあ、そうするだろうと思っていたが」

「予想通りの行動だったんでしょう？　なら問題ないですよね」

「というか、『スナッチ』を使って得た魔力をお嬢さんに与えたんだろう。それなら知られて当然だ」

　与えたという言葉に思わずカオを染めると、ブルーノが微笑ましそうに微笑んだ。

「初々しいねえ、可愛らしい。やっぱり今からでも私にしないかい？」

「俺と全面対決したくなかったら冗談にしてくださいね、師匠」

「してもいいけどいろいろめんどくさいからやめておこう」

　肩をすくめるブルーノ。

「正確には、術自体を教えてはいません。俺が知っていると言っただけです」

「なるほど、さすがに知るのはためらったか。判らないでもないが」

　うなずいてから、改めてブルーノは訊いた。

「私が知っている禁呪は、ラーシュが言った通りたった一つ。コイツに教えた『スナッチ』だけだよ、お嬢さん。きみが知りたいのは、どうやって私がそれを知ったか、だね？」

「はい」

「いいだろう。きみになら語ろう、深紅の魔女・エルヴィーラの弟子」

「それは、どういう……？」

　それには答えず、ブルーノは話し出した。






「私が知ったのは、そもそも五十年近く前のことだ。その頃は私もまだ一介の騎士でしかなかった。普通の騎士よりは魔力もあり腕もたったが、それでも単独で竜を斃すまではいかなかった。おそらくそのままならば、私は滅竜騎士と名乗ることなく、騎士団の一人としてずっと生涯過ごしたことだろう。それが変わったのは、とある若い魔女に逢ったせいだ。その魔女は、身籠っていた身でこの辺境伯領に来た。お嬢さん、魔女が子を宿すとその間だけ魔力が格段に落ちると知っているかね？」

　うなずくヴィオラ。

「その魔女は王都に住んでいたが、魔力が落ちたことを知られると命の危険を感じるほどに敵が多かったらしい。その頃は王都では今よりも魔女を嫌う傾向があったようだね。そのため、魔女は子ができても諦める者も多いと聞いていた。だが、彼女はそれでもその腹の子を諦めるという選択はしたくなかったという。初めて愛し愛された男の子を失う選択肢だけは絶対に取りたくなかったのだと。それで、彼女はこの地に逃げてきた」

　目を瞠るヴィオラに、ブルーノは目だけで微笑んだ。

「ノシュテット辺境伯領は魔女が安全な土地だったからね。誰の紹介かまでは私は知らなかったが、当時の当主であった私の父、つまりラーシュの曽祖父が受け入れ匿うと決めて、彼女は私の邸、つまりここに滞在することになった。さすがに当主の邸に匿うわけにはいかなかったからな。私は彼女の世話をし、数ヶ月後その魔女は無事、女の子を産んだ。その後、魔力の回復した彼女が匿った礼にと私に教えてくれたのだよ」

「その魔女は、どうやってその禁呪を知ったのでしょうか」

「なんでも、師匠の蔵書を勝手に荒らしていたらその本があったらしい。三つしか覚えられなかったとか言っていたが、その三つのうち私が有効に使えそうなものは一つしかないと言っていたな」

「三つでも充分だと思いますけど、……あと二つってなんだったんでしょうか」

「不老と変身だそうだ」

　不老は文字通り身体が年を取るのを止めるもの。そして変身は一時的に他人の姿に変わることができる術だ。年齢や性別に関係なくその姿に変わる。

「……！　それは、確かに、両方ともマズいかも」

　ヴィオラが難しいカオをするが、ラーシュが首を傾げる。

「変身は確かにマズいと思うが、不老はそんなにマズいか？」

「貴族のご婦人などにものすごく需要があるだろうね。若く美しいままその時が止まればさぞ喜ばれることだろう。だが、その術をカネで売る者が出てきたらどうなると思うね？」

「あ、そういう方向にダメだということですか」

「それもありますが、不老ということは身体の代謝が止まる、若しくはものすごく遅くなるということですよね。それは病気や怪我が自然治癒で治らないということに繋がります」

「え、そうなのか。でも、魔術でなら治るんだろう？」

「逆に言えば、魔術でなければ治らないんです。そんなリスクを負うのは大変ですよ。自分が魔術師であればまだしも、普通の人ならかすり傷でも死活問題です。誤って指の先を切っただけで、血が止まらなくて出血多量で死ぬなんてイヤ過ぎる死因でしょう」

「……ソレは確かに格好悪すぎるな」

「それに、二十代や三十代くらいの健康な身体ならまだいいですが、悪意で子供にかけてしまったらその子はもう身体が成長して大人の身体にはならないことになります。それが例えば貴族のお家騒動などに使われてしまったら」

「ああー、妾妻が正妻の子にそんな術を掛けさせて跡継ぎを妾腹の子にと画策するとか、えげつない事件がありえそうだな。だが、身体が成長しないのなら子供もつくれないから跡継ぎの問題でそれに乗らざるを得ない」

　ラーシュが渋いカオをする。ヴィオラがうなずいて首を傾げる。

「そもそも、この場合の不老って、代謝が止まっても問題ない身体になるということなんでしょうか。代謝を止めるから必要なくなって食事が要らなくなる？　あ、でもそのままの身体を維持するためにも動くためにも食事は摂る必要があるのかな？　でもそうするとそれを消化するためにはやっぱり内臓が動く必要があるし、それを魔術で可能にするにしても、どういう作用をもたせれば、ああ、それとも止まっているはずの代謝を無理矢理存続させる方なのか……、あ、そうか、代謝をどうこうじゃなくて、細胞の老化を防ぐ方？　ずっと常に活性化させることで老化が止まる？　…………あ、すみません！」

　真面目に考え込みそうになって、ラーシュの視線に気付いて慌ててカオを上げた。

「いや、俺は術の構築の仕方とかは判らないが、やはりきみからするとそういうのが気になるんだろうな。術式が判れば理解できるものか？」

「そうですね、全部理解できるとも限らないですけど、方向性は。でも、そもそもそんな人間の生体の摂理から外れる術だとすると、とんでもない量の魔力とかすさまじく複雑な術の構築とか魔法陣の利用とか、かなり大変そうだと思うんです。禁呪以前に術を行使できる魔術師がものすごく限られそうですよね」

「ああ、少なくとも、『扉』も開けられないような術者じゃ無理そうだな」

「はい。それに、そんな大変そうな術、魔力以外なんの対価もなく行使できるものかどうか……」

　ヴィオラが首を傾げると、ブルーノがうなずいた。

「うん、不老というだけでそこまで読むとはなかなか優秀だ。さすがはエルヴィーラ殿の弟子だね。ただね、その魔女が言うには、禁呪になった理由はその術の内容や難しさというよりその代償だろうと」

「やっぱり。ナニがあるんです？」

　ラーシュが訊くと、彼の師匠は穏やかに言った。

「術を掛けられた対象は、生殖能力を失うそうだ」

　ヴィオラとラーシュは、息を呑んだ。

「それは……」

　それ以上、言葉が続かない。ブルーノは続けた。

「それでも、その術を掛けてもらいたい女性は多いだろうね」

「え、なんでですか」

　素直に驚くラーシュだが、ブルーノはヴィオラに視線を寄越した。

「ヴィオラ嬢は判るだろう。それくらい女性の若さに対する執着は強いというコトだよ。さすがに未婚の女性はためらうだろうが、結婚して何人か子供を産んだ後なら別に構うまいという女性は多いと思うよ」

「ええ、そうでしょうね。だからこそ、禁呪になったんじゃないでしょうか」

「だからこそ？」

「跡継ぎを産んでしまえば貴族の奥様の義務は果たしたからあとは好きにしていいだろうと思うかもしれませんし、そしたらリスクは二の次で若く美しいままありたいという貴族の奥様がいても全然不思議ではないと思います。月のモノも無くなるのでしょうし、その煩わしさや生理痛などの体調不良もなくなりますし、これで更年期障害の類もないのであれば、もっと需要が増えるかも」

「むしろ、妊娠しないと確定しているのなら浮気や火遊びをいくらしても問題無いし、とりあえず健康維持のためにお抱えの魔術師さえ確保できれば、むしろ喜ぶ方の方が多いかもしれないね」

「……そういう、ものなのか……？」

　さすがにそういった女性心理にはイマイチ疎いラーシュが戸惑った様子で困惑する。むしろ、ブルーノがよく理解していてヴィオラはちょっと驚いた。

「ともかく、その魔女は自分が使う気は無いが、完全に興味で覚えたと言っていたよ。その辺はとても魔女らしいと思ったのを覚えている。魔女は探求の徒だというからね。ヴィオラ嬢、きみもそうかな？　習えるものなら知りたい？」

「興味がないとは言いません。ただ、知るのが怖いという気持ちもあります。特に、『変身』と『不老』は解除できるかどうかにもよります。『強奪』も、防ぐ手立てがなければ魔術師には恐ろしい武器になりますし、自分が知ることより世間に流出する方が怖いです」

　素直に思うことを言えば、ブルーノはうなずいた。

「うん、そういう理解で正しいと思うよ。ただ『知りたい』だけでなく、きちんとリスクを理解するのはとても大切だ。ラーシュがそこまで理解していたかは判らんが」

「ヴィオラが使われたら確かに大変なことだと思いますよ。でも、例えば俺が魔力をすべて奪われたとしても、戦闘能力を奪われるわけではないですから、俺にとってはたいしたことではないと思いますが」

「阿呆。奪われた魔力を使って攻撃をされたら防ぐ手立てがないだろうが」

「…………ああ、そうか」

　ラーシュは騎士だが、彼の魔力量より少なくても魔術師をしている者だっている。そういう者がラーシュの魔力を奪って許容量を増やせば、やり方によってはラーシュを倒すことだってできるかもしれない。

　まあ、実際はその程度の相手なら魔術を使われる前に斬ってしまえばいいのだろうし、本当に勝てるかは別だが。

「まあ、実際私が習った術は『強奪』だけで『不老』の方は聞いてないから、教わりたいと言われてもきみに教えてあげるわけにはいかないんだが。それでもそういう術が現存したという事実は間違いなくある、ということは知っていていいと思うよ。もし興味がある、知りたいというのなら、きみの師匠やアンセルム、ああ、王城の魔術師長に聞いてみるといい。なにか教えてくれるかもしれない。探求するのは辞めておけと言われるかもしれんがね」

「……はい。覚えておきます」

　穏やかに笑むブルーノにうなずいたヴィオラだが、とりあえずそれでも心に留めておくだけにしておこうと思った。

　そんな術を知るのは怖い。そんな術を使うのも怖い。

　他人を傷つけるコトを厭う魔女は、まだ興味よりも恐怖の方が強かった。










　初めての出張仕事を無事終えたヴィオラは、ラーシュより一足先に王都に戻ることになった。

　ヴィオラは公用の移動魔法陣で帰るつもりだったのだが、その使用料の金額を聞いて思わず自前の『扉』で帰ると決めたからだ。魔術庁持ちだと聞いてはいるが、それでも庶民のヴィオラにはさすがにちょっとためらう金額だったのだ。

　エルヴィーラが出張から戻ってくる時、いつも『扉』でひょいっと帰ってくるが、もしかしたらそのせいもあるのかもしれないと思ってしまった。もちろん帰り着く先は王城内の魔法陣なので、そこから更に自宅まで帰ってくる二度手間を考えたら直接家に帰った方が楽だという方が圧倒的に理由としては強いと思うが。

　戻る前にまた抱こうか？　と楽しげに言ったラーシュには丁重にお断りをした。さすがにノシュテット邸にそれだけのために滞在するのは恥ずかしすぎる。

　ノシュテット邸のラーシュの部屋に入れてもらい、そこを起点にして帰るコトにする。

　さっきまでご両親もいて見送ってくれると言ったのだが、ラーシュが追い出したのだ。

　とても残念そうに、それでも見送ってくれることにしたラーシュは微笑んで言った。

「これで、これからはどうしてもきみに逢いたくなったらここに来てもらえるな。もちろん早くきみのところに帰れるのが一番いいんだが」

「はい。そしたらいつでも逢えますね」

　笑顔でうなずいたヴィオラに、ラーシュが困ったように微笑んだ。

「ああ、困った。この段になって帰したくない。もう三日くらいいて欲しい」

「それで三日経ったらまだ帰したくないって言いそうですね？」

「当たり前だろう。可能な限り一緒にいたい。でも、さすがにそうできないのは判ってる。なにより、ここにいると母上にきみを取られて結局傍にいてもきみを愛でられない気がするしな」

　随分ヴィオラを気に入ってくれた様子の母君は彼女にとってはありがたかったが、ラーシュからすると恋人を取られそうなのが気に入らないらしい。

　くすぐったい思いをしながらラーシュに軽くキスをすると、すかさず舌まで入れられてがっつりと奪われた。

　最後までちょっと照れくさく恥ずかしい思いをしながら手を離そうとすると、ラーシュがその手を止めた。

　どうしたのかと見上げると、そこには優しい目で恋人を見下ろすラーシュがいて。

「きみが帰ってしまう前に、ちゃんと言わせてくれ。ヴィオラ、仕事の完遂、よくがんばったな。それから領主の息子として、ドリテアを護ってくれてありがとう。そして、俺の命を護ってくれてありがとう。やはりきみは俺の最高の伴侶だ」

　思わず目を瞠ったヴィオラは、次には満面の笑顔でラーシュに抱きついた。

「……嬉しい。嬉しい、うれしい！　ラーシュ様に認めていただけた！　すっごく嬉しい！」

　ぎゅーっと抱きしめるヴィオラを受け止めて、ラーシュが微笑む。

「私、がんばりますから！　これからも、もっと頼っていただけるように！」

「ああ、頼りにしてる。でもあまり無理はしてくれるなよ。また心配になる」

「心配かけないようにがんばります！」

　勢い込むヴィオラに笑いながら、ラーシュがもう一度、今度は軽くくちづけた。

　そして、ラーシュに見送られてヴィオラは家への扉を開けた。
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　ヴィオラが王都に戻ってから半月経って、やっとラーシュが戻ってきた。

　本当に竜の活動期が落ち着いてからの帰還となったラーシュだったが、竜を斃して以降竜の再出現はなく、滅竜騎士として働くことは無かったことに、ヴィオラはとても安堵した。

　ヴィオラの方は帰ってから報告書を書いて魔術師長に提出すると、初めてエルヴィーラについていってもらうかたちで陛下に報告をした。

　報告書の書き方は、散々エルヴィーラの手伝いをしているから知っている。陛下に報告は、どちらかといえばおじいちゃんに出先であったことを話す孫娘のようだったとあとでエルヴィーラに笑われた。










　ラーシュが戻ってから更に半月後、王都にて舞踏会が開かれた。

　ヴィオラには関係ない話だと思っていたのだが、ラーシュが竜を斃したことで滅竜騎士として招かれ、その婚約者としてヴィオラまで呼ばれてしまった。

　そんな場所に呼ばれても、まずもってドレスもなければ装飾品や靴も無いのですが！　と思ったら、いつの間にやら師匠が一式を用意してくれていた。可愛らしさの中に上品さがある薄紅色のドレスとそれに合わせた装飾品や靴はヴィオラによく似合っていて、さすがのセンスの良さだ。

　今日は馬車で迎えに来てくれたラーシュが思わず立ち竦んだヴィオラの可愛らしさは、エルヴィーラがドヤ顔をするのも甘受すべき出来で、ヴィオラとしては気恥ずかしいことこの上ない。

「では師匠、行ってきます。絶対居心地悪いんで、とっとと帰ってくると思いますけど」

「そーいう時はとりあえず出てるお料理をしっかり食べてくればいいのよ。一食浮かせてきなさい」

　どうしようもないアドバイスにヴィオラが笑い、ラーシュが苦笑する。

「堂々としてればいいの。招待してきたのは陛下なんだから、文句があるなら陛下にお言い！　って気分で、余計なコト言う他の貴族なんか無視してりゃいいわ」

　笑顔で手を振る師匠に見送られて、ヴィオラはラーシュに連れられて家を出た。

　当たり前だが初めて参加する舞踏会は、ヴィオラにとってはすべてが未知で判らないことだらけだ。基本的な礼儀作法くらいは城に連れられて行って陛下に面会する都合上、師匠に教えられてはいるが、舞踏会でのお約束などさすがに知る由もない。ついでに言うなら舞踏会に参加するというのに踊れない。庶民にはそんな嗜みなどない。

　ラーシュにくっついて最低限他人様に失礼にならないようにするしかないとびくびくしている状況だ。

「大丈夫だ、ヴィオラ。俺も舞踏会は苦手だからな、最低限だけ参加してさっさと逃げよう」

　馬車から降りて堂々と歩きながらラーシュがしれっと言うのを聞いて、ヴィオラはうんうんとうなずいた。

　逃げるという表現をしているところに彼の本音が表れていて、ガチガチのヴィオラはちょっとだけ和んだ。貴族のラーシュが苦手だというのに庶民のヴィオラが苦手だってしょうがないと開き直ることにする。

　ラーシュにつかまるかたちで腕を組み、しずしずと歩くヴィオラは、だがやはり注目の的だ。

　カオが引きつりそうになっているヴィオラに、ラーシュが低く小さな声で言う。

「堂々としていればいい。今日のきみはとても綺麗だ。正直、こんなに綺麗で可愛いきみを他の男の目に晒していたくない。こんなトコさっさと逃げ出して、二人だけでいちゃつきたい」

「ラーシュ様、こんなトコでそんなコト言わないでください」

　ちゃんとしたカオでいなければと思った途端に真顔のままで言われて思わず文句を言うと、ラーシュがくくっと笑った。途端に周りの貴族たちがざわりと反応して、ヴィオラがびくりと肩を震わせた。

　普段滅多に出てこない上に一人で来る滅竜騎士が女性を伴っている上、無表情か仏頂面しか見たことのない貴族たちに、笑った!?　と驚愕でざわつかれたわけだが、ヴィオラはナニがそんなに驚かれたのかが判らなくて更にびくつくことになる。

　堂々としていればいいという師匠のアドバイスは現在の時点でなんの役にも立っていなかった。

「……ラーシュ様はどこから見ても立派な貴族で、お衣装もすごくお似合いでとっても素敵だからいいですけど、私なんかどこから見ても分不相応ですし」

「何言ってる。俺だってこんなトコ不釣り合いもいいとこだ」

　褒められて照れくさそうなラーシュは、今日はさすがに軍服ではなく貴族の華やかな盛装だ。

　ヴィオラの薄紅のドレスとも合う薄緑を基調とした衣装は浅黒い肌とも合っていた。何より上背があり体格のいいラーシュがこういった衣装を着るととても映えて格好良い。どんな着飾った貴公子よりラーシュが格好良く見えるのは決して欲目だけではないと思うのだが、ラーシュはさすがにそこまで褒められると照れくさいらしい。

「だいたい、俺はこの見てくれのせいであまり女性にモテたことは無いんだぞ。そんなコト言うのはきみくらいのものだと思うが」

「それならその見た目で良かったです。ラーシュ様がモテていたら、きっと私、今ここにいないですから。ちなみに私は、お義母様方にも言いましたけど、初めてお会いした時からラーシュ様の見た目も大好きです」

「……まったく、本当にきみは、俺を動揺させるのが上手い」

　口元に手を当ててそっぽを向くラーシュ。照れくさくて、でも嬉しくてしょうがないのだろう。

　周りがざわつく中、ラーシュが騎士団長を見つけ、挨拶に行ったり、逆に挨拶をされたりもした。ヴィオラに対して好意的な目を向けてくれる者もいれば、あからさまに無視する者もいる。それも仕方のないコトだし、むしろ好意的な反応をしてくれる人が意外といたことに、ヴィオラは少し安堵した。

　しばらくそうやって挨拶まわりをしていたら来場の声がした。王族の方々のご来臨だ。

　国王陛下と王太子夫婦、お子様方がおいでになり、一気に場が華やかになった。

　陛下の開催のお言葉の後、不意にその視線がラーシュとヴィオラに向けられる。

「滅竜騎士ラーシュ・オロフ・ノシュテット。この度は二頭目の竜を見事斃したとのこと、誠にあっぱれである。ノシュテット辺境伯及び第六騎士団より報告と感謝の書状が来ておるよ」

「恐れ入ります」

　陛下に穏やかに笑顔を向けられて、ラーシュが畏まって頭を下げたので、その隣でヴィオラも慌てて礼をする。すると更にお言葉が続けられた。

「それから、魔術師ヴィオラ・ノルドルンド、そなたの働きも聞き及んでおる。ラーシュの竜との戦闘に多大に貢献したと共に、ドリテアに於ける今年の竜の異常襲来の原因を突き止め、最悪の状況を回避した功績は大きい。そなたが気付かなんだらドリテアが壊滅の危機に瀕しておったのは間違いないと、ドリテア宮の責任者であるアグネス・ティルダ・オーケリエルムより特に名指しで謝儀が来ておる。初の仕事でこの功績は見事であったな。今後とも、励むがよい」

　思わずカオを上げたヴィオラに陛下が笑みをくれて、感動のあまり胸がいっぱいになる。

「ありがとう、存じます」

　辛うじてそれだけ言うと、更に深く頭を下げた。

　魔女が公式の場でこんなふうにお褒めの言葉をいただくことは滅多にない。そのせいか、微かにざわつくが、ヴィオラは構わなかった。これだけで、今日この場に参加したことに意義があったと思った。

　ふわふわと夢心地な気持ちのまま陛下のお言葉が終わり、やがて楽団の緩やかな演奏が始まる。

　和やかになった場から少し下がると、軽く食事をしてから頃合いを見て帰ろうとラーシュに囁かれた。

　陛下から褒められたところで居づらいのはあまり変わらない。せっかくの美味しそうな食事にはとても興味があるが、そんなに長居したいところではないからその意見にはとても賛成だ。

　では早速、とテーブルに移動しようとしたら、ラーシュが突然話しかけられた。

「ノシュテット殿、今回の働きも見事でしたな。いや、さすがだ」

　振り向くと恰幅の良い派手な衣装の壮年の男性がいた。その後ろに同じように派手に胸元の開いたドレスを着た令嬢がいて、やたらと熱い目でラーシュを見ているのがちょっと不快だ。

「これはリドホルム伯。ありがとうございます」

　ラーシュがいつもの無表情になって礼を言う。直接の知り合いならば邪魔にならないようにとヴィオラが一歩下がると、何故か娘が、ふん、と見下した笑みを向けてきた。なんでだ。

　リドホルム伯は、やけににこやかにラーシュに話しかける。無表情のラーシュとは正反対だ。

「いやいや、さすがは陛下の覚えめでたき滅竜騎士殿。やはりお強い。竜など貴公の前では物の数ではありませんな。素晴らしい！」

「もったいないお言葉ですが、私などまだまだです。今回も彼女の魔術があってこその勝利ですから」

「いやいや、謙遜などなさらずとも良い。貴公が強いのは周知の事実だ」

　やたらとラーシュを持ち上げるリドホルム伯だが、ラーシュは無表情を崩さない。ヴィオラには何となくラーシュが不快そうにしている気がしたが、気のせいだろうか。

　リドホルム伯はひたすらにこやかに、更に話しかける。

「しかし、滅竜騎士殿にはやはり騎士爵では立場が低すぎるというものだ。今後、政治的な後ろ盾が必要となることもあろう。どうだろう、私なら喜んで貴公の後ろ盾となるが」

「ありがとうございます。お気持ちはありがたいですが、私はどのような肩書をいただこうと一介の騎士に過ぎません。その様な心配は不要かと」

「いやいや、そう言わずに。貴族ならば国政に関わるがお家の誉れというものでしょう。今は騎士ですが、その実力ならば後には騎士団長、ひいては将軍職まで上がることも充分あり得ます。それならばやはり爵位は高い方が良いし、そういう付き合いが必要になることは間違いありますまい。ならば妻は貴族である方が良い。いかがですかな、その伴侶に我が娘を選んでいただくわけにはいきませんか」

　にこやかに言いながら、ずいっと娘を押し出してくる。ラーシュは無表情に言った。

「その話は以前にもお断りしましたが。それに私はこのヴィオラ・ノルドルンド嬢と既に婚約致しましたので、ご令嬢との結婚はできません」

　ぽかんと見ていたヴィオラは、ようやく理解した。リドホルム伯という人は、ラーシュを自分の娘と結婚させて婿にしたいのだと。そしてそれは既に以前から申し込まれていて、ラーシュはそれを蹴飛ばしていたのだということも理解する。果たしてそれがヴィオラと付き合う前からかどうかまでは判らないが、とりあえずラーシュがヴィオラと婚約しようが諦める気が無いということも。

　リドホルム伯はこれでもかと言わんばかりににこやかにしゃべり続ける。

「ええ、確かに以前は断られましたが、そろそろ気は変わりませんかな。失礼だが、そちらの魔女の娘より我が娘の方が美しく教養もあり、淑女として貴族の妻として間違いない。ええ、もちろんその魔女の娘があなたに不要などと言う気はありませんとも。しかしそれでも世の中には家格というものがあるのです。貴族でもない娘に貴公の妻が務まるとは思えません。貴族と庶民、ましてこの国で唯一の最強の騎士である栄えある滅竜騎士殿にどこの馬の骨とも知れぬ魔女風情が釣り合うなど有り得ません。当然それなりの家の貴族の娘を妻にするのが正しいというもの。婚約したくらいです、その魔女にも情はあるのでしょうが、愛妾としてお傍に置くくらいは娘も正妻の器量として許しましょう。貴公の将来を考えれば、それが一番ためになる最善の方法ではなかろうかと思うのですが、どうですかな。貴族の系譜に汚らわしい魔女の血など入れることなどありますまい。我が娘と結婚して、我がリドホルムの家を繁栄させていただけませんか。娘、そなたも滅竜騎士殿の今後を考えたら身を引くのが当然だろう。玉の輿を狙って上手いコト取り入ったのだろうが、所詮魔女風情には過ぎた方だ。幸せな夢を見たと思って婚約の解消をするがよい」

　明らかにバカにした視線を向けられて、ヴィオラは思わずうつむく。

　頭から全否定されているのが悔しいが、きっとナニを言おうとこの偉そうな貴族には届くまい。そして実際、今言い返せる言葉をヴィオラは持っていなかった。

　だが、ラーシュはそうではなかったらしい。






「よくもまあ、くだらないことばかりバカみたいに延々とよく回る舌だな」






　ぼそりと、恐ろしく低いつぶやきが聞こえた。恐らくそれは、ヴィオラにしか聞き取れなかったのだろう。目の前の貴族がきょとんとした。

「は？　今、なんとおっしゃいましたかな？」

　訊き返すと、ラーシュが向けたその目を見てリドホルム伯が思わず口籠った。

　ヴィオラでなくとも判る。明らかにラーシュは怒っていた。たぶんヴィオラが見たことが無いくらいに。






「高位の爵位を持っていたら竜が引いてくれるというのならば、少しは考える余地もありますが」






「……は？」

　ぽかん、とリドホルム伯とその娘がラーシュを見た。

「リドホルム伯、失礼ですが、あなたは考え違いをしています。それも、すべてにおいて」

「……なにを、ですかな」

　ラーシュは、伯を見据えた。その金の鷹の目に竦む。

「ご令嬢は竜と対峙する気がおありですか？」

「……なんと？」

　一瞬ナニを言われたか判らなかったのか、伯爵と令嬢が困惑する。構わずラーシュは続けた。

「我がノシュテット家は、当主の妻であっても家を護っていると称して遊んでいるだけでは立ち行きません。まして滅竜騎士の私の妻は、その背後を護る存在として前線に立つくらいの気概がなくては務まりません。ご令嬢にはその気概はおありですか。ちなみにこのヴィオラは、先程陛下よりお褒めの言葉をいただいた通り、魔術にて私の身を護り、我が領地を護ってくれました。これほど滅竜騎士の妻として最適の者はいないと思いますが」

「……い、いや、しかし……」

　呻くリドホルム伯の後ろで、令嬢が青褪めて緩く首を振った。当然だ、普通の貴族令嬢にそんな覚悟などあるわけもない。

「それから、貴族の系譜に汚らわしい魔女の血など入れるなとおっしゃいましたが、ならば私も相応しくありませんね。お忘れのようですが、私も魔術師、魔術騎士です」

「あ！　い、いや、それは失礼した！　しかし貴公はノシュテット家という伝統ある貴族の家系でその娘とは違いましょう！」

「しかし、魔術師の血が汚れているというのなら、私はそれに更に、太古の亜人の血が顕あらわれた先祖返りと謂われています。それは魔術師の血以上に汚れていると言えましょう。それこそ高貴な系譜に入れるのは躊躇われるのではないですか。それに我々の結婚は国王陛下に奏上して許可を得た正式なものです。つまり陛下は我が家系に魔女の血を入れることを否定する気は無いということ。それを否定するということは、陛下の意に添わぬということです。それをお判りで言っておられますか」

　淡々とラーシュが畳みかける。怯んで口籠るリドホルム伯。






「そして、リドホルム家を繁栄させてくれとおっしゃいましたが、それは無理です。私は他家へ婿入りして当主になることはできません。ですからもしご令嬢と結婚したとしてもノシュテット家の分家である騎士爵に嫁入りというかたちになり、私がリドホルム伯を継ぐことはありません」






「……え、な、何故、ですか？」

　まさしくそれが目的で誘っていたのだろうリドホルム伯は、既に困惑を隠せなかった。

　ラーシュは淡々と言う。

「滅竜騎士は、国法により滅竜騎士の肩書を得た時点で次期当主候補から外れることになっており、滅竜騎士を名乗る限り当主になることはありません。ですから、私が嫡男であったとしてもノシュテット家を継ぐことはなく、よって他家に婿や養子に入ったとしてもそれで家を継ぐことはできません。それは私がなんらかの理由で滅竜騎士を辞めるのでない限り適用される事項です。私が滅竜騎士を辞めれば跡継ぎにはなれますが、滅竜騎士を辞めた時点で多岐にわたる免責事項や特権、特別報酬などもすべてなくなります。つまり、一人娘であられるご令嬢が私と結婚すると、繁栄どころかリドホルム伯爵家は跡継ぎ不在で取り潰しとなります。それでも私とご令嬢の結婚を望まれますか？」

　愕然としたカオで、ぱくぱくと口を動かしていたリドホルム伯は、それでも呻く。

「そ、そんな、こと、聞いたことはない……」

「当代一人目の私の大伯父ブルーノも未だ妻帯せず、二人目のベイルマン卿も未婚のまま亡くなりました。その前の御代の騎士も初代がご結婚したのみです。実例が長いことありませんでしたから御存じないのも仕方ないですが、滅竜騎士となった時、改めて法務より伝えられましたので、間違いはありません。お疑いであれば、当局にてご確認ください」

「い、いや、疑うなどとは、そんな……」

　喘ぐように言って、それからリドホルム伯は困惑も露わにそれでも必死に取り繕って言った。

「そ、そうでしたか。いや、それでは我が娘との結婚を勧めるわけには参りませんな。一人娘ですゆえ、婿に入って家を継いでいただくのに、ノシュテット殿ならばぜひにと思ったのですが、ええ、実に残念だ。知らなかったとはいえ申し訳ない。この話は無かったコトに」

「はい、もちろん。では、我々はこれで失礼致します」

　ラーシュが軽く頭を下げたのでヴィオラも慌てて挨拶の礼を取る。そしてそのままヴィオラの肩を抱いてラーシュはその場から離れた。

　少し離れた場所まで来たところで、ヴィオラが不安げに隣の婚約者を見上げる。

「……あの、ラーシュ様」

　全否定して言い返してくれたのはとても嬉しかったのだが、立場とか各種方面にてそれこそ問題無いのだろうか、と心配になったのだ。

「判ってる。かなり大人げなかった自覚はある。だが、我慢できなくてな」

　それでもまだラーシュは機嫌悪そうな様子だった。

「きみと付き合う前から何度断ってもしつこくてな。ずっと結婚する気が無いと断っていたのだが、きみと婚約したからその気になったらしいと踏んだんだろう、このところものすごく鬱陶しかったんだ。そんな時によくもあそこまできみのことをバカにしてくれたと思ったら止まらなくなった」

　少しバツが悪そうなラーシュだが、ヴィオラは嬉しくてラーシュの腕に抱きついた。

「……嬉しかったです。私のこと、庇ってくださって」

「当たり前だろう。誰がなんと言おうときみは俺の唯一だ」

　微笑みあう二人を遠巻きに見ている者が多い中、平気で話しかける者がいた。

「まあ、アレくらいの障害は自力でどうにかしなければ、この先やっていけないな」

　聞いた覚えのある声に振り向けば、そこにいたのはラーシュの師匠ブルーノ・モンス・ノシュテットだった。
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「師匠!?　どうしたんですか、舞踏会に参加するなんて」

　ラーシュが目を丸くしているのを丸無視して、ブルーノはヴィオラに優しい笑みを向けた。

「やあ、ヴィオラ嬢。元気にしているかい」

「はい、お陰様で。ブルーノ様もお変わりはありませんか」

「ああ、ありがとう。元気だよ」

　にこやかに挨拶した後、やっとブルーノはラーシュを見遣った。

「あの家系は典型的な権威主義者だ。一番初めに婿には入れないことを言っておけばそれ以上寄っては来なかっただろうに」

「世間的にそんなに知らないなんて思ってなかったんですよ」

「おまえ自身はそこそこ有名でも、滅竜騎士に特権と制限があることを世間はそこまで詳しいわけではあるまいよ。ヴィオラ嬢だって、そうだろう？」

「はい、たぶん全部は知らないと思います。きちんと知らなくてはと思っているのですけど、その、申し訳ありません」

「いや、謝ることではないよ。これから知ればいいことだ」

　優しく笑んでいるどこまでも女性に甘い師匠に呆れながら、ラーシュが訊いた。

「それで、結局どうして今日はここにいるんです？　もう隠居同然だし面倒だから、もう王都まで来るつもりはないと以前言っていたじゃないですか」

「私もそのつもりだったのだがね」

　肯定したブルーノは、意味ありげにちらりと二人を見てから背後を見遣った。

「国王陛下が、最後にもう一度会いたいから出て来いとの仰せでね」

「……最後？」

　え、と戸惑うヴィオラとラーシュだが、ブルーノはそれ以上言うことなく甲斐甲斐しくヴィオラに食事の給仕をしてくれて、慌てているとラーシュまで張り合って飲み物をもらってきてくれる。致せり尽くせりで申し訳ない。

　舞踏会だというのにダンスもせず、ラーシュはたまにダンスを誘いにくる令嬢を断りながら、緩く時間が過ぎていき、そろそろこっそり帰ろうかと話していると、不意に音楽が止まった。舞踏会というだけあってダンス曲はずっと止まることなく次々と新しい曲が演奏されるはずなのにどうしてなのか、とラーシュだけでなく他の貴族もざわざわとざわつく。

　どうしたのかと戸惑っていると、二階に上がる吹き抜けの階段を上がった張り出しの回廊の中央に、陛下が立っていた。隣に王太子殿下と、その後ろに。

「……師匠？」

　ヴィオラが目を瞠る。家で見送ってくれたはずのエルヴィーラがいた。師匠を見間違えるはずはない。ラーシュもそれに気付いて驚いている。

　何故か陛下ととても親しいとはいえ、公式の場でエルヴィーラが陛下の傍に侍ることは今まで無かったし、身分的にもさすがに無理だ。何故なのかと思っていると、陛下が貴族たちをゆっくりと見まわしてから口を開いた。






「我が親愛なる臣下たちよ。私の最後の言葉を聞いておくれ。

今日を最後に私はすべての職務から手を引き、隠居をすることにした。

本日この場に於いて、国王の職務を王太子エドヴァルドに譲ることにする」






　一瞬の沈黙の後、場がどよめいた。

　もちろんヴィオラも、そしてラーシュも驚いた。その隣にいたブルーノだけが驚いていないが、そんなコトを気にする余裕は二人には無かった。

　突然の譲位といえ、年齢を考えれば不思議ではない。むしろもっと早くても問題無いくらいだ。後継者に不安があるというワケでもない。王太子は有能で立派で威厳のある王族として誇れる方だ。

　それでも陛下が陛下でなくなることが悲しい。

　恐れ多いことだが、おじいちゃんと呼びたくなるくらいにヴィオラのコトを気に入り可愛がってくれている国王陛下が王位を降りるということは、もうこれ以降は師匠に付き合って王城に来ても陛下にはもう会えないというコトだ。身分を考えれば今まで会えていた方がおかしいが、それが愕然とするほどに悲しくてショックだった。

　にこにこと好々爺の笑みを浮かべた陛下の隣に立った王太子殿下が、厳めしい表情のままで、実務は既に引き継いでいるので政務に支障はないこと、戴冠式の時期などを告げ、式の後、戴冠後に自身の長子である第一王子が王太子の地位を引き継ぐことも付け足した。そして更に言葉を継ぐ。

「国王レオナルド・ヴァルタル・レンストランドの退位に伴い、王族の名に連なることを許される者を一人加えることになった」

　会場のざわつきが更に大きくなったが、王太子が軽く手を上げるとそれが静まる。

「父レオナルドの王太子就任以前に設けた庶子の子である。我が母である正妃が輿入れする前の出来事で、私には異母姉となる存在だがその姉は伴侶と共に既に事故で死亡しており、その子のみが生き残っている。その娘を王族として受け入れることとなった」

　王太子はぐるりと会場を見まわし、ヴィオラを見つけると、一度じっと彼女を見た。






「ヴィオラ・ノルドルンド。そなただ」






　一斉に、貴族たちの驚愕の視線がこちらに向いた。

　だが、ヴィオラはまったくそれに反応することは無かった。

　何故なら、ヴィオラは、ナニを言われているのかが、さっぱり判らなかったからだ。

　途中まではちゃんと理解していた。実は陛下に庶子がいて、その人の娘さんが王族に入るのだと。だが、何故その後に自分の名前が呼ばれたのかがさっぱり理解できなかった。

　完全に脳がフリーズを起こし、身体も動かなかった。それは実は隣にいたラーシュも同様だったのだが、さすがに早々に我に返ると慌てて固まっているヴィオラの身体を揺すった。

「ヴィオラ、おいヴィオラ、しっかりしろ。気をしっかり持て」

　それでようやくはっと我に返ったヴィオラが思わずラーシュを見上げるとカオが青褪めていて、彼もさすがに驚いているのが判る。それで一気に血の気が引いた。

　いやいやいや、有り得ない、そんなバカな。嘘でしょう!?

　だが、それを自分が言う前に誰かが言った。

「殿下！　お待ちください！　その者は魔女でしょう！　事実間違い無いのですか!?」

「よしんば事実であったとしても、魔女を王族に入れるなど言語道断、王家の血筋が汚れます！」

「お考え直しください！　最後に陛下の御名を汚すことなどありません！」

　一人が口火を切ると次いで何人も否定の声を上げる。それは血筋に拘る貴族ならではの不平であり、当然上がるであろうと予測されたものであった。

　ヴィオラ自身ですらさすがに俄かには信じられないのだ、当たり前といえば当たり前と言っていい。

　だって、それが本当なら母が陛下の娘ということになる。正直あまり覚えていないが、全然そんなコトは考えられない普通のお母さんだったことは間違いない。やっぱりナニかの間違いとしか思えない。

　だが。






「事実を事実と受け入れられず握りつぶすが正しい政道であると、堂々と言える者がいるのならば名乗り出るがよい。直ちにその職務をはく奪し、隠居を申し付けよう。私は陛下ほど優しくは無い」






　王太子がはっきりと断言したことで、その場が静まり返る。

　その時点で既にエドヴァルド・アウグスト・レンストランドは国王と名乗るに相応しい存在であった。

「今まではヴィオラが女子で国政に直接関わる存在でなかったことと、魔女であることで当然反発もあろうということもあり公表しなかったが、私が王太子を継承する時には既にその認知はされていたことだ。だが、この度成人し、立派に魔術師の職務を果たしたことで一人前と認められ、更に滅竜騎士ラーシュ・オロフ・ノシュテットとの婚姻が決まった。ノシュテットと結婚し次第王族としての籍は抜かれるため、実際に何かしらの支障が生じるわけではない。また、この後、ヴィオラ・ノルドルンドに王族の公務が課せられることは基本的には無い。それでも陛下の最後の意思としてそれを特に望まれたため、これを公表するに至った。これはそなたたちに意見を求めるものではない。決定事項である」

　王太子が断言したことで、文句を言っても覆るものではないと理解したのだろうか、それとも職務をはく奪覚悟で不平を言う度胸のある者がいなかっただけなのか、その場は静まり返った。

　その中で、ヴィオラだけが恐る恐る口を開いた。

「……国王陛下、王太子殿下、あの、本当にそれは、間違いではないのですか？　恐れ多すぎて、俄かには信じられなくて、申し訳ありません、でも……」

　それは、ここまできて更に問うのはある種の不敬ですらあると言えた。だが、それまで黙っていた国王陛下は、にっこりといつもの優しい笑みを浮かべて応えてくれた。






「ヴィオラよ、私の孫というのは不満かの？　ついでにいかつい叔父もついてくるが」

「……父上。ヴィオラ、間違いはない。そなたは間違いなく私の姪だ」






　王太子が一瞬渋いカオをしてから、それでも穏やかに言ってくれた。

　……では、本当に真実なのか。本当の本当に事実なのか。

　縋るように陛下の後ろにいる師匠に目をやる。師匠はいつもの楽しいコトを見つけた時のような満面の笑みでうなずいてくれた。

　師匠は母の知り合いだと言っていたはずだ。つまり、母を直接知っているはずで。ということは真実を知っていても不思議は無いはずで。

　……冗談だと言ってください、師匠……。

　ヴィオラは、その場で気を失った。










　気付けば、ヴィオラはベッドに寝かされていた。

　心配そうなカオでラーシュがカオを覗き込んでくれて、以前もこんなコトがあったなとぼんやり思う。

「ヴィオラ、目が覚めたか。大丈夫か？」

「……ラーシュ、さま」

　ぼんやりとしたアタマでぼんやりと返事をすると、視界にひょいっとエルヴィーラが現れた。ベッドの枕元に座ると額に手を当てられた。ひんやりとした手が気持ち良くて、子供の頃にもよくされた、とぼんやり思ってから、一気にさっきの出来事が思い出されて大慌てで起き上がる。

「ああ、ほらほら、そんな勢いよく起きない。忙しない子ね」

「なんなんですか、ホントなんですか!?　嘘ですよね？　嘘だって言ってくださいよ、師匠！　冗談にしてもタチが悪すぎませんか!?」

「んなワケないでしょ。ホントよホント。マジで事実。だいたい、そーでもなきゃ、いくらあたしの弟子でもあんなにしょっちゅう陛下にお目通りが叶うわけないでしょ。少しは気付きなさいよ」

「無茶言わないでくださいよ！　そんなん察するコトなんかできるワケないでしょ！」

「あはははは、ヴィオラ、めっちゃ怒ってるー。まあ諦めて素直に受け入れなさい」

「そんなの素直に信じられるワケないでしょうがあぁ！」

　喚くヴィオラだが、師匠は弟子のその慌てようにけらけらと笑い声をたてて肯定する。

「なんで今まで教えてくれなかったんですか！　絶対ヒトの反応を楽しみにしてたんでしょう！　絶対そうですよね！　師匠そーいうヒトですもんね！　ホントにタチ悪いですよ、そーいうトコ！」

「まーまーまー、いいから落ち着きなさいって」

「コレが落ち着いていられますか！」

　ナゼか爆笑している師匠に怒っていると、ふと、ぼそりと男性の声がした。

「……おとなしい娘だと思っていたが、素はなかなか賑やかだったんだな」

　ラーシュの声ではないことに驚いてそちらを見れば、なんと恐れ多いことに王太子エドヴァルド殿下が扉の横の壁にもたれて立っていた。

「……っっっ!?　殿下！　し、失礼を致しました！」

「いい、そのままでいいから」

　慌ててベッドから降りようとしたのを止めて、エドヴァルドの方から寄ってきた。ヴィオラが起きるまでエルヴィーラが座っていたらしい椅子に腰を下ろす。ラーシュがベッドから一歩離れて身を引いた。

「驚かせてすまなかった。まさかおまえがまったく知らなかったなんて思わなくてな。あの距離からでもおまえが真っ青になったのが判ってマズイとは思ったんだが」

「い、いえ、あの、私の方こそあんなところで気を失うなんて失態をしでかし、本当に申し訳なく」

「おまえが謝ることではない。むしろ責めるのはエルヴィーラ殿の方だ。何故彼女に教えなかった？」

「だって、そんなの教えたってひとつもいいコトないじゃない」

「だからって……はぁ、まあいい、あなたがそういうヒトなのは承知だ」

　エドヴァルドが深く溜息をつく。

　特に気分を害しているわけではない様子なのに安堵して、ヴィオラは恐る恐る訊いた。

「……あの、殿下。先程のお話は本当に事実なんですか？　私が陛下の孫だなんて」

「ああ、事実だ。さっきも言った通り、おまえは父が王太子になる前に庶子として生まれた娘の娘、つまり孫だ。おまえの杖に緑の石が嵌まっているだろう。それは父がおまえの母に贈ったものだ。万が一暮らしが立ち行かなくなった時に売って生活の足しにするようにと。それを今持っている者がおまえならば、間違いなくおまえがその娘だ」

　ヴィオラは思わず枕元にあった自分の杖に目をやる。てっきりガラス玉だろうと思っていた石が本物の宝石だと知って、思わず怖くなった。この五粒、果たして総額いくらするものなのか。

「おまえの母は国王の庶子と知って尚、普通の庶民の暮らしを望み、父がそれを認めたため城には上がらなかった。だが、まさかこんなに早く亡くなるとは思わなかったな。訃報を聞いた時、父が随分落ち込んで嘆いていたのを覚えている。結局俺は一度もその姉に会ったこともなく逝かれてしまったが、一度くらい会ってみたかったとは思っていた」

　ふとヴィオラは、エドヴァルドが王太子の立場で話しているわけではないことに気付いた。

　舞踏会では陛下と呼んでいたが父と、そして自身を俺と言っているということは、今は私人であるというコトだ。そしてそれが判ると、恐れ多くも王太子殿下がヴィオラを気遣ってくれているのだと察して恐縮する。

「今更公表したこと、父を責めないでやってくれ。やっとおまえが成人し、国一番の騎士に託すことができたことをとても喜んでいた。だが同時に、おまえが庶民で魔女であることで、ことあるごとに貴族たちに嫌な思いをさせられ、この結婚にも文句をつけられていることを父は随分気にしていた。おまえが孫であることを公表することでそれを封じることができればという祖父から孫への気遣いだと思ってやってほしい」

　さっきの貴族も言っていた。滅竜騎士の結婚相手が庶民の魔女では身の程知らずだと。だが、それが王家の姫ならば。

　姫の降嫁は騎士として最高の誉れだ。それが例え庶民上がりの姫であっても、これで周りの貴族は表立って文句はつけられまい。たとえ内心でどれだけ悪態をついていても。

「……責めるなんて」

　その思いやりに感動して目を潤ませるヴィオラに、エドヴァルドは続けた。

「成人してからおまえは母親によく似てきたと父が最近よく言っていてな。市井にいて成人した姿なんか見たことは無いはずだろうと言ったら、実はこっそり会っていたときた。どうやってかと思ったら、そこの魔女がしっかり手引きしていたんだ。『扉』の魔術を使って何度も会っていたそうでな、実はこっそり結婚式にも参列したし、赤子のおまえも抱いたことがあるそうだよ」

「そうなんですか!?」

　振り向いたら、にやにやと笑う師匠はドヤ顔だ。

「だあって、娘の結婚式にくらい参列したいでしょ？　孫が産まれたら会いたいでしょ？　普通の親の当然の感情じゃない」

「ああ、その点は感謝しているが、あまりに自由過ぎるのは考え物だと思う。警備や補佐の者たちの気苦労も知ってくれ」

「知ったこっちゃないわー。あたしは陛下のお願いを叶えただけだもの」

　エドヴァルドは渋いカオをしているが、ヴィオラは嬉しかった。やっぱり師匠は優しい。

　そして、やっと陛下が本当に自分の祖父なのだという実感がじわじわと胸にしみてきた。

「おまえがエルヴィーラ殿の弟子になってからちょくちょく王城に連れてこられていたのも、父に会わせるためだったんだろう。なんだかんだで結構懐いてくれていたことを、本当に父は喜んでいた。俺にはなかなか馴染んでくれなかったがな」

「え、あ、いえ、でも！」

「いや、判っている。おまえが知らなかったのだから仕方ない。それに俺はいかついからな」

　もしかしてさっきいかつい叔父と言われたのを気にしているのか。ヴィオラは慌てて首を振った。

「いえ、あの、私は、殿下が私なんかのコトを覚えていてくださっているのがいつもとても嬉しくて、お優しい方だとずっと思っていました。頭の上にこう、手を乗せてくださる仕草が、恐れ多いですけど父にされているみたいで嬉しくて。あ、でも実際の父はもっと掌でぐしゃぐしゃっとしていたんですけども」

「……そうか」

　うなずいてくれたエドヴァルドの口元がほんのりと微笑んでいて、ヴィオラはほっとした。父みたいだなんて不快に思われないかと思ったが、喜んでくださったようだと安堵する。

「これからは、叔父と呼んでくれて構わない。俺の妻も子供たちも承知している。遠慮することはない。いいな」

「そんな、恐れお……はい、お、お……叔父上……」

　恐れ多い、と遠慮しようとしたらエドヴァルドに睨みつけられ、おろおろと口走ると、良しとうなずかれた。

「無理矢理呼ばせてんじゃないわよ」

　師匠がツッコむと、じろりと視線をくれてから、エドヴァルドは立ち上がった。

「俺はそろそろ舞踏会に戻る。もう少し休んだらこのままラーシュと共に帰るといい。どうせ会場に戻っても周りがやかましいだけだし、おまえたちも口さがない貴族たちの肴になりたくはないだろう」

「はい、ありがとうございます。そうさせていただきます」

　微笑むと、うなずいたエドヴァルドは部屋を出て行った。
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「ほあー、今日は珍しくよくしゃべったわねー、あの子」

　王太子が出て行くと、扉が閉まったのを見計らってエルヴィーラが機嫌良さげに言った。それをヴィオラはちょっと呆れたカオで咎める。

「王太子殿下をあの子って……」

「だあって、あたし、あの子が産まれた時から知ってるのよー。あの子呼ばわりもするでしょ」

　へらへら笑いながら、エルヴィーラが手をひらひらさせる。そして、ひょいっという軽やかさで立ち上がると、身を翻して笑った。

「ねえ、ヴィオラ」

「はい？　なんです、師匠」






「あたし、今夜限りで家を出るから」






　実に簡単に。それこそその辺に散歩に行ってくるわくらいの言い方でエルヴィーラが言ったコトを、ヴィオラはすぐに理解できなかった。

「……は？　ナニ言ってるんです、師匠？」

「だぁから、あたし、あのウチからいなくなるから。ラーシュと結婚したらそのまま新婚生活の家としてそのまま使ってもいいし、新居を新しく用意してあの家は売り飛ばすでもいいし、好きにしていいわよ。要るものは持ってくから残ってるものはどう処分してくれてもいいからね」

「え、あの」

「あなたも成人して結婚もするんだし、もう立派に一人前でしょ。いい区切りだから、独立しなさい」

　独立と言われてやっと理解した。ヴィオラは慌てて止めに掛かる。

「待って、師匠、そんないきなり」

「いきなりじゃないわよー。あなたが魔女になった頃からそうするつもりだったし」

「いやいや、だったらなんでもっと早く言ってくれないんですか。今晩なんていきなりすぎます！」

「じゃあ、一週間前に言ったらすぐ納得してくれた？　一ヶ月前なら？　いつだって一緒でしょう？」

「でもだからって当日は無いでしょうよ、普通！」

「あたしに普通を求めると？」

　そう言われてしまっては、ぐうの音も出ない。非常識と言えばエルヴィーラというくらい、常識とはかけ離れた言動が専売特許なエルヴィーラに普通を求めるのが悪いのか。

　それでもいきなり過ぎる宣言は、陛下の孫宣言と同レベルでの衝撃で、いや、もしかしたらこちらの方がショックが大きいかもしれない。

　だって、今まで本当に当たり前に一緒にいて、今までのヴィオラをつくったすべてを育み培ってくれたひとがいなくなるのだ。師匠であり、育ての親であり、ラーシュを知るまではヴィオラの世界の中心だったひとなのだ。そんなひとが突然いなくなるなんて有り得なかった。

　自分が出て行っても師匠がいなくなる未来なんて一度も考えたことが無かった。

　ラーシュと結婚して家を出ても、エルヴィーラは当然あの家にいて、訪れれば居間でいつものようにのんびり手酌で酒盛りをしている、そんな光景しか信じていなかった。

　気が付いたら、涙がぼろぼろ零れていた。

　困ったように微笑んで、エルヴィーラはハンカチで涙を拭いてやる。

「あーあー、なに泣いてるの。せっかくあたしが完璧に仕上げたお化粧がとれちゃうでしょー？」

「だって。ししょうが、とつぜん泣かすようなコトいうからでしょ」

「なんでよ。泣くようなこっちゃないでしょ」

「泣きますよ！　当たり前でしょう！　師匠、わたしのことナンだとおもってんですか！」

「そりゃあ、あたしの秘蔵っ子、可愛いかわいい唯一の弟子よ。判ってんでしょ」

「じゃあ、いきなりいなくなるって言われたら泣くのくらい当然でしょ！」

「ラーシュがいるでしょ」

「ラーシュ様と師匠が一緒になるわけないでしょう！　同じくらいだいじだけど、だいじの意味が違うんだから！　どっちかいればいいって問題じゃないです！」

　ひっくひっくとしゃくりあげながら怒るヴィオラに困ったのか、エルヴィーラはずっと黙って見ていたラーシュを見上げる。

「ちょっとー、こんなコト言ってるんだけど」

「当然でしょう。いきなりそんなコトを言うあなたが悪い」

「えー、助けてくれないのー」

「ちゃんと責任を持って泣き止ませてから俺のところに返してください」

「うわ、そーいうコト言う」

「言いますよ。こういう反応をされることくらい、あなたなら承知でしょう」

「まあねえ」

　うーん、とぽりぽりと頬を掻いてから、しゃくりあげている可愛い弟子にエルヴィーラは言う。

「ねえ、ヴィオラ。この十五年、楽しかったわ」

「……わたしも、です」

「うん、ありがと。でね、その十五年の間、一生懸命手塩に育ててきた可愛い娘が、このたび悪の滅竜騎士にさらわれるわけよ」

「ダレが悪のですか」

「あんたよあんた。ナニよ、ヒトの留守に可愛い娘を手籠めにしよってからに」

「てごっ、人聞きの悪い！　そんなコトしてません！」

　ついツッコんだら倍返しされて、ラーシュが文句を言う。その反応にはお構いなしで、エルヴィーラが続けた。

「そうなったらね、そうなるって思ったら、あたし、すっごく寂しい気分になっちゃうワケよ。当たり前でしょ、今まで二人だったのに一人になっちゃうんだから。でも、おめでたいコトなんだから、寂しいって思いたくないじゃない。そーでしょ？　だからさ、あなたは親離れ、あたしは子離れをしましょ。いちにのさんで、一緒にね」

　ヴィオラが目を上げて師匠を見ると、困ったように微笑んでいる。うなずいたらもっと笑んでくれた。

「……家を出て、ドコに行くっていうんですか。行くトコあるんですか」

「あるわよー」

　にっこり、と笑って、師匠は言った。






「好きな人のトコにね、行くわ」






　ラーシュが、ぽかんと口を開けた。

　さすがに失礼すぎる驚き方だが、ヴィオラは苦笑した。

「……やっぱり、いたんですね、恋人」

「知ってた？」

「なんとなくは」

　明確にいると言われてはいなかったし、そんな雰囲気も無かったと思う。だが、なんとなくそんな気はしていた。

　遊びに行ってくると言っては家を空けていた。もちろん本当にそうだった時もあっただろうし、酔っ払って帰って来た時はきっと違うだろうと思っていた。だが、たまにいつもよりきちんと身繕いをして嬉しそうに出て行く時の師匠の様子の違いを、恋を知った娘が気付かないわけは無かった。

　それが誰かも、薄々と。

　ヴィオラは、溜息をつくと、師匠のハンカチを奪い取って涙を拭いた。

「もう、それならそうと先に言ってくれれば良かったのに。私だって師匠の恋を祝福くらいしますよ。……もう、会えないわけじゃないんですよね？」

「当ったり前よぉ。だってまずはあなたたちの結婚式に出なきゃだし。日常的に毎日会えないってだけで、別に伝言鳥も届かないようなこの世の果てに行くわけじゃないのよ。なにかあったらこっちから行くわ。でも、あなたからはこっちに来なくていい。あたしはもう魔術庁の仕事も辞めるし、隠居した身とでも思ってちょうだい」

「仕事、辞めるんですか」

「だってあなたがいるでしょう？　育った弟子にあとを任せるのも師匠の務めよ。任せていいわね？」

「……はい」

「ん、よろしい」

　子供にするようにヴィオラのアタマを撫でて、エルヴィーラは笑う。

　ようやくヴィオラの涙が落ち着いたのを見て、ラーシュが言った。

「さっき新居と言われたので言いますが、俺がそちらの家に引っ越すというのでいいですか」

「あら、そうなの？　別にいいけど」

　エルヴィーラが返事をすると、ヴィオラが訊く。

「でも、お城に通うには遠くないですか？」

「馬を使えばそう時間はかからないよ。それにあの家には薬草の畑とか魔術に必要なものがたくさんあるんだろう。ならばきみが動くことは無い。俺の方の荷物なんて大したことは無いし、俺が移った方が早いだろう。別に使用人を必要とするような貴族の暮らしをする気も無いし、俺はきみがいてくれればどこでもいい」

「あら、のろけるわね」

「事実です。……しかし、正直ひとつどうしたものかとは思っているんですが」

「ナニよ？」

「ヴィオラが王族の姫君という公式の扱いになると、元の生活がどうあれ彼女に普通に家事の類をやってもらっていいものかと」

「え、私、普通にやるつもりでしたけど、ダメですかね？」

「普通は、王族の姫がたとえ庶民に降嫁したとしても水仕事はしないだろう」

「別に構わないじゃない。フツウの王族じゃないんだし」

「それはそうですが」

「ダメだって言われるのなら雇えばいいんでしょうけど、でも魔女のところに雇われてくれるヒトがいるかって話ですよね」

「まあ、探せばいないわけでもなかろうがな」

「はーい、提案。弟子を取れば？　それでその子に家事もしつける」

「は？」

　あっけらかんと師匠が言い出し、ヴィオラがぽかんとする。弟子？　自分が？

「え、さすがにまだ早くないですか」

「だって、あなただって三歳で修行と家事の手伝いを始めたのよ。普通は十歳過ぎてからが多いから、できないことは無いでしょ」

「ええー。でもそれは必要だったからってだけで」

「だから、必要だから雇うんでしょ。だったら弟子でも同じじゃない。対価がお給金を払うのか勉強や魔術を教えるのかってだけよ」

「ええー」

　同じ？　本当にか？　いやいや、なんか違う気が。

　考え込んだヴィオラだったが、それをラーシュが遮った。

「弟子というのはまあ、もう少し考えてからの方がいいと思います」

「そうですよね、少し早いですよね」

「というより、俺がヴィオラを今から他の存在に持って行かれたくない。少なくとも当分は俺が独占していたいから、弟子はしばらく先で」

「え!?」

「間違ってはいないと思うが。きみの性格を考えると、弟子を取ったらその子に掛かりきりになってその子の指導のことばかり考えそうだ。そうなったら俺が寂しい。ついでに言えば、ヴィオラは使用人や弟子がいる状況の家で抱かれるのを恥ずかしがりそうだし。そうなったら俺が欲求不満になる」

「もう、なんてコト言うんですか！」

「ああ、それはそうかも」

「師匠まで！」

　ヴィオラが文句を言うが、自分で考えてもそうなりそうだと思う。

　おもしろそうにけらけらと笑った師匠が言った。

「まあ、その辺は二人のいいようにすればいいわ。家事をやる姫様がいたって別にいいじゃない。お姫様育てるつもりならあたしの手元で育ててないもの。そうでしょ」

「そりゃそうですが。私は魔女の弟子であって、お姫様じゃないですし」

　もしその事実をもっと早くに教えられていたとしても、自分がお姫様の生活を選んだとはとても思えない。それは師匠と二人の生活が楽しかったからだ。魔女として人々に嫌われたり蔑まれたりしても、それでも師匠の元を去るという選択肢は一度も浮かんだことが無かった。

「あ、そうだ、師匠。陛下にドレス一式のお礼を言っておいてくれますか。すごく素敵で嬉しかったですって」

「あ、陛下からだって判った？」

「はい。だって、すごく素敵だけど師匠が選ぶデザインじゃないなって思ってたから。それでこの状況なら察します」

「そりゃそうか。判ったわ、すごく気に入って喜んでたって言っておく。この晴れの日のために初めて孫のドレスを見立てるんだってすごく張り切っていらしたからねえ。ありがとう、おじいさまって笑ってたって言ったら泣いて喜ぶわよ」

「あああ、直接そんなコト言える自信はまだ無いんですけども」

「そのうち言ってあげなさい。絶対喜ぶから」

「なかなか難しいコトを言われてると思うんですけど……そういえば、師匠といえばブルーノ様は？」

「ああ、今は陛下と話しているわ。あの人も随分付き合いが長いしねー。なんつっても陛下の最初の滅竜騎士だし。彼が王都にいた時は、よく一緒にこっそり呑んでたらしいし」

「……以前に陛下とは親しいとは聞いていましたが、そんなに仲がいいんですか……」

　呻くように言ったラーシュにエルヴィーラが笑った。

「そりゃあそうよー。陛下の娘、つまりヴィオラの母の育ての親を紹介してもらったのってノシュテット家で、実際にはあの人の仲介だし」

「えええ！　そんな縁が!?」

「そうよー。だってあなたのお母さん、辺境伯領で育ったんだもの」

「そう、だったんですか……。師匠も教えてくれれば良かったのに」

　ラーシュも驚く。

　本当にそーいうコトはもっと早くちゃんと教えておいてほしい、お礼を言うべきだったのでは、とまで思ってから、それも自分の境遇を知ったからこその内容の開示だったと気が付いて、やっぱり師匠が全部黙っていたのが悪いと改めて思う。

　それにしても、そんなところからノシュテット家と縁があったのかと思うと、ラーシュとの出会いはなにやら本当に運命か宿命か……なんて、ロマンティックなコトを思ってもいいだろうか。

　うん、とうなずいたエルヴィーラは、よしとばかりにベッドから立ち上がると、ラーシュの肩にぽんと手を置いた。

「じゃ、ラーシュ、あとは任せたわ」

「任されました」

　真顔のラーシュに、にっ、と笑ってからヴィオラに向き直ったエルヴィーラは、綺麗に笑った。






「じゃあね、ヴィオラ」

「はい、師匠」






　それに応えてヴィオラも笑った。

　それにまた満足そうに笑い返して、エルヴィーラは扉へと向かう。

　師匠が扉を開けた時、ヴィオラが深々と頭を下げて、そして言った。






「今までありがとうございました。……おばあさま」






　一瞬動きの止まったエルヴィーラは、くるりとこちらを振り向くとにっこりと微笑んだ。






「ダメよぉ、こんな若くて綺麗な女をつかまえてその呼び方は。あなたにはずっと、師匠って呼ばれたいんだから」






　……否定されなかった。推測は間違っていなかった。ヴィオラは、ぎゅっと目を閉じる。

　その間に、するりと猫のように扉の隙間を抜けて、魔女エルヴィーラは去っていった。

　すぐに意味が理解できなくてぽかんと呆けたラーシュと、必死に涙を我慢するヴィオラを置いて。










　それから、ラーシュと共に馬車で自宅まで帰り着いた。

　着替えるより早く師匠の部屋へ行くと、エルヴィーラの衣装や化粧品、大切にしていたものはすべて消え失せていた。

　昨日、師匠の部屋を片付けに入った時にはいつも通りでなんにも無くなっていなかったのに、いつの間に運び出したのか。

　その光景を見て、ヴィオラはラーシュに縋って泣いた。

　それが、師匠からの独立であり、親離れをするための区切りだと自分に言い訳をして。
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　舞踏会から一週間後には、ヴィオラの家へのラーシュの引っ越しが完了した。

　ヴィオラはてっきり結婚してからの同居だと思っていたのだが、保護者であったエルヴィーラがいなくなった以上、ヴィオラを一人で住まわせておくのは心配だとラーシュが主張したからだ。

　今までだって一人で留守番などいくらでもしているし、そもそも魔女の家だと知っていて押し入ろうという泥棒や強盗もなかなかいまいと思うのだが、ラーシュはそれでも心配だという。

　ラーシュが早々に騎士の独身寮を退去する手続きをすると、それを知った騎士団の部下がこぞってそれを手伝ってくれた。

　彼らの多くは初めこそ魔女というだけで否定していたが、競技会での仕事やドリテアでの功績を聞いて徐々に考え直してくれる者が増えていたようだ。そんな折に、実はその魔女が陛下の孫姫であったという事実が判ったことで、一気に歓迎の方に傾いた。

　我らが副団長、滅竜騎士様が姫君を娶るという大事件は、その性質上どうしても目立たない地味な仕事が多い遊撃騎士団にとっては、他の騎士団たちに誇り威張れる事案である。

　そんな理由で、ヴィオラの家に押し掛けた騎士たちは、寄って集ってラーシュの通勤に使う馬のための厩舎や水場を本職顔負けな出来でつくり、女手しかなかったため放置していた家の補修や壊れかけていた垣まで直してくれた。結婚するまでに街の大工さんに頼もうと思っていたので実にありがたい。

　なんでも屋と揶揄されている遊撃騎士団の面目躍如というべき技術の高さと身軽さ、動き惜しみの無さはさすがだ。

　元々貴族の別宅だったらしいこの家は、貴族の家だったにしてはこじんまりしているが、それでも三階建てで女の二人暮らしにはだいぶ大きい。三階などは一切手付かずの放置状態だし、二階だって使っていない部屋がある。その三階を騎士たちがついでに全部掃除してくれたのはとてもありがたかった。

　主寝室は当然エルヴィーラが使っていたが、ヴィオラが維持を希望したのでそのままで、夫婦の寝室はそれ以外で一番広い、使っていなかった客間に手を入れて使うことになった。

　そして、ラーシュの提案で門をつくった。実は元々門柱はあったのだが門扉は無く、別に今まではそれでもなんら問題は無かったのだが、必要だと痛感したためヴィオラは同意した。

　なぜなら舞踏会からこっち、ヴィオラの家に貴族の使いが日に何人も訪れるようになったのだ。

　新しく王族となった姫君に挨拶とご機嫌伺いと称して、日々多数の貴族からの贈り物、茶会やパーティーなどの誘いの使いが次々と現れるようになった。

　肩書に姫が追加されたというだけで、実質的にヴィオラがなにか変わったわけではないし、公務にかかわるわけでもない。生活も基本的には何一つ変わらない。

　それでもとりあえず取り入っておきたい、少しでも王族と近付きになりたいという意図が透けて見える誘いや贈り物の数々を、ヴィオラが受け取れるわけもない。

　つい昨夜まで魔女如きと蔑んでいた貴族たちの見事な手のひら返しは、呆れるのを通り越していっそ笑いだしたいほどだ。実際エルヴィーラがいたら、全力で高笑いをかましていただろう。

　ある意味で、ヴィオラを一人にできないというラーシュの心配は当たったことになる。

　とはいえ、日中はラーシュも仕事があるから常に一緒というわけにもいかない。どうしたものかと思ったものだが、たまたま補修に来てくれていた貴族出身の騎士たちが上手くあしらってくれた。

　ヴィオラのあまりの安堵感によほど困っていると察してくれたのか、彼らはラーシュと相談した上で交代で門番まで買って出てくれることになった。

　門番役の騎士たちが二人一組で毎日門前に立って、結婚間近であることと王族の身分を得てすぐでまだ勝手が判らないことを理由にすべてお断りする、という方針で貴族のお使いの相手をしてくれることになった。

　中には高位貴族からのものもあり、ごり押しで返事を要求するものもあったが、それは仕方なく一筆書くことになった。こちらの方が一応立場が上ということになる。それで勘弁してほしいところだ。

　無理をいう者の中には舞踏会で絡んできたリドホルム伯からのものまであり、なんとヴィオラとは知己だから会わせろと言い張って門番役の騎士を困らせたというからその厚顔さには絶句する。

　騎士たちが職務にヴィオラの護衛という名目で門番という項目を自主的に増やしたことを苦笑と共に許可した団長だったが、それを近衛の連中が聞きつけて王族の護衛は我々の仕事だと捻じ込んできたとか、それを副団長の家族の護衛なのだから我々がして当然だと蹴飛ばしたとかいう話がラーシュにまで聞こえてくるに至っては、なんでこんなコトにと苦笑いを浮かべるしかない。

　貴族の挨拶攻勢はしばらく止みそうになく、実際ヴィオラの護衛が必要だと感じるくらいには彼女の周辺は未だに騒がしい。

　一人で食材などの買い物に出るのもなかなか難しく、仕方がないので騎士たちについてきてもらったりお願いして行ってもらったりするのだが、それがまたとても申し訳ないと思う。相手がラーシュだって未だにちょっと申し訳ないと思っているのだ、そう思うのも仕方ないと思って欲しい。

　食材くらいならともかく薬の材料や魔術に使うものだと門外漢の騎士に頼むわけにもいかない。自分ひとりでひょいひょい買い物に行けた少し前が懐かしい。

　そんな時、ヴィオラのところに客が来た。






「へーい、ヴィオラ姫様、元気かーい」

　緩ーい挨拶と共に、現れたその女性をヴィオラは諸手で大歓迎した。

「カーリン！　それからシーラとドリスも！　いらっしゃい！」

「久しぶりね」

　シーラが言うと、ドリスがぺこんと頭を下げた。カーリンが荷物を手渡す。

「頼まれたもの持ってきたよー」

「ありがとう！　お使い頼んじゃってごめんね」

「なーに、いいってコトよ。あたしだって初めて会った時、薬草分けてもらったじゃん。それにしても、姫様の親友だって言って通してもらうって、想像以上に気持ちイイわー」

　カーリンは中身を確認したヴィオラの安堵したカオを見て緩く笑った。

　どうしても必要な材料が足りなくなって、困ったヴィオラが頼ったのはカーリンだった。というよりカーリンしか頼める人がいなかったというのが正しいのだが。

　ラーシュに預けてもらってもと思ったのだが、行くよと言われて、しばらく会えなかったこともあり来てもらってしまった。それはいいのだが、来る日時を連絡してくれた時、シーラとドリスも一緒に行っていいかと訊かれて、首を傾げながら了承したというわけだが。

　居間に通してソファを勧め、お茶の用意が終わると、カーリンがにやにやしながら訊いた。

「一応最初に訊いとくけどさ、お姫様扱いがいい？」

「お願いだから勘弁してください」

「ん、判った。じゃあいつものままで」

　からから笑うカーリンに呆れ加減のカオのまま、シーラが菓子屋の紙袋を差し出してくれる。

「はい、手土産。口に合うといいんだけど」

「え、ありがとう。わあ、これって期間限定の新作！」

　それはラーシュと行ったコトのある菓子屋のものだった。

「嬉しい！　出ていたのは知ってたけど、ラーシュ様が帰ってくる頃にはお店が閉まってるからお願いもできなくて。すっかり出掛けられなくなっちゃったから、もう食べられないかと思ってた」

「大袈裟ねえ」

「そんなことないよ。ホンっトに最近出掛けられないの。ここ一週間くらいは家の敷地から出てないから」

「なんで？」

「あー、貴族の方々のご挨拶のお使いをずっと断ってたら、ヘタに買い物に出ると貴族の家の人に見張られてて、偶然と言い張って寄って来られては、すかさず挨拶やら家にご招待しますとか言ってきたり、贈り物を押し付けてきたりとかするから？」

　困ったカオで苦笑すると、うわあとカーリンが呻いた。

「うわ、めんどくさ。うっとおしいな、それは」

「まあ、やりそうなことよね」

　シーラが呆れた様子で言うと、ドリスがうんうんとうなずく。

「今日私が来たのはね、一応釘をさしておこうと思ったの」

「釘？　ナニを？」

「もしかしたらそのうっとおしい人たちの中に、ウチの実家が加わる可能性があるけど、他と同じように蹴っ飛ばしてくれて構わないからって言いたくて」

「ああ、それ、あたしも言いたかった」

　シーラが肩をすくめると、カーリンが手を上げた。

　シーラ・マルクス・ステニウスとカーリン・イェルド・オデアンは貴族の出身だ。

「競技会の時、あなたと一緒に仕事したじゃない。だから友人じゃないのか、仲良くしてるんじゃないのかって父がわざわざ訊きに来てね。たった一回くらい一緒に仕事したくらいで仲良くなんかならない、伝言鳥の宛先も知らないのに友人なんて言えないって言ったら、あからさまにがっかりして使えない娘だって。あの人、ちょっとでもヴィオラ姫様に近付く手段が無いかって躍起よ、もう」

「あー、ウチもたいして変わらないな。ほぼ一緒。まあ、あたしは初めから、知らんっつってそれ以上口を聞かなかったら、すぐ諦めて帰ったけど」

　貴族の娘二人の言葉にヴィオラが驚く。

「えええ、そんな、ごめんね、私のせいで不愉快な思いを」

「別にあなたのせいじゃないわ。あの人たちが勝手なのよ。普段ヒトのコト丸無視で放置のくせにふざけるなっていうの」

「まったくねえ。普段はあたしなんて存在していない扱いしてるくせに、都合のいい時だけオデアン家の娘って言いやがる。こっちこそ、家のことなんかもう知らんわっつーの」

　けっ、とでも言いそうな口調で言う二人は、どうやら同じように不愉快な扱いをされているようだ。

　カーリンは躾までほぼ師匠に丸投げで早々に家を出されたと言っていたが、シーラも同様だろうか。いずれにせよ貴族の娘なのに魔力があったばっかりに普通の貴族令嬢として扱ってもらえないことは理不尽ではあるが、この国ではそれはよくあることだ。

「ドリスは大丈夫？　なにか迷惑かけてない？」

　心配になって訊くと、微笑んでふるふると首を振ってくれたのでそこはほっとする。

「ドリスは元々私の乳母の娘だから、そういうのはないと思うわよ」

「ああ、そうなんだ。仲が良いと思ったら乳姉妹だったのね」

「まあ、そのせいでだいぶ私のとばっちりにあってて本当に申し訳ないんだけどね」

　途端に一生懸命首を振ってシーラの腕に縋るドリスの様子に首を傾げると、シーラが教えてくれた。






「父がバカなのよ。自分でドリスのお母様を私の乳母に選んでおいて、私とドリスに魔力があるのが判った途端、乳母をものすごくなじったの。乳母は魔力を持ってなかったのに、おまえの乳のせいで魔力が娘にも移ったんじゃないのか、絶対おまえのせいだって。バカじゃないの？　魔術庁に入ってからだって魔力が伝染するなんて聞いたコトないわよ。その上、私が治療方面に適性があると知ったら、今度は出入りの魔術師の医師が私の母と乳母と密通してたんじゃとか疑いだして。もう、疑心暗鬼もいいとこでばかばかしいんだけど、母は気が弱くて父には逆らえない人でね。さすがにお医者様はおじいちゃんだったから誰も信じなかったけど、でも父は頑なにずっとそう言い張ってた。その後も家の体面がどうとか言ってドリスを私のお付きにして、二人まとめてずっと家に閉じ込めてたわ。私、兄が二人いるんだけど、その人たちも庇ってくれるどころか私たちを軽んじてた。あの人たち、私のコトを妹扱いしていなかったもの。ドリスの方が姉妹同然だったわ。おかげで私は下の兄にけしかけられた友人って人たちに無理やり、ドリスは兄も含めて襲われて魔女になった上に、私を守ろう助けようとしたせいですごく殴られてそのショックで声が出せなくなっちゃった。結局その事件があったせいで、母が見るに見かねてそのお医者様に弟子入りという名目で家から出してくれたというわけ。父は、厄介払いができたとしか言わなかったそうよ。なら閉じ込めてないで初めからさっさとどこかの魔術師のところに弟子入りさせてくれれば良かったんだわ」






　貴族の娘だというのになかなか壮絶な人生を送ってきたらしいシーラの話に、ヴィオラは言葉が出なくなった。

　それを察してか、シーラがヴィオラに問う。

「で、ヴィオラ。なんで私がこんなこと話したか判る？」

「……え、わ、判らない、です」

「私たち、あなたと友達になろうと思って」

「え？」

「ああ、間違っても家のためじゃないわよ。そんなコトするくらいなら本気で修道院にでも駆け込むわ。そうじゃなくてね」

　シーラは一度ドリスを見てから、ヴィオラに向き合った。

「マティアス・アードルフ・フェルトって名前に聞き覚えは？」

「え？　………………え!?　なんでその名前!?」

　聞き覚えがあるとぼんやり思ってから、それが誰だか判った途端に声が大きくなった。

　存在自体は記憶から消し去りたいが残念ながら覚えているその名前は。

「誰だよ？」

　ひとり判らないカーリンの問いにヴィオラが答えた。

「ドリテア宮で、ヘンな逆恨みで私を襲おうとした騎士のヒト」

「ああ、アイツか！　え？　なんでそんなヤツの名前をシーラが？　しかもフルネーム？」

　ドリテアから帰ってきてからカーリンには話していた出来事だが、シーラにもドリスにも話してはいないし、そもそも二人には競技会以来会っていなかった。

　だが、答えは意外なところにあった。

「そいつ、私たちを襲った兄の友人のひとり」

「えええ!!」

「一応私も身分だけは貴族の令嬢でしょ。だけど向こうは責任取って魔女を嫁に、ってのだけは勘弁して欲しいってコトで、親同士の話し合いでなんかあったんじゃない？　一応跡取りだったはずなのに、あんなコトやらかしたせいで親に根性叩き直すって騎士団に無理矢理入れられたらしいわ。それで、兄にそそのかされたとはいえ自分でやらかしたコトのくせに随分魔女を恨んでたらしい。冗談じゃないわよ、恨むのはこっちだっての」

「……ああ、なるほど。それで魔女風情だったのね……」

　魔女を嫌う者は多いが妙に下に見て恨んでいそうな感じはあった。そういう方向に嫌っていたのかとは理解したが、いずれにしてもどう考えたって自業自得の逆恨みだ。

「あなたの件で、あの人、一応騎士団の規則で裁かれたはずなんだけど、実は王族を襲ったってことでそういう方向の刑罰を与えるべきでは、なんて声が出てきたらしくてね、なんか上の方で揉めてるらしいわ」

「え、でもそれって私ですら自分が王族って知らなかった時で、さすがに知ってたらやらなかったでしょ？」

「まあそうだろうけど、それはそれで問題じゃない。相手を選んでるってコトで。王族と辺境伯様に気を遣っている勢が突然うるさく言いだしてるってとこらしいわよ」

「えええ。それはなんか違うような」

「そんなもんよ、貴族社会なんて。ちょっとでも良いカオしてどこかで上手いコト取り入って上に上がろうみたいな輩ばっかり」

「それは今、毎日身に染みてるけど」

　でしょうね、と笑うシーラ。どれくらい貴族が押し掛けてくるのかはなんとなく理解しているようだ。

「なんでシーラ、そんなに詳しいの？」

　カーリンが気になったらしく訊くと、苦笑いする。

「残念なことに父の役職が騎士団の文官の上の方でね、そういう情報は入ってくるみたいなの。ノシュテット様の関係と魔術庁への依頼の件からヴィオラのことは知っていたみたいだけど、ドリテアの件の加害者の騎士がよりによってあの男だったからか、わざわざ教えてくれたわ。嬉しくないけどあなたのことがあったから黙って聞いておいたの」

　シーラはドリスとカオを見合わせて笑い合ってから。

「でもまあ、私たちとしては、あいつに罰を与えて更にやり返してくれたらしい相手に友情を感じてもいいんじゃないかと思うわけよ。結構こてんぱんにしてくれたんでしょ」

「んー、まあ」

「結構しっかりやり返したみたいだよ」

　程度を誤魔化そうと思ったらカーリンがバラしたので、やらかしたことを話したら、二人とも声を上げて笑ってくれた。

「よくやってくれたわ。いっそのことその股間、刃でぶっ潰してやったら良かったのに。そしたらもう二度とそんなコトできないでしょ」

「そんなことしないですよ！　それに余計に魔女に恨みを持つでしょ」

　なかなか過激なことを言うシーラの隣でドリスがうんうんうなずいているので慌てて反論するが、カーリンも含めて笑っている。なかなかコワい魔女たちの図だ。

　けらけら笑いながら、シーラが言った。






「あなたの来月の結婚式、ただでさえ呼ぶ人がいないのに、参列する友人がカーリンだけじゃさすがに寂しすぎるでしょ。私たちも参列してあげるわ。だから招待状を寄越しなさい」






　その言葉にシーラなりの優しさを感じて、ヴィオラは思わず笑った。

　そして、必ず、とうなずいて改めてよろしくと手を差し出した。握手をしたついでに伝言鳥の魔力をやり取りする。

　ヴィオラに、二人の友達が増えた。
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　舞踏会から一ヶ月後、ヴィオラとラーシュは結婚式を挙げた。

　参列者は、ラーシュの方は家族と師匠、騎士団長と副官のニルソン。

　ヴィオラの方は師匠とカーリン、シーラ、ドリス、魔術師長、そしてこっそりお忍びで王太子と国王陛下。

　人数的には極々内輪のこじんまりとした式だが、その参列者の位の高さには、花嫁以上に魔女の娘三人の方がビビりまくって固まっていた。

　魔術師長は、仕事上の上司というかたちでの参列だと思っていたのだが、そうではなかった。

　よく聞いたら師匠と魔術師長と陛下の三人の付き合いは随分古く、まだ十代の若い頃からの知り合いらしい。更によくよく聞いてみたら、実は魔術師長は師匠の兄弟子なのだそうだ。そりゃ古くからの知り合いな上にエルヴィーラの扱いをよく判っているわけだ。

　そして、だからこそ魔術師長がヴィオラをなにかと気遣ってくれていたのだと漸く理解した。妹弟子の弟子なら彼にとっても身内だと思っていてくれたのだろう。

　この期に及んでまだ新事実がでてくる事態に、もう隠してるコトありませんか？　ホンっトに無いですか？　とエルヴィーラに訊いて笑われた。ちなみに質問の答えは、『あるに決まってんでしょ』で、ヴィオラはがっくりうなだれた。

　幸い大きな混乱が無かったのは、花嫁が花婿を、師匠が陛下と王太子をそれぞれ連れて『扉』で式場に移動したことで移動による混乱が起こらなかったこと、王立教会の前で遊撃騎士団と近衛騎士団が警護していたせいで招待されていない貴族の乱入が完全に阻止できたおかげだろう。

　花嫁の美しさに涙を見せた国王陛下は、今日はすっかりただの花嫁の祖父だった。

　めちゃくちゃ躊躇いながら、それでもヴィオラが初めておじいさまと呼ぶと、感動のあまりもう何時お迎えが来てもいいなどと言いだし泣き崩れて息子に呆れられていた。

　国王陛下は南の離宮に移って、既にゆっくりと隠居の身を楽しんでいるそうだ。明言はしなかったが、きっとエルヴィーラもそこにいるのだろう。

「あたしは今すっごく幸せなんだから、あなたもちゃんとしっかり幸せになりなさい。いいわね。ああ、ラーシュ、無いと思うけど、間違っても浮気とかするんじゃないわよ。もしやらかしたらあたしの全力でしっかり死ぬまで解けない呪いを掛けてあげるからね。一生髪の毛が生えないとかずっと足が水虫とか、地味ーにずーっとイヤとかうっとーしいヤツ。すごく困るヤツだとヴィオラがいやだろうから」、

　師匠らしい言い様に笑ったヴィオラだが、ラーシュが仏頂面でしませんから絶対やめてくださいとイヤそうに文句を言ったのに、更に笑った。

　次の日、二人は南東にある貴族の保養地として有名な街へ一週間の新婚旅行に出かけた。

　純粋に遊びでの旅行が初めてで観光を楽しみにしていたヴィオラだったが、到着した日の夜から丸二日抱き潰されたことで出掛けられなくて拗ねてしまった。慌てたラーシュに連れられて次の日に出掛けたバザールで、王都では希少な薬草や薬剤の良質なものを破格の安さで発見し、結構な量を買ってもらってヴィオラはようやく機嫌を直した。聞けばこの辺りは鉱泉が湧く地であり、魔術師が喜ぶ希少な草や鉱石などの産地が近いのだという。それを知っていてこの街を旅行先に選んでくれたのだろうラーシュの気遣いにヴィオラは感謝した。

　温泉を楽しみ、その土地の菓子屋巡りをし、土産物の菓子をいくつも買ってその場だったり宿に持ち帰ったりしてたくさん食べた。

　とても楽しい新婚旅行だった。

　またぜひ行きたいですねと言ったら必ずまた行こうと約束してくれた。

　夫婦になったんだから、また二人で行けばいいと。もしかしたら三人になっているかもしれないけれど、とラーシュが笑うと、ヴィオラが恥ずかしそうに微笑んでうなずいた。










　城での仕事を終えて帰ってきたラーシュをヴィオラが出迎えると、門番役の騎士たちは帰っていく。

　そして、次の日の朝、当番の騎士が来て、ラーシュが出勤するまでその新しくつくられた門はしっかりと閉じられる。それがこの家の日常の光景になっていた。

　元々魔女の家に訪れる客は少ないし、夜になると、さすがに貴族の使いも来なくなる。

　夜に魔女の元を訪れなければならないような緊急の所用があった時には、門柱の上の小さな鐘を鳴らせば家に鐘の音が届くよう魔術が掛けられていたから突然の来客にもなんら問題はなく、常にその門は閉じていた。

　なんだか悪い魔女の館みたいだなとカーリンなどはおもしろがったが、ラーシュがヴィオラを護るためなんだから当然だと言って、常にきちんと閉じておくことを妻と門番役の騎士に厳命したのだ。

　そんなわけで、夜になるとこの家はヴィオラとラーシュ二人だけになる。

　夕食を二人で食べながら、ラーシュは何か変わったコトは無かったかと妻に訊くのがいつもの習慣になっていた。

「今日は午前に二件と午後から一件、貴族の方のお使いがいらっしゃいました」

　ちょっと溜息交じりでヴィオラが答える。

「もう結婚して一ヶ月経つんだし、そろそろ収まっても良さそうなものだと思うんですけどねえ」

　貴族からの挨拶攻勢は、結婚後には結婚祝いの贈り物攻勢に変わった。それもだいぶ落ち着いてきたのだが、数日ぶりに使いが来たことでヴィオラが溜息をつく。

「騎士の方々の門番ももうそろそろやめていただいて、普通のお仕事に戻っていただけるかと思ってたんですけど、もう少し待った方がいいんでしょうかね」

「そうだな、もう少し様子を見た方がいいと思う。案外ヤツらは残念がりそうだしな」

「え、なんでですか？」

　彼ら門番当番の騎士は、もちろん日がな門の前で立ちんぼというわけでもなく、二人で組手をしたり、薬草畑の手入れや庭の草むしりなどを手伝ってくれたり、買い物にも行ってもらったりして、ナニかと便利な存在ではある。だが、やはりそれなりに暇だろうし早く通常業務に戻りたいのではないかと思っていたのだが。

「ヴィオラ、門番当番に昼食を出しているだろう。それが妙にヤツらからの評判がいいんだ。門番に立つと美味い昼メシが食えるってな。俺に羨ましいって露骨に言ってくるヤツもいるくらいだ」

「ええ？　そんな特別変わったものをお出ししてるつもりはないんですけど？」

　街の食事ができそうな店は少し離れているし、独身の多い騎士たちは昼食の調達に困るかと思って、毎日彼らに昼食を提供している。どうせ自分の分があるし、少し前まで師匠の分もあったのだからそうつくる手間は変わらないし構わないと思っているのだが、意外に好評だったらしい。

　やたら美味いと言ってくれるのは、みんなヴィオラより年上の独身男性ばかりなので、気を遣ってお世辞を言ってくれているわけではなかったらしいと判ってホッとした。

「なんか最近、結婚したい、嫁さん欲しい、副長が羨ましいとやたらに言われるんだ」

　ヴィオラさん譲ってくださいと言われてぶん殴ったら二度と誰も言わなくなったのは内緒らしい。

「そんな美味いって、どんなの出してるんだ？」

「ええ、今日は、肉団子のトマトソース煮込みとポトフとパン、デザートにリンゴのゼリーくらいですよ」

「俺の昼食より美味そうだな。帰ってくれば良かったか」

「ええー、なんでラーシュ様まで」

「昨日は？」

「ええと、なんだったっけ、ああ、鶏肉のソテーでした。バジルとレモンのソースかけたやつ。ラーシュ様お好きですよね。あと野菜スープとパンと、プリンでした」

「そんなの出すからヤツらが門番当番をやりたがるんだ。もっと質素で適当でいい」

「適当って。せっかくわざわざ来てくださってるんですよ。そんなの悪いです。買い物にも行ってくださってるんですし」

「そんなの、業務の一環だ」

「…………ラーシュ様、もしかして妬いてます？」

「悪いか？」

　あっさりと肯定した旦那様をヴィオラが笑う。

「なんでですか。食事つくってるだけじゃないですか」

「俺がいない時に、きみがつくった料理を他の男と食べているのが気に入らない。どうせ一緒に食べているんだろう？」

「そうですけど、他の男の人って言ってもラーシュ様の部下の方々じゃないですか」

　ひとりで食べても寂しいし、どうせ他の人がいて食事を食べてもらうなら一緒でもいいじゃないかと思うのだが。

「上司の新妻に色目を使うバカは俺の部下にはいないと思うが、それでも本音では嫌だ」

「ラーシュ様ったらもう。心配し過ぎですよ」

「し過ぎじゃない。可愛い妻を心配するのは当然だろう」

　可愛い妻！　つい気恥ずかしくなってしまったが、それでもヴィオラは笑う。

「みんな親切にしてくださいますけど、それは私がラーシュ様の妻だからですよ」

「判ってはいるが、単純にただのヤキモチだ。家の修理や畑の手入れや食材の買い物なんかもまだ俺はなにも手伝ったことが無いからな、俺がやってないことをヤツらが一緒にやっているのが気に入らないというだけだよ」

「……結構気にしてますよね？」

　本来ここは魔女の家だ。やったことのないコトの方が多いのは当然だが、ラーシュは気になるらしい。

「今度の休みには畑だけでも手伝おう。教えてくれないか」

「別にいいのに。でも、ありがとうございます」

　礼を言ったヴィオラは笑う。たとえヤキモチが基になっていようとも、そうやって一緒にやってくれようとする気持ちが嬉しい。

　食事が終わって片付けも済ませ、居間で一息ついているラーシュにお茶を出しながら、ヴィオラが言った。

「さっき、ラーシュ様がやってないことを騎士の方々がいろいろやってるって言ってましたけど、考えてみたら、ラーシュ様としかやってないことだって意外とたくさんありますよね？　師匠とすらしたことないコトが」

　三人掛けのソファの隣に座ったヴィオラに、ラーシュがにやりと笑う。

「ああ、セックスとか？」

「もう！　それはそうですけど、でもそうじゃなくて！」

　判っていて言ったラーシュが、笑って続けた。

「だが、エルヴィーラ殿とすらしたことないことっていうと、だいぶ少ないんじゃないか？」

「そんなことないですよ。一日かけてのお菓子屋さんの食べ歩きとか。最近はできてないですけど」

「ああ、さすがにそれは俺とだけか」

　ラーシュが笑う。

「思えば、きみがあの時それを提案してくれていなかったら、もしかしたら今、こんなふうにきみの隣にいなかったかもしれないな」

　あの時。師匠のお供で城に上がった時、一緒に菓子を食べる機会がなかったら。

　ラーシュが菓子が好きだと白状してくれなかったら。

　……ヴィオラが、思い切って菓子屋の同行を言い出さなかったら。

　ラーシュがヴィオラのコトを、友人として、ひいては女性として見てくれる機会は無かったかもしれない。

　そう思ったら、勢いでだったとはいえ、思い切って言ってみたあの時の自分の勇気を讃えたい。

「あの時は、もうめちゃくちゃドキドキしていたんですよ。断られていたら、私きっとものすごく落ち込んでました」

「あー、あの時は、菓子を買いに行ける機会ができたことに喜んで、女の子と出掛けられるとかいう浮ついた気持ちじゃなかったな。すまない」

「いえ！　それはそれで良かったんです。憧れのラーシュ様と普通に一緒に出掛けられることがとにかく嬉しくて幸せで、もうこれ以上望むなんて贅沢だと思ってましたから」

「贅沢って」

　ラーシュが苦笑するが、ヴィオラは更に主張する。

「贅沢ですよ。だってラーシュ様ですよ。滅竜騎士様なんですよ。遥か上の方の雲の上の存在なんですよ！　そんな憧れの人と一緒にお菓子買いに行くなんて、友達もいなかった庶民の小娘の魔女からしたら有り得ない奇跡じゃないですか」

「それこそ大袈裟にも程がある表現だな」

　とうとうラーシュが笑いだした。

「きっと、ラーシュ様にはずーっと私のあの頃のドキドキ感は判らないと思います。ひとりでデートみたいだって舞い上がって緊張してたんですから」

「いや、そんなコトはないと思うけどな。今考えれば、俺だってそれなりに緊張はしていたとは思うぞ」

「え、そうなんですか？」

「それに、俺だってきみと出掛けることをとても楽しみにしていたよ。気が付いたら菓子を買いに行くことよりきみと出掛けることの方を楽しみにしていたという程度には」

「え、そうなんですか？」

「全部、あの夜きみが倒れた時まで自覚していなかったけどな。それくらい女っ気と恋愛に縁が無かったと思ってくれ」

　笑って言ったらナゼかヴィオラが黙った。どうしたのかと思ったら、ものすごく視線を他所に泳がせながら、ぼそぼそと言い出した。

「……あの、ラーシュ様は、競技会の時の他の騎士の方々みたいに、女の子に声を掛けたりしてたコトはなかったんですか？　その、遊び相手に女の子ナンパしたりしてたコトとかあったのかなあって。もっと若い頃には恋人が欲しい時だってあったんですよね、きっと。いえ、私と付き合ってくださる前なんですしいいんですけども、どうだったのかなあって。正直に教えて欲しいなあとか」

　突然、競技会の時に抱いたもやもやとした記憶を思い出して、つい訊いてしまった。

　思い切り視線をそらしているヴィオラが気まずそうなカオをしているのに気付いて、ナニを訊かれたのかときょとんとしていたラーシュは、やっと理解した。そして、ラーシュは思わずヴィオラを引き寄せてその腕に抱き込んだ。

「そういうコトをしたコトは本当に全然無いよ。そもそもあまり興味が無かった。王都に来る前だって、俺はこのみてくれだからすぐ誰だか判るし、地元でヘタにそんなコトはできないし。王都に来てからだって、女性はみんな俺の見た目と目つきの悪さに怖がる方が多かったから、そんなカオをされてまでどうにかして手に入れたいなんて思うほど魅力的だと思う人もいなかったし。恋人は自分には縁のないものだと結構早いうちに思っていたから結婚もしないだろうと思っていたくらいだ。寄ってくるのは肩書目当ての打算込みしかいなかったし、そんな女性はこちらからごめんだった。だからそんな心配をする必要はないよ。でも、そういうヤキモチは可愛くて嬉しいな」

　途端に腕の中でじわりと赤くなった頬に、ラーシュはくちづけた。

「……ヤキモチ、なんて……」

「じゃあ、俺がナンパしてたって言ったら機嫌が悪くならないか？」

「それは……！　イヤです」

　正直に言えば、ニヤニヤと嬉しそうに笑いながらラーシュはその華奢な身体をますます抱き込んだ。






「心配しなくていい。本当に、俺が自分から欲しいと思ったのはきみだけだ」






　甘く。耳元で、でもはっきりと。ラーシュが告げる。






「愛しているよ、ヴィオラ」

「はい。私も、愛してます」






　嬉しくてうなずいて見上げれば、見下ろすその優しい視線が熱くなる。

　くちづけられて目を閉じると、ゆるりと胸を揉まれた。触るだけではなくて、それは確実に続きを示唆するように捏ねられて。

「……んっ、ふ、ダメ、ここじゃ……っ」

「今、ここで欲しい」

「でも、……っ、やん！」

　手早くヴィオラの服の胸元が緩められ、白い膨らみが露わになると、ちゅうっと吸い付かれた。

　するりとスカートの中に手が入り、そして躊躇いもなく下着の中へ、そしてソコに刺激を与えられてヴィオラの声が跳ねる。

「あぁ、やっ、あぁ……んぁ！」

　ラーシュの指が動く度にヴィオラの身体がびくびくと跳ね、胸の先を甘噛みされてその刺激に更に喘ぐ。その甘美な刺激の先を知っている身体はすぐにその先を求めて疼き、こんなところでと思うのにその続きを求めて脚を開く。

　すぐに入り口を探られ、弄られ、擦られて、そしてその泉へと指が潜り込む。既にすっかり潤っていた泉のナカから恥ずかしい水音が鳴りだした。

　はしたないと思う理性と、もっと気持ちヨくして欲しいと願う欲望がせめぎ合って、結局欲望が勝つ。

　愛する人に愛を囁かれて触られて、嬉しいと思わない女はいない。

　魔女の本性だけじゃない。素直に、もっと愛し愛されたい。

「……ほしいの、んっ、ラーシュさま、もっと、ほしい、もっと……っ」

「ああ、もう、かわいいな、ヴィオラ……っ。俺も、欲しいよ」

　熱い吐息を吐くラーシュが下半身を寛げて己を出すと、危なげなく妻の身体を持ち上げ、ヴィオラのナカへと入り込んだ。

「ああああ！」

　その衝撃に弓なりになるヴィオラを抱きしめ、ラーシュはその身体を蹂躙する。










　甘く熱い抱擁を交わしながら、愛し合う二人はひたすらお互いを求めあう。

　叶わないと思っていた想いを成就させて、ずっと憧れていた最強の騎士の腕の中で乱れるその魔女は、今、愛する人にすべてを委ねて心からの幸福に身を浸す。

　異形と謂われた最強の騎士は、孤独な心を満たしてくれる可愛らしくも健気な魔女を己の唯一として愛し、護ることを誓った。

　滅竜騎士と白金の杖の魔女の夫婦は、この後、国中で知らぬ者がない程に睦まじい夫婦として一生涯、その名を馳せることになる。

　だが、それはもう少し後のことで。

　熱く甘い夜は更けてゆく。

　ひたすらにお互いを貪りながら。

　今はまだ芽吹かないその次の命が、やがて魔女の身に宿るまで、幾度でも。







了













白金の杖の魔女と滅竜騎士の溺愛【番外編】




















昔話　　とある魔女と王子の話












＜　１　＞






　予想外に長引いた戦闘のせいで、随分帰るのが遅くなってしまった。

　すっかり闇夜になってしまった街道を騎士の一団が馬で駆けていた。

　その先頭を走るのは、綺麗な金髪の青年だった。優しげな風貌だが、その表情は僅かに苦い。

　王族の所領と隣の侯爵領の境である西の森に魔獣が現れて領民に被害が出ているという訴えを聞き、騎士団一個小隊が討伐に打って出た。その指揮を執ったのが、第一騎士団に所属する彼、レオナルド・ヴァルタル・レンストランドだ。

　侯爵領と王領の両方に足を踏み入れるのにいちいち許可を得る面倒を顔パスでクリアできるレオナルドが同行することは、この討伐には必須だった。

　明るいうちに討伐を完了し、森を発てるはずだったのに、思いがけず大きな営巣を見つけてしまい、掃討するのに予定外の時間が掛かった。おかげでこの時間だ。

　幸い団員は一人も欠けることなく帰路についている。怪我人も戦闘終了時に同行した魔術師によって完治している。ただ疲れているだけだ。ああ、腹も減ったな。

　そんなコトをつらつら思いながら馬を走らせていると、不意に目の端で遠目に火柱を見た。次いで、どぉん！　いう重低音の腹に響く音。

「何事だ!?」

　思わず馬の手綱を引いて止まると、火柱の方を見遣る。少し離れた小高い丘の上が燃えていた。真っ黒い空に紅の炎が立ち上り、そこに建っている建物の黒いシルエットを浮かび上がらせていた。

「火事か!?」

　一緒に止まった他の騎士たちもざわつく。

　レオナルドの隣に馬を付けた彼の副官であるルーカス・イェスタ・カルネウスが、難しいカオをしていた。

「おかしいですね、あの館は数年前から廃墟で無人のはずですが」

　すると、他の団員も言い出した。

「そういえば、近くの村で、この近くで乱暴な流れ者が溜まって困っているって話を聞きました。もしかしてあそこが溜まり場だったんですかね？」

「だったらあそこに人がいるってことか!?」

　ぎょっとしたレオナルドが馬の首を巡らせて走らせようとしたところをカルネウスが止める。

「待ってください、行くんですか!?　流れ者ですよ！」

「当たり前だろう！　流れ者だろうがならず者だろうが、我が国の国民だ！　悪人なら助けてから捕まえる！」

「承知しました。全員じゃなくていいですね。半分ついてこい！　残りは先に行け！　レオナルド様は、」

「行くに決まってるだろう！」

「ですよね。やれやれ、先に帰ってくれればいいのに。怪我人がいても手は出さないでくださいね」

「出さんでどうする！　俺は何しに行くんだ！」

「職務以外で怪我されたら困ります」

　カルネウスの指示で隊が分かれてそれぞれ馬を走らせる。

　先行した騎士が館に上がる道を見つけ、先導して館に辿り着いた。

　館は既に半ば崩れていて、元々石造りだったからか燃えるものも少なかったのだろう、炎は既にだいぶ鎮火しつつあるようだ。初めの爆発のような音はなんだったのか。

　邸内を確認するため、馬から降りて中に足を踏み入れる。熱気が熱いが耐えられないほどではない。

　窓はすべてガラスが割れ、燃えそうな装飾やカーテンなどもすべて無いか燃えていて、見る影もない邸内を手分けして駆け回るが誰もいない。

　邸宅のつくりはどれもそれほど違うわけではない。一階のサロンにあたる辺りの部屋に踏み込んだ誰かが声を上げた。

「レオナルド様！　いました！　……けど、これは……っ！」

　駆けつけたレオナルドとカルネウスが部屋に踏み込む。そして、思わずその光景に足を止めた。






　血の海だった。






　何人いたのだろう。ソレは既にヒトの形を成していなかったからよく判らない。

　複数のヒトだっただろうモノたちが人間の所業と思えない力によって惨殺され、原型を留めていないほどにザクザクにぶった切られ、あるいは真っ黒に炭化して転がっていた。何故それが複数のヒトだと判ったかといえば、いくつもの頭部が血の海に浸って転がっていたからだ。

　誰がどう見ても凄惨な大量惨殺事件の現場だった。

　後から駆けつけた騎士たちが、あまりの光景に言葉を失う。年若い者は口を押さえてえづきだした。

　レオナルドはこみ上げる吐き気を必死に耐えながらそれでもその部屋を見まわす。ナニがどうしてこんな状態になっているのかが知りたかった。

　村人たちが言っていた流れ者たちの仲間割れなのか、しかし、ではこの火事はなんなのか。

　意を決して部屋の奥へと歩き出したレオナルドを慌ててカルネウスが追い越して先に立つ。なるべく残骸や血を踏まないように気を付けながら足を進めたカルネウスが先に気付いた。

「人が……！」

　人が倒れていた。身体にどこも欠損の見られない様子の、小柄な身体。子供？

　駆け寄ってみれば、その姿にまた足が止まった。

　それは、たぶん少女だった。ひどく痩せぎすの、小柄の少女。

　そしてその少女は、……裸だった。

　僅かな服の残骸が腕にまといついているが、ほぼ全裸のその顔や身体は暴力を振るわれたとみられる痕がいくつもあり、そしてその身体には明らかな凌辱の痕が見て取れた。

　あまりにも酷い姿が痛まし過ぎて、男二人はカオを強張らせる。

　死んでいるかのように動かないその身体に、カルネウスが自分の上着を脱いで被せると首筋に手を当て、口元に手をやってからレオナルドを見上げる。

「生きてます……！」

　言われた瞬間にレオナルドが少女を抱き起こした。

「レオナルド様！　俺が！」

「いい！　俺が連れて行く！　他に生きている女性がいないか皆に探させろ！」

「はい！」

　駆け出しながら察していた。おそらくこの少女は、ここに住み着いた流れ者たちに嬲り者にされた被害者であろう。どこかからさらわれてきたのだろうか。

　ならば親兄弟や知り合いがこの娘を探しているのではないだろうか。

　だが、抱えた少女は異常なほどに軽い。ちゃんとまともな食生活をしているのかと心配になる。

　こんな目に遭ってしまった不幸は如何ともしがたいが、それでも目を覚ましたら、この火の海の中で生き残ったことをこの娘は幸運と思えるだろうか。……それとも、死んでしまった方が良かったと絶望するだろうか。

　少女を抱えて、呼ばれて先に外に待機していた魔術師に診せる。その姿にすぐに状況を察した魔術師は、顔をしかめながらもその身体中の怪我や傷を治癒魔術で治す。そして気付いた。

「……この子、魔力切れを起こしてますね」

「魔力切れ？　じゃあこの子は魔女ってことか？」

「ということは、ああ、そうか、なるほど、そういうことか。可哀想に」

「だからなんなんだ」

　一人で判ったカオをしている魔術師に焦れてレオナルドが訊く。遅れて戻ってきたカルネウスが近付いてきたのを見てから魔術師が言った。

「魔女は、というか魔力持ちの女の子は、性行為をすることで初めて魔女として自分の全魔力を使えるようになるんです。つまり、魔女になる前の子たちはたいした魔力もないわけで、こうやって大人数の男に襲われてもほとんど抵抗なんかできなかったでしょう。ですが、この子は魔女にされたあとで全力の報復をしたんでしょうね。おそらくこの子の得意な魔術は火でしょう。だから魔力が暴走した結果が大爆発、火事になったと」

「……たぶん、風もあるんじゃないか。男たちがザクザクに切り刻まれてたから」

　カルネウスが呻く。うなずいた魔術師が続けた。

「ただ、制御の仕方なんか知らないでしょうから、魔力暴走を起こしたことで使えるだけの魔力全部を使ってしまい、魔力切れを起こして昏倒してしまったということです。我々がここに来なかったら火事に巻き込まれて一緒に燃えていたか、煙に巻かれていたか、とにかくそのまま死んでいたかもしれません。……この子にとっては、どちらが良かったかは判りませんが」

　敢えて淡々と、魔術師が言う。それは、たぶん他にもそういった魔女が存在することを知っていて、そう珍しい事例では無いのだろうと予測がついて、レオナルドは痛ましさに表情を歪ませた。

　同意の上だろうと、彼女のように無理矢理だろうと、性行為をすることで少女は大人になる。つまり魔女と呼ばれる存在はすべてが大人の女性であり、子供の魔女はいないということだ。

　一般的に魔女は、魔力を持たぬ者にとっては脅威であり、畏れられる存在だ。だが、魔女が魔女になるためにこんな非道で悲惨な行為を受け入れなければならないのならそれはあまりに哀れだ。

　館の中を探索した騎士たちが手ぶらで帰ってきたことにむしろ安堵して、騎士団は撤退をした。

　少女をこのまま放置するわけにはいかないが、身元も判らない未成年の娘を勝手に王都に連れ帰るわけにもいかない。侯爵領の騎士団に引き渡すのが一番妥当だと言えた。

　それで終わる、と皆思っていた。だが、そうはならなかった。

　侯爵領の騎士たちは、魔女となった彼女を引き取ることを拒否したのだ。

　魔女であるこの娘がどこの誰かであることはすぐに判った。王領に程近いとある村の教会で育った娘だという。捨て子で両親は判らない。捨てられた理由は判らないが、理由の一つに魔力を持っていたことがあるだろうことは予想に難くはなかった。魔力持ちは厭われる。田舎であればあるほどそういう理由で捨てられる子供がいることは知っていた。

　そういう子に何かあった時、その村がこれ以上その子に関わるのを拒否することも。

　とりあえず目を覚ますまではと無理を言い、彼らの宿舎にと用意された部屋のひとつを彼女に提供した。レオナルドが自分にと言われた部屋を使わせると言い出すと先方の騎士たちが慌てて止めようとしたが、怒れるレオナルドの眼光の前になにも言わなくなった。傷付き昏倒する少女を差し置いて一人上等の暖かい寝床でぬくぬくできるほど彼の騎士道精神は擦れていない。

　実際にはさすがにカルネウスがそれを許さず、彼に宛がわれた部屋を少女に使わせることでレオナルドを納得させたのだが。

　一晩眠った少女は、目を覚ますと暴れかけたが、ここが騎士団の宿舎であり、自分が助けられたことが判るとおとなしくなった。それでも、騎士たちに傍に寄られることはさすがに拒否した。男たちに襲われた直後の娘だ、当然の反応だろうと許容したレオナルドは、部屋の扉を開けた状態で部屋の外に椅子を置いてそこに座るとそこから話をした。

「私は王都の第一騎士団分隊長のレオナルドといいます。あなたのお名前を教えていただけますか、レディ」

「……ここにはレディなんていないわ」

「いえ、あなたですよ、レディ」

「汚らしい男たちに寄って集って汚された女がレディなワケない」

「あなたは被害者です。それに、女性はみんなレディですよ。あなたをなんとお呼びしたらよいですか？　教えてくださらなければ、ずっとレディとお呼びしますが」

　苦虫を噛み潰したような渋いカオをした少女は、仕方なくというように言った。

「……ヴィー」

　にっこりと笑みを見せたレオナルドは、それからすぐに真顔に戻った。

「ありがとうございます。では、ヴィー。聞きたいことは二つです。一つ目、あなたはあの男たちにさらわれたんでしょうか？」

「……まあ、そうね。あたしの意思じゃないって意味では、さらわれたんじゃない？」

「どういう意味でしょうか」

「あたしはね、ヤツらに差し出されたの。あいつらは自分達の安全のために、要らないあたしをヤツらに売った。そんだけよ。しょうがない話だわ」

『ヤツら』と『あいつら』が誰かの推定はできていた。

『ヤツら』は彼女を汚したあのならず者たち。そして『あいつら』は村の者たち、教会の育ての親たちだ。

　彼女が眠っているあいだに調べさせたところ、なかなか酷い話が判った。

　ならず者となった流れ者たちは、近隣の他の村も含めて現れては乱暴狼藉を働いていた。金品や食料のみならず、そのうちに彼らは若い女を要求しだした。騎士団に討伐を願おうと進言したが取り合ってもらえず、さりとて娘を差し出そうという村人がいるわけもなく。困り果てた村人たちは、身寄りのない孤独な少女を生贄にしたのだ。

　報告に来た騎士が苦り切ったカオで最低な村だと言っていたが、それを選択させる前に動かなかった騎士団にレオナルドは腹を立てていた。力を持たない村の苦渋の選択より、力を持つくせに動く気のない騎士団の判断こそ責められるべきだ。今もそうだ。身も心も傷付いているであろう少女一人を保護する気がまるでない彼らに、貴様らはなんのためにいるのかと問い質したかった。

　報告の再確認をするために訊いた質問は、意外にも彼女が状況を冷静に理解していることを教えてくれるもので。

「しょうがない？　村の人たちを恨んでいないんですか？」

「そりゃ、恨んでないって言ったらそりゃウソだけど、しょうがないじゃない。あの村で一番要らないのがあたしだったんだから。あたしだって思うわ、ちょうどいい年の孤児の小娘がいたらそいつでいいじゃんって。全力で恨むならあの男たちよ。でも、助けてくれたってコトは、あなたたちがヤツらを叩き殺してくれたってことでしょ？　ありがとね」

「覚えていないんですか？」

　小首を傾げるヴィーに、レオナルドはあったことを正直に話した。おそらくは彼女が惨殺したのであろう男たちの様子は少し緩和したものの、それでも彼女が自分で自分の仇を討ったことを告げると、目を丸くしていた彼女は思わずと言ったように高笑いをかました。

　何故か、レオナルドにはそれが泣いているように思えた。

　報告では十五歳だと聞いた。それにしては体重も軽く腕も細かった。胸の辺りまである赤い髪は艶が無く、血色もあまり良くはないし、決して健康的とは言い難い。彼が知る同じ年頃の貴族の娘たちと比べて、あまりに表情に精彩が無かった。

　こんな目に遭っても年端も行かない少女が素直に泣けない、その事実だけでも、彼女が村で決して幸せな人生を送っているわけではないことを感じて、何とも言えない無力感に居たたまれなくなる。

　泣く代わりに盛大に笑ったヴィーを無言で見ていたレオナルドに、彼女は訊いた。

「で？　もう一つは？　質問、二つあるって言ったよね」

「はい。あなたはこれから、どうしたいですか？　村に戻るというのならお送りしますが」

「あー……。あんまり戻りたくはないなあ。どうせなんで戻ってきたとか責められそうだし」

「私も現状を知る限りではあまりお勧めできません。他に頼れそうな知り合いとか場所とかはありませんか？　たとえ遠くとも責任を持って安全にお送りしますよ」

「そんなもんあったらもう行ってるわ」

「それもそうですね」

　うなずいてから、レオナルドは問うた。

「ここではない他所へ行きたいが当てはない、ということでいいですか」

「そうね」

「ならば、このまま王都へお連れするというのはいかがですか？　我々の地元です」

「……はあ？　王都お？　え？　あ、そういえば王都の騎士団って」

　驚くヴィーにうなずいて、レオナルドは微笑んで見せた。

「はい。王都でしたら私も多少の顔は利きます。ご希望があれば仕事や住むところのお世話もできるでしょうし、魔女として生きるのなら知り合いの魔術師にあなたの師事を頼んでもいい。これも何かの縁です。あなたの生活の目途が立って落ち着くまでくらい面倒を見ましょう。いかがですか？」

　目を丸くしていたヴィーは、じっとレオナルドを見つめて考え込む。そして、うなずいた。

「……じゃ、そうしよっかな。全然知らないトコに行くのもまた一興。ってか、ドコ行こうがこれ以上悪い環境になるとは思えないし」

「承知しました。では、早々ですみませんが、明日には王都へ向かいます。村に残してきたもので持って行きたいものなどはありませんか。あれば取りにやりますが」

「ないない、なーんもない。大切なものも惜しいものもなんにもないわ。お金もないからそこから頼るけど、あ、でも、服くらい用意してくれる？　コレ、誰のか知らないけど男モノよね？」

「あ、はい、もちろんです。ここを出る前には届くと思いますので」

　現在のヴィーは助けた時に掛けたカルネウスの軍服をそのまま着ている。大人の男の服は痩せぎすの少女には大き過ぎで、その小さく華奢すぎる身体を隠すことは容易だが、それでもそのまま移動するなんてさすがに論外だ。

「じゃ、お世話になります。よろしくね、えーと、レオナルド様？」

　おどけて頭を下げたヴィーがカオを上げると、にっ、と笑った。

　それはさっきの狂気じみた笑いではなく、年相応の可愛い笑みで。初めてみせたそんな笑みに何故だかものすごく安堵したレオナルドは、立ち上がって胸に手を当て、淑女に礼をするように頭を下げた。

「こちらこそ、どうぞよろしくお願い致します、レディ」






　……それが、それから五十年以上もの長きにわたって関わることになる魔女と後の国王となる第二王子の出会いだった。
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　王都に戻ったレオナルドの采配で、ヴィーは住み込みで魔術師の弟子になることになった。

　師匠となったアレクサンドラ・ビリエル・ロングストレームは大変優秀な魔女で、王都の魔術研究庁の副魔術師長の地位にいる才媛さいえんだ。魔女にしては珍しく少々固いところがあるが、それでも同じ女性であるだけでも精神的な負担はだいぶ軽かろうと思われた。他にももう一人、アンセルムという名の師匠の遠縁の子だという三つほど年下の男の子の弟子がいて、順序の上では年下の兄弟子という態になるが、弟子入りしてまだ二年ほどで、あまり上下はないようだった。

　貴族の少年と田舎の庶民の娘というまるで違う環境下にいた二人はいろいろな意味合いで正反対だが、喧嘩をしながらもそれなりに上手くやっているようだった。

　それというのも、王都に来てすぐ魔力量を調べてみたところ、ヴィーの量は師匠をも遥かに凌ぐものすごい魔力量だったからだ。

　魔女の力量、威力などは当然魔力量に比例する。近年これほどの量を持つ魔女は現れていなかったため、魔術庁の上層部が話し合った結果、アレクサンドラにヴィーの教育を一任することになった。そういう経緯もあり、ヴィーよりかなり量の少ない年下の兄弟子は一応彼女に一目置くかたちになったのだった。

　もっともそれ以外のところは現在まったくヴィーに勝てるところはなく、勉強はまず読み書きから、魔術も威力ばかりバカでかくてもちっとも精度は上がらないという始末で、何歩も彼に先に行かれている。

　生意気な年頃の貴族の少年らしく今ひとつ可愛げに欠けるが、それでも師匠が忙しい時などに判らないことを訊けばその場で応えてくれる素直さをヴィーは素直にありがたく思っていた。少年の方もまったくなにもできないくせに既に魔女であるということに子供なりになにか思うところがあったのだろう、嫌味や皮肉を言いながらも意味もなく突き放したり嫌ったりすることは無かった。

　姉弟というほど近いわけではないが、一緒に住んでいる者同士の気楽さという点では割と良好な関係と言えただろう。

　今まで勉強する機会自体が無かった田舎の孤児は、これまで使うことを許されなかったせいで隠れていたらしい好奇心が活性化したのか、どんどんその知識を吸収し、溜め込んでいった。

　アレクサンドラは割とスパルタだった。

　一応理論はきちんと教えるが、ヴィーには理論より実践の方が判り易いという結論を早々に下したらしく、魔術庁の演習場でいろいろな魔術を身体でガンガン覚えさせた。炎の出し方ひとつとっても、術式をどう弄ればいいか、どうやって調節するかを実体験で覚える。それはヴィーにとっては机上の理屈で覚えるよりよほど判り易かった。逆に兄弟子の方は、理論をきちんと理解した上で正確に術式を発動させる。正反対の覚え方をする弟子を両方上手く導くアレクサンドラの手腕はさすがの才媛であった。

　それだけではなく、師匠がいなくても二人はよく自主練習をした。

　今日も今日とて、光の槍を構築し、魔獣に見立てた的に叩き込む。

　ヴィーが振り回している真新しい杖は、弟子入りが決まった時に師匠にもらったものだ。

　持った瞬間その杖は一瞬にしてどす黒い漆黒に、そして先端の珠は深い赤に染まってしまい、涙ぐんだ師匠が思わずヴィーを抱きしめたという。

　だが、本人は真っ黒なんてむしろなかなかカッコイイとあっけらかんと笑ったらしい。

　兄弟子が三本しかつくれない槍を簡単に五本つくり飛ばした先で、的が木っ端微塵に破壊された。

「うわー、これはまた見事な。また威力が上がったんじゃないか？」

　よっしゃー！　と勝ち誇っていると、後ろから声が掛かった。優しい声色にすぐ誰だかが判ってヴィーは笑顔で振り向く。

「レオナルド様！　来てたの」

「うん、ちょうど通りかかったんだけど、演習場からどっかんどっかん盛大な破壊音が聞こえてきたから、きっといるなと思って立ち寄ってみたんだよ」

「破壊音て」

　笑うレオナルドに唇を尖らせると、隣にいた兄弟子が溜息をつく。

「確かに破壊音でしょうが。見なよ、あの木っ端微塵の的の数々。片付けるのが面倒そうだし」

「ならいっそ、全部燃やしちゃえばいいんじゃない？　集める手間が省けるわ」

「ヴィー、そーいう短絡的なところが大雑把だっていうんだ」

「まあまあ、アンセルム。ある意味間違っちゃいないんじゃないか？　効率的ではある」

「レオナルド様、そうやっていつもヴィーを甘やかすのやめてください」

　兄弟子が溜息をつく。子供のくせに、すっかり保護者のような口ぶりだ。

「いやいや、きみや師匠が厳しいから私は甘やかすんだよ。厳しいばっかりじゃ辛いだけだからね」

「わーい、レオナルド様優しい」

「レオナルド様は甘すぎです。おかげでちっともヴィーがしっかりしようとしないじゃないですか」

「なによー、アンセルムがしっかりし過ぎなんじゃない。もーちょっと子供の可愛げってもんはないのー？」

「余計なお世話だよ！　ヴィーこそ、もーちょっと大人の女性を目指せば？　あんまりいつまでもガキっぽいと、そのうちレオナルド様にも呆れられるんだからな！」

「はあ!?　言ってくれるわねー！　あたしだってがんばればオトナの魅力くらい！」

「がんばってからモノ言えば!?」

「まあまあまあまあ。二人とも落ち着いて」

　どうしようもない口喧嘩に発展しそうなところでレオナルドが割って入ってようやく止まる。

「まったく、二人とも仲が良いなあ。羨ましいよ」

「今のどーやって見たら仲が良くみえます？」

「仲良く口喧嘩してたじゃないか。些細なことならただのコミュニケーションでしょ。私は兄上とそんなに楽しそうに口喧嘩をしたことは無いからね」

　微笑むレオナルドだが、ヴィーとアンセルムは若干困ったカオでお互いを見る。

　第二王子レオナルドと第一王子である兄フレデリクは、あまり仲が良くない。というより、兄が一方的に弟を嫌い、遠ざけている。レオナルドは別に兄を嫌ったりはしていないのだが、向こうが勝手に嫌っているのだ。

　国内および国際情勢が落ち着いている現在、騎士団の増強を図り、他国への攻め入りを考える兄と、今のうちに更に経済を発展させ、国力を上げるべきだと考えるレオナルドは会うたびに議論になった。

　父王は、長男に政務を、次男に軍務を課した。お互いの主張を理解するためだと思われたが、長男の方は政務に苦労していたし、次男の方もその心根の優しさ故に騎士としてなかなか苦慮していた。

　それでも二人とも就けられた任務をおろそかにすることは無く、王子としての責務を全うすべく努力していた。

　レオナルドは弟として兄を支えようと思う気持ちは強い。だが一介の騎士として、騎士団や地方の状況を知れば知るほど兄の考える騎士団の強化は現在不要と思われた。それどころか綱紀粛正をしっかりとし直し、根性を叩き直したい事例ばかりが目に付く。ヴィーの一件でもそれは明らかだった。

「王太子様も、もーちょっと歩み寄ればいいのにねー。自分で敵増やしてどーすんのよ。別にレオナルド様はお兄さんのコト嫌いなワケじゃないのにさ」

「世の中、ヴィーの脳みその中身みたいに単純じゃないんだよ」

「なぁんですってぇ!?」

　呆れた口調で言うヴィーに、アンセルムがしれっと毒づく。くつくつと笑いながら、レオナルドはうなずいた。

「いや、ヴィーの言う通りだよ。世の中難しそうにみえて案外根っこのところは簡単だったりする。でも、そこに行きつくまでにいろいろと余分なものが絡みすぎて、なかなかうまく解決できないんだ。兄上があんなに敵意丸出しで噛みついてこなければ、もうちょっと話し合いの余地はあると思うんだけどね」

　兄である王太子が自分を嫌っている理由は、実は判っている。

　兄より弟の方が、確実に為政者としての政務に有能だからだ。慣例に従い兄が王太子を継承してもなお、性格からもその能力からも、実はレオナルドを次の王にと望む声が無くならないことを兄は焦り、あまりにも気にし過ぎていた。

　子供の頃はそれなりに仲が良い兄弟だったはずだ。それなのに、成人してからは兄の笑顔をいつ見たか覚えていないほどに疎まれてしまった。それがレオナルドにはとても寂しい。

　だから、目の前の血の繋がらない兄妹弟子の仲の良いやりとりがとても羨ましいと思う。血なんか繋がらなくとも家族にはなれる。それなのに何故、本当に血の繋がった兄とは仲良くできないのだろう。

「……私は、別に王位になんか全然興味はないんだけどな」

　つい、ぼそりと漏れた弱音に自分ではっと気付いて口を噤む。アンセルムが何かいいたげに、それでも口を閉じると、きょとんとしたヴィーが、言った。

「あたしも、レオナルド様に王様になんかなって欲しくないなー。だって、そうなっちゃったら、こんな風にもう口きいてもらえなくなっちゃうもん。そんなの寂しい」

　目を丸くしたレオナルドの隣でアンセルムが怒った。

「ヴィー！　またそういう考え無しなコトを言う！」

「えー、だってホントじゃない。こんなふうに気楽に会えなくなっちゃったら寂しいよ。アンセルムだってそうじゃないの？」

「それはそうだけど！　でもそーいうコトじゃなくて！」

「あはははは！　うん、ありがとう！」

　怒るアンセルムの声を聞きながら、レオナルドは笑いだした。ぎょっとしたアンセルムに笑いかけてから、レオナルドはヴィーに言った。

「私もきみたちに会えなくなるのは寂しいよ。これからも仲良くしておくれ」

「もっちろん。ねえ、アンセルム？」

「はい、光栄です」

　うなずく兄妹弟子に嬉しそうにうなずき返す。

　不意に背後で呼ばれる声がした。振り向けば、入り口のところでカルネウスが呼んでいる。そろそろ行かねばならないらしい。この後も仕事は詰まっているのだ。

　もう行っちゃうの？　と残念そうなヴィーを、忙しいお立場なんだからしょうがないだろ、とアンセルムが諫める。本当にどちらが年上か判らない。

「では、またね」

「はい。またお話しに来てね。絶対よ」

　ヴィーが念を押すので判ったとうなずく。じっと見上げる視線を不思議に思ってどうしたのかと訊くと。






「あのね、レオナルド様。腹が立ったり嫌なことがあったりして疲れたら、いつでもあたしたちのトコに休みに来てね？」






　目を瞠って、それからアンセルムにも目を遣ると同じ目でうなずかれた。

　どうやら、兄とのごたごたで少し疲れていたのを見抜かれていたらしい。

　……この二人は、本当に彼の癒しだ。

「……うん、ありがとう。そうするよ。また来る」

　心からの笑みに、二人がほっとしたように笑ってくれた。思った以上に心配されているらしい。

　カルネウスに急かされて急ぎ足で歩きながら、レオナルドはささやかな安らぎの時間を得て少しだけ気分を浮上させた。まだがんばれる、そんな気分にしてもらえたことに感謝しながら。










　ヴィーが王都に来て、あっという間に六年が経った。

　その頃になると、アンセルムは通常の修行の他に魔術研究庁への入庁試験の準備も始めていた。

　魔術師としての実力は決して低いものではなかったが、傍にいる妹弟子の実力が魔術師としてより師の補佐の道を選ばせたらしい。そのアンセルムとて、貴重な精神干渉系魔術を使える術師として試験を受けずとも入庁することはできたのだが、貴族として文官の立場が欲しいのだそうだ。

　師匠に付いての魔術師の修行は大体十年前後だ。十歳前後で修行を始めて成人と認められる十八歳から数年のうちに独り立ちをするというのが大体の慣例だが、ヴィーは師に師事した年が遅かったため、まだまだ修行の身である。とはいえ、その魔力の豊富さ故に、消費の大きな魔術が使えるだけでなく日に何度も練習ができるという理由もあるのだろう、めきめきと腕を上げていた。

　なにより、高難易度魔術である『扉』や『壁』を使えるようになると、魔術研究庁もその将来を期待するようになった。もう既に見習いではなく魔女であることで、できることならば入庁をと望まれていたが、まだ修行が半ばであることを盾に師匠がそれを止めていた。給料も出るんだし別にいいじゃんと言うヴィーを師匠が止める理由がどの辺にあるのか、その頃の彼女には判らなかったが、とりあえず堅苦しいのはイヤだったから、まあいいかという程度の認識でしかなかったのは確かだ。

　その理由が判ったのは、それからしばらくしてからだった。
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　たまたまその日は、ヴィーがやらかした失敗の後始末のために師匠の執務室に居残っていた。

　もう遅い時間だ。それでも興が乗っている魔術師たちは時間などお構いなしで研究に没頭しているのだろう。ちらほらと灯りのついている部屋もあるかという時間だった。

　不意のノックにヴィーはカオを上げた。

「はいー？　ロングストレームはいませんよー」

　のんびりと応えた声に驚いた様子で扉が開いた。

「ヴィー？」

「え、レオナルド様？　なんで？」

　入ってきたのはレオナルドで、驚いたカオには明らかな疲れが滲んでいた。それに気付いてヴィーの表情が曇る。

「レオナルド様？　なんか疲れてる？　とりあえずこっち来て座りなよ」

「ああ、うん、ありがとう。副魔術師長は今日はもう帰った？」

「あ、師匠に用事だった？　うん、アンセルムの試験の関係でなんか親御さんと会わなきゃらしくて、二人で実家に行ってるはず。急ぎなら伝言鳥飛ばすけど？」

「あ、いいんだ、別に明日で。灯りがついていたから来てみただけで、そんなに急ぎってわけじゃないから。それより、ヴィーはなにしてるの？　書類整理？」

「あー、あはははは」

　気まずそうに笑うヴィーが言うには、ここでできるようになったはずの魔術を師匠に見せたらその力加減を間違えたらしく、空気爆発を起こして書棚や机の上の書類や本が吹っ飛んで大惨事となったそうだ。その後片づけを言いつけられたのは、まあ当然というものだろう。

「終わるまで帰ってくるなって言われてねー」

「それはしょうがないな。でも食事は？　ちゃんと夕食は食べたのか？」

「うん、お城の食堂でね。師匠のツケでがっつり」

　にやりと笑ったヴィーはただでは転ばない。笑ったレオナルドは、来客用の偉そうなソファに座り込んで積んだ書類を分けているヴィーの隣に座った。

「はかどってるの？」

「いやそれがね、あとこれだけなんだけど、似たような文章ばっかで順番が判んなくて。もう、ページ番号くらい振って欲しいよね、こーいうの。全部読めばわかるんだろうけどめんどくさいし、時間ばっか掛かって進まないじゃない。そもそもあたし如きが読んじゃっていい書類かも判んないし。いっそとりあえずひとまとめにしておいて、師匠に分けてもらうかと」

「ああ、それがいいかもね。もっともあの副魔術師長が読ませてまずいモノがある状態できみに全部任せるとは思えないけど。……ああ、初めからきみがそういう放棄の仕方をすると踏んでいるかもしれない」

「行動読まれてる！」

　がーん！　と自分で擬音を言っているヴィーにくすくす笑いながら、レオナルドは横から手を出して書類をひとまとめにして揃えると、執務机の上に置いた。

「そういうことなら、罰当番はこれで終了だな。もう遅い時間だから気をつけて帰りなさい」

「あ、レオナルド様、あたし、こないだ、『扉』を使えるようになったのよ！　だから帰るのに外歩く必要ないの。スゴいでしょ！」

「え！　そうなのか。それは確かにすごいな。修行、真面目によく頑張ってるんだな。偉いぞ」

　ついアタマを撫でると、ヴィーの頬が赤くなった、ような気がした。

「えへへ、うん、そうなの、結構がんばってるんだよ、あたし。でも師匠はまだまだだって」

「そうか。なかなか厳しいな。でも彼女は私も信頼している優秀な人だからね。彼女がそういうのならばそうなんだろう。でもちゃんとヴィーの努力は判っているはずだよ」

「そうかなあ。そうだといいな。うん、レオナルド様がそう言うなら信じるよ」

　にっこりと笑うヴィーは本当に素直にレオナルドを信頼しているのがよく判る。その懐かれようを素直に嬉しく思う。と、ふとその笑顔が曇った。

「それよりレオナルド様、なんか随分疲れてない？　ちゃんと休んでる？　師匠の用事となにか関係ある？　……もしかして、王太子様と喧嘩した？」

　意外な鋭さと共に心配されてレオナルドは苦笑した。

「……喧嘩、できればいいんだけどね。兄上は私の言うことには耳を貸す気はないらしい」

　六年たっても兄弟仲の改善はまったくなされていなかった。むしろその溝は広がったといって良かった。兄は更に軍備の増強を望み、弟はそれよりも国内の整備や教育に力を入れるべきだという主張を引かなかった。父王が敢えて介入しなかったせいもあり、それはいつまでも長引き、益々二人の間には溝が広がっていく。

　そして、今日もたまたま会う機会があったが、持たれた話し合いは物別れに終わった。

　だが、今日兄が言い出したことは、レオナルドが頑として聞き入れたくはなかった事柄で、そしてそれを実現させるわけにはいかない事案でもあった。

「兄は、きみたち魔術師を戦争利用したいらしい」

　目を丸くしたヴィーは、首を傾げた。

「え？　騎士団に入れるとかってこと？　それなら今も手伝ってるじゃない」

「いや、現在のような治療や後方支援を目的に協力してもらうのではなくて。……攻撃魔術を他国の侵攻に使うために、純然たる兵士として軍に組み込むと」

「へ？　それって、なんだっけ、あ、そうだ、国際協定違反、じゃなかったっけ？　あたし、それ結構早いうちに習ったコトだよ？」

「そう、それを兄上は破ろうとしている。そんなこと、許容できるわけがない」

　常人が持っていない強大な魔力を持つ魔術師。それは普通の人たちにとって、単純に脅威の存在だ。そしてその魔術師は、他国と比べて明確に、昔から何故か我がレンストランドに数多く産まれている。ただ、その理由までは判ってはいない。

　レンストランドは周辺諸国に比べて決して国土が広いわけでも騎士団が強力なわけでもない。それでも攻め込まれないのは偏ひとえに魔術師が前面に出てくるのを恐れているからだ。

　強大な魔術師が相手ならば、たった一人でも数十人、もしかしたら数百人でも敵わないかもしれない。

　それは当然他国には脅威となりえた。そこで、周辺の国々は相談の上、協定を組んだ。

　協定は大雑把に言えば、戦争時に於ける他国及び人間に対する攻撃魔術の使用を全面的に禁止する、その対価として、協定の調印に参加した周辺諸国は不可侵を約束するというという条項である。

　協定が結ばれてから数十年それは守られてきた。現在の周辺諸国は平和で、戦争を知る世代は既にほとんどいない。今それをひっくり返す必要が、何故、どこにあるというのだろうか。

「なんで王太子様は、そんなむちゃくちゃ言い出してるの？」

「判らない。だが、確実に判るのは、兄上がきみたち魔女を戦力に使えると思っていることだ。そしてきみたちを使えば戦争に勝てるとも」

「王太子様は戦争をしたいの？」

「たぶん。そして国土を広げたいのだろう。そうすることで国力を上げればいいと言われた」

「その前に国が荒れるじゃない。被害に遭うのはまず攻める側も攻められる側も平民なのに。畑や山も荒れるし、人だってたくさん死ぬ。喜ぶ人ばっかりじゃないのに。あたしでも判るのに、王太子様はそんなことも判らないの？」

　首を傾げるヴィーの質問に、レオナルドは苦り切ったカオでうなずく。

「その通りだ。判らないんだ、兄上は。多少の犠牲を払おうとも、それが国のためになるのならば許されると主張している。踏みにじられる方の者たちにも同じことが言えるのかと言ったが、大義の前には許されると。国の主として自分の主張は正しいという。私の言うことに耳を貸す気は無いと言われた」

「……そんなの……」

「なにより私が許せないのは、魔女を前線に立たせるということだ。戦力になるほど威力のある術を使えるのは、ほぼ魔女、女性だというのに、兄は別に構うまいと言う。忌むべき能力を国のために使えるのなら本望だろうと。魔獣や害獣に向ける攻撃魔術を敵国に向けるだけだ、大差はないと。現在の政務は多岐にわたって魔術の利便性に頼っているところがあるというのに、その魔術師を蔑ろにできるその正当性が私には判らないよ」

　苦々しく押し出される声は本当に辛そうで、ヴィーも眉間に皺を寄せた。

「……ごめんね。本当はこんなことをヴィーに愚痴るつもりじゃなかったのに。すまないが、このことはまだ他に口外しないでおくれ」

「それはもちろんだけど、でもそれは別にすぐ実行されるわけじゃないんでしょ？　国王陛下がまず許さないと無理でしょ？」

「ああ、だが、兄は王太子だ。いずれ譲位されて国王になる。それがいつかは判らないが、そうなった時、実行される可能性は大きい。止められる者がまわりにいるかどうかという点でも変わるだろうが、私の言うことに耳を貸さない兄が家臣の言うことを聞き入れるかというと疑問しかない」

　苦い表情のレオナルドを見て本当に難しいのだと察すると、ヴィーにそれ以上言えることが思いつかない。元々政治向きのことなど判らない。

「さすがに現状では、協定のこともあるし、戦争状態に突入することへの不安で賛同する官僚は少ない。こちらから侵攻するということは国際的に見ても間違いなくこちらが悪者になる。それを判っているのに、私が反対することで官僚たちが私を支持することを兄は気に入らないらしい」

　六年前から変わらず、現状でもレオナルドの王太子待望論はまだ根強い。王太子は二年前に正妃を娶ったが、まだ子に恵まれてはいない。ということは自身が王になってもその後の継承順位として王太子はレオナルドとなる。それが更に気に入らないのだろうと思われていた。

「……私はね、ささやかな抵抗にと魔術研究庁と協力して兄の要請には応じないよう副魔術師長と相談して形式を整えているんだ。少なくとも現在は国際協定を盾に戦闘の参加を拒否できる。今まで当たり前に参加しなくて良かった戦闘を、改めて魔術師が参加してはいけないのだと、魔術師それぞれに再認識してもらう。その上で、兄上が国王になった時にその命令を拒否できるだけの下地をつくりたい」

　それから、レオナルドはヴィーを見据えて言った。

「その作戦の一端はきみも担っているんだよ、ヴィー」

「はい？　あたし？　なんで？」

「きみの魔力は強大で現在の魔術庁の誰よりも魔力保有量が多い。特に攻撃魔術に適性がある。そしてそれを兄は知っている。もしきみが兄の命令に従うのならば、戦力として計画の実行に多大に貢献すると思わないか？」

「はあ？　ヤだよ、そんなの！　あたしはレオナルド様の命令なら多少大変でも喜んで言うコト聞くよ。でも王太子様のそんな無茶、聞く気ない！」

「うん、ありがとう。だが、おそらく兄はこれからきみに接触を図ってくるだろう。きみを取り込むため、きっといろいろと手を尽くしてくる。高額な報酬や地位を提示してきたり、時にはきみの師匠やアンセルムなんかの身近な人を盾にしてまで迫ってくるかもしれない。それを阻止するために、まずきみとアンセルムは魔術庁の入庁をしばらく見送りたいと思っている」

「え。あたしはともかく、アンセルムまで？　でもあの子、今、試験勉強をすごくがんばってるんだよ？」

「入庁してしまったら王命を断るわけにいかなくなる。一介の市井の魔術師であればその本人の我儘と気まぐれで断るというかたちが採れるんだ。古来より魔術師は優秀であるほど我儘で気まぐれだという。きみがそうであっても不思議じゃない」

「……もしかして、あたしが魔術庁に入らなくていいって師匠が言ってるの、そのせい？」

「ああ、そうだ。たぶん、今アンセルムの実家に行って親御さんと話しているというのもその件だと思う。受験の延期の説明にね」

「……ああ、そういう。別に無期延期っていうわけじゃないのよね？」

「ああ、もちろんだ。彼は優秀だし、入庁して国のために働いてもらいたいと思っているよ」

　受験勉強をすごくがんばっていたアンセルムには気の毒だが、そんな事情があるのなら仕方がない。頭の良い子だ、きっと理解し納得するだろう。

「……なるほど、判った。うん、なんにも聞いてなくてもたぶん断ってただろうと思うけど、そういうことなら当然協力する。絶対王太子様のいうコトなんか聞かない。レオナルド様の力になれるんなら、いくらでもがんばるよ、あたし。できること、なんでも言って」

「うん、ありがとう」

　ようやく薄く微笑んだレオナルドの笑みは、だが決して元気が出たわけではないことがありありと判って、ヴィーは悲しくなる。

　レオナルドの笑顔が好きだ。

　あの日、無理矢理魔女とならされたあの夜に助けられてから既に六年が経つ。一時期は暴力に傷付き、男なんか大嫌いだと思っていたヴィーだったが、それもやがてレオナルドの笑顔にゆっくりと癒されていった。

　我が国の第二王子だと知った時にはさすがに驚いたが、ちっとも偉ぶらず、ヴィーのような汚れた平民の魔女にも普通に接し、言葉遣いも改めようと思ったのにそのままでと微笑んでくれた。

　殿下と呼ぶとそれも拒否され、せめて名前でと言われてレオナルド様に落ち着いた。

　副官のカルネウスには難しいカオをされているが、懐けば懐くほど可愛がってくれているのが判って嬉しくて。兄のように、年上の友人のように接してくれる『殿下』は、本当はそんなわけがないのにすっかり身近な存在になってしまった。

　もちろん王都に連れてきた張本人として責任を感じてもいただろう。だがそれ以上に彼にとって息を抜ける相手として、心の安息をもたらすささやかな拠り所として傍にいていいのだと思えることが嬉しかった。カルネウスもそれを感じていて渋々目を瞑ってくれているのだろう。

　そして、そんなレオナルドに、やがてヴィーが憧れ、更には慕う気持ちが大きくなっていっても決して不思議ではなかっただろう。

　本当なら届くわけがない。魔女と王子の恋など叶うはずがない。いくら双方がそれを求めたとしても、周りが許すはずがない。それこそあらゆる手を使って引き離そうとすることだろう。

　そして、なによりレオナルドがヴィーに対してそんな気持ちを持つはずかない。

　必ずしも政略結婚を強いられるとは限らない。だがそれでも第二王子とはいえ一国の王子が魔女を王子妃に据えることを許されると思うほど彼は愚かではない。

　初めから成就など不可能な恋。

　それでも。

「……ねえ、レオナルド様。より確実に、あたしが王太子様の誘いに乗らない理由、つくってもいい？」

「もちろんそうしてくれればありがたいけど、なにをするの？」

　僅かにカオを上げて彼女を見たレオナルドに、ヴィーは僅かな躊躇いのあと、くちづけた。

　触れるだけで離れたその感触に呆然として、それからレオナルドは何を言いたいのかを察した。






「あたしを、レオナルド様の愛妾にして」






　息を詰めたレオナルドがそれを否定する前に、ヴィーは言った。

「あたしがレオナルド様の言うことしか聞かないっていう理由、これ以上ないと思うよ」

　にっこり、と、敢えてヴィーは笑った。明らかな困惑と躊躇が見えるレオナルドは、しかし否定しようとしてそれが事実であることに気付き、苦いカオをする。それでもさすがにそれをすぐに肯定するわけにはいかなくて。

「……そんな理由で、きみを抱くなんて自分が許せない。こんなことに巻き込むためにきみを王都に連れてきたわけじゃない。少しでも幸せになって欲しいと願ったからなのに」

　おそらくそれは本心だ。

　兄の策を挫くじくための作戦であり、何度か身体の関係を持つことは必要だろうが、形式だけ整えれば別に本当にヴィーを愛さなくたっていい。そして王子という立場ならそれくらい許されるだろう。そういう浮いた話のまったくない第二王子なら、むしろ周囲に安心すらされるかもしれない。

　それなのに、こんな小娘の魔女を利用することすら躊躇う優しい王子に、だからこそヴィーはすべてを託すことができる。






「ねえ、レオナルド様。あたしは幸せよ？　だって、好きな人に抱いてもらえるんだもの。それにどんな理由がくっついてたって、あたしは嬉しい。それでレオナルド様の助けになるんなら最高じゃない。それともレオナルド様は、他の男たちに汚された女はイヤ？」






　小首を傾げるヴィーの笑顔は曇りひとつなく。

　……レオナルドは溜息をひとつつくことで、覚悟を決めた。






「……そんなこと、あるわけがない」






　つぶやいて、そしてレオナルドはヴィーを引き寄せた。今度は自らの意思でヴィーにくちづける。

　魔女を抱きしめたレオナルドがやがてその服に手を掛ける頃、ヴィーはつぶやいた。






「……好きよ、レオナルド様。あなたを心から愛してる。でも、あなたはあたしのコト好きにならなくていい。いくらでもあたしを利用して。そしてあたしを必要として。あなただけの魔女と名乗らせて。そしたらあたしはそれでもう充分幸せだから」






　一瞬泣きそうに表情を歪ませた王子にその魔女が向けた笑みは、対照的な心からの歓びに満ちたものだった。










＜　４　＞






　意図的なリークもあったのだろう、副魔術師長アレクサンドラ・ビリエル・ロングストレームの弟子が第二王子レオナルドの寵愛を受けていることは早々に広まった。

　それより先に事情と計画を知った師匠・アレクサンドラは苦り切ったカオで深い溜息を吐いたが、異議を挟むことは無かった。ヴィーの身柄をどう守るかで頭を悩ませていたが、弟子の打った先手は意図的に手段として外していた事柄であり、それを選んだ弟子の成長にわずかばかり驚いた。だが、当然弟子の恋心に気付いていた師匠としては、それを利用するかたちになってしまっていることに大人として申し訳なさを感じてもいるようだった。

　アンセルムは、ものすごく複雑そうなカオをしていたが、王太子が画策している戦争の件を聞いたこともあるのだろう、王子と妹弟子の二人ともにそれでいいのかと訊き、いいんだと返されたことで、自分の意見を飲み込んだようだった。おそらくそれは、自分が介入できることではないと割り切ったのだろう。

　六年の間にチビで痩せっぽちのヴィーは、アレクサンドラやアンセルムの世話によってその栄養失調だった身体にすっかり栄養を行き渡らせた。伸びた深紅の髪は美しく艶やかになり、肉付きも良くなった。年頃の娘らしく胸は大きく、尻も張り、腰はくびれて手足もすんなりと伸びた。痩せこけていた顔もふっくらした結果、結構な美人になった。

　化粧と衣装でしっかりと武装し、レオナルドに護られながらも強い自分を演じた。

　これなら、第二王子の連れとして遜色はないだろうと胸を張れた。

　それから後のレオナルドは、積極的にヴィーを連れて歩くようになった。

　表に出て名乗るに際し、ヴィーという名では軽く威厳が無いという理由で、師匠に『エルヴィーラ』という魔女としての名前を与えられた。それ以降、公式にはすべてその名を名乗った。

　王子はエルヴィーラを魔獣や害獣の討伐に連れて行くようになったし、舞踏会などの貴族の集まりにも伴った。

　当然興味本位でいろいろと訊かれたり勘ぐられたりもしたが、すべて笑顔で聞き流した。

　レオナルドの手前、あまり下種なことを訊かれることは無かったが、そういう目で見る貴族たちをむしろこちらから見下した。貴族などと格好をつけても品性を疑いたくなる者はたくさんいたから、そういう者に師匠から受け継いだ鋭い舌鋒ぜっぽうで言い返すのは楽しかった。

　あの生真面目な第二王子を落とした妖艶な魔女。そしてその魔女は王子に惚れ込んで彼の願いや命令以外はそれが誰であろうと一蹴する。そんな評判が世間を席巻した。

　実際、エルヴィーラはレオナルドの魔獣討伐などに同伴しても、他の騎士や魔術師の言うことなど一切聞かなかった。連携のれの字も無く、問答無用で魔獣の群れを攻撃した。魔術騎士もいる中、あまりに威力の違う魔術攻撃は連携など取れるわけもない。

　その代わり、騎士たちが前線に立つ前にエルヴィーラが攻撃魔術を放つことで彼らの怪我は激減した。少なくとも魔女の魔術が味方の騎士を傷付けることは無い。

　それを良しとする者、内心複雑な者、憤る者、その意見はそれぞれだったが、彼女が騎士たちと親しくなろうという気も無かったために斟酌することも無かった。実際にはその印象を操作するためにカルネウスが暗躍していたが、気付く者はいなかった。

　隊の中には六年前に彼女を助けた時にいた者も若干ながらいて、その騎士たちには王子に恩を返す姿として多少好意的に見てくれる者もいたらしい。

　そしてそれは城内でも同じだった。貴族の身分を笠に着て不埒を働こうとしたり、逆に貶めようとする高位貴族に、エルヴィーラは楯突き、やり返した。

　基本的にエルヴィーラは自分から手を出すことは無い。その代わり、やられたらすべてやり返した。

　激昂しても第二王子の名を出されては引っ込まざるを得ない。一部のやられっぱなしだった下位のメイドや侍女などには好評を得ていたが、大抵は生意気だと嫌われた。

　レオナルドのところにはちょくちょく文句や苦情が寄せられるようになったが、楯突いた理由を突き詰められるとほとんどは苦情を言ってきた方が悪く、結局逆に注意を受けて帰らされた。

　そして、次第にやりたい放題やっていると見られだしたエルヴィーラは、手に負えないという悪評が付いて回るようになる。

　別に手を出されるようなコトをしなければ、ただの美しい女性なのだ。だが向こうから手を出してくるから応戦する。あたしが悪いわけじゃない。そう言い放ち、実際そうだったためにそれは次第に、溜息と共に受け入れられていった。

　魔女エルヴィーラはレオナルドの言うこと以外聞かない、それが定説となっていった。

　だが、世の中そんな主張が常にすべて許されるわけではない。許しがたいと思っている者もいた。

　第一王子フレデリクがその筆頭だった。

　自分の戦争に於ける魔女参戦論を成功させるため、何度もエルヴィーラに対し接触を図ったが、それはすべて不発に終わった。魔獣討伐に於ける戦果を聞き及ぶにつけ、その魔術の威力を欲しいと何度も願い、協力を頼んだが、一度も聞き入れられることは無かった。

「私はレオナルド様の魔女です。レオナルド様のご命令でなければお聞きする気はありません」

　その一点張りだった。

　どんなに高額な褒賞を提示しようとも、名誉な称号や地位を与えると言っても、そんなものは要りません、私はただレオナルド様のお傍にいたいだけ、と言われ、それ以上なにを与えると言われても揺らぐものではなかった。最後には、なら自分の愛妾にならせてやっても良い、などと血迷ったことまで言ったが、レオナルド様でなければイヤなので結構です、と彼女にあっさり断られたことで、彼は自分の権力の限界を知らされた上に男のプライドすらも砕ける散々な憂き目に遭うこととなった。

　師匠や兄弟子を盾に脅すところまで来た日には最後通告とばかりににこやかに返した。

「あまり無茶をおっしゃられるなら、みんなで他国に移住を考えますよ？　きっとどこの国でも喜んで受け入れてくださると思いますし」

　そう言いながら、『みんな』の面子を並べられて、王太子は蒼白になった。何故なら彼が『戦力になると』想定している高魔力量保持者のほとんどの名を連ねたからだ。

　そんな連中が他国に流出するなど、考えただけでも脅威だった。そして、まかり間違ってこちらに攻め込まれるなどという事態が起こったら壊滅するのはこちらの方だ。

　一国の王子を半ば脅すかたちで、魔女参戦論を無理矢理抑え込んだエルヴィーラの成果はレオナルドの想定以上のものだった。

　とりあえず、予想以上の成果は得たものの、だがレオナルドはあまり喜んではいなかった。

　あまりにも魔女エルヴィーラの悪評が立ち過ぎていることに申し訳なさを感じずにはいられない。

　それは、ヴィーをしてあまりにノリノリで動きまくったせいであり、彼女にしてみたらその悪評も望んだ通りといえるものだったのだから全然後悔などしていないのだが、心優しい王子は自分のせいでただの素朴だった少女ヴィーが、すっかり悪女呼ばわりされていることに罪悪感を抱えずにはいられないらしい。

「別にいいのに。知ってて欲しいひとがホントのコト知っていればそれでいい」

　ヴィーにとって大切な人たち、それは師匠や兄弟子、そしてなによりレオナルドだ。そして彼の腹心や高位魔術師たちも知っていて、黙って支えてくれている。それはヴィーの心の支えになっていた。

　正直、下っ端の魔術師たちや騎士たちの悪評などどうでもいい。くだらないことしかさえずらない口の悪い侍女たちなど更にどうでもいい。

　ただ、自分が動くことで大事だと思っているひとたちが不利益を被らなければそれでいい。

　自分を囲っていることでのレオナルドの評価が下がることだけが危惧されていたが、しかしそんなじゃじゃ馬どころか暴れ馬な魔女にあそこまで心底惚れられている男として、ある意味その度量を評価されているらしいと聞いてそれはそれでほっとした。

　レオナルドは、ヴィーを愛してくれた。

　愛妾としての体裁を整えるためだけでもいいと思っていたのに、ちゃんと心も身体も愛してくれた。

　大切に抱いてくれて、愛を囁いてくれた。

　彼が正式な妻を娶ることになったら身を引くつもりではいたけれど、そんな気配も一向になく、女として求めるのはただヴィーだけだった。

　それが、レオナルドを愛しているヴィーに嬉しくないわけはなくて。彼の望むまま、望む時に、いくらでもその身を差し出した。

　……だから、気付かなかったのだ。

　いつの間にか月のものが止まっていたことに。

　ふと気付けば、魔力が激減していた。最大値の半分ほどしかない。それに気付いたのは、ある日の害獣駆除の折のことだった。

　いつものように景気良く攻撃魔術をぶっ放し、気持ち良く討伐を終わらせた後で、感じたことのない脱力感にヴィーは首を傾げた。いくら景気良く術を使ったとしても膨大な魔力は満量の魔術騎士たちを数人分あわせてもまだ多いはずだ。すぐに魔力が切れかけているのだと気付けなかった。

　だが、同行していた治療専門の魔術師がその様子を見てふと首を傾げた。

「もしかして、随分魔力が減ってます？　枯渇寸前みたいな疲れたカオしてますけど」

「……え？」

　それで初めて気付いた。確かに魔力がほとんど残っていない。その場は適当にごまかして無事に帰り着いたが、その魔力は何日経っても半分も回復しなかった。

　今までにない事態にヴィーは動揺した。そしてそんな時に唯一頼れる存在、師匠に泣きついた。

　弟子の診察をした師匠は、すぐに看破した。

　ヴィーは、妊娠していた。

　その結果にヴィーは大混乱した。

　魔女は、男性と性行為をしても、魔力が少しでも減っていれば男性の精液を吸い上げて魔力還元するため、妊娠しない。逆に言えば魔力量が満量ならばその可能性もあるのだが、ヴィーは威力誇示のためなにかと魔術を使っていたのでいつも多かれ少なかれ魔力を消費していた。だからいくらレオナルドに抱かれても妊娠することはないと勝手に思いこんでいた。

　だが、どこかのタイミングで結実してしまったらしい。

　魔女は妊娠するとその間の魔力は徐々に減っていき、最終的には最大値の一割から二割ほどまで激減する。それを知識として知ってはいたが、まさか自分がそれを経験するとは欠片も思っていなかった。

　愕然とした。めちゃくちゃ怖くなった。魔力の消失以上に自分の身体の中に子がいることに慄いた。

「それで、どうするの？」

「産みます」

　だが、師匠に訊かれた時、なんの迷いもなくするりと出た言葉に自分でも驚いた。産むと口に出した途端、選択はそれ以外にないと思った。諦めるという選択肢はまったく浮かばなかった。

　腹の子を諦めるのなら、魔術の行使によりなんの苦痛も伴わずそれを行うことは可能だった。

　だが、ヴィーは、レオナルドの子を産みたいと思った。

　せっかく宿った、愛する人との愛の結晶を放棄するなんてしたくなかった。

　だが、それをレオナルドに背負わせるわけにはいかなかった。

　彼は王子だ。いずれどこかの高貴な姫を妻として娶る身であり、婚外子がいることは決して名誉なことではない。そして、それなのにレオナルドはヴィーの身を心配する優しい人だった。誰より彼にバレてはいけない。そう思った。

　妊娠を打ち明けられたアンセルムはしばらくアタマを抱えていたが、それでも腹の子を護ることに異存はなかった。ただひとこと、『バカだな、ヴィー』とつぶやいただけだった。ヴィーは、困ったように笑っただけだった。

　師匠と相談して、しばらくは少し行動を控えた。

　幸いつわりは軽く、気分が悪くともごまかしが利く程度だったのも幸いだった。

　言動はいつもと同じだが、魔力行使に気を付けた。決して魔力が減っているとバレるわけにはいかなかった。誰よりレオナルドに疑問を持たれるわけにはいかなかった。

　それに、そもそもこの妊娠が表沙汰になれば、魔力の減っている今、おとなしくしている王太子派や、彼女に害意を持つ者たちがエルヴィーラに危害を加えたり、最悪殺害の危険すら有りうる。そういう意味でもバレるわけにはいかない。レオナルドがいない時には師匠かアンセルムができるだけ共にいてヴィーを護っていた。

　だが、安定期をいくらか過ぎた頃には、結局レオナルドにバレてしまった。

　いくらふくよかになってきたヴィーであっても、その腹の出具合をそういつまでも誤魔化しきれるわけがない。とある夜伽を求められた夜、とうとうヴィーはレオナルドの追求を躱しきれなかった。

　レオナルドは喜んでくれた。ヴィーは、もうそれだけで充分幸せだった。

　だが、やはり手元に置いて育てるわけにはいかないことはなかなかうなずいてくれなかった。エルヴィーラが愛妾であることは周知なのだから、子ができても不思議ではない。いずれ正妃を娶らねばならないかもしれないが、それでも自分の第一子として育てればいい。前例など過去にいくらでもある。レオナルドは主張したが、今だからそれをするわけにいかないと説明した。

　最大の理由は、未だ王太子に子ができていないからだ。レンストランドは王位継承権を男子のみに継承する。もし腹の子が男の子だったら、このままなら王太子の次の継承権はレオナルド、そして腹の子の順となる。王太子が素直にそれを認めるとも思えなかった。そして、魔女を嫌う貴族たちに、『魔女の血を引く王子の子』を認め敬う度量があるとは思えない。きっと蔑ろにされる可能性の方が圧倒的に高い。

　なにより、腹の子が男だろうと女だろうと、エルヴィーラの子の命を狙う輩は必ず現れる。子の命を守る方を優先するべきだった。

　……結局、最後まで嫌だと抵抗したレオナルドは、しかし結局子供を手放すことを承知した。再三ヴィーと師匠、アンセルムまでもが説得に回り、折れざるを得なかったのだ。

　ヴィーは一時的にレオナルドの元を離れることになった。師匠の知り合いからの頼まれごとをヴィーにやらせるという理由で、レオナルドの許可を得てノシュテット辺境伯領に行くという態だった。

　辺境伯領は昔から魔女に優しい土地だ。そして魔術研究庁としても繋がりの深い場所である。竜という脅威の存在のために魔力の強い魔女が赴くことにそれほど疑問を持たれることは無い。そこに子が産まれるまで極秘で匿ってもらうことになった。

　師匠と辺境伯の間でどういったやり取りがあったかは判らない。だが、師匠に送られて『扉』で辺境伯の邸に送ってもらった先で、ヴィーは温かく迎え入れてもらった。さすがに当主の邸というワケにはいかず、当主の長男が与る別宅に逗留することとなった。

　長男はノシュテット家ではたまにあるという先祖返りの特徴を僅かに顕したまだ若い男だった。もちろんヴィーには及ばないが男性にしては強めの魔力を持つというブルーノ・モンス・ノシュテットは、やたら女性の扱いに慣れていて、それがヴィー相手でも崩れることは無かった。

「難儀している女性がいたら助けるのは騎士として当然。それが庶民でも、もちろん魔女でもね」

　にっこり笑ってウインクなんぞ寄越す家主は、おちゃらけていながらもどこまでも紳士的だった。ノシュテット家の信用ある口の堅い医師をつけてもらい、食事にも気を配ってくれた。

　騎士団に所属しているというブルーノは、さすがに常に邸にいるわけではなかったが、それでも普段は騎士団の寮に住んでいるらしいところを団の許可を得てヴィーの滞在中はこの邸に帰ってきては、なにかとヴィーを気遣った。

　侍女やメイドなどの使用人もよく教育されているらしく、なにも聞くことなく、どう見ても訳アリの客人という名の居候の面倒をよく見てくれた。まさに致せり尽くせりで感謝しかない。

　ヴィーは、今後ノシュテット家や辺境伯領でもしなにか困ったことがあったら、それがどんなことでも必ず助けに来ようと心に決めた。

　そして滞在から三ヶ月ほどの後、予定より一ヶ月近く早く女の子が産まれた。

　陣痛が起こり出したところで、伝言鳥で連絡を受けた師匠が『扉』で駆けつけ、その誕生を一緒に喜んでくれた。やめておけというのに一緒にお産の場に立ち会ったアンセルムは、その衝撃と心配のあまり途中でぶっ倒れて呆れられた。

　可愛らしい女の子の赤ちゃんはアイナと名付けられた。金色の髪に緑の瞳で、それはそのままレオナルドの色そのままだった。両方ともよくある色合いだが、ヴィーが抱っこしているという点において、誰がどう考えてもレオナルドの子であろうことは想像に難くはない。

　一ヶ月ほどで産後の身体は回復し、魔力も元に戻った。そろそろ王都に、レオナルドの元に戻らねばならない。だが、やはり娘を連れて帰るわけにはいかなかった。

　産まれてしまえばやっぱり可愛くて、そのまま自分の手で育てたくなったがそういうわけにはいかないことは初めから承知だった。どう考えたってエルヴィーラの弱点にしかならない。この子に危害が加わることが怖かった。

　アンセルムなどはその可愛さのあまりに私が自分の子として育てるから連れて帰ろうなどと言いだしたが、それこそ女っ気もない堅物の男が一人で赤ちゃんを育てられるわけもない。

　確かに師匠とアンセルムが手伝ってくれれば護り切れる自信はあるが、それでも絶対とは限らない。

　迷いに迷った末、それでも結局は当初の予定通り、里子に出すという結論に至った。

　先方はノシュテット家の信用篤いとある商家の夫婦だった。夫婦は真面目な働き者で商売も堅実な信頼できる人柄だった。夫が病気で子ができない身体だというが、夫婦とも子供好きで、いっそ養子でも取ろうかという話だったのをブルーノが聞きつけて交渉していたのだ。

　夫婦は、訳アリの子であることを承知の上で了承してくれた。さすがに王子が父親であることまでは話さなかったが、とある高貴な人の庶子であるということだけは伝えた。

　辺境伯領では魔女は尊ばれる。魔女様からの預かりものとして大切に育てることを約束してくれた。

　いつでもいくらでも会いに来てくださいとその夫婦は言ってくれたが、娘が大きくなった時、親子関係を正直に話すかどうかは判らなかった。

　アイナを夫婦に引き渡す前に、どうしてもとせがんで師匠に『扉』で連れてきてもらったレオナルドが、やっと親子の対面を果たした。自分と同じ色の可愛らしい女の子を涙ながらに抱きしめたレオナルドは、やっぱり連れて帰るとしばらくゴネ倒したが、みんな同じ寂しい気持ちを必死に抑えていることをお互い言い合って無理矢理納得させると、やっぱり泣く泣く帰っていった。

　後から聞いた話、レオナルドとアンセルムは帰ってから二人で涙酒をかっ喰らって次の日揃って二日酔いになったらしい。

　こういう時は男の方が踏ん切りがつかないというのはどうやら本当らしいと、ヴィーと師匠は涙を浮かべて笑いあった。






　ノシュテット家を去る日。世話になったお礼にと、ヴィーはブルーノにとある魔術を教えた。

　師匠とアンセルムが先に帰ったからこその内緒の提案だった。

「禁呪？　おいおい、レディ。そんなもの、私に教えてどうしようというんだい？」

「あなたなら、使いこなせるんじゃないかと思ったんだけど。滅竜騎士になりたいとは思わない？」

「は？　私が？　そんな大それたものになれるとでも？　……その禁呪を覚えたら私でもなれるというのか？」

「使いように寄るわ。あなたのその先祖返りの筋力と魔力、そして明晰な頭脳があれば或いは、と思うのだけど。どう？　英雄になりたくはない？」

　挑発するようににっこり笑ったヴィーに、しばらく困ったカオで逡巡していたブルーノは、溜息をつくと気障に肩をすくめて見せた。

「……レディ。その誘い文句は魔性の毒だね。騎士としての矜持と少年の頃の憧れに強く作用する、正に魔女の囁きだ。良かろう！　このブルーノ・モンス・ノシュテット、英雄になってみようじゃないか！」






　……そして、その三年後。ブルーノ・モンス・ノシュテットはどうにかこうにかその禁呪『強奪』を駆使し、見事、滅竜騎士の称号を手に入れる。










＜　５　＞






　事態が変わったのは、ヴィーが王都に戻って半年が過ぎようという頃だった。






　王太子フレデリクが事故死したのだ。






　珍しく狩りに出掛けた先で誤って崖に転落し、そのまま帰らぬひとになってしまったという。

　もちろん一人で出掛けたわけではなく複数の従者や騎士、魔術師などを伴っていたはずだが、獲物を追って止める声も聞かずに従者を振り切って一人で森に分け入った結果の事故であった。

　多少の怪我なら随行した魔術師が即座に治癒するが、崖に落ちてしまったばかりにすぐには見つからず、発見された時には既に事切れていたという。

　誰のせいでもない、純粋に事故であった。

　その訃報に王城のみならず国中が震撼した。

　まだ三十歳前の若い王族の死はそれだけで充分衝撃的だが、レオナルドにとってもそれはあまりに悲しい出来事だった。

　決して仲の良い兄弟ではなかったが、それでもたった一人の兄なのだ。いくら仲違いをしようと命までどうこうしようという気などなく、どうにか気持ちを変えてもらうことに終始していたのはやはり兄に対する親愛の情があったからこそだった。

　その上、更にその悲しみに拍車をかけたのは、兄の行動の理由だった。

　レオナルドには知らされていなかったが、王太子妃が懐妊していた。

　結婚三年目にして待望の懐妊に殊の外喜んだフレデリクが、妻に滋養のつくものを手ずから獲りに行くと言い出して出掛け、無理をして獲物を追ったのはどうしてもその獲物を妻に与えたかったからだというのだ。その愛妻を想う気持ちが悲劇を呼んだのだと思うとあまりにもやりきれない。

　そして悲劇は更に続いた。夫の事故死を知った王太子妃が、その衝撃のあまり倒れ、流産を起こしてしまった。夫と漸く授かった我が子を一度に失い、心身ともに弱ってしまった王太子妃は、王太子の葬儀のあと実家へと戻ることを国王に願い出て、それは受け入れられた。

　半年の喪の後、レオナルドは王太子に就任した。

　それは決して喜ばしいだけの就任ではなかったが、兄が身罷ってしまった以上受け継ぐのは彼の責務であった。

　そしてそれは、エルヴィーラがレオナルドとの関係を終わらせる時でもあった。

　喪が明ける前の半年の間に正妃候補が選定され、喪が明けると同時にその主要な候補の姫君の家との交渉が進められた。

　元々が王太子を牽制する目的から始めた愛妾の地位だ。兄が亡くなり、レオナルドが王太子になり、そして正妃が決まればエルヴィーラが傍にいる必要はなくなる。いや、むしろ邪魔な存在にすらなりえた。

　レオナルドは、妃に決まった姫君に、エルヴィーラのことと娘の存在を正直に話した。

　そして姫君はそれをすべて受け入れ納得した。

　婚約が成立する前日の夜、レオナルドはヴィーを抱いた。それはお別れの、最後の同衾どうきんだった。

　涙を浮かべながら詫びるレオナルドを、ヴィーは笑い飛ばした。

　はじめから判っていたことだからと。ずっとこの関係が続くなんて思っていなかったと。まさか王太子様になるとは思っていなかったけど、せいぜいお嫁さんをもらうまでの関係だと承知していたからと。

　……愛した人に充分愛してもらえて、幸せだったからいいのだと。

　レオナルドはひたすら詫びた。そして、ずっときみとアイナのことを愛しているからというレオナルドに、ヴィーは首を振った。アイナのことは愛していて、でもあたしのことは愛してなくていい、奥様を愛してと。

　ちゃんと、あなたの家族を愛してと。

　それから、エルヴィーラは二度とレオナルドの寝室に呼ばれることも行くことも無くなった。

　王太子となったレオナルドは当然騎士団から離れることになり、討伐に赴くこともなくなったことで魔女エルヴィーラを連れて歩くことは無くなった。舞踏会にも当然婚約者を伴った。

　王太子は正妃を娶り、半年もしないうちに懐妊の報が知れ渡る頃には愛妾の噂も落ち着いた。

　王太子は妻を大切にし、妃も夫を愛した。

　夫婦仲は良く、穏やかな愛情で繋がった夫婦は子にも恵まれた。

　それを魔女エルヴィーラは素直に喜び、そして祝福した。

　彼女の涙を知るのはただ二人だけ。

　魔女エルヴィーラではなく、ただの小娘ヴィーが、押し殺すことにした想いを涙と酒で洗い流すのに付き合った師匠と兄弟子二人だけだった。










　父である国王陛下が病を理由に譲位を宣言したのはそれから二年後のことだった。

　王太子がまだ三十歳になったばかりであることを理由にまだ早いと止めたが、長子フレデリクを失ったことが皆の予想以上に王の心労になっていたらしい。どこがという特定の難しい不調や気鬱は魔術でも治しようが無い。結局周りからの説得もあり、レオナルドは早々に国王の座に就くこととなった。

　アンセルムも無事文官として入庁が許された。

　そしてそれからほどなくして、ノシュテット辺境伯領に於いて、ブルーノ・モンス・ノシュテットが竜を斃したとの報が入った。

　レオナルドの治世に於いて初めての滅竜騎士の誕生に国中が湧いた。

　滅竜騎士の叙任のため王都に上がったブルーノは、夜中にレオナルドに呼ばれ、娘の様子の話などをせがまれた。おそらく予想していたのだろう、いろいろと話を用意してきてたくさん話してくれたブルーノの前でレオナルドは泣いた。

　娘の存在を知るごく僅かな存在であり、現在まで他に漏らすことなく秘めていてくれている、気障で女性好きな騎士をレオナルドは好ましく思った。状況を察しているのだろう、敢えてエルヴィーラのことを訊かない配慮もありがたかった。

　滅竜騎士になってしまうと嫡男でも家を継げなくなるという法を聞かされても、『辺境伯当主よりも滅竜騎士の肩書の方が女性にモテそうなので構いませんよ』などと胡散臭い笑みを浮かべる男は、その後レオナルドの良き呑み友達となった。










　それから、表舞台を闊歩するのをやめたエルヴィーラは、師匠の家を出て一人暮らしを始めた。

　貴族である師匠の邸は使用人がいるため致せり尽くせりでなにもしなくても生きていられたが、その気の抜けた怠惰な現状を必要以上に心配されるのが苦になってきたからだった。

　アンセルムも入庁が決まった時点で邸を出ていたし、ヴィーが出ても問題はないはずだ。

　城から一時間近く掛かる街の外れの元は貴族の別邸だったという空き家を買い、そこに一人で暮らし始めた。レオナルドは魔獣討伐などの報酬をきちんとつけてくれたし、連れて歩く時の衣装や装飾品などの用意のための費用も過分に用意してくれたので、女の一人暮らしなら家を買っても余裕で暮らせるくらいの蓄えができてしまっていた。おそらく知らないうちに慰謝料代わりの報酬も入っているのだろう。

　放っておくと酒浸りの生活になるのを危ぶんだのかもしれない。そのうち師匠からちょいちょいと依頼が来るようになった。それをのんびりこなしながら、ヴィーはのんびりと生きることにした。

　そんな怠惰な日々を過ごしていたある日、ノシュテット辺境伯領へ赴く依頼が来た。

　竜による攻撃から街を護る『壁』を張るための魔力の注入の依頼だった。竜の存在はもちろん知っていた。興味もとてもあったが、半年足らずのブルーノ邸滞在の間には見ることがなかった。未だ見ぬその姿を見てみたいという興味もあったが、何よりノシュテット辺境伯に受けた恩を返す良い機会だと思えた。そして、もし許されるなら、ひと目でも娘の姿を見たかった。

　初めての仕事はウィルマ宮だった。魔女エルヴィーラの名前だけは知られていたらしい。その魔力にモノを言わせて魔力注入の仕事を首尾よく終わらせたエルヴィーラは、初めて魔力枯渇を起こして動けなくなった。すっからかんではなかったので昏倒まではいかなかったが、それでも会話が辛うじてできる程度で身動きができなくなった。眠って食事を摂って休んでいればある程度は回復しただろう。

　だがあえて、魔女エルヴィーラは騎士との性交渉を選んだ。

　レオナルド以外の男性に抱かれることで、もう二度と彼とはない事実を実感した。

　無理矢理ただの魔力供給だと割り切った。嫌だと思う気持ちは目を瞑っているうちにごまかされた。

　相手がレオナルドでないのなら、それが誰であろうとどうでも良かった。

　辺境伯領での仕事のたび、その行為は繰り返された。

　初めての時は家に帰れるだけの量をもらったが、徐々にその量、ひいては相手の男の人数も増えていき、やがて満量まで奪い取るようになった頃にはすっかり淫乱、色狂いという評価が定着していった。

　膨大な魔力を蓄えるためにはどうしても人数が必要になるが、それでも妻や恋人がいる男は絶対にその中には入れなかった。それだけが、エルヴィーラの誠実さだった。

　そして、仕事が終わると、エルヴィーラは娘に会いに行くようになった。初めは両親の知り合いのようなカオをして必死に泣くのを我慢しながら可愛がっていた娘は、レオナルドにとてもよく似た優しい笑顔でにこにこと笑う可愛らしい子に育っていた。さぞ両親に可愛がられて育っているのだろうと安心した。きっと自分ではこうはいかないだろうと思ったら、寂しいけれど二人に預けて正解だったと思えた。

　娘に逢いたくて、ヴィーは辺境伯領行きの依頼はすべて引き受けるようになった。

　陛下への報告は、初めは書類だけで許されていたが、ある時、師匠が娘と会っていることをバラしたらしい。突然レオナルドに呼び出されて娘の様子を聞きたがられたことからそれ以降直接報告に行くことになってしまった。

　それから十年ほど経った頃、娘が僅かながら魔力を持っていることを聞かされた。そして、いつの間にか両親が、年に何度か会いに来る綺麗なお姉さんが実は生みの母であることを教えていたと聞かされた。どのように話されたのかは判らないが丁寧に説明してくれたのだろう、アイナはそれをちゃんと受け入れてくれたらしい。

　育ての親はパパママと呼ぶ娘が初めて気恥ずかしそうにお母さんと呼んでくれた時、ヴィーは思わずその場で泣き崩れた。お父さんにも会わせてあげたいけどすぐには無理だと詫びると、アイナはすぐでなくていいけど、いつかはと願った。必ず、とうなずいたその約束は、それからかれこれ八年近くも後に果たされることになる。

　そして、その二年後。国王レオナルドの嫡男エドヴァルドが十歳になったのを機に、立太子の儀が執り行われた。

　その頃には既に国王には三人の男の子と一人の女の子がいて、末っ子は一歳の男の子だった。王妃との仲はとても睦まじいと評判だ。

　その日、ヴィーは、禁呪を行使した。『不老』の術だった。

　以前、あれは師匠の研究庁の書斎を吹っ飛ばして片付け罰当番をやらされた日。レオナルドと初めて肌を合わせたあの日のことだった。難儀して片付けていた山のような本の中に、禁呪についての記載を見つけて気になった。それから暇を見つけては邸の師匠の蔵書を漁ってその術を探し、やがて見つけた。最初は単純にただの興味だった。難しい術式であるほど試したくなっていた時期で、自分で使う気は無かったが純粋に興味だけで覚えたはずだった。

　術は成功した。ヴィーは以降老化が極端に遅くなった代わりに、その代償として二度と子を持つことができなくなった。

　魔女エルヴィーラは、これ以降何年、何十年経っても三十代前半程度にしか見えない若い美貌でずっと存在し続けた。

　当然、師匠は怒った。久しくこんなに怒れる師匠を見た覚えが無いくらいに烈火の如く怒って、そして泣いた。アンセルムにもめちゃくちゃ怒られた。なんでいつもなにかやらかす前にひとこと相談しようという気が無いんだ、なんでいつも事後報告なんだ、何のための師匠と兄弟子だ、少しは頼れよと怒られた。

　三十歳を過ぎても相変わらず怒って心配してくれる師匠と兄弟子に感謝しながらも、それでもヴィーは、ごめんとひとこと謝って、そして後悔はないと笑った。

　もうレオナルド以外の人の子を欲しいとは思わない。淫乱と呼ばれるほどに違う男に抱かれている身で、間違っても誰の子かも判らない子をアイナの弟妹にする気はないからむしろそれは都合がイイと嗤った。

　本心でありながら自分を貶めた物言いに眉を顰めながらも、師匠はそれで納得しなかった。それなら『不老』化する必要はない。妊娠を防ぐ方法もすぐ思いつく。

　夜中までしこたま呑ませて酔わせて吐かせた。

「……だって、年喰ってからでも、それでもキレイな頃のまんまのあたしを見せたいんだもん。レオナルドさまの魔女はいつまでたっても若くキレイだって。そんで、もし、もしもお妃さまが先に亡くなってレオナルドさまがさびしくなったら、そんとき、おそばに呼んでもらえたなら、キレイなままのあたしでいたい。だって、十年たったって、いつまでたったってすきだもん。きっと、死ぬまですきだもん……！」

　わあわあと泣きながらやがて師匠の膝枕で寝入ってしまったヴィーを、師匠は自分も泣きながら抱きしめた。難儀な恋をしている難儀な弟子を哀れに思って一緒に泣いた。

　同じ勢いで酔っ払ったアンセルムは、『ここだけの話だけど！　一発でいいからレオナルドさまを殴りつけたい！』と吠えてから寝落ちした。

　それでも、時が平和に過ぎて行けば、少しずつその傷も想いも癒されていく。レオナルドの治世は安定していて、大きな騒動も事件も無く比較的平和に時は流れて行った。

　その頃にはヴィーもレオナルドと対面しても動揺しなくなっていたし、帰ってから泣くことももうなくなった。愛情が無くなったわけではないけれど、隠せないほど子供ではなくなっていた。

　ヴィーは相変わらず辺境伯領に行くと娘に会い、可愛らしく娘らしく成長していくアイナの姿に目を細めた。アイナは少しくらいの魔力はあったが魔女と名乗れるほどに多くはなさそうだった。見た目通り父の血の方が強く出たらしい。その方がいいと思った。

　十八歳の成人の折り、初めてレオナルドは大きくなった娘と対面した。自身とよく似た風貌の娘が出会った頃のヴィーより大きくなってはにかんだ笑みを見せていることに、言葉が出ないほどに感動して泣き崩れたレオナルドは、今まで会えなかったことをひたすら詫び、それでも忘れたことなど一度も無かったと更に泣いた。そして、もし願ってくれるのなら今からでも姫として城に上げることもできる、できることならば一緒に暮らしたいと言ったが、さすがにそれは断られた。

　それでも父であること、父と名乗ることを許してもらったレオナルドはそれだけでもう充分嬉しかった。

　それから四年後、アイナは結婚した。相手は家と取引のある他所の街の商家の息子で、仕入れなどで訪れるたびに仲良くなってきた二人は次第に想い合うようになっていったという。真面目で働きぶりもしっかりしている好青年で、この男ならと育ての親二人が両方ともに認めたという人物だった。

　世間的にもそれほど早いわけではない娘の嫁入りを、ヴィーは素直に喜んだ。そしてレオナルドはめちゃくちゃ動揺した。やっと会えたのにもう余所の男に取られるのかと嘆いたが、それでも最後には素直に祝福し、式にも参列させてもらえるよう願ってそれは叶えられた。

　レオナルドは、持参金代わりにと自分と娘の瞳の色である緑色の宝石が五粒あしらわれたネックレスをつくって贈った。もし、万が一生活が立ち行かなくなった時、それを売ってお金にしなさいと。彼はそんなに商売下手じゃないわと笑ったが、娘は素直に受け取ってくれた。

　師匠とアンセルムも一緒に参加させてもらった結婚式は、こじんまりとして素朴ではあったが、みんなが嬉しげな笑顔で溢れていて、エルヴィーラにとっても幸せな光景だった。

　翌年にはすぐ女の子が産まれた。ヴィーはおばあちゃんになった。

　レオナルドはヴィオラと名付けられた孫娘を抱かせてもらってまた泣いた。

　お父様はすぐ泣くわね、それでよく国政が務まるねえ、と笑われた。カオを合わせるといつも必ず泣き出す父を、娘は泣き虫だと笑った。亜麻色の髪は父親に似たが、自身の緑の瞳は受け継がれて、それがレオナルドには更に嬉しい。

　レオナルドは、今は幸せの涙だからいくら泣いてもいいんだよと笑った。






　だが、三年後、その涙は慟哭に変わった。

　アイナとその夫が強盗に襲われ、その命を落としたのだ。










＜　６　＞






　娘夫婦と孫は、よく三人で他所の街の商店や製造元などを旅行がてら馬車でまわっていた。時には数日かけて結構な遠くまで行くこともあった。その道程の途中で襲われたのだという。

　夫婦は評判になるほどに仲が良く、アイナは待っているより一緒に行った方が楽しいと仕事にも一緒についてきていた。それが仇となった。

　襲われた直後、アイナからヴィーに助けを求める伝言鳥が来た。ヴィーは辺境伯領に直ちに連絡して騎士の出動依頼をすると同時に自分も現地に赴いた。だが、『扉』は文字通り扉があるところにしか行けない。いくら最短でも辿り着いた時にはもう遅かった。

　荷も金もすべて奪われ、馬も殺され、それでも娘を必死に抱えて庇った状態で事切れているアイナを見つけてヴィーは泣き叫んだ。だから馬車に扉をつけてくれと言ったのにと泣いて怒った。そうしてくれたらすぐに助けに行けたのに、返り討ちにしてやったのにと悔し泣きに暮れた。

　万が一の時のためにと与えていた防御魔術の掛かったペンダントは、ヴィオラに掛かっていた。そのおかげだったのだろうか、血塗れだった孫がそれでも本当に微かに息をしているのに気付くと、ヴィーは全神経を尖らせてその治癒に全力を傾けた。一気に治してしまえる大人と違って子供は魔力の力加減を間違うと過剰な威力のために後遺症が残ることがある。それは意地でも避けなければならない。

　斬られた傷を一筋も残さないよう慎重に、しかし素早く治した。血を増やし、栄養をまわし、心臓や脳に負荷を掛け過ぎないよう気を付けながら、その小さな身体をなんとしても救うため、ヴィーは今までにないほどに真剣に必死に治癒を施した。

　無事に正常な寝息を立てだした頃には安堵のあまり気が遠くなりかけた。

　怒り狂って犯人を捜した。先に騎士が犯人たちを見つけて捕縛すると、あたしに殺させろと叫んで暴れ、手に負えなくなって呼ばれた師匠に一喝され取り押さえられた。

　葬儀のあと、ヴィーは孫を引き取ると宣言した。

　ヴィオラはまだ三歳ながら明らかに魔力の強さを感じていたからだ。

　アイナは、それが判ってから、もしこの子が魔女になりたいと言ったらお母さんが師匠になってあげて欲しいと願った。そんなガラじゃないわよと笑ったが、それでももしそんなコトがあったらねー、とうなずいておいた、それは確かに約束だった。

　己の師匠のことを考えれば、自分が同じようにこの子に魔術を教えられるかなどとても自信はなかった。兄弟子と自分を違うやり方で教えながらも、双方ともに立派な魔術師として育て上げた師匠のように、自分がこの子を導くことができるだろうかと不安は尽きなかった。それでも、娘の残したこの可愛い孫を他の魔術師に任せるなどしたくはなかった。娘と暮らせなかった分、今度こそ自分の手で育てたかった。

　アンセルムももうあと数年で五十歳に手が届き、既に引退した師匠に代わり現在副魔術師長の任についていた。結構イヤだが頼めば相談にくらい乗ってくれるだろう。だって兄弟子に相談すると、まず自分の生活態度から改められそうだし。いきなり不養生と酒の量から指導が入りそうで面倒だ。

　難儀しながらそれなりにがんばった。迷い、困り、師匠に相談しながら教えた。

　ヴィオラを育てるため、アンセルムからまわされる魔術庁からの依頼もこなした。まだ小さいうちは、家を空ける時には師匠かアンセルムに孫の面倒を頼んだ。

　国王に対して辺境伯領での報告のついでに話される内容は孫の成長の話に変わった。早く連れて来いと急かされたが、正式な弟子の修行を始めるまではダメだと蹴り続けた。

　ヴィオラには、敢えて孫であることは伏せて、師匠と呼ばせた。『不老』の術を使ったせいで三十代程度にしか見えないエルヴィーラにとって、おばあちゃんと呼ばれて違和感があるコトもさることながら、レオナルドを祖父と知らせて呼ばせてやれないことにたいする後ろめたさがあった。

　ヴィオラが七歳の頃、レオナルドの妻である妃殿下が亡くなった。ある日突然倒れてそのまま逝ってしまったという。原因は後に脳の血管が突然切れたと判った。

　いきなり王位を継いでから三十年近く添った妻の死を、レオナルドはいたく哀しんだ。

　そして、ヴィオラが十歳になる前に、師匠アレクサンドラが身罷った。八十歳を過ぎて大往生といっていい年齢だった。

　今まで散々心配と迷惑を掛けたことを詫びると、病床で師匠はバカねと笑った。

　確かに心配は散々したけど迷惑だと思ったことは一度もないわと。あなたは私の娘で、アイナは孫で、ヴィオラはひ孫だと思っていると。結婚はしなかったし子供も産んでいないけど、あなたとアンセルムと家族でいられてとても幸せだったと微笑まれてヴィーは泣いた。

　親を知らないヴィーが子育てをできているのは、師匠に注いでもらった愛情を知っていたからだった。

　修行は厳しくよく叱られたが、それでも普段はとても愛情を注いでもらっていた。産んでもらってはいないけれど、師匠は確かに師匠であると同時に親代わりでいてくれたのだ。

　それを今更亡くなる前に実感したヴィーは、親不孝な娘でごめんなさいと師匠に縋って泣いた。

　そう思うのならその分ヴィオラを大事に育ててやりなさいと師匠は微笑んだ。

　果たして何度師匠の前で大泣きしたことだろう。何度一緒に泣いてくれただろう。

　だが、それもこれが最後だった。

　師匠が亡くなってからしばらくして、ヴィオラが十歳になるとヴィーは本格的に魔術を教え始めた。

　元々それなりに素養があったのだろうが、三歳の頃から見てきたヴィーの魔術を見取り稽古というかたちでなんとなく覚えてもいたのだろう、驚くほどに吸収が早く、次々と新しい術を覚えて行った。

　アンセルムは、きみが来たばかりの頃を思い出す、と苦笑した。それほどに覚えるのが早かった。

　その頃には既に魔術師長になっていた彼は、入庁する若い魔術師をこれまでたくさん見てきたことで、ヴィーが如何に規格外だったのかを改めて実感しているのだろう。そしてその孫が同じように規格外なことに血を感じているのだろう。

　ヴィオラは十歳を過ぎると留守番も一人でするようになった。家事もなんとかできるようになってきた。

　子供の成長は早い。あっという間に大きくなっていった。アイナのそんな光景も見たかったと今更思う。

　しばらくして、城に上がる時、修行を始めたんだからと再三せがまれるレオナルドの我儘に負けて、たまにだがヴィオラを連れて行くようになった。

　レオナルドは大歓迎だったが、それでも祖父と名乗ることはできなかった。

　子供だった女の子が娘になっていくのは早い。やがてヴィオラは恋を知った。

　相手は、現ノシュテット辺境伯の次男であった。数年前からドリテア宮で騎士として働いていたのを知っていて人柄は知っていたが、過日、領地にて見事竜を斃して滅竜騎士として叙任された青年だった。

　つくづくノシュテットの地に縁がある、とヴィーは笑った。

　それをレオナルドに言うと、彼ならば、とは思うがまだ十六歳だろう、まだ早い！　と渋いカオになった。

　恋愛には疎いらしいノシュテットの次男坊は結構な朴念仁で、ちっともヴィオラの恋心には気付かなかった。だが、ヴィオラが十八歳になってしばらくして二人の間にそれでもいろいろとあったようだ。挙句、突然魔女になったという報告とともに無事付き合うことになったらしい。

　自分の時と違ってヴィオラはものすごく幸せそうだったから、それならまあいいと認めた。見たことも無い白金の杖を見て、それがヴィオラの望んだことだと判ったからだ。

　いきなりヴィオラの耳に滅竜騎士のピアスが嵌められていたのには失笑したが。

　魔力測定の時、アンセルムがそんなことになっていたのなら教えてくれればと文句を言っていたが、なんかいきなり仲良くなったみたいよ？　と笑うと小難しいカオをして一度ラーシュを問い詰めた方がいいだろうか、などと唸っていた。ここにうるさそうな舅がいるー！　と笑って茶化したら真面目に怒られた。

「ヴィオラが望んだことで、今も幸せそうだからいいのよ。あたしと違ってちゃんと好きな人と一緒になれて、一生一緒にいられるんなら、それで」

　にっこりと笑うと、アンセルムは複雑そうなカオをした。

「本当に結婚することになったら教えてくれ。ちゃんと祝福しよう。師匠とアイナの分もしっかりと」

「ん、ありがと。ご祝儀は弾んでね♪」

　やれやれ、と肩をすくめる兄弟子の気遣いを嬉しく思いながら、ヴィーは出していなかった報告書を難儀して書いた。










　そして、その書類を提出しに行った、その夜。

　人払いをされた執務室で、ヴィーはレオナルドと対面した。書類にひと通り目を通してそれを受け取ってから、レオナルドは帰ろうとするヴィーを呼び止めた。

「話がある。ヴィー」

「……なに？」

　こういう場で、二人きりで、ヴィーと呼ばれたのはそれこそ四十年ぶりぐらいだろうか。

　その呼ばれ方のせいで妙に緊張してしまった自分を笑いながら、ヴィーはレオナルドを見た。

「私は、そろそろ退位をしようと思っている」

　ヴィーは穏やかにうなずいた。もう七十歳になろうとしているレオナルドは、もういつ退位をしても不思議ではない年齢だった。むしろ疾とうに譲って隠居してもいい年齢だったが、エルヴィーラとヴィオラに会える機会が無くなるだろうが、と嘘か本気かよく判らないことを言ってずっと笑っていた。

「何年か前から少しずつエドヴァルドに政務を譲ってきたが、もう少ししたら辞めようと思っている」

「そう。今までご苦労様でした。それでいつ辞めるの？」

「ヴィオラが結婚したら、だな。ようやくこれで、気がかりだったことがすべて片付く。残りは一つだ」

　今日の夕方、ラーシュが直接ヴィオラとの結婚を正式に奏上に来た。貴族の結婚は本来書面にて届け出をし、同様に書面にて王が許可を出す。余程何かない限り却下されるようなことはまずもってないはずだが、ラーシュが庶民の魔女であるヴィオラと添うのに後ろ盾が欲しいのだろうと納得した。口頭にて許可を出すと、いつもの仏頂面が嬉しそうに微笑んだことでよほど嬉しいのだろうと苦笑した。それで許した。

　まさか実の祖父に結婚の許しを請いに来たとは思っていないだろうが。

「残りの一つはなに？」

「きみだよ、ヴィー」

「あたし？　なんで？」

　真面目に判らなくて首を傾げたヴィーに、レオナルドは苦笑した。そして、おもむろに立ち上がるとヴィーの足元に膝をついてその手を取った。






「愛してる、ヴィー。私と一緒に隠居してくれないか」






　ぽかんとしたヴィーは、思わず言葉を失ったが、昔のようににっこり笑ったレオナルドの妙に可愛い笑顔を見つめてからとうとう吹いた。
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「なかなか斬新なプロポーズよね」

「そうだろう？　これでも結構考えたんだぞ」

「その割にロマンティックさに欠けるわ」

「その代わり、想いに年季は入ってるから勘弁してくれないか」

　立ち上がったレオナルドは、楽しげに笑って言った。

「妃が亡くなってからもう十年が経った。もういいんじゃないかとエドヴァルドが言ってくれてね」

「……そんな気が利いたの？　あの子」

「意外だろう。私も驚いた」

　笑いあってから、レオナルドは静かに微笑んだ。

「なにを今更と蹴られても仕方がないとは思っている。四十年も前に捨てた愛人にどの面下げて縋ろうとしているのかとね。でも、やっとこれで、きみに手を伸ばしても誰にも咎められない立場になれるんだ。死ぬ前に自分の心に正直になったっていいだろう？」

　目を細めて微笑んだレオナルドの笑みは、五十年前の出逢った頃とちっとも変わらない。

「妻が生きている間は妻を愛していたよ。それは噓じゃない。でも、年を取って、アイナが亡くなって、妻が亡くなって、子供たちも皆それぞれ家族をつくり手元から旅立っていった。もう私のことを一番に愛してくれる者は誰もいなくなってしまった。きみもそうだろう。ヴィオラが嫁に行ってしまったらもう一人になってしまう。だから、寂しい同士、一緒にいてくれないか？」

　レオナルドが微笑むと、ヴィーはいたずらっぽく笑った。

「あら、そんな理由なの？　あたしが欲しいんじゃないんだ。なら断ろっかな？」

「おや、失言」

　ふふっ、と笑ってから、レオナルドはヴィーをその腕に包んでそっと抱きしめた。






「そんなわけがないだろう。愛していると言ったはずだよ。きみじゃなきゃ要らない」

「ん、上出来」






　嬉しいのを隠して余裕の笑みを浮かべたら、途端にくちづけられた。かれこれ四十年ぶりのキスだ。

「……意外と強引？　四十年の間に手が早くなった？」

「いつまでも好きな子に手を出せなかった奥手な第二王子じゃないよ、私も。その証拠に、ほら、まだ一応現役だ」

「…………マジ？」

　抱きしめられて密着したその下半身の様子に気付いてヴィーは目を丸くする。

「しばらく使ってないから最後まで使用に耐えるかどうかは判らないがね。試してみていいかい？」

　楽しそうに言うレオナルドに、ヴィーが笑った。






「ちゃんと満足させてくれないとイヤよ？」

「鋭意努力するよ。でもお手柔らかに、私の魔女殿」






　そしてその夜、ヴィーは四十年越しの想いを成就させた。










　それから、それでも半年近くの時間が必要だった。

　ヴィオラが競技会での仕事を認められ、ドリテア宮でエルヴィーラの代わりに魔力注入をし、役目を果たしたばかりでなくラーシュの二頭目の竜を斃す手助けに尽力したとして魔女としての力を認められた。

　教えるべきこともすべて教えた。もう、傍についていなくても大丈夫だと思った。

　ヴィオラをラーシュに託したら、ヴィーはレオナルドの元に行くことを選べる。

　アンセルムは祝福してくれた。こんなに嬉しいことは無いと喜んでくれた。師匠が生きているうちに聞かせたかったと泣きそうなカオで微笑んでくれた。

　今までのヴィーのすべての気持ちを知っていて、一緒に泣いて怒って喜んでくれて、ことによってはヴィーよりも憤ってくれた大切な家族は、自分のことのように喜んでくれた。

　大の苦手だと公言していた大好きで大切な兄弟子に、これ以上心配を掛けなくていいことが本当に嬉しくて、今までごめんと謝ったら、今更だと笑われた。

　手の掛かり過ぎる妹弟子のおかげで自分まで波乱万丈な人生だったような気がしているよ、と笑われて言い返そうかと思ったが、確かに自分は心配をかけ通しだったが彼を心配したことなどほとんど覚えが無くて、つくづくごめんと苦笑した。

　レオナルドが退位を宣言した夜、ヴィーは家を出た。

　ヴィオラが自分を祖母だと判っていたのには驚いたが、おそらくいろんなところからいろんな情報を得て考えたんだろうと推察した。

　あえて否定も肯定もしなかったが、それで通じるだろうと思った。










　そして、魔女エルヴィーラの役目は全部終わった。

　彼女は今、ヴィーという元の名に戻って愛する人と共にいる。

　叶わないと思っていた、不可能だと思っていた、誰にも邪魔されずに二人で一緒にいられる幸せな場所で、レオナルドとヴィーは身を寄せ合って生きている。

　それが果たして何年続けられるのかは判らない。

　それでも、今際の際まで共にいて愛するひとを看取れるのなら、それで涙が枯れる程泣いたとしても、どんなに幸せだろうかと思うのだ。

　これが、一生をかけてでも手に入れなければならない恋だったかどうかは判らない。

　でも、ヴィーは一生をかけてでも欲しかった愛を手に入れた。

　だから満足なのだ。

　例え明日、この命が潰えたとしても。







了



















番外編　　薬屋魔術師の恋












　もう遅い時間だというのに、ガンガン、と割と容赦なく叩く扉の音に何事かと思いながら、スティーグ・メイエルは玄関に向かった。

　薬屋を営むスティーグの店には、開店時間外にも緊急に薬を求めてこうして訪れる客がたまにある。

　夜中に子供が熱を出したとか、朝方に二日酔いで仕事に行けないとか、体調を崩す者たちが駆け込んでくるのだ。穏やかな気性で優しげな顔立ちのスティーグは、そういった要望にも嫌なカオひとつせず対応してくれることで近所の人たちに受け入れられ頼りにされていた。

　今日もそんなお客が来たのかと思ったのだが、扉を開けてみて目を丸くした。

「カーリン。どうしたんだ」

　驚いたのは妹弟子が突然訪ねてきたことではなく、その格好だった。

　若い娘なのに普段は見た目や衣装などにとことん無頓着で、髪はぼさぼさで整えず、よれよれの魔術研究庁の制服を小汚くても気にせず着てきて、よほど目に余るとつい身ぐるみ剥いでスティーグが洗ってしまうようなお節介を焼くほどにずぼらなカーリンが、今日はものの見事に化けていた。

　アイスブルーのドレスにヒール、髪も綺麗に整えて同色の髪飾りで飾っていて、薄く化粧もしている。いつもの野暮ったい黒縁眼鏡ではなく銀色の細いフレームの眼鏡は賢そうな印象で、いつもこっちにすればいいのにと思わせた。背の高いカーリンにその細身のシルエットのドレスはとても似合っていたし、元々の顔立ちはそう悪くないカーリンはなかなか化粧映えしていて綺麗だ。

　普段とはまるで違う妹弟子の姿に目を丸くして立ち竦んだスティーグに、カーリンは小首を傾げた。

「スティーグ、邪魔していい？」

「あ、ああ」

　身体を開いてカーリンを通すと、扉を閉めて鍵を掛ける。もう今晩は客が来ないことを願うばかりだ。

　勝手知ったる兄弟子の家、カーリンは居間のソファにどっかり座ると、背もたれにもたれ切って天井を仰いだ。

「……あー、疲れた。スティーグ、お水ちょーだーい。喉渇いたー」

「呑んでるのか？　酒臭いぞ」

　横を通り抜けた時にしたアルコール臭を指摘すると、カーリンはへへっと笑った。

「まーねー。めでたいコトだから今日はいいんだよ。タダ酒はしっかり呑まなきゃ」

「ちゃんとなんか食べたのか？　空きっ腹で呑むだけじゃ悪酔いするぞ。シチューで良けりゃ今日の晩メシの残りがあるけど？」

「あー、スティーグのシチュー！　しばらく食べてないなあ。クリーム？　ブラウン？」

「ブラウン。キノコたっぷり」

「うわあああ、あたしの好きなヤツやんか。めっちゃ魅力的だけど、まあ、今はいいよー。結構おなかいっぱいなんだ」

「ならいいけど。なんなら帰りに持ってけば？　鍋は今度返してくれればいいし」

「やったあ。そーする」

　どうせ一杯じゃ足りないだろうからと両手にコップと水差しを持ってきたスティーグは、ドレスだというのに足を組んでふんぞり返っているカーリンを見て溜息を吐いた。

「せっかくそんな綺麗な恰好してるのに行儀悪いな。誰だよ、そんな躾をしたのは」

「ししょーとスティーグだろー。あたし悪くないもん」

「はいはい、俺達が悪いよ。悪いからおまえが自分で直しな」

「やーだ。このままの方が楽だもーん」

　せっかく綺麗な恰好をしているのに、酔っ払っているせいもあってか言動はいつもより更にラフだ。水をがぶ飲みしているカーリンに追加を注いでやりながら、スティーグは一瞬でも妹弟子に見惚れた自分に苦笑する。

　満足して飲むのをやめたコップを取り上げてテーブルに水差しと共に置いてから、スティーグはカーリンの隣に座って訊いた。ついでに、目の毒な、めくれ上がったスカートの裾を直してやる。

「それで、今日はなんでそんなにドレスアップしてるんだ？　めでたいコトって？」

「んー？　友達のね、結婚式にお呼ばれしてねー、参列したの。花嫁さん、すっごくキレイだったよー」

「へえ。結婚式に出るような友達がいたのか。魔術庁の人？」

「んーん、準職員」

「ああ、人が足りない時に手伝ってもらう外部の人ってヤツか。ってコトは、花嫁さん魔女？」

「うん。スゴいんだよー。あたしの倍以上魔力あるんだよ、その子。だけど結婚するからっていうんで入庁しなかったの。もったいないっしょー」

「え、おまえの倍？　そんなあるの？　深紅の魔女エルヴィーラ様もかくやってくらいってか？」

「あー、そのエルヴィーラ様の弟子よ、その子」

「は？」

「前に言ったじゃん、新しく友達になった子のお師匠様に薬草の粉砕の術式を教えてもらったって」

　思わず声を上げてから、数ヶ月前に聞いたコトを思い出した。

「ああ、あの時の、って、え、エルヴィーラ様の弟子!?　それは聞いてないぞ!?」

「えー、そーだっけー？　ま、とにかく、その子の結婚式に出てたんだよ」

　テキトーに答えながら、カーリンが笑う。

「式に出たのはいいんだけどねー、参列者がえっらいメンツでさー。びっくりよ、もー。さすがに緊張したもんだから、その後の披露パーティーで気ィ抜けてつい呑み過ぎちゃった」

「おまえが緊張？」

「いや、だってさあ、手ぇ伸ばして届くような範囲に国王陛下と王太子殿下がとか、ありえなくない？　こちとら生まれは貴族っつったってほとんど存在忘れられてる程度の小娘だってーのにさ」

「はあ!?　ちょっと待て？」

　酔っ払いの説明だからだけじゃない、一体ナニを言っているのか、ダレの結婚式に参列してきたのか、さっぱり判らない。普通なら出てこない雲の上の方々の名前まで出てきてはもう更にワケが判らない。

　スティーグは困惑しきりな様子で改めて訊いた。

「カーリン、改めて訊くぞ。ダレの結婚式に出席してきたって？」

「だーかーらー、ヴィオラだよー。エルヴィーラ様の弟子の、ヴィオラ。こないだ国王陛下の孫姫様っていきなり公表されたっつー、降って湧いたお姫サマの」

「……あの!?」

「うん、そのー。あたし、ヴィオラの初めての友達だからねー。一緒に遊びに行ったし、一緒にごはんも食べたし、酒呑んで暴露話もいろいろしたし、ウチでお泊りもしたし。仲イイんだよー、あたしら」

　へらへら笑う妹弟子をつい驚いて見つめる。

　庶民の魔女が突然国王陛下の庶子の娘、王族の姫になったという大事件は、城下でも随分大騒ぎの話題になっていた。ヴィオラが使っている薬の材料や食材の店などは、直接彼女を知っていることもあり、すかさず『ヴィオラ姫様御用達！』などと銘打って商売に繋げようとする商魂逞しさに笑っていたものだが、まさか妹弟子が直接の知り合いだったとは。

　いや、どっかで聞いた名前だとは思った。思ったが、まさか同一人物だなんて思うわけがない。

　いくら同じ王都に住む魔女といえど、同じくらいの年の娘とはいえそれなりにたくさんいるのだからみんな知り合いのワケはない、そう思っていたのに見事に予想を覆された。

　その上、ヴィオラ姫が結婚といえば、そのお相手はかの勇名轟く滅竜騎士ノシュテット様だったはず。そんなヒトと関わることなどついぞ及びもつかないスティーグはつい唖然とした。

「……滅竜騎士様、見た？」

「見た見た。もちろん見たよ。初めて会わせてもらった時からヴィオラにベタ惚れだったけどさ、それでも普段は一応澄ましたカオしてたのに、今日はもうダメだったね。いやもー、カオはいっしょーけんめー平静を保とうとがんばってたけど、ヨメにデレッデレだった、あのヒト。ホントにもー、相変わらずヴィオラにベタ惚れなー。呆れるの通り越して笑うわ」

「……そう、なのか？」

「そーだよー。なんか世間では二頭目の竜を斃した滅竜騎士様んトコに恋人だった姫君がご褒美で降嫁を許されたみたいな話もテキトーに流れてるけどさー、そんなんなくてもあの二人、元々結婚する気だったし。元はヴィオラの片想いだったみたいだけど、いざ付き合いだしてみたらノシュテット様の方がヴィオラをどろっどろに溺愛しててさー。見ててこっちが砂糖吐きそうなくらい甘々な台詞を吐く恋人で、あの強面な三白眼で、へーきで人前でもヴィオラにキスとかしてさー、めっちゃ独占欲の塊だったし」

「へ、へえー……。想像、つかないな……」

「でしょー！」

　へらへら笑うカーリンは、どうも相当に酔っ払っているようだ。カーリンは酔い過ぎるとよく喋るようになる。それも、あまり世間的に堂々と大声でしゃべるのはよろしくなさげなネタだ。普段緩くテキトーな受け答えをしている分、その饒舌さはちょっとしたギャップだった。

　そんな時の一番の話し相手は誰あろうスティーグと師匠で、無意識に自分が信用している相手を選んでしゃべっていると思われた。だが、今日は聞いていてちょっとノシュテット様が気の毒な言い様だ。

「滅竜騎士様はそんなに姫君が好きなのか」

「そりゃあもう！　でもね、スティーグ、間違ってるよ。姫君じゃないんだよ、ヴィオラが好きなの。普通の女の子で魔女のあの子が好きなの。姫様じゃなくって、あのヒトはヴィオラが好きなんだよ」

　スティーグの僅かな言い方の表現にツッコミを入れてから、カーリンは、ふと言葉を切った。

　そして組んでいた脚を解いてソファの座面に引き上げて膝を抱える。へらへらと笑っていたその笑みが引っ込んで、ふっ、と表情がいつものぼおっとした無表情になった。

「どうした？」

　うつむく妹弟子のカオを覗き込んで、スティーグが訊くと、カオを上げないままぼそぼそと言った。

「……もう、ヴィオラと晩ごはん食べたり、お泊りとかできなくなるかなあ」

「さあな、確かにちょっと難しいかもな。でも、たまになら誘ってみてもいいんじゃないのか？　ノシュテット様さえ許してくれるんならさ」

「…………だって、あのヒト、ヴィオラのコトめっちゃ抱え込みそうだし。晩ごはんくらいはともかく、お泊りとかは許してくれなさそう。可能な限り毎日ヤりたいみたいだし」

「んん？　ナニをやりたいって？」

「だから、セックスだよ。ヴィオラが言ってた。一緒に暮らし始めてからほとんど毎日してるって。ヴィオラが昼間使った魔力を自分が回復させるんだってミョーな使命感を持ってるらしい。単純に毎日シたいってどスケベ根性を正当化させてる気しかないんだけども、本人は一応そう主張してるらしいよ」

「へ、へえー……」

　……それはおそらく、カーリンの主張が正しいだろう。それにしても、毎日ってスゴいな？

　スティーグは同じ男としてつい感心する。

　ノシュテット様は魔術師としてもかなり強いと聞く上、そもそも騎士は体力面から性欲も強いと聞く。その両面を持ち合わせたノシュテット様はそっちがとても強いというコトか？

　スティーグだって魔術師だから、魔力を持つ者としてその性欲の在り方は判っている。だがスティーグは自身をそれほど性欲が強いとは思っていない。だから毎日したいとまでは思わない。

　それは、愛する女を手に入れたかどうかという問題……なのだろうか。いや、違うと思うぞ？

　カーリンは、兄弟子の動揺を気にも留めず、続ける。

「ヴィオラ、めっちゃ綺麗だったしめっちゃ幸せそうだった。片想いを実らせて憧れの大好きなひとと結婚って、魔女にはなかなか難易度の高い夢だよねえ。別にあたしはそんなに結婚願望とかないけどさ、それでも思わず羨ましくなるくらいに幸せそうでさ。……なんか、ちょっと人肌が恋しくなっちゃった」

　こてん、と、カーリンが、隣に座るスティーグの肩にもたれてきた。

　どきん、とスティーグの心臓がひとつ鳴る。

　やっと判った。甘えにきたのか。

　この妹弟子は、あまり表情が表に出ない。無表情というのではなく、薄い笑顔で本当の気持ちを隠しているのだ。それでも、以前この友達のコトを語る彼女は珍しく笑顔で、ああ、その子のコトを気に入ってるんだなあと思っていた。

　その子が結婚したことで寂しくなったのか。酒が入って更に本音が出たというところか。だから、数少ない本音を吐ける相手に甘えにきたのだろう。

　それが自分のところだということにじんわりと嬉しさを感じるのは、彼女に妹弟子以上の想いをもっているからであることくらい自覚している。

　でも、スティーグは自分から動くことはしないと決めていた。

　三年前のあの日、我慢しきれず彼女の無垢な身体を蹂躙した。

　それが魔女にとってどういう意味を持つか知っていたのに、止められなかった。カーリンはすぐに諦めてスティーグを受け入れた。それが、彼女が自分を好いてくれていたからだなんて自惚れる気は無い。それくらい判っている。師匠にもぶん殴られた。

　やってしまった行為を、スティーグは後悔している。

　彼女の同意を得ずに強引にコトに及んでしまったことを悔いていた。

　カーリンは、無理を強いても受け入れるだろうことを、スティーグはなんとなく判っていた。だからその時はやらかしてしまったが、だからこそやってはいけないことだったと後で痛感した。

　カーリンはスティーグを拒否しない。今もこうやって平気で現れる。

　それは、自分に対して好意があるからではない。なんとも思っていないから来るのだ。

　兄弟子として、家族、身内としての好意はもちろんある。むしろあんなことをされてまだその好意が残っていることの方が不思議だと思うのだが、カーリンはまだ兄弟子として慕ってくれている。

　三年前のあの日、無理矢理組み敷くのではなく、ちゃんと好きだと告白し、抱きたいと請うたら、おそらくカーリンは苦笑しつつも、しょーがないなあ、などと言いながらうなずいてくれたかもしれないと今なら思う。以前からカーリンは自分の貞操をそれほど重要だと思っていない節があった。

　今だって、たぶんカーリンは、抱いていいかと聞いたらあっさりうなずくだろう。

　でもそれは好きだからではなく求められたからで、たまには自分も性欲の解消を、くらいにしか思っていないだろうと判ってしまう。……だからこそ、求められない。

　さすがに相手が誰でもということはないだろうが、それでも好きな人に抱いて欲しい、という熱い衝動からうなずくわけではないことは判る。それがスティーグには少し悲しい。

　でも、初めに間違ってしまったスティーグが愛を囁いても、カーリンは同じように流してしまいそうで。

　その上、返事は判っている。『うん、知ってる』……あっさりと、そう言うだろう。

　そして、きっと言うのだ。『でもあたしは惚れてない』と。

　そんな言葉を聞きたくなくて、だからスティーグは自分から手を伸ばすことはしまいと思っていた。

　あれから、何度かカーリンを抱いたが、ソレはカーリンがしたいと言ってきた時だけだ。

　同情ではない、と思っている。自分がしたいと思ったタイミングで求められただけだろう。

　……そして、今も、そうなのだろう。

　スティーグは、腕をまわしてカーリンのアタマを引き寄せた。カーリンが拒否することなくそのまま抱え込まれたことに安堵を覚えながら、しかしそれ以上をできない自分の臆病さを嗤う。

　この微妙な関係を、果たしていつまで甘受できるのだろうか。

　ずっとか。ずっと、一生、このままなのか。どちらかに好きな人ができるまで……ずっと？

　……それを、自分は耐えられるのか。






「…………ねえ、スティーグ」

「ん？」

「まだ、あたしのこと、好き？」

　ぼーっとした口調で、不意にカーリンが訊いた。スティーグは同じように力の抜けた声で応える。

「好きだよ」

「どれくらい？　恋人にしたいくらい？　結婚したいくらい？　それとも単にヤりたい相手として？」

「……どうしたんだ？　なんでそんなこと訊くの？」

「いいから答えて」

「傍にいてやりたい、傍にいて欲しいと思っていて欲しい、とは思ってる。結婚というかたちにこだわる気は無いけど、おまえが帰ってくる場所が俺のとこだけであって欲しいと思っている」

「……まどろっこしいな。はっきり言えよ」

「言えるか、バカ」

「許すから言え」

「言える立場かって言ってる」

「構わないから言えっつってんだよ」

　淡々と、しかし彼女にしては妙に絡む口調で言われて、スティーグはためらう。今更ナニを言わせたいのかと目を遣ると、何故だろう、意外なほどにじっと、しっかりと強い視線でこちらを見ているカーリンの瞳にかち合って思わず怯む。

　そしてしばらく躊躇った挙句に、その瞳の強さに負けて仕方なく口を開いた。






「好きだよ。デロデロのドロドロに甘やかしたベタ惚れの溺愛なんて重たい愛し方じゃないかもだけど、それでも他の男におまえを取られたくないと思ってるくらいにはおまえが大事だ。おまえが俺のコト男として好きじゃなくても、兄弟子として慕ってくれてるだけでもいい。それで、こうやっておまえが甘えにくる男が俺だけであればいいと思ってる。でも、俺がそれをおまえに言える立場じゃないとも思ってるから、それをおまえに望む気は無い。俺の一方的な好意で、おまえがそれに責任を感じる必要もない。おまえが俺を好きになってくれるのがもちろん一番嬉しいけど、それを望むほど恥知らずじゃない。……これでいいか？」






　おそらくは彼女も知っているであろうその本音を、スティーグは口にした。

　何故それをわざわざ言わせる、とすら思う。

　カーリンは良くも悪くもはっきりさっぱりざっくりな娘だ。良い意味で女性らしいねちっこさとかいやらしさみたいなところが無い。好きなら好き、嫌いなら嫌い。嫌ならすっぱり断る。そんな気性だ。

　たぶん仕事先が変人の巣窟と謂われる魔術庁でなければ一匹狼の変人扱いだっただろう。

　そういう意味では、他人の言動の裏の裏まで読まなければならないような貴族生活には向かないだろうから、こっち側にいて良かったと言える。

　これでどうだと開き直って言ったが、カーリンはお気に召さなかったらしい。眉間に皺が寄った。

「まだ長い。ひとことで言え、ひとことで。御託や言い訳は要らん。必要なトコだけ簡潔に」

「はあああ？」

　ちゃんと言えと？　それを望むのか？　よりによっておまえが？

　酔っ払い相手だ、そんなに真面目に答えなくたって、放っておけば勝手に寝るだろう。カーリンは大抵そのパターンだ。だが、何故か今日はなかなか寝る様子はない。どころかしっかり目が開いている。

　挑むような目つきにとうとう自棄っぱちな気分になって、スティーグは喚いた。






「愛してるし、恋人になって欲しいし、抱きたいよ！　でも言えるか、そんなコト！」






　言わない後悔より言って後悔。そんな気分で喚いた途端。

　いきなりくちづけられた。

　突然ナニが起こったと認識する前に離されて、その目の前の好きな女が、にっと笑っていた。

「言ってんじゃん」

「……おまえが言わせたんだろう」

「だってスティーグが言わないから」

　言わないからって、だから言える立場にないって言ってるだろうが、と内心で文句を言うが、視線は目の前の女から離せない。

　なんだろう、なんだか猫に狙われた小鳥の気分がこんなんではなかろうか、と九つも年上のはずの兄弟子は妹弟子に怖気づいた。






「なんか、めっちゃ幸せそーなヴィオラを見てたらさあ、あたしも誰かに愛されたくなっちゃったんだ。別にノシュテット様までいかなくていいからさ、スティーグ、その相手役、引き受けてくんない？」






　ええと、あの、それは、つまり。

「はい、返事は？」

「あ、はい」

「よし、じゃあ、改めて初夜と行こうか。はい、あたしをベッドまで連れてって」

「はい？」

「ナニよ、イヤだっての？」

「いや、あまりにも怒涛の展開にアタマがついてってない。あと、酒臭い女を抱くのかと」

「ああ？　文句言うかよ。しょーがねーなー。『癒し』」

　ふわんと魔術が発動し、カーリンの身体が一瞬光ると、酒精が抜けたらしい。

「コレで文句ない？　せっかく楽しい酒で酔ってたのにさー」

　その文句が本当なのか単なる照れ隠しなのかの判別がつかなくてスティーグが目を丸くすると、なんだかカーリンがふん、と余所を向いた。……コレは、照れ隠しだ。

　じわじわと嬉しさが込み上がる。つまり、自分は惚れた女を手に入れたというコトで良いだろうか？

　いやいや、そう断言するにはもうひとつだけ要素が足りないわけで。

「なあ、カーリン」

「んー？」

「相手役を引き受けるのは喜んでだけどさ」

「うん」

「おまえの気持ちはちゃんと聞いてないんだけど？」

　あ、バレた、とつぶやくのをスティーグは聞き逃さなかった。

　だが、へへ、と笑ってごまかそうとするカーリンの笑顔を見て、スティーグは溜息をひとつ落とす。

　ああ、コレは言う気ないな。ヒトには言わせといて、この女。

　仕方ない、こうやってはぐらかされるのもいつものコトだ。

　スティーグはカーリンを横抱きに抱き上げた。心得たカーリンがスティーグの頸に腕をまわす。






「満足させてくれたら言ったげるよ♪」

「言ったな？　男の純情を弄びやがってコイツは。覚悟しろよ」
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　ドレス姿の妹弟子を抱えた兄弟子は、寝室へと足を向けた。

　滅竜騎士様ほどではなくとも一晩がんばった結果、音を上げた妹弟子が半泣きで言った言葉にスティーグが満足するのは明日の朝。

　そして、二人でブラウンシチューを朝食に食べるのだ。
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番外編　　記念日












「ヴィオラ、今度の休みなんだが、二人で出掛けないか？」

　とある夜、ラーシュが妻に提案した。

「はい、もちろんいいですけど、どこか行きたいところがあるんですか？」

「ああ、久しぶりに菓子屋巡りをしないかと。しばらく行けていなかったしな」

「ああ、なるほど、判りました」

　意図が判って、ヴィオラはうなずいた。

　結婚してそろそろ三ヶ月が過ぎていた。ようやく貴族たちからヴィオラ姫への多種の誘いや結婚祝い攻勢も落ち着き、やっと元の静かな生活が戻りつつあった。

　そろそろ門番当番をしてくれているラーシュの部下の騎士たちにも元の仕事に戻ってもらえそうだと思っているところだが、何故か騎士たちの方がもう少しと延長を願い出ているらしいというのは、本当に以前に聞いた昼食問題のせいなのだろうかと首を傾げているところだが。

「行きたいお店ができたんですか？」

「ああ、行先は俺に任せてくれるか？」

「ええ、もちろん。元々ラーシュ様のためのお菓子屋さん巡りだったんですから」

　うなずくと、ラーシュはほっとしたように微笑んだ。










　次の休みは無事快晴だった。

　前日の帰りにラーシュが騎士団から小さめの馬車を借りてきてくれて、それに乗って二人で出掛けた。

　自宅で一台馬車を持っていれば楽なのだろうが、そうすると馬車用の馬を飼わなければならない。ヴィオラは馬を扱えないし、ラーシュが通勤に使っている馬は軍馬なので馬車を牽くのに使うのはしのびない。結局、必要と判っている時なら借りてくるのが手っ取り早かった。

　子供ができたり弟子を取ったりといったことがあれば、そして使用人でも雇うようなことがあれば、少しは考慮することもあるかもしれないが、現状ではそれで結構だった。

　城下まで行くと、馬車を騎士団に返してから街へ出た。

　ラーシュが以前にヴィオラにつくってもらった保冷ずだ袋を背負っての久しぶりの買い物だ。

　実は二人でこうして出掛けるのは結婚して以来初めてだ。ずっと出掛けられなかったから、結婚する前を思い出してとてもどきどきする。

「やっと一緒に出掛けられて嬉しい」

「ああ、俺もだ。ずっと出掛けようとすると邪魔が入ったからな。でも、今日はどうしても二人で出掛けたかったから」

　ラーシュが微笑んでヴィオラの手を握ってくれる。それだけでもう幸せなヴィオラは、嬉しくてカオが笑ってしまうのを我慢できない。

　そんな嫁が可愛くて仕方ないラーシュは、にやけてしまいそうになるカオを一生懸命引き締めながら、目的の場所へと歩き出した。

「どこへ行くんですか？」

「まずは西三番通りの『ピアジェ』だな」

「ああ！　そろそろ新作の時季ですもんね」

　最初に行った店は、繁華街の真ん中にある人気店で、ヴィオラも師匠も、そしてラーシュも気に入っている店だった。そして、ヴィオラとラーシュが初めて一緒に訪れた菓子屋であることもあって、ヴィオラの中ではちょっと特別な店という位置づけでもあった。

　店に入ると相変わらず甘い焼き菓子の香りに満ちていて、本当に幸せな気持ちになる。

「いらっしゃいませー。……あ！　滅竜騎士様!?」

　にこやかな店員の女性の声が途中からひっくり返った。いつも対応してくれる顔見知りの店員さんだが、とうとうこのたまに訪れるごつい男性が滅竜騎士だとバレてしまったらしい。ここしばらく二頭目の竜殲滅や姫君との結婚の話などでなにかと話題に上がっていたせいで、城下でも風貌が知れ渡ってしまっていたようだ。

　他の客がいなかったことを幸いに思いながら、ラーシュは苦笑した。

「久しぶりに寄らせてもらった」

「いえ！　光栄です！　……ということは、あの、そちらの方は、その、ヴィオラ姫様ですか？」

「ああ、妻だ」

「っっっっ!!　いらっしゃいませ！　今まで存じ上げなくて失礼致しました！」

　何度もラーシュと一緒に来ていた女性が姫君だったと気付いて慌てて畏まって頭を下げる店員をこちらも慌てて止める。こちらは普通にお菓子を買いに来たただの客であって、特別扱いをされたいわけではないし、畏まられるのもむしろ困る。お願いだからこれまで通り普通に対応して欲しいとお願いした。

　恐縮しつつ了承してくれた店員の女性が注文を聞くと、ヴィオラが選ぶ前にラーシュが注文を出した。

「マドレーヌ全種類を二つずつと、フィナンシェを一袋」

「え、それだけでいいんですか？　季節の新商品、出てますよ？」

「今日はいいんだ。また次の機会に」

　小首を傾げるヴィオラが訊くと、ラーシュは微笑んだ。

　店を出た二人は、次の店へ向かった。

　紙袋はラーシュが保冷ずだ袋に入れて持ち、もう片方の手はヴィオラの手を握る。正しいラブラブな新婚さんの姿だ。

　二軒目、三軒目も、初めて一緒に買い物に行った時に訪れた店だった。そして同じようなやり取りの上、恐縮しながらも初めて買ったものと同じものを頼んだ。

　四軒目もやはり同じ喫茶スペースのある店で、二人は同じように店内限定スイーツを食べた。
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　季節限定を謳っていたそのパルフェは、以前食べた時と少しだけあしらわれていたフルーツの種類が違っていたが概ね同じもので、フルーツもオレンジのババロアも角切りのスポンジも生クリームも全部が美味しかった。あっという間に高速で一つを食べ終わったラーシュは、前と同じようにヴィオラに提案した。

「もう一つずつ頼まないか？」

「もちろんです。お姉さーん、あと二つこのパルフェください！」

　追加が運ばれると、美味しくそれを堪能した。本当にここのパルフェは美味しい。

　心もおなかも幸せで、ヴィオラはとても満足だ。

　一緒に頼んだ紅茶を味わい、ついでに更に以前は師匠の手土産にと買ったケーキを二つ買うと、二人は店を出た。

　その頃には既に夕方が近付いていて、晩ごはんはナニが食べたいですかと訊いたヴィオラに、本当は食べて帰ればヴィオラが楽だろうが荷物が増えたことで店に入り辛くなったことだし、とラーシュが持ち帰りの料理を買うことを提案した。そこにヴィオラが足りないもの買っていいですかと更に荷物を増やしたので、結局再び借りた騎士団の馬車で帰った。やはり馬車だと荷物が増えても平気なのがとてもありがたい。

　家に戻ると、ヴィオラはケーキやお菓子を保冷庫にしまってから、居間にいるラーシュの元に行った。

　ラーシュは居間でソファに座って妻を待っていた。

「ラーシュ様、今日はお出掛けに連れて行ってくださってありがとうございました」

「ああ、楽しんでくれたか？」

「はい、もちろん」

　うなずいてから、ヴィオラはラーシュの隣に座った。

「覚えていてくださってたなんて思いませんでした」

「もちろん覚えてたさ、と言いたいところだが、実は少し前に気付いたんだ。間違ってなくて良かった」

　正直に言って笑ってから、ラーシュはヴィオラの肩を抱いた。






「初めてきみとデートをした日だからね」






　一年前の今日は、ヴィオラとラーシュが初めて二人で菓子屋巡りをした日だった。

　もちろんヴィオラは覚えていたが、ラーシュが覚えていたなんて思わなくて、さすがに驚いた。

「初めは、ただの偶然だと思ってたんです。でも、ピアジェで新作を買わずにマドレーヌを買った時、あれって思って。そしたら二軒目でも三軒目でもあの時と同じものを買ったから、もしかしてって。そしたら最後にパルフェを食べたから間違いないって。びっくりしました」

「驚かせられたなら良かった」

　笑ったラーシュは満足そうだった。

「いろいろ考えたんだが、これが一番おもしろいかなと思ってね。それに、久しぶりにきみと菓子屋に出掛けたかったのも本当だし」

「はい、嬉しかったです」

　本当に嬉しそうに笑って、ヴィオラはラーシュに甘えるように凭れた。

「一年前の今頃は寮に戻って買って帰った菓子を見て喜んでいたくらいだったかな」

「私も、買っていただいたケーキを師匠に見せびらかして、晩ごはんのあとのデザートですからね！　なんて言ってた頃だったんじゃないかと思います」

　笑いあった二人は、どちらからともなくちゅっとくちづけあった。

「それからたった一年で、こんな関係になるなんて思ってもみなかったな」

「ホントに、夢みたいです」

　ふふふっ、と笑ってヴィオラが懐くと、ラーシュがヴィオラの髪を撫でながら笑う。

「夢じゃ困るな。こんなにきみのコトを愛していてもう俺の妻だと信じていたのに、実は今までの一年が全部夢だったら、さすがに俺も落ち込みそうだ」

「落ち込みます？」

「ああ、落ち込むな。で、一人が耐えられなくなって、その足できみの元に走って、愛している、俺と結婚して欲しいと申し込む」

「うわあ、そんなコトされたら、私その場で気絶しそう」

「驚いて？　嬉しくて？」

「それはもちろん両方です」

　ヴィオラが笑いつつも夫の言葉に頬を染めると、ラーシュは自分でも笑う。

「でも、いきなり過ぎてエルヴィーラ殿にどつかれそうだが」

「あああー、やりそう。あ、でも、この時点だったら私、もうその頃はラーシュ様のこと好きでしたし師匠にもそれはバレてたから、案外普通にあらそうなのとか言われて認めてもらえているかも。で、その上でからかい倒されると」

「からかわれるというのはものすごく目に浮かぶな」

　ラーシュが苦笑するのは、過去散々エルヴィーラにおもちゃにされたことを思い出したからか。

「あ、でも」

　ふとヴィオラがつぶやいた。

「この時点でラーシュ様が私のことを好きになってくださっていたら、あの後の何ヶ月かご一緒した買い物で見たいろんなラーシュ様を見られないことになっちゃいます。片想いの時間が短くなるのは嬉しいけど、ラーシュ様が私を友人として扱ってくださっていたからこそ見られたいろんな言葉や表情や楽しかった思い出がなくなっちゃうのは残念すぎるので、やっぱり今のままがいいです」

「……そんなに変わったコトをした覚えは無いが」

「その、変わったコトをしてない普段のラーシュ様が見られたことがとても嬉しかったんです。騎士としてカッコよくお仕事をされていたラーシュ様とはまた違った、普通の男の人のラーシュ様が見られるなんて、片想いの女の子からしたらとても貴重で大切な時間だったんですよ？」

「……良く判らないが、そういうものか。なにやら照れくさいな」

　にこにこと笑うヴィオラの笑顔が妙に気恥ずかしくてラーシュは苦笑する。

「そういうものです。伝言鳥の行先を教えていただけただけで嬉しすぎて舞い上がってたなんて、ラーシュ様には想像もつかないでしょうけど」

「すまない」

　素直に白旗を上げてから、ああ、でも、とラーシュはふと思い出したように視線を巡らせた。

「だが、そういえば、きみからの伝言鳥を受け取った時にたまたま部下が傍にいて、ピンクの鳥だったことで、女の子からですか、副長にもそんな子がいたんですか、羨ましいですとかえらく騒がれたことがあったな。それまではまるで自覚が無かったが、そういえばあの時、俺は初めて女性から私用の手紙というものをもらっているのかと妙にくすぐったい思いをしたことを思い出したよ」

「あはは、そんなことが。あの頃、本当にラーシュ様からの伝言鳥をなんとか残せないものかとものすごく悩んだものでしたけど」

「え、だが、別にたいしたことは書いてなかっただろう？　待ち合わせの日付と時間とかその程度で」

「ラーシュ様ったら判ってない！　それでも好きな人からいただいたものならなんでも残しておきたいものなんですよ、女の子は。全部、大切な思い出ですから」

「そうなのか」

「そうですよ。私の場合は特に、こんなふうに一緒にいられるようになるなんて夢にも思ってなかったから、もし残せたならもう一生の宝物にするのにって毎回半泣きで手紙が消えるのを見送ってましたもん。残せる伝言鳥の研究をするべきかって真面目に師匠に相談してたくらいでしたし。めちゃくちゃ笑われましたけど」

「すまないな、朴念仁で」

　言いながら、ラーシュはカオがどんどんニヤけていくのを止められない。それが気恥ずかしくて口元を隠してしまうと、それを見咎めてヴィオラが訊いた。

「……なんでそんなに笑ってるんですか？」

「俺の嫁が可愛すぎる。コレが最近言うところの萌え殺されるってヤツか。めちゃくちゃ可愛くてたまらない」

「はい!?」

　突然言われたコトに驚いて、まるで自覚のない嫁は目を丸くする。

「その頃は知らなかった俺に対するきみの可愛い恋心をそんなに一生懸命いくつも直接聞かされて、嬉しくないわけがないだろう？　可愛すぎてたまらない。まさにどうしてくれようって気分だ」

　言われてやっと気が付いた。思い出話ついでにいくつも語ってしまったが、考えてみればそれは、いかに自分がその頃からラーシュのコトを大好きだったかを暴露しているようなものだ。

　自覚した途端ぶわっと真っ赤に染まったヴィオラが慌ててナニか言い訳をと、無駄な足掻きをしようとした途端、ラーシュはヴィオラの身体を抱き込んだ。逃がすわけがない。

「その頃からきみはそんなに俺のコトを好きでいてくれたのに、気付かなくて本当にすまない。詫びでもないが、その分これからしっかりときみのことを愛して大切にするから勘弁な」

　言いながら、なんでしょう、その色気だだ洩れな視線は。

　ヴィオラは知っている。こういう目をして寄ってくるラーシュが次に出る行動など、同居を始めて数ヶ月、いい加減身に染みている。つい及び腰になったヴィオラが、え、あ、とか呻いた挙句、ふと気付いて言った。

「あ、あの、ラーシュさま、そうだ、晩ごはん！　夕食まだですよ！」

「さすがにまだ腹は減っていないだろう？　食前に少し運動して腹を減らそうか」

　確かにさっき食べたパルフェのせいで空腹は感じていない、いないが、でも、ね？






「せっかくの初デートの記念日だ。そんなに俺を好きになってくれたきみにたくさんの幸せを味合わせたい。いいだろう？」






　……大好きなひとにそんなふうに微笑まれて、断れるわけがない。

「……夕食のはずが朝食になるのはダメですよ？」

「ああ、ちゃんと食事もして、その後も楽しもうな？」

　……そーいうコトを言っているわけではないのですが。

　それでも。






「お手柔らかにお願いしますね？」

「ああ、しっかり可愛がろう」






　微妙に意見をずらされながらも、それから新婚の二人は甘い記念日を過ごしたのだった。

　夕食がちゃんと夕食と言える時間のうちに食べられたかは、二人のみぞ知る、なのだが。







了
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